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秀丸エディタＱ＆Ａ集〜はじめに
　このヘルプの内容

「秀丸エディタＱ＆Ａ集」は、秀丸エディタを使い始めの時期によく疑
問に感じる事柄や、	秀丸エディタの動作や機能について頻繁に質問され
る内容などをまとめたものです。

対象は以下になります。

秀丸エディタVer.8以降

OSは	Windows	7	以降

その為、古い秀丸エディタやOSの場合、内容が一致しない場合がありま
す。

「秀丸エディタＱ＆Ａ集」は次の６部から構成されています。

第Ｉ部…秀丸エディタＱ＆Ａ集　〜よくある疑問や質問に即答〜
秀丸エディタについて頻繁に質問される事項をＱ＆Ａ形式でまとめ
ています。	「おかしいな」「これはどうするの」と疑問に思った
ら、まず、第Ｉ部の各項目を調べてみましょう。

第II部…知っていると便利な秀丸の機能〜秀丸を使いこなすために〜
秀丸エディタは、ごくシンプルなソフトウェアですが、使う人の度
量に応じて、その価値が変化する種類のソフトウェアとも言えま
す。	第II部では、一見ごく普通の機能だけど知れば知るほど広く深
く使える機能のいくつかを、少しまとまった形で紹介します。	秀丸
エディタ使いこなしへの第一歩がここから始まりますっ。

第III部…秀丸マクロのいろはにほへと〜初心者にもわかる(？)秀丸マク



ロ講座〜
秀丸エディタをしばらく使っていると、「あれができない」「これ
がしたい」という要望がいっぱい出てくる事でしょう。	シンプルで
あるがゆえに機能自体は少ない秀丸エディタですが、マクロ機能を
使う事でかなりの部分をカバーできます。	第III部では、秀丸エディ
タのマクロ機能について、初心者のためのマクロ導入講座から、	エ
キスパート(って何(^^;？)が唸るような情報を紹介します。

第IV部…テキスト編集を極める！！〜正規表現と各種ツールの紹介〜
秀丸エディタに限らずパソコンをさらに使いこなすためには、より
幅広い知識を持つ事が大切になります。	そこで第IV部では、テキス
ト文書を編集する上で知っておくと便利な基礎的な知識を秀丸エデ
ィタに限定しないで紹介します。	知っていてソンはありませんよ！

第V部…〜マクロから呼び出すＤＬＬの作り方
秀丸エディタver.3.02以降で、マクロからDLLが呼び出せるようにな
りました。	この機能を使うと、これまで秀丸マクロの機能で実現で
きなかったことが実現できるようになります。
上級者向けですが、DLLを作ったことがない人でもいちおう理解で
きるように、	また一般のDLLと比較して秀丸エディタから呼び出せ
るDLLの仕様なども細かく説明しています。

第VI部…〜秀丸エディタ拡張モジュール
秀丸エディの機能を拡張する各種外部プログラムの説明です。

目次に戻る





秀丸エディタＱ＆Ａ集〜はじめに
　秀丸エディタＱ＆Ａ集の公開＆作
成への経緯

●秀丸FAQ(仮称)公開＆作成への経緯

　秀丸エディタは、Windows3.1、Windows95、WindowsNTの各環境
で使われているエディタで、	「ウィンドウズの定番エディタ」とし
て広く知られています。	ところが、これに対応した秀丸および秀丸
マクロについて総合的に解説した書籍やヘルプは残念ながら皆無の

状態です。1

一方、Windows95の爆発的な普及にともない、コンピュータやソフ
トウェアの一般的な知識を習得する前の初心者も気軽に秀丸を使う
ような、	ある意味で素晴らしい時代になってきました。	ただ、秀丸
のサポートは、秀丸のプログラミングを担当する秀丸エディタ担当
氏によってFWINAL	MES	18	で直接行われており、	多様な秀丸ユー
ザの激増に比例して、その負担は加速度的に大きなものとなり、	バ
ージョンアップのためのプログラミングにも十分時間が割けないよ
うな状況のようでした。

　そんな時期に「頻繁に出される質問やごく簡単な問題などはわざ
わざ秀丸エディタ担当さんが答えなくても、いいんじゃないのか
な。	頻出情報集としてまとめておけばね。	質問する人だって、実際
に手元に置いてじっくり調べられるモノがあるととりあえず安心す
るしさぁ」という声がどこからともなく起こってきたのでした。	こ
の提案に賛同した人たちは早速FWINAL	MES	19に結集。	幅広い秀
丸ユーザにとって有用なものにしたいという気概のもと、そもそも
この作業をどの会議室でどう展開するべきか、	通信の世界の良識や



ルールを乗った上で公正な編集作業をどう継続するかなど、ごく基
本的な意見交換から作業を開始しました	（詳細は、近々、アーカイ
ブ・ファイルとして公開予定の「FWINAL	MES	19	過去ログ」を参
照ください。	これは、当企画の発端から完成までに会議室に寄せら
れた全ての発言も含まれています）。	オリジナル原稿の寄稿を募
り、同時進行でその内容の検討が続けられました。比較的短期間で
はあったものの、	多くの人たちの惜しみない協力と努力、	そして直
接的ではないけれども実に暖かく深い理解に満ちた瞳で作業を見守
ってくださった方々に支えられ、	秀丸FAQ集(仮称)をまとめ上げる
作業が続けられたのです。

　一見、なんでもない「秀丸FAQ集（仮称）2 」ですが、こうした
経緯を経て、	秀丸を愛する多くの人たち(秀丸界に棲む最強の魔
族、そしてクリスタルのように透き通り、	あまりに傷つきやすい美
しき心を持った優しい戦士たち……らしい？)の純粋な「善意」を結
集し完成したものです。	その秀丸FAQ集（仮称）が少しでも多くの
秀丸ユーザにわずかでも役立つようであれば、制作にたずさわった
すべての有志は嬉しく思います。	では、いっそう快適なWindows95
ライフ、そして秀丸ライフを…(^^)

(初版より引用〜原文のまま〜)

目次に戻る

1.	 2019/03/07	現在、各種書籍が発刊されています。詳細は、秀まるお
のホームページ(サイトー企画)の	秀シリーズの解説書 を参照して
ください。	(第８版編集担当より)↩

2.	 当・秀丸エディタＱ＆Ａ集は、初版時点ではこういう名称でした。
(第２版編集担当より)↩

https://hide.maruo.co.jp/book/books1.html




秀丸エディタＱ＆Ａ集〜はじめに
　秀丸エディタＱ＆Ａ集の制作趣旨

当・秀丸エディタＱ＆Ａ集は、

みんなで秀丸担当さんの負担を減らし、ニコニコ状態でバージョンア
ップにいそしんでもらおう!!

という趣旨に沿って、「秀丸エディタＱ＆Ａ集制作しよう会」が制作し
ています。

※ご注意

「制作経緯」からもお判りのように、	当・秀丸エディタＱ＆Ａ集
と、	秀丸エディタの著作権者である有限会社サイトー企画（秀まる
お氏およびプログラム担当の秀丸担当氏)とは、	まったく関係があ
りません。

当・秀丸エディタＱ＆Ａ集の原稿内容、質問、疑問などについて
は、	「最新版を担当する取りまとめ役」に連絡頂くようお願いしま
す。

※転載・掲載等の規定については「あとがき」参照のこと。

目次に戻る





秀丸エディタＱ＆Ａ集〜はじめに
　秀丸エディタの各ＯＳ毎の最新版

秀丸エディタは以下の場所で入手可能です。

秀まるおのホームページ

秀丸エディタＱ＆Ａ集第８版の執筆・編集段階での秀丸エディタの最新
版は次の通りです。	トラブルが発生するようであれば、まず最新版を導
入することをお奨めします。

秀丸エディタ最新版(2019/03/07現在)
種類 Versionアーカイブ名

32bit版 8.88 hm888_signed.exe

64bit版 8.88 hm888_x64_signed.exe

秀丸エディタの対応OSは、Windows	98、Me、NT4.0、2000、XP、
Vista、7、8、8.1、	10(Pro,Home	エディション	の	Current	Branch)	にな
ります。

Windows	XP以降の場合、32bitおよび64bit	OS	に対応。
なるべく新しいOSでの使用を推奨します。

2019/06/23現在、Microsoft	の	サポート対象なのは、Windows10
Version	1803以降です。
(Windows10以外は、すでにメインストリームサポートは終了してい
ます。)
Windowsのサポートに期間に関しては、	Windows	ライフサイクル
のファクト	シート 	を参照してください。

https://hide.maruo.co.jp/
https://support.microsoft.com/ja-jp/help/13853/windows-lifecycle-fact-sheet


以前あった、WindowsNT(Alpha)、WindowsNT(PowerPC)、
Windows3.1用の秀丸エディタは、すでに更新されていません。
(Alpha、PowerPC版は古いバージョンがダウンロード可能ですが、
3.1用はダウンロード出来ません。)

現在(2019/03/07)、秀丸エディタは以下のバージョンが公開されてい
ます

日本語版

英語版

浮動小数点数版(統合版)

さらに、各バージョンには、32bit版、64bit版があります。	64bit	OS
では、32bit版、64bit版のどちらでも使用可能です。

通常の日本語版Windowsを使っているなら、日本語版を使用してく
ださい。

浮動小数点数版とは、マクロで使用する数値が、小数点を扱えるよ
うになるバージョンです。	(通常版は整数のみで、小数点以下は扱
えない。)

Windows10(Version	1607以降)用ストアアプリ版も公開されていま
す。

ストアアプリ版は、既存の秀丸エディタ(デスクトップ版)とは別の
アプリケーション扱いで、	ライセンスや設定も別になります。

ストアアプリ版は32bit版のみで、64bit版はありません。64bit	OS	で
も32bit版を使うことになります。

詳細は秀まるおのホームページ の	秀丸エディタ(ストアアプリ版)
	を参照してください。

https://hide.maruo.co.jp/
https://hide.maruo.co.jp/software/hidemaru_appx.html


ストアアプリ版は、自動的にアップデートされます。

目次に戻る





秀丸エディタＱ＆Ａ集
　第Ｉ部〜秀丸エディタＱ＆Ａ集

第Ｉ部では、秀丸を使っていて出会う典型的な問題や頻出する疑問など
をＱ＆Ａ形式でまとめています。	次の４つの項目に分類されています。



●目次

●Ｑ＆Ａ集の表記について 〜まずここをご一読下さい〜

●よくある質問 〜会議室等でよく出される質
問〜

●機能別Ｑ＆Ａ 〜操作・機能別にまとめられ
ています〜

●質問番号順Ｑ＆Ａ 〜質問番号順の目次です〜

●既に対応済みの過去のトラブル 〜最新版では修正されている
不具合〜

目次に戻る





第I部〜秀丸エディタＱ＆Ａ集
　Ｑ＆Ａ集の表記について

　秀丸エディタＱ＆Ａ集は、以下の表記に基づいて記述されています。
ただし、すべての原稿の表記を規制するわけではなく、表記上のガイド
ラインとして、	表記に関する緩やかな例を示すものです。



●メニュー操作などについて

パーツの名称
メニュー名、コマンド名、ダイアログボックス名、ダイアログ
ボックス中にあるオプション名、	ツールバー名、アイコン名、
ウインドウ名などは、「」でくくって表記します。ショートカ
ット名は、省略します。	たとえば「ファイル(F)」は「ファイ
ル」とします。

ボタン
ボタンは「」でくくり表記します。たとえば「キャンセル」で
す。	なお、ボタンそのものを明示したい場合は＜＞でくくって
強調させる場合もあります。	たとえば『＜開く＞ボタン』など
です。

メニューの連続選択
メニューを連続して選択する場合は、→を使って「」内に並べ
ます。	特に指示がない場合は、メニューの選択はメニューバー
から選択が開始されるものとします。	例えば『メニューバーの
「ファイル」を選択して続いて「開く」を選択し、＜開く＞ボ
タンを押す操作』は、	『「ファイル→開く」ダイアログボック
スの「開く」ボタン』と表記します。	ダイアログボックスでタ
ブを選択する場合は、それまでの選択経路を示した「」に続い
て「タブを…」と表記します。	たとえば、『「その他→設定→
詳細」タブの…』と表記します。



●マウス操作について

マウスの設定
マウスのボタン操作では、右ボタンと左ボタンの２つのボタン
を使用します。	左右のボタンの機能はWindowsのデフォルトの
割り当てである「右きき用」が選択されているものとします。

クリック
クリックとは、マウスボタンを押して離す１回の操作を示しま
す。右クリックと左クリックがあります。	特に意味のある場合
は、シングルクリックとも表記することもあります。	クリック
後にはマウスボタンから指が離れています。

ドラッグ
ドラッグとは、マウスボタンを押し下げたまま、マウス全体を
移動させる操作です。	ドラッグは、押し下げたボタンから指を
離すことで終了します。

ドラッグ＆ドロップ
ドラッグ＆ドロップとは、ドラッグアンドドロップと呼ばれる
操作で、マウスポインタで指示する対象をドラッグして、	目的
とする位置でマウスボタンから指を離す操作です。

ダブルクリック
ダブルクリックとは、マウスボタンを素早く連続して２回押す
操作を示します。	２回のクリックの間隔が長すぎると、ダブル
クリックではなく、シングルクリック２回になってしまうので
注意が必要です。

トリプルクリック
トリプルクリックとは、マウスボタンを素早く３回連続して押
す操作を示します。



●キーボード操作について

　キーボードにあるキーは ［	］ でくくって表記します。

主なキー表記

キー表記 操作内容

[A] , [1] [A]キーや[1]キーを押す。

[Space] スペースバーを押す

[Shift] シフトキーを押す

[Ctrl] コントロールキーを押す

[Tab] タブキーを押す

[BS] バックスペースキー([BackSpace])を押す

[Esc] エスケープキーを押す。

[F1] ファンクション１キーを押す。

[Alt] オルトキーを押す。

[Enter] リターンキーを押す。

[Ins] インサートキー([Insert])を押す

[Del] デリートキー([Delete])を押す。

[Home] ホームキーを押す。

[End] エンドキーを押す。

[PgUp] ページアップキー([PageUp])を押す

[PgDn] ページダウンキー([PageDown])を押す

[↑] アップキーを押す。

[↓] ダウンキーを押す。

[←] レフトキーを押す。



[→] ライトキーを押す。

同時に複数のキーを押す操作
同時に複数のキーを押す場合は、＋記号でこれを並べて表記し
ます。
たとえば『 [Shift] キーと [Ctrl] キーを同時に押しながら
[A] キーを押す操作』は、	『 [Shift] + [Ctrl] + [A] 』
と表記します。
なお、同操作を『 [Shift+Ctrl+A] 』と表記することもありま
す。

キーボードの種類
本書では原則的に１０６キーボードに従って表記します。	これ
以外のキーボードを使用している場合は、それぞれ１０６キー
ボードとの対照表を参照してください。



●その他の表記

バージョンについて
秀丸エディタはVer.8以降、OSは、原則的にはWindows7以降を
主たる対象とします。
秀丸エディタの32bit版と/64bit版で異なる箇所があれば、補足で
追加していきます。

入力文字
ユーザが入力する文字列は「」でくくります。	たとえば『「フ
ァイル名」のエディットボックスにTEST.TXTと入力する』場
合は、	『「ファイル名」のボックスに「TEST.TXT」を入力』
と表記します。	文字を入力する欄であるエディットボックス
は、ボックスと略記することがあります。	明示的に示したい場
合に『』でくくる場合もあります。

重要語句
重要な意味や、重要さを示唆する場合は、該当文字列を「」ま
たは『』でくくります。

カタカナ
カタカナはすべて全角で表記します。	ライブラリに登録され
ている名称や、ダイアログボックスでの表記が、半角カタカナ
になっている場合も、	あえて全角カタカナで表記しているので
注意してください。	これは当・秀丸Ｑ＆Ａ集がインターネット
のページとしてそのまま転載されることを考慮したもので、ご
了承願いたく存じます。

最新版
当ヘルプ内で「最新版」とあるのは、2019/03/07現在における
最新版を示します。

外部リンク
リンク部分に、このマーク	 	がある場合は、	外部サイトへのリ



ンクになり、webブラウザーが起動して外部サイトを表示しま
す。

※なにぶん会議室への寄稿をベースにした共同作業ですので、表記
の統一が乱れている部分も残っていますが、	ほぼ常識内でのブレだ
ろうと甘えちゃったりして……。ま、長い目で大目に見てやってく
ださい。	版を重ねるごとに手がいれられると思いますm(__)m　お
気づきの点は、いつでもご指摘くださいm(_._)m



●設定画面について

「動作環境」は、ダイアログにある「上級者向け設定」をチェック
しないと	表示されない項目もあります。

秀丸エディタＱ＆Ａ集では、「上級者向け設定」にチェックが入っ
ている前提で説明を行うので、	説明と一致しない場合は、「上級者
向け設定」のチェックを確認してください。

また、執筆時の最新版の画面を使用するため、バージョンが一致し
ない場合は、多少異なる場合もあります。

目次に戻る





第I部〜秀丸エディタＱ＆Ａ集
　よくある質問



●はじめに

ここには、コミュニテックスで比較的よく見られる質問をピックア
ップしてあります。
ここにない質問については「機能別Ｑ＆Ａ」または「質問番号順Ｑ
＆Ａ」を見て下さい。

https://www.maruo.co.jp/


●分類項目

インストール・アンインストール等に関する疑問

編集作業・検索等に関する疑問

設定・起動オプションに関する疑問

印刷・ファイル操作・その他の疑問

秀丸マクロに関する疑問



●タイトル一覧

インストール・アンインストール等に関する疑問

[HME0003A]●「送金登録作業」の手順

[HME0012A]●アンインストール失敗？[秀丸エディタ]

編集作業・検索等に関する疑問

[HME0013A]●入力した文字が消える

[HME0013B]●スペースキーで文字が消える

[HME0013C]●カーソルのカタチがヘンだ

[HME0013D]●リターンキーの動作がヘンだ

[HME0036A]●ATOK9で「、」が「，」になる	古い情報な
ので削除

[HME0049A]●「ワード」や「一太郎」等のファイルにgrep

[HME0077A]●BOX範囲選択の方法

[HME0082A]●設定変更後に「やり直し」が効かない	古い情
報なので削除

[HME0083A]●検索／置換の「選択した範囲内のみ」の動作

設定・起動オプションに関する疑問

[HME0078B]●設定を他のパソコンに移行したい

[HME0016B]●秀丸の画面だけが乱れる（その２）

[HME0058A]●１行の長さをそろえたい

[HME0040A]●バックアップファイルを作りたくない



[HME0027A]●起動時に秀丸が現れて邪魔だ

[HME0053A]●「常駐秀丸の終了」がわかりません

[HME0016C]●表示できない記号がある

印刷・ファイル操作・その他の疑問

[HME0033A]●印刷ができません	古い情報なので削除

[HME0035A]●縦書きや段組の印刷がしたい

[HME0017A]●知らない秀丸がメモリー上に残っている

[HME0075B]●Windows98にしてから右クリックメニューが
遅い	古い情報なので削除

[HME0076A]●Windows98でウィンドウがアクティブになら
ない	古い情報なので削除

秀丸マクロに関する疑問

[HMM0014A]●「￥」の使い方

[HMM0055A]●文章作成日時を挿入するには？

[HMM0026A]●setsearchのフラグ

[HMM0063A]●メニュー項目を揃えたい

[HMM0065A]●menuarray	文の引数を自由に設定したい

目次に戻る





第I部〜秀丸エディタＱ＆Ａ集
　機能別Ｑ＆Ａ



●はじめに

質問を操作・機能毎に分類した物です。

●分類項目

インストール・アンインストール等に関する疑問

編集作業・検索等に関する疑問

設定・起動オプションに関する疑問

印刷・ファイル操作・その他の疑問

秀丸マクロに関する疑問

●タイトル一覧

インストール・アンインストール等に関する疑問

<送金登録・パスワード>

[HME0001A]●パスワードが来ない

[HME0002A]●送金したのにまだ「送金について」が出る

[HME0003A]●「送金登録作業」の手順

[HME0004A]●パスワードを忘れた／紛失した

[HME0005A]●パスワードを書いても良いの？

<アンインストール>

[HME0011A]●アンインストール方法[秀丸エディタ]

[HME0012A]●アンインストール失敗？[秀丸エディタ]

<ユーザーサポート>



[HME0006A]●質問したい時にはどうするの？

[HME0007A]●問い合わせ時の必要事項

[HME0008A]●発言タイトルの付け方は？

[HME0009A]●発言にレスがつかない

[HME0010A]●会議室では誰が回答してくれるの？

編集作業・検索等に関する疑問

<文字入力・入力モード>

[HME0013A]●文字を入力すると、入力してあった文字が消
える

[HME0013B]●スペースキーで文字が消える

[HME0013C]●カーソルのカタチがヘンだ

[HME0013D]●リターンキーの動作がヘンだ

[HME0014A]●上書きモードを解除したい

[HME0019A]●マウスポインタが消えてしまう

[HME0032A]●VJE-Deltaでの再変換がおかしい	古い情報な
ので削除

<編集・検索等>

[HME0020A]●正規表現の上検索がヘン!?

[HME0021A]●正規表現の複数「*」で障害	古い情報なので
削除

[HME0024A]●行頭に空白が勝手に入って困る

[HME0061A]●空白行を削除したい

[HME0062A]●空白行を改行だけの行にしたい

[HME0063A]●行頭の空白を削除したい



[HME0064A]●行末の空白を削除したい

[HME0065A]●改行だけの行を削除したい

[HME0067A]●ある文字列を含むファイルと存在する位置を
知りたい

[HME0067B]●ある文字列を含むファイルを見つけたい

[HME0067C]●編集中の文書中から特定の文字列をすべて見
つけたい

[HME0068A]●「grepの実行」って何ですか？

[HME0069A]●規則性のある文字列を検出したい

[HME0066A]●漢字だけを探したい

[HME0070A]●正規表現の設定はどうやるの

[HME0071A]●正規表現による置換をしたい

[HME0077A]●BOX範囲選択の方法

[HME0083A]●検索／置換の「選択した範囲内のみ」の動作

[HME0084A]●行をソートすることは出来ませんか？

[HME0095A]●検索した単語を全て強調表示したい

[HME0098A]●ファイルの改行コードを変更したい

設定・起動オプションに関する疑問

<画面の描画・スクロール>

[HME0015A]●スクロールで画面が乱れる	HME0016Bへ集約

[HME0016A]●秀丸の画面だけが乱れる	HME0016Bへ集約

[HME0016B]●秀丸の画面だけが乱れる（その２）

[HME0016C]●表示できない記号がある

[HME0016D]●改行、EOF	が表示されない	HME0016Cへ集約

[HME0029A]●微妙に異なるウィンドウ幅	古い情報なので削



除

[HME0030A]●勝手に横スクロール	古い情報なので削除

[HME0056A]●画面の色を変更したい

[HME0057A]●純色以外の色を使いたい

[HME0060A]●カーソル行を下線で強調表示したい

[HME0088A]●スクロールバーをドラッグしてもスクロール
しない	古い情報なので削除

<設定・起動オプション>

[HME0016E]●カラー設定が上手くいかない	HME0016Bへ集
約

[HME0017A]●知らない秀丸がメモリー上に残っている

[HME0018A]●秀丸終了後もメモリー上に残骸がある

[HME0018B]●瞬間起動機能がメモリやシステムリソースを
圧迫する

[HME0023A]●「全角文字を意識する」がない	古い情報なの
で削除

[HME0025A]●起動するとともに常駐させたい

[HME0026A]●スタートアップフォルダが見つからない

[HME0027A]●起動時に秀丸が現れて邪魔だ

[HME0031A]●文字コードの設定がヘン？

[HME0040A]●バックアップファイルを作りたくない

[HME0041A]●速いはずの秀丸が遅い!?

[HME0042A]●拡張子が「KEY」のファイルは何？

[HME0045A]●ショートカットの起動オプションが効かない
古い情報なので削除

[HME0047A]●外部ヘルプファイルの起動方法



[HME0051A]●漢字コードの使い分け

[HME0052A]●テキストファイルは常に秀丸で開きたい

[HME0053A]●「常駐秀丸の終了」がわかりません

[HME0054A]●他のエディタと同じキー操作を再現したい

[HME0055A]●複数パソコンに同じ「キー割り当て」をした
い

[HME0058A]●１行の長さをそろえたい

[HME0059A]●行と行の間隔を変えたい

[HME0072A]●「その他」→「ファイルタイプ別の設定」で
設定した内容が反映されない

[HME0073A]●拡張子別や、grepの結果で秀丸の設定を変更
する

[HME0074A]●特定のファイルを開くと文字化けする

[HME0074B]●ファイルがなぜかEUCコードとして開かれる

[HME0078A]●各種設定を移行するためファイルに保存した
い

[HME0078B]●設定を他のパソコンに移行したい

[HME0079A]●.hilight	に	\t	や	\n	は使えるか？

[HME0080A]●grepが動作しない？	古い情報なので削除

[HME0081A]●秀丸でハイパーリンク

[HME0082A]●設定変更後に「やり直し」が効かない	古い情
報なので削除

[HME0085A]●grepで文字コードの自動認識

[HME0086A]●mailto	URLをクリックした時の動作がおかし
い

[HME0087A]●異なるフォルダの秀丸が実行されているので
起動できません



[HME0091A]●ファイルタイプ別の設定の方法

[HME0092A]●コメント行やキーワードを色付けして表示す
るには

[HME0093A]●強調表示で、色やスタイルを設定する方法

[HME0096A]●[EOF]の色を変えるには

印刷・ファイル操作・その他の疑問

<印刷>

[HME0033A]●印刷ができません	古い情報なので削除

[HME0034A]●印刷で行末が揃わない

[HME0035A]●縦書きや段組みなど、きめ細かな設定で印刷
したい

<ファイル操作>

[HME0022A]●フロッピーに保存できない？	古い情報なので
削除

[HME0043A]●他人に分からない様に暗号化して保存したい

[HME0048A]●「ワード」や「一太郎」等のファイルを開き
たい

[HME0049A]●「ワード」や「一太郎」等のファイルにgrep

<その他>

[HME0028A]●メニューバーに「ヘルプ」がない

[HME0036A]●ATOK9で「、」が「，」になる	古い情報な
ので削除

[HME0037A]●TOVER31.COMの実行方法は？	古い情報なの
で削除



[HME0038A]●TOVER31.COMの実行で常駐秀丸の終了が面
倒	古い情報なので削除

[HME0039A]●TOVER31.COMが動かない	古い情報なので削
除

[HME0044A]●出力（Excelの表にすぐ利用できる形の出力）

[HME0046A]●単語辞書登録の起動方法

[HME0050A]●MS-Wordの「切り取り」で異常	古い情報なの
で削除

[HME0075A]●VirusScan併用時の問題	古い情報なので削除

[HME0075B]●Windows98にしてから右クリックメニューが
遅い	古い情報なので削除

[HME0076A]●Windows98でウィンドウがアクティブになら
ない	古い情報なので削除

[HME0089A]●IEのソース表示に秀丸を使いたい

[HME0090A]●IEのHTML編集用エディタに秀丸を使いたい

[HME0094A]●TeXとの連携

[HME0097A]●ファイルを秀丸エディタで編集したのに、反
映されていない

秀丸マクロに関する疑問

<導入・登録・キー割り当て>

[HMM0001A]●マクロファイルとは？

[HMM0002A]●マクロはどこで入手できるの？

[HMM0003A]●マクロファイルの置き場所

[HMM0004A]●マクロファイルの管理

[HMM0005A]●マクロファイル用のフォルダは必須か？



[HMM0006A]●マクロを動かす方法

[HMM0007A]●「マクロ実行」はめんどう

[HMM0008A]●マクロ登録方法

[HMM0012A]●登録したマクロがメニューにない

[HMM0013A]●マクロを登録する位置はどこが最適？

[HMM0009A]●マクロを「キー割り当て」して使いたい

<マクロプログラミング>

＊エラー等

[HMM0010A]●マクロ実行でエラー

[HMM0011A]●バッファが溢れるとは？

[HMM0066A]●Windows3.1で動いたマクロがWindows95
で動かない？	古い情報なので削除

[HMM0075A]●浮動小数点数版秀丸との互換性

[HMM0078A]●ある特定のマクロの動作だけが遅い

＊変数・キーワード

[HMM0014A]●「￥」の使い方

[HMM0019A]●windowwidth	と	width	の注意点	古い情報
なので削除

[HMM0041A]●文字列型変数の扱う文字列の限界

[HMM0044A]●文字列型変数中の半角小文字を大文字に

[HMM0045A]●文字列型変数中の半角大文字を小文字に

[HMM0046A]●keypressed文による分岐のスケルトン

[HMM0051A]●version	キーワードの使い道は？

[HMM0060A]●「キーワード」とは？



[HMM0061A]●「キーワード」の使い方

[HMM0068A]●マクロ中の演算子の意味は？

[HMM0070A]●入力チェック、変数チェックを簡単に行
う方法

[HMM0071A]●入力が数値、整数であるかのチェック方
法

[HMM0072A]●２バイト文字の判断方法

[HMM0079A]●16bit版秀丸との数値型変数の互換性	古
い情報なので削除

[HMM0080A]●16進数表記文字列を取得する方法

＊ファイル

[HMM0015A]●拡張子の認識

[HMM0016A]●openfile	のオプションでの注意項目

[HMM0017A]●openfile	の	/(x,y,cx,xy)	オプション	古い情
報なので削除

[HMM0018A]●openfile	の	/(x,y,cx,xy)オプションでのマ
クロの動作時の注意

[HMM0028A]●マクロファイル用フォルダの存在

[HMM0028B]●マクロで秀丸マクロフォルダを取得する
には

[HMM0029A]●マクロファイルの存在確認

[HMM0030A]●ファイルの存在確認

[HMM0043A]●(無題)秀丸からのマクロ実行

[HMM0047A]●特定のファイルを開く

[HMM0062A]●フォルダの存在を確認したい

＊カーソル移動



[HMM0034A]●rollup等の動き

[HMM0054A]●16bit版秀丸のmovetolinenoのバグ	古い情
報なので削除

＊編集一般

[HMM0033A]●insertreturnの上書き／挿入MODEでの動
き

[HMM0036A]●IMEのマクロ動作中切断方法

[HMM0037A]●IMEのマクロ中、強制OFF

[HMM0050A]●自動インデントとinsertreturn

[HMM0055A]●文章作成日時を挿入するには？

[HMM0067A]●マクロで引用符を取得するには

＊検索・置換・grep

[HMM0026A]●setsearchのフラグ

[HMM0027A]●検索フラグの適用

[HMM0032A]●「検索での表示」の設定による動作の違
い

[HMM0038A]●検索ダイアログボックスを出す

[HMM0039A]●単語の検索

[HMM0042A]●grepのダイアログボックスを出す

[HMM0049A]●検索系コマンドを使う場合は

[HMM0073A]●文字列をバイト単位ではなく文字単位で
扱う

[HMM0074A]●文字列の後方から文字列を検索

[HMM0076A]●重複行の削除

[HMM0077A]●マクロでの文字列の比較



＊メニュー・メッセージ表示

[HMM0020A]●長い文字列を	message	表示

[HMM0063A]●メニュー項目を揃えたい

[HMM0064A]●メニューに色を付けたい

[HMM0065A]●menuarray	文の引数を自由に設定したい

[HMM0069A]●マクロ処理中にダイアログボックスを出
す方法

＊設定・INIファイル・レジストリ

[HMM0040A]●config	"w"	古い情報なので削除

[HMM0040B]●マクロ実行後に「やり直し」が効かない
古い情報なので削除

[HMM0048A]●上書き禁止・閲覧モード時のマクロの動
作

[HMM0052A]●秀丸エディタのレジストリ操作と16bit
版秀丸の共通化	古い情報なので削除

[HMM0053A]●ワードラップと折り返し

＊サブルーチン

[HMM0021A]●サブルーチンへの引数

[HMM0022A]●サブルーチンからの戻り値(文字列)

[HMM0023A]●サブルーチンからの戻り値(数値)

[HMM0024A]●サブルーチンからの戻り値
($$return,##return)をそのまま使う

[HMM0025A]●サブルーチンからの戻り値(複数の戻り
値)

[HMM0035A]●時間待ちサブルーチン



＊ウィンドウ管理

[HMM0031A]●findwindow()の秀丸ファイル名指定時の
注意事項

[HMM0056A]●複数のウィンドウ間を移動したい

[HMM0057A]●秀丸ウィンドウを閉じたい

[HMM0058A]●setactivehidemaru	文の引数

[HMM0059A]●ウィンドウを見えなくしたい

[HMM0081A]●「DLLがロードされてないのにdllfunc関
数が使われました」と表示される

目次に戻る





第I部〜秀丸エディタＱ＆Ａ集
　質問番号順Ｑ＆Ａ



●はじめ

質問を質問番号順にまとめた物です。
基本的には投稿された順ですが、問題自体が似た内容の別の側面の場合
は、採番の最後をA,B,…として追加しています。

●分類項目

秀丸エディタの基本機能その他についての質問

秀丸マクロについての質問

●タイトル一覧

秀丸エディタの基本機能その他についての質問

[HME0001A]●パスワードが来ない

[HME0002A]●送金したのにまだ「送金について」が出る

[HME0003A]●「送金登録作業」の手順

[HME0004A]●パスワードを忘れた／紛失した

[HME0005A]●パスワードを書いても良いの？

[HME0006A]●質問したい時にはどうするの？

[HME0007A]●問い合わせ時の必要事項

[HME0008A]●発言タイトルの付け方は？

[HME0009A]●発言にレスがつかない

[HME0010A]●会議室では誰が回答してくれるの？

[HME0011A]●アンインストール方法

[HME0012A]●アンインストール失敗？

[HME0013A]●文字を入力すると、入力してあった文字が消



える

[HME0013B]●スペースキーで文字が消える

[HME0013C]●カーソルのカタチがヘンだ

[HME0013D]●リターンキーの動作がヘンだ

[HME0014A]●上書きモードを解除したい

[HME0015A]●スクロールで画面が乱れる	HME0016Bへ集
約

[HME0016A]●秀丸の画面だけが乱れる	HME0016Bへ集約

[HME0016B]●秀丸の画面だけが乱れる（その２）

[HME0016C]●表示できない記号がある

[HME0016D]●改行、EOF	が表示されない	HME0016Cへ集
約

[HME0016E]●カラー設定が上手くいかない	HME0016Cへ集
約

[HME0017A]●知らない秀丸がメモリー上に残っている

[HME0018A]●秀丸終了後もメモリー上に残骸がある

[HME0018B]●瞬間起動機能がメモリやシステムリソースを
圧迫する

[HME0019A]●マウスポインタが消えてしまう

[HME0020A]●正規表現の上検索がヘン!?

[HME0021A]●正規表現の複数「*」で障害	古い情報なので
削除

[HME0022A]●フロッピーに保存できない？	古い情報なので
削除

[HME0023A]●「全角文字を意識する」がない	古い情報なの
で削除

[HME0024A]●行頭に空白が勝手に入って困る



[HME0025A]●起動するとともに常駐させたい

[HME0026A]●スタートアップフォルダが見つからない

[HME0027A]●起動時に秀丸が現れて邪魔だ

[HME0028A]●メニューバーに「ヘルプ」がない

[HME0029A]●微妙に異なるウィンドウ幅	古い情報なので削
除

[HME0030A]●勝手に横スクロール	古い情報なので削除

[HME0031A]●文字コードの設定がヘン？

[HME0032A]●VJE-Deltaでの再変換がおかしい	古い情報な
ので削除

[HME0033A]●印刷ができません	古い情報なので削除

[HME0034A]●印刷で行末が揃わない

[HME0035A]●縦書きや段組みなど、きめ細かな設定で印刷
したい

[HME0036A]●ATOK9で「、」が「，」になる	古い情報な
ので削除

[HME0037A]●TOVER31.COMの実行方法は？	古い情報なの
で削除

[HME0038A]●TOVER31.COMの実行で常駐秀丸の終了が面
倒	古い情報なので削除

[HME0039A]●TOVER31.COMが動かない	古い情報なので削
除

[HME0040A]●バックアップファイルを作りたくない

[HME0041A]●速いはずの秀丸が遅い!?

[HME0042A]●拡張子が「KEY」のファイルは何？

[HME0043A]●他人に分からない様に暗号化して保存したい

[HME0044A]●出力（Excelの表にすぐ利用できる形の出力）



[HME0045A]●ショートカットの起動オプションが効かない
古い情報なので削除

[HME0046A]●単語辞書登録の起動方法

[HME0047A]●外部ヘルプファイルの起動方法

[HME0048A]●「ワード」や「一太郎」等のファイルを開き
たい

[HME0049A]●「ワード」や「一太郎」等のファイルにgrep

[HME0050A]●MS-Wordの「切り取り」で異常	古い情報なの
で削除

[HME0051A]●漢字コードの使い分け

[HME0052A]●テキストファイルは常に秀丸で開きたい

[HME0053A]●「常駐秀丸の終了」がわかりません

[HME0054A]●他のエディタと同じキー操作を再現したい

[HME0055A]●複数パソコンに同じ「キー割り当て」をした
い

[HME0056A]●画面の色を変更したい

[HME0057A]●純色以外の色を使いたい

[HME0058A]●１行の長さをそろえたい

[HME0059A]●行と行の間隔を変えたい

[HME0060A]●カーソル行を下線で強調表示したい

[HME0061A]●空白行を削除したい

[HME0062A]●空白行を改行だけの行にしたい

[HME0063A]●行頭の空白を削除したい

[HME0064A]●行末の空白を削除したい

[HME0065A]●改行だけの行を削除したい

[HME0066A]●漢字だけを探したい

[HME0067A]●ある文字列を含むファイルと存在する位置を



知りたい

[HME0067B]●ある文字列を含むファイルを見つけたい

[HME0067C]●編集中の文書中から特定の文字列をすべて見
つけたい

[HME0068A]●「grepの実行」って何ですか？

[HME0069A]●規則性のある文字列を検出したい

[HME0070A]●正規表現の設定はどうやるの

[HME0071A]●正規表現による置換をしたい

[HME0072A]●「その他」→「ファイルタイプ別の設定」で
設定した内容が反映されない

[HME0073A]●拡張子別や、grepの結果で秀丸の設定を変更
する

[HME0074A]●特定のファイルを開くと文字化けする

[HME0074B]●ファイルがなぜかEUCコードとして開かれる

[HME0075A]●VirusScan併用時の問題	古い情報なので削除

[HME0075B]●Windows98にしてから右クリックメニューが
遅い	古い情報なので削除

[HME0076A]●Windows98でウィンドウがアクティブになら
ない	古い情報なので削除

[HME0077A]●BOX範囲選択の方法

[HME0078A]●各種設定を移行するためファイルに保存した
い

[HME0078B]●設定を他のパソコンに移行したい

[HME0079A]●.hilight	に	\t	や	\n	は使えるか？

[HME0080A]●grepが動作しない？	古い情報なので削除

[HME0081A]●秀丸でハイパーリンク

[HME0082A]●設定変更後に「やり直し」が効かない	古い情



報なので削除

[HME0083A]●検索／置換の「選択した範囲内のみ」の動作

[HME0084A]●行をソートすることは出来ませんか？

[HME0085A]●grepで文字コードの自動認識

[HME0086A]●mailto	URLをクリックした時の動作がおかし
い

[HME0087A]●異なるフォルダの秀丸が実行されているので
起動できません

[HME0088A]●スクロールバーをドラッグしてもスクロール
しない	古い情報なので削除

[HME0089A]●IEのソース表示に秀丸を使いたい

[HME0090A]●IEのHTML編集用エディタに秀丸を使いたい

[HME0091A]●ファイルタイプ別の設定の方法

[HME0092A]●コメント行やキーワードを色付けして表示す
るには

[HME0093A]●強調表示で、色やスタイルを設定する方法

[HME0094A]●TeXとの連携

[HME0095A]●検索した単語を全て強調表示したい

[HME0096A]●[EOF]の色を変えるには

[HME0097A]●ファイルを秀丸エディタで編集したのに、反
映されていない

[HME0098A]●ファイルの改行コードを変更したい

秀丸マクロについての質問

[HMM0001A]●マクロファイルとは？

[HMM0002A]●マクロはどこで入手できるの？

[HMM0003A]●マクロファイルの置き場所



[HMM0004A]●マクロファイルの管理

[HMM0005A]●マクロファイル用のフォルダは必須か？

[HMM0006A]●マクロを動かす方法

[HMM0007A]●「マクロ実行」はめんどう

[HMM0008A]●マクロ登録方法

[HMM0009A]●マクロを「キー割り当て」して使いたい

[HMM0010A]●マクロ実行でエラー

[HMM0011A]●バッファが溢れるとは？

[HMM0012A]●登録したマクロがメニューにない

[HMM0013A]●マクロを登録する位置はどこが最適？

[HMM0014A]●「￥」の使い方

[HMM0015A]●拡張子の認識

[HMM0016A]●openfile	のオプションでの注意項目

[HMM0017A]●openfile	の	/(x,y,cx,xy)	オプション	古い情報な
ので削除

[HMM0018A]●openfile	の	/(x,y,cx,xy)	オプションでのマクロ
の動作時の注意

[HMM0019A]●windowwidth	と	width	の注意点	古い情報なの
で削除

[HMM0020A]●長い文字列を	message	表示

[HMM0021A]●サブルーチンへの引数

[HMM0022A]●サブルーチンからの戻り値(文字列)

[HMM0023A]●サブルーチンからの戻り値(数値)

[HMM0024A]●サブルーチンからの戻り値($$return,##return)
をそのまま使う

[HMM0025A]●サブルーチンからの戻り値(複数の戻り値)

[HMM0026A]●setsearchのフラグ



[HMM0027A]●検索フラグの適用

[HMM0028A]●マクロファイル用フォルダの存在

[HMM0028B]●マクロで秀丸マクロフォルダを取得するには

[HMM0029A]●マクロファイルの存在確認

[HMM0030A]●ファイルの存在確認

[HMM0031A]●findwindow()の秀丸ファイル名指定時の注意
事項

[HMM0032A]●「検索での表示」の設定による動作の違い

[HMM0033A]●insertreturnの上書き／挿入MODEでの動き

[HMM0034A]●rollup等の動き

[HMM0035A]●時間待ちサブルーチン

[HMM0036A]●IMEのマクロ動作中切断方法

[HMM0037A]●IMEのマクロ中、強制OFF

[HMM0038A]●検索ダイアログボックスを出す

[HMM0039A]●単語の検索

[HMM0040A]●config	"w"	古い情報なので削除

[HMM0040B]●マクロ実行後に「やり直し」が効かない	古
い情報なので削除

[HMM0041A]●文字列型変数の扱う文字列の限界

[HMM0042A]●grepのダイアログボックスを出す

[HMM0043A]●(無題)秀丸からのマクロ実行

[HMM0044A]●文字列型変数中の半角小文字を大文字に

[HMM0045A]●文字列型変数中の半角大文字を小文字に

[HMM0046A]●keypressed文による分岐のスケルトン

[HMM0047A]●特定のファイルを開く

[HMM0048A]●上書き禁止・閲覧モード時のマクロの動作

[HMM0049A]●検索系コマンドを使う場合は



[HMM0050A]●自動インデントとinsertreturn

[HMM0051A]●version	キーワードの使い道は？

[HMM0052A]●秀丸エディタのレジストリ操作と16bit版秀
丸の共通化	古い情報なので削除

[HMM0053A]●ワードラップと折り返し

[HMM0054A]●16bit版秀丸のmovetolinenoのバグ	古い情報な
ので削除

[HMM0055A]●文章作成日時を挿入するには？

[HMM0056A]●複数のウィンドウ間を移動したい

[HMM0057A]●秀丸ウィンドウを閉じたい

[HMM0058A]●setactivehidemaru	文の引数

[HMM0059A]●ウィンドウを見えなくしたい

[HMM0060A]●「キーワード」とは？

[HMM0061A]●「キーワード」の使い方

[HMM0062A]●フォルダの存在を確認したい

[HMM0063A]●メニュー項目を揃えたい

[HMM0064A]●メニューに色を付けたい

[HMM0065A]●menuarray	文の引数を自由に設定したい

[HMM0066A]●Windows3.1で動いたマクロがWindows95で動
かない？	古い情報なので削除

[HMM0067A]●マクロで引用符を取得するには

[HMM0068A]●マクロ中の演算子の意味は？

[HMM0069A]●マクロ処理中にダイアログボックスを出す方
法

[HMM0070A]●入力チェック、変数チェックを簡単に行う方
法

[HMM0071A]●入力が数値、整数であるかのチェック方法



[HMM0072A]●２バイト文字の判断方法

[HMM0073A]●文字列をバイト単位ではなく文字単位で扱う

[HMM0074A]●文字列の後方から文字列を検索

[HMM0075A]●浮動小数点数版秀丸との互換性

[HMM0076A]●重複行の削除

[HMM0077A]●マクロでの文字列の比較

[HMM0078A]●ある特定のマクロの動作だけが遅い

[HMM0079A]●16bit版秀丸との数値型変数の互換性	古い情
報なので削除

[HMM0080A]●16進数表記文字列を取得する方法

[HMM0081A]●「DLLがロードされてないのにdllfunc関数が
使われました」と表示される

[HMM0082A]●カーソルのある行の内容を文字列型変数に取
り込む方法

目次に戻る





第I部〜秀丸エディタＱ＆Ａ集
　既に対応済みの過去のトラブル

　秀丸エディタの不具合で、既に対応されたもののいくつかをリストア
ップしています。	最新版ではない秀丸エディタを使っている方、あるい
は最新版を使っていても「バグかな？」と疑問を感じるような動きを経
験された方は、	以下の項目に目を通してみてください。

秀丸エディタ	Ver.2.10	以降で修正された不具合
[HME0031A]
●文字コードの設定がヘン？

秀丸エディタ	Ver.2.11	以降で修正された不具合
[HME0029A]
●微妙に異なるウィンドウ幅
[HME0030A]
●勝手に横スクロール

秀丸エディタ	Ver.2.13	以降で修正された不具合
[HMM0066A]
●Windows3.1で動いたマクロがWindows95で動かない？

秀丸エディタ	Ver.2.15	以降で修正された不具合
[HME0015A]
●スクロールで画面が乱れる
[HME0016A]
●秀丸の画面だけが乱れる
[HME0021A]
●正規表現の複数「*」で障害
[HME0032A]
●VJE-Deltaでの再変換がヘン



秀丸エディタ	Ver.2.25	以降で修正された不具合
[HME0075A]
●VirusScan併用時の問題
[HME0075B]
●Windows98にしてから右クリックメニューが遅い
[HME0076A]
●Windows98でウィンドウがアクティブにならない

目次に戻る





秀丸エディタＱ＆Ａ集
　第II部〜知っていると便利な秀丸
の機能

第II部では、秀丸を使いこなすために極めて重要なポイントになる以下
の項目について解説します。



目次

検索

置換

grep/タグジャンプ

編集位置のマーク及び検索

秀丸のカスタマイズ

あいまい検索

変換モジュール

ファイルマネージャ枠

アウトライン解析の枠

アウトプット枠

文字数の計算

複数選択

カラーマーカー

単語補完

CSV/TSVモード

grepして置換

強調表示

自動保存

目次に戻る





第II部〜知っていると便利な秀丸の
機能
　検索



●検索

編集中のテキストファイルの中から、ある文字列を探したい時には、秀
丸エディタの「検索」機能を使えば簡単にできます。

※文字列をあるだけ探したい場合は、grep	機能を使った方が効率的で
す。詳しくは「●grep/タグジャンプ」を参照して下さい。

[解説]

[補足]

「追加の条件」について

検索文字列の取り込みについて

複数行

補助メニューその１

補助メニューその２

ヒストリーに常駐

検索文字数の上限

[解説]

編集中のファイルにある「Love」という文字列を探したいとしま
す。

1.	 秀丸エディタの「検索」メニューから(もしくはツールバーやフ
ァンクションキーで)「検索」を選択して、	「検索」のエディ
ットボックスに「Love」と入力します。

通常は1行のみですが、複数行を入力可能にする事もできます。
詳細は「補足」-「複数行」を参照してください。



2.	 次に、適宜オプションを指定します。ここで、各オプションの
意味は以下の通りです。

「大文字／小文字の区別」チェックボックス：
検索文字列の大文字と小文字を区別して検索します。この
項目がＯＦＦの場合、上の例で「LOVE」や「love」も検
索されます。

「単語の検索」チェックボックス：
この項目がＯＮになっていると、「Lover」や「ILoveNY」
等の、ある単語の一部になっている場合は検索されませ
ん。	ここで言う「単語」とは、半角英字とアンダースコア
("_")のみで構成された文字(列)を指します。

「正規表現」チェックボックス：
検索文字列に「正規表現」が使える様になります。
「正規表現」は「●正規表現について」を参照して下さ
い。
複数行にマッチする検索に関しては制限が存在します。以
下のリンク先を参照してください。

秀丸エディタヘルプ \nを使った複数行検索の際の制限
について

https://help.maruo.co.jp/hidemaru/html/190_CmdSearch_Regular_ReturnCodeLimit.html


「●正規表現について-【５】	(補足)	秀丸エディタ上で
の複数行にまたがる検索について

「あいまい検索」チェックボックス：
「正規表現」をさらに便利にした「あいまい」な検索が可
能になります(全半角同一視等)。
「あいまい検索」は「●あいまい検索について」を参照し
て下さい。

「選択した範囲内のみ」チェックボックス：
検索の範囲があらかじめ「範囲選択」された部分に限定さ
れます。	範囲選択されていない時はこの項目は選択できな
い様になっています。
※このオプションの動作の詳細については、[HME0083A]	●
検索／置換の「選択した範囲内のみ」の動作	を参照してく
ださい。

「次の秀丸エディタも続けて検索」チェックボックス
現在編集中の秀丸エディタウィンドウの他にも秀丸エディ
タが開いていた場合、その秀丸エディタウィンドウの内容
に対しても検索を実行します。

「一周する」チェックボックス
下検索の場合、ファイルの一番下まで検索し終わった場
合、ファイルの先頭に戻って検索を続行します。上検索の
場合は逆になります。

「追加の条件」チェックボックス
追加の条件に従って検索する範囲を制限できます。

「検索文字列を強調」チェックボックス
検索を実行後、検索に該当する文字列を強調表示します。

「検索したら閉じる」チェックボックス



検索を実行すると検索ダイアログを閉じます。

3.	 最後に検索を行う方向を指定する事で検索が実行されます。

「上検索」(現在のカーソル位置より上を検索します。)

「下検索」(現在のカーソル位置より下を検索します。)

「すべて検索」(ファイル全体を検索します。)
「すべて検索」では、検索時の動作を選択できます。(ボタ
ンを押すとメニューが表示されます。)

「検索文字列を強調」
カーソル位置はそのままにして検索文字列を強調しま
す。

実行結果



「すべて検索	-	色付け	」
検索文字列を更新せずに、検索条件に一致する箇所に
色付けを行います。

実行結果

連続で行うと、別の色で色付けします。

矢印のような部分で、色付けした箇所に移動する事が
可能です。

個別に色付けした箇所に移動する事も設定で可能で
す。



検索の色付けに関しては、「動作環境 −検索−検索の
色付け」で各種設定が可能です。

「すべて検索	-	複数選択」
検索文字列を更新せずに、検索条件に一致する箇所を
複数選択状態にします。

実行結果

「すべて検索	-	一覧表示」
検索条件にマッチした箇所を含む行を「一覧表示画
面」に表示します。	表示内容をクリックすると、その
箇所に移動します。

「一覧表示画面」から簡易的に検索する事や、「すべ
て色付け」、「すべて選択(複数選択)」する事も可能
です。	「すべて行単位コピー」を選ぶと一覧の内容を
合成したものが、クリップボードに入ります。	(行番
号は入りません)

右下に「一覧表示画面」に表示している行数を表示し
ています。(マッチした数ではないので、注意するこ
と。)

実行結果



「すべて検索	-	アウトラインに表示」
「アウトライン解析の内容」に検索条件にマッチした
文字以降を合わせた内容を「一覧画面」に表示しま
す。

元のアウトライン表示

「すべて検索	-	アウトラインに表示」実行結果(「ツリ
ー表示-通常」、「検索文字列を強調」がONの状態で
す)



(例は「ツリー表示」ですが、「関数一覧」や「強調表
示一覧」でも、項目の下位レベルとして「検索結果」
が表示されます)

表示内容をダブルクリックするか、表示項目を選択し
「移動」ボタンを押すと、その箇所に移動します。

「アウトライン解析の内容」に検索結果を合成した内
容になるため、アウトライン解析の設定が行われてい
る必要があります。

アウトラインの設定が行われていない場合は、秀丸エ
ディタによる「自動解析」の結果と検索結果の合成に
なりますが、	「自動解析」に失敗した場合は、「一覧
に何もありません」と表示されます。



「上/下検索ボタンに個数表示」
上検索/下検索	ボタン部分に、現状の設定条件でマッ
チした個数を表示します。

「上検索/下検索	ボタン」となっていますが、表示す
る箇所は設定で変更可能です。	(「動作環境」-「検
索」-「すべて検索」)

表示する箇所は以下の5種類です。(表示の上限を100に
設定)

「ボタン右上」、「ボタン左上」、「入力上下
1」、「入力上下2」

「ボタン右上2」(「ボタン右上」の色違い)



「スクロールバーにマップ」
スクロールバー部分に、現状の設定条件でマッチした
行の位置を表示します。

「設定」
「すべて検索」関連の設定画面(「動作環境 −検索−す
べて検索」)を表示します。



すべて検索ボタンの動作を設定します。

ボタンの種類

ボタンの動作を設定します。(標準=xx	を選ん
だ場合、ボタン表示が"xx"になります)

ドロップダウンのみ

ドロップダウン付き(標準=適用)

ドロップダウン付き(標準=色付け)

ドロップダウン付き(標準=複数選択)

ドロップダウン付き(標準=一覧)

「「すべて検索	-	色付け」実行時、検索文字列更
新」、「「すべて検索	-	複数選択」実行時、検索
文字列更新」



セットされている検索バッファを更新する
か、しないかの設定です。	有効にした場合
は、「すべて検索」を実行した条件で、上検
索/下検索を実行できます。

ヒット候補の表示について設定します。

ヒット候補が無いとき上/下検索ボタンをグレー
表示
候補が無いときは、上/下検索ボタンを無効化
します。

上/下検索ボタンに個数表示

表示方法
以下の設定があります。表示状態は「上/
下検索ボタンに個数表示」を参照してく
ださい。

ボタン右上

ボタン左上

入力上下1

入力上下2

ボタン右上2

個数の上限
検索数の上限を設定します。自分で入力
も可能ですが、デフォルトで以下の設定
があります。

100

1000

10000



スクロールバーにマップ

表示方法
スクロールバーに表示するタイミングを
設定します。

標準(入力時、検索後の両方)

入力時のみ

検索後のみ

[補足]

「追加の条件」について

「追加の条件」を使うと、検索の対象にする箇所を、限定した
り除外する事が可能です。



「カラー表示の条件」はダイアログの注意書きにあるよう
に、「複数行コメント」の設定で、	各部分を認識している
場合のみ有効です。

「範囲の指定/カラーマーカー内」は、「選択した範囲内の
み」と似ていますが、	通常の範囲選択と違い、複数箇所を
対象に出来ます。
以下のいずれかを指定可能です。

「一時的なカラーマーカー」の範囲

「すべて検索	-	色付け」された範囲

「複数選択予約」された範囲

「選択した範囲内のみ」	と	「追加の条件」は併用可能で
す。

追加の条件で「一時的なカラーマーカー」の範囲を使った例で
す。

例その１

1.	まず、適当な範囲を箱形選択します。

2.	選択範囲にカラーマーカをつけます



3.	以下の条件で「すべて検索	-	色付け	」を行います。

検索文字に「秀丸エディタ」を設定

追加の条件に「一時的なカラーマーカー」を指定

マッチ範囲の先頭と末尾が、カラーマーカーの範囲内
に入っている箇所のみ、マッチしています。

例その２

1.	カラーマーカーはまとまっていなくても問題ありませ
ん。	バラバラにマーキングを行います。



2.	以下の条件で「すべて検索	-	色付け	」を行います。

正規表現を有効にする

検索文字に「b+」を設定

追加の条件に「一時的なカラーマーカー」を指定

マッチ範囲の先頭と末尾が、カラーマーカーの範囲内
に入っている箇所のみ、マッチしています。

正規表現の"+"を指定した場合、検索エンジンにより結
果が変わります。	画像はhmjre.dllの場合ですが、他の
検索エンジンを使用した場合、4行目、10行目はマッチ
しません。



検索文字列の取り込みについて

検索ダイアログを開くとき、範囲選択していない場合は、	カー
ソル位置から後の単語部分を「検索内容」として取り込みま
す。

ファイルの先頭部分にカーソルがある時に、検索ダイアログを
開いた場合

この状態から、検索ダイアログを呼び出すキー(デフォルトは
[Ctrl] + [F] )を押すと、	その隣の単語部分まで取り込み範
囲が拡大されます。	複数回キーを押すとさらに拡大され取り込
まれます。ただし改行までが限度です。
取り込み範囲が拡大されるのは、範囲選択しないで検索ダイア
ログを開いた場合のみです。 	範囲選択していた場合、その箇所
が取り込まれますが、キーを押しても範囲は拡大しません。

(2回目)



(3回目)

(4回目)

(5回目)



複数行

検索ダイアログの「検索」入力部分は通常1行のみですが、複数
行を入力可能にする事もできます。	「検索」入力部の横にある
マークを押すと、メニューが表示されます。

メニューの「複数行」を選択すると、ダイアログの「検索」部
分が広がります。	複数行にわたる範囲選択をしている場合は、
「範囲選択の取り込み」で取り込む事も出来ます。

▲



補助メニューその１

「検索」入力部の横にある マークを押すと、表示されるメニ
ューです。	正規表現などの説明になっているので、困ったとき
は押してみましょう。

▲



補助メニューその２

「検索」ダイアログのタイトルバー部分にある「▼」マークを



押すと、メニューが表示されます。	キーからも出来ますが、
「検索文字列の追加取得」等もマウスから可能です。	「検索の
動作環境」を開いたり、「置換ダイアログ」に切り替える事も
可能です。

ヒストリーに常駐

検索すると、検索内容が履歴(ヒストリー)に保存されていきま
すが、上限があるため、検索を繰り返すと履歴の古いものから
順に削除されていきます。

検索内容に「ヒストリーに常駐」を設定すると、検索が行われ
ても、履歴から削除される事がなくなります。	「ヒストリーに
常駐」は「 」を押し履歴を表示させ、常駐させたい内容のと
ころで右クリックメニューを使って設定します。

>



常駐に設定すると、内容の横に「

★★★

★」が表示され、「ヒストリ
ーに常駐」にチェックが入ります。

「ヒストリーに常駐」は検索だけではなく、置換やgrepでも設
定可能です。

検索文字数の上限

複数行の「検索」エディットボックスに入力し、	検索に指定
できる文字列には上限があり、約4000文字が上限となります。

上限を超えると、警告が表示されます。

目次に戻る





第II部〜知っていると便利な秀丸の
機能
　置換



●置換

編集中のファイルにいっぱいある、特定の文字(列)を別の文字(列)に置き
換えたい時には、秀丸エディタの「置換」機能を使えば簡単にできま
す。
(「置換」とは、

1.	置換したい文字列を検索する

2.	見つかった文字列を指定した文字列に置き換える

という二つの作業を一度に行う事です。)

[解説]

[補足]

[置換確認のダイアログ]

[置換に関する設定]

[変換モジュールを使った置換]

ヒストリーに常駐

検索/置換文字数の上限

[解説]

編集中のファイルにある「over」という文字列を「upper」という文
字列に置き換えたいとします。

1.	 秀丸エディタの「検索」メニューから(もしくはツールバーやフ
ァンクションキーで)「置換」を選択して、以下の様に入力しま
す。

「検索」のエディットボックスに「over」と入力する



「置換」のエディットボックスに「upper」と入力する

「検索」も「置換」は、通常は1行のみですが、複数行を入力
可能にする事もできます。	詳細は「補足」を参照してくださ
い。

2.	 次に適宜オプションを指定するわけですが、各オプションの意
味は以下の通りです。

「大文字／小文字の区別」チェックボックス：
検索文字列の大文字と小文字を区別して検索します。	この
項目がＯＦＦの場合、上の例で「OVER」や「Over」も置
換対象になります。

「単語の検索」チェックボックス：
この項目がＯＮになっていると、「Lovers」や「fover」等
の、ある語の一部になっている場合は置換対象になりませ
ん。	ここで言う「単語」とは、半角英字とアンダースコア
("_")のみで構成された文字(列)を指します。

「正規表現」チェックボックス：
「正規表現」は「●正規表現について」を参照して下さ
い。



複数行にマッチする検索に関しては制限が存在します。以
下のリンク先を参照してください。

秀丸エディタヘルプ \nを使った複数行検索の際の制限
について

「●正規表現について-【５】	(補足)	秀丸エディタ上で
の複数行にまたがる検索について

「あいまい検索」チェックボックス：
「正規表現」をさらに便利にした「あいまい」な検索が可
能になります(全半角同一視等)。
「あいまい検索」は「●あいまい検索について」を参照し
て下さい。

「選択した範囲内のみ」チェックボックス：
置換の範囲があらかじめ「範囲選択」された部分に限定さ
れます。
※このオプションの動作の詳細については、[HME0083A]	●
検索／置換の「選択した範囲内のみ」の動作	を参照してく
ださい。

「次の秀丸エディタも続けて置換」チェックボックス
現在編集中の秀丸エディタウィンドウの他にも秀丸エディ
タが開いていた場合、その秀丸エディタウィンドウの内容
に対しても置換を実行します。

「一周する」チェックボックス
下検索の場合、ファイルの一番下まで検索し終わった場
合、ファイルの先頭に戻って検索を続行します。上検索の
場合は逆になります。

「追加の条件」チェックボックス
追加の条件に従って検索する範囲を制限できます。

https://help.maruo.co.jp/hidemaru/html/190_CmdSearch_Regular_ReturnCodeLimit.html


検索の「追加の条件」についてを参照してください。

「検索文字列を強調」チェックボックス
置換を実行後、検索に該当する文字列を強調表示します。

「置換の前に確認」チェックボックス
確認ダイアログを表示し、置換する前に本当に置換するか
どうかの確認をします。
置換の確認ダイアログは「その他→動作環境→検索→検索
ダイアログ」の「置換の確認の種類」で、種類を変更でき
ます。

3.	 最後に実行方法を選択する事で「置換」が行われます。

「上検索」(現在のカーソル位置より上にある文字を置換)

「下検索」(現在のカーソル位置より下にある文字を置換)

「全置換」(編集中のファイルの全ての文字を置換)

Ver.8.85より、「全置換」ボタンの「▼」マークから、「ク
イック全置換」が実行できます。

通常の「全置換」と「クイック全置換」の違いについて
は、秀丸エディタヘルプの「置換」 を参照してくださ
い。

簡単に説明しておくと、変換モジュールを使った状態と同
じで、対象範囲をまるごと入れ替えるような動作になりま

https://help.maruo.co.jp/hidemaru/html/190_CmdSearch_Replace.html


す。	その為、置換した箇所の把握できません。また、カラ
ーマーカーや折りたたみなどは保持されずに破棄されま
す。	正規表現に関しても多少動作の違いがあるようです。
要は、エディタ画面上の表示関連の処理を一切省いて、高
速に動作させています。

のいずれかを選んで下さい。

[補足]

検索部分は、検索の「検索文字列の取り込みについて」と同じ
事が可能です。

「検索」、「置換」部分は、複数行入力に対応しています。
「検索」、「置換」入力部の横にある マークのメニューから
「複数行」を選択してください。

▲



「検索」で表示されるメニューは検索ダイアログ	と同じです。
「置換」で表示されるメニューは以下になります。

「置換」ダイアログのタイトルバー部分にある「▼」マークを
押すと、メニューが表示されます。	「検索文字列の追加取
得」、「検索の動作環境」を開いたり、「検索ダイアログ」に
切り替える事も可能です。



「全置換」ボタンですが、設定により機能を変更できます。

ボタン横の「▼」マークを押すことより標示されるメニューの
「ボタン形式」から変更できます。

「全置換」(全置換を実行)

「適用」	(各種条件を適用してダイアログを閉じる)

を選択できます。

[置換確認のダイアログ]



「置換の前に確認」にチェックを入れた場合、確認用ダイアロ
グが表示されます。	このダイアログは複数あり、設定により切
り替え可能です。

従来のダイアログ

新しいダイアログ(タイプ2)

新しいダイアログ(タイプ3)

以前だと、「一周する」がオフの状態で、上検索または下検索
を行い、	ファイルの上限か下限に達して、検索出来なくなると
確認ダイアログが消えましたが、	現状では「キャンセル」しな
いと表示されたままになります。	(移動できない方向の検索ボ
タンは無効化された状態になる。)

従来のダイアログでの表示例

これは、例えば「下検索」実行時に、ファイル末尾まで検索し
た場合、そのまま「上検索」を実行可能にする為です。	以前の
ように、マッチしなくなった場合、ダイアログを消すよう変更
する事も可能です。	(「置換の確認の種類」を「従来の互換(末
端で自動的に消す)」に設定)



[置換に関する設定]

置換に関する設定は2箇所あります。	各機能に関しては、各ダ
イアログの「ヘルプ」を参照の事。	どちらでも、「置換確認の
ダイアログ」を選択可能です。

「検索」の「置換の動作」

「上級者向け設定」をチェックすると表示される「検索ダ
イアログ」の「置換ダイアログボックス」



[変換モジュールを使った置換]

秀丸エディタ	Ver.8.13より、置換時、検索結果に対し、変換モ
ジュールの機能を実行できるようになりました。

これで何ができるかというと、検索でマッチした箇所を、大文
字/小文字/全角/半角へ変換する事が可能になります。	(検索でマ
ッチした箇所に、変換モジュールが持つ各種変換を実行する事
ができる。)

この機能を使用する場合は、「正規表現」	を有効にする必要
があります。

標準添付されている変換モジュールの機能は以下になります。

標準添付の変換モジュール



関数名 機能

ToUpper UPPER	CASE(大文字へ)

ToLower lower	case(小文字へ)

ToHankaku ハンカク

ToZenkakuHira 全角ひらがな

ToZenkakuKata 全角カタカナ

ToSpace TAB	->	空白

ToTab 空白	->	TAB

ToHankakuAlnum 英数字/記号/空白のみ半角に

ToZenkakuAlnum 英数字/記号/空白のみ全角に

ToHankakuKataOnly カタカナのみ半角に

ToZenkakuKataOnly カタカナのみ全角に

Indent インデント

UnIndent 逆インデント

Sort ソート

置換のエディットボックスに以下のフォーマットで記入するこ
と。

\(タグ番号,	関数名,	変換モジュール名)

タグ番号
0	はマッチした全体
1〜15	は、タグ付き正規表現を使用した場合のタグ番号

関数名
使用したい機能を指定。
「ハンカク」を実行したい場合は	"ToHankaku"	を指定す
る。



変換モジュール名
標準添付の変換モジュールは省略可能。	標準添付以外の
変換モジュールを使う場合は指定する必要がある。
秀丸エディタ本体と同じ場所に変換モジュールがある場
合以外は、フルパスで指定する事。

例)hidemaru	と	editor	を大文字に変換したい場合

通常の置換で行う場合は、

置換一回目

検索：hidemaru

置換：HIDEMARU

置換二回目

検索：editor

置換：EDITOR

のように2回の置換を行う必要があるが、変換モジュールの
機能を使えば一回の置換で可能。

検索：(hidemaru|editor)

置換：\(0,ToUpper)

実行前：hidemaru	editor

実行後：HIDEMARU	EDITOR

変換モジュールの機能を組み合わせることも可能で、大文
字に変換して、さらに全角へ変換という事もできます。

検索：(hidemaru|editor)

置換：\((0,ToUpper),ToZenkakuAlnum)



実行前：hidemaru	editor

実行後：ＨＩＤＥＭＡＲＵ	ＥＤＩＴＯＲ

詳細はヘルプ置換の時の、変換モジュールによる変換の指定
を参照してください。

ヒストリーに常駐

「検索」は検索と共通ですが、「置換」は単独で設定可能で
す。

「ヒストリーに常駐」の設定方法は、「検索」の「ヒストリー
に常駐」を参照してください。

検索/置換文字数の上限

複数行の「検索」と「置換」エディットボックスに入力し、
検索/置換に指定できる文字列には上限があり、約4000文字が上
限となります。

上限を超えると、警告が表示されます。

目次に戻る

https://help.maruo.co.jp/hidemaru/html/190_CmdSearch_Regular_Replace_Filter.html




第II部〜知っていると便利な秀丸の
機能
　grep/タグジャンプ



●grep/タグジャンプ

現在編集しているファイルの内容や、あるフォルダに置かれている複数
のファイルから、	特定の文字列を含んだ行を全て調べる事ができます
(grep("ぐれっぷ"と読む(^^;)機能)。
また、調べた結果の出力ファイルを使って、文字列の見つかった行(ファ
イル)へ直接移動する事ができます(タグジャンプ機能)。

[手順]

[補足情報]

タグジャンプ

grepのダイアログ

検索するフォルダ

検索するファイル

文字数制限の設定

[手順]

例えば、c:\diary	フォルダにある、*.txt	という拡張子を持つファイ
ルから、「Love」という文字列を含む全ての行を調べたいとしま
す。

1.	 メニューバーから「検索→grepの実行」を選択して下さい。



2.	 一番上にある「検索する文字列」の部分に探したい文字列(今
の例だと「Love」)を記入して下さい。

通常は1行のみですが、複数行を入力可能にする事もできます。
「検索する文字列」入力欄横にある マークを押すと表示され
るメニューから、	「複数行」を選択します。

3.	 その下にある「検索するファイル」の部分に、検索対象となる
ファイル名を記入します(今の例だと「*.txt」)。
※現在編集中の内容に対して実行したい時は、入力ボックスの
右端にある矢印	 	をクリックして"(現在の内容)"を選択して下
さい。

　

▲

>



※ファイル名にはMS-DOSのコマンドライン入力でお馴染み(?)
の「ワイルドカード」が使用できます。	また、複数のファイル
名を入力したい時は、ファイル名を";"(半角のセミコロン)で区
切って下さい	(ex."*.txt;file_?.man;a.doc")。

「検索するファイル」に関しては、[補足情報]−検索するファ
イル	も参照。	除外したいファイルの設定が出来ます。

Ver.8.73以降から、「検索するファイル」の部分に、直接「除
外したい拡張子」を指定する事が出来ます。	「除外したい拡
張子」を指定すると、「動作環境」で除外設定した拡張子と、
直接指定した拡張子が、除外対象になります。	(「動作環境」
の設定を上書きするわけではない)

<!*.xxx>

「<!」に続き、除外したい内容を記述し、「>」で閉じます。複

数指定する場合は「;」で区切って入力します。

例1)*.*<!*.txt>
例2)*.*<!*.txt;*.html>

例1)は、"*.*"(全てのファイル)を対処とするが、"*.txt"	は除
外。
例2)は、"*.*"(全てのファイル)を対処とするが、"*.txt"	と	
"*.html"	は除外。

となります。

4.	その下にある「検索するフォルダ」で、検索対象のファイルの
あるフォルダを選択します(今の例だと「c:\diary」)。	「…」ボ
タンを押すと、フォルダ参照ダイアログが開き、フォルダを選
択可能です。



Ver.8.85以降から、「検索するファイル」の部分に、「除外し
たいフォルダ」を指定する事が出来ます。

<!フォルダ名\>

「<!」に続き、除外したいフォルダ名記述し、「>」で閉じま

す。フォルダ名の最後には必ず	「\」	を付けること。 	複数指
定する場合は「;」で区切って入力します。

例1)*.*<!folder1\>
例2)*.*<!folder1\;folder2\>
例3)*.*<!folder*\>

例1)は、"*.*"(全てのファイル)を対処とするが、"folder1"	は除
外。
例2)は、"*.*"(全てのファイル)を対処とするが、"folder1"	と	
"folder2"	は除外。	例3)は、"*.*"(全てのファイル)を対処とす
るが、"folder*"	にマッチするフォルダは除外。

となります。

5.	 右側にあるチェックボックスの内、該当する物にチェックをし
ます。

「大文字／小文字の区別」チェックボックス：
検索文字列の大文字と小文字を区別して検索します。この
項目がＯＦＦの場合、上の例で「LOVE」や「love」も検
索されます。

「単語の検索」チェックボックス：
この項目がＯＮになっていると、「Lover」や「ILoveNY」
等の、ある単語の一部になっている場合は検索されませ
ん。	ここで言う「単語」とは、半角英字とアンダースコア
("_")のみで構成された文字(列)を指します。



「正規表現」チェックボックス：
検索文字列に「正規表現」が使える様になります。
「正規表現」は「●正規表現について」を参照して下さ
い。

「あいまい検索」チェックボックス：
「正規表現」をさらに便利にした「あいまい」な検索が可
能になります(全半角同一視等…説明もあいまい(^^;)。
「あいまい検索」は「●あいまい検索について」を参照し
て下さい。

「追加の条件」チェックボックス：
追加の条件に従って検索する範囲を制限できます。
検索の「追加の条件」についてを参照してください。

「検索文字列を強調」チェックボックス
検索を実行後、検索に該当する文字列を強調表示します。

「ヒットしない行」チェックボックス
これをONにすると、ヒットしない行を出力します。「追加
の条件」が指定されている場合は、この設定は無効になり
ます。

「サブフォルダも検索」チェックボックス：
この項目がＯＮの時、指定されたフォルダにサブフォルダ
がある場合そのサブフォルダの中のファイルも検索しま
す。

「最小化状態で実行」チェックボックス：
grepの実行時は、実行結果を表示するための秀丸エディタ
ウィンドウを自動で開きますが、この項目がＯＮの時は
grepの実行が終了するまで、	この結果表示ウィンドウをア
イコン化します。



「ファイル名一覧だけ作成」チェックボックス：

7.	 の出力結果の違いをご覧下さい。

「ファイル名をフルパスで出力」チェックボックス：
この項目がＯＮの時、検索文字列が見つかったファイルの
ファイル名をフルパスで出力します。	ＯＦＦの場合はファ
イル名だけを出力します。

「エンコードの種類」コンボボックス：
検索するファイルのエンコードを指定します。「自動判
定」で不都合がある場合には、指定してみてください。	た
だし、検索対象が全部同じエンコードでないと、誤判定し
ます。

「出力先」コンボボックス：
grep結果の出力先を指定します。

「自動」の場合は、新しいタブ、新しい秀丸エディタ
ウィンドウを開きます。

「単一」は、grep結果を再利用します。なければ「自
動と同じ」。

「タブグループごと」は、タブグループ内にgrep結果
があれば再利用します。

「アウトプット枠」は、アウトプット枠を開き、そこ
に出力します。

6.	 右上の「ＯＫ」ボタンを押すと検索が始まります。

7.	 実行が終わると結果を表示するウィンドウができています。	そ
の内容は「ファイル名一覧だけ作成」チェックボックスのＯＮ
／ＯＦＦによって少し違います。



「ファイル名一覧だけ作成」が「ＯＦＦ」の時の動作
この項目がＯＦＦの時は、検索文字列が見つかった全ての
ファイル名と行を結果として書き出します。

[実行結果の例("file?.txt"について"２"を検索)]
file1.txt(2):	ファイル１の２行目
file1.txt(20):	ファイル１の２０行目
file2.txt(1):	ファイル２の１行目
file2.txt(2):	ファイル２の２行目
(以下略)

「ファイル名一覧だけ作成」が「ＯＮ」の時の動作
この項目がＯＮの時は検索文字列が存在したファイル名(と
始めに見つかった行番号)だけを結果として書き出します。
[実行結果の例("file?.txt"について"２"を検索)]
file1.txt(2)
file2.txt(1)
file3.txt(2)
file4.txt(2)
(以下略)

[補足情報]

grepに関係する「動作環境」です。





タグジャンプ

結果ウィンドウのファイル名の部分にカーソルがある状態で
「その他→タグジャンプ」を選択すると、	(開かれていない時
は開いてから)そのファイルの該当する行へ移動する事ができま
す。	また、「バックタグジャンプ」で元の結果ウィンドウに戻
る事もできます。
さらに、この結果ウィンドウをファイルとして保存する事もで
きて、上記の「タグジャンプ」も後から使用できます。	(ファ
イル名がフルパスでない場合は、ファイルを開いた箇所からの
相対パスになるので、	「検索するフォルダ」に結果を保存する
必要があります。)

設定により、結果ウィンドウのファイル名の部分をダブルクリ
ックする事で、タグジャンプさせる事も可能です。	「動作環
境 −検索−grepの動作」にある、「grep結果」の「grep結果上で
はダブルクリック=タグジャンプとする」に、	チェックを入れ
てください。

grepのダイアログ

grepダイアログの種類は2種類あります。

新タイプは、[手順]にあるダイアログで、普通タイプは、フォ
ルダ選択画面と一体になっています。



新タイプはフォルダ選択ダイアログが別になっている事もあ
り、種類も変更可能です。好みに応じて設定を変更してくださ
い。

検索するフォルダ

通常、grep実行時に開いているファイルの場所を「検索するフ
ォルダ」に自動的にセットしますが、	前回grep実行時のフォル
ダを最初からセットする事も可能です。

「動作環境 	−	検索	−	grepダイアログ	−	grepのダイアログボック
ス」にある、「前回のフォルダを使う」に、	チェックを入れて
ください。

Ver.8.71より、「grepダイアログ」の「検索するフォルダ」の横
にピン留めアイコンが追加され、	「前回のフォルダを使う」
の設定を、「grepダイアログ」から変更可能です。



「ピン留めアイコン」自体を表示するかしないかも、	「動作
環境 	−	検索	−	grepダイアログ	−	grepのダイアログボックス」に
ある「ピン止めボタン表示」のチェックボックスで設定可能で
す。

「検索するフォルダ」は、「検索するファイル」と違い、複数
箇所の指定は出来ません。

検索するファイル

「動作環境 	−	検索	−	grepダイアログ	−	grepの動作」で、検索す
るファイルの設定が可能です。

「検索するファイル」の指定にマッチするファイルに対
し、「除外」する方向の設定。

隠しファイルを除外
ファイル・フォルダの属性で、「隠しファイル」
(HIDDEN)フラグが設定されいる場合は、	対象ファイ
ル・フォルダでも除外します。

バイナリファイルと思わしきファイルを除外
exeファイルなどテキストではないファイルを、除外し
ます。

exeファイル等、あきらかに拡張子で判定可能なものは
拡張子で判断し、それ以外はファイルを開いて判定し
ます。

指定した拡張子を除外
指定した拡張子を持つファイルを、対象外にします。



記述方法は2つあり、記述方法が異なるので注意。(混
在は不可)

拡張子を指定する記述方法
"."(ドット)を含まない拡張子を指定します。実行
ファイルの場合、	".exe"	ではなく	"exe"	と指
定する。

複数の拡張子を指定する場合は	"	"(スペース)で区
切る。
実行ファイル(*.exe)とDLL(*.dll)を除外する場
合：exe	dll

ワイルドカードを含む文字列を指定する記述方法
"*"(アスタリクス)、"?"(クエスチョンマーク)を含
む場合です。単独の場合はそのまま記述してくだ
さい。"*.exe"等。

複数指定する場合は	";"(セミコロン)で区切る。
実行ファイル(*.exe)とDLL(*.dll)を除外する場
合：*.exe;*.dll

ワイルドカードにマッチするかどうかの判定方法
は、「拡張子を厳密にチェックする」をONにした
時と同じロジックになるとの事。

Ver.8.85以降、「ワイルドカードを含む文字列を指定す
る記述方法」の場合、「除外するフォルダ」も指定可
能です。	フォルダ名の最後には必ず	「\」	を付けるこ
と。

以下の例は、拡張子がdll、exe、doc	のファイルと、
「temp」というフォルダを除外します。



例)*.dll;*.exe;*.doc;temp\

「検索するファイル」でワイルドカード使用した場合の確
認方法

拡張子と短縮ファイル名を厳密にチェックする。
ワイルドカード使用時のファイル名チェックについて
の設定です。	チェックを入れておく事をお勧めしま
す。

説明

OSの歴史的な経緯が絡んでいます。
MicrosoftのWindows以前のOSである「MS-DOS」
は、ファイル名は英数字で8文字(8バイト)、	拡張
子は3文字(3バイト)までしか扱えません。(8.3形
式)
Windowsが登場しファイル名の制限が緩和されま
したが、MS-DOSとの互換性を考慮し、	MS-DOS
のファイル名規則に当てはまらないファイルが作
成された場合には、	OSが自動的にMS-DOS規格の
ファイル名も作成します。

コマンドプロンプトから	dir	/x	で	8.3形式	のファイル

名を確認できる。

2016/05/19		19:09																34														

file1.txt

2016/05/19		19:09																35														

file2.txt

2016/05/19		19:09																35														

file3.txt

2016/05/19		19:10																45	



FILE3_~2.TXT	file3_2longname.txt

2016/05/19		19:10																44	

FILE3_~1.TXT	file3_longname.txt

																																				↑	OSが自動

的に作成した名前

																																							ファイル

名が8.3形式以外の場合作成される。

上記のようなファイルがあり、チェックなしの状
態で、検索するファイルに	"*1.txt"	を指定する
と、

file1.txt(1):	短縮名ファイルのテスト:file1.txt
file3_longname.txt(1):	短縮名ファイルのテスト：
file3_longname.txt

という結果になり、本来対象にならないはずの
「file3_longname.txt」が対象になっています。	こ
れは、OSが自動的に作成したMS-DOS規格のファ
イル名「FILE3_~1.TXT」が	"*1.txt"	にマッチする
からです。

拡張子部分も同様で、4文字以上の拡張子を付ける
と、OSが自動的にMS-DOS規格のファイル名を作
成します。

2016/05/19		22:57																37	

FILE1~1.HTM		file1.html

2016/05/19		22:58																35														

file2.htm

																																				↑	OSが自動

的に作成した名前



																																							ファイル

名が8.3形式以外の場合作成される。

チェックなしの状態で、検索するファイルに
"*.htm"	を指定すると、

file1.html(1):	短縮名ファイルのテスト：file1.html
file2.htm(1):	短縮名ファイルのテスト：file2.htm

という結果になり、本来対象にならないはずの
「file1.html」が対象になっています。	これは、OS
が自動的に作成したMS-DOS規格のファイル名
「FILE1~1.HTM」が	"*.htm"	にマッチするからで
す。

この動作はOSの仕様で、ワイルドカードを使用し
たファイル検索を行うと、元の名前だけでなく、
8.3形式の名前に対してもチェックを行い、	どちら
かにマッチした場合は、マッチしたと判定するた
めです。)

"拡張子と短縮ファイル名を厳密にチェックす
る。 "にチェックを入れておくと、	上記のような
事は起こらなくなります。

文字数制限の設定



処理の都合上、マッチした行が長いと全部を表示しない場合
や、正規表現の対象となる一行の文字数の上限があります。	そ
の制限に関する設定を行います。

通常使用しているファイルで、1行の文字数が多くなけれ
ば、"小さい"や"大きい"で問題ないでしょう。	どんなファイル
でも必ずマッチさせたい場合は、"制限なし"を選択します。	(自
身の使用環境により、適切と思われる設定を行ってください。)

"制限を超えたとき確認メッセージを表示 "にチェックを入
れておくと、「制限なし」以外のとき、	制限にかかった場
合は警告を表示します。

目次に戻る





第II部〜知っていると便利な秀丸の
機能
　編集位置のマーク及び検索



●編集位置のマーク及び検索

ファイル編集中に、どの行を編集したか知りたい場合は、以下の手順で
編集個所を知ることが出来ます。

[手順]

1.	 「その他→動作環境→編集→高度な編集1」にある「編集した
行の表示方法」で、「行番号の色を変える」を選択する。

「高度な編集1」が表示されない場合は、「上級者向け設定」
にチェックを入れてください。



2.	 「その他→ファイルタイプ別の設定→デザイン→表示」の「行
番号表示」チェックボックスをＯＮにして下さい。



3.	「その他→ファイルタイプ別の設定→デザイン」の「編集した
行の行番号」を選択し、	プロパティで文字色/背景色/スタイル
を設定して「ＯＫ」ボタンを押して下さい。	（ここまでで、編
集した行番号が設定した状態になります）

2.でONにしたチェックボックスは、デザインにある「行番号」
のチェックボックスを操作しても、	同じ結果になります。



設定変更前と、変更後画面です。(設定変更後は、編集行の行番
号が赤色 )で表示されている。)



4.	 「検索→編集マークの上（下）検索」で、編集行に移動するこ
とが出来ます。



[解説]

「検索→編集マークの上（下）検索」を頻繁に使う場合は、「キー
割り当て」を使用するといいでしょう。	「キー割り当て」方法は、
「[HME0054A]●他のエディタと同じキー操作を再現したい」を参照
して下さい。

目次に戻る





第II部〜知っていると便利な秀丸の
機能
　秀丸のカスタマイズ



●秀丸のカスタマイズ

【０】ここに書いてあること
【１】カスタマイズ一覧
【２】画面まわり
【３】ユーザーインターフェース
【４】行の扱い
【５】拡張子別の設定
　└【５−１】拡張子別の設定の注意点
【６】キー操作
【７】マクロ
【８】最後に

【０】ここに書いてあること

　ここでは、秀丸エディタをインストールした後で特別な設定をし
ないまま使っていて、	いまいちしっくりこないという方や、「こん
なことは出来ないのかな」とか思っている方を対象に、	秀丸エディ
タをもっともっと使いやすくする方法（カスタマイズ）を説明しま
す。

　カスタマイズ以外にも、便利な機能なども紹介していますので、
自分は、カスタマイズ方法を知っているので、	いまさらそんな説明
は不要だと思われている方も、最後まで目を通して頂けたらと思い
ます。	「おおっ、そんなことが出来るのか」と思うことがあるかも
しれません。

【１】カスタマイズ一覧

秀丸エディタで設定出来る内容の一覧表（詳細な説明は、秀丸エデ
ィタのヘルプを参照）です。



ここだけは押さえておいた方が良いと思うものと、一覧表以外のカ
スタマイズについては、別のところで順に説明しています。

動作環境を操作する場合は「上級者向け設定」をチェックしておい
てください。

「その他→ファイルタイプ別の設定→フォント」
文字フォントやサイズなどを設定。

「その他→ファイルタイプ別の設定→体裁」
折り返し、行番号の計算方法、行間、文字間、自動インデン
ト、タブの文字数などの設定。

「その他→ファイルタイプ別の設定→デザイン」
各種強調表示、複数行コメント、ルーラー、行番号、カーソル
行、文字色の設定。

「その他→ファイルタイプ別の設定→その他」



かな漢字変換の制御、保存する時に不要なタブや空白を変換、
ＥＯＦ制御文字の扱い、エンコード、改行BOM、バックアップ
ファイルの設定。

「その他→動作環境→ウィンドウ」
ツールバー表示、ファンクションキー表示、スクロールバー表
示、タブモードなど、ウィンドウ関連を設定。

「その他→動作環境→表示/操作」
画面のスクロール方法、カーソル移動の加速、カーソル形状な
ど、カーソル関連を設定。

「その他→動作環境→環境」
マクロファイル用、設定ファイル用のフォルダなど、パス関連
を設定。
Windows	Vista以降のOSでは、必ず書き込み可能なフォルダを指
定してください。	(デフォルトでユーザーフォルダ以下に設定
されるので、通常は問題ない。)

「その他→動作環境→パフォーマンス」
やり直しバッファサイズ、テンポラリファイルの利用方法な
ど、編集時の制御関連を設定。

「その他→動作環境→ファイル」
ファイルを開く時のダイアログタイプ、ファイルのヒストリー
個数、ファイルの自動保存方法、ファイルの排他制御方法など
を設定。

「その他→動作環境→編集」
禁則処理の方法、禁則対象文字など、禁則処理を設定。

【２】画面まわり

まずは、画面まわり（見た目）を自分好みに変えてみましょう。



1.	 適当なファイルを開いて下さい。「無題」で、適当に数行程度
を作ったのでもかまいません。

2.	 「その他→ファイルタイプ別の設定→デザイン」場所の一覧に
ある各項目の「文字の色」などを好きな色に変えて下さい。
（各項目を選択し、プロパティから変更してください）
「カーソル行」と「普通の文字」は、別の色にしておいた方が
いいでしょう。
カーソル行には「下線」を付けることも出来ます。

3.	 「ＯＫ」を押してダイアログを閉じ、カーソルを上下に移動し
てみて下さい。

4.	 自分の気に入った設定になるまで２．〜３．を繰り返して下さ
い。

どうです。かなり見やすくなっていませんか。



これだけでもかまいませんが、マウスを使うか使わないか等で設定
しておいた方がいい項目がありますので、	そちらの設定もしてみま
しょう。

1.	 「その他→動作環境→ウィンドウ」にある、「ツールバー」、
「縦スクロールバー」、「横スクロールバー」、	「ファンクシ
ョンキー表示」、「ステータスバー」、「タブモード」をお好
みに応じてＯＮにしたり、ＯＦＦにしたりして下さい。
意味が分からない場合は、とりあえず逆の設定（ＯＮの時はＯ
ＦＦ、ＯＦＦの時はＯＮ）にして下さい。
「詳細」ボタンがある場合は、その内容も確認してみてくださ
い。	ステータスバーの場合は、全体の文字数や、行数も表示す
る事も可能です。

2.	 「ＯＫ」を押してダイアログを閉じて下さい。

3.	 自分の気に入った設定になるまで１．〜２．を繰り返して下さ



い。

たったこれだけの設定でも、インストール時の設定と比べて使いや
すくなったと思います。	このように、秀丸エディタはユーザーごと
にカスタマイズ出来るすばらしいエディタなのです。

【３】ユーザーインターフェース

　秀丸エディタでのインターフェース（ユーザーとの間をとりもつ
部分）と言えば、何といってもファイルを扱うことに尽きると思い
ますが、	ここでは、そのインターフェースを変更したり、便利な機
能を紹介します。

　まずは、よく使う「ファイル→開く」のダイアログを自分好みに
変えてみましょう。	（１アクションで「開く」のダイアログを出す
方法もありますので、「【６】キー操作」を参照して下さい）

1.	 「その他→動作環境→ファイル」の「「開く」のダイアログ」
を適当なものに変えて下さい。



2.	 「ＯＫ」を押してダイアログを閉じて下さい。

3.	 「ファイル→開く」で、どのようなダイアログが出るか確認し
てみて下さい。

4.	 自分の気に入った設定になるまで１．〜３．を繰り返して下さ
い。

　最近使ったファイルは、「ファイル→[1]」などで、開くことが出
来ますが、	デフォルトの設定（３つ）では少なすぎて足りないとい
う方や、ヒストリーなんて不要だという方がいると思います。	そう
いう時は、「０〜２０」の範囲で自由に変えることが出来ます。

1.	 「その他→動作環境→ファイル→ヒストリ」の「ファイルヒス
トリー個数」をお好みに応じて変えて下さい。



2.	 「ＯＫ」を押してダイアログを閉じて下さい。

　１１個以上にして、１１個目以降をキーボードで選択したい場合
は、 [↑] か [↓] で選択するか、	再度 [0] を押すことで次の候補
へ移動することが出来ます。

　いつもよく使う拡張子が決まっている（例えば、「TXT」）の
で、	最初に「開く」のダイアログが出た時に「TXT」のファイルだ
けが表示されたら便利だと思ったことはありませんか？

1.	 「その他→動作環境→ファイル」の「最初のワイルドカード」
エディットボックスにワイルドカードを入力してください。
（例えば、「*.TXT」）

2.	 「ＯＫ」を押してダイアログを閉じて下さい。

　複数の拡張子を指定したい場合（例えば、「TXT」と「DOC」）
は、「;」(半角のセミコロン)で区切って	（例えば、
「*.TXT;*.DOC」）指定することが出来ます。

　タスクトレイにある秀丸をクリックした時に出る「フォルダ」と
同じものが「開く」のダイアログにあったら便利だと思ったことは
ありませんか。	「開く」のダイアログで、 [Alt] + [Space] を押
せば、最近アクセスしたフォルダリストを出すことが出来ます。

　これで、必要なファイルを容易に開くことが出来るようになった
と思います。



【４】行の扱い

　文章を書く人にとって、行の扱い（改行が入ることで１行にする
か、見た目で１行にする。１ページの行数を指定。）というもの
は、	非常に重要になってくると思いますが、今の設定で満足してい
ますか？ここでは、行の扱いを変更したり、便利な機能を紹介しま
す。

　これ以降は、改行（※）が入ることで１行にすることを「エディ
タ行」、見た目で１行にすることを「ワープロ行」、	行の開始から
改行までを「１行」として説明します。

（※）編注：ここでの「改行」とは、見た目の折り返しのことでは
なく、画面上で"↓"と表示されている「改行記号」のことを指してい
ます。

　まずは、「エディタ行」と「ワープロ行」を理解するために、次
の設定をして下さい。

1.	 １行が２０文字（全角では１０文字）以上のファイルを開いて
下さい。「無題」で、適当に数行程度を作ったのでもかまいま
せん。

2.	 「その他→ファイルタイプ別の設定→体裁」の「折り返し文字
数」で固定を選び、「２０」にして下さい。



3.	「行番号表示」をＯＮにして下さい。	（ＯＦＦのままでも、秀
丸エディタウィンドウの右上に行番号が出ます）

4.	「その他→ファイルタイプ別の設定→体裁→詳細」にある「行
番号の計算方法」を「ワープロ的」にして下さい。

5.	「ＯＫ」を押してダイアログを閉じて下さい。	（これで、「ワ
ープロ的」での行番号の計算方法が分かります）



6.	同様に、「行番号の計算方法」を「エディタ的」にして「エデ
ィタ行」の行番号の計算方法も確認して下さい。

　これで、「エディタ行」と「ワープロ行」が理解出来たと思いま
すので、自分にあった設定に変更しておきましょう。

　原稿などを書く時は、１ページはワープロ行で１００行にしたい
といったようなことがあると思いますが、	そういう時は、「ページ
番号表示」をありにしておくといいでしょう。



1.	「その他→ファイルタイプ別の設定→デザイン→表示」の「ペ
ージ番号表示」をＯＮにして下さい。

2.	「行数」を１００にして下さい。

3.	「ＯＫ」を押してダイアログを閉じて下さい。

　ここまで読まれた方の中には、	「おいおい、ちょっと待ってくれ
ー。わしは、原稿も書くし（例えば、拡張子は「TXT」）	プログラ
ム（例えば、拡張子は「Ｃ」）もするのでファイルを開くたびにそ
んな設定をしないといけないのか？」	と思う方もいると思います
が、ご安心を。	拡張子ごとに個別の設定をすることも可能なので、
「【５】拡張子別の設定」を参照して下さい。

　文章を編集中に人から声をかけられて編集作業を一時中断した後
で、	「あれっ、今まで何を編集したんだっけ？編集した行に移動出
来れば思い出せるんだけどなー。」と思ったことはありませんか。
そういう人のために、編集位置を検索するという機能がありますの
で、「●編集位置のマーク及び検索」を参照して下さい。

　ここまでは、カスタマイズとは言えないくらいの簡単な設定で
す。これ以降に、カスタマイズの本領を発揮する部分が書かれてい
ます。



【５】拡張子別の設定

　目的に応じて（例えば、「文章ファイル」、「プログラムファイ
ル」）書式を変更したいと思ったことはありませんか。	ここでは、
拡張子別に書式を設定する方法を紹介します。

では、

文章ファイルの拡張子を「TXT」

プログラムファイルの拡張子を「C」

として、それぞれの書式を設定してみましょう。

1.	適当な文章ファイル（拡張子が「TXT」のファイル）を開いて
下さい。
（設定出来るのは、現在開いているファイルの拡張子です）

2.	「その他→ファイルタイプ別の設定」ダイアログの「.TXTの
設定」が「共通」になっていることを確認して下さい。
（デフォルトでは、すべての拡張子の設定が「共通」になって
います）

3.	「.TXTの設定」コンボボックスから「テキストファイル」を選
んで下さい。
（これで、拡張子が「TXT」のファイルは個別の設定を利用す
ることが出来るようになります）



（「設定のリスト」ボタンを押すことで、新たな設定を作った
り、既にある設定をコピーしたり、設定の名前を変更すること
も出来ます。	既に「共通」の設定をカスタマイズしている場合
は、「共通」の設定をコピーするといいでしょう）

Ver.8.88より、選択された「設定のリスト」に関連付けられた拡
張子が、ダイアログ下部に表示されるようになりました。

4.	必要に応じて各種設定を変更して下さい。

5.	「ＯＫ」を押してダイアログを閉じて下さい。
（現在の文書のみを一時的に変更したい場合は、「保存しない
で更新」ボタンを押して下さい）



6.	同様に、プログラムファイル（拡張子が「C」）も設定して下
さい。

試しに「文章ファイル(TXT)」、「プログラムファイル(C)」、「そ
れ以外のファイル」を開いてみて下さい。先ほど設定した内容が反
映されているはずです。
これで、目的に応じたファイルが作りやすくなったと思います。

【５−１】拡張子別の設定の注意点

秀丸エディタでは、単純に「ファイルタイプ別の設定」だけ
を編集する事はできません。	編集中の「ファイルの種類(拡張
子)」と「ファイルタイプ別の設定」の関連づけも変更されて
しまいます。

例えば「文章ファイル(TXT)」を開いた状態で、「HTMLファイ
ル」の設定を変更したいため、	「ファイルタイプ別の設定」
から「HTMLファイル」を選択し、	設定を変更した(「OK」を
押してダイアログを閉じた)場合、

「文章ファイル(TXT)」の設定は、「テキストファイル」

だったものが、

「文章ファイル(TXT)」の設定は、「HTMLファイル」

に変更されてしまいます。

「ファイルタイプ別の設定」を変更したい場合は、面倒でも関
連づけされているファイルを開いてから、設定を変更してくだ
さい。	または、開いているファイルの「ファイルタイプ別の設
定」覚えておき、最後に再設定するような動作が必要です。

【６】キー操作



　エディタを使うのは初めてで、どのキーに何が割り当てられてい
るかさっぱり分からないといったことはありませんか。
　また、別のエディタから秀丸エディタに変更した場合など、キー
の操作が以前のエディタと違っていたり、	以前のエディタでは出来
ていたのに秀丸エディタでは操作出来ない（分からない）といった
ことはありませんか。
　ここでは、自分の好きなキー（マウスを含む）に必要な機能を割
り当てる方法や、便利な機能を紹介します。

　まずは、どのキーにどういった機能が割り当てられているか確認
してみましょう。

1.	「その他→キー割り当て」ダイアログの「一覧表作成」ボタン
を押して下さい。
（確認のダイアログが出ます）

2.	「ＯＫ」ボタンを押して下さい。
（「その他→動作環境→環境」で設定フォルダに指定した場所
に「KEY.TXT」というファイルが作成されます）

3.	「キー割り当て」ダイアログは不要なので「キャンセル」ボタ
ンを押して、ダイアログを閉じて下さい。



4.	「KEY.TXT」ファイルが自動的に開きます。
（このファイルを見れば、キーに割り当てられている機能が分
かります）

　「KEY.TXT」ファイルの最後に定義されている「メニュー」とい
うのを見て、	「これって、１つのキーに複数の機能をメニュー形式
で出すことが出来るってことなの？」	と思われた方がいると思いま
すが、その通りです。	よく似た機能（例えば、ファイル操作）をひ
とまとめ（メニュー）にしておいて、それを１つのキーで呼び出す
ことが可能です。
メニューについて説明する前に、通常のキー割り当て（１つのキー
に１つの機能）方法を説明したいと思います。

1.	「その他→キー割り当て」ダイアログボックスを表示して下さ
い。

2.	「キー」リストボックスと「Ctrl」チェックボックス等をＯＮ
にするなどしてキー割り当てしたいキーを選択して下さい。
（キー割り当て拡張をＯＮにすることで、Windowsアプリに共
通である [Home] や [End] にもキー割り当てすることが出来
ます）

3.	「コマンド」コンボボックスとリストボックスで割り当てたい
機能を選択して下さい。
（機能を削除したい場合は、コンボボックスで「ファイル系」
を選択し、リストボックスで「（なし）」を選択して下さい）

4.	必要なだけ、２．〜３．を繰り返して下さい。

5.	「ＯＫ」ボタンを押して下さい。
（これで完了です）

先ほど説明したメニューを作ってみましょう。

1.	「その他→メニュー編集」ダイアログボックスを表示し、「ユ
ーザーメニュー」タブを選択してください。



2.	「メニュー」コンボボックスから編集するメニューを選択して
下さい。
（「メニュー１〜３、８」、「選択中右ボタン」はデフォルト
で設定されています。	「選択中右ボタン」とは、行が選択され
ている状態でマウスの右ボタンを押した時に出るメニューのこ
とです。	ちなみに通常時のマウスボタンは、「キー割り当て」
ダイアログの「キー」リストボックスにあります）

3.	「タイトル」エディットボックスにメニューの機能などを入力



して下さい。
（メニューが表示された時に「タイトル表示」がＯＮの場合
は、メニューの最上部行にタイトルが表示されます）

4.	 「遅延時間」を設定して下さい。
（メニューが表示されるまでのタイムラグを設定できます。	通
常は０秒でいいのですが、２アクション（ [Ctrl] +
[S] → [P] 等）でもいいからキーボードで操作したいが、
最初の [Ctrl] + [S] でメニューは出て欲しくない場合に、遅
延時間の設定を行っておくとよいでしょう。	但し、この遅延時
間の設定は、 [Ctrl] との組み合わせでキー割り当てした場合
にのみ有効です）

5.	 「追加」ボタンを押して下さい。
（メニュー内容を設定するためのダイアログが出ます）

6.	 「コマンド」コンボボックスとリストボックスで割り当てたい
機能を選択して下さい。
（メニューを指定することで、メニューを階層化することも出
来ます）



7.	 「キー」ボックスに、メニューが表示された際にダイレクトで
実行するためのキーを入力して下さい。
（使わない場合でも何らかの設定は必要です）

8.	 「追加」ボタンを押して下さい。
（メニューに追加されます）
（機能ごとに区切りを入れたい場合は、「セパレータ」ボタン
を押して下さい）

9.	 必要なだけ、５．〜８．を繰り返して下さい。

10.	 「閉じる」ボタンを押して下さい。
（これで完了です）

　メニューをキーに割り当てる場合は、通常のキー割り当てと同様
な方法で可能です。
（「キー割り当て」ダイアログの「コマンド」コンボボックスに
「メニュー/マクロ」、	「コマンド」リストボックスの「メニュー
１〜８」を選択して下さい）

　「メニュー８」は、「メニュー編集」ダイアログで、メニュー８
を選択した場合のみ表示される、	「ESCキーに割当て」をＯＮにす
ることで、 [Esc] に割り当てることも可能です。	但し、 [Esc]

を押してもメニューは表示されません。また、0.5秒以内に割り当て
たキーを押す必要があります。

　ここまで読んでいて、	「げっ、複数のマシンを同じ設定にしたい
場合は、１台ごとに同じ設定をしないといけないの？」	と思われた
方がいると思いますが、ご安心を。最初の１台だけ設定すれば他の
パソコンは簡単に設定することが出来ます。

　他のパソコンを同じキー割り当てにするための準備作業として、
キー割り当て用のファイルを作りましょう。



1.	 最初の１台にキー割り当てをして下さい。

2.	 「その他→キー割り当て」ダイアログボックスを表示して下さ
い。

3.	 「保存」ボタンを押して下さい。
（保存するファイル名を入力するダイアログが出ます）

4.	 「ファイル名」エディットボックスにキー割り当て用のファイ
ル名を入力して下さい。
（拡張子は自動的に「KEY」になるので、拡張子なしで入力し
て下さい。例えば、「MYBIND」と入力）

5.	 「ＯＫ」ボタンを押して下さい。
（マクロ登録の内容を保管するかどうかの確認ダイアログが出
ますが、通常は「はい」を押して下さい。	これで、で設定フォ
ルダに指定したフォルダに「MYBIND.KEY」というファイルが
作られます）

6.	 「キー割り当て」ダイアログは不要なので「キャンセル」ボタ
ンを押して、ダイアログを閉じて下さい。

7.	 他のパソコンへ、キー割り当て用のファイルを持っていけるよ
うにコピーして下さい。

他のパソコンも同じキー割り当てに設定しましょう。

1.	 キー割り当てを同じにしたいパソコンにインストールされてい
る秀丸エディタの「設定用フォルダ」の位置を確認します。

2.	 先ほどコピーしたファイルを、確認した「設定用フォルダ」へ
コピーして下さい。

3.	 「その他→キー割り当て」ダイアログボックスを表示して下さ
い。

4.	 「読込み」ボタンを押して下さい。
（読込みするファイル名を入力するダイアログが出ます）

5.	 「ファイル名」リストボックスから、コピーしたキー割り当て



用のファイルを選択して下さい。
（「ファイル名」ボックスに直接入力することも出来ますが、
入力間違いがあるといけないので、リストから選択しましょ
う）

6.	 「ＯＫ」ボタンを押して下さい。
（読み込んだ内容が、「キー割り当て」ダイアログに反映され
ます）

7.	 読み込んだ内容を有効にするために、「キー割り当て」ダイア
ログの「ＯＫ」ボタンを押して下さい。

※設定の移行手順の詳細については、[HME0078A]●各種設定を移行
するためファイルに保存したい、	[HME0078B]●設定を他のパソコ
ン移行したい	を参照してください。

キー割り当ての補足事項

キー割り当てですが、コマンド「ファイル系」にある「なし」と、
「その他」にある「何もしない」の違いについて。

「ファイル系」にある「なし」は、キー割り当てを行わないと
いう意味ではなく、「デフォルトの動作にする」	という意味に
なります。

「なし」に設定しても、秀丸エディタ本体で、キーにデフォ
ルトとして割り当てている機能があれば実行し、	なければ何
もしない。

という動作になります。つまりキーによっては、完全に何もし
ない状態にはなりません。

「その他」にある「何もしない」は、文字通り何もしません。



割り当てた機能を無効化したい場合は、こちらを選択してくだ
さい。

ただし、「何もしない」は秀丸エディタVer.8.00	で追加された
ので、それ以前のバージョンの場合は、	何もしな
い"endmacro;"のみのマクロを作り、そのマクロをキーに割り当
ててください。

【７】マクロ

　「キー割り当て」にない機能や、ある特定の操作をしたい（文章
の最後に自分の名前と今日の日付を挿入など）場合などに	「マク
ロ」を使うようになります。
　「マクロ」とは、Ｃ言語によく似たプログラムの一種です。作成
したマクロも通常の機能と同様に「キー割り当て」することが可能
です。
　この「マクロ」を使えるようになることで今まで時間がかかって
いた編集作業等が簡単に出来るようになりますので、是非マスター
して下さい。
　秀丸エディタで最終的にたどりつく究極のカスタマイズ方法が、
「マクロ」です。
　詳細な説明は、「第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと」を参照
して下さい。	（サンプルマクロ、マクロの登録方法、マクロの実行
方法と必要なことは全て書かれています）

【８】最後に

　ここまでに書いたことは、秀丸エディタのカスタマイズのおおざ
っぱな説明です。
　秀丸エディタの設定（特に「その他→ファイルタイプ別の設
定」、「その他→動作環境」）にはその他にもいろいろ便利な機
能がありますので、	一通り目を通しておいて下さい。きっと新たな



発見があるでしょう。	また、標準で装備されていない機能でも、マ
クロを利用することで実現できるものもあります。	（マクロについ
ては、「第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと」を参照して下さ
い）
　自分ではマクロを組めない場合は、	コミュニテックス の秀シ
リーズサポートフォーラムの「秀丸エディタマクロ作者会議室」で
質問すれば、	何らかのヒントや回答が得られる場合もあります。
秀まるおのホームページ(サイトー企画)>ライブラリ に秀丸エデ
ィタ用のマクロがたくさん登録されていますので、	それらを利用す
るという方法もあります。

目次に戻る

https://www.maruo.co.jp/
https://hide.maruo.co.jp/lib/index.html




第II部〜知っていると便利な秀丸の
機能
　あいまい検索



●「あいまい検索」について

正規表現DLLに、HMJRE.DLL	を指定していると、「あいまい検索」が
可能になります。

あいまい検索を有効にすると、

文字種等を無視

違う文字(文字列)を同一視する

特定文字を無視する

という検索が可能になります。

詳細については、HMJRE.DLLのヘルプ-	あいまい検索の設定ダイアログ
ボックス 	を参照してください。

解説

[解説]

以下の機能があります。

https://help.maruo.co.jp/hmjre/html/0001_IDH_FUZZYDIALOG.html


1.	 半角／全角を区別しない

2.	 全角文字で、ひらがなとカタカナを区別しない

3.	 大きい「あ」と小さい「ぁ」を区別しない

4.	 濁音／半濁音を無視する

5.	 かなの「ー」と英数字の「−」を同一視する

6.	 空白/タブ文字を無視する

7.	 類似検索

8.	 Unicodeの特殊空白の同一視/特殊ハイフンの同一視

9.	 UnicodeのIVS（異体字セレクタ）を無視する

10.	 改行を無視する

11.	 特定文字を無視する

12.	 カスタム1〜4



1〜4までは、文字種に関する設定になります。全部ONにすると
以下のようになります。

ひらがなの「あ」を検索しても、カタカナや半角文字にもマッ
チする。

検索文字　　　：あ

マッチする文字：あぁアァｱｧ

ひらがなの「は」を検索しても、カタカナ、半角文字、濁音、
半濁音の有無を無視してマッチする。

検索文字　　　：は

マッチする文字：はハばバぱパﾊﾊﾟﾊﾞ

5、8は、同一視する文字の指定です。

7の「類似検索」とは、検索文字列と完全には一致してない、
「似ている」文字列を探す機能です。
「類似度合い」と「ミスの上限」を設定します。
詳細については、	HMJRE.DLLのヘルプ-「類似検索の詳細 」
を参照してください。

6、9、10、11は無視する文字の設定です。	文字間の空白、タブ
等を無視してマッチさせます。	特定の文字を無視する事も可能
です。

カスタム1〜4で、同一視する文字列の指定も可能です。	別途フ
ァイルを作成し、同じ行内で、タブまたは空白で区切られた文
字列を同一視します。

ファイルの例

秀丸		ひでまる		ｈｉｄｅｍａｒｕ

https://help.maruo.co.jp/hmjre/html/ABOUT_SIMILAR.html


上記内容だと、「秀丸」、「ひでまる」、「ｈｉｄｅｍａｒ
ｕ」という文字列	を同一視します。

さらに

☑半角／全角を区別しない
☑全角文字で、ひらがなとカタカナを区別しない
☑大きい「あ」と小さい「ぁ」を区別しない
☑濁音／半濁音を無視する

というチェック状態だと、	「hidemaru」、「ヒデマル」、
「ﾋﾃﾞﾏﾙ」、「ヒテマル」、「ﾋﾃﾏﾙ」、「ひてまる」	「ぴでま
る」、「ぴてまる」、「びでまる」、「ピデマル」、「ピテマ
ル」、「ビデマル」、	「ﾋﾟﾃﾞまる」、「ぴテマる」	等も同一視
することになります。

実際に同一視指定ファイルを作成・有効にし、「秀丸」を検索
した結果画面です。

目次に戻る





第II部〜知っていると便利な秀丸の
機能
　変換モジュール



●変換モジュール

秀丸エディタ	Ver.5.00以降では、変換モジュールが使用できます。

変換モジュールは、今まで秀丸エディタ本体で行っていた各種文字変換
機能(大文字に変換や、小文字に変換等)を、	外部プログラムで行えるよ
うにしたものです。	標準で添付されているモジュールの他に、	変換モ
ジュールライブラリ 	にもいくつか登録されています。uniq(重複行削
除)もあるので、いろいろ追加しておくと便利です。

解説

変換モジュールの登録方法

変換モジュールの機能をキー割り当てして使うには

変換モジュールを置く場所について

補足

64bit対応について

「32bit変換モジュールを動作可能にする」について

「置換」で使うには

変換モジュールを作るには

[解説]

標準添付されている変換モジュール(HmFilter)には以下の機能があり
ます。

ﾊﾝｶｸに変換

全角ひらがなに変換

全角カタカナに変換

TAB	→	空白　変換

https://hide.maruo.co.jp/lib/hmconv/index.html


空白	→	TAB　変換

TO	UPPER	CASE	(大文字に変換)

to	lower	case	(小文字に変換)

大文字<->小文字の変換

英数字/記号/空白のみ半角に

英数字/記号/空白のみ全角に

カタカナのみ半角に

カタカナのみ全角に

ソート

標準添付以外の変換モジュールを使うには、秀丸エディタに登録す
る必要があります。

追加する変換モジュール(32bitは"*.hmf"、64bitは"*.hmf64")は、	秀丸
エディタ本体と同じ場所(デフォルトは、"C:\Program
Files\Hidemaru")に置いてください。
変換モジュールによっては、変換モジュール本体の他に動作に必要
なファイルもあるので、	添付されている説明などをよく確認してく
ださい。

変換モジュールの登録方法

変換モジュールの登録は、メニューの「その他」->「動作環
境」で行います。

1.	「上級者向け設定」にチェックが付いていない場合、チェ
ックする。



2.	「編集」の下に項目が追加されるので、「編集」-「変
換」を選択する。



3.	「変換モジュール」に登録済みの変換モジュールが表示さ
れます。(初期状態は"(標準の変換)"のみ)
「追加」で使用したい変換モジュールを指定します。
(秀丸エディタと同じ場所に、変換モジュールをおいた場合
は、表示されるはずです。)



4.	「使用する変換」に、追加した変換モジュールがもつ機能
が表示されるので、	使用する機能にチェックを入れ、
「OK」を押せば、設定が反映されます。



5.	 秀丸エディタの「編集」メニューの「変換」に4.で追加し
た機能が表示されます。	（変換は範囲選択をした状態で
ないと、有効になりません。）



変換モジュールの機能をキー割り当てして使うには

標準の変換モジュールの場合、「キー割り当て」に対応するコ
マンド(ﾊﾝｶｸに変換等)があります。	標準以外の変換モジュール
の機能については、コマンドは用意されていません(用意できま
せん)。	その為、追加した変換モジュールの機能は、単純に
「キー割り当て」で指定する事はできません。



追加した変換モジュールの機能を「キー割り当て」で呼び出す
には、

「変換モジュールの機能を呼び出すマクロ」を作り、「キ
ー割り当て」して使う

という方法を使います。

変換モジュールの機能を呼び出すマクロを作るには

変換モジュールを呼び出すには、	「 filter文 」	を使いま
す。

filter	"変換モジュール名",	"関数名",	"パラメータ(省略可能)"
変換モジュール名:	""	を指定した場合は、標準の変換モジュールを使
用します。
																		32bit、64bitの違いを考慮し、拡張子
(".hmf"".hmf64")は省略可能です。
																		(環境や、設定に合わせ適当に判断される。)
																		ただし、変換モジュール名にパスが含まれる場
合には、拡張子の省略はできません。
																		必ず指定してください。
関数名										:	呼び出す機能名。
パラメータ						:	なければ省略可能です。

変換モジュールの説明や取説に、使い方があれば、その指
示に従います。

使い方等説明がない場合は、「キー操作の記録」を使う方
法があります。

秀丸エディタのヘルプ−編集−変換 	に	「参考：変換
モジュールをキー割り当てする方法」があるので参考
にしてください。

「キー操作の記録」を使うので、使用する変換モジュール

https://help.maruo.co.jp/hidemac/html/080_CmdStatement_Edit_filter.html
https://help.maruo.co.jp/hidemaru/html/070_Env_Edit_Convert.html


を、あらかじめ秀丸エディタに登録しておく必要がありま
す。

1.	 範囲選択を行う

2.	 「マクロ」メニューにある「キー操作の記録開始/終
了」

3.	 使用したい変換機能を実行する。メニューから「編集
→	変換	→	使用する変換機能」を選択。

4.	 「マクロ」メニューにある「キー操作の記録開始/終
了」

5.	 「マクロ」メニューにある「キー操作の保存」でファ
イルに保存する。

これが、実際にソート(昇順、数値の大小でソート)を実行
し、保存したファイルです。	(標準の変換モジュールを使
用しているので、変換モジュール名は省略されています。)

setcompatiblemode	0x0F;

filter	""	,	"Sort"	,	"000100010001000\"00";

そのまま使っても良いのですが、範囲選択しているかどう
かのチェックを追加します。	(範囲選択していなければ失
敗するだけなので、チェックが必須という事はないです。)

setcompatiblemode	0x0F;

if(!selecting){

				message	"範囲選択してから実行してください。";
				endmacro;

}

filter	""	,	"Sort"	,	"000100010001000\"00";

endmacro;

このマクロファイルを、「秀丸マクロのいろはにほへと」
の「【４】マクロ登録」、	「【５】ショートカットキーへ
の登録」を参考に、マクロを登録し、キーに割り当ててく



ださい。

複数選択状態で、マクロを実行する場合は注意が必要で
す。

デフォルト状態では、filter文は「複数選択」に対応してい
ません。	たとえば、複数選択状態で実行しても、複数選択
した箇所ではなく、	カーソルのある箇所だけ実行されま
す。

各種命令を「複数選択」に対応させるには、
「 setcompatiblemode文」を使います。

setcompatiblemode	文のフラグには、

0x00100000	各種の文を複数選択に対応した動作にします。

があるので、setcompatiblemode文	に	このフラグをセット
し、マクロに追加しておけば、	複数選択に対応させること
が可能です。

変換モジュールを置く場所について

説明では秀丸エディタ本体と同じ場所に置きましたが、実際は
何処に置いても登録してしまえば、	秀丸エディタ本体からは問
題なく使用できます。

問題(というかチョット面倒？)になるのは、マクロが絡む場合
です。

「キー操作の記録」を使うには、変換モジュールの登録は必要
ですが、マクロから変換モジュールを呼び出すだけなら、登録
自体は不要です。	その為、「キー操作の記録」を使わずにマク
ロを作成する場合、変換モジュール名の記述方法に注意が必要



です。

秀丸エディタ本体と同じ場所に配置した場合

filter	"HmFilter"	,	"Sort"	,	"〜"

のように、変換モジュール名を指定すればいい。拡張子が
無くても、設定や環境に合わせ、適当に判断されます。
(秀丸エディタと同じ場所に変換モジュールを置いても、モ
ジュール名の指定にパスが含まれると、拡張子の省略はで
きません。)

秀丸エディタ本体とは別に配置した場合

filter	"C:\\macro\\module\\HmFilter.hmf"	,	"Sort"	,	

"〜"

のように、変換モジュール名にフルパスを指定しないと、
秀丸エディタが変換モジュールを読み込めません。	(拡張
子の省略はできないので、必ず指定してください)

秀丸エディタ本体とは別に配置した場合、「キー操作の記録」
を行うと、変換モジュール名はフルパス(拡張子付き)で記録さ
れるので、	「キー操作の記録」を使って雛形のマクロを作る方
法をお勧めします。

[補足]

64bit対応について

変換モジュールは、

32bit用変換モジュールは"*.hmf"

64bit用変換モジュールは"*.hmf64"



という拡張子で識別されます。

通常、32bit版秀丸エディタは"*.hmf"、64bit版秀丸エディタ
は"*.hmf64"しか使えません。	しかし、64bit版秀丸エディタは設
定次第で32bit用変換モジュールを使用する事ができます。	(逆
の32bit版秀丸エディタで、64bit変換モジュールを使う事は出来
ません。)
64bit版秀丸エディタだけにある、「動作環境」-「64bit版」-
「32bit版との互換性」の	「32bit変換モジュール(*.hmf)を動作
可能にする。」のチェックを	ON	にしてください。	これで、
64bit版秀丸エディタで、32bit版変換モジュールが使用可能にな
ります。	(ただし、32bit版変換モジュールが正常に動作する保
証はありません。 )

「32bit変換モジュールを動作可能にする」について



秀丸エディタ本体で変換モジュールを使う場合

32bit用変換モジュールを登録してある場合、チェックを
「 OFF」にすると、変換メニューに表示されなくなり、
使用できなくなります。

マクロや置換から使用する場合

64bit/32bit版両方の変換モジュールがあり、拡張子が省略さ
れていた場合は、	チェックが「 ON」でも、64bit版が優先
的に使用されます。

拡張子が指定されていた場合は、指定されたモジュールを
読み込みます。	チェックが「 OFF」の状態で、32bit版変
換モジュールを指定すると、実行に失敗します。(変換自体
行われない。)

「置換」で使うには

秀丸エディタ	Ver.8.13より、置換時、検索結果に対し、変換モ
ジュールの機能を実行できるようになりました。

これで何ができるかというと、検索でマッチした箇所を、大文
字/小文字/全角/半角へ変換する事が可能になります。	(検索にマ
ッチした箇所に、変換モジュールが持つ機能を実行する。)

詳細は、「知っていると便利な秀丸の機能」の「●置換」にあ
る、	[変換モジュールを使った置換]を参照してください。

ただし、使用する変換モジュールが秀丸エディタ本体と同じ場
所にない場合、	マクロと同じくモジュール名にフルパスを指定
する必要があります。



変換モジュールを作るには

変換モジュールの実体はDLLなので、自分で作ることも可能で
す。

秀丸エディタ のダウンロードに、	「変換モジュール開発キ
ットおよびサンプル変換モジュール」があるので、参考にして
ください。

目次に戻る

https://hide.maruo.co.jp/software/hidemaru.html




第II部〜知っていると便利な秀丸の
機能
　ファイルマネージャ枠



●ファイルマネージャ枠

秀丸エディタ	Ver.8.00以降では、ファイルマネージャ枠が使用できま
す。

ファイルマネージャ枠は、名前の通り、ファイル/フォルダの一覧を表示
するための枠です。

メニューの「表示」から、ファイルマネージャ枠の表示の切り替えが可
能です。

解説

フォルダ/ファイル/フォルダ+ファイル一覧

ヒストリ

ウィンドウ一覧

ブックマーク

プロジェクト

補足



フォルダ/ファイル/フォルダ+ファイル一覧	について

プロジェクトについて

[解説]

ファイルマネージャ枠には以下の内容が表示可能です。

フォルダの一覧
フォルダーツリーです。	フォルダを選択すると、ファイル一覧
に切り替わります。

ファイルの一覧
選択したフォルダのファイル一覧です。

フォルダ/ファイルの一覧
上にフォルダーツリー、下にファイル一覧が表示されます。

ヒストリ
秀丸エディタで開いたファイルの履歴一覧

ウィンドウ一覧
秀丸エディタで、現状開いているファイルの一覧	タブモードの
場合はタブ毎に表示されます。

ブックマーク
webブラウザにある、よく使うファイルの一覧

プロジェクト
ブックマークと同様、必要なファイルをまとめた一覧。	切り替
え可能なブックマークみたいな物です。

ツールバーの表示項目部分が「ボタン」になっていて、左クリック
で切り替えメニューが表示されます。



ツールバーや、ファイルマネージャ枠内で右クリックするか、ツー
ルバーの▼部分を左クリックすると、	各種設定込みの切り替えメニ
ューが表示されます。(切り替え以降のメニュー項目は、表示してい
る内容によって切り替わります。)



フォルダ/ファイル/フォルダ+ファイル一覧

その名の通り、

フォルダの一覧

ファイルの一覧

フォルダ/ファイルの一覧

を表示する枠です。

フォルダの一覧は、エクスプローラのフォルダツリー部分
のみのと同じです。	フォルダを選択する(ダブルクリック
or	Enterキー押下)と、「ファイル一覧」に切り替わりま
す。

ファイルの一覧は、選択されたフォルダにあるファイルの
一覧を表示します。	設定により、「サブフォルダ」を表示
する/しない	を切り替える事が出来ます。	ファイルを選択
する(ダブルクリック	or	Enterキー押下)と、ファイルの種類
に関係なく、	秀丸エディタで開きます。その為、テキスト
ファイルでないファイルも秀丸エディタで開きます。

注意

ヘルプにもありますが、
「あくまで秀丸エディタ用の簡易的なものとして使ってい
ただくためのものです。	本当のファイル操作などは
Windowsエクスプローラでされることをお勧めします。」
との事です。

Windowsエクスプローラのようにフォルダ構成が変化した
ときの自動反映は実装されていません。	変化があった場
合、「最新の情報に更新」（枠内でF5キー）をしてもらう
必要があります。



ファイルマネージャ枠の右クリックメニューにある「詳細」を
選ぶと、	ファイルマネージャ枠の設定画面が開きます。

「一般」はファイルマネージャ枠の表示に関する設定です。

「表示する」、「自動で覚える」は表示状態に関する設定
で、表示をする/しない	と、	表示状態を覚えておき自動で
設定するかどうかになります。

「初期フォルダ」は最初に表示するフォルダの位置を指定
します。	「デスクトップ」にしておくと、起動が速くなり
ます。

表示位置、フォント、色などは好みに応じて設定してくだ
さい。



「フォルダ/ファイル一覧」はフォルダ/ファイル一覧	表示に関
する設定です。

フォルダモードの「ファイル表示」は、フォルダーツリー
にフォルダだけではなく、	ファイルを表示する為の設定
になります。



「カスタム」で表示する拡張子を指定できます。	「すべ
て」だと、ファイル数が多いと時間がかかる場合がありま
す。

「既定のワイルドカード」の場合は、	「その他」→「動作
環境」→「ファイル」→「最初のワイルドカード」と同じ
になります。

ファイルモードの「ファイル表示」は、ファイル一覧の表
示設定です。

「既定のワイルドカード」の場合は、	「その他」→「動作
環境」→「ファイル」→「最初のワイルドカード」と同じ
になります。

「カスタム」で表示する拡張子を指定できます。複数の拡
張子を指定する場合は、	";"	で区切って入力してくださ
い。

例)*.txt;*.html

ヒストリ



秀丸エディタ本体にある、ファイルヒストリと同じです。	メニ
ューで表示するか、枠内に常時表示するかの違いです。

右クリックメニューから、選択したヒストリの削除が可能で
す。

ウィンドウ一覧

秀丸エディタ本体にある、ウィンドウ一覧と同じです。	ウイン
ドウで表示するか、枠内に常時表示するかの違いです。

右クリックメニューから、選択したウィンドウを閉じる事が可
能です。

ブックマーク

秀丸エディタ本体にある、ブックマークと同じです。	メニュー
で表示するか、枠内に常時表示するかの違いです。

右クリックメニューから、ブックマークの操作(追加/削除/上/下)
が可能です。

「追加」を行うと以下の画面が表示されます。



「ファイル」はファイルを、「グループ」は分類用のフォルダ
を、「セパレータ」は区切り線を追加します。

「フォルダ内のファイル一覧」は、グループを作成し、指定さ
れた拡張子のファイルを自動的に追加します。

プロジェクト

ブックマークと同様、必要なファイルをまとめた一覧です。	場
合によって切り替える、ブックマークみたいな物です。

右クリックメニューから、プロジェクトの操作(開く/上書き/名
前を付けて保存/追加/削除/上/下)が可能です。
「追加」を行うと、ブックマークと同じ画面が開きます。



ブックマークと違うのは、変更した場合は、名前を付けて保存
する必要がある事と、	複数のプロジェクトファイルを使い分け
る事ができる事です。

設定で、プロジェクトを編集した場合に、直ぐに保存するよう
できますが、	名前を付けていない場合(デフォルト状態)では無
視されます。



[補足]

フォルダ/ファイル/フォルダ+ファイル一覧	について

「フォルダ/ファイル/フォルダ+ファイル一覧」は、現在編集中
のファイルの場所とは、リンクしていません。	その為、ファイ
ル(タブやウィンドウ)を切り替えても、自動的に場所が切り替
わる事はありません。

現在編集のファイルがある場所を開きたい場合は、明示的に
「同期」コマンドを実行する必要があります。

自動起動マクロに「アクティブ切り替え後」があるので、マク
ロから「同期」コマンドを実行するようにすれば、自動的に同
期させることが可能です。

ファイルマネージャ枠の動機を行うマクロの例です。

以下のマクロを「アクティブ切り替え後」に指定しておけば、
ファイルを切り替時に、ファイルマネージャ枠も変更されま
す。

自動起動マクロに関しては、「第III部〜秀丸マクロのいろはに



ほへと　自動起動マクロ」を参照してください。

//DLLのロードを実行
#HmExplorer	=	loaddll("HmExplorerPane.dll");

//DLLのロードに失敗した場合は終了
if(#HmExplorer	==	0)	endmacro;

//枠のハンドルを取得
#fm	=	dllfunc(#HmExplorer,	"GetWindowHandle",	

hidemaruhandle(0));

//枠があるかどうか確認(枠がない場合、"GetWindowHandle"	は	ゼロを
返す)
if(#fm	>	0){

				//表示モードを確認(6	フォルダ+ファイル一覧モード,0	フォルダモー
ド,1	ファイル一覧モード)
				#mode	=	dllfunc(#HmExplorer,	

"GetMode",hidemaruhandle(0));

				//表示モードがファイル関連なら、同期コマンド呼び出し
				if(#mode	==	6	||	#mode	==	0	||	#mode	==	1){

								//同期実行
								#ret	=	sendmessage(#fm	,0x111/*WM_COMMAND*/,	252	

,0);	//252=同期
				}

}

freedll	#HmExplorer;

endmacro;

プロジェクトについて

プロジェクトは、ファイルを追加するのは、一個ずつしか登録
できません。	「フォルダ内のファイル一覧」を使えば、拡張子
を指定してまとめて追加できますが、	不要なファイルまで含ま
れる場合もあります。

プロジェクトファイルの構造は簡単なので、登録するファイル
が多い場合は、フルパスのファイルリストを作り、	そこから編
集した方が早い場合もあります。

ファイル構造はブックマークと同じです。	秀丸エディタヘル
プ-ブックマークの整理 	の内容と、実際のプロジェクトファ

https://help.maruo.co.jp/hidemaru/html/070_Env_Bookmark_Dlg.html


イルを開いてみてください。

目次に戻る





第II部〜知っていると便利な秀丸の
機能
　アウトライン解析の枠



●アウトライン解析の枠

秀丸エディタ	Ver.6.00以降では、「アウトライン解析の枠」が使用でき
ます。

文書の構造をツリー状に表示したり、分類ごとにまとめたりして表示で
きます。	また、関数一覧や、強調表示一覧表示も可能です。

「アウトライン解析の枠」を表示するにはメニューの「表示」から「ア
ウトライン解析の枠」に	チェックを入れます。

解説

とりあえず使ってみよう

設定を変更してみよう

見出しの定義

オプションの説明

ツリー表示の分類について

ツリーの操作

アウトラインに関連する機能

見出し

折りたたみ

部分編集

[解説]

「アウトライン解析の枠」に各種項目を表示するには、設定が必要
です。

「ツリー表示」の「通常」や「分類」では、ツリーのレベル
や、分類を設定します。



「強調表示一覧」では、ファイルタイプ別で設定する強調表示
の設定を使用します。

「関数一覧」では、秀丸エディタがファイルを解析し、関数の
一覧を自動的に表示します。	現状では「言語」の内容は、「C
言語/Java等」のみしか選ぶことができません。	「C言語/Java
等」の場合、以下の言語に対応しています。

C

C++

Java

JavaScript

C#

Objective-C

go言語

とりあえず使ってみよう

「アウトライン解析の枠」にどの様に表示されるかを見るた
め、デフォルトで持っている設定を使ってみます。

メニューの「その他」-「ファイルタイプ別の設定」でダイア



ログを表示させ、	「設定の対象」-「アウトライン」-「解析」
を選択し、「アウトライン解析の方法」を「ツリー表示-通常」
を選択します。

「リセット」を押すと表示されるメニューから、「"."の数で階
層を表す用」を選ぶと、	「ツリー表示の定義」が以下のように
設定されます。



一時的な設定にするため「保存しないで更新」を押して、「フ
ァイルタイプ別の設定」を閉じ、	以下の内容をコピーして、設
定した秀丸エディタに貼り付けます。

.レベル1-1
表題-１
..レベル2-1
章-1
...レベル3-1
節-1
....レベル4-1
項-1
.....レベル5-1
段落-1
......レベル6-1
その他-1

.レベル1-2
表題-2
..レベル2-2
章-2
...レベル3-2
節-2
....レベル4-2
項-2
.....レベル5-2
段落-2
......レベル6-2
その他-2

設定内容に従い「アウトライン解析の枠」にツリー状の構成が
表示されます。



簡単ですが、「アウトライン解析の枠」の「ツリー表示」の例
になります。	「アウトライン解析の枠」の各項目をクリックす
ると、その行にカーソルが移動したり、	各項目内をすべて範囲
選択する等、操作が可能になります。(例は1行なのであまり意
味は無いですが・・・。)

アウトライン解析のツリー設定を行うと、「折りたたみ」、
「見出し」、「部分編集」も可能になりますが、	別途説明があ
るので、「アウトラインに関連する機能」を参照の事。

設定を変更してみよう

「ツリー表示の定義」の設定について、解説します。

まず、「ツリー表示の定義」の「レベル1」を選択し「プロパテ
ィ」を押して、設定画面を表示させます。



初期状態は、「オプション」が閉じられた状態で表示されます
が、「オプション」ボタンを押す事で、	オプション設定部分の
表示/非表示を切り替える事が出来ます。



見出しの定義

ここの「見出しの定義」とオプションの「表示範囲」でツ
リーに表示される内容が決まります。

「行頭の文字列」

行頭にある指定された文字列を見出しとして解釈しま
す。

「とりあえず使ってみよう」で使用した「"."の数で階
層を表す用」	は、この設定になります。

文字列内の"n"は、数値としても解釈されます。

(n)			-->	(1)、(10)、(100)

第n章	-->	第1章、第10章、第100章

n.n			-->	1.2、2.1、3.4



"n"は半角数字しか認識しません。全角や漢字を含めた
い場合は「文字列」にして「正規表現」を使ってくだ
さい。

"n"を使った設定例

ツリー定義：

実際の表示：

「行頭の記号」

設定した文字のいずれかを見出しとして解釈します。
(設定した内容を文字集合として扱う)

#%&			-->	"#"	or	"%"	or	"&"	のいずれかの文字を見出しと

認識する

「ツリーの操作」で「レベルの操作」を行った場合



は、先頭の文字を使います。

設定例

ツリー定義：

実際の表示：

「文字列」

設定した文字列を見出しとして解釈します。以下のオ
プションが選択可能です。

大文字/小文字の区別

単語の検索

正規表現

正規表現をONした場合、分類モード時のグループ名に



正規表現タグを指定できます。	「ツリー表示の分類に
ついて」を参照してください。

「関数」
関数を見出しとして解釈します。	対応する言語は、関
数一覧と同じになります。

「強調表示」

強調表示されている行を見出しとして解釈します。

オプションの説明

「インデント禁止」

「行頭の文字列」と「行頭の記号」のみに設定可能な
項目。	見出しに設定した文字列/記号の前に、タブ文
字や、空白文字を認めるかどうかです。

例)OFFの場合は、「レベル1-3」を見出しと認識す
る。(ONの場合は認識しない。)



「インデントの深さでレベルを決める」

前の見出しとの比べて、インデントが深ければ１つ下
のレベルになります。

「ツリー表示の定義」の「レベルの見せ方」が「絶対
的」になっていると、この指定は無効です。

実際に設定してみます。「追加」ボタンを押して、現
状の設定に以下の内容を追加します。

一時的な設定にするため「保存しないで更新」を押し
て、閉じます。

「レベル2-1」に以下の内容を追加します

-	aaaa

		*	bbbb



「レベルの見せ方」が「絶対的」になっている為、レ
ベル7の見出しとして認識されます。	ここで設定を
「絶対的」から「相対的」に変更します。

「ツリー表示の定義」画面にある「ツリーの動作」を
クリックすると、設定画面が開きます。

ここで、レベルの見せ方を、「相対的」に変更しま
す。



一時的な設定にするため「保存しないで更新」を押し
て、閉じます。

「絶対的」な場合と表示状態が変化しましたが、これ
は直ぐ上の見出しとレベルの比較を行い、	レベルが低
ければ「下位レベル」と判断している(レベル7とは認
識しない)からです。	さらに、"bbbb"	は、"aaaa"	より、
インデントが深くなっている為、さらに下位と判断さ
れます。

やっと、オプションの説明になります。

ONの場合認識

├レベル2-1
│└aaaa						レベル2より低いレベルなので1段下げ
│		└bbbb				インデントの深さより、"aaaa"	より低いレベル



なので1段下げ

OFFの場合認識

├レベル2-1
│├aaaa						レベル2より低いレベルなので1段下げ
│└bbbb						インデントの深さは関係ないので、"aaaa"	と同
じレベル

このチェックがONの場合、インデントだけで、レベル
を決める事が出来ます。

「一つ上のツリー定義と同じレベルとして定義」

「追加」していくと、上のレベルから順番に定義され
ていきます。	「インデントの深さでレベルを決める」
の説明で追加した項目は、「レベル7」になっていま
す。

このオプションを「ON」にすると、「一つ上のツリー
定義と同じレベル」になります。	この場合は、「レベ
ル6」。"LV"の項目が空白なのは、一つ上と同じとい
う意味。



通常は、「一つのレベルに対し定義は1個」という状態
ですが、このチェックをONにする事で、	「一つのレ
ベルに対し定義を複数個」設定する事が出来ます。

「コメントを無視」
「ファイルタイプ別の設定」-「デザイン」で、「コ
メント」と認識している箇所を、	見出しと認識させた
くない場合は、「ON」にしてください。

「文字定数を無視」
「ファイルタイプ別の設定」-「デザイン」で、「文
字定数」と認識している箇所を、	見出しと認識させた
くない場合は、「ON」にしてください。

「展開/折りたたみ状態」

ツリー表示の状態を設定します

標準
子があるときは初期状態で展開し、手動で折り畳
みも可能。

初期状態でツリーを折りたたみ
最初に表示する場合は、ツリーを折りたんだ状態
にする。

展開したままで固定
子があるときに[+]/[-]マークなどは表示せずに、
常に展開された状態。



「表示範囲」

見出しを表示する範囲を決めます。

以下の場合に適用されます。

「アウトライン解析の枠」

「アウトライン解析…」のダイアログ

「見出しバー」

以下の選択ができます。

自動

ヒットした文字以降

ヒットした文字より後

ヒットした文字のみ

行全体
(この例では「ヒットした文字以降」と同じ)



次の行全体

ツリーに表示する内容を、任意の部分だけにしたい場
合は、「見出しの定義」を「文字列」にして、正規表
現を使います。	後読み(先頭にある記号の指定等)と先
読み(表示したくない後方部分を指定)を使うか、ヒッ
トした扱いにするタグ指定を使います。	そして、「表
示範囲」を「ヒットした文字のみ」にすれば、任意部
分のみ表示可能になります。

「自動的な選択/部分編集の対象」

ONの場合、以下の状態に影響があります。

「部分編集」コマンドを実行したとき、自動的に
部分編集となる範囲の境界となる見出しかどうか

「折りたたみ用の余白」で大きな[+]/[-]マークと
して表示され、折りたたみの対象となるかどうか

「次の見出し」「前の見出し」コマンドでジャン
プする対象となるかどうか

「見出しバーに表示する対象」
OFFにすると、見出しバーに表示しないようになりま
す。

「行番号表示」
見出しに行番号も表示する/しないの設定です。

ツリー表示の分類について



「分類モード時のグループ名」を入力しておくと、「ツリ
ー表示-分類」が使用できます。

現状の設定にグループ名を追加してみます。

「ツリー表示-分類」に変更すると、表示が以下のように、
設定したグループ名毎になります。



「見出しの定義」で「文字列」を選択し、「正規表現」を
有効にした場合、	グループ名に正規表現にマッチしたタグ
を指定する事が出来ます。

ツリーの操作

「アウトライン解析の枠」で、見出しの項目を選択する
と、右クリックメニューでツリーの単位の操作が可能で
す。



例えば「切り抜き」ですが、選択した見出し下にあるツリ
ーも対象になります。

実行前

├レベル1-1
│└レベル2-1									
│		└レベル3-1		<----ここを選択し、「切り抜き」を実行すると下の
ツリーも対象になる。
│				└レベル4-1					
│						└レベル5-1			
│								└レベル6-1	
├レベル1-2

「切り抜き」実行後

├レベル1-1
│└レベル2-1
├レベル1-2

「コピー」や「範囲選択」も同様に、ツリー構造になって
いる場合は、選択以下のツリーも対象になります。

「上に挿入」/「下に挿入」は、選択した見出しの上か下
に、指定したレベルの見出しを追加可能です。



「ツリー操作」では、見出しのレベル上げたり、下げたり
も可能です。	「ツリーそのものをコピー」では「アウトラ
イン解析の枠」の内容をクリップボードにコピーします。
ツリーの場合は罫線(?)ではなく、レベルの数だけTABコー
ド(0x09)が入ります。

アウトラインに関連する機能



アウトライン解析に関連する機能として以下の機能があります

見出し

折りたたみ

部分編集

標準では非表示になっていて、表示するには以下の	">>"	を押す
事で表示可能です。

もう一度	">>"	を押す事で非表示になります。

見出しバー



カーソルが今どこにあるかを表示します。設定により表示
しない事も可能です。	(「見出しバーに表示する対象」)

見出しバーの矢印を押す事で、見出しの移動が可能です。

折りたたみ

エディタ上の本文を、見出し単位で折りたたむ事が出来ま
す。	折りたたみ可能な箇所は、 	で示されます。



「レベル3-3」で折りたたむと、それ以下のレベルまで折り
たたまれます。	 	をクリックすると展開されます。



アウトラインの見出しだけではなく、選択範囲を折りたた
む事も可能です。	「見出し」ではないので、マーカーが異
なります。

範囲選択すると範囲を示すマーカーが出るので、クリック
すると折りたたまれます。

折りたたみの設定

折りたたみに関する設定は、「ファイルタイプ別の設
定」-「アウトライン」-「折りたたみ」で変更が可能
です。



「折りたたみ可能な条件」にある「折りたたみ可能な
条件の設定」を押すと詳細設定も可能です。

部分編集



エディタ上の本文を、見出し単位で部分編集状態にする事
が出来ます。	部分編集になると、グレーアウトされた箇所
は編集できません。	検索や置換も、部分編集内に限定され
ます。

部分編集可能な箇所は、 	で示され、	範囲は点線で示され
ます。

「レベル3-1」にカーソルがある状態で、見出しバーにある
	をクリックすると	部分編集モードになります。



折りたたみと同様に、選択範囲を部分編集にする事も可能
です。

部分編集対象外部分の表示方法

デフォルト状態では、部分編集の対象外部分はグレー
アウトしますが、	表示方法は「ファイルタイプ別の設
定」-「アウトライン」-「部分編集」-「部分編集の表
示」で変更が可能です。

制限モード



デフォルトは「制限モード」になっていて、グレ
ーアウトします。	「半透明」にチェックを入れる
と、グレーアウトするかわりに半透明になります
が、	白背景だとわかりにくいので、黒背景に変え
てみます。
画面配色の関係で、グレーアウトでは見にくい場
合は半透明を使う方法もあります。

ローカル編集モード

ローカル編集モードは、部分編集部分のみ表示さ
れ、あたかも別の文章のように表示されます。
(行番号も先頭が1から表示される)



ページトップ　目次に戻る





第II部〜知っていると便利な秀丸の
機能
　アウトプット枠



●アウトプット枠

秀丸エディタ	Ver.8.00以降では、「アウトプット枠」が使用できます。

「アウトプット枠」には、「grep」の結果や、「プログラム実行」の結
果を表示する事が出来ます。

「アウトプット枠」を表示するにはメニューの「表示」から「アウトプ
ット枠」にチェックを入れます。

解説

とりあえず使ってみよう

設定を変更してみよう

補足

[解説]

「アウトプット枠」を使うには、「grep」や「プログラム実行」を
行います。

grepは、秀丸エディタウィンドウに結果を表示しますが、アウ
トプット枠に結果を出力する事ができます。

「プログラム実行」では、コマンドプロンプトに表示される結
果を、アウトプット枠に出力する事が出来ます。

とりあえず使ってみよう

grepを実行し、結果をアウトプット枠に出力します。

普通にgrepを実行して、「出力先」を「アウトプット枠」
に設定します。



この状態で「OK」を押すと、エディタウィンドウの下に、
「アウトプット枠」が表示され、grep結果が出力されま
す。



「アウトプット枠」にある、grep結果をダブルクリックす
ると、そこにタグジャンプします。	また、「アウトプット
枠」内のカーソルを操作し、タグジャンプしたい箇所で
「Enter」を押しても同様にタグジャンプします。

「プログラムの実行」で結果をアウトプット枠に出力しま
す。

今回はコマンドプロンプト(cmd.exe)の内部コマンドである
dirコマンドを使用します。

1.	 メニューの「その他」から「プログラム実行」を選
び、「オプション」を押して全オプションを表示させ



ます。

2.	 コマンドラインに	cmd.exe	/c	dir	を入力。

3.	 「詳細設定」の「標準出力」にチェックを入れ、「ア
ウトプット枠」を選択します。

4.	 「OK」を押すと、アウトプット枠にコマンドプロンプ
トと同じ結果が、出力されます。



コンパイル等を実行しエラーだった場合、出力形式が秀丸
エディタが認識できる形式なら、	grepと同様にダブルクリ
ック、カーソルを合わせての「Enter」で、エラー発生箇所
にタグジャンプする事が可能です。

設定を変更してみよう

「アウトライン枠」内の右クリックメニューから、アウトプッ
ト枠の設定が可能です。

「詳細」を選ぶと、「アウトライン枠」の設定が表示され
ます。

表示位置と、「アウトライン枠」内のフォントと色の設定
(文字色/背景色)できます。



「状態」を選ぶと、「アウトライン枠」のカレントパス設
定が可能です。	この設定は「タグジャンプ」に影響があり
ます。grep結果で、フルパスで出力していない場合は、	こ
のパスと表示内容を、フルパスと認識します。

[補足]

「アウトプット枠」からの「タグジャンプ」ですが、秀丸のウィン



ドウモードによって動作が変わります。

「タブモード」の場合は、新しいタブが開きそこのタグジャンプし
ますが、	「非タブモード」の場合は、アウトプット枠が表示されて
いる秀丸ウィンドウを使用して、	ファイルを開こうとするため、編
集中などの場合は「ファイルの保存」ダイアログが表示されます。

目次に戻る





第II部〜知っていると便利な秀丸の
機能
　文字数の計算



●文字数の計算

秀丸エディタ	Ver.6.00以降では、「文字数計算」が可能です。

文書全体の文字数、選択範囲の文字数、全体の行数、選択範囲の行数の
表示が可能です。	(全体の行数、選択範囲の行数はステータスバーの表
示のみ)

メニューの「その他−コマンド一覧」を選択し、「その他−文字数計算」
を選んでください。

文書全体の文字数を表示例
(範囲選択していなければ全体の文字数を、範囲選択している場合は
選択範囲内の文字数を表示します。)

解説

補足

[解説]



「文字数の計算」ですが、ダイアログで表示する方法の他に、ステ
ータスバーに表示する事も可能です。	頻繁に使用するなら、ステー
タスバーに表示するように設定した方が良いでしょう。

ステータスバーの設定は「その他-動作環境」から動作環境のダイ
アログを表示させ、「ウィンドウ」を選択します。	「ウィンドウ下
部」にステータスバーの設定があります。	表示する項目数によって
は狭くて見にくい場合もあるので、「ファンクションキーとステー
タスバーを合体」のチェックは、	外した方がよいでしょう。

「ステータスバー」の「詳細」を押すと表示する項目の設定画面が
表示されるので、表示したい項目を選択します。

行数の計算は、現在開いているファイルの「ファイルタイプ別の設
定」にある、「体裁-詳細-行番号の計算方法」によります。

「ファンクションキーとステータスバーを合体」のチェック状態に



よって、操作するタブが違うので、注意してください。

チェックがOFFの場合「通常」のタブ

チェックがONの場合「ファンクションキーと合体時」のタブ

「計算方法」を押すと、文字数計算のダイアログが開き、文字数の
計算方法が設定できます。すべて共通なので、一回設定すればいい
です。



ステータスバーには、以下のように表示されます。(「ファンクショ
ンキーとステータスバーを合体」はOFF状態)

[補足]

Unicodeの場合、結合文字があると秀丸エディタの設定しだいで、見
た目と文字数が一致しない場合があります。	以下の例では、見た目
は1文字ですが、文字数は 2になっています。(全角文字も1文字で計
算するように設定)



これは、"ボ"が、Unicodeの結合文字列で構成されているためです。
1文字に見えますが、"ホ"(U+30d8)	+	"゙"(濁点	U+3099)	の2文字で構
成されているため、文字数としては 2として計算されます。

結合文字の表示方法は、「動作環境 −編集−高度な編集2」で設定
できます。(文字数の計算方法は変更できません。)



目次に戻る





第II部〜知っていると便利な秀丸の
機能
　複数選択



●複数選択

秀丸エディタ	Ver.8.40以降では、「複数選択」が可能です。

エディタ画面上で、複数個所の選択を行い、同時に編集および各種変
換、削除、コピーする事が可能です

解説

補足

[解説]

複数選択を行う方法は、いくつかの方法があります。

マウスで複数選択を使う方法

1.	最初は通常通りドラッグを行い範囲選択します。

2.	以降は、 [Ctrl] + [Alt] キーを押しながら(デフォルト
の設定、変更は可能)、ドラッグを行うと複数選択になりま
す。

マウスの場合は、複数選択箇所の修正ができないので、間違っ
た場合は一度すべての選択を解除する必要があります。

キーボードで複数選択を行う方法

マウスに比べると、手順が複雑になりますが、選択の修正は容
易です。	事前に、「複数選択予約」、「複数選択予約を選
択」、「複数選択予約を消去」、	「複数選択予約を全て消去」
の各コマンドを、キー割り当てておくと便利です。

1.	範囲選択を行い、「複数選択予約」を行う。



2.	以降も同様に、「範囲選択」→「複数選択予約」を繰り返
す。

3.	「複数選択予約を選択」を行うと、予約した箇所が複数選
択状態になる。

「複数選択予約」を行った状態で [ESC] キーを押すと、
全ての「複数選択予約」が解除されます。

「複数選択予約」を行った状態で再度選択し、「複数選択
予約を消去」すると、選択範囲部分の「複数選択予約」が
解除されます。

検索を使う方法

「第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　検索」に説明があ
りますが、	「すべて検索」の所に「すべて検索	-	複数選択」が
あります。

これを使用すれば、検索条件にマッチする箇所をすべて「複数
選択」する事が可能です。	この状態から、マウスを使って複数
選択を追加する事も出来ます。

実際に複数選択した状態です。(3箇所を選択している)

複数選択した状態で、キー入力を行うと、選択した箇所全てに同じ



内容を入力できます。	(通常の範囲選択と同じで、選択した箇所を
上書きします。)

複数選択した状態でコピーを行うと、複数選択した項目を改行で連
結した文字列としてコピーされます。

貼り付け結果

複数選択後、カーソルキーの [←] 	or	 [→] 	で、カーソル位置を各
範囲選択の先頭か末尾に一度だけ移動できます。	選択状態は解除さ
れますが、複数選択中なので、そのまま入力を行うと、先頭	または
末尾に追加されていきます。	複数選択が解除されているかどうか



は、カーソルが複数あるかどうかで判断できます。

末尾にカーソルを移動し、追加した例

[補足]

マウスで複数選択を使う場合、「動作環境 −編集−複数選択」
で、ドラッグ時のキー割り当てを変更できます。

キーボードで複数選択を行う場合、「複数選択予約」、「複数
選択予約を選択」、「複数選択予約を消去」、	「複数選択予約
を全て消去」を何かのキーに割り当てておくと便利です。

マクロ関連



複数選択状態で、マクロを実行する場合は注意が必要です。

デフォルト状態では、各種命令は「複数選択」に対応していま
せん。	たとえば、複数選択状態で	"copy"、"delete"	を実行して
も、複数選択した箇所ではなく、	カーソルのある箇所だけ実行
されます。

各種命令を「複数選択」に対応させるには、
「 setcompatiblemode文」を使います。

setcompatiblemode	文のフラグには、

0x00100000	各種の文を複数選択に対応した動作にします。

があるので、このフラグをセットします。

目次に戻る





第II部〜知っていると便利な秀丸の
機能
　カラーマーカー



●カラーマーカー

秀丸エディタ	Ver.7.00以降では、「カラーマーカー」が使用可能です。
(Ver.7.00ではマクロからしか使えませんでしたが、Ver.8.00からダイアロ
グが追加され、メニューから操作可能になりました。)

エディタ画面上で、任意の箇所にマーキングする事が可能です。	ただ
し、一時的なので、マーキングした状態は保存される事はありませ
ん。 	ファイルを閉じた時点で消去され、再度ファイルを開いても、マー
キングした状態には復帰しません。

また、カラーマーカーと検索と組み合わせると、検索にマッチする箇所
を限定させる事が出来ます。	(「第II部〜知っていると便利な秀丸の機
能　検索」にある「追加の条件」を参照してください)

直接ではありませんが、「すべて検索-色付け」や、「他の秀丸エディタ
と内容比較」も内部的にカラーマーカーを使用しています。

解説

補足

[解説]

カラーマーカーを使うには、まず、マーカーを付ける範囲を選択し
ます。	(通常の選択でも、箱形選択でも、複数選択でもかまいませ
ん。)

「検索」メニューから「カラーマーカー」−「一時的なカラーマー
カー」を選ぶと、



「一時的なカラーマーカー」のダイアログが表示されます。



カラーマーカーで設定できるのは、「文字色」、「背景色」、「ス
タイル」です。	「編集したら削除」はカラーマーカーを付けた部分
を編集した場合に、カラーマーカーを削除するかどうかの設定で
す。

「文字色」、「背景色」は、色を指定します。色を付ける場合
はチェックし、横にあるボタンで色を選択します。	チェックし
ない場合は、色は設定されません。

スタイルは以下の設定が可能です。

「編集したら削除」は、カラーマーカーをつけた箇所を編集し
た場合の動作を設定します。

同じ内容で、上の行は「編集したら削除」が有効、下の行は
「編集したら削除」が無効に設定しています。



箱形選択を行い「秀丸」と「エディタ」の間に文字を挿入しま
す。

「編集したら削除」が有効な場合は、カラーマーカー自体が削
除されますが、	「編集したら削除」が無効な場合は、追加した
部分を含め、カラーマーカーが維持されます。

「一時的なカラーマーカーを付ける」は、設定ダイアログを開
かずに、	前回と同じ設定でカラーマーカーをつけます。

「一時的なカラーマーカーを消去」は、選択範囲した部分にあ
るカラーマーカーを消します。

「一時的なカラーマーカー全て消去」は、エディタ上にある全
てのカラーマーカーを消します。

「一時的なカラーマーカー選択」は、エディタ上にある全ての
カラーマーカーを範囲選択します。	複数箇所のカラーマーカー
がある場合は、複数選択状態になります。

「下のカラーマーカー」、「上のカラーマーカー」は、カーソ
ル位置を基準に、	上または下にある、カラーマーカーの先頭部
分に移動します。

[補足]

カラーマーカーには、レイヤー(layer)が存在します。
メニューから操作する場合は、"名前なしのレイヤー "(デフォ
ルトのレイヤー)に対しての操作になります。

レイヤーを指定して、カラーマーカーを操作するには、現状で



はマクロを使用するしかありません。	マクロを使用し、"名前
なしのレイヤー "とは別のレイヤーにカラーマーカー付けた場
合、	メニューから操作するカラーマーカー関連のコマンドは無
効です。	(メニューからの操作は、"名前なしのレイヤー"以外の
カラーマーカーは対象にならない。)

目次に戻る





第II部〜知っていると便利な秀丸の
機能
　単語補完



●単語補完

秀丸エディタ	Ver.7.00以降では、「単語補完」が使用可能です。

「単語補完」は、入力された文字から始まる単語をリストアップする機
能です。

補完の元となるデータは、

現在編集中のファイル

あらかじめ用意している辞書ファイル

を指定できます。

追加の辞書として、

直前の秀丸エディタ

強調表示の定義

tagsファイル

クリップボード

クリップボード履歴

ファイル名

も指定可能です。

候補を表示する方法も複数用意されているので、好みで設定してくださ
い。

ツールチップ(標準)



リスト

リストはマウスでサイズを変更できます。

ステータスバーに表示

ステータスバーは、ステータスバー自体の表示領域が狭い場合、候
補が見えない場合があります。



解説

補足

[解説]

「単語補完」の設定は、

共通の設定である「動作環境」

ファイルタイプ別に設定する、「ファイルタイプ別の設定」

の2箇所あります。

「動作環境」-「編集」-「単語補完」

自動表示関連の設定



入力してから候補を表示するまでの待ち時間を、「ミ
リ秒単位」で設定します。
入力してからこの時間が経過すると、候補を表示しま
す。

候補表示開始する入力文字数
設定した文字数を入力すると、候補を表示します。	文
字数が少ないと候補が多くなります。文字数が多けれ
ば、候補は絞り込まれます。

ツールチップに表示する最大個数を設定します。

特殊なキー操作

本来、「単語補完上キー」、「単語補完下キー」は、リス
ト表示されている場合、選択を上下移動させるキー操作な
ので、	補完対象リストが表示されていない状態では無効に
なるはすですが、別途機能を割り当てることが出来ます。

標準	（リスト表示）
「リスト表示」と同じです。

リスト表示
設定が「リスト」以外でも、リスト表示を行います。

リストを非表示のまま選択
リストは表示されませんが、キーを押すたびに、候補
リストの内容に切り替わります。

現在の内容の上下検索
設定にかかわらず、「現在の内容」から候補を検索し
ます。

「単語補完上キー」の場合はカーソルキーより上
方向を検索。

「単語補完下キー」の場合はカーソルキーより下



方向を検索。

現在の内容の上下検索と他の候補
「現在の内容の上下検索」だけではなく、「ファイル
タイプ別の設定」で「追加の対象」に設定された内容
から、	候補を検索します。

タブキーの割り当て
タブキーと同じ動作にします。

数字キーによる候補の選択について設定します。

Alt+1〜9	(キー割り当て有効)
Alt+1〜9に、キー割り当てがあればその機能を優先
し、リストの選択を行いません。

Alt+1〜9	(キー割り当て無効)
Alt+1〜9に、キー割り当てで機能が割り当てられても
無視して、リストの候補選択を行います。

1〜9	(リスト表示時,数字の挿入無効)
リスト表示されている場合、数字キー単独入力で、候
補を選択します。

各種ダイアログ

秀丸エディタで使用される各種ダイアログでも、単語補完
を有効にするか設定します。



「ファイルタイプ別の設定」-「その他」-「単語補完」

単語補完の自動表示



自動表示
ONにすると、自動で候補を表示します。(待ち時間は
「動作環境」で設定)

表示方法
候補リストの表示方法を設定します。

「詳細」ボタンは、「動作環境」の「単語補完」を開
きます。

単語補完の検索対象

補完用データの検索先を指定します。

現在編集中のテキスト
編集中のファイルから補完内容を検索します。

辞書ファイル
指定された辞書ファイルから、補完内容を検索しま
す。	ワイルドカードのアスタリクス"*"が使用できる
ので、"*.txt"とすれば、複数ファイルも対象にする事
が可能ですが、	余計なファイルを読み込む場合もあり
ます。(補完辞書ファイル専用フォルダを用意すると良
いかもしれません。)

「詳細」ボタンで、詳細設定が出来ます。



辞書ファイルの種類

フリーフォーマット	は通常のテキスト文書を
辞書にします。

行単位	は専用の辞書ファイルで、1行毎に候
補を記述しておきます。

[補足]も参照してください。

補完候補を検索するための「検索方法」

大/小文字の区別

区別しない
大文字/小文字を区別しないで検索しま
す。

候補だけ区別(標準の設定)
表示する候補のみ大/小文字を区別しま
す。

候補も入力も区別



入力も候補も、大/小文字を区別して、検
索します。

優先順位
候補を表示する順序を設定します。

「カーソルから近い順」は検索対象が「現在
編集中のテキスト」または「直前の秀丸エデ
ィタ」の場合のみ有効な設定です。

カーソルから近い順(標準の設定)
候補は、カーソル位置に近い順に表示し
ます。

アルファベット順
候補は、アルファベット順に表示しま
す。

長い文字順
候補が長い順に表示します

辞書優先
辞書の内容を先に表示します。それ以降
は「カーソルから近い順」になります。

単語の種類
単語と認識する内容を設定します。

一般的な単語(標準の設定)
半角英字からはじまって、数字を含む単
語

ドットシンタックス
"."で連結された「一般的な単語」をひと
かたまりの単語として扱います。

HTML/XML
「<html>」とか「</body>」等、



HTML/XML出使われている記法も、ひと
かたまりの単語として扱います。

カスタム
単語の構成内容を自分で定義します。

単語の途中も検索
通常は先頭マッチのみですが、入力を「単語
の途中」でもマッチさせる場合は、「ON」に
する。

候補が一つの場合は自動的に決定
通常は、候補が一つでも候補の選択を行いま
すが、候補を表示しないでそのまま決定した
い場合は、「ON」にする。

追加の検索対象
指定された辞書ファイルとは別に、候補の検索対
象を指定できます。

直前の秀丸エディタ
直前までアクティブだった秀丸エディタも検
索対象にする。

強調表示の定義
強調表示の内容を検索対象にする。正規表現
で指定している定義は無視します。

tagsファイル
tagsファイルも対象にします。あらかじめtags
ファイルを作成しておく必要があります。

クリップボード
現在のクリップボードの内容も対象にする。

クリップボード履歴
常駐秀丸があり、クリップボード履歴を使っ
ている場合は、クリップボード履歴も対象に



します。
ファイル名

カレントフォルダにあるファイルも対象にす
る。	カレントがリムーバブルディスク、ネッ
トワークドライブの場合は動作しません。

また、「検索方法」にある「さらに」ボタンを押す
と、「単語の種類」をカスタムにした場合の設定も可
能です。

単語補完の類似検索

通常は、入力内容にマッチする候補のみ表示しますが、

☑「もしかして」の表示

をチェックしている場合は、マッチする候補がない場合
は、入力内容に似た候補をリストアップします。	(入力を
ミスしていたり、あいまいな場合に有効です。)



ただし、3文字以上の文字が入力されている必要がありま
す。	また、先頭文字が一致していないと、類似とみなしま
せん。

類似度合い
どの程度まで合っている候補を表示するかを設定しま
す。

以下の設定から選択します。

2/3(66%)

3/4(75%)

4/5(80%)

66%	では、最低の3文字の場合、2文字まで一致してい
れば、類似と判定します。

ミスの上限
「類似度合い」で類似度合いを指定できますが、それ
とは別に類似判定(?)の上限を設定します。

1〜4の値を選択します。

正確にいうと、二つの文字列がどの程度異なっている
かを示す「レーベンシュタイン距離」の上限になりま
す。	(二つの文字列を同じにするに必要な、1文字の挿
入・削除・置換作業の最小回数)

詳細については、	HMJRE.DLLのヘルプ-「類似検索の詳細
」	を参照してください。

[補足]

補完用辞書ファイルは、 Shift_JISで記述する必要があります。

https://help.maruo.co.jp/hmjre/html/ABOUT_SIMILAR.html


(2019/03/07現在)

「辞書ファイルの種類」ですが、「フリーフォーマット」の場
合は特に指定はなく、	通常の文書やテキストファイルから、柔
軟に補完対象を検索します。
「行単位」の場合は、候補を1行毎に記述してください。	マッ
チした場合は、1行まるごと候補として表示されます。	(マッチ
自体は、先頭一致だけではなく、行内の途中にもマッチしま
す。)

「辞書ファイルの種類」の設定による、補完動作の違いです。
辞書ファイルの内容が以下のような場合、

foundtopx,	foundtopy,	foundendx,	foundendy

「found」まで入力し、単語補完が動作した場合、以下のような
違いがあります。

フリーフォーマットの場合
各単語が個別に候補表示されます。(秀丸エディタ側が「検
索方法」に従い、マッチした箇所を列挙する)

行単位の場合
マッチした箇所を含む行全体が、候補表示されます。	(選
択すると行の内容が挿入される)



初期状態では、日本語は対象ではありませんが、設定を変更し
て対象にする事も可能です。	ただ、IME(日本語入力ソフト)に
も似たような機能があるので、日本語の場合はそちらを使った
方が良いかもしれません。

目次に戻る





第II部〜知っていると便利な秀丸の
機能
　CSV/TSVモード



●CSV/TSVモード

秀丸エディタ	Ver.8.00以降では、「CSV/TSVモード」が使用可能です。

エディタ画面上で、CSV(カンマ区切りテキスト)、TSV(タブ区切りテキ
スト)を、表計算ソフトの様に表示するモードです。

表計算ソフトのように計算する機能はありません。また、表計算ソフト
のような「セル内での改行」には対応していません。

TSV/CSVモードの場合、動作が変わる機能があります。	詳細は、秀丸エ
ディタのヘルプー「TSVモード/CSVモード」 を	参照してください。

解説

補足

[解説]

普通の設定で、CSVファイルを開いた状態です。

https://help.maruo.co.jp/hidemaru/html/080_Config_FormTab_TsvCsv.html


「CSVモード」でCSVファイルを開いた状態です。(縦と横のガイド
ラインを表示 )
カンマやタブを区切り文字として、表計算ソフトのように表示する
事が可能です。

CSVモードにするには、「メニュー」から設定する方法と、「ファ
イルタイプ別の設定」から変更する方法があります。

メニューは「表示」−「タブストップ」−「CSVモード(カンマ区
切り)」で設定します。



「ファイルタイプ別の設定」は「体裁」ー「タブ」−「タブの
文字数」で設定します。



一時的に表示を変更したい場合にはメニューから変更する方がお手
軽です。

CSV/TSVモード特有の動作として、ルーラ部のカラムをクリックす
る事で、列全体を選択する事が可能です。	そのままドラッグして、
列を移動させることも可能です。

また、ルーラ部のカラムを右クリックすることで、その列をキーに
したソートが可能です。



設定

「ファイルタイプ別の設定」ではなく、「動作環境」という
扱いです。

「TSV/CSVモードの詳細」
「メニュー」や、「ファイルタイプ別の設定」−「体裁」
−「タブ」から設定画面を開くことが出来ます。	セル幅の
自動調整等が設定できます。

詳細はヘルプ：TSV/CSVモードの詳細 を参照してくだ
さい。

https://help.maruo.co.jp/hidemaru/html/070_Env_Edit_TsvCsv.html


「ルーラの詳細」
TSV/CSVモードのカラム表示方法を設定できます。	「フ
ァイルタイプ別の設定」−「体裁」−「タブ」にある「ルー
ラの詳細」から設定画面を開くことが出来ます。

詳細はヘルプ：ルーラの詳細 を参照してください。

「目盛り」は、半角1文字ずつの目盛りを表示します、

ABCの設定

123の設定

https://help.maruo.co.jp/hidemaru/html/070_Env_User_Cursor2.html


桁数

「ファイルタイプ別の設定」の「デザイン」で「ガイドラ
イン(縦)」と「ガイドライン(横)」を、	表示するようにす
ると、Excelのセルっぽく表示することが出来ます。

[補足]

検索時の注意点

例えば、以下の状態で、項目(セル)内の「最高気温」だけを検
索する場合を考えます。(「最高気温時」にはマッチさせな
い。)



単純に「最高気温」で検索した場合は、「最高気温」と
「最高気温時」にマッチしてしまいます。

項目(セル)内の内容ということで、正規表現を使用し「^最
高気温$」で検索しても、マッチしません。

これは、実際には

日,最高気温,最高気温起時,最低気温,最低気温起時,平均気温,日照積
算量

という内容を検索しているため、^と$は、行頭と行末にな

るためマッチしません。	(項目内の先頭、末尾にはならな
い)

項目(セル)内のみマッチさせるには、正規表現の、前方一致(戻
り読み)と後方一致(先読み)を使います。

(?<=^|,)最高気温(?=$|,)

正規表現を使用するため、検索内容に正規表現のメタ文字があ
る場合はエスケープする必要があります。

または、

(?<=^|,)\Q最高気温\E(?=$|,)

という感じで、検索したい内容を、\Qと\Eで囲みます。



CSVの場合は	","	が区切り文字となりますが、TSVの場合
は、"\t"	を使います。

(?<=^|\t)\Q最高気温\E(?=$|\t)

指定した列のみ検索対象にしたい場合は、カラーマーカーを使
います。

1.	 検索対象にしたい列全体を選択します。(ルーラー部分をク
リックすれば、列全体を選択できます)

2.	 メニューの「検索」−「カラーマーカー」−「一時的なカラ
ーマーカーを付ける」を選び、カラーマーカーを付けま
す。

3.	 対象にしたい列に対し、1.〜2.を繰り返します。

4.	 検索ダイアログを表示させ、「追加の条件」にチェックを
入れ、範囲を「「一時的なカラーマーカー」の範囲」に設
定します。	「追加の条件」に関しては、「第II部〜知って
いると便利な秀丸の機能　検索」にある、	「追加の条件」
を参照してください。

5.	 これで、検索を実行すれば、指定した列(カラーマーカーを



付けた列)のみを、検索の対象に出来ます。

区切り文字の	colorcode

CSVモードでも、区切り文字である	","	のcolorcode

は、"0x00000020(タブ)"がセットされます。

区切り文字の表示

TSV/CSVモードの場合、設定によっては	区切り文字(CSVの場
合は","、TSVの場合はタブ文字)は表示されません。
表示する場合は、「ファイルタイプ別の設定」-「デザイン」-
「場所の一覧」にある「タブ文字」にチェックを入れます。
(CSVの場合も、「タブ文字」にチェックを入れてください。)

CSVモードで、「タブ文字」にチェックを入れ、区切り文字を
表示した場合

目次に戻る





第II部〜知っていると便利な秀丸の
機能
　grepして置換



●grepして置換

「grepして置換」はgrepを実行して、マッチした箇所の置換を行い、上
書き保存します。

設定次第では、バックアップを取らずに上書き保存してしまうこともあ
るので、注意が必要です。	(通常の置換と違い、「やり直し」で戻すこ
とはできません )

[手順]

[手順]

基本的な使い方(オプション等)は、「grep」と同じなので、そちらを
参照してください。

grepと比較し、以下の箇所が異なります。

「置換する文字列」の入力欄が増えています。

「ヒットしない行」、「検索文字列の強調」は使えません。

「バックアップを作成」、「保存の前に確認」が追加されてい
る。

「置換」と同じく、「検索する文字列」と「置換する文字列」
は、複数行を入力可能にする事もできます。	詳細は「置換」-「補
足」を参照してください。



「バックアップを作成」チェックボックス :
置換を実行しファイルを上書きする場合、バックアップファイ
ルを作成するかどうかを設定します。

「保存の前に確認」チェックボックス :
置換を実行しファイルを上書きする場合、問い合わせダイアロ
グを表示するかどうかを設定します。

「検索」ボタン :
通常のgrepダイアログに切り替わります。

「置換」ボタン :
ボタンを押すと、以下のダイアログが表示されます。



(最初のメッセージは、オプションの設定により替わる。画像
は「バックアップを作成」がONの場合)

各種確認(チェックボックスをON)後、「OK」を押すと実際に
検索/置換が始まります。

結果として以下のような内容が表示されます。置換した箇所に
タグジャンプも可能です。

2_grepreplace.md(1):	

2_grepreplace.md(7):	

----------------

2	個のファイルを検索しました。
1	個のファイルを全て置換して、上書き保存しました。
2	個の置換を行ないました。

目次に戻る





第II部〜知っていると便利な秀丸の
機能
　強調表示



●強調表示

秀丸エディタでは、「強調表示」が可能です。

「強調表示」とは、文書中にある指定された文字列(キーワード)に対
し、文字色を指定したり、修飾を行ったりする機能です。	対象が含まれ
る行全体を強調する「行の強調表示」も可能です。

ユーザーで設定可能な強調表示には、文字列(キーワード)用の強調表示
が12種類。

強調表示1〜8

特に強調表示1〜4

行単位で強調する「行の強調表示」が4種類。

行の強調表示1〜4

全部で、16種類の強調表示が可能です。

設定手順

強調表示の種類

強調表示の設定

強調表示したいキーワードの設定方法

自動判定と言語指定の場合

ユーザー定義

「強調表示定義ファイル」の内容を取り込む

「強調表示定義ファイル」の直接指定モード

補足

強調表示定義ファイル使用時の注意点



強調表示がうまくいかない場合の注意点

秀丸エディタに内蔵されている強調表示設定を取り出す

任意の色やスタイルで強調表示を行いたい

強調表示内容の合成

設定手順

強調表示を設定するには、以下の操作が必要です。

「ファイルタイプ別の設定」→「デザイン」の「場所の一覧」
で、	各強調表示の「プロパティ」から、文字色、背景色、スタ
イルを設定する。

「ファイルタイプ別の設定」→「デザイン」→「強調表示」
で、	強調表示する内容を設定する。



「強調表示したい文字列」を、任意の文字色、背景色、スタイルに
設定する事は出来ません。
「強調表示したい文字列」を、「場所の一覧」で設定した、どの
「強調表示」に割り当てるかを選ぶ 	事になります。

強調表示の種類

強調表示の種類は、全部で16種類あり、優先順位があります。

優先が高い方から

1.	特に強調表示1〜4

2.	行の強調表示1〜4

3.	強調表示1〜8

になります。

優先度が高い　→　強調する箇所が重複した場合、表示が
上になる　→　実際に表示される状態

同じ項目内(例えば、強調表示1〜8)で競合/重複した場合は、ど
の強調表示が優先されるかは不定とのこと。



強調表示の設定

「場所の一覧」から各強調表示を選択し、プロパティで

文字色

背景色

スタイル

の設定を行います。

「文字色」、「背景色」は任意の色だけではなく、「透明」も
設定出来ます。	「透明」に設定した場合、色の変更は行われま
せん。現状の表示色のままです。	(スタイルだけ適応させたい
場合は、透明を使う)

「スタイル」は以下のような設定が可能です。

強調表示したいキーワードの設定方法



強調表示したい文字列(キーワード)の設定方法は、以下になり
ます。

自動判定

秀丸エディタが拡張子から言語を判定して、強調表示を行
います。	秀丸エディタに内蔵されている強調表示設定を使
用するため、強調表示する内容を変更する事は出来ませ
ん。

言語指定

言語を指定して、強調表示を行います。	秀丸エディタに内
蔵されている強調表示設定を使用するため、強調表示する
内容を変更する事は出来ません。

ユーザー定義

強調表示する内容をユーザーで設定します。

なし

強調表示を行わない。

「強調表示定義ファイル」の内容を取り込む

秀丸エディタの強調表示定義ファイルライブラリ にある
「強調表示定義ファイル」や、	webサイトで公開されてい
る「強調表示定義ファイル」の内容を取り込み、「ユーザ
ー定義」にセットします。

「強調表示定義ファイル」の直接指定モード　(Ver.8.89以
降)

「ユーザー定義」の場合、指定された「強調表示定義ファ

https://hide.maruo.co.jp/lib/hilight/index.html


イル」の内容を直接参照します。

自動判定と言語指定の場合

自動判定や言語指定でサポートしている言語は、以下にな
ります。

HTML/XML

CSS

C言語/Java/JavaScript

VisualBasic

Pascal/Delphi

アセンブリ語

Perl

Ruby

Python

VHDL

Verilog

AutoLISP

TeX

PL/SQL

秀丸マクロ

秀Termスクリプト

FORTRAN77

FORTRAN90

UNIXシェルスクリプト

Hidemarnet	Explorer



自動判定の場合は、ファイルの拡張子から自動的に判定さ
れます。	言語指定を行う場合は、リストから言語を選択し
てください。

自動判定/言語指定	の場合、秀丸エディタに内蔵されてい
る強調表示設定を使用するため、強調表示する内容を変更
する事は出来ません。	「デザイン」で、各強調表示の色/
スタイルの変更は可能です。

また、各言語の最新バージョンの内容が反映されている保
証はありません。

各言語の最新バージョンや、標準でサポートしていない言
語の場合、	秀丸エディタの強調表示定義ファイルライブラ
リ 	で、その言語用の強調表示定義ファイルが公開されて
いないか探してみてください。

ユーザー定義

「ユーザー定義」を選択すると、右側にある各種ボタンが
有効になり、強調表示一覧が表示されます。

https://hide.maruo.co.jp/lib/hilight/index.html


プロパティ
選択した強調表示設定を変更します。

追加
新規に強調表示設定を追加します。

削除
選択した強調表示設定を削除します。

全削除
設定されている全ての強調表示設定を削除します。

保存
現在の内容を強調表示定義ファイルに保存します。

「追加」 ボタンを押すと、「強調表示文字列の追加」ダ

イアログが表示されます。

文字列
検索する文字列を入力します。
入力文字数には制限があります。Ver.8.21以下までは半
角文字で約249文字まで、Ver.8.22からは999文字まで。

検索方法

通常の検索と同じで、検索条件を設定します。以下の
条件を設定可能です。



大文字小文字の区別

単語の検索

正規表現
改行文字を示す	\n	を含めることは出来ません。

表示方法

検索にマッチした箇所に対し、どの強調表示を適用さ
せるか選択します。
完全ではありませんが、ドロップダウンリストに、
「デザイン」で設定した色やスタイルで表示されま
す。

「強調表示定義ファイル」の内容を取り込む

注意　強調表示定義ファイル使用時の注意点を最初に見て
おいてください。

「強調表示定義ファイル」の内容を取り込み、「ユーザー
定義」にセットします。	(ファイルの内容を取り込み、レ
ジストリにセットするだけなので、この操作以降、強調表



示定義ファイルを編集しても反映されません。	レジストリ
のデータが本体になります)

ダウンロードした「強調表示定義ファイル」を「設定ファ
イル用のフォルダ」に入れておくと、多少手間が省けま
す。	(ZIP形式で圧縮されている場合は、解凍して、hilight
ファイルを「設定ファイル用のフォルダ」に入れてくださ
い)

「読込み」 ボタンを押すと、「強調表示などの読込ダイ

アログ」が表示されます。

デフォルトでは、「動作環境」にある「設定ファイル用の
フォルダ」で設定されているフォルダ内の「強調表示定義
ファイル」が	一覧に表示されます。	他のフォルダにある
「強調表示定義ファイル」を読み込む場合は、 「参照」

ボタンからファイルを選択してください。。



「強調表示定義ファイル」を選ぶと、読み込む対象部分
に、ファイルに含まれている項目が、チェックされたり、
有効になります。	(強調表示から呼び出したので、強調表
示のチェックはデフォルトでON状態になります)

一覧に表示されているファイルを選択し、 「OK」 ボタン

を押すか、ファイル一覧のダブルクリックで、選択した内
容が読み込まれます。	「強調表示定義ファイル」を読み込
んだ場合は、強調表示の設定は「ユーザー定義」になりま
す。

「強調表示定義ファイル」から直接読み込むモード

Ver.8.89以降、「強調表示定義ファイル」から直接設定を読
み込むモードが追加されています。
(Ver.8.89β8の段階では、指定された「強調表示定義ファイ
ル」から「強調表示」部分のみ読み込んでいます)

「メニュー」から「hilightファイル直接指定モード」を選
択してください。

このモードでは「ユーザー定義」の場合、以下のような動
作になります。

「ユーザー定義」は強調表示定義ファイルを指定する
画面に切り替わります。使用する強調表示定義ファイ
ルを指定してください。



ファイルを開くときに、指定された「強調表示定義フ
ァイル」から強調表示の設定内容を読み込みます。
(「強調表示定義ファイル」の内容を読み取るが、
「ファイルタイプ別の設定」に保存しない)

「強調表示定義ファイル」を直接編集する事で、強調

表示定義の設定を変更可能です。	 「編集」 ボタン

で、「強調表示定義ファイル」を秀丸エディタで開く
事が出来ます。

「ファイルタイプ別の設定」を 「キャンセル」 ボタ

ン以外で閉じると、保存した編集内容が反映されま
す。

直接編集する場合は、「強調表示定義ファイル」のフ
ォーマットを理解する必要があります。	詳細は「マク
ロヘルプ−設定系−loadhilight文」 を参照してくださ
い。

補足

強調表示定義ファイル使用時の注意点

「強調表示定義ファイル」を読み込む場合、既に設定してある
内容は全て破棄されます。	現状の強調表示に追加されるので
はなく、「強調表示定義ファイル」の内容と入れ替わることに
なります。

https://help.maruo.co.jp/hidemac/html/150_ConfigStatement_loadhilight.html


元の内容を保存しておきたい場合は、事前に 「保存」 ボタン

を使用し、ファイルに保存しておいてください。

もし、元も強調表示を保存しないで、「強調表示定義ファイ
ル」を読み込んでしまっても、	「ファイルタイプ別の設定」
を 「キャンセル」 や 「保存しないで更新」 で	閉じてしまえ

ば、変更内容は保存されません。(他の設定も変更していた場合
は、それもなしになってしまいますが。)

強調表示がうまくいかない場合の注意点

優先度が低い「強調表示1〜8」の場合、秀丸エディタが行って
いる、「デザイン」-「場所の一覧」の強調表示以外の条件にマ
ッチしてしまい、	思ったように強調されない場合があります。

これは「場所の一覧」内の優先度の問題なので、対処としては
以下になります。

「強調表示1〜8」ではなく、「特に強調表示」を使う

競合している設定が、ON/OFF出来る場合、OFFにして問題
なければOFFにする

諦める

「デザイン」	-	「場所の一覧」の優先順位は、以下の順になり
ます。	(スクロールバーでスクロール出来ます。)



秀丸エディタに内蔵されている強調表示設定を取り出す

秀丸エディタに内蔵されている強調表示設定を少し変更したい
場合の方法です。

1.	 新規ファイルを開き、「ファイルタイプ別の設定」-「デ
ザイン」-「強調表示」で、	「言語指定」を選択し、取り
出したい言語を選択します。(例は秀丸マクロ)

2.	 「保存しないで更新」 ボタンを押し、「ファイルタイプ

別の設定」を一度閉じます。

3.	 再度、「ファイルタイプ別の設定」を開き、「デザイ
ン」-「強調表示」で、「ユーザー定義」を選択します。



そうすると、言語指定で設定されていた内容が、そのまま
強調表示一覧に表示されます。

4.	 「保存」 ボタンで「強調表示定義ファイル」として保存

できます。

5.	 設定したい拡張子のファイルを開き、「強調表示定義ファ
イル」を読み込めば、編集が可能です。

任意の色やスタイルで強調表示を行いたい

秀丸エディタの「強調表示」の機能を使う場合は無理です。
「場所の一覧」で設定した強調表示の中から選ぶ必要がありま
す。

カラーマーカーと自動起動マクロを使えば、ある程度、強調表
示と同じようなことは可能です。	ただし、結構大変です。

マクロには、「すべての候補を色付け」コマンド相当の
「colormarkerallfound文」があります。	この命令と、自動起動
マクロの「ファイルを開いた直後」、「編集後タイマー」を使
えば、	検索にマッチした箇所を、(カラーマーカーで設定でき
る範囲ですが)任意の色やスタイルにする事が出来ます。



特定箇所にカラーマーカーで色付けするマクロの例

「編集後タイマー」に、以下のマクロを指定します。(ある
程度、時間経過させた方が良いでしょう。)

編集していた行に「ファイルタイプ別の設定」という文字
があれば、カラーマーカーで色付けします。	範囲選択して
いるのは、対象ファイルのサイズが大きいと時間がかかる
可能性があるので、その対策です。

実際には、外部にデータファイルを持たせたり、もう少し
着色する範囲を広くした方が良いかもしれません。

//検索条件を保持
setcompatiblemode	0x120000;

//各種座標を保存
#x	=	x;	#y	=	y;

#topy	=	screentopy;

//画面更新停止
disabledraw;

//1行選択(編集していた行を選択)

selectline;

//「選択した範囲のみ」で動作するように設定。
forceinselect	1;

//検索内容設定
setsearch	"ファイルタイプ別の設定",	0;
//検索して色付け
colormarkerallfound	0x0000ff,-1,	3,	2,	0,	"";

//念のため範囲選択を解除し、カーソルを動かす
escape;right;

//座標を元に戻し、画面更新
moveto	#x,	#y;

enabledraw	#topy;

強調表示内容の合成

既存の強調表示内容に、強調表示定義ファイルの内容を追加す
る方法は、標準では用意されていませんが、	方法がないわけで



はありません。

強調表示定義ファイルはテキストファイルです。その為、秀丸
エディタ自身で編集が可能です。

1.	 既存の強調表示をファイルへ保存。

2.	 保存したファイルの内容を、追加したい強調表示定義ファ
イルに追加。

3.	 編集した強調表示定義ファイルを読み込む。

目次に戻る





第II部〜知っていると便利な秀丸の
機能
　自動保存



●自動保存

秀丸エディタでは、「自動保存」が可能です。

秀丸エディタではファイルを開いている経過時間ではなく、「更新され
た回数」と「遅延時間」	で	自動保存の条件、タイミングの設定を行い
ます。

「自動保存」の設定は、「動作環境」-「ファイル」-「自動保存」から
行います。	「自動保存」が表示されない場合は、「上級者向け設定」に
チェックを入れてください。

設定手順

自動保存を有効にするには、まず保存場所を指定します。



保存場所を設定

しない
自動保存を行いません。

テンポラリファイルに自動保存する
環境変数TMPで示されるフォルダに同じファイル名で保存
します。
「エクスプローラ」ボタンで、テンポラリフォルダを開く
事が出来ます。

ファイルを更新する
編集しているファイル自体を、保存・更新します。

指定フォルダに自動保存する

指定されたフォルダに、同じファイル名で保存を行いま
す。
書き込み可能なフォルダを指定してください。	「…」ボタ
ンで、ダイアログから選択する事も可能です。

Ver.8.88以降、指定フォルダの指定に環境変数が指定できま
す(バッチファイルで指定する場合と同じで、%で囲む必要
あり)。	ただし、先頭部分のみ指定可能です。パスの途中
に環境変数の指定は出来ません。

OK:		%USERPROFILE%\Documents\Hidemaru\AutoSave

NG:		C:\TEMP\%USERNAME%\Hidemaru\AutoSave

同じフォルダに違う拡張子で自動保存する
開いているファイルと同じ場所に、ファイル名	+	“.SAV”	と
いう名前で、保存します。

以下は、各項目の共通内容になります。



無題ファイルの場合は、“SAV〜”というファイル名で保存
されます。

秀丸エディタが正常に終了した場合、一時的に作成したフ
ァイルは削除されます。

秀丸エディタの異常終了等で、自動保存の一時ファイルが
削除されていない場合、	上書きは行われず	“SAV〜”	とい
うファイル名で保存されます。

保存条件の設定

指定された「更新された回数」を越え、「遅延時間」で設定し
た時間、入力・操作がない場合、自動保存が行われます。

更新された回数

設定できるのは、1以上です。

「更新された回数」というのは、内容が変更された回数と
いう認識で良いでしょう。

例えば、単純に10文字入力すると、10回更新した事になり
ますが、	コピーや貼り付け、やり直し、IMEが有効で日本
語入力した場合など、	自分が更新したと思われる回数と一
致しない場合がありますが、あまり気にしない事です。	目
安程度に考えましょう。

遅延時間

設定できるのは、0〜40秒です。

遅延とありますが、一定時間、入力・編集など操作しない
時間です。



つまり、「遅延時間」を設定した場合、連続で操作・編集
していると、	「更新された回数」をすぎても保存されない
ので注意が必要です。

以下の2つの設定は、自動保存の設定が「ファイルを更新する」
の場合、有効になります。

フロッピーの場合は自動保存しない
保存する場所がフロッピーディスクになる場合、動作が遅
いので、チェックしておくと自動保存は実行されません。
(フロッピー自体、過去の遺物ですが)

自動保存しても「(更新)」は消さない
通常、ファイルに保存した場合、タイトルバーにある「(更
新)」は消えますが、このチェックをON	にすると、	自動保
存時には、「(更新)」を消しません。
「遅延時間」が“0”(zero)の場合は、チェックがOFFでも、
「(更新)」を消しません。

補足

「更新された回数」を「1」に設定し、ある程度の「遅延時間」
を設定しておくと、編集後、少し手を止めたときに、自動保存
されます。	(「更新された回数」を「1」に設定した場合は、必
ず遅延時間を設定しましょう。遅延時間を「0」にすると、編集
するたびに自動保存が実行されます)

USBメモリは、書き換えの回数の制限があるため、自動保存の
場所には指定しない方が良いでしょう。

目次に戻る





秀丸エディタＱ＆Ａ集
　第III部〜秀丸マクロのいろはにほ
へと

　第III部では、	コミュニテックスの	「秀シリーズサポートフォーラム
(HIDESOFT)」の第４会議室に常駐している「秀丸マクロの達人」の面々
が、	これから秀丸マクロを使ってみよう！と思っている人達にその技
(芸？(^^;)をこっそり伝授します。

https://www.maruo.co.jp/


●目次

●マクロを実行してみよう
●マクロ内での「\」や特殊文字の使い方
●秀丸マクロで文字列を編集する
●サブルーチンについて
●秀丸エディタウィンドウの管理
●秀丸エディタウィンドウの管理(タブモード編)
●マクロ登録数の制限突破大作戦
●ビット演算を極める
●自動起動マクロ
●COMオブジェクト操作関連
●マクロのデバッグについて
●HMJRE.DLLを使う場合の注意点
●外部プログラムの実行について
●秀丸エディタVer.3.00	マクロ関連の変更履歴
●秀丸エディタVer.4.00	マクロ関連の変更履歴
●秀丸エディタVer.5.00	マクロ関連の変更履歴
●秀丸エディタVer.6.00	マクロ関連の変更履歴
●秀丸エディタVer.7.00	マクロ関連の変更履歴
●秀丸エディタVer.8.00	マクロ関連の変更履歴

補足

秀丸マクロには2種類のヘルプがあります。

秀丸マクロヘルプ(秀丸エディタ本体と同じ場所
の"hidemac_html.chm")

秀丸エディタ	マクロ言語（入門用）ヘルプ(秀丸エディタ本体
と同じ場所の"be_hidemac.chm")

https://help.maruo.co.jp/hidemac/html/010_Intro.html
https://help.maruo.co.jp/be_hidemac/html/01_Index.html


マクロを初めて作成する場合は、秀丸マクロヘルプは分量が多いで
すが、マクロ言語（入門用）ヘルプは分量も少ないので、一読する
事をおすすめします。

マクロの動作は、パラメータだけで無く、秀丸エディタ本体側の設
定にも影響されるので、	マクロヘルプ-マクロの設定依存性につい
て 	を見てください。

目次に戻る

https://help.maruo.co.jp/hidemac/html/051_Dependence.html




第III部〜秀丸マクロのいろはにほへ
と
　マクロを実行してみよう



●マクロを実行してみよう

【０】ここに書いてあること
【１】導入前の準備
【２】個々のマクロの導入
【３】一番原始的なマクロの実行
【４】マクロ登録
【５】ショートカットキーへの登録
【６】ツールバーからマクロ起動
【７】ユーザーメニューからマクロ起動
【８】サンプルマクロ

【０】ここに書いてあること

　秀丸エディタの大きな魅力の一つに「秀丸マクロ」の存在があげ
られます。	マクロというのは、一種のプログラムで、これを利用す
ることにより、秀丸エディタ上で行う作業を自動化したり、	秀丸エ
ディタの機能を拡張したりと、秀丸エディタをより便利に使うこと
ができます。	マクロは自分で作ってもよいし（実際、単純なマクロ
を組むのはそれほど難しいことではありません）、	人の作ったもの
をなんらかの方法で入手してもいいでしょう(注1)。	なお、手元に適
当なマクロがない人は、【８】にサンプルのマクロをいくつか用意
しておきましたので、	それを元に自分でマクロファイルを作って、
いろいろ実行させてみましょう。(^_^)

　秀丸エディタのマクロの正体は、秀丸エディタのマクロ言語が記
述された「MAC」という拡張子のついたテキストファイルです。
以下これをマクロファイルと呼びます。	ここでは、マクロ（マクロ
ファイル）を入手してから、それを実際に利用するまでの手順を説
明します。



注1:

例えば、以下の場所には、多くの秀丸エディタマクロが登録さ
れています。

秀まるおさんのホームページのライブラリ
( https://hide.maruo.co.jp/lib/index.html )

Vector
( https://www.vector.co.jp/vpack/filearea/win/writing/edit/hm/
index.html )

【１】導入前の準備

　まず、このマクロファイルを格納するためのフォルダを作らなけ
ればなりません。

Windows	Vista以降の場合、デフォルトではユーザーフォルダにあ
る、	アプリケーションデータフォルダに設定されています。

				例)	C:\Users\ユーザー名

\AppData\Roaming\Hidemaruo\Hidemaru\Macro

ストアアプリ版の場合、マクロフォルダはドキュメントフォルダに
設定されます。

				例)	%USERPROFILE%\Documents\Hidemaru\StoreAppMacro

マクロフォルダはユーザーフォルダでなくてもかまいませんが、書
き込み可能なフォルダを指定してください。	フォルダの名前は任意
に指定可能です。(注2)

デフォルト以外の場所にマクロフォルダを作成した場合には、設定
を変更する必要があります。	メニューの「その他	→	動作環境」で
動作環境を開き、「環境」にある「パス」の「マクロファイル用の

https://hide.maruo.co.jp/lib/index.html
https://www.vector.co.jp/vpack/filearea/win/writing/edit/hm/index.html


フォルダ」で設定を行います。

タイプミスをするといけないので[参照…]ボタンを押して、先ほど
作成したフォルダを選択してください。	<OK>を選んで設定を終了
します。<キャンセル>で終了すると、設定を変更したことにはなら
ないので注意して下さい。

　これで作業は終了です。この作業は最初に１回だけやる必要があ
ります。	マクロ用フォルダの名前や場所を変えない限り、この作業
をやりなおす必要はありません。

ストアアプリ版では「環境変数」を含むパスが設定されますが、デ
スクトップ版でもパスに「環境変数」を含めることは可能です。
(Ver.8.40以降)
デフォルト設定の場合、環境変数を使った場合は、以下のようにな
ります。

				例)	%APPDATA%\Hidemaruo\Hidemaru\Macro

「環境変数」を含める利点は、「設定内容の保存/復元」を使い保存
し、別環境で復元するという作業がやりやすいことです。	直接フル
パスで記入した場合、Windowsのログオンユーザー名なども含め同
じでない場合は、必ず設定の変更が必要になりますが、	環境変数を
使えば、ログオンユーザー名などは環境変数に含まれるため、設定
の変更は不要です。



(環境変数が使えるのは、マクロ用と設定用のフォルダ指定です。す
べてのパス設定で環境変数が使えるわけではない為、	何も設定変更
しなくても良いというわけでは、ありません。)

注2

Windows	Vista以降のOSは、通常の権限では"OSに保護された領
域"にファイルの書き込みが出来ません(管理者権限に昇格が必
要)。	秀丸エディタのデフォルトインストール先
は、"C:\Program	Files\Hidemaru"ですが、	"C:\Program	Files"以下
は、"OSに保護された領域"となるので、マクロフォルダの作成
には向いていません。	(64bit	OSで、32bit版秀丸エディタを使っ
ている場合、インストール先は"C:\Program
Files(x86)\Hidemaru"になり、	ここも保護されたフォルダになり
ます。)

デフォルトマクロフォルダが指定されているユーザーフォルダ
は、エクスプローラでも見えないような設定になっています
(OS側の設定)。	見えるようにするにはOSの設定を変更する必要
があります。	(「フォルダーオプション」の「隠しファイル、
隠しフォルダー、および隠しドライブを表示する」を選ぶ。)



OS側の設定を変更したくない場合は、ユーザーフォルダ以外に
マクロフォルダを作成する必要があります。

秀丸エディタの仕様ではマクロ用のフォルダは必ずしも準備し
なくてもいいことになっていますが、	Windows	Vista以降のOS
では、必ず指定するようにしてください。 	空欄だと、秀丸エデ
ィタ本体と同じ場所を指定した事になってしまいます。

【２】個々のマクロの導入（前提：【１】）

マクロファイルは通常、マクロ用フォルダに置きます。



　データライブラリに登録されているマクロの場合は	LHAやZIP形
式で圧縮されている場合がほとんどですから、	マクロ用フォルダに
展開（解凍）します。	またドキュメント以外の添付ファイルがある
場合、それらの中にはマクロの実行に必要なものが含まれている可
能性があります。	ドキュメント等をよく読んでその指示に従って下
さい。

【３】一番原始的なマクロの実行（前提：【１】
【２】）

「とりあえず実行してみる」には、メニューから「マクロ→マク
ロ実行」を選びます。

ダイアログの中に、【１】でマクロ用フォルダに含まれるマクロフ
ァイルのリストが表示されますから、	その中から実行したいマクロ
ファイルを選び、ファイル名のテキストボックスの中にそのファイ
ル名が表示されたのを確認してから	<OK>をクリックします。これ
で、そのマクロが実行されます。



マクロ実行ダイアログは変更可能です。	「動作環境 	−	環境	−	高度
な環境	−	マクロ実行ダイアログ」で設定します。

「参照ダイアログ」の場合、ファイル選択ダイアログが開きます。
マクロをフォルダで分類しているような場合には、こちらのダイア
ログの方が便利でしょう。



【４】マクロ登録（前提：【１】【２】）

　【３】の方法は、マクロを実行する度にリストから選ばなけれ
ばならないので面倒です。	またマクロファイルが多くなってくる
と、ファイル名だけではどれが何のマクロか分からなくなってき
ます。	そこで、比較的頻繁に使用するようなマクロは「マクロ登
録」してしまいましょう。	マクロ登録すると、プルダウンメニュ
ーからマクロを実行できるようになるほか、

ショートカットキーによるマクロの実行（→【５】）

ツールバーのアイコンからのマクロの実行（→【６】）

ユーザーメニューからのマクロの実行（→【７】）



なども利用できるようになります。

　まず「マクロ→マクロ登録」で「マクロ登録」ダイアログを呼び
出します。	マクロ登録では「マクロ1」から「マクロ80」まで８０
個のマクロを登録することができます。	これらは「１〜１０」「１
１〜２０」という風に１０個づつのグループになっています。	ダイ
アログの左側にある「対象」で、これらを切り替えることができま
す。

　「１〜１０」グループに登録したマクロは、「マクロ」のプルダ
ウンメニューの中にタイトルが表示され、	そこから直接起動するこ
とができます。	「１１〜２０」グループ以降に登録したものは、プ
ルダウンメニューの中にグループ名が表示されます。	グループ名を
選択すると、該当するグループに登録されたマクロのタイトルのメ
ニューが表示され、	そこからマクロを起動することができます。

メニューの「マクロ」を開いたところ

マクロ登録ダイアログは、バージョンにより異なります。

Ver.8.79以降

Ver.8.77まで



Ver.8.79以降

Ver.8.79からは、ダイアログが変更されています。
追加したい場所を選択後、画面下段にあるタイトルとファイル
名の入力欄で、各項目を入力します。
ファイル名右側の「 」ボタンでリストが出ます。	「…」ボタ
ンで、ファイル参照ダイアログを使って、マクロファイルを選
択することも可能です。

エクスプローラからのドロップにも対応していて、マクロをエ
クスプローラから登録したい箇所にドロップすれば、	タイトル
とファイル名が設定されます。	タイトルはファイル名から拡張
子を削除したものが自動にセットされるので、必要に応じて変
更してください。
右下の「開く」ボタンを押すと、エクスプローラでマクロフォ
ルダが開きます。

ドロップ中に、グループの切替は出来ないので、あらかじめ登
録したいグループ選択しておいてください。	とりあえずドロッ
プし、移動したい項目を選択後、「上へ」、「下へ」のボタン
で、移動する事も出来ます。	(「上へ」、「下へ」のボタン
は、グループを超えて移動できます。)

Ver.8.79以降のマクロ登録ダイアログ(左下の「モード」から旧
ダイアログにも変更可能です。キー割り当ても表示できます。)

＞



Ver.8.77まで

マクロ登録の基本は「タイトル」と「ファイル名」の指定で
す。	まず「ファイル名」の欄に、セットアップしたマクロファ
イルの名前を入力します。	右側の「 」ボタンでリストが出ま
す。	「…」ボタンで、ファイル参照ダイアログを使って、マク
ロファイルを選択することも可能です。

次に、任意の「タイトル名」を入力します。このタイトルがプ
ルダウンメニュー等に表示されますので、	マクロの機能がすぐ
にわかるような名前を付けましょう。

Ver.8.77までの画面

＞



グループが「１〜１０」以外の場合は上にある「グループ名」の欄
にも任意の名前を入力して下さい(注3)。	作業が終わったらをクリッ
クしてマクロ登録を終了します。

注3
ここでグループ名を入力しないと、プルダウンメニューにグル
ープ名が表示されません。	また、「１〜１０」グループにはグ
ループ名は付けられません。

【５】ショートカットキーへの登録（前提：【１】
【２】【４】）

　マクロ登録後、プルダウンメニューを見ると、「マクロ1」から
「マクロ9」に登録したものは、	それぞれ右側に「Ctrl+1」などと表
示されています。	これは「文章を入力・編集しているときに、
[CTRL]を押しながら[1]を押すと、マクロ1が実行される」という意



味です。	つまり「マクロ1」から「マクロ9」に登録したマクロは、
（何番に何のマクロが登録されているかを憶えてさえいれば）	実は
プルダウンメニューを表示させなくても呼び出すことができるので
す(注4)。	このような特定のキーの組み合わせによって、メニューな
どを介さずに直接コマンドなどを実行する機能（およびそのキーの
組み合わせ）のことを	一般に「ショートカットキー」といいます。

　秀丸エディタのショートカットキーは「キー割り当て」と呼ば
れていますが、かなり高い自由度でカスタマイズできるようにな
っており、	「マクロ50」までに登録したマクロは任意の（といっ
てももちろんある程度の制限はありますが）ショートカットキー
に割り付けることができます。	ここでは、マクロ登録したマクロ
をショートカットキーに割り付ける方法を説明します。

　まず「その他→キー割り当て」でキー割り当てのダイアログを呼
び出します。

左側の「キー」のリストには割り当てることのできるキー（すでに
コマンドが割り当てられているキーを含む）の一覧が表示されま



す。	このキーリストの内容は、その下の「Shift/Ctrl/Alt/キー割り当
て拡張」のチェックとの組み合わせで変化します。

　キーリストの中から、あるキーの組み合わせを選ぶ（クリックす
る）と、そのキーに登録されているコマンドが、	中央の「コマン
ド」のリストの中で選択表示されます。	「(なし)」が選択表示され
ている場合、そのキーにはまだコマンドが割り当てられていないと
いうことです。	コマンド系列ボックス右側の「↓」で表示されるリ
ストからコマンド系列を選び、	その下のコマンドリストに表示され
たコマンドの一つをクリックして選択表示させることにより、	左側
で指示したキーに割り当てるコマンドを変更（あるいは新規に設
定）することができます。(注5)

　マクロを設定する場合は、キー選択後、コマンドを選択する際
に、「メニュー/マクロ」の系列を選び、	コマンドリスト中の「マ
クロ1」から「マクロ50」の中から割り当てたいものをクリックしま
す。

例えば「[Ctrl]と[Shift]を押しながら[C]→マクロ15（に登録したマク
ロ）	を実行」と設定したい場合、	まず右下の

☐Shift(S)
☐Ctrl(T)

をチェック（クリックして☐の中に☑がついた状態にする）し、	次
にキーリストをスクロールさせて「Shift+Ctrl+C」をクリックして選
択状態にし、	次に右上で「メニュー/マクロ」の系列を選んでか
ら、コマンドリストをスクロールさせて「マクロ15:×××××」をクリ
ックすることになります。

　<OK>をクリックして終了すると、登録したキー割り当てが有効
になります。



注4：
Ctrl+1〜Ctrl+9のキー割り当ては「マクロ1」〜「マクロ9」に固
定されているようです。	もちろんこれらのマクロを別のキーに
「も」割り当てることは問題なくできます。

注5：
順番に注意して下さい。必ず左側で「キー」を選んだ後に、右
側で「コマンド」を選ばなければなりません。

【６】ツールバーからマクロ起動（前提：【１】【２】
【４】）

【４】で登録したマクロに限って、ツールバーのアイコンから起
動することができます。

　まず「その他→動作環境→ウィンドウ」の「☐ツールバー」の項
目がチェックされていなかったら、これをチェックします。	さらに
[詳細]ボタンをクリックし、「ツールバー詳細」のダイアログを呼
び出します。	右側のボックスでコマンド系列に「メニュー/マクロ
系」を指定すると、その下のリストに「マクロ1」から「マクロ10」
までの（数字のデザインの）	アイコンが表示されます。(11〜80ま
ではアイコンがありません。)	これらは「マクロ登録」で「マクロ
1」〜「マクロ80」に割り当てたマクロに対応していますから、	適
宜選んで中央の[追加]ボタンをクリックすると、左側のツールバー
リストの最後尾に追加されます。	アイコンの並びは[一つ上に][一つ
下に]ボタンで調整します。作業が終わったら<OK>ボタンで終了し
ます。

　これで、メニューの下のツールバーの数字のアイコンから直接マ
クロを起動できるようになります。



【７】ユーザーメニューからマクロ起動（前提：【１】
【２】【４】）

　秀丸エディタには「メニュー1」から「メニュー8」および「選
択中右ボタン」という９つのユーザーメニュー（ユーザーが自由
に編集できるメニュー）が	用意されています。	ここに「マクロ
1」から「マクロ80」までのマクロを登録することができます。	こ
れを利用するためには、「メニューの編集」と「メニューのキー
割り当て」の２段階の準備が必要になります。



　まずメニューの編集をします。「その他→メニュー編集」で「メ
ニューの編集」のダイアログを呼び出し、	「ユーザーメニュー」の
タブを選択します。	「メニュー」欄で編集するメニューを選択する
と、そのメニューの現在の内容が「内容」のリストに表示されま
す。

[追加…]ボタンで「追加」ダイアログを呼び出します。



コマンド系列に「メニュー/マクロ」を指定すると、下のリストに
「マクロ1」から「マクロ80」までが表示されます(注6)。	メニュー
に追加したいものをクリックして選択表示させ、「キー」欄に半角
英数字１文字を入力します	（この半角英数字はメニュー内での一種
のショートカットキーになります）。	ここで[追加]をクリックする
と、「ユーザーメニューの設定」ダイアログに戻るので、	「内容」
リストの末尾に先ほど指定したマクロが追加されていることを確認
して下さい。	必要なら並べ替え等をし、[閉じる]で終了します。こ
れでメニューの編集は終わりです。

　「メニュー1」から「メニュー8」の場合、次にメニューのキー割
り当てをします(注7)。	要領は【５】とほぼ同じです。違うのはコマ
ンドリストから選ぶのが「マクロ」ではなく「メニュー」であると
いうことだけです。

　これで、割り当てられたショートカットキーによりユーザーメニ
ューが表示され、その中からマクロを実行できるようになります。

注6：



実際にはこのリスト中にはユーザーメニューも含まれていま
す。	これを「追加」するとユーザーメニューの中にユーザーメ
ニューを登録することになります。	これによりユーザーメニュ
ーを階層化することができるようです。

注7：
「選択中右ボタン」に限り、「範囲選択中のマウス右クリッ
ク」に対応が固定されていますので、	キー割り当ての作業は不
要です（というかできません）。	また、デフォルトの設定では
「メニュー1」が「右クリック」に割り当てられているようです
（キー割り当てのダイアログで確認できます）。	したがってマ
ウスの右クリックメニューからマクロを実行したい場合は、さ
しあたって「メニュー1」および「選択中右ボタン」に	登録す
るのが簡単でしょう。こうすればキー割り当てで悩む必要はあ
りません。	特に「処理範囲を選択してから実行するマクロ」の
場合、「選択中右ボタン」に登録しておくと、	マウスの左ボタ
ンドラッグで範囲を選択した後、右クリックでメニューを出し
て、すぐにマクロを実行できるので便利です。

【８】サンプルマクロ

手元に適当なマクロファイルがない方は、次の要領でマクロファ
イルを作って動かしてみましょう。	ただし【１】の導入前の準備
は済ませておいて下さい。

1.	 以下のサンプルの中から好きなものを心に決める。(^_^)

2.	 Ｑ＆Ａ集のウィンドウのメニューの「編集→コピー」を選択す
る。（多少時間がかかるかもしれません。）

3.	 心に決めたサンプルの「//―ここから」と「//―ここまで」で挟
まれた部分をドラッグして選択し「一部分コピー」をクリック
する。



4.	 秀丸エディタを起動し	（あるいは「ファイル→新規作成」でま
っさらな秀丸エディタを用意し）「編集→貼り付け」で先ほど
コピーしたものを秀丸エディタにペーストする。

5.	 「ファイル→名前を付けて保存」を選び、下記の名前をつけて
マクロ用フォルダ（【１】参照）に保存する。

●サンプルマクロその１

「カーソル位置に現在日時を挿入するマクロ」

保存時のファイル名は	QA_SMPL1.MAC	としてください。

//---ここから
//QA_SMPL1.MAC

insert	date	+	"	"	+	time;

endmacro;

//---ここまで

●サンプルマクロその２

「編集中のテキストの末尾に『自分の名前』をの行を挿入する
マクロ」

保存時のファイル名は	QA_SMPL2.MAC	としてください。
「自分の名前」のところは任意の文字列（ただし「vや「"」を
含まない）に置き換えることができます。

//---ここから
//QA_SMPL2.MAC

gofileend;

insert	"\n"	+	"自分の名前"	+	"\n";
endmacro;

//---ここまで

●サンプルマクロその３



「改行のみの行が連続していたら１行に置換するマクロ」

保存時のファイル名は	QA_SMPL3.MAC	としてください。

//---ここから
//QA_SMPL3.MAC

gofileend;

replaceup	"^\\n\\n+",	"\n",	regular;

while	(result)	findup;

endmacro;

//---ここまで

このマクロの意味の詳細は、第IV部〜テキスト編集を極め
る！！	正規表現について	の	【５】	(補足)	秀丸エディタ上での
複数行にまたがる検索について	を参照してください。

●サンプルマクロその４

「空白（全角スペース、半角スペース、タブ）のみからなる行
を改行のみの行に置換するマクロ」

保存時のファイル名は	QA_SMPL4.MAC	としてください。

//---ここから
//QA_SMPL4.MAC

replaceall	"^[	　\\t]+$","",	regular;
endmacro;

//---ここまで

※このマニュアルは秀丸エディタ	Ver.3.08	の仕様を元に書かれ
ています。秀丸エディタのバージョンによっては、必ずしもこ
こに書かれている内容の通りとは限りません。

目次に戻る
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と
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使い方



●マクロ内での「\」や特殊文字の使い方

【０】まえがき	〜	「\」や特殊文字を表記するために	〜
【１】「\」の意味
【２】「\」の使用例
【３】正規表現で使用する場合
└【３．１】Ver.8.54以降の場合
【４】Ver.8.66以降の場合

【０】まえがき	〜	「\」や特殊文字を表記するために	〜

秀丸マクロで文字列を書きたいときには、"	"（ダブルクォーテーシ
ョンマーク：二重引用符）	でくくってテキストファイル上に書きま
す。

ということは、その二重引用符の間に、「二重引用符自体」とか
「改行文字」とかを書きたいと思った場合に、	どうすればよいでし
ょうか？
秀丸マクロの場合、これらはＣ言語と同様の書式を用いることで書
き表すことができます。
具体的には、このような特殊文字は、半角の「\」と、その後ろに特
定の文字を組み合わせることによって書き表す、	という「きまり」
になっています。

逆にいうと、「\」の文字を書きたいときに、単に「\」と書くとよ
ろしくない、ということになります。

以下では、これらの特殊文字や、「\」自体を表記したい時の書き方
を簡単にまとめてあります。

秀丸エディタ	Ver.8.66以降では、C++11のRaw文字列リテラルや、C#
の逐語的リテラル文字列	記法が使用出来るようになりました。	この



記法を使用すれば、「\」によるエスケープを行わずに、記述した文
字列をそのまま、変数に入力できます。
(記法によっては制限があります。「【４】Ver.8.66以降の場合」を
参照)

【１】「\」の意味

「\」を使う場合として、次のものが挙げられます。

エスケープシーケンスの例

\t タブ 16進数の「09」、10進数の
「9」

\n 改行 16進数の「0A」、10進数の
「10」

\" 「"」自身 16進数の「22」、10進数の
「34」

\\ 「\」自身 16進数の「5C」、10進数の
「92」

\xhh 任意の文字コード	hh
の文字	(16進数)

例えば「\x41」で、16進数の
「41」、	10進数の「65」。	こ
れは文字でいうと「A」です

\uhhhh
任意のユニコードで
指定する文字
(16進数4桁固定)

「\u79C0」で、「秀」という文
字を示す。
16進数4桁までなので、コード
ポイントが、	0x10000を超える
場合は、サロゲートペアで	表
現する必要がある。
(U+2000B)は、
上位サロゲート	\uD840
下位サロゲート	\uDC0B
のように2文字文を使う表現に
なる。

\Uhhhhhhhh
任意のユニコードで
指定する文字
(16進数8桁固定)

「\U000079C0」で、「秀」とい
う文字を示す。
(U+2000B)は、\U0002000B	とい



う	表現になる。(Ver.8.52)

試しに、以下のマクロを実行してみてください。
@	と	@	の間の表示に注目してみてください。

//----	「\」の扱いを調べるテストマクロ	---------------------
$str[1]	=	"\t";

$str[2]	=	"\n";

$str[3]	=	"\"";

$str[4]	=	"\\";

$str[5]	=	"\x41";

$str[6]	=	"\u79C0";

$str[7]	=	"\uD840\uDC0B";

$str[8]	=	"\U0002000B";

#i	=	1;

while(	$str[#i]	!=	""	)	{

				message	"@"	+	$str[#i]	+	"@";

				#i	=	#i	+	1;

}

endmacro;

//----	ここまで	--------------------------------------------

【２】「\」の使用例

では、実際に「\」が出てくるマクロをいくつか書いてみましょう。

(a)ファイル「c:\test.txt」をオープンするマクロ

//----	ファイルをオープンするテストマクロ	------------------\
openfile	"c:\\test.txt";

endmacro;

//----	ここまで	--------------------------------------------

ファイル名に「\」という文字を使いたい訳ですから、「\」自身の
文字を表すために「\\」と表記します。

(b)改行を挿入するマクロ

//----	改行を挿入するテストマクロ	--------------------------



insert	"改行する文章\n改行した後の文章";
endmacro;

//----	ここまで	--------------------------------------------

改行を表現したい時は、「\n」でしたね。

(c)正規表現による改行検索を行うマクロ

実は、正規表現による検索・置換をする場合には、\の使い方が一見
変わっているように見えます。【３】の例をごらんください。

【３】正規表現で使用する場合

//----	改行検索を行うテストマクロ	-------------------
searchdown	"\\n",	regular;

endmacro;

//----	ここまで	-------------------------------------

この表記だと、二重引用符の中は、「改行文字」ではなく「\nとい
う２文字の文字列」になっています。	「\\」が、\という文字自身を
表していますので、そうなりますね。
でも、正規表現による検索・置換をする場合には、これでよいので
す。というか、このように表記しなければいけません。

なぜそうなるのかを説明するために、少し難しくなりますが秀丸エ
ディタの内部動作を説明します。

秀丸エディタは正規表現による検索・置換をするために、
HMJRE.DLLというプログラムを利用しています。	秀丸エディタは
HMJRE.DLLに、検索文字列を渡します。	HMJRE.DLLは、渡され
た文字列を「解析」して、その中に「\nという２文字の文字列」が
有った場合に、	それを「改行文字」だと「解釈」をします。
つまり、HMJRE.DLLに渡す文字列にも、マクロで表記するのと同
様な「表記のきまり」があるということです。	だから、改行文字



を検索させたい場合に、HMJRE.DLLに対しては「\nという２文字
の文字列」を送ってあげる必要があって、	そのためには秀丸エデ
ィタのマクロ文では「\nという２文字の文字列」を記述してあげれ
ばよいことになっています。

というわけで、searchdown	文の引数として「\nという２文字の文字
列」を記述してあげればよいので、	"\\\\n"という書き方になるの
です。

上記のマクロを見て、「あれっ、改行って確か「\n」だから、
「searchdown	"\\n",regular;」じゃないの。	試しに動かしたら、ち
ゃんと検索したぞー」とおっしゃる方もおられると思います。
これは、HMJRE.DLLが一応「改行文字そのもの」を送られてきた場
合にも対応しているから動作しています。	が、これは一般的な表記
ではないので、複雑な文字列になると検索できない場合がありま
す。	というわけで、"\\\\n"と書くようにしましょう。

この表記法は、改行だけに限らず、\を使う表記すべてに当てはまり
ます。	ということで、たとえばタブ文字を検索したい場合は

searchdown	"\\t",	regular;

となりますし、\	という１文字を（正規表現中で）検索したいとき
には

searchdown	"\\\\",	regular;

となるわけですねヾ(^^;

＃	このように\を重ねて書かねばならないのはマクロ内だけです。
正規表現による検索でもダイアログで普通に行う分には\は１個でよ
いです。



慣れてくると逆に混乱することがあるので、蛇足ですが(^^;)。

では、正規表現のマクロ記述は何でも\を重ねて書けばよいかという
と、ダブルクォーテーションマーク("	)だけは異なります。

searchdown	"\"",	regular;

が正解です。ダブルクォーテーションマークは制御文字でなく普通
の文字なので、\"	でダブルクォーテーションマーク１文字を
HMJRE.DLLに渡せるからです。	あるいは、以下のようにして「\"と
いう２文字の文字列」をHMJRE.DLLに渡しても動作します。

searchdown	"\\\"",	regular;

もし、マクロ内で正規表現がうまく動かない場合は、使用する正規
表現を	message文で表示してみてください。	表示される内容が、
HMJRE.DLLに渡される文字列になるので、実際にどのような文字列
が渡されているのか確認出来ます。

【３．１】Ver.8.54以降の場合

秀丸エディタ	Ver.8.54以降では、	 quote	関数 	が使えます。

この関数は、正規表現で使用されるメタ文字の前に"\"を追加
し、エスケープします。	(正規表現で、その文字そのものとし
て扱われるようにする。	秀丸エディタのヘルプ-正規表現 の
後半を参照。)

現状では、以下の文字が対象になっています。

[	]	(	)	^	$	.	*	+	?	|	\	{	}

この文字列を、quote	関数で変換すると以下のように、各文字の
前に"\"が追加された文字列を返します。

https://help.maruo.co.jp/hidemac/html/070_Function_quote.html
https://help.maruo.co.jp/hidemaru/html/190_CmdSearch_Regular.html


\[	\]	\(	\)	\^	\$	\.	\*	\+	\?	\|	\\	\{	\}

秀丸エディタのパスを入力してみます。

C:\Program	Files\Hidemaru\Hidemaru.exe

quote	関数の戻り値は以下になります。

C:\\Program	Files\\Hidemaru\\Hidemaru\.exe

この戻り値を正規表現の検索で使用すれば、"C:\Program	
Files\Hidemaru\Hidemaru.exe"	を、	間違いなく検索可能になり
ます。

【４】Ver.8.66以降の場合

秀丸エディタ	Ver.8.66以降では、C++11のRaw文字列リテラルや、C#
の逐語的リテラル文字列	の記法が使用出来るようになりました。	こ
の記法を使えば、文字列を見やすく記述可能になります。

Raw文字列リテラル

Raw文字列リテラルは、「R」から始め、以降「"」と
「Keyword」と「(」と続き、ここまでが先頭を示す文字列にな
ります。	その後に文字列を記述し、「)」、「Keyword」、
「"」の文字列で終端を示します。

Raw文字列リテラル
通常 "文字列"
Raw文字列リテラル R"Keyword(文字列)Keyword"

「Keyword」は、前後に同じ文字列を使用する必要があり
ます。

「Keyword」は、0文字以上なので省略も可能です。省略す
る場合は、前後の「Keyword」を省略します。



文字列中に括弧「(	)」を使う場合には、「Keyword」を付
けておくと、先頭と終端の括弧と区別できます。

簡単な記述例

message	R"hidemaru("Raw文字列リテラル"の記述例です。)hidemaru";
//								"hidemaru"が「Keyword」になっている。

message	R"("Raw文字列リテラル"の記述例です。)";
//						「Keyword」は省略可能

message	R"hidemaru("Raw文字列リテラル(Raw	String	Literal)"の
記述例です。)hidemaru";
//						文字列中に括弧を使用する場合は、「Keyword」を付けておくとい
いです。

message	R"("Raw文字列
リテラル"の記述例です。)";
//						改行もそのまま改行と認識される。

message	R"("Raw文字列
リテラル"の記述例です。
"\"マークやダブルクォートもそのまま表示されます。
"C:\Program	Files\Hidemaru\Hidemaru.exe")";

message	R"("Raw文字列
リテラル"の記述例です。
				インデントもそのまま文字列扱いされます。)";

逐語的リテラル文字列

逐語的リテラル文字列は、「@"」から始まり、文字列を記述
し、「"」で終わります。

逐語的リテラル文字列
通常 "文字列"
逐語的リテラル文字列 @"文字列"

文字列中に「"」を記述する場合は「""」とする必要があり



ます。

簡単な記述例

message	@"""Raw文字列リテラル""の記述例です。";

message	@"""Raw文字列
リテラル""の記述例です。";
//						改行もそのまま改行と認識される。

message	@"""Raw文字列
リテラル""の記述例です。
""\""マークはそのまま表示されます。
""C:\Program	Files\Hidemaru\Hidemaru.exe""";

message	@"""Raw文字列
リテラル""の記述例です。
				インデントもそのまま文字列扱いされます。";

例として「message文」を使いましたが、文字列を指定する箇所なら
何処でもこの記法が使えます。	正規表現パターンを指定する場合に
も使用できるので、見やすくなります。

また、ファイルパスを記述する際に、エクスプローラ等からコピー
した文字列をそのまま使う事もできます。

openfile	@"C:\Program	Files\Hidemaru\HIDEMARU.TXT";

目次に戻る
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●秀丸マクロで文字列を編集する

ここでは、秀丸マクロで文字列を編集するときによく使うコマンドの基
本的な解説と、	実際にコマンドを使う上でいくつか注意すべき点をまと
めました。
秀丸マクロで文字列を編集するには、大きく分けて、秀丸エディタウィ
ンドウ上でカーソル移動したり範囲選択したり、	直接文字列を挿入した
りして処理する方法と、文字列変数に取り込んで変数の中で処理する方
法があります。	それらの処理を行うにあたって、範囲選択の方法や、文
字列変数に取り込む方法、２バイト文字の扱いなどについて主に説明し
ます。

【１】改行を挿入するには（insertreturn;	とinsert	"\n";）
【２】カーソル位置の文字が何かを知るには（code,	unicodeキーワー
ド）
【３】任意の座標にある文字が何かを判断するには（moveto,カーソル移
動系コマンド）
【４】範囲選択するには
【５】範囲選択を解除するには
【６】文字列型変数に取り込むには：その１（gettext文)
【７】範囲選択されているかどうか判断するには（selectingキーワー
ド）
【８】文字列型変数に取り込むには：その２（クリップボード経由）
【９】変数内の文字が何かを知るには（ascii関数）
【１０】文字列中の先頭以外の文字が１バイト文字か２バイト文字かを
区別するには（midstr文等への注意事項）

【１】改行を挿入するには（insertreturn;	とinsert
"\n";）

秀丸マクロで改行を挿入するには、どうすればよいでしょうか？



その名もずばり、insertreturnという命令があります。
insertreturn文は、「改行キーを押したのと全く同じ働き」をしま
す。
秀丸エディタマクロヘルプの「挿入系文」にも説明されているよう
に、insertreturn文は現在のモードが上書きモードか挿入モードかに
よって動作が異なります。
上書きモードの場合、「動作環境」-「編集」-「高度な編集1」-
「挿入/上書モード」の「上書きモード時のリターン」の設定によっ
て動作が変わります。	「カーソル移動する」が選択されていると、
改行は挿入されず、カーソルが次行行頭に移動します。
また「ファイルタイプ別の設定」-「体裁」-「インデント」の、自
動インデントに関する設定に従った動作を行います。

「改行キーを押したのと全く同じ働き」をさせたい場合は、
insertreturn文が便利ですが、	上書きモードでも挿入モードでも必ず
改行を挿入したい場合はどうするのが良いでしょうか？
insert文で改行文字を挿入するのが簡単です。

（例）	改行を挿入するには

insert	"\n";

　または

insert	"\x0a";

または、上書きモードの時、一旦、挿入モードに変えて、
insertreturnしてまた上書きモードに戻してあげる方法もあります。
この場合、インデントの設定に従った動作を行います。

if(overwrite){

				overwriteswitch;

				insertreturn;

				overwriteswitch;

}	else	{

				insertreturn;



}

【２】カーソル位置の文字が何かを知るには（code,
unicodeキーワード）

現在のカーソル位置にある文字が、1バイト文字か、2バイト文字か
を調べるにはどうすれば良いでしょうか？

code、unicode	というキーワードがあります。

codeキーワードは、カーソル位置のShift_JIS	文字コードを表し
ます。

このキーワードは2バイト文字に対応しており、2バイト文字の
上位バイトにある場合は2バイトのコードを返します。	例えば
全角空白の場合、codeキーワードは、0x8140になります。

codeキーワードは、編集中のテキストのエンコードに関係な
く、Shift_JISの文字コードを返します。	その為、 Shift_JISに含
まれない文字の場合は、「0」を返します。

unicodeキーワードは、カーソル位置のunicodeコードポイントを
表します。

コードポイントなので、UTF-16、UTF-8等の文字符号化後のコ
ードとは異なるので注意してください。

（例）現在のカーソル位置にある文字が、1バイト文字か、2バイト
文字かをメッセージボックスで表示する

if	(code	>	0xff)	{

				message	"2バイト文字です";
}	else	{

				message	"1バイト文字です";
}

秀丸マクロの数値型は４バイトであり、0x8000以降も正の値と



なるので、上記の書き方でＯＫです。

（例）	または、以下でもＯＫ
if	(code	&&	0xff00	!=	0)	{

				message	"2バイト文字です";
}	else	{

				message	"1バイト文字です";
}

ここで他の特殊文字の例も見ましょう。

（例）	改行文字を判定する
if	(code	==	0x0d)	{

				message	"改行文字です";
}

以下の書き方では改行文字と判定できません。insert文で改行を
挿入する場合との違いに注意しましょう。

if	(code	==	0x0a)	{

if	(code	==	'\n')	{

if	(code	==	ascii("\n"))	{

if	(code	==	ascii("\r"))	{	//	これもなぜか	ascii("\r")	==	10	
となり駄目

※秀丸マクロでは、\rも	0x0a	として処理されます。

（例）	文末を判定する。eofキーワードが文末を示します。
if	(code	==	eof)	{

				message	"文末です";
}

　

（例）	タブ文字の判定
if	(code	==	0x09)	{

				message	"タブ文字です";
}



以下の書き方でも大丈夫です。

if	(code	==	'\t')	{

				message	"タブ文字です";
}

【３】任意の座標にある文字が何かを判断するには
（moveto,カーソル移動系コマンド）

任意の座標にある文字が何かを判断するにはどうすれば良いでしょ
うか。
簡単な方法としては、カーソル移動系コマンド
のmoveto、movetolineno、moveto2でカーソルを移動してから、
codeキーワードを使います。

ここで疑問が出てきます。カーソル移動系コマンドで２バイト文字
の真ん中の座標に移動するとどうなるでしょうか？
答え：２バイト文字の先頭にカーソルが移動します。

逆に、上記の性質を使うと、movetoで指定した座標値と、実際に移
動した先の座標値（キーワードx	と	yで取得出来る）を比較すること
で、	その座標にある文字が、１バイト文字か、２バイト文字の１バ
イト目か２バイト目かを区別することができます。

タブ文字の上に移動する場合も、２バイト文字と同様の動作になり
ます。	(moveto	のみ、movetolineno、moveto2は、タブ文字も1文字と
カウントするので、そもそもタブ文字の真ん中(?)に移動できない)

「動作環境」-「編集」-「高度な編集2」-「カーソル移動」-「高度
なカーソル」の「タブ文字の上のカーソル移動した時」の設定は、
moveto,movetolineno	文の動作には影響しません。

【４】範囲選択するには



後で文字列変数に取り込んだり、秀丸エディタの編集系コマンド(例
えば、tohankakuなど)を使ったりする場合には、範囲選択されてい
る必要があります。
秀丸マクロで範囲選択するにはいくつかの方法があります。

beginselと、その後にrightやmoveto等のカーソル移動系文を使
う

selectlineや	selectwordなどのクリップボード系文を使う

検索系文を使って検索する
「動作環境」-「検索」-「検索の動作」-「検索での表示」で、
「範囲選択」が選択されている必要があります。
ちなみに、この選択状態は、searchmodeキーワードで知ること
ができます。

「検索系文を使って検索する」の補足説明

現状(Ver.4.10以降)では、「動作環境」-「検索」-「検索の動
作」-「検索での表示」が「点滅表示」でも取り込む事は可能で
す。

foundtopx、foundtopy、foundendx、foundendy	キーワードが追加
され、それぞれに検索にマッチした座標がセットされます。	検
索にマッチした事を確認して、foundtopx、foundtopy、
foundendx、foundendy	キーワードを使い、gettext文で文字変数
に取り込む事が可能です。

また、「setcompatiblemode文」が追加され(Ver.6.00以降）、マク
ロ内で一時的に「検索での表示」の動作を切り替える事も、	可
能になっています。その為、「動作環境」に関係なく使用した
い「検索での表示」の設定で、マクロを実行する事が可能で
す。



【５】範囲選択を解除するには

範囲選択を解除するにはescape文を使用します。
例えばマクロ文で選択を行う場合、既に範囲選択されていると不都
合がある場合があります。そのようなときに利用できます。
ちなみにbeginsel等で範囲選択モードになっているときに範囲選択モ
ードを解除する（選択範囲は残す）場合に使うのはendsel文です。

endsel使用時の注意点

選択モードを終了しても範囲選択状態でカーソル移動コマンド
を使うと、移動した場所まで範囲選択状態になります。	(範囲
選択が広がってしまう。)

確認用マクロ

//新規ファイル作成
newfile;

//ファイルに内容を追加
gofiletop;

#cnt	=	1;

while(5	>	#cnt){

				insert	"123456789";

				insertreturn;

				#cnt	=	#cnt	+	1;

}

//ファイルの先頭に移動
gofiletop;

//範囲選択開始
beginsel;

moveto	x	+	3,	y;

//範囲選択モード解除
endsel;

message	"範囲選択終了";
//範囲選択モードを解除したはずなのに移動したカーソル位置まで選択され
る。
moveto	x	+	3,	y	+	3;

message	"カーソル移動";
endmacro;



	

動作的にはおかしいが、現状（2019/03/07）においては仕様と
いうことです。	範囲選択状態から、検索を使用し、見つけた位
置まで範囲選択を伸ばす事も可能になっているので、	カーソル
移動コマンドの使用時は範囲選択を維持しているとの事。
(カーソル移動コマンドとは、moveto、movetolineno、
mooveto2、goline〜のコマンドです。)

範囲選択した後の操作（コマンド？）で範囲選択が解除されれ
ば問題はないが、	解除されない場合はカーソル移動を行うと思
わぬ結果になるので注意すること。

この動作を回避するには、範囲選択終了後に、一度カーソルを
動かせばいい。(left、right等)

【６】文字列型変数に取り込むには：その１（gettext
文,gettext2文)

ユーザーの操作または上記のマクロ文で範囲選択した後、その選択



された文字列を文字列型変数に取り込むにはどうすれば良いでしょ
うか。

典型的には、以下のようなコーディングを見ることが多くなるでし
ょう。

$s	=	gettext(seltopx,seltopy,selendx,selendy);

秀丸マクロでは、範囲選択された文字列を直接文字変数に取り込む
マクロ文は有りません。	画面上の任意の範囲の文字列を文字変数に
取り込むgettext文と、	現在の選択範囲の座標値を示
すseltopx〜selendyキーワード（範囲選択関連キーワード）を併用し
ます。	(秀丸エディタVer5.00以降は、座標系がカラム位置、エディ
タ的に計算した行番号になっているgettext2文と、
seltopcolumn、seltoplineno、selendcolumn、selendlineno	キーワード
が追加されています。)

但し注意が必要なのは、seltopx〜selendyキーワードに値が入ってい
るといって、	その値どおり範囲選択されているとは限らないことで
す。
マクロヘルプの「範囲選択関連キーワード」の説明にもあるよう
に、	範囲選択が解除された後も、以前の値を保持しているためで
す。
ということは、上記のコーディングで文字列型変数に取得する場合
は、	その前に、現在本当に範囲選択されているかを確認する必要が
あります。

gettext文は実行すると範囲選択を解除する仕様でしたが、秀丸エデ
ィタVer5.00	より第5引数が追加され	範囲選択を解除するかどうかの
設定が可能になってます。(gettext2文も同じ仕様です。)

第5引数に	0	を設定した場合は範囲選択を解除します。

第5引数に	1	を設定した場合は範囲選択を保持します。



第5引数を省略した場合は、0	を設定したと同じ状態になります。

//範囲選択を解除する場合
$s	=	gettext(seltopx,seltopy,selendx,selendy,	0);

//範囲選択を解除しない場合
$s	=	gettext(seltopx,seltopy,selendx,selendy,	1);

【７】範囲選択されているかどうか判断するには
（selectingキーワード）

秀丸マクロから、現在範囲選択されているかどうか判断するに
は、selectingキーワードを使います。

（例）	範囲選択された場所を文字列変数に取得する

if(selecting)	{

				$s	=	gettext(seltopx,seltopy,selendx,selendy);

				message	"選択範囲は、"	+	$s	+	"です";
}	else	{

				message	"範囲選択されていません";
}

範囲選択中か示すキーワードは他にもあります。	状況に応じて使い
分けてください。

rectselecting
BOX範囲選択中かどうかを表します。範囲選択中の場合は１、
そうでない場合は０です。

lineselecting
行選択開始コマンドによる選択中かどうかを表します。
（Ver.8.00以降）

selectionlock
選択開始/BOX選択開始/行選択開始コマンドによる選択中かど
うかを表します。（Ver.8.00以降）

mouseselecting
マウスによる選択中かどうかと、その選択方法を表します。



（Ver.8.00以降）	0：マウスによる選択ではない
1：文字単位の選択
2：単語単位の選択
3：行単位（折り返しまで）の選択
4：行単位（改行まで）の選択

multiselecting
複数選択中であるかどうかを表します。（Ver.8.40以降）

【８】文字列型変数に取り込むには：その２（クリップ
ボード経由）

クリップボードを経由して行う方法もあります。大まかには、以下
の流れになります。

1.	あらかじめ範囲選択する

2.	 cutで切り取り、またはcopyでコピーする

3.	 beginclipboardread文で、クリップボードからの読み込み開始を
宣言する

4.	 getclipboard文で、クリップボードから１行（改行文字で区切ら
れた範囲）を読み込む。

使い方の詳細は、秀丸マクロヘルプの「クリップボードと変数のや
りとり」を参照してください。

gettext文とクリップボード系文との利点と弱点を比べて、自分が行
う処理に合ったものを使いましょう。

クリップボードを使うということは、マクロで処理した文字列
がクリップボードに残ってしまうことを意味します。	（クリッ
プボード履歴を使用している時は、履歴に保存されてしまいま
す。）
gettext文はクリップボードを消費しません。



BOX範囲選択された範囲を文字列変数に取り込む場合は、クリ
ップボードを使うのが簡単です。

【９】変数内の文字が何かを知るには（ascii関数）

変数内の文字のコードを調べるために、ascii関数が用意されていま
す。これは引数として与えた文字列の最初の文字のコードを返しま
す。

秀丸エディタ	Ver.8β6	より、ascii関数の仕様が変更され、１バイトだ
けの場合は、マルチバイト文字の上位バイト範囲内でも、	そのまま
文字コードを返します。	２バイト以上で、Shift_JIS範囲内の場合
は、Shift_JISコードを返します。

ascii関数で判定するため、midstr文などで切り出す場合は、２文字以
上切り出すのが良いでしょう。

実験マクロ

debuginfo	1;

$test	=	"012３４５6７";
##len	=	strlen($test);

##cnt	=	0;

while(##cnt	&lt;	##len){

			$$check	=	midstr($test,	##cnt,	1);

			debuginfo	"check	=	"	+	$$check	+	"	hex	=	"	+	

hex(ascii($$check))	+	"\n";

			##cnt	=	##cnt		+	1;

}

endmacro;

実行結果

check	=	0	hex	=	30

check	=	1	hex	=	31

check	=	2	hex	=	32

check	=	・hex	=	8200
check	=	R	hex	=	52

check	=	・hex	=	8200



check	=	S	hex	=	53

check	=	・hex	=	8200
check	=	T	hex	=	54

check	=	6	hex	=	36

check	=	・hex	=	8200
check	=	V	hex	=	56

実行結果(Ver.8β6以降)

check	=	0	hex	=	30

check	=	1	hex	=	31

check	=	2	hex	=	32

check	=	・hex	=	82
check	=	R	hex	=	52

check	=	・hex	=	82
check	=	S	hex	=	53

check	=	・hex	=	82
check	=	T	hex	=	54

check	=	6	hex	=	36

check	=	・hex	=	82
check	=	V	hex	=	56

実験マクロ　その２

debuginfo	1;

$test	=	"012３４５6７";
##len	=	strlen($test);

##cnt	=	0;

while(##cnt	&lt;	##len){

			$$check	=	midstr($test,	##cnt,	2);

			debuginfo	"check	=	"	+	$$check	+	"	hex	=	"	+	

hex(ascii($$check))	+	"\n";

			##cnt	=	##cnt		+	1;

}

endmacro;

実行結果

check	=	01	hex	=	30

check	=	12	hex	=	31

check	=	2・hex	=	32
check	=	３	hex	=	8252
check	=	R・hex	=	52
check	=	４	hex	=	8253



check	=	S・hex	=	53
check	=	５	hex	=	8254
check	=	T6	hex	=	54

check	=	6・hex	=	36
check	=	７	hex	=	8256
check	=	V		hex	=	56

以下の内容は古いバージョンが対象になります。

変数内の文字のコードを調べるために、ascii関数が用意されていま
す。これは引数として与えた文字列の最初の文字のコードを返しま
す。	また２バイト文字を引数に与えられていると、２バイトのコー
ドが返る便利な関数ですが、逆にそれゆえの落とし穴もあります。
ascii関数を２バイト文字に対して適用した場合、２バイト分をまと
めて16bit整数として返す、という仕様ですが、	以下のようにわざと
２バイト文字の１バイト目(コード=0x??)を切り出した（１文字から
なる）文字列に適用すると、	なんと0x??00という値が返ってきま
す！

$a	=	midstr("あ",	0,	1);	//	２バイト文字の１バイト目を切り出す\
message	str(ascii($a));	//	==	33280	==	0x8200	が返る

というわけで、２バイト文字の１バイト目かどうかを判断するのに

if	(ascii(midstr($s,	#i,	1))	&	0x80)	{

				//	２バイト文字の１バイト目か、半角カタカナだった
				

}

というようなかっこいい(笑)コードはＮＧです。
ascii文の仕様からすると、midstr文などで切り出す場合は、２文字切
り出すのが良いです。	（１文字目が１バイト文字でも次の文字は
ascii文は無視してくれます。）
というわけで、以下の例のようにしましょう。

if	(ascii(midstr($s,	#i,	2))	>		0xff)	{



				//	２バイト文字
				

}

または

if	(ascii(midstr($s,	#i,	2))	&&	0xff00	!=	0)	{

				//	２バイト文字
				

}

【１０】文字列中の先頭以外の文字が１バイト文字か２
バイト文字かを区別するには（midstr関数等への注意事
項）

前項で、midstr関数を使って、なにげなく文字列変数の中から一部
を切り出しましたが、実はこれらの文はmoveto文等とは違って、	切
り出す範囲の先頭が、２バイト文字の２バイト目かどうかは判断し
てくれません。
何も考えずにmidstr等を使うと、切り出した結果の文字列の先頭が
２バイト文字の２バイト目だった場合、	別の１バイト文字に化けた
り、ゴミになったり（表示させると半角の中点になる）していまい
ます。

秀丸エディタ	ver.8より、文字列を、文字単位で扱う関数群が追加さ
れています。(正確には、文字列をUTF-16LEで扱う関数群)	wcsmidstr
関数を使用し、文字単位で切り出しコードを確認すれば、２バイト
文字の判定は可能です。

また、切り出す範囲の先頭の１バイト分の文字コードだけを見て、
そこが２バイト文字の２バイト目かどうかは、一意に決められませ
ん。
秀丸エディタに限らず一般にShift_JISのコード体系では、「２バイ
ト文字の２バイト目」になり得るコードの中には、	「２バイト文字
の１バイト目」になり得るものが有るためです。



（例）	以下の例では、２バイト文字の２バイト目から始まる２バイ
トを、別の２バイト文字と誤判断してしまいます。
※例示のため、機種依存文字を使用しています。ご容赦ください。
m(_	_)m

$s	=	"これは�";
message	char(ascii(midstr($s,	6,	2)));	//	�が表示される
$s	=	"1回一括�";
message	char(ascii(midstr($s,	6,	2)));	//	�が表示される！！
//（"括"==0x8a87、"�"==0x8741、"�"==0x8787）

"�"は0x8787と、１バイト目と２バイト目が同じ値で、いかにも意
地悪な例ではありますが、各バイト値だけでは判断できないことが
わかると思います。

では、文字列中の任意の位置の文字が１バイト文字か２バイト文字
かを区別するには、どうすればよいのでしょうか。
実現方法はいくつか考えられますが、文字列の先頭から順番に確認
していくのが基本です。
一例としては、[HMM0074A]	●文字列の後方から文字列を検索	を参
照してください。

目次に戻る





第III部〜秀丸マクロのいろはにほへ
と
　サブルーチンについて



●サブルーチンについて

　どんな言語でプログラムするとしても、「サブルーチン」はたいへん
重要な役割をはたします。	秀丸マクロでも、効率的なマクロや、サイズ
の大きなマクロを書こうとすると、やはりサブルーチンのお世話になり
ます。	ここでは、秀丸マクロのサブルーチンについて、その使い方と特
徴をまとめます。	この章は次の３部から成り立っています。各自の必要
に応じた部分を読んでください。

■［１］サブルーチンとは？……サブルーチンの概略
■［２］サブルーチンの文法……基本的な文法
■［３］サブルーチンの実例……サブルーチンの実用例

■［１］サブルーチンとは？

　まず、「サブルーチンとはどんなものなのか」を説明します。	マ
クロ文がいくつか出てきますが、意味や文法がわからなくても心配
ありません。	サブルーチンの文法については次の［２］で説明しま
す。	ここでは「サブルーチンってどんなもの」なのか、何となくイ
メージできれば十分です。

●サブルーチンってナニ？

話の腰を折るようで申し訳ないんですが、そもそもサブル
ーチンって何ですか？

簡単に言ってしまえば「ひとかたまりの処理をまとめたも
の」というような感じで捕らえてください。	マクロファイ



ル中で何度も現れるような処理をひとつのサブルーチンと
して一個所に書き、	必要な時にはこれを呼び出して何度も
利用しようという仕組みです。

●サブルーチンってどんなもの？

プログラミングの経験がない私としては、サブルーチンを
使った具体的な例を示してもらわないとイマイチ、理解で
きないのですが…。

いま２つの数値があり、まずこの和を求め、続いてその和
を10倍します。	この計算結果をダイアログボックスで表示
するマクロで例を示します。	　原型となり得るのは次のマ
クロです。プログラミングの経験がない方も、それとな
く、何をやっているか、	ある程度、想像はつくのではない
でしょうか？

//	addten1.mac

#num1			=	5;										//	5	を	#num1	に代入する
#num2			=	6;										//	6	を	#num2	に代入する
#wa	=	#num1	+	#num2;		//#num1	と	#num2	の和を	#wa	に代入
する
#ans		=	#wa	*	10;					//#wa	に	10を掛けた値を	#ans	に代入
する
$mes		=	str(#ans);				//数値型の	#ans	を文字列型	$mes	に
変換する
message	$mes;									//$mes	を表示する
endmacro;

いま、２つの数値が「5と6」だけであれば、このマクロだ
けで十分です。	ところが「7と8」、「20と30」など次々と
計算させなければならないのが世の常ですね。	単純に書き



換えるとすると次のようになってしまいます。

//	addtenum21.mac

#num1			=	5;											//	5	を	#num1	に代入する
#num2			=	6;											//	6	を	#num2	に代入する
#puls	=	#num1	+	#num2;	//#num1	と	#num2	の和を	#wa	に代
入する
#ans		=	#wa	*	10;						//#wa	に	10を掛けた値を	#ans	に代
入する
$mes		=	str(#ans);					//数値型の	#ans	を文字列型	$mes	に
変換する
message	$mes;										//$mes	を表示する

#num1			=	7;											//	7	を	#num1	に代入する
#num2			=	8;											//	8	を	#num2	に代入する
#puls	=	#num1	+	#num2;	//#num1	と	#num2	の和を	#wa	に代
入する
#ans		=	#wa	*	10;						//#wa	に	10を掛けた値を	#ans	に代
入する
$mes		=	str(#ans);					//数値型の	#ans	を文字列型	$mes	に
変換する
message	$mes;										//$mes	を表示する

#num1			=	20;											//	20	を	#num1	に代入する
#num2			=	30;											//	30	を	#num2	に代入する
#puls	=	#num1	+	#num2;		//#num1	と	#num2	の和を	#wa	に代
入する
#ans		=	#wa	*	10;							//#wa	に	10を掛けた値を	#ans	に代
入する
$mes		=	str(#ans);						//数値型の	#ans	を文字列型	$mes	
に変換する
message	$mes;											//$mes	を表示する
endmacro;

とんでもなく長いマクロ文になってしまいましたね。	これ
に加えて「123と456」さらに……となると何十行のマクロ
になることやら…。	しかも、そんなに長いマクロ文を入力
するとなると、不注意による誤りも発生しやすくなりま
す。	そこで、サブルーチンの登場。サブルーチンを用いる
と次のようにできます。

//	addten31.mac

call	sub		5,	6;	//5	と	6	の場合



call	sub		7,	8;	//7	と	8	の場合
call	sub	20,30;	//20	と	30	の場合
endmacro;

sub:

				##num1			=	##1;										//第１パラメータを	##num1	に
代入する
				##num2			=	##2;										//第２パラメータを	##num2	に
代入する
				##wa	=	#num1	+	#num2;				//##1	と	#num2	の和を	##wa	
に	代入する
				##ans		=	#wa	*	10;							//##wa	に	10を掛けた値を	
#ans	に代入する
				$$mes		=	str(#ans);						//数値型	##ans	を文字列型	
$$mes	に変換する
				message	$$mes;											//$$mes	を表示する
return;

「何度も同じようなマクロ文を書かないで済む」様子がな
んとなく把握していただければ十分です。	サブルーチンを
使ってみたくなっていれば、次の［２］へ進んでみましょ
う(^^)

■［２］サブルーチンの文法

　秀丸エディタのサブルーチンを使うためには、ごくわずかな文法
知識があれば十分です。	ここでは、その「ごくわずか」な取り決め
を説明します。サブルーチンに関する知識は「作り方の基本型」、
「引数（パラメータ）」、	「戻り値」の３つを押さえれば完璧で
す。

●サブルーチンの概要(イメージ)

何となくサブルーチンが解ってきました。典型的なスタイ
ルを教えてください。



サブルーチンを使うには「call文」「ラベル」「return文」
の３つの構成要素について知る必要があります。	その詳細
は次からの項目で説明します。	ここでは、典型的なマクロ
プログラムの型を紹介します。	マクロ文法を知らない人も
下図を見ると、マクロの動き方がそれとなく理解できると
思います。

-サブルーチンがないモデル-
　call	文がない場合は、秀丸マクロはファイルの先頭から
endmacro文まで上から下へと順番良くプログラムを実行し
ます。	「ファイルの先頭から順番に１行づつプログラムを
処理する」のが秀丸マクロの原則です。

　■マクロプログラム　■プログラムの流れ（矢印）
　　　　　…↓
　　　　　…↓
　　　　　…↓
　　　　endmacro;

-サブルーチンがあるモデル-
　一方、下図のように	call	文があると、call文に続いて指定
するラベルの位置に制御が移ります。	下の例では
「SUB_001」という名前が付いたラベルへ強制的にジャン
プします。	ジャンプ先のラベルに移った制御は、ここから
また上から下へと順番良くマクロ文を処理します。
　そして、「return	文」を見つけると、「callされた元の位
置」へ強制的に制御を戻すようになっています。	callされ
た位置を常に覚えているわけです。callされた位置へ戻る
と、マクロはcall文の次から処理を続けます。
　この一連の流れの中で「SUB_001:」から「return;」まで
の処理部分をサブルーチンと呼んでいます。



　■マクロプログラム　■プログラムの流れ（矢印）
　　　　　…↓
　　　　　…↓
　　　　　…↓
　　　　call	SUB_001;──┐
　　　　　…　	←────│──復帰)
　　　　　…↓　　　　　	│　　　↑
　　　　　…↓　　　　　	│　　　│
　　　　endmacro;	　　　	│　　　│
　　　　　　　　　　　　	│　　　│
　　　　　　　　　　　　	│　　　│
　　　　SUB_001:	←───┘　　　│
　　　　　　〜↓　　　　　　　　	│
																																	│

　　　　　　〜↓　　　　　　　			│
　　　　　　〜↓　　　　　　　　	│
　　　　return;─────────┘

　なんとなく「サブルーチン」がわかってきましたか!?　
続いてサブルーチンを使うための具体的な文法をまとめま
す。

●サブルーチンの作り方(call文)

call文の使い方は？

call文は「call」に続いて指定されるラベル名の位置へジャ
ンプするための制御文です。	制御文というと何だか難しそ



うですが、「制御文とはプログラムの流れを強制的に変え
る命令」と考えればよかったですね。	call文には「ラベ
ル」を指定しなければいけません。	もしラベルがなけれ
ば、「ジャンプ先がわからないのにジャンプしろ」と命令
しているようなもの。	秀丸エディタは困ってしまい、「飛
び先が見つかりません」とエラー表示します。

　次の例は、「KEISAN」という名前のラベルを指定しま
す。

call	KEISAN;

　「call」と「ラベル」の間には『半角空白を１つ以上』入
れてください。	半角の空白以外に「タブ」も使用できま
す。ただし、全角の空白では絶対にダメです！

call	KEISAN;								//1個の半角空白		<<--[○]
call							KEISAN;		//7個の半角空白		<<--[○]
call				KEISAN;					//タブ	<<------------[○]

　次の２つは間違いが起こりやすいタイプです。

call		KEISAN;								//2個の半角空白		<<--[○]
call　KEISAN;								//1個の全角空白		<<--[×]

●サブルーチンの作り方(ラベル1)

ラベルはどうやって作るのですか？

call文でジャンプするには「ラベル」を指定する必要があり



ました。	その「ラベル」とは、ジャンプ先を示すための一
種の名札です。	名札ですから、なんらかの名前を付けなけ
ればなりません。	名前を付ける規則は「半角の英数字とア
ンダーバー」を用いることです。	さらに、ラベルの行末は
他のマクロ文と違い、末尾が半角コロン「:」で終わらなけ
ればなりません。
　たとえば「sub:」「_ABC123:」などがラベルとして認識
されます。
　なお、ラベルはcall文の他に「goto」文のジャンプ先とし
ても利用できます。

●サブルーチンの作り方(ラベル2)

ラベルにはどんな文字が使えるのですか？

ラベルには「半角の英数字とアンダーバー」が使えます。
「sub_001:」、「KEISAN:」「Kotae:」などがラベルとして
使えます。	ただし、大文字と小文字は区別されるので、
「sub_01:」、「SUB_01:」、「Sub_01」はすべて異なるラ
ベルとして認識されます。	注意が必要です。
　なお、半角文字の「#@$&*+-/」などの記号文字はラベル
に用いることはできません。	また、半角空白もラベルの一
部としては使えません。さらに漢字などの２バイト系文字
も使えません。

●サブルーチンの作り方(return	文(1))

return	文はなぜ必要なんですか？



一見すると	return	文は何も仕事をしていないようですが、
「callされた位置へ制御を戻す」という大変重要なマクロ文
なのです。	サブルーチンは原則的に、「ラベル」で始まっ
て、「return文」で閉じられていなければいけません。

●サブルーチンの作り方(return	文(2))

return	文がなくても「エラー」になりませんでした。	それ
でも	return文は必要なのでしょうか？

特殊な使い方をしない限り「return文は絶対必要」です。エ
ラーにならない典型的なケースをあげておきます。
　まず、サブルーチンでマクロファイルが終わっているケ
ースです。
　秀丸マクロはファイルの先頭から終端へ向けて１行ずつ
プログラムが実行されると説明しました。	つまり、マクロ
ファイルの終端を見つけると自動的にマクロの実行を終了
するわけです。	次のcall文で制御がサブルーチンに移った
まま終了してしまうマクロ例を示します。	エラーにはなり
ませんが、call文から	endmacro文の間の処理は実行されな
いので、	意図したような動作は期待できないでしょう。

　■マクロプログラム　■プログラムの流れ（矢印）
　　　　　…↓
　　　　　…↓
　　　　　…↓
　　　　call	SUB_001;─────┐



　　　　　…　　　　　　　　　	│
　　　　　…　　　　　　　　　	│
　　　　　…　　　　　　　　　	│
　　　　endmacro;	　　　　　　	│
　　　　　　　　　　　　　　　	│
　　　　　　　　　　　　　　　	│
　　　　SUB_001:←	呼び出し──┘
　　　　　　〜↓
　　　　　　〜↓
　　　　[EOF]	ファイルの終端＝マクロの終了

　次に、return文を忘れてしまって次のサブルーチンに制御
が移ってしまったケースの例を示します。
　return	文は「callされた位置へ制御を戻す」機能がありま
すが、	その「位置」とは「直前にcall	された位置」です。
したがって次のようなケースでは、call	文でSUB_001	にジ
ャンプし、	原則的にはラベル	SUB_002	に対応する	return文
まで行った後で元の位置に復帰するような動きになりま
す。	この場合もエラー表示はありません。

　■マクロプログラム　■プログラムの流れ（矢印）
　　　　　…↓
　　　　　…↓
　　　　　…↓
　　　　call	SUB_001;	──┐
　　　　　…　←─────│─────┐
																										│										│

　　　　　…↓　　　　　		│　　　　　│
　　　　　…↓　　　　　		│　　　　　│
　　　　endmacro;　　　　	│　　　　　│
　　　　　　　　　　　　		│　　　　　│
　　　　　　　　　　　　		│　　　　　│



　　　　SUB_001:←────┘　　　　　│
　　　　　　〜↓　　　　　　　　　　　│
　　　　　　〜↓　　　　　　　　　　　│
　　　　((returnを忘れている))　　　　│
　　　　　　〜↓　　　　　　　　　　　│
　　　　　　〜↓　　　　　　　　　　　│
																																						│

　　　　SUB_002:（次のサブルーチン突入│
　　　　　　〜↓　　　　　　　　　　　│
　　　　　　〜↓　　　　　　　　　　　│
　　　　return;	───────────┘

　こうしたプログラム制御は「特殊なワザ」として使える
ものの、プログラムとして「特殊」なことはできるだけ避
けた方が良いでしょう。

●サブルーチンの位置

「…の飛び先がありません」というエラーメッセージが出
るのですが、理由がわかりません。	文法的にはまったく問
題ないハズなんですが…？

秀丸マクロのサブルーチンでは「一番最初に現れる	call	文
より前に	return文を置くことはできない」という規則があ
ります。	これまで「ラベル」は名札みたいなものだと説明
したように、ラベルそのものは何の動作もしません。	した
がってラベルがあってもプログラムは、「あ、ここにラベ
ルがあるな。位置だけ覚えておこう」と了承するだけで次



の行へ処理を移します。	一方、return文は「呼び出し元へ
戻る」動作をします。	ところが、対となるラベルが一度も
call文で呼び出されていない場合には、呼び出し元が記憶さ
れていないわけですから、エラーとなります。
　下図のような場合です。SUB_001サブルーチンが呼び出
されないのに、return文に到達してしまうケースです。
return文は呼び出し元へ戻ろうとしますが、この時点では、
「call	SUB_001」が実行されていないので、	return文はどこ
へ戻って良いかわからないわけです。

　■マクロプログラム　■プログラムの流れ（矢印）
　　　　　…↓
　　　　　…↓
　　　　SUB_001:
　　　　　〜↓
　　　　　〜↓
　　　　　〜↓
　　　　return;→──→×　どこへ戻るか不明	=>	エラー
表示
　　　　　…
　　　　　…
　　　　call	SUB_001;
　　　　　…
　　　　　…
　　　　　…
　　　　endmacro;

◎コラム
［イタズラ好きのあなたに、そっと教えます…］

　ラベルの付け方は以上の通りで、マクロヘルプに掲載
されている公式見解ですが、秀まるお氏にしても、	秀丸



担当氏にしても、かなりの「イタズラ好き」なところが
あるようです。	秀丸マクロを使っている間は一瞬も気を
許してはいけません(^^;。で、ラベルには「半角カタカ
ナ」が(一応)許容されるようです。

//sub_test21.mac

call	サブルーチン12;
endmacro;

サブルーチン12:

			message	"aaaあああああ";

return;

また、「全角ひらがな」も(一応)使えてしまいます。

//	sub_test22.mac

call	あいしている;
endmacro;

あいしている:

				message	"ボ・ボ・ぼかぁ〜、チミを……";

return;

　さらに「漢字」混じりの場合も(一応)許容されることも
あります。「愛」があれば良い、という意味ではありま
せん、念のため(^^;

//	sub_test23.mac

call	愛情;
endmacro;

愛情:

				message	"愛している";

return;



　ただし、特定の漢字や特定のバイト数であるとダメに
なります。	ちなみに上の「愛情」というラベルを「愛情
表現」にするとアウトです。	サブルーチン名にどうして
も漢字や全角文字を使いたい人は「ダメモト」でトライ
するのも楽しいかもしれません。

　もっとも「半角英数文字が基本」であることは基本原
則として忘れないでください。	間違っても「"愛情表
現"が上手に使えないのですが」なんて質問を会議室にア
ップしてはいけません(^^;

●グローバル変数とローカル変数

サブルーチンの中では変数の頭が「$$」とか「##」になっ
ているものがあります。これはミスタイプではないのです
か？

変数には、文字列型変数と数値型変数があり、文字型変数
の場合は頭に「$」が、数値型変数の場合には頭に「#」が
付きます。	これらは「グローバル変数」あるいは「広域変
数」と呼ばれ、マクロ全体で常に有効な変数です。
　一方、「$$」や「##」で始まる変数は「ローカル変数」
あるいは「局所変数」と呼ばれ、	これらが使用されている
サブルーチンの中だけ有効です。呼び出し元に復帰した時
点で下位のローカル変数は消滅（初期化）します。
　まず、サブルーチン内では、ローカル変数を用いるよう
にしましょう。	　次の例では、グローバル変数($str1)は、



サブルーチンの中も、呼び出し元に復帰してからも常に値
を維持しています。	サブルーチン	sub1	の中で宣言されて
いるローカル変数($$str2)は、	呼び出し元に戻ると初期化さ
れてしまいカラの文字列（文字なし）になっていることが
わかります。

//	sub_rolac.mac

$str1	=	"A";

message	$str1	+	$$str2;//	dlg_1=>[A]

call	sub1;

message	$str1	+	$$str2;//	dlg_3=>[A]

endmacro;

sub1:

				$$str2	=	"B";

				message	$str1	+	$$str2;//	dlg_2=>[AB]

return;

●ローカル変数の有効範囲

サブルーチンからさらにサブルーチンを呼び出した時、ロ
ーカル変数はどうなるのですか？

ローカル変数は宣言されたサブルーチンの中だけで有効と
説明しました。	サブルーチンからさらに別のサブルーチン
が呼び出された場合、	呼び出されたサブルーチンのローカ
ル変数が呼び出し元に戻った時点で初期化されますが、	呼
び出し元のサブルーチンのローカル変数はそのサブルーチ
ン内では維持されます。

　次の例で、dlg_2	と	dlg_4	でローカル変数	$$str2	が維持さ
れている点に注目してください。



//	subsub.mac

$str1	=	"A";

message	$str1	+	$$str2	+	$$str3;//	dlg_1=>[A]

call	sub1;

message	$str1	+	$$str2	+	$$str3;//	dlg_5=>[A]

endmacro;

sub1:

				$$str2	=	"B";

				message	$str1	+	$$str2	+	$$str3;//	dlg_2=>[AB]

				call	sub2;

				message	$str1	+	$$str2	+	$$str3;//	dlg_4=>[AB]

return;

sub2:

				$$str3	=	"C";

				message	$str1	+	$$str2	+	$$str3;//	dlg_3=>[AC]

return;

●サブルーチンへの引数(1)

サブルーチンへ引数を渡せますか？

引数を指定してサブルーチンへ値を渡せます。call文に続く
ラベルの後ろに引数として指定してください。

//	sub01.mac

call	mess	"hanako";

call	mess	"tarou";

endmacro;

mess:

				message	"Hello	!	"	+	$$1;

return;

●サブルーチンへの引数(2)



引数はひとつしか指定できないのですか？

カンマで区切って並べればいくつでも指定できます。	ま
た、引数をサブルーチン側で参照するには、文字列型の引
数の場合は$$1,	$$2,	$$3…、	数値型の引数の場合は	##1,
##2,##3…とします。	注意しなければいけないのは、これら
の	1,	2,	3	は	call文で指定した引数の並び順であることで
す。	文字列型と数値型の引数が混在する場合は、呼び出す
側とサブルーチンとの間で「型と順番」を一致させるよう
に気をつけてください。

//	sub31.mac

call	mess	"hanako",123,"hidiemaru";

endmacro;

mess:

				message	"Hello	!	"	+	$$1;

				message	"Number	is	"	+	str(##2);

				message	"I	am	"	+	$$3;

return;

●サブルーチンへの引数(3)

サブルーチンへ引数がうまく引き渡せません。

引数の「数」と「型」と「順番」を合わせる必要がありま
す。	次の例は、３つの文字列型変数と２つの数値型変数を
「test」というサブルーチンへ渡しています。	引数の順番



に注意しましょう。特にサブルーチン側での引数の参照順
に留意してください。

call	test	#n1,$s1,$s2,#n2,$s3;

//マクロ処理
endmacro;

test:

				##ukenum1	=	##1;

				$$ukestr1	=	$$2;

				$$ukestr2	=	$$3;

				##ukenum2	=	##4;

				$$ukestr3	=	$$5;

				//サブルーチン本体
				//	...

				//	...

return;

　上の例では、サブルーチン側の「##1」は、call文の
「#n1」を参照しており、次のような関係があることを確認
してください。	呼び出す側とサブルーチンとの間で「型と
順番」を一致させることが大切です。

call側　サブルーチン側
　#n1	<==>	##1
　$s1	<==>	$$2
　$s2	<==>	$$3
　#n2	<==>	##4
　$s3	<==>	$$5

　次のように、文字列型の変数と数値型の変数を分けて考
えてはいけません。

call側　サブルーチン側
　#n1	<==>	##1
　$s1	<==>	$$1
　$s2	<==>	$$2
　#n2	<==>	##2
　$s3	<==>	$$3



●サブルーチンからの戻り値(1)

サブルーチンから戻り値を得ることができますか？

戻り値として変数値をひとつ指定できます。サブルーチン
の終わりを示す「return文」に続いて戻り値を指定します。
次の例は、文字型変数	$$ansを返します。

//	subret1.mac

$str1	=	"A";

message	$str1	+	$str2;//	dlg_1=>[A]

call	sub1;

$str2	=	$$return;

message	$str1	+	$str2;//	dlg_5=>[Axxx]

endmacro;

sub1:

				$$ans	=	"xxx";

return	$$ans;

　復帰先では戻り値を文字列型であれば「$$return」、数値
型であれば「##return」という変数で参照できます。
　次の例は、２つの数値型変数を「calc2Num」サブルーチ
ンへ渡し、これを合計し、答えを数値型変数で呼び出し元
へ返しています。	呼び出し元ではサブルーチンでの計算結
果を「##return」という数値型変数で受け取っています。

//	subcalc1.mac

#a	=	12;

#b	=	34;

call	calc2Num	#a,#b;

#ans	=	##return;

message	str(#ans);//	dlg	=>[46]

endmacro;



calc2Num:

				##n1	=	##1;

				##n2	=	##2;

				##wa	=	##n1	+	##n2;

return	##wa;

●サブルーチンからの戻り値(2)

戻り値を文字で得たいのですが。

サブルーチンからの戻り値は数値型変数だけでなく、文字
列数値型でも得られます。	次の例は上の例とほぼ同じです
が、戻り値を文字列型で返してします。

//	subcalc2.mac

#a	=	12;

#b	=	34;

call	calc2Num	#a,#b;

$ans	=	$$return;

message	$ans;//	dlg	=>[46]

endmacro;

calc2Num:

				##n1	=	##1;

				##n2	=	##2;

				##wa	=	##n1	+	##n2;

				$$wa	=	str(##wa);

return	$$wa;

●サブルーチンからの戻り値(3)

サブルーチンからの戻り値（##return,$$return）を新しい変
数で受けるのは面倒です。



戻り値そのものをマクロ文で利用できます。	次の例は、上
の例とほぼ同じですが、戻り値を新しい変数に格納しない
ですぐに利用してます。

//	subcalc3.mac

#a	=	12;

#b	=	34;

call	calc2Num	#a,#b;

message	"合計"	+	$$return	+	"円";//	dlg	=>[合計46円]
endmacro;

calc2Num:

				##n1	=	##1;

				##n2	=	##2;

				##wa	=	##n1	+	##n2;

				$$wa	=	str(##wa);

return	$$wa;

●サブルーチンからの戻り値(4)

戻り値がひとつしか使えないのでは不便です。

秀丸マクロに限らず、ほとんどの言語では戻り値は１つで
す。複数の戻り値を扱いたい場合は、グローバル変数を用
いることで対応します。

//	subcalc4.mac

#a	=	12;

#b	=	34;

call	calc2Num	#a,#b;

message	"和"	+	str(#wa)	+	"	差"	+	str(#sa);//	dlg	=>[和
46	差-22]



endmacro;

calc2Num:

				##n1	=	##1;

				##n2	=	##2;

				#wa	=	##n1	+	##n2;

				#sa	=	##n1	-	##n2;

return;

　一見、return	文で何も返していないようですが、数値型
変数	#wa,	#saはグローバル変数になっているので、	これら
の変数は元のルーチンでも参照できます。	グローバル変数
はサブルーチンで宣言されてもマクロ全域で有効です。
　こうしてグローバル変数を用いると実質的に複数の戻り
値を返せます。

●サブルーチンと関数

サブルーチンは「ひとかたまりの処理をまとめたもの」と
言うのであれば、「関数と同じ」じゃないかと思うんです
が？

仕事の内容からするとほぼ同じです。	ただ、サブルーチン
は「マクロの実行される行を制御」しているので、関数の
ようにそれ自体が「値を持つ」ことができません。

●サブルーチンのネスト

サブルーチンからさらに別のサブルーチンを呼び出せます
か？



できます。この操作は「サブルーチンのネスト」と呼ば
れ、秀丸マクロでのサブルーチンのネストの深さは20回く
らいが限界になっています。	秀丸エディタ	Ver.8.73で、ネ
スト深さは最大200回までに変更されています。

●サブルーチンのもうひとつの用途

いろんな人の作ったマクロを眺めていると、一度しか呼び
出されていないのにサブルーチンを使っている例がありま
す。	サブルーチンにする価値がないと思うんですが？

「サブルーチンは繰り返し処理に多用される」という原則
からは外れていますね。	ただ、サブルーチンには「全体の
流れを把握しやすくする」役割もあります。	いわゆるトッ
プダウンでマクロの骨組みを作っておき、後で細部を作り
上げておくという手法です。	また、こうして作られたサブ
ルーチンは、他のマクロでも流用できるので生産性が高く
なります。

■［３］サブルーチンの実例

　ここでは、いくつかのサブルーチンの例を示します。

●文字列変換

あくまでも、サブルーチンの作成例です。	各種変換は、変換モ
ジュールを使用すれば、以下のサブルーチンを使用しなくても
可能です。



[半角大文字→小文字の変換]

用途
文字列中の半角アルファベットの大文字を小文字に変
換する。

引数
$$1
変換したい文字列

戻り値
$$return
変換後の文字列

CaseToLOWER:

				##s	=	strlen(	$$1	);

				while(	##s	>	0	){

								##s	=	##s	-	1;

								##code	=	ascii(	midstr(	$$1,	##s,	1	)	);

								if(	##code	>	64	&&	##code	<	91	)##code	=	

##code	+	32;

								$$str	=	char(	##code	)	+	$$str;

				}

				return	$$str;

[半角小文字→大文字の変換]

用途
文字列中の半角アルファベットの小文字を大文字に変
換する。

引数
$$1
変換したい文字列

戻り値
$$return
変換後の文字列



CaseToUPPER:

				##s	=	strlen(	$$1	);

				while(	##s	>	0	){

								##s	=	##s	-	1;

								##code	=	ascii(	midstr(	$$1,	##s,	1	)	);

								if(	##code	>	96	&&	##code	<	123	)##code	=	

##code	-	32;

								$$str	=	char(	##code	)	+	$$str;

				}

				return	$$str;

[全角→半角変換]

用途
文字列中の全角ひらがな＆カタカナを半角カタカナに
変換する。

引数
$$1
変換したい文字列

戻り値
$$return
変換後の文字列

CaseToHANKAKU:

				##hwnd	=	hidemaruhandle(	0	);

				openfile	"/h	";

				##s_hwnd	=	hidemaruhandle(	0	);

				insert	$$1;

				selectall;

				tohankaku;

				gofileend;

				$$tmp	=	gettext(0,0,x,y);

				setactivehidemaru	##hwnd;

				closehidemaruforced	##s_hwnd;

				return	$$tmp;

[半角カタカナ＆全角ひらがな(カタカナ)→全角カタカナ



(ひらがな)変換]

用途
文字列中の半角カタカナと全角ひらがな(カタカナ)を
全角カタカナ(ひらがな)に変換する。

引数
$$1
変換したい文字列

##2
=	0	の場合は全角カタカナへ変換する。
=	1	の場合は全角ひらがなへ変換する。

戻り値
$$return
変換後の文字列

CaseToZENKAKU:

				##hwnd	=	hidemaruhandle(	0	);

				openfile	"/h	";

				##s_hwnd	=	hidemaruhandle(	0	);

				insert	$$1;

				selectall;

				if(	##1	)	tozenkakuhira;

				else	tozenkakukata;

				gofileend;

				$$tmp	=	gettext(0,0,x,y);

				setactivehidemaru	##hwnd;

				closehidemaruforced	##s_hwnd;

				return	$$tmp;

●日付・曜日の各種フォーマットへの変換

[現在の日付を別々にグローバル変数にセットする]

用途
現在の日付情報を	$YEAR,	$MONTH,	$DATE,	$WEEK



にセットする。	引数
$$1:　YY/MM/DD	形式の日付	(date	キーワードで取得)

戻り値
なし($YEAR,$MONTH,$DATE,$WEEKに現在の日付が
セットされている)

GetNowDate:

				$YEAR		=	leftstr(	$$1,	2	);

				$MONTH	=	midstr(	$$1,	3,	2	);

				$DATE		=	midstr(	$$1,	6,	2	);

				$WEEK		=	midstr(	$$1,	9,	2	);

				

				return;

(補足)
ver.3.02から、年・月・日をそれぞれ返す	year,	month,	day	な
どのキーワードが追加されました。但し、これらのキーワ
ードは、マクロの実行開始時または	refreshdatetime	文実行
時の時刻を返します。
詳しくは、秀丸マクロヘルプの「内部的な値を表現するキ
ーワード」-「日付と時刻関連」を参照してください。

[日付→和曜日変換]

用途
指定された日付(YY/MM/DD)の曜日を調べて「日〜
土」を返す。

引数
$$1

YY/MM/DD	形式の日付	(date	キーワードで取得)
戻り値

$$return
得られた曜日("月"等の漢字１文字)



DateToDay_JPN:

				if(	!#DEFINED	){

								#MON[0]	=	0;

								##a	=	1;

								while(	##a	<	12	){

												if(	##a==2	)	##i	=	28;

												else	if(	##a==4	||	##a==6	||	##a==9	||	

##a==11	)

																##i	=	30;

												else	##i	=	31;

												#MON[##a]	=	#MON[##a-1]	+	##i;

												##a	=	##a	+	1;

								}

								#DEFINED	=	1;

				}

				##y	=	val(	leftstr($$1,4)	);

				##m	=	val(	midstr($$1,5,2)	);

				##date	=	val(	rightstr($$1,2)	)	+	#MON[##m-1]	+

								(##y-1)*365	+	(##y-1)/4	-	(##y-1)/100	+	(##y-

1)/400;

				if(	(!(##y%4))	&&	(	##y%100	||	(!(##y%400))	)	&&	

##m	>	2	)

								##date	=	##date	+	1;

				return	midstr("日月火水木金土",(##date%7)*2,2);

(補足)
ver.3.02から、dayofweek	キーワードが追加されました。但
し、これらのキーワードは、マクロの実行開始時または
refreshdatetime	文実行時の時刻を返します。
詳しくは、秀丸マクロヘルプの「内部的な値を表現するキ
ーワード」-「日付と時刻関連」を参照してください。

[日付→英曜日変換]

用途
指定された日付(YY/MM/DD)の曜日を調べて「Sun〜
Satur」を返す。	引数



$$1
YY/MM/DD	形式の日付	戻り値

$$return
得られた曜日("Sun"等の文字列)

DateToDay_ENG:

				if(	!#DEFINED	){

								#MON[0]	=	0;

								##a	=	1;

								while(	##a	<	12	){

												if(	##a==2	)	##i	=	28;

												else	if(	##a==4	||	##a==6	||	##a==9	||	

##a==11	)

																##i	=	30;

												else	##i	=	31;

												#MON[##a]	=	#MON[##a-1]	+	##i;

												##a	=	##a	+	1;

								}

								$DAY[0]	=	"Sun";

								$DAY[1]	=	"Mon";

								$DAY[2]	=	"Tues";

								$DAY[3]	=	"Wednes";

								$DAY[4]	=	"Thurs";

								$DAY[5]	=	"Fri";

								$DAY[6]	=	"Satur";

								#DEFINED	=	1;

				}

				##y	=	val(	leftstr($$1,4)	);

				##m	=	val(	midstr($$1,5,2)	);

				##date	=	val(	rightstr($$1,2)	)	+	#MON[##m-1]	+

								(##y-1)*365	+	(##y-1)/4	-	(##y-1)/100	+	(##y-

1)/400;

				if(	(!(##y%4))	&&	(	##y%100	||	(!(##y%400))	)	&&	

##m	>	2	)

								##date	=	##date	+	1;

				return	$DAY[##date%7];

●その他



[指定されたセパレータで区切られた文字列を配列に格納
する]

用途
CSV	フォーマットや	ini	ファイルのデータを切り分け
る	引数
$$1

データ文字列($$2	で区切られた文字列)	$$2
データ区切り子

戻り値
##return

得られたデータの数(データそのものは	$DATA[]
配列で返す…	$DATA[0]〜$DATA[##return-1]	まで)

SPLIT_DATA:

				##l	=	strlen(	$$1	);

				##p	=	strlen(	$$2	);

				##a	=	0;

				while(	1	){

								if(	!##l	)	break;

								##s	=	strstr(	$$1,	$$2	);

								if(	##s	==	-1	){

												$DATA[##a]	=	$$1;

												##a	=	##a	+	1;

												break;

								}

								$DATA[##a]	=	leftstr(	$$1,	##s	);

								##l	=	##l	-	##s	-	##p;

								$$1	=	rightstr(	$$1,	##l	);

								##a	=	##a	+	1;

				}

				return	##a;

[範囲選択領域内の置換]

用途



範囲選択した領域内で置換を実行する
引数

$$1
検索文字列

$$2
置換文字列

##3
検索オプションのフラグ(Ｑ＆Ａ参照)

戻り値
##return

置換された文字列の数

備考	：	Ver.2.16	以降では検索系のコマンドに	inselect	オプ
ション(範囲選択領域内の検索)が追加されました。

replace_in_selected_region:

				escape;

				//		選択範囲の座標を取得
				moveto	selendx,	selendy;

				##ex	=	column+1;	##ey	=	lineno;

				moveto	seltopx,	seltopy;

				##tx	=	column+1;	##ty	=	lineno;

				##selfound	=	

getininum("hidemaru.ini","Env","SelectFound");

				writeininum	"hidemaru.ini",	"Env",	"SelectFound",	

1;

				//		前回の検索文字列、検索オプションを保存
				$$s_buf	=	searchbuffer;	##s_opt	=	searchoption;

				//		検索条件を設定
				setsearch	$$1,	##3;

				##num	=	0;

				while(	1	){

								finddown;

								if(	!result	)	break;

								else	{

												disabledraw;

												escape;



												##tc	=	column	+	1;

												##tl	=	lineno;

												moveto	selendx,	selendy;

												##ec	=	column	+	1;

												##el	=	lineno;

												//	選択範囲を出たら終了
												if(	(##el>##ey)||((##el==##ey)&&

(##ec>##ex))	)	break;

												beginsel;

												movetolineno	##tc,	##tl;

												enabledraw;

												if(	##3&8	){

																//	置換の確認
																question	"置換しますか？";
																if(	!result	){

																				escape;

																				continue;

																}

												}

												delete;

												insert	$$2;

												##ey	=	##ey	+	lineno	-	##el;

												##num	=	##num	+	1;

								}

				}

				enabledraw;

				setsearch	$$s_buf,	##s_opt;	//		検索条件の復帰
				writeininum	"hidemaru.ini",	"Env",	"SelectFound",	

##selfound;

				return	##num;

目次に戻る





第III部〜秀丸マクロのいろはにほへ
と
　秀丸エディタウィンドウの管理



●秀丸エディタウィンドウの管理

秀丸マクロは現在編集中の文書に対する処理の他に、別のファイルやウ
ィンドウを開いてそのファイルを処理したり、	さらに変更内容を保存し
てファイルを閉じる、といったことができるようになっています。	この
ような複数の秀丸エディタウィンドウにまたがった処理を行うために、
秀丸マクロには専用のコマンド群が用意されていますが、	ここでは、そ
れらのコマンドの基本的な解説と、実際にコマンドを使う上でいくつか
注意すべき点をまとめました。

【１】マクロから別の秀丸エディタウィンドウを開く
【２】複数の秀丸エディタウィンドウの間を移動する
【３】(補足)色々な方法でウィンドウを開く
【４】(補足)秀丸エディタウィンドウの間を移動時の注意点

【１】マクロから別の秀丸エディタウィンドウを開く

マクロの編集系や検索系の各種コマンドや関数は、全て現在マクロ
を実行しているウィンドウに対して働くわけですが、	まだ秀丸エデ
ィタで開いていないファイルに対してこれらのコマンドを使うには
どうしたらよいでのしょうか？

ここでは、あるファイル(例えば備忘録や雑記メモ)を開いて、その
ファイルの一番後ろにカーソルを移動するマクロを作りながら、	そ
の方法について解説していくことにしましょう。

[1-1]	ファイルを開く

まず、マクロからファイルを開くにはopenfileコマンドを使用

します。	ここで、コマンドの引数には開きたいファイルのファ
イル名を指定します。	例えば、開きたいファイルの名前が	



C:\foodir\memo.txt	だとすると、このファイルを開くには以下
のように指定します。

//	メモファイルを開く
openfile	"C:\\foodir\\memo.txt";

ファイル名のパスの区切りの円記号を２つ重ねていますが、	何
故そうするかについてはこちらの解説を参照してください。	ま
た、パス名に空白を含むファイル名の場合は以下のようにファ
イル名を(円記号＋)２重引用符で括ってください。

//	メモファイルを開く(パス名に空白を含む)
openfile	"\"C:\\My	Documents\\memo.txt\"";

このマクロを実行した結果、どのようにファイルが開かれるか
はマクロを実行するウィンドウやその他の状態によって異なり
ますが、	その結果自体は秀丸エディタの「ファイルを開く」で
ファイルを開いたのと同じです。	すなわち、このファイルを開
いている他の秀丸エディタウィンドウがなければ、新規ウィン
ドウで実行した場合はそのウィンドウに、	別のファイルを開い
ているウィンドウで実行した場合は、新しくウィンドウが開い
てそのファイルが読み込まれた状態になります。	一方、このフ
ァイルを開いている他のウィンドウがある場合、その結果は秀
丸エディタの「排他制御」の設定によって異なります。

いずれにしても、このコマンドが成功した時点で指定したファ
イルが開かれたウィンドウが画面上の一番手前にあり、	かつ以
降のマクロコマンドはこのウィンドウが操作対象になります。
したがって、例のことを実行するマクロは以下のように書けば
よいことになります。

//	メモファイルを開く
openfile	"C:\\foodir\\memo.txt";

if	(result	==	false){

				//	ファイルが開けなかった場合
				message	"メモファイルが開けません";

https://help.maruo.co.jp/be_hidemac/html/05_Esc.html


				endmacro;

}

//	ここに来た時点でマクロの実行は	"memo.txt"	に移っている
//	"memo.txt"	の終わりに移動
gofileend;

ファイルがなかったり名前が間違っていたりその他の理由でフ
ァイルが開けなかった場合、	openfile	コマンドのあとの	result
キーワードは	false(==	0)	になっている	(成功した場合は	true	
(==	1)になる)ので、	それを利用してここで示したようにきちん
とエラー処理を行いましょう。

[1-2]	「ファイルを開く」ダイアログを表示してファイルを開
く

openfile	コマンドに完全なファイル名を指定する代わりにワイ
ルドカード文字("*"	や	"?")を含んだファイル名を指定すると、
それにマッチするファイルのみを表示した「ファイルを開く」
ダイアログを出して、ユーザーが開くファイルを選択できるよ
うになります。	例えば、C:\foodir	中のテキストファイルのどれ
かを開くためのダイアログを出すには以下のようにopenfile	コ
マンドを使います。

//	「ファイルを開く」ダイアログを出してファイルを開く
openfile	"C:\\foodir\\*.txt";

[1-3]	オプション付きでファイルを開く

openfile	コマンドの引数には、以下のようにファイル名の他に
秀丸エディタの起動オプション	も指定することができます。

openfile	"C:\\foodir\\memo.txt";	//	普通に開く
openfile	"/r	C:\\bardir\\file.txt";	//	書き込み禁止で開く
openfile	"/h	C:\\bazdir\\work.txt";	//	ステルスモードで開く(後
述)

https://help.maruo.co.jp/hidemaru/html/230_Option.html


openfile	"/je	\"C:\\My	Documents\\memo.txt\"";	//	開いた後に
カーソルをファイルの最後に移動

ここで、最後は空白を含んだパス名を持つファイルをオプショ
ン付きで開く時の２重引用符での括り方の例になっています。

ちなみに、openfileの第２引数にファイルを開く時の(デフォル
トの)文字コードを指定できます。

//	文字コードを指定してファイルを開く
openfile	"C:\\foodir\\memo.txt",	sjis;

//	「ファイルを開く」ダイアログを出してファイルを開く(デフォルトの文
字コードを指定)
openfile	"C:\\foodir\\*.txt",	jis;`

[1-4]	新規ウィンドウを開く

最後に、既にあるファイルでなくまっさらな状態の新しい秀丸
エディタウィンドウを開く方法についてですが、	これには先に
説明したopenfileコマンドの引数でファイル名を指定しない(起
動オプションはあってもよい)か、	または別コマンドのnewfile

コマンドを使えばできます。	但し、openfileを使った場合は、

そのコマンドを実行する秀丸エディタウィンドウが同じくまっ
さらなウィンドウだった時は新しいウィンドウは開かれないの
で注意が必要です。	というわけで、確実に新しいウィンドウを
開きたい時はnewfile	コマンドの方を使ってください。	ま
た、openfileコマンドでファイルを指定する場合も、コマンド

を実行したウィンドウが新規ウィンドウだった時は、	新しいウ
ィンドウは開かれずにマクロを実行したウィンドウに読み込ま
れます。	よって、確実に新しいウィンドウでファイルを開きた
い場合は、以下のようにnewfile	と	openfile	を組み合わせて実
行してください。

//	確実に新しいウィンドウでファイルを開く



newfile;	//	確実に新規ウィンドウを開く
openfile	"C:\\MyDocuments\\memo.txt";	//	今開いたウィンドウに
ファイルが読み込まれる

但し、このように開く場合は起動オプションを指定できないの
で、起動オプションを指定したい場合はこの方法は使えませ
ん。	以下のようにすれば起動オプションを指定しつつ確実に別
のウィンドウでファイルを開くことができますが、	元のまっさ
らなウィンドウをいじることになりますので、その旨を理解し
た上で行ってください。

//	起動オプションを指定しつつ確実に新しいウィンドウでファイルを開く
//	まっさらなウィンドウだった場合は改行を挿入してまっさらでなくする
if	(filename	==	""	&&	updated	==	false)	insert	"\n";

openfile	"/r	C:\\foodir\\memo.txt";	//	読込み専用で別ウィンド
ウを開く

ここではまっさらなウィンドウをまっさらでなくするために改
行を挿入していますが、	他にもchangename	コマンドで適当なフ
ァイル名をつける方法もあります。

[1-5]	ウィンドウを閉じる

今度は逆にウィンドウを閉じる方法ですが、現在マクロを実行
しているウィンドウを閉じるには	exit、または	quitコマンドを
使用します。	また、ウィンドウを閉じる前に編集内容を保存し
たい時はsaveexit	コマンド、	もしくはただの	save	コマンドと	
exitコマンドを組み合わせて使います。

但し、これらの終了コマンドを使うとマクロの実行自身も終わ
ってしまうので注意が必要です。	これはopenfile	を使って開い
たウィンドウでも同様で、自動的にマクロの実行が元のウィン
ドウに戻ることはありません。	例えば、マクロ中で作業用ウィ
ンドウを開いてその上で作業をした後に、	元のウィンドウに戻



って作業を続けようとして以下のようなマクロを作っても、意
図した動作をしないわけです。

//	作業ウィンドウを開いてその後元のウィンドウに戻る…？？

//	文字列変数に格納した文字を小文字に変換
$s	=	"ABCDEF";	//	これを	"abcdef"	に変換する
newfile;							//	作業ウィンドウを開く
insert	$s;					//	文字列を挿入
selectall;					//	全て選択
tolower;							//	小文字に変換
selectall;					//	全て選択
$s	=	gettext(seltopx,seltopy,selendx,selendy);	//	選択範囲の
文字列を取得
quit;										//	このウィンドウを閉じる
insert	$s;					//	元のファイルに挿入…あれ？

この例では、最後の	insertコマンドが元のウィンドウで実行さ
れることを期待しているわけですが、	実際にやってみると、そ
の前の	quitコマンドが実行されて作業ウィンドウが閉じた時点
でマクロが終了してしまい、	元のウィンドウに文字は挿入され
ません。

今の例のように、マクロ中で開いたウィンドウを閉じた後も元
のウィンドウでマクロの実行を続けたい場合や、	いくつかのウ
ィンドウを開いた状態でそれらのウィンドウを行ったり来たり
しながらマクロを実行するには、	以下の章で説明するウィンド
ウ管理系のコマンドを使う必要があります。

【２】複数の秀丸エディタウィンドウの間を移動する

前章の最後の例を正しい形で実現するには、以下の２点を解決する
必要があります。

途中で開いた作業ウィンドウからマクロの実行を終了させるこ
となく元のウィンドウに戻るには？

開いた作業ウィンドウをマクロの実行を終了させることなく閉



じるには？

これらの内、前者はもっと一般的に

マクロの実行を終了させることなく他のウィンドウに移動して
マクロの実行を続けるには？

と言い換えてもいいわけですが、これはさらに細かく

(移動先の)他のウィンドウをどうやって指定するか？

マクロの実行対象を他のウィンドウに移動するにはどうすれば
よいか？

という問題に分けることができます。	以下ではまずこの最初の問
題、すなわち「他のウィンドウをどうやって指定するか？」につい
て解説します。

[2-1]	他のウィンドウを指定する

現在開かれているウィンドウをマクロ中で指定するのに、以下
のような２通りの方法が用意されています。

ウィンドウ番号(ウィンドウの並び順)による指定

ウィンドウ番号とは秀丸エディタウィンドウを画面手前か
ら順番に０から数えたもので、	同じウィンドウでも、画面
上の位置関係が変わるとそれに従ってウィンドウ番号も変
化します。

例えば以下の左図のような配置では、Ａ、Ｂ、Ｃの３つの
ウィンドウにはそれぞれ０、１、２のウィンドウ番号が割
り振られます。	ここで、右図のようにウィンドウＣを一番



手前に持ってくると、	ウィンドウ番号の割り振りがそれぞ
れＡのウィンドウ番号＝１、Ｂ＝２、Ｃ＝０	に変化しま
す。

ウィンドウ番号
ウ
ィ
ン
ド
ウ
Ｃ
を
→
一
番
手
前
に
す
る

また、前章の例のようにマクロ中で他のウィンドウを開い
た場合を考えると、	ウィンドウを開く前はマクロを実行し
ているウィンドウが一番手前にあるはずなので、	そのウィ
ンドウのウィンドウ番号は０です。次に、openfile	や	
newfile	で新しいウィンドウを開くと、	そのウィンドウが
一番手前に来ますからウィンドウ番号は０、また元のウィ
ンドウはその後に回るのでウィンドウ番号は１に変わりま
す。	ちなみに、マクロの実行は新しく開いたウィンドウに
自動的に変わっていたので、	マクロを実行しているウィン
ドウのウィンドウ番号は常に０になっています。	なお、こ
の性質は後から解説するウィンドウ間を移動するコマンド
でウィンドウを移動した場合も成り立ちます。

さて、あるファイルが開かれているかどうか、また開かれ



ていた時にそのウィンドウ番号を取得するには以下の関数
を使います。

findhidemaru(filename)

findhidemaru関数は、指定された名前(filename)を持つファ
イルが(秀丸エディタで)開かれている場合は、	そのウィン
ドウのウィンドウ番号を返します。	また、そのファイルを
開いているウィンドウが存在しない時、	もしくは指定した
ファイルを開いているウィンドウが現在マクロを実行して
いるウィンドウだった場合は	(ウィンドウ番号０を返す様
に思えますが何故か(^^;)-1	を返します。

以下のサンプルマクロは、指定したファイルが開かれてい
ればそのウィンドウ番号を、	開かれていないかまたは開い
ているがそのウィンドウでマクロを実行した場合は	-1	をメ
ッセージボックスで表示します。

//	ウィンドウ番号を表示するサンプルマクロ
#H_ORDER	=	findhidemaru("c:\\hidemaru\\install.txt");

message	"ウィンドウ番号	=	"	+	str(#H_ORDER);

ウィンドウハンドル(各ウィンドウに固有の数値)による
指定

ウィンドウハンドルとは、ＯＳが個々のウィンドウを識別
するためにウィンドウに付与する整数値です。	これは秀丸
エディタウィンドウだけでなく全てのウィンドウに割り振
られていますが、	この値はウィンドウが開かれた時から閉
じられるまで同じ値を取ります。

※	同じファイルでも、ウィンドウを一度閉じてからまた開
いた場合はウィンドウハンドルは一般に異なる値になりま



す。

前述したウィンドウ番号はウィンドウの配置を変えるとそ
れにしたがって同じウィンドウでも番号が変化していたの
で、	ウィンドウを指定する時には現在のウィンドウの配置
がどうなっているかを常に意識する必要があります。	一
方、ウィンドウハンドルを使えば、ウィンドウの位置関係
によらずに常に同じ値でウィンドウを指定することができ
ます。

さて、ウィンドウハンドルを取得するには以下の関数を使
います。

hidemaruhandle(windoworder)

この関数は、指定されたウィンドウ番号(windoworder)を持
つウィンドウのウィンドウハンドルを返します。	また、無
効なウィンドウ番号を指定した場合は	-1	を返します。	以
下は指定したファイルを開いているウィンドウのウィンド
ウハンドルを表示するサンプルマクロです。

//	ウィンドウハンドルを表示するサンプルマクロ
//	まずウィンドウ番号を取得
#H_ORDER	=	findhidemaru("c:\\hidemaru\\install.txt");

if	(#H_ORDER	!=	-1)	{

				//	有効なウィンドウ番号だった
				#H_HANDLE	=	hidemaruhandle(#H_ORDER);

}	else	{

				//	無効なウィンドウ番号だった
				if	(filename	==	"c:\\hidemaru\\install.txt")	{

								//	現在マクロを実行中のウィンドウで開いていた場合
								#H_HANDLE	=	hidemaruhandle(0);	//	マクロを実行中
のウィンドウのウィンドウ番号は必ず０
				}

}

message	"ウィンドウハンドル	=	"	+	str(#H_HANDLE);

なお、このサンプルの無効なウィンドウ番号だった場合の



処理で、	現在のウィンドウが指定されたファイルを開いて
いる場合をわざわざ確認していますが、	これは前節で説明
したfindhidemaru	関数の仕様(現在のウィンドウで開いてい
るファイル名を渡された場合も-1	を返す)のためです。	ま
た、その中の処理で現在のウィンドウのウィンドウハンド
ルを取得するためにhidemaruhandle(0)	という書き方をして
いますが、	先程のウィンドウ番号の説明で述べたウィンド
ウ番号の性質を考えると、	これが現在マクロを実行中のウ
ィンドウのウィンドウハンドルを取得する最も確実な方法
です。

[2-2]	マクロの実行対象を他のウィンドウに移動する

前節で解説した２通りのウィンドウの指定方法を使って、実際
にマクロの実行対象を他のウィンドウに移すには、	
setactivehidemaru	コマンドを用います。	setactivehidemaruコ
マンドの引数に移動先のウィンドウのウィンドウ番号、または
ウィンドウハンドルを指定すれば、	そのウィンドウが画面の一
番手前に移動し(つまりウィンドウ番号が０になる)、	そのコマ
ンド以降のマクロ文の実行は全てこのウィンドウが対象になり
ます。

以下のサンプルマクロは、元のウィンドウの内容を新しく開い
たウィンドウに一行ずつコピーするマクロです。

//	現在のウィンドウの内容を新規ウィンドウに１行ずつコピー
#HWND	=	hidemaruhandle(0);	//	現在のウィンドウのウィンドウハンド
ルを取得
newfile;	//	新規ウィンドウを開く

//	以下の文は新規ウィンドウで実行される
#HWND_NEW	=	hidemaruhandle(0);	//	今開いたウィンドウのウィンド
ウハンドルを取得
setactivehidemaru	#HWND;	//	元のウィンドウに戻る



//	以下の文は元のウィンドウで実行される
gofiletop;	//	ファイルの先頭にカーソルを移動
while	(code	!=	eof)	{	//	ファイルの終わりまでループ
				copyline;	//	行のコピー
				setactivehidemaru	#HWND_NEW;	//	コピー先ウィンドウに移動

				//	以下新規ウィンドウで実行
				paste;	//	コピーした行を貼り付ける
				gofileend;	//	ウィンドウの終わりにカーソルを移動
				setactivehidemaru	#HWND;	//	コピー元ウィンドウに移動

				//	以下元のウィンドウで実行
				movetolineno	1,	lineno	+	1;	//	１行下がる
				if	(result	==	false)	break;	//	最後の行が改行で終わっていな
い場合への対処
}

setactivehidemaru	#HWND_NEW;	//	コピー先ウィンドウを手前にして
終了

このサンプルマクロを実際に実行すると、元のウィンドウとマ
クロ中で新しく開いたウィンドウが目まぐるしく(^^;入れ替わ
りながら、	行のコピー＆ペーストが行われている様子が見て取
れると思います。

なお、この例では全ての	setactivehidemaruコマンドにウィンド
ウハンドルを渡していましたが、	先に説明したようにウィンド
ウ番号を渡してもＯＫなので以下のようにも書けます。

//	現在のウィンドウの内容を新規ウィンドウに１行ずつコピー
//	setactivehidemaru	にウィンドウ番号を渡すバージョン
newfile;	//	新規ウィンドウを開く

//	以下の文は新規ウィンドウで実行される
setactivehidemaru	1;	//	元のウィンドウに戻る

//	以下の文は元のウィンドウで実行される
gofiletop;

while	(code	!=	eof)	{

				copyline;

				setactivehidemaru	1;	//	コピー先ウィンドウに移動
				

				//	以下新規ウィンドウで実行
				paste;



				gofileend;

				setactivehidemaru	1;	//	コピー元ウィンドウに移動
				

				//	以下元のウィンドウで実行
				movetolineno	1,	lineno	+	1;

				if	(result	==	false)	break;

}

setactivehidemaru	1;	//	コピー先ウィンドウを手前にして終了

ここで、全ての	setactivehidemaru	コマンドに	(ウィンドウ番
号)	1	を渡していますが、	これはコピー元ウィンドウとコピー
先ウィンドウが必ず画面の一番手前(＝ウィンドウ番号０…マク
ロの実行対象)と、	そのすぐ後ろ(＝ウィンドウ番号１)に配置さ
れているはずだからです。

ちなみに、他のウィンドウにマクロの実行を移すコマンドは、	
setactivehidemaru	コマンドの他にも	nexthidemaru	(一番後ろの
ウィンドウが手前に来る)	や	prevhidemaru	(一番手前のウィンド
ウが一番後ろに回る)	コマンドがあります。これらを使うと上
のサンプルマクロを以下のように書き換えることもできます。

//	現在のウィンドウの内容を新規ウィンドウに１行ずつコピー
//	nexthidemaru/prevhidemaru	を使うバージョン
newfile;	//	新規ウィンドウを開く

//	以下の文は新規ウィンドウで実行される
prevhidemaru;	//	新規ウィンドウを一番後ろに回す

//	以下の文は元のウィンドウで実行される
gofiletop;

while	(code	!=	eof){

				copyline;

				nexthidemaru;	//	新規ウィンドウを一番手前に戻す

				//	以下新規ウィンドウで実行
				paste;

				gofileend;

				prevhidemaru;	//	新規ウィンドウを一番後ろに回す

				//	以下元のウィンドウで実行
				movetolineno	1,	lineno	+	1;



				if	(result	==	false)	break;

}

nexthidemaru;	//	新規ウィンドウを一番手前に戻して終了

setactivehidemaruを使った場合は一番手前とそのすぐ後ろのウ

ィンドウを入れ替えていましたが、	この例では一番手前と一番
後ろのウィンドウを入れ替えています。	これはマクロを実行し
たウィンドウの他に秀丸エディタウィンドウを開いていた場合
でもちゃんと動作するようにするためです。

[2-3]	マクロの実行を終了することなくウィンドウを閉じる

この章の最初に示した問題の残り、「マクロの実行を終了する
ことなく作業ウィンドウを閉じること」についてですが、	これ
は前節で説明したsetactivehidemaru	その他のウィンドウを移動
するコマンドと、	closehidemaru	または	closehidemaruforced	コ
マンドを組み合わせることで実行できます。	
closehidemaru(forced)	は両者とも引数で渡されたウィンドウ番
号またはウィンドウハンドルを持つウィンドウを閉じるコマン
ドですが、	閉じようとしているウィンドウが編集されていた場
合、コマンドが失敗する(closehidemaru)か、	編集内容を強制的
に破棄して終了する(closehidemaruforced)か、という点が異な
ります。

コマンドが出揃った所で、前章の最後のサンプルマクロを完成
させましょう。

//	作業ウィンドウを開いてその後元のウィンドウに戻る(完成版)

//	文字列変数に格納した文字を小文字に変換
$s	=	"ABCDEF";	//	これを	"abcdef"	に変換する
#HWND	=	hidemaruhandle(0);	//	元ウィンドウのウィンドウハンドルを
取得
newfile;	//	作業ウィンドウを開く

//	以下は作業ウィンドウでの処理



#HWND_WORK	=	hidemaruhandle(0);	//	作業ウィンドウのウィンドウハ
ンドルを取得
insert	$s;	//	文字列を挿入
selectall;	//	全て選択
tolower;	//	小文字に変換
selectall;	//	全て選択
$s	=	gettext(seltopx,seltopy,selendx,selendy);	//	選択範囲の
文字列を取得
setactivehidemaru	#HWND;	//	元のウィンドウに戻る

//	元のウィンドウでの処理
closehidemaruforced	#HWND_WORK;	//	作業ウィンドウを(強制的に)
閉じる
insert	$s;	//	元のファイルに挿入

ちなみに、closehidemarusavedといった「保存して終了する」

ようなコマンドは用意されていないので、	もし終了する前に保
存する必要がある場合は、閉じる前にそのウィンドウに移動し
てsave	等のコマンドを使って明示的に保存しましょう。

[2-4]ファイル名リストのファイルについて１つづつマクロを
実行する

最後に、今まで説明したウィンドウ操作系コマンドとマクロ中
で別のマクロを実行するexecmacro	コマンドを組み合わせて、
(grepの結果ウィンドウのような)ファイル名のリストについてそ
のファイル１つ１つに対して別のマクロを実行するサンプルを
紹介します。

//	秀丸マクロバッチ処理もどき
//

//	秀丸ウィンドウにファイル名のリストを書いておきます。
//	grep結果でも可、但し手抜きなのでパス名に"("を含む場合は不可、
//	最終行は読み取れないので改行を入れてください。
//	各行の先頭文字列をファイル名とし、起動して$MacroNameで指定したマ
クロを
//	実行するのを各ファイル毎に繰り返します。
//	$MacroNameのマクロでファイルを更新した場合は必ずsave;が必要。
//

$MacroName	=	"test.mac";



//	現在のhidemaruhandle保存
#hid	=	hidemaruhandle(0);

gofiletop;

//	ファイル名取得・マクロ実行ループ
while(code	!=	eof)	{

				beginsel;

				searchdown	"\\n|\\(",regular;

				$file=gettext(seltopx,	seltopy,	selendx,	selendy);

				//	存在確認
				if	(!existfile($file))	{

								message	"以下のファイルが見つかりませんでした。処理を中断
します。\n\n"	+	$file;
								break;

				}

				//	秀丸起動
				openfile	$file;

				#hid2	=	hidemaruhandle(0);

				//	マクロ実行
				execmacro	$MacroName;

				//	テンポラリ画面を閉じる
				setactivehidemaru	#hid;

				closehidemaru	#hid2;

				//	最終行だったら終わり
				golineend2;

				if	(code	==	eof)	break;

				down;

				golinetop2;

}

endmacro;

【３】(補足)	色々な方法でウィンドウを開く

マクロから他のウィンドウを開くための解説は一通りしたわけです
が、	この章ではもう少し実際に近いサンプルをいくつか紹介したい
と思います。

[3-1]	既にファイルが開かれているかどうかを確認する

第１章で解説したように、	openfileコマンドで指定したファイ
ルが既に開かれていた場合、	その後の動作は秀丸エディタの
「排他制御」の設定によって変わります。	結果的にコマンドが



成功したらそのファイルを開いたウィンドウが一番手前に来て
いるので、	その後のマクロの動作に影響はないといえます。	で
すが、できればそのような設定によらずに同じ動作をするよう
なマクロを作れれば、	それはそれでスマートなことではありま
す。

というわけで、以下は排他制御の設定によらずに既に指定した
ファイルが開いていたらそのウィンドウを一番手前に持ってく
る(開いていなければ新しく開く)、	という処理を行うサンプル
マクロです。

//	ファイルを開く・またはウィンドウを一番手前に持ってくる
$file	=	"C:\\foodir\\memo.txt";	//	ファイル名
#H_ORDER	=	findhidemaru($file);	//	まずウィンドウ番号を取得
if	(#H_ORDER	!=	-1)	{	//	ウィンドウが見つかった
				#HWND	=	hidemaruhandle(#H_ORDER);	//	ウィンドウハンドルを
取得
				setactivehidemaru	#HWND;	//	そのウィンドウを手前にする
}	else	{	//	まだ開かれていないか、自分で開いているか
				if	($file	!=	filename)	{	//	まだ開かれていなかった
								openfile	$file;	//	新しく開く
								if	(result	==	false)	{

												message	$file	+	"が開けません";
												endmacro;

								}

				}

				//	ここに来るのはファイルを開いているのが自分自身か、
				//	もしくは新しく開いて成功したかどちらか
				#HWND	=	hidemaruhandle(0);	//	いずれにしてもそのウィンドウ
は一番手前に来ているはず
}

//	この時点で	#HWND	に	$file	のウィンドウハンドルが入っていて
//	なおかつそのウィンドウが一番手前に来ているはず

[3-2]	作業ウィンドウを見えない状態で開く

さて次のサンプルは、第１章の最後の例でもありましたが、	マ
クロ中で一時的に使うための作業ウィンドウを開く処理です。
ところで、作業ウィンドウはマクロの実行中にだけ必要なもの



で、なおかつ作業の様子はなるべく見られたくないですから、
できればウィンドウが見えない状態で開ければ一番いいわけで
す。	で、まさにそういう(いわゆる「ステルス状態」の)ウィン
ドウを開くための起動オプション("/h")が用意されているので、
ここでもそれを使うことにしましょう。

//	ウィンドウを見えない状態で開くサンプルマクロ

//	以下の処理が必要な理由は第１章を参照
#modify_org	=	false;	//	元のウィンドウをいじったかどうかのフラグ
if	(filename	==	""	&&	modified	==	false)	{	//	元のウィンドウ
が新規ウィンドウの場合
				insert	"\n";	//	下の	openfile	が失敗しない様に一時的に更新し
ておく
				#modify_org	=	true;	//	あとで元に戻す
}

#hwnd_org	=	hidemaruhandle(0);	//	元のウィンドウのウィンドウハ
ンドルを取得しておく
openfile	"/h";	//	ステルス状態で新規ウィンドウを開く
#hwnd_work	=	hidemaruhandle(0);	//	ステルスウィンドウのウィンド
ウハンドルを取得

...	//	作業ウィンドウで何かの仕事をする

setactivehidemaru	#hwnd_org;	//	最後に元のウィンドウに戻る
closehidemaruforced	#hwnd_work;	//	ステルスウィンドウを閉じる
if	(#modify_org)	undo;	//	元のウィンドウをいじっていたら元に戻す

ここで使ったステルスウィンドウですが、必ずマクロ内で責任
を持って閉じるようにしましょう。	最近のバージョンの秀丸エ
ディタではステルスウィンドウを閉じ忘れても、マクロが終了
したら自動的に可視状態に変わるので、	それほど神経質になる
必要はないのですが、いずれにしても身に覚えのないウィンド
ウが突如(^^;出現するわけですから、	気持ちの悪いことこのう
えないです。	というわけで、上のサンプルのように作業ウィン
ドウを開いたら、ちゃんと後始末をするようにしましょう。

【４】(補足)秀丸エディタウィンドウの間を移動時の注



意点

マクロ実行中にウィンドウを切り替える場合の注意点

[4-1]	外部DLLを使用してる場合

外部DLLをロードしている場合は、loaddll文/loaddll関数の有効
範囲に注意してください。	詳細は、[HMM0081A]●「DLLがロ
ードされてないのにdllfunc関数が使われました」と表示される
の、	「loaddll文/loaddll関数の有効範囲の問題」を参照してくだ
さい。

目次に戻る
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●秀丸エディタウィンドウの管理(タブモード編)

秀丸エディタ	Ver.4.10以降から、「タブモード」が追加されています。
タブを含むウィンドウを複数表示する事も可能です。(タブグループ)

「タブモード」に変更すると、

秀丸エディタのウィンドウ操作　→　タブ操作

になります。

秀丸エディタウィンドウを開く→	タブでひらく

秀丸エディタウィンドウを閉じる	→	タブを閉じる

秀丸エディタウィンドウを切り替える	→	タブを切り替える

「開く」、「閉じる」、「切り替える」に関しては、秀丸エディタウィ
ンドウ操作と同じコマンドを使います。

基本操作は秀丸エディタウィンドウと同じですが、タブ、タブグループ
に関するキーワード、コマンドが追加されています。	タブの操作に関し
ては、追加されたコマンドを使用する事になります。

タブ関連マクロ命令の使い方に関しては、マクロヘルプ-	秀丸エディタ
管理(タブ編) 	に例があるので参考にしてください。

注意
タブに関する各種コマンドを使う場合は、必ず「タブモード」にな
っている事を確認してから使用する事。	ウィンドウモードで、タブ
関連のコマンドを使用しても期待する動作にならない場合がありま
す。

【１】タブグループ
【２】タブ

https://help.maruo.co.jp/hidemac/html/170_TabManagement.html


【１】タブグループ

タブをまとめているタブグループに関する内容です。

タブグループを調べるには2つのキーワードがあります。

tabgroup
グループIDを表します。タブグループに与えられる固有の識別
番号です。	通常、0	から順番に割り当てられていますが、タブ
グループを閉じたりすると飛び飛びの番号になったりもしま
す。	自分自身は	0	とは限りません。

tabgrouporder
タブグループの表示されている順番を表します。（自分自身は
0	になります。)	タブグループの順番が変わるとこの値も変化し
ます。

状況にもよりますが、tabgrouporder(順番)	は、操作すると変化して
しまう場合もあるので、	tabgroup(グループID)	を使ったほうがいい
でしょう。

どちらのキーワードも角カッコで添え字を付けて、他の秀丸エディ
タからも値を得ることができます。	(ウィンドウハンドルさえわか
れば、どちらも取得可能。)

#id			=	tabgroup[hidemaruhandle(1)];

#oder	=	tabgrouporder[hidemaruhandle(1)];

タブグループの数は、tabgrouptotal	キーワードで取得できます。

[1-1]	新しいタブグループを作る

新しいタブグループを作る方法は二つあります。

既存のタブグループから分離する



ファイルを開く時に、新しいタブグループで開く

まず、既存のタブグループから分離するにはsettabgroupコマン

ドを使用します。

コマンドの引数には、

移動対象の秀丸エディタを示す、ウィンドウ番号またはウ
ィンドウハンドル

分離先のグループID

を指定します。

例えば、編集中の秀丸エディタを、グループID	1	のタブへ分離
する場合は以下のようになります。

//	編集中の秀丸エディタを、グループID	1	のタブへ分離する
//タブモードでなければ終了
if(tabmode	==	false)	endmacro;

settabgroup	hidemaruhandle(0),	1;

グループID	1	など既存のタブグループではなく、新しいタブグ
ループを作りたい場合は、グループIDに、-1	を指定します。

//	編集中の秀丸エディタを、新しいタブグループに分離する。
//タブモードでなければ終了
if(tabmode	==	false)	endmacro;

settabgroup	hidemaruhandle(0),	-1;

次に、ファイルを開く時に、新しいタブグループで開く	には、
起動オプション	/i	を指定します。

//	新しいタブグループでファイルを開く
openfile	"/i	\"C:\\My	Documents\\memo.txt\"";

新しいタブグループが作成され、ファイルを開きます。



[1-2]	タブグループ間の移動

残念ながら、タブグループ間を移動する命令は無いため、マク
ロで対応します。	(設定により、タブの移動(次のタブ、前のタ
ブ)で、タブグループ間を含む移動は可能になりますが、単純に
タブグループ間の移動という命令はない。)

例として「次のタブグループ」、「次のタブグループ」に移動
するマクロを作成します。	条件として、最小化しているタブグ
ループには、移動しません。

「次のタブグループ」へ移動するマクロ

//「次のタブグループ」
//タブモードでなければ、次の秀丸エディタへ
if(tabmode	==	0){

				prevhidemaru;

				endmacro;

}

//タブグループの数
#max	=	tabgrouptotal;

//タブグループが１つなら終了
if(#max	==	1)endmacro;

//tabgrouporderは、自分は0なので、1からチェック開始する。
#next	=	1;

//タブグループをチェックする
//切り替えれば終了する
while(#next	<	#max){

				//次のオーダーの、アクティブなタブのハンドルを取得
				#nexttabgroup	=	getcurrenttab(	1,	#next);

				//ウィンドウ(タブ)の表示状態を取得
				#state	=	windowstate[#nexttabgroup];

				//ウィンドウの状態を確認、非表示か最小化以外なら切り替える
				if(#state	!=	2){

								//タブグループを切り替え。自分自身は一番下に移動
								setactivehidemaru	#nexttabgroup,	-1;

								//チェックループを抜ける
								break;



				}

				//チェック対象を更新
				#next	=	#next	+	1;

}

endmacro;

状態のチェックを行い、タブグループが一つだけなら
終了します。

tabgrouporderは、自分は0なので、順次加算して(2番目
から順番に)チェックしていきます。

getcurrenttabは、タブグループ内の選択されているタ

ブのウィンドウハンドルを調べる命令です。	第1引数
で、第2引数の意味を切り替えています。今回は	タブ
グループの順番tabgrouporder	を使用するので、

第1引数：true

第2引数：調べるタブグループの順番

を指定します。

ウィンドウハンドルから表示状態をチェックし、最小
化していなければ、	setactivehidemaru	でアクティブ
なウィンドウ(タブグループ)を切り替えます。	(タブグ
ループの切り替えに、nexthidemaru、prevhidemaru	を
使わないのは、	「タブの切り替え」になってしまうか
らです。)

「前のタブグループ」へ移動するマクロ

//「前のタブグループ」
//タブモードでなければ、前の秀丸エディタへ
if(tabmode	==	0){

				prevhidemaru;



				endmacro;

}

//タブグループの数
#max	=	tabgrouptotal;

//タブグループが１つなら終了
if(#max	==	1)endmacro;

//tabgrouporderは、自分は0なので、後からチェック開始する。
#prev	=	#max	-	1;

//タブグループをチェックする
//切り替えれば終了する
while(#prev	>	0){

				//下のオーダーの、アクティブなタブのハンドルを取得
				#prevtabgroup	=	getcurrenttab(	1,	#prev);

				//ウィンドウ(タブ)の表示状態を取得
				#state	=	windowstate[#prevtabgroup];

				//ウィンドウの状態を確認、非表示か最小化以外なら切り替える
				if(#state	!=	2){

								//タブグループを切り替え。
								setactivehidemaru	#prevtabgroup;

								//チェックループを抜ける
								break;

				}

				//チェック対象を更新
				#prev	=	#prev	-	1;

}

endmacro;

「次のタブグループ」とほぼ同じですが、タブグルー
プのチェック方法が異なります。	自分は「0」なの
で、最後(tabgrouptotal	-	1)からチェックしていく事にな
ります。

【２】タブ

タブの操作は、基本的にはウィンドウ操作と同じです。

タブを切り替えるには、次のタブ	nexttab、前のタブ	prevtab	を
使いますが、	切り替えの範囲はタブグループ内のみです。
(設定により、タブの移動(次のタブ、前のタブ)で、タブグルー



プ間を含む移動も可能)
(タブの移動に	nexthidemaru、prevhidemaru	も使えますが、切り
替えの順番は、秀丸エディタ本体の設定に左右される。)
(ウィンドウ分割した間の移動に、次のタブ	nexttab、前のタブ	
prevtabは使用できません。)

タブグループ内のタブの数は、tabtotal	キーワードで取得可能
です。

自分がタブグループ内の何番目のタブなのかは、taborder	キー
ワードで取得可能です。

タブの位置からウィンドウハンドルを取得するに
は、gettabhandle	を使います。

//自分自身のハンドル
//本来は、hidemaruhandle(0)	でいいが、gettabhandleの例として
#handle	=	gettabhandle(1,	tabgrouporder,	taborder);

//同じタブグループの右隣のタブのハンドル
#next	=	gettabhandle(1,	tabgrouporder,	taborder	+	1);

タブグループの任意のタブ位置に移動するには、settaborder文

を使います。	自分自身を移動するのではなく、他のファイルを
移動する場合は、gettabhandle	で	ウィンドウハンドルを取得す
る事。

//同じタブグループの右隣のタブを先頭に移動
#next	=	gettabhandle(1,	tabgrouporder,	taborder	+	1);

settaborder	#next,	0;

目次に戻る
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●マクロ登録数の制限突破大作戦

秀丸エディタのマクロが充実していることは定評になっていますが、マ
クロの登録数は80個まで、	そのうちキー割り当ても出来るのは50個まで
という制限があります。(Ver.4.10β9	より制限がなくなり、80個すべて割
り当て可能です。)
マクロを使いはじめのころには、それだけあれば充分と感じますが、	マ
クロ利用に慣れてきて使い込んでくると、上記の制限数が意外と「壁」
になってきたりするものです。

ここでは、秀丸マクロ登録数の壁を破る方法を紹介します。
【１】では、マウスクリックで秀丸マクロを実行できる外部アプリケー
ションを、ごくごく簡単に(^^;)紹介します。
【２】では、秀丸マクロ自身を使って、秀丸マクロのキー割り当ての制
限数を突破する方法を紹介します。

【１】マウスクリックで秀丸マクロを実行できるアプリケーションの紹
介
【２】「エッ！　秀丸エディタってマクロが80個しか登録できないの
っ!?」
　　　　〜マクロ登録数の制限を克服するマクロ〜

【１】マウスクリックで秀丸マクロを実行できるアプリ
ケーションの紹介

秀丸エディタのマクロをマウスで実行するには、もちろん「マクロ
(M)」メニューから実行できますが、	画面上に常時表示させておい
て、１クリックで実行しようとすると、	秀丸エディタ画面下部に出
るファンクションキーに登録することになります。

しかし、ファンクションキーに登録して画面上に常時表示しておけ
るマクロは、最大で12個です。	もちろん [SHIFT] ,	 [CTRL] ,



[ALT] キーを組み合わせると登録数自体は増やすことができます
が、	その数だけ画面上のボタンに表示できるというわけではありま
せん。

それでは足りないという方のために、「マクロランチャー	for秀丸
エディタ」という外部アプリケーションが作成されています。	これ
を使えば、１つ起動する毎に最大30個のマクロをボタンに登録し
て、Windows画面上に表示させておくことができます。
＃16bit版秀丸エディタには使用できません。

「マクロランチャー	for	秀丸エディタ」の入手先：

ＪＲくんのホームページ	( http://jrkun.my.coocan.jp/ )

【２】「エッ！　秀丸エディタってマクロが80個しか登
録できないのっ!?」〜マクロ登録数の制限を克服するマク
ロ〜

　秀丸エディタを使っていて、マクロの便利さに気づくと、気に入
ったマクロをどんどん登録してしまいがちです。	そこで「ハタ」と
気が付きます。マクロ登録ダイアログボックスには80個しか登録場
所がない悲劇的な事実に。	「ま、ま、まさかね。80個でおしまいな
んて。ウソでしょ。	だって秀丸エディタの紹介記事を見ると、マク
ロがスゴイ、マクロが便利だ、って書いてあるじゃん。	それなの
に、今さらマクロがたった80個だけしか使えないなんて…。なんと
かしてケローーー」。

●仕様上の制限

　冷静になってもう一度、秀丸エディタの「マクロ登録」ダイ
アログを見ると、80個しか登録場所がありませんよね。	秀丸エ
ディタのヘルプには	「秀丸エディタのマクロは、８０個まで登
録することができますが、キー割り当て可能なのは１番から５

http://jrkun.my.coocan.jp/


０番までの５０個だけです。」	と記載されています。
(Ver.4.10β9	より制限がなくなり、80個すべて割り当て可能で
す。)
　これを素直に読んだ人の多くは	「ぐっぎゃ〜。なんじゃ〜。
秀丸エディタってマクロが優れていると聞いてたけど、やっぱ
り噂通り、登録して実行できるマクロは80個しかないんだあ。
うげっ」、	「しかもエディタ利用者に多い、キーボードから素
早い操作でのマクロ実行できるのはわずか50個だって…。これ
ってなんだかなぁ〜」	というため息混じりの声をもらすことで
しょう。
　でも、ご安心を。マクロの問題はマクロで解決する。	しかも
「どぅ〜いっと、ゆあせるふ」の精神で、ユーザ自身がこれを
克服できる手段を思いつき得るのです。	これがまあ、秀丸エデ
ィタの困ったところもあり、面白いところでもあるんですね。

●制限克服の第一歩

　このマクロ登録数の限界を克服するためのもっとも簡単な方
法は、menu文を使ってメニューを表示させ、	その選択結果から
呼び出したいマクロをexecmacro文を用いて実行させる方法で
す。

例1：次のmenu00.macでは、30個のメニューが出て、30個のマ
クロを呼び出せます。

menu	"実行マクロ01",
"実行マクロ02",
"実行マクロ03",
…

"実行マクロ30";
if(result==1)execmacro	"macro01.mac";

else	if(result==2)execmacro	"macro02.mac";

else	if(result==3)execmacro	"macro03.mac";

…

else	if(result==30)execmacro	"macro30.mac";



●制限克服への第二歩

　メニューから呼び出したマクロで、さらに別のメニューを呼
び出すようにすれば、簡単に80個以上のマクロを呼び出せま
す。

　例2：macro01.mac

　　例えば、上記の例1で呼び出されるmacro01.macを次のよう
に書くと、menu00.macで30個のメニューが表示された後、	　　
さらに新しく10個のメニューが表示されます。

menu	"二次実行マクロ11",
"二次実行マクロ12",
"二次実行マクロ13",
…

"二次実行マクロ09";
if(result==1)execmacro	"macro11.mac";

else	if(result==2)execmacro	"macro12.mac";

else	if(result==3)execmacro	"macro13.mac";

…

else	if(result==9)execmacro	"macro19.mac";

　こうしたメニューを作っていけば、簡単に無数のマクロを
『メニュー表示』を行ってその選択に従って実行できます。

●アクセスキーでキーボードから快適操作

　メニューを表示させると、その内容がわかりやすい反面、ど
うしてもうざったくなります。特にエディタは軽快さこそがイ
ノチ。	エディタを常用している人の中には、いちいち表示され
るメニューが苦痛だと嘆く人が多いようです。	しかもメニュー
を選択する際、いちいちマウスに手を伸ばし、数多くのメニュ
ーから希望する項目をクリックする作業は、	文書入力の大きな
妨げともなります。



　そこで、キーボードから簡単にメニューを選択する方法を紹
介しましょう。「メニューにアクセスキーを設定する」方法で
す。	キーボードから入力した１文字の前に＆を付けるだけで
す。	メニューを表示させながら、マウスを使わないでキーボー
ドからのみの指定ができるようになります。

　例3：menu00.macで、下記のように「&」に続けて、希望する
１文字を指定します。	下記の例では、メニュー表示後、「１」
「２」「a」キーを押すだけで、それぞれのマクロが実行されま
す。

menu	"実行マクロ01(&1)",
"実行マクロ02(&2)",
"実行マクロ03(&a)",
…

"実行マクロ30";
if(result==1)execmacro	"macro01.mac";

else	if(result==2)execmacro	"macro02.mac";

else	if(result==3)execmacro	"macro03.mac";

…

else	if(result==30)execmacro	"macro30.mac";

●メニューを出さないでマクロを実行したい

　メニューからマクロを実行する方法以外に、８０個以上のマ
クロを実行することはできないのでしょうか？
　例えば、デフォルトでは「 [Ctrl] + [F] 」で検索ダイアロ
グがでますよね。こうした使い方でマクロを実行させたいわけ
です。	そして、これこそがこのセクションの最大のポイントで
す。
　そこで改めてマクロ登録数に関する仕様内容を読み返してみ
ましょう。「８０個まで登録することができます」です。	おお
っ。「８０個までのマクロを実行できます」ではなかったんで
すね。	つまり「登録の制限」があるだけで「８０個しかマクロ
を実行できないわけではない」のです。	この仕様の隙間に注目



すれば、無限のマクロ登録が実現します！

●登録数の制限突破への原理

　あうん？　「登録の制限」があるだけで……、んで、「実行
できないわけではない」……。	なんだか、わかったようでわか
らないような…。これじゃ、まるで怪しげな結婚詐欺師。	持っ
て回った言い回しになってスイマセンです。	要は「登録できる
マクロは８０個までだが、８０個のマクロしか実行できないわ
けではない」という事です。

　最大のポイントは「登録できるマクロ数には８０という制限
があるが、キー割り当てには制限がない」という仕様に注目す
るところです。	実際のマクロ作成では、次のようなステップで
目的を実現します。

1.	 複数のキー割り当てから一つのマクロを呼び出す
　「キー割り当て」によって指定できるマクロは、登録さ
れたマクロに限られます。	逆に言えば、複数の「キー割り
当て」に対して、一つのマクロを重複して指定することは
許容されているわけです。	　例えば、 [Ctrl] +
[A] 、 [Ctrl] + [Shift] + [A] 、 [Alt] + [A] の３
つのキー割り当てに対して、すべてaaa.macというマクロを
重複して指定します。

2.	 押されているキーの状態を判別する
　でも、1.まででは複数のキー入力によって一つのマクロ
を実行することしかできません。	そこで、呼び出されたマ
クロ（この例ではaaa.mac）では、押されているキーの状態
を読みとります。	 Ctrl キーは押されているの
か、 Shift キーはどうか、アルファベットキーはどうな
のか、などをiskeydown関数を用いて調べます。



　例えば、ここでは、 [Ctrl] + [A] 、 [Ctrl] +
[Shift] + [A] 、 [Alt] + [A] のキー状態を判別しま
す。

3.	 キーの状態に応じたマクロを呼び出して実行させる
　2.で得られたキーの状態に応じたマクロを呼び出せば、
キーボードからさまざまなマクロを実質的に無限に実行で
きるようになります。

（もっともこの場合、どのキーにどんなマクロを割り当て
たかを覚えておく必要があります。）

●具体的なマクロ作例

　秀丸エディタでマクロ登録数の制限を克服するための原理の
説明は以上でおしまいです。	実際にどのようなマクロをこれを
実現するか、２つの例を紹介することにします。

●作例１

　では、まず、上述の原理をもっとも忠実に再現した、シ
ンプルなマクロを紹介しましょう。	（月刊アスキー97年3
月号「パソコン早わかり研究会」より引用）

●マクロ登録数の限界を破る

秀丸エディタのマクロをショートカットキーやメニュ
ーに登録して使っています。	でも登録は、最高で80個
まで（ショートカットキーを割り当てられるのは50個
まで）しかできませんよね。	しかし、雑誌の付録など
で集めた小さいマクロも含めていろいろ登録している



と、これではとても収まらなくなってきました。	あふ
れたマクロを「マクロの実行」メニューから呼び出す
方式はわずらわしいのでイヤなのですが、なんとかな
りませんか。

では、この制限を回避し、無制限にショートカットキ
ーにマクロを割り当てるマクロを紹介します。	「キー
割り当ては50個で十分」という方も、備えあれば憂い
なし、将来の不安を取り除くためにも、1度お試しくだ
さい。

　手順は以下の通りです。	ここでは例として、マクロ
「ASCII.mac」をAlt＋Ctrl＋Shift＋A（Alt／Ctrl／Shift
キーを同時に押しながらAキーを押す）に割り付けた
い場合を想定します。	また、便宜上、Alt／Ctrl／Shift
を特殊キー、A〜Zと0〜9を一般キーと呼ぶことにしま
す。

1.	 マクロ登録

　まず、以下の「moreMac.mac」を作成して、50
番未満のマクロ登録位置に登録します。	例とし
て、「マクロ：1」の位置に登録名を「マクロ登録
数の拡大」として登録してみます。

//	moreMac.mac（マクロ登録数の拡大）
#c	=	37;

while(	#c	<=	90	){

				if(	iskeydown(	#c	)	)break;

				else	#c	=	#c	+	1;

}

if(iskeydown(16))#p	=	#p	+	1;//Shift

if(iskeydown(17))#p	=	#p	+	2;//Ctrl



if(iskeydown(18))#p	=	#p	+	4;//Alt

if(#p	==	7){//	[Alt	+	Ctrl	+	Shift]

}else	if(#p	==	6){//	[Alt	+	Ctrl]

}else	if(#p	==	5){//	[Shift	+	Alt]

}else	if(#p	==	4){//	[Alt]

}else	if(#p	==	3){//	[Shift	+	Ctrl]

}else	if(#p	==	2){//	[Ctrl]

}

endmacroall;

画面H4　掲載したマクロ「moreMac.mac」を、
「マクロ→マクロ登録」で「マクロ:1」に登録し
てみたところ。

2.	 キー割り当て

　実行させたいキーの割り当てを行ないます。
「その他→キー割り当て」ダイアログボックス
で、「Alt」「Ctrl」「Shift」にチェックを入れ、
「キー」の欄で「Alt＋Ctrl＋Shift＋A」を選択しま
す。	次に「コマンド」の欄で「メニュー／マク
ロ」を選び、先ほど登録した「マクロ:1マクロ登
録数の拡大」を選択します。

画面H5　「その他→キー割り当て」で、「Alt＋
Ctrl＋Shift＋A」に先のマクロ「moreMac.mac」を
割り当てた。

画面H6　さらにマクロを追加したくなった時点で
特殊キーと一般キーの組み合わせで、	「コマン
ド」の欄が「（なし）」になっているところに、
先の「moreMac.mac」を割り当てていくことにな
る。

3.	 実行させたいマクロの導入



　動かしたいマクロ（ASCII.mac）をマクロファ
イル用のフォルダにコピーします。	もちろん、あ
らかじめ登録済みのマクロを利用する場合は、こ
の作業は不要です。

4.	 moreMac.macの書き換え

　先のmoreMac.macを開き、次の作業を行ないま
す。

（ア）特殊キー状態に対応したブロックへの
挿入

　マクロを割り当てたキーの特殊キーの状態
に対応するmoreMac.macのブロック部分に存
在する、次の1行を挿入してください。

if(#c	==	XX	)execmacro	"NNNN.mac";

　たとえば先の例では特殊キーは「Alt＋Ctrl
＋Shift」を押すことになっていましたから、
moreMac.mac内の

if(#p	==	7){//	[Alt	+	Ctrl	+	Shift]

の後に挿入します。

（イ）キーコードの指定（#c	==	XXの部分）

　そこで、特殊キーと組み合わせて押す一般
キー（A〜Z、0〜9）を、そのキーコードに変
更します。	キーコードについては、表1の主
なコード表を参照してください。	例では
「A」キーですから、「#c	==	XX」の部分を
「#c	==	65」と書き換えます。



表1　主なキーコ
ード一覧（10進数

表記）
キー キーコード

Shift 16

Ctrl 17

Alt 18

左 37

上 38

右 39

下 40

0〜9 48〜57

A〜Z 65〜90

（ウ）実行させるマクロファイルの指定
（execmacro"NNNN.mac"の部分）

　 [Alt＋Ctrl＋Shift＋A] で実行させたいマ
クロの名前を指定します。例では
「ASCII.mac」ですから、

if(#c	==	65)execmacro	"ASCII.mac";

画面H7　 [Alt＋Ctrl＋Shift＋A] で実行させ
たいマクロの名前を「ASCII.mac」と指定し
た。

5.	登録したマクロの実行

　これで、 [Alt＋Ctrl＋Shift＋A] キーにより
「ASCII.mac」が実行されます。	 [Alt＋Ctrl＋



Shift＋A] が押された時点で実際には
moreMac.macが起動し、	そのマクロから、同じキ
ー操作に割り当てられている「ASCII.mac」が実
行されるわけです。

6.	続々とマクロを登録していこう

　今後は、マクロを新規にキー割り当てしたくな
った時点で、(2)〜(4)の処理を繰り返せば、	あら
ゆる「特殊キー＋一般キー」に対して事実上無制
限にマクロを登録できます。	あらかじめ、現在マ
クロが登録されていない特殊キーと一般キーの組
み合わせに対して片っ端から「moreMac.mac」を
割り付けておくと、	今は面倒でも、後々は
moreMac.macのスクリプト変更だけでキー割付が
実現するので楽でしょう	（ただし、単独のShiftキ
ーと一般キーとの組み合わせに割り付けることは
避けましょう。文字入力が不便になります）。

画面H8　moreMac.macに、実際にいくつかのマク
ロを割り当てた。	登録マクロ数が増えると、この
moreMac.macはどんどん長いマクロになってい
く。ちなみに、(4)-（ア）で指定する

if(#c	==	XX	)execmacro	"NNNN.mac";

は、「XX」の値さえ違えばいくらでも並べて書い
ていける（念のため）。

●作例２

　作例１のマクロでは、マクロファイルそのものを編集し



なければいけません。	これは秀丸マクロに慣れていないユ
ーザにとっては難儀ですし、マクロが動作しなくなるなど
の危険性も伴います。	そこで、原理的には同じですが、さ
らに高度でぐっとハイセンスなマクロにしあげた例をご紹
介します。	安全でユーザビリティに優れています。（秀丸
マクロ集REDライク	Ver1.11に同梱。編集上の都合により一
部変更）

●KEY_ASIN.MAC

KEY_ASIN.MACと初期値ファイル（HIDERED.INI）です。
初期値ファイルは、秀丸エディタフォルダ下のREDという
フォルダにあるという前提になっています。

//TAB4

//----------------------------------------------------

----------------------//

//		マクロ名		:		KEY_ASIN.MAC																																															
//

//																																																																										

//

//		機能概要	:		キー割り当てにマクロ数の制限をなくす																								
//

//																																																																										

//

//		注意事項	:		1.	hidered.iniファイルの以下の内容を使用																				
//

//																	セクション名[Key_Asin],キー名[押下キー]																		
//

//																	書式	押下キー=マクロファイル名																											
//

//																	「押下キー」は、キー割り当てのキーリストに
表示されるもの	//
//																	と同一																																																			
//

//																																																																										

//

//		使	用	例	:		1.	hidered.iniファイルに以下の内容を定義																				
//

//																	[Key_Asin]																																															

//



//																	Alt+A=LTOPCHAR.MAC																																							

//

//														2.	[Alt]+[A]に、このマクロ
「KEY_ASIN.MAC」を割り当て								//
//														3.	[Alt]+[A]押下で、「LTOPCHAR.MAC」が実
行																		//
//																																																																										

//

//		作	成	者	:		高田																1997年10月25日																										
//

//																																																																										

//

//		修正履歴	:																																																														
//

//	修正日			修正者										修正概要																																								
//

//	---------------------------------------------------

---------------------	//

//	XX/XX/XX	XXXXXXXX								

XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX	//

//	01/03/11	高田												「_」,「<」,「>」の制限をなくし
た															//
//----------------------------------------------------

----------------------//

//----------------------//

//						処理開始								//
//----------------------//

				//--------------------------------------//

				//						Alt,Shift,Ctrl押下チェック						//
				//--------------------------------------//

				#Alt	=	0;

				if(	iskeydown(	0x12	)	)

				{	//----	Alt	----//

								#Alt	=	1;

				}

				#Shift	=	0;

				if(	iskeydown(	0x10	)	)

				{	//----	Shift	----//

								#Shift	=	1;

				}

				#Ctrl	=	0;

				if(	iskeydown(	0x11	)	)

				{	//----	Ctrl	----//

								#Ctrl	=	1;

				}



				//----------------------------------//

				//						通常キー押下チェック								//
				//----------------------------------//

				#iflg	=	0;

				//----	ファンクションキー	----//
				#i	=	0;

				while(	#i	<	12	)

				{

								if(	iskeydown(	0x70	+	#i	)	)

								{

												$key	=	"F"	+	str(	#i	+	1	);

												#iflg	=	1;

												goto	L1000;

								}

								#i	=	#i	+	1;

				}

				#tbl[0]		=	0x24;				$tbl[0]		=	"Home";

				#tbl[1]		=	0x23;				$tbl[1]		=	"End";

				#tbl[2]		=	0x08;				$tbl[2]		=	"Bksp";

				#tbl[3]		=	0x0D;				$tbl[3]		=	"Return";

				#tbl[4]		=	0x2D;				$tbl[4]		=	"Ins";

				#tbl[5]		=	0x2E;				$tbl[5]		=	"Del";

				#tbl[6]		=	0x26;				$tbl[6]		=	"Up";

				#tbl[7]		=	0x28;				$tbl[7]		=	"Down";

				#tbl[8]		=	0x27;				$tbl[8]		=	"Right";

				#tbl[9]		=	0x25;				$tbl[9]		=	"Left";

				#tbl[10]	=	0xC0;				$tbl[10]	=	"@";

				#i	=	0;

				while(	#i	<	11	)

				{

								if(	iskeydown(	#tbl[#i]	)	)

								{

												$key	=	$tbl[#i];

												#iflg	=	1;

												goto	L1000;

								}

								#i	=	#i	+	1;

				}

				//----	アルファベットキー	----//
				#i	=	0;

				while(	#i	<	26	)

				{



								if(	iskeydown(	0x41	+	#i	)	)

								{

												$key	=	char(	0x41	+	#i	);

												#iflg	=	1;

												goto	L1000;

								}

								#i	=	#i	+	1;

				}

				#tbl[0]		=	0xDB;				$tbl[0]		=	"[";

				#tbl[1]		=	0xDC;				$tbl[1]		=	"\\";

				#tbl[2]		=	0xDD;				$tbl[2]		=	"]";

				#tbl[3]		=	0xDE;				$tbl[3]		=	"^";

				#tbl[4]		=	0xE2;				$tbl[4]		=	"_";

				#tbl[5]		=	0xBC;				$tbl[5]		=	"<";

				#tbl[6]		=	0xBE;				$tbl[6]		=	">";

				#i	=	0;

				while(	#i	<	7	)

				{

								if(	iskeydown(	#tbl[#i]	)	)

								{

												$key	=	$tbl[#i];

												#iflg	=	1;

												goto	L1000;

								}

								#i	=	#i	+	1;

				}

				//----------------------//

				//						マクロ実行						//
				//----------------------//

L1000:

				if(	#iflg	==	1	)

				{	//----	キー押下あり	----//
								$key_asin	=	"";

								if(	#Alt	==	1	)

								{

												$key_asin	=	$key_asin	+	"Alt+";

								}

								if(	#Shift	==	1	)

								{

												$key_asin	=	$key_asin	+	"Shift+";

								}

								if(	#Ctrl	==	1	)

								{

												$key_asin	=	$key_asin	+	"Ctrl+";



								}

								$key_asin	=	$key_asin	+	$key;

								$mac	=	getinistr(	hidemarudir	+	

"\\red\\hidered.ini",	"Key_Asin",	$key_asin	);

								if(	$mac	==	""	)

								{

												message	"「hidered.ini」の「[Key_Asin]セクシ
ョン」の「["	+	$key_asin	+	"]キー」に「マクロファイル名」を登
録して下さい";
								}

								else

								{

												execmacro	$mac;

								}

				}

				endmacro;

//----------------------	マクロここまで	----------------
----

;------------------	初期値ファイルここから	--------------
--

[Key_Asin]

Ctrl+@=METAKEY.MAC

Shift+Return=SHELLEXE.MAC

Ctrl+L=SRCHGET.MAC

Ctrl+\=CUT2SRCH.MAC

Shift+Ctrl+L=TB_CLEAR.MAC

Ctrl+^=SRCH2CUT.MAC

Ctrl+[=ERRPASTE.MAC

Ctrl+O=TABDSP.MAC

Shift+Ctrl+S=FNM2SRCH.MAC

Ctrl+U=SRCHCHG.MAC

Ctrl+Y=DEL_LINE.MAC

Ctrl+Ins=INS_DL.MAC

End=WSIZECHG.MAC

Shift+Ctrl+@=METAKEY2.MAC

Ctrl+P=SRCHUP.MAC

Ctrl+N=SRCHDN.MAC

Shift+Ctrl+A=LTOPCHAR.MAC

Shift+Ctrl+I=LE_JUST.MAC

Shift+Ctrl+[=KEY_UNDO.MAC

;------------------	初期値ファイルここまで	--------------
--



目次に戻る





第III部〜秀丸マクロのいろはにほへ
と
　ビット演算を極める



●ビット演算を極める

【０】ここに書いてあること
【１】はじめに	−	秀丸マクロで使えるビット演算子
【２】2進数、16進数とは
【３】秀丸マクロでの16進数の記述方法
【４】ビット演算の概念
【５】ビット演算の詳細
【６】ビット演算でできること
【７】秀丸マクロでの使用例

【０】ここに書いてあること

秀丸エディタのマクロの中でも、応用的な機能の中には、2進数の概
念やビット演算を使用する必要がある部分があります。

例えば、

検索方法を設定するsetsearch文

.hilightファイル内のフラグの記述

C言語など、他の言語でこれらの概念や演算子を理解されている方
はまだしも、初めての方はとっつきにくい部分もあるかと思いま
す。	この章では、ビット演算のしくみと秀丸マクロでの使い方につ
いて説明します。

【１】はじめに	−	秀丸マクロで使えるビット演算子

秀丸マクロで使えるビット演算子は以下の3種類があります。

ビット演算子
&ビット毎のAND



| ビット毎のOR
^ ビット毎のXOR

と言われて、分かった、という方は、以下の説明は多分必要ないで
しょう。「ANDってどういうこと？」「ビット毎って何？」と思わ
れる方もいらっしゃることと思います。

[補足]
^	は、BASIC系の言語では、べき乗計算の演算子です。間違え
ないようにしましょう。

ビット演算のしくみを説明するにあたって、まず関連の深い「2進
数」「16進数」について説明します。その後、ビット演算子の意味
と使い方について説明していきます。

【２】2進数、16進数とは

10進数とは、0〜9の数字を1桁として表す数値の表現方法を指しま
す。	同様に考えれば、2進数とは、0〜1の数字を1桁として表す数値
の表現です。

2進数は、一般にコンピュータで数値を表す時の基本となる表記方法
です。	スイッチの	ON	と	OFF	をそれぞれ	1と0に見立て、そのスイ
ッチを複数集めることで、大きな値の桁も表します。

[例]	10進数、2進数、16進数の対応表

対応表
10進数 2進数 16進数

0 0 0
1 1 1
2 10 2
3 11 3
4 100 4



5 101 5
6 110 6
7 111 7
8 1000 8
9 1001 9
10 1010 A
11 1011 B
12 1100 C
13 1101 D
14 1110 E
15 1111 F
16 10000 10

10進数では、1の桁、10の桁、100の桁、・・・と続きますが、言い
換えると、100 の桁、101 の桁、102 の桁、・・・となります。

2進数では、20 の桁、21 の桁、22 の桁、・・・と続きます。

2進数4桁（10進数でいえば0〜15）を1桁にまとめた数字の表現が16
進数になります。

[補足]
「2進数・10進数」という表記について	秀丸エディタヘルプに
限らず、計算機関係の文献でこのような用語がよく出ますが、
厳密には、数自体にこうした種別が有るわけではありません。
正しくは「二進（法によって）表記した数」などとすべきもの
ですが、ここでは便宜上、この表記を使って説明させてもらう
ことにします。

【３】秀丸マクロでの16進数の記述方法

秀丸マクロでは、2進数を直接記述する方法は有りませんので、10進
数か16進数のどちらかの表記を使うことになります。



秀丸マクロ（および一般にＣ言語）では、16進数の数字には、頭に
0x	という文字を付け、10進数でいう10〜15の数値をあらわす文字と
して、Ａ〜Ｆを割り当てます。	（半角文字を使用。大文字でも小文
字でも変わりません）

[例]

10進数で11の値を秀丸マクロ内で16進数で記述し、変数に代入
する

#a	=	0x0b;

[補足]

もちろん、これは以下のように書くのと同じ意味です。

#a	=	11;	

秀丸エディタの側から見ると、どちらの方法で記述しても値と
しては同じであるため、結果は変わりません。	逆にいえば、16
進数表記は、ビット演算を行う場合に、コードを書く側の人間
が、コードが理解しやすくなって便利な記述方法であるとも言
えます。

ビットとは、2進数ではその1桁に相当します。	2進数8桁（16進数2
桁）の単位をバイトといい、10進数では0〜255の範囲を表すことが
できます。

[補足]
一般には、最上位ビットをマイナス符号と考えて、値の表す範
囲を変える、符号付き表記も有ります。	秀丸マクロの場合、数
値と数値変数の表記は、4バイト（32ビット）の符号付き整数に
なります。1バイトや2バイト分の表記だと、符号無しと同様に
なります。



【４】ビット演算の概念

次にビット演算の概念を説明します。

AND、OR、XORは、それぞれ以下の演算を行います。

[補足]
AND、OR、XORという名前の演算子は秀丸マクロには有りま
せん。ここでは、演算の概念の説明のためにこの表記を使って
います。

AND(&)

両方とも1の場合だけ結果として1が返り、その他の場合は0にな
ります。

1	AND	1	=	1

1	AND	0	=	0

0	AND	1	=	0

0	AND	0	=	0	

OR(|)

少なくともどちらかが1の場合に結果として1が返り、両方とも0
の場合は0になります。

1	OR	1	=	1

1	OR	0	=	1

0	OR	1	=	1

0	OR	0	=	0	

XOR(^)

両方のビットが異なる場合にだけ結果として1が返り、その他の
場合は0になります。



1	XOR	1	=	0

1	XOR	0	=	1

0	XOR	1	=	1

0	XOR	0	=	0	

では、実際に秀丸マクロのビット演算子を使って確認してみましょ
う。	以下のマクロを実行して、ダイアログに表示される演算結果を
見てください。

#a	=	1	&	1;

#b	=	1	&	0;

#c	=	0	&	1;

#d	=	0	&	0;

message	"1	AND	1	=	"	+	str(#a);

message	"1	AND	0	=	"	+	str(#b);

message	"0	AND	1	=	"	+	str(#c);

message	"0	AND	0	=	"	+	str(#d);

#e	=	1	|	1;

#f	=	1	|	0;

#g	=	0	|	1;

#h	=	0	|	0;

message	"1	OR	1	=	"	+	str(#e);

message	"1	OR	0	=	"	+	str(#f);

message	"0	OR	1	=	"	+	str(#g);

message	"0	OR	0	=	"	+	str(#h);

#i	=	1	^	1;

#j	=	1	^	0;

#k	=	0	^	1;

#l	=	0	^	0;

message	"1	XOR	1	=	"	+	str(#i);

message	"1	XOR	0	=	"	+	str(#j);

message	"0	XOR	1	=	"	+	str(#k);

message	"0	XOR	0	=	"	+	str(#l);

【５】ビット演算の詳細



冒頭で、	&,	|	,	^	は「ビット毎の」と書きましたが、複数ビットから
なる値同士を計算すると、ビット毎に演算が行われます。いくつか
例を見てみましょう。

[例]
2進数 16進数 10進数

10110110 B6 182
AND) 10001000 88 136

10000000 80 128

2進数 16進数 10進数
10110110 B6 182

OR) 10001000 88 136

10111110 BE 190

2進数 16進数 10進数
10110110 B6 182

XOR) 10001000 88 136

00111110 3E 62

これを実際に秀丸マクロで記述すると以下のようになります。

#a	=	0xb6	&	0x88;

#b	=	0xb6	|	0x88;

#c	=	0xb6	^	0x88;

message	"0xb6	AND	0x88	=	"	+	str(#a);

message	"0xb6	OR	0x88	=	"	+	str(#b);

message	"0xb6	XOR	0x88	=	"	+	str(#c);

【６】ビット演算でできること



これらの演算子を使って何ができるか。

これらの演算子を利用して、秀丸マクロの中では、16進数の値（文
字コード等）の分類ができたり、	フラグの値として使用される値の
一部ビットを操作したりできます。

【６-１】AND演算

AND演算を使うと、マスキング（＝任意のビットを0にした値
を出力）ができます。	0にしたいビットを0に、元の値を残した
いビットを1にした値を作成してAND演算することで実現でき
ます。

[例]

ANDで(2進数における)任意の桁が0か1かを調べる

調べたい桁だけを1にし、それ以外を0にした数(この値のこ
とをマスクなどともいいます)とAND演算して、	結果がマ
スクと等しければ1で、等しくなければ0であると判りま
す。

2進数 16進数 10進数
00011110 1E 30

AND) 00001000 08 8

00001000 08 8

複数の桁を一気に判定することもできます。

2進数 16進数 10進数
00110110 36 54

AND) 10010000 90 144



00010000 10 16

【６-２】OR演算

OR演算を使うと、任意のビットを1に変更することができま
す。

1にしたいビットを1に、元の値を残したいビットを0にした値を
作成してOR演算することで実現できます。

[例]

20 ビット〜23 ビット(下位4ビット)を1にしたい場合

2進数 16進数 10進数
10110110 B6 182

OR) 00001111 0F 15

10111111 BF 191

【６-３】XOR演算

XOR演算を使うと、任意のビットの値を反転することができま
す。

[例]
20 ビット〜27 ビットをすべて反転したい場合

2進数 16進数 10進数
10110110 B6 182

XOR) 11111111 FF 255

01001001 49 73



【７】秀丸マクロでの使用例

[例1]	encode(charset)キーワードの操作

encode(charset)キーワード	は、ビット0〜5までが文字コードを
示し、ビット6〜7が改行コードを示します。

$encode[0]="新規作成直後";
$encode[1]="Shift-JIS";

$encode[2]="Unicode";

$encode[3]="EUC";

$encode[4]="JIS";

$encode[5]="UTF-7";

$encode[6]="UTF-8";

$encode[7]="Unicode	(Big-Endian)";

$encode[8]="欧文";
$encode[9]="簡体字中国語";
$encode[10]="繁体字中国語";
$encode[11]="韓国語";
$encode[12]="韓国語(Johab)";
$encode[13]="中央ヨーロッパ言語";
$encode[14]="バルト語";
$encode[15]="ギリシャ語";
$encode[16]="キリル言語";
$encode[17]="シンボル";
$encode[18]="トルコ語";
$encode[19]="ヘブライ語";
$encode[20]="アラビア語";
$encode[21]="タイ語";
$encode[22]="ベトナム語";
$encode[23]="Macintosh";

$encode[24]="OEM/DOS";

$encode[25]="その他";
$encode[26]="バイナリモード";
$encode[27]="UTF-32";

$encode[28]="UTF-32	(Big-Endian)";

$newline[0]="CR+LF";

$newline[1]="LF";

$newline[2]="CR";

$newline[3]="CR+LF";

//	encode	の構造(上位2ビットが改行、下位6ビットがエンコードを示す)
//	76543210	ビット順



//	XXxxxxxx	2進数

//	エンコード部分のみ切り出し
//					XXxxxxxx:encodeキーワードの値
//AND)	00111111:0x3F

//--------------

//					00xxxxxx:文字コード
#encode	=	encode	&	0x3F;

//	改行部分のみ切り出し
//					XXxxxxxx:encodeキーワードの値
//AND)	11000000:0xC0

//--------------

//					XX000000:改行コード
//					ついでにビットシフト代わりの割り算(6ビット右シフト)
#newline	=	(encode	&	0xC0)	/	64;

message	"エンコードは「"	+	$encode[#encode]	+	"」です。\n"	+	
								"改行コードは「"	+	$newline[#newline]	+	"」です。";
endmacro;

[例2]	.hilightファイル内の値

.hilightファイル内で、強調表示部分の設定を表示する

//カーソルのある行を取り込む
$line	=	gettext2(0,	lineno,	linelen2,	lineno);

#pos	=	strstr($line,	",");

if(#pos	==	-1)	endmacro;

//値のみ切り出し
#check	=	val(leftstr($line,	#pos));

//表示方法のみ切り出し
#hilifgt1	=	#check	&	((0x08	|	0x10	|	0x20)	^	0xFFFFFFFF);

//検索方法のみ切り出し
#hilifgt2	=	#check	&		(0x08	|	0x10	|	0x20);

//結果を初期化
$hilight		=	"";

//表示方法(値)をチェック
if					(#hilifgt1	==	0x001)	$hilight	=	"強調1";
else	if(#hilifgt1	==	0x041)	$hilight	=	"強調2";
else	if(#hilifgt1	==	0x081)	$hilight	=	"強調3";
else	if(#hilifgt1	==	0x0C1)	$hilight	=	"強調4";



else	if((#hilifgt1	==	0x101)	||	(#hilifgt1	==	0x103))	

$hilight	=	"強調5";
else	if((#hilifgt1	==	0x141)	||	(#hilifgt1	==	0x143))	

$hilight	=	"強調6";
else	if((#hilifgt1	==	0x181)	||	(#hilifgt1	==	0x183))	

$hilight	=	"強調7";
else	if((#hilifgt1	==	0x1C1)	||	(#hilifgt1	==	0x1C3))	

$hilight	=	"強調8";
else	if(#hilifgt1	==	0x005)	$hilight	=	"行の強調1";
else	if(#hilifgt1	==	0x045)	$hilight	=	"行の強調2";
else	if(#hilifgt1	==	0x085)	$hilight	=	"行の強調3";
else	if(#hilifgt1	==	0x0C5)	$hilight	=	"行の強調4";
else	if(#hilifgt1	==	0x003)	$hilight	=	"特に強調1";
else	if(#hilifgt1	==	0x043)	$hilight	=	"特に強調2";
else	if(#hilifgt1	==	0x083)	$hilight	=	"特に強調3";
else	if(#hilifgt1	==	0x0C3)	$hilight	=	"特に強調4";

//検索方法(ビット)をチェック
if((#hilifgt2	&	0x008)	==	0x008)	$hilight	=	$hilight	+	",

大文字/小文字を区別しない";
if((#hilifgt2	&	0x010)	==	0x010)	$hilight	=	$hilight	+	",

正規表現";
if((#hilifgt2	&	0x020)	==	0x020)	$hilight	=	$hilight	+	",

単語";
//結果を表示
message	$hilight;

endmacro;

[例3]	searchoptionキーワードの操作

searchoption	を取得し、必要な設定を行い検索する。

//検索オプション取得
#SEARCH_OPT		=	searchoption;

//「大文字/小文字の区別」がOFFなら有効にする。
if((#SEARCH_OPT	&	0x00000002)	!=	0x00000002)	#SEARCH_OPT		

=	#SEARCH_OPT	|	0x00000002;

//「置換かどうか」置換ならOFFにする。
if((#SEARCH_OPT	&	0x00000004)	==	0x00000004)	#SEARCH_OPT		

=	#SEARCH_OPT	^	0x00000004;

setsearch	searchbuffer,	#SEARCH_OPT;



[例4]	existfile関数の戻り値判定

existfile関数は、第2引数に「1」を指定すると、ファイル属性を
取得できます。	その戻り値をチェックし、フォルダ(ディレク
トリ)かどうか判定しています。

#ATTRIBUTE_READONLY		=	0x00000001;

#ATTRIBUTE_HIDDEN				=	0x00000002;

#ATTRIBUTE_SYSTEM				=	0x00000004;

#ATTRIBUTE_DIRECTORY	=	0x00000010;

#ATTRIBUTE_ARCHIVE			=	0x00000020;

$CHECK	=	macrodir;

#FILE_ATTRIBUTE	=	existfile($CHECK,	1);

if((#FILE_ATTRIBUTE	&	#ATTRIBUTE_DIRECTORY)	==	

#ATTRIBUTE_DIRECTORY){

				message	"["	+	$CHECK	+	"]はフォルダです。";
}

endmacro;
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●自動起動マクロ

【０】自動起動マクロとは
【１】設定方法
【２】マクロ側の処理
【３】注意事項

【０】自動起動マクロとは

　マクロを実行するには、何かしらのキー操作や、起動オプション
で指定する必要がありましたが、	秀丸エディタVer.6.00	から、秀丸
エディタのイベント発生時にマクロを自動的に実行する事が可能に
なりました。	(Ver.6は一部のイベントのみ対応)

秀丸エディタのイベントとは、以下になります。

ファイルを開いた直後

新規作成直後

保存直前と直後

印刷直前と直後

編集後タイマー

カーソル移動後タイマー

ファイルを閉じる直前

アクティブ切り替え後

「自動起動マクロ」で何が便利になるかは、実行するマクロにより
ますが、	以下のような事が可能です。

「保存直前」に、現状のエンコードで保存できない文字をチェ
ックして警告を出す。



「新規作成直後」に、テンプレートを挿入する。

「印刷直前」に、整形を行う

「自動起動」なので、マクロを実行したくないファイルにも、マク
ロを実行する事になります。	その為、実行するマクロの内容にもよ
りますが、マクロ内で実行条件を絞るなど、	対策が必要な場合もあ
ります。

「自動起動」ですが、マクロから各種操作を行った場合には、基本
的に「自動起動」する事はありません。	(例外あり、後で説明あり)

つまり、

openfile	"〜";

というマクロを実行しても「ファイルを開いた直後」で指定したマ
クロは、実行される事はありません。	ユーザーが操作した場合のみ
実行されます。

【１】設定方法

通常のマクロと同じで、「マクロ」メニューから、「マクロ登録」
を選択します。

「マクロ登録」ダイアログが表示されるので、「対象」から「自動



起動」を選びます。

☑自動起動マクロを有効にする

自動起動マクロ自体を、有効にする/しないの設定です。

後は、自動起動させたいイベントにチェックを入れ、マクロを
指定します。

☑ファイルを開いた直後
☑新規作成直後
☑保存直前と直後
☑印刷直前と直後
☑編集後タイマー
☑カーソル移動後タイマー
☑ファイルを閉じる直前



☑アクティブ切り替え後

「編集後タイマー」、「カーソル移動後タイマー」、「アクテ
ィブ切り替え後」は、イベントが発生してから、	マクロを実行
するまでの遅延時間も設定できます。(遅延時間内に操作された
場合は、実行されない。)

☑キャッシュファイルを自動的に作成して高速化する
これは、あらかじめマクロをコンパイルしておき、実行ま
での時間を高速化する為の設定です。

指定できるマクロは、1つだけです。複数のマクロを指定する場合に
は、起動用のマクロを用意し、	そのマクロの中からexecmacro文	で
各マクロを実行する事になります。

その場合は、「キャッシュファイルを自動的に作成して高速化す
る」は意味を持ちません。

【２】マクロ側の処理

自動起動マクロ用に以下の	キーワード/関数/文	が用意されていま
す。必要に応じて使用してください。	(「保存」と「印刷」の場
合、「直前」と「直後」を識別するのに「geteventparam	関数」を使
用します。)

各キーワード/関数/文の詳細は、マクロヘルプの「自動起動マク
ロ」 を参照してください。

event	キーワード
どのイベントで起動されたかを示します。

geteventparam	関数

イベントから起動された場合、どのような条件で呼び出された
かな詳細な情報を取得します。	イベントによって意味が変わり

https://help.maruo.co.jp/hidemac/html/210_Event.html


ます。

例えば、「保存」と「印刷」の「直前と直後」を区別するのに
この関数を使用します。

seteventnotify	文

自動起動マクロとして呼び出されたとき、マクロ実行後の処理
を秀丸エディタに指示します。	イベントによって意味が変わり
ます。

例えば、イベント自体を中断させる事も可能です。(「ファイル
を閉じる直前」の場合、閉じる処理を中断する)

geteventnotify	関数
seteventnotify	文	で指定された値を取得する。

【３】注意事項

「直前と直後」の見分け方

「保存」と「印刷」には、「直前」と「直後」がありますが、
呼び出されるマクロは一つです。	その為、マクロ内で「直前」
と「直後」を判断する必要があります。

判断するには、geteventparam関数を使います。「保存」と「印
刷」では、

geteventparam(0)

の戻り値で判定し、"0"	なら「直前」、"1"なら「直後」を示し
ます。

ファイルを閉じるときのイベント



ファイルを閉じる場合には、以下の順番でイベントが発生しま
す。(保存は編集されていた場合のみ実行される。)

1.	 ファイルを閉じる直前

2.	 保存直前

3.	 保存直後

状態を保存するようなマクロを実行する場合、「ファイルを閉
じる直前」で状態を保存しても、	ファイル保存問い合わせで、
「いいえ」を選択され内容を廃棄されると、	保存した内容とフ
ァイルの内容が一致しないという状況になります。

マクロ実行時の「自動起動」について

基本的には、マクロ実行中に各種操作を行っても、自動起動マ
クロは実行されません。	例外的に、マクロ終了後、「編集後タ
イマー」と「カーソル移動後タイマー」を「自動起動」させる
事は可能です。

この2つのイベントを自動実行するには、setcompatiblemode	文

で指定します。

マクロ実行中に、「自動起動マクロ」を実行する方法は提供さ
れていないので、	どうしても自動起動マクロを実行したい場合
は、レジストリから登録情報をよみとり、	execmacro	文	で実行
する方法もあります。	ただし、通常の自動起動マクロと違い、
eventキーワードや、geteventparam関数の戻り値はセットされませ

ん。

自動起動マクロから、execmacro文で他のマクロを実行した場合

自動起動マクロで起動された場合、起動されたイベントの種類
およびパラメータの値は、	execmacro文で実行されたマクロか



らも取得可能です。

逆に、execmacro文で実行されたマクロから、seteventnotify	文を
実行しても、	問題なく、処理されます。(seteventnotify	文で設定
した内容は有効)

目次に戻る





第III部〜秀丸マクロのいろはにほへ
と
　COMオブジェクト操作関連



●COMオブジェクト操作関連

【０】COMオブジェクトとは
【１】使用前の準備
【２】秀丸マクロからCOMオブジェクトを使ってみる
【３】その他

【０】COMオブジェクトとは

COMとは、Component	Object	Modelの略です。	Windowsでソフトウ
ェアの再利用を目的とした技術で、アプリケーションソフトウェア
間での通信や、	OSとアプリケーションソフトウェアとのAPIに用い
られています。

ただし、現状(2019/03/07現在)では、古い技術になっています。	とは
いえ、使えなくなったという事ではなく、Word、ExcelなどのOffice
製品や、Windows	Script	Hostなど、	OSの一部の機能には残っていま
すし、対応しているアプリケーションもまだあります。

秀丸マクロで出来ないことでも、COMオブジェクトを使えば可能に
なることもあるので、	使い方を覚えておくのも良いでしょう。(い
つまで使えるかはわかりませんが)

ここでは、OSに標準搭載されている、「Windows	Script	Host」等を
使って説明を行います。

【１】使用前の準備

まず、使用するCOMオブジェクトの情報を収集します。

今回は以下のCOMオブジェクトを使用し説明を行います。



1.	 「Windows	Script	Host」の各種オブジェクト
「Windows	Script	Host」ですが、以前はchm形式の日本語ヘルプ
がダウンロードできましたが、	現時点(2017/08/15)ではダウンロ
ード出来なくなっています。

その為、Microsoftのwebサイトを参照します。

トップページはMicrosoft	Windows	スクリプト	テクノロジ に
なります。	今回使用するWindows	Script	Host を選び、	リフ
ァレンス から、	オブジェクト を選びます。

このページにあるオブジェクトを使用します。

2.	 FileSystemObject	オブジェクト
トップページの	Microsoft	Windows	スクリプト	テクノロジ に
ある、	Script	ランタイム− FileSystemObject にあります。

3.	 Shell	オブジェクト
Shell	object	(Windows)

各オブジェクトのリンク先には、使用できるプロパティ、メソッド
の説明があります。	この情報を元に、秀丸マクロを作成していくこ
とになります。	(逆に言うと、このような情報がない場合には、マ
クロの作成は出来ません。)

Office製品の場合には、各製品の「VBA	リファレンス」が参考にな
ります。	ただし、秀丸マクロは文字と整数しか扱えないので、その
ままでは使えない場合もあります。

秀丸マクロ側は「COMの呼び出し」 にある、	関数/文	を使うこ
とになります。

プロパティの呼び出し/設定、メソッドで戻り値が、数値、文字、オ
ブジェクトの場合で命令が異なるので、	少し複雑です。また命令が

https://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/cc392483.aspx
https://docs.microsoft.com/ja-jp/previous-versions/windows/scripting/cc364455(v=msdn.10)
https://docs.microsoft.com/ja-jp/previous-versions/windows/scripting/cc364460(v=msdn.10)
https://docs.microsoft.com/ja-jp/previous-versions/windows/scripting/cc364453(v=msdn.10)
https://docs.microsoft.com/ja-jp/previous-versions/windows/scripting/cc392483(v=msdn.10)
https://docs.microsoft.com/ja-jp/previous-versions/windows/scripting/cc409798(v=msdn.10)
https://msdn.microsoft.com/ja-jp/library/windows/desktop/bb774094(v=vs.85).aspx
https://help.maruo.co.jp/hidemac/html/230_Com.html


異なるので、使用するCOMオブジェクトの情報がないと、何を使っ
ていいのか、	判断に困まります。

【２】秀丸マクロからCOMオブジェクトを使ってみる

【２．１】「Windows	Script	Host」の	WshShell	オブジェク
トを使ってみる

WshShell	オブジェクト	にある、"Popup"メソッドを使ってみま
す。

秀丸マクロの	message文	と同じメッセージを表示する命令です
が、タイムアウト時間を設定でき自動で閉じることが出来ま
す。
(秀丸エディタ	Ver.8.75以降では、message文が拡張され、タイム
アウトする事も可能になっています。)

Popupメソッドの引数、戻り値は以下になります。

intButton	=	object.Popup(strText,[nSecondsToWait],

[strTitle],[nType])	

引数

object
WshShell	オブジェクトを指定します。

strText
表示するメッセージ(文字列)

nSecondsToWait
タイムアウト時間。0(zero)だと通常のメッセージBOX
と同じで、ユーザーの操作を待ち続ける。(数値)

strTitle
タイトルバーに表示する内容(文字列)



nType
表示するボタンとアイコンを示す数値(数値)

戻り値

intButton
選択されたボタンを示す数値(数値)

WSH(VBScript)の場合は以下になります。

'オブジェクトの生成
Set	WshShell	=	WScript.CreateObject("WScript.Shell")

'メソッドの呼び出し、7秒待機する。
BtnCode	=	WshShell.Popup("ご機嫌いかがですか?",	7,	"お答えくだ
さい。",	4	+	32)
'結果の表示
Wscript.echo	BtnCode

'オブジェクトの解放
Set	WshShell	=	Nothing

これを秀丸マクロに変換していきます。

まず、WshShell	オブジェクトを生成するため、createobject	関
数を使います。

WSH(VBScript)で実行する場合と違い、秀丸マクロではCOM関
連の実行時エラーが出ないので、	メソッドの実行やプロパティ
アクセス結果のチェックを行う必要があります。	createobject関
数は戻り値で判断できますが、基本的には	getresultex関数	を使
い、成功/失敗を判断します。	(getresultex(10)	で、COM関連命令
が成功したか、失敗したかを返す)

#WshShell	=	createobject("WScript.Shell")

if(#WshShell	==	0){	//if(getresultex(10)	==	false){	

				message	"WScript.Shell	オブジェクトの生成に失敗しました。";
				endmacro;

}



次に"Popupメソッド"を呼び出します。

呼び出すメソッドの戻り値が、

数値の場合は、"callmethod_returnnum関数"

文字列の場合は、"callmethod_returnstr関数"

オブジェクトの場合は、"callmethod_returnobj関数"

ない場合は、"callmethod文"

を使います。

プロパティの場合は、取得する/設定する内容により命令を使い
分けます。

数値の場合は、"getpropnum関数"、"setpropnum文"

文字列の場合は、"getpropstr関数"、"setpropstr文"

オブジェクトの場合は、"getpropobj関数"、"setpropobj文"

Popupはメソッドで、戻り値が数値なの
で、" callmethod_returnnum関数 "を使います。

#BtnCode	=	callmethod_returnnum(#WshShell,	"Popup",	"ご機嫌
いかがですか?",	7,	"お答えください。",	4	+	32);
if(getresultex(10)	==	false){	

				message	"Popupメソッドの呼び出しに失敗しました。";
				endmacro;

}

あとは、結果の表示だけなので、最終的には以下のようなマク
ロになります。

//オブジェクトの生成
#WshShell	=	createobject("WScript.Shell");

if(#WshShell	==	0){	//if(getresultex(10)	==	false){	

				message	"WScript.Shell	オブジェクトの生成に失敗しました。";
				endmacro;

}



//	メソッドの呼び出し、7秒待機する。
#BtnCode	=	callmethod_returnnum(#WshShell,	"Popup",	"ご機嫌
いかがですか?",	7,	"お答えください。",	4	+	32);
if(getresultex(10)	==	false){	

				message	"Popupメソッドの呼び出しに失敗しました。";
				endmacro;

}

//結果の表示
message	str(#BtnCode);

//オブジェクトの解放
releaseobject	#WshShell;

endmacro;

エラー検出処理が入っているので、WSH(VBScript)と比較する
とマクロが冗長になってしまいますが、	エラー検出をしない
と、正常動作しない場合に、どこでエラーになっているのか追
いかけるのが大変です。	面倒ですが、ある程度動作確認が出来
るまでは、各メソッドの呼び出しやプロパティアクセス毎に、
チェックする事をお勧めします。

また、WSH(VBScript、JScript)をつかって、事前に秀丸マクロで
実行したい処理を実行してみるのも良いです。	そもそも、処理
方法自体が間違っているのか、秀丸マクロにする時点で間違っ
ているのか、判断の材料になります。

【２．２】"Shell"オブジェクトと、"FileSystemObject"オブ
ジェクトを使ってみる

次に、"Shell"オブジェクトと、"FileSystemObject"オブジェクト
を使ってファイルの一覧を新規秀丸エディタに出力します。
"Shell"オブジェクトでフォルダを選択し、"FileSystemObject"オ
ブジェクトでファイル一覧を取得します。	ファイル一覧(コレ
クション)にアクセスするために、"getcollection"を使っていま
す。

このマクロでは、色々なオブジェクトのプロパティ、メソッド



を使っていることから、	戻り値の型に従い、getpropobj、
getpropstr、callmethod_returnobj、callmethod_returnstr等を使い分
けています。

各メソッド、プロパティの説明に従い適切な命令を使う必要が
ありますが、どうしてもわからない場合は、	"member文",
"member関数"を使う方法もあります。(プロパティは取得する
場合のみで、セットすることは出来ない)

//	ファイル一覧の取得
newfile;

//shellオブジェクトの作成
//Set	WshShell	=	Wscript.CreateObject("Shell.Application")

//Set	getfolder	=	WshShell.BrowseForFolder(0,"フォルダを選ん
でください",	&h10)
//If	(getfolder	Is	Nothing)	Then

//				WScript.Quit

//End	If

//Searchfolder	=	getfolder.Items.Item.path

//shellオブジェクトの作成
#shell	=	createobject("Shell.Application");

if(#shell	==	0){

				message	"Shellのオブジェクト作成に失敗";
				endmacro;

}

insert	"shellオブジェクトの作成\n";
insert	"フォルダ選択ダイアログの表示\n";
#getfolder	=	callmethod_returnobj(#shell,	

"BrowseForFolder",	0,"フォルダを選んでください",0x10);
if(#getfolder	==	0){

				message	"BrowseForFolderが失敗";
				endmacro;

}

#folderitems	=	callmethod_returnobj(#getfolder,	"Items");

if(#folderitems	==	0){

				message	"#folderitemsが失敗";
				endmacro;

}

#folderitem	=	callmethod_returnobj(#folderitems,	"Item");

if(#folderitem	==	0){

				message	"#folderitemが失敗";



				endmacro;

}

$Searchfolder	=	getpropstr(#folderitem,	"path");

if(getresultex(10)	==	false){	

				message	"pathプロパティが失敗";
				endmacro;

}

insert	"読み込む場所："	+	$Searchfolder	+	"\n";
releaseobject	#shell;

message	"出力するファイルの拡張子を入力してください。\n"	+	
								"一度に複数の拡張子を指定する場合は\";\"で区切ってくださ
い。\n"	+	
								"\".\"は入力しないでください。例)txt;log)\nキャンセルで入
力を終了します。";
$chk_ext	=	"";

while(1){

				$ext	=	input("拡張子を入力してください。キャンセルで終了");
				if(!result)	break;

				if($ext	==	"")break;

				$chk_ext	=	$chk_ext	+	tolower($ext)	+	";";

}

if(strlen($chk_ext)	>	0){

				insert	"表示するファイルの種類:"	+	$chk_ext	+	"\n";
				$chk_ext	=	";"	+	$chk_ext;

}else{

				insert	"表示するファイルの種類:全て\n";
}

//Set	WshFso	=	

Wscript.CreateObject("Scripting.FileSystemObject")

//'フォルダオブジェクトの取得
//Set	SFolder	=	WshFso.GetFolder(Searchfolder)

//'ファイルコレクションを取得
//Set	SFiles	=	SFolder.Files

//for	each	Checkfile	in	SFile

//				get_ext	=	WshFso.GetExtensionName(Checkfile.Path)

//next

/

//ファイル一覧の取得
#WshFso	=	createobject("Scripting.FileSystemObject");

if(#WshFso	==	0){	

				message	"#folderitemが失敗";
				endmacro;

}

#Folder	=	callmethod_returnobj(#WshFso,	"GetFolder",	



$Searchfolder);

if(#Folder	==	0){	

				message	"Folderオブジェクトの取得に失敗";
				endmacro;

}

#Files		=	getpropobj(#Folder,"Files");

if(getresultex(10)	==	false){	

				message	"Filesコレクションの取得に失敗";
				endmacro;

}

insert	"ファイルの一覧\n";
while(1){

				//filesコレクションから呼び出し
				#File	=	getcollection(#Files);

				if(#File	==	0)	break;

				//ファイルオブジェクトから、パスプロパティを読み出し
				$get_filepath	=	getpropstr(#File,	"Path");

				if(getresultex(10)	==	true){	

								//拡張子を取得
								$get_ext	=	callmethod_returnstr(#WshFso,	

"GetExtensionName",	$get_filepath);

								if(getresultex(10)	==	true){	

												if(strlen($chk_ext)	>	0){

																$get_ext	=	tolower($get_ext);

																if(strstr($chk_ext,	";"	+	$get_ext	+	";")	

>	-1){

																				insert	$get_filepath	+	"\n";

																}

												}else{

																insert	$get_filepath	+	"\n";

												}

								}

				}

}

#File	=	getcollection(#Files,	3);

releaseobject	#Files;

releaseobject	#Folder;

releaseobject	#WshFso;

endmacro;

【２．３】COM関連の特殊な命令

allowobjparam	文



秀丸エディタマクロで使用できるのは、数値・文字列だけ
ですが、メソッド・プロパティの戻り値がバイナリデータ
の場合や、	引数にオブジェクト・バイナリデータを指定す
る場合もあります。

そのような場合に、allowobjparam	文を使用します。

引数に「1」を指定すると、数値をオブジェクトとして解釈
する事を許可します。
引数に「2」を指定すると、文字列をバイト配列(バイナリ
データ)として解釈する事を許可します。
引数に「0」を指定すると、「1」、「２」の許可を無効化
します。
第二引数以降を指定すると、呼び出すメソッド等のパラメ
ータに対し、対象を個別に指定することが出来ます。

オブジェクトを引数に渡す場合

COMのメソッドやプロパティには、引数にオブジェク
トを指定する場合があります。

//ArrayList	オブジェクト生成
#array	=	

createobject("System.Collections.ArrayList");

//GetArrayListDataTypeメソッドは、
//第一引数にArrayList	オブジェクト
//第二引数に、数値
//を指定する必要がある。
callmethod_returnstr(#lib,	"GetArrayListDataType",	

#array,	#n);

第一引数に「#array」を指定して、オブジェクトを指
定しているように見えますが、上記マクロは正常に動
作しません。

createobject、callmethod_returnobj、getpropobj	で、戻り



値を数値変数で受け取っていますが、	これは、「オブ
ジェクト識別用の番号」が格納されているだけで、オ
ブジェクト本体ではありません。

つまり、以下の"GetArrayListDataType"メソッド呼び出
しは、第一引数に「オブジェクト」を要求しているの
に、	「数値」を渡している事になり、失敗します。

callmethod_returnstr(#lib,	"GetArrayListDataType",	

#array,	#n);

引数に「オブジェクト」を渡したい場合は、
allowobjparam	文	を使い、オブジェクトそのものを渡す
ように指示します。

使い方は2通りありますが、後者の方法を推奨します。

使い方その1

allowobjparam	文の引数として、「1」を指定しま
す。

allowobjparam	1;

callmethod_returnstr(#lib,	

"GetArrayListDataType",	#array,	#n);

allowobjparam	0;

この場合、callmethod_returnstr	文が失敗した場
合、パラメータの数値部分を、	オブジェクトとし
て再度実行します。

使い方その2

対象となるパラメータを指定します。

allowobjparam	文で、第二引数以降を指定すると、



対象になるパラメータを指定できます。	呼び出す
メソッドの引数の数に応じて、解釈する方法を順
に指定します。引数の意味を変換しない場合は、
「0」を指定します。

オブジェクトはパラメータとして渡すので、第一
引数は"0"でもかまいません。	(メソッドの戻り値
が、バイト配列の場合、第一引数に"2"を指定する
必要があります。)

"GetArrayListDataType"	の場合、引数は2個で、最
初はオブジェクトを渡すので「1」を、	次の引数
は変換しないので「0」を、第二引数以降に順次指
定していきます。

allowobjparam	0,1,0;

callmethod_returnstr(#lib,	

"GetArrayListDataType",	#array,	#n);

allowobjparam	0;

変換を有効にした場合は、解除するのを忘れないよう
にしましょう。

バイト配列を引数に渡したし、戻り値で受け取る場合

戻り値として「バイト配列」を受け取る場合は、第1引
数のみ指定します。

//対象のヘッダ部分を読み込み為、ADODBを使用する。
#objStream	=	createobject(	"ADODB.Stream"	);

setpropnum	#objStream,	"Type",	1;//adTypeBinary

callmethod	#objStream,	"Open";

callmethod	#objStream,	"LoadFromFile",	$target;

//バイナリデータとして扱うように設定
allowobjparam	2;

//先頭から512バイト読み込み
$buff	=	callmethod_returnstr(#objStream,	"Read",	

512);



引数として指定する場合は、オブジェクトと同じ方法
が使えますが、指定する値は「2」になります。

allowobjparam	0,2;

//出力用ストリームにバイナリで書き込み
callmethod	##Stm_out,	"Write",	$$bindata;

allowobjparam	0;

【３】その他

「.NET	Freamework」のクラス

「.NET	Freamework」のクラスも、COMから使える物もありま
す。

以下のコレクションクラスが使えることが確認されています。

ArrayList(System.Collections.ArrayList)
動的配列

Hashtable(System.Collections.Hashtable)
連想配列

SortedList(System.Collections.SortedList)
キーによってソートされる連想配列

Queue(System.Collections.Queue)
先入れ先出しリスト

Stack(System.Collections.Stack)
後入れ先出しリスト

詳細は、以下のページから各クラスのページを参照してくださ
い。
System.Collections	名前空間 	"ArrayList"は、動的配列なの
で、配列サイズは気にしなくても良いし、ソート/逆順ソートも
可能になってます。

https://docs.microsoft.com/ja-jp/dotnet/api/system.collections?redirectedfrom=MSDN&view=netframework-4.7.2


連想配列は、WSHでも可能で、 Dictionary	オブジェクト 	を
使います。

COMオブジェクトの有効範囲

createobject文を実行した秀丸エディタ上のみ有効です。秀丸エ
ディタを切り替えた場合は、無効です。	(DLLのロードと同
じ。)

次のマクロでは、2回目の"Popup"メソッドは、新規秀丸エディ
タを開いて呼び出しているため、失敗します。	(新規秀丸エデ
ィタ上で、createobjectを実行していないので、"WScript.Shell"
オブジェクトは存在してない。)

//オブジェクトの生成
#WshShell	=	createobject("WScript.Shell");

if(#WshShell	==	0){	//if(getresultex(10)	==	false){	

				message	"WScript.Shell	オブジェクトの生成に失敗しました。";
				endmacro;

}

//	メソッドの呼び出し、7秒待機する。
#BtnCode	=	callmethod_returnnum(#WshShell,	"Popup",	"ご機嫌
いかがですか?",	7,	"お答えください。",	4	+	32);
if(getresultex(10)	==	false){	

				message	"Popupメソッドの呼び出しに失敗しました。(1)";
				endmacro;

}

//結果の表示
message	str(#BtnCode);

//新規秀丸エディタを開く
newfile;

//	メソッドの呼び出し	この行は失敗する。
#BtnCode	=	callmethod_returnnum(#WshShell,	"Popup",	"ご機嫌
いかがですか?",	7,	"お答えください。",	4	+	32);
if(getresultex(10)	==	false){	

				#err	=	getresultex(11);

				message	"Popupメソッドの呼び出しに失敗しました。(2)\n0x"	+	
hex(#err);

				endmacro;

}

https://docs.microsoft.com/ja-jp/previous-versions/windows/scripting/cc428065(v=msdn.10)


//オブジェクトの解放
releaseobject	#WshShell;

endmacro;

DLLの場合と違い、呼び出しに失敗してもマクロの実行は止ま
らない為、異常には気がつきにくいです。	(メソッドの呼び出
し、プロパティアクセス後は、エラーチェックをした方が良い
です。)

目次に戻る





第III部〜秀丸マクロのいろはにほへ
と
　マクロのデバッグについて



●マクロのデバッグについて

【０】はじめに
【１】秀丸エディタのデバッグ機能について
【２】デバッグの方法

はじめに

秀丸エディタのマクロを自分で作成/実行する場合、思ったような結
果にならない場合があります。	どこで思ったように動作していない
か調べるには、途中でマクロの実行を一時停止させ、	選択状態や各
種ウィンドウの状態などの確認や、変数の内容を確認する必要があ
ります

ここでは、マクロをデバッグする時の注意点や、あると便利なツー
ルの紹介をおこないます。

秀丸エディタのデバッグ機能について

秀丸エディタ本体にあるデバッグ機能について説明します。

秀丸エディタ本体には、デバッグ関連の命令として以下の2つがあり
ます。(2つしかないと言うべきか？)	両方の命令は共に、デバッガ
(デバッグを支援するツール/プログラム)にデータを出力します。

デバッガは、一度に扱えるデータ量には制限があります。	デバッグ
用共有メモリサイズは4kバイトなので、これ以上は一度に表示され
ません。

debuginfo
引数に指定された文字列を、デバッガに出力します。

https://help.maruo.co.jp/hidemac/html/090_MessageStatement_debuginfo.html


"デバッガに出力"する機能だけではなく、デバッガへの出力を
ON/OFFする機能も持ちます。

引数として数値の	「0」を指定した場合は、デバッガへの
出力をOFFします。(マクロ実行直後はOFF状態)

引数として数値の	「0」以外を指定した場合は、デバッガ
への出力をONします。
Ver.8.77から、引数として数値の	「2」を指定した場合、デ
バッガだけではなく、	アウトプット枠にもメッセージを出
力します。	アウトプット枠が表示されていない場合は、ア
ウトプット枠も表示されます。

showvars
現在のマクロで定義されている変数とその内容の一覧を出力す
る。

debuginfo命令で、デバッガへの出力をONにしていないと、出
力されません。

デバッガはフリーソフトでも、いろいろあります。

Vectorのソフトライブラリ で探す。

プログラミング −	デバッガ 	にあります。
(OutputDebugString	の出力をモニターできる物を探してくださ
い)

Microsoft製のデバッガ

Microsoft	TechNet:Windows	Sysinternals 	にある、
「 DebugView	for	Windows 」です。	(その他のユーティリテ
ィ(Miscellaneous	Utilities)にあります。)

秀丸マクロ専用のデバッガ

https://help.maruo.co.jp/hidemac/html/090_MessageStatement_showvars.html
https://www.vector.co.jp/
https://www.vector.co.jp/vpack/filearea/winnt/prog/
https://www.vector.co.jp/vpack/filearea/winnt/prog/debug
https://technet.microsoft.com/ja-jp/sysinternals/default.aspx
https://technet.microsoft.com/ja-jp/sysinternals/debugview


秀丸マクロ.net-秀丸エディタ・デバッグ出力モニター 	からダ
ウンロードしてください。

他のデバッガと異なり、秀丸マクロ専用になっているため、メ
ッセージは読みやすいです。	他のデバッガは、実行中のアプリ
ケーションから出力される全てのデバッグメッセージ受け取る
ため、	出力内容が混在しますが、秀丸マクロ専用なので、秀丸
エディタ以外からのメッセージは表示されません。

出力内容に"\n"(改行コード)が含まれないと出力されません。
また、バッファサイズが少ない(512バイト)ようで、指定したデ
ータが多いと全て表示されません。

とりあえず使ってみて、自分に合ったデバッガを使ってください。

デバッグの方法

範囲選択や、ウィンドウの状態などを確認したい場合は、message文
やquestion文を使ってメッセージを表示させ、	マクロの実行を一時
的に止める事で確認できます。(disabledrawや、showwindow	0	で非表
示にしている場合は無理ですが)	マクロを実行させている秀丸エデ
ィタの操作はできませんが、各種状態を確認するには有効な方法で
す。

マクロ実行中に、詳細情報を知りたい場合は、キーワードや変数の
内容を、デバッグ用メッセージとして出力します。

デバッグメッセージを出力する方法はいくつかあります。

debuginfo	を使う場合

message文、question文	を使う方法

アウトプット枠に出力

秀丸エディタに出力

http://xn--pckzexbx21r8q9b.net/?page=nobu_tool_hm_debugmonitor


「debuginfo	を使う場合」がお勧めです。

「message文、question文	を使う方法」は、チョット調べたい場合な
どには便利です。

「アウトプット枠に出力」、「秀丸エディタに出力」は、	デバッガ
が使えない場合の代替え手段ですが、秀丸エディタ本体を使うこと
もあり、	頻繁にウィンドウの切替が発生します。

debuginfo	を使う場合

秀丸エディタ本体にあるデバッグ用命令	debuginfo	を使い、デ
バッガに出力します。

マクロ実行初期状態は、デバッグ出力はOFFになっているの
で、ONにする必要があります。

debuginfo	1;

また、デバッグ出力として引数に指定できるのは、文字列だけ
なので数値は文字に変換する必要があります。

//デバッグ出力をONにする。
debuginfo	1;

debuginfo	str(100);

debuginfo	"debuginfoのテスト1";
//デバッグ出力をOFFにする。
debuginfo	0;

debuginfo	"debuginfoのテスト2(出力されない)";
//デバッグ出力をONにする。
debuginfo	1;

debuginfo	"debuginfoのテスト3";
endmacro;

「DebugView	for	Windows」と「秀丸エディタ・デバッグ出力モ
ニター」での出力結果です。



DebugView	for	Windows

秀丸エディタ・デバッグ出力モニター(最後に改行文字を追
加するようマクロを変更した状態)

秀丸マクロヘルプの	"debuginfo"	の所には、以下の注意書きがあ
ります。

デバッグアプリケーションが常駐していない時にこの文を実
行すると、文字列はデバッグ端末に送られます。	デバッグア
プリケーションもデバッグ端末もない場合はWindowsの動作が
おかしくなることがあるので注意してください。

この説明にある「デバッグアプリケーション」とは、「デバッ
ガ」の事です。	その為、実際にはデバッガが起動しているかど
うか確認してから、メッセージを出力した方が良いでしょう。

毎回チェックコードを書くのも大変なので、起動チェックおよ
び出力部分は、サブルーチン化します。



起動チェックは、ウィンドウクラス名を検索する事で確認しま
す。	( findwindowclass関数 を使う)

「DebugView	for	Windows」のウィンドウクラス名
は"dbgviewClass"、	「秀丸エディタ・デバッグ出力モニター」
のウィンドウクラス名は、"HM_DebugMonitor"です。

この例では、2つのデバッガを検索し、どちらか見つかれば出力
します。	「秀丸エディタ・デバッグ出力モニター」の場合で、
最後に改行が付いていない場合は追加します。

//デバッグ出力をONにする。
debuginfo	1;

call	DEBUGOUT	"debuginfoのテスト1";
//デバッグ出力をOFFにする。
debuginfo	0;

call	DEBUGOUT	"debuginfoのテスト2(出力されない)";
//デバッグ出力をONにする。
debuginfo	1;

call	DEBUGOUT	"debuginfoのテスト3";
endmacro;

//デバッガ出力用サブルーチン
DEBUGOUT:

				$$debug_message	=	$$1;

				//デバッガのチェック1
				##debugger1	=	findwindowclass("HM_DebugMonitor");

				//デバッガのチェック2
				if(##debugger1	==	0)##debugger2	=	

findwindowclass("dbgviewClass");

				//両方見つからない場合は終了
				if(##debugger1	==	0	&&	##debugger2	==	0)	return;

				//秀丸エディタ・デバッグ出力モニターの場合は、最後に改行を追加
				if(##debugger1	!=	0	&&	rightstr($$debug_message,	1)	!=	

"\x0a")	$$debug_message	=	$$debug_message	+	"\x0a";

				//デバッガに出力
				debuginfo	$$debug_message;

return;

message文、question文	を使う方法

https://help.maruo.co.jp/hidemac/html/180_Dde.html


変数の内容を、文字列ならそのまま、数値なら文字列に変換し
て、引数に指定し表示させます。	簡単ですが、ループ中で実行
する場合は大変なので、使う箇所はよく考えましょう。

question文は戻り値があるので、押したボタンによって処理を終
了させることも可能です。

また、message文、question文	はフォーカスをエディタ画面に移
動させてしまうので、枠を対象とするようなマクロの場合は注
意が必要です。

ちなみに、message文、question文だけではなく、ダイアログで
表示している内容は、ダイアログがアクティブな状態
で [Ctrl] + [C] を押せば、	表示しているテキストをクリッ
プボードにコピー可能です。	(なかには、 [Ctrl] + [C] 	が効
かないダイアログもあります。Windows	9x系OSでは出来ませ
ん。)

たとえば、以下のようなダイアログが表示されているとき
に、 [Ctrl] + [C] を押すと、

クリップボードには、以下の内容がコピーされます。

---------------------------

秀丸エディタ
---------------------------

無題のまま保存されたファイルがあります。
読み込みますか？
---------------------------

はい(Y)			いいえ(N)			



---------------------------

エラーメッセージを保存する事も出来るので、結構便利です。

アウトプット枠に出力

各種情報をアウトプット枠に出力します。

秀丸エディタ	Ver.8.77以降、debuginfo	文で、アウトプット枠に
メッセージを出力できます。

ただし、debuginfo	は出力するアウトプット枠の制御できませ
ん。	マクロを実行しているアクティブなウィンドウのアウトプ
ット枠に出力されます。

タブモードの場合は、アウトプット枠はウィンドウに1個なの
で、問題はありませんが、	複数のタブグループがある場合や、
非タブモードの場合は、ウィンドウ/タブグループが切り替わる
と、	メッセージの出力先も切り替わってしまうため、初期化を
実行したウィンドウ/タブグループに出力するようにしていま
す。

また、秀丸エディタ本体がクラッシュするような不具合がある
と、出力した内容も全て消えてしまいます。

「アウトプット枠に出力する」マクロの例です。

「DBOUT_INIT」	が初期化のサブルーチンです。最初に一
回だけ呼び出してください。

「DBOUT」	がメッセージ出力用サブルーチンです。引数
に指定された内容をアウトプット枠に出力します。

//初期化処理
call	DBOUT_INIT;

//実際に出力する



call	DBOUT	"デバッグ出力1!!:"	+	time	+	"\n";
newfile;

call	DBOUT	"デバッグ出力2!!:"	+	time	+	"\n";
settabgroup	-1;

call	DBOUT	"デバッグ出力3!!:"	+	time	+	"\n";
endmacro;

//----------------------//

//		デバック出力
//----------------------//

DBOUT:

				if(#Debug_OutputFlg	==	1	){

								##main	=	hidemaruhandle(0);

								##focus	=	getfocus;

								if(#Debug_TabMode	==	0	&&	##main	!=	

#Debug_Hidemaru){

												//非タブモードの場合、ウィンドウ毎にアウトプット枠が存
在するので、同じウィンドウに出力する。
												setactivehidemaru	#Debug_Hidemaru;

								}else	if(#Debug_TabMode	==	1	&&	#Debug_TabGroup	!=	

tabgroup){

												//タブモードで、グループIDが初期化時と違っていたら、同
じタブに出力する。
												setactivehidemaru	getcurrenttab(false,	

#Debug_TabGroup);

								}

								debuginfo	$$1;

								//元に戻す
								if(##main	!=	hidemaruhandle(0))	setactivehidemaru	

##main;

								if(getfocus	!=	##focus)	setfocus	##focus;

				}

return;

//----------------------//

//		デバック初期化
//----------------------//

DBOUT_INIT:

				#Debug_TabMode		=	tabmode;

				#Debug_TabGroup	=	tabgroup;

				#Debug_Hidemaru	=	hidemaruhandle(0);

				debuginfo	2;

				debuginfo	"";

				//アウトプット枠をクリアする場合は有効にする。
				//ここから
				##Debug_OutputPanel	=	loaddll("HmOutputPane.dll");

				if(##Debug_OutputPanel	==	0){



								#Debug_OutputFlg	=	0;

								return;

				}

				##outputhandle	=	dllfunc(##Debug_OutputPanel,	

"GetWindowHandle",	hidemaruhandle(0));

				##ret	=	sendmessage(##outputhandle,	0x111,	1009,	

0);//1009=クリア
				//ここまで
				#Debug_OutputFlg	=	1;

return;

秀丸エディタに出力

各種情報をデバッグ用秀丸エディタに出力します。

秀丸エディタは、エディタ毎に別プロセスになっているため、
マクロ実行中にクラッシュするような状態でも、	巻き込まれる
可能性が少ないです。

秀丸エディタ本体をデバッグ用メッセージ出力に使うマクロの
例です。	一時フォルダ(TEMPフォルダ)にファイルを作成し、
そこのメッセージを出力します。	「DBOUT」を10回呼び出す
と、ファイルを自動保存するようになっています。

やはり、ウィンドウの切替に頻繁に行うので、少しうっとうし
いかもしれません。

「DBOUT_INIT」	が初期化のサブルーチンです。最初に一
回だけ呼び出してください。

「DBOUT」	がメッセージ出力用サブルーチンです。

//初期化処理
call	DBOUT_INIT;

call	DBOUT	"デバッグ出力1!!:"	+	time;
call	DBOUT	"デバッグ出力2!!:"	+	time;
endmacro;

//----------------------//



//		デバック出力ルーチン
//----------------------//

DBOUT:

				//ログ出力フラグがセットされていて、ハンドルが有効なら、ログ出力
ファイルへ追加
				if(#Debug_OutputFlg	==	1	&&	#Debug_OutputHandle	>	0){

								//呼び出し元のハンドルとフォーカスを保存
								##main	=	hidemaruhandle(0);

								##focus	=	getfocus;

								//ログ出力ファイルへ切替
								if(##main	!=	#Debug_OutputHandle)	

setactivehidemaru	#Debug_OutputHandle;

								//出力カウンタ読み出しと更新
								$$cnt	=	getstaticvariable("debug_cnt",0);

								//ファイルの最後に移動して、ログを出力
								gofileend;

								insert	$$1	+	"\n";

								##cnt	=	val($$cnt)	+	1;

								//カウンタが10を超えたら保存して、カウンタリセット
								if(##cnt	>	10){

												save;

												##cnt	=	0;

								}

								//カウンタ保存
								setstaticvariable	"debug_cnt",	str(##cnt),	0;

								//呼び出し元に戻る
								if(##main	!=	#Debug_OutputHandle)	

setactivehidemaru	##main;

								if(getfocus	!=	##focus)	setfocus	##focus;

				}

return;

//----------------------//

//		デバック初期化
//----------------------//

DBOUT_INIT:

				//呼び出し元のハンドルを保存
				##main	=	hidemaruhandle(0);

				//tmpフォルダを取得
				$$debugfile	=	getenv("temp");

				if($$debugfile	==	"")$$debugfile	=	getenv("tmp");

				//tmpフォルダの取得に失敗した場合は終了
				if($$debugfile	==	""){

								#Debug_OutputFlg	=	0;

								return;

				}

				//ログ出力ファイル名を決める



				$$debugfile	=	$$debugfile	+	"\\Debug_OutPut.txt";

				//ログ出力ファイルを検索する
				#Debug_OutputHandle	=	findhidemaru($$debugfile);

				//自分自身は検索出来ないので、ファイル名をチェック
				if(#Debug_OutputHandle	==	-1){

								if(tolower($$debugfile)	==	filename)	

#Debug_OutputHandle	=	hidemaruhandle(0);

				}

				//それでも見つからない場合はログ出力ファイルを開く
				if(#Debug_OutputHandle	==	-1){

								openfile	"/i	\""	+	$$debugfile	+	"\"";

								#Debug_OutputHandle	=	hidemaruhandle(0);

				}

				//ログ出力ファイルをアクティブな状態にして、変数を設定
				setactivehidemaru	#Debug_OutputHandle;

				setstaticvariable	"debug_cnt",	"0",	0;

				

				//デバッグ内容をクリアする場合は有効にする。
				//selectall;delete;

				//ログ出力フラグをセット
				#Debug_OutputFlg	=	1;

				setactivehidemaru	##main;

return;

目次に戻る





第III部〜秀丸マクロのいろはにほへ
と
　HMJRE.DLLを使う場合の注意点



●HMJRE.DLLを使う場合の注意点

【０】はじめに
【１】文字変数にShift_JISに含まれない、Unicode文字がある場合
【２】外国語を対象とする場合

はじめに

秀丸エディタの正規表現エンジンであるHMJRE.DLLは、マクロから
呼び出すことが可能です。	(マクロからのdllfunc呼び出し )

文字変数や文字列に対して、正規表現を使った検索、置換が実行で
きますが、	使用する場合には、注意点があります。

文字変数にShift_JISに含まれない、Unicode文字がある場合

外国語を対象とする場合

秀丸エディタ本体で検索を行う場合は、秀丸エディタがつじつまを
合わせてくれますが、	マクロで使う場合は、呼び出した側が注意し
ないといけない場合があります。

文字変数にShift_JISに含まれない、Unicode文字がある場
合

Unicode文字が含まれる場合の問題点

対処方法

Unicode文字が含まれる場合の問題点

秀丸エディタの内部的な事情を少し説明します。

秀丸エディタの内部コードはShift_JISがベース。

https://help.maruo.co.jp/hmjre/html/0008_API_MACRO.html


Shift_JISに含まれないUnicode文字は、特殊な文字コードに
なっていて、 1文字4バイトで構成されている。

Shift_JISがベースになっているため、マクロでは、常に漢
字は2バイトとして扱われる。

基本的にはShift_JISである前提で動作しています。

通常、外部DLL内の関数を	dllfunc/dllfuncstr	を使って呼び出す時
は、	引数に指定する文字列に「 Shift_JISに含まれないUnicode
文字」が含まれると、	その文字を削除して、外部DLLに渡され
ます。

これは、DLLとのインターフェースが、マルチバイト文字
(Shift_JIS)を前提としている事と、	「特殊な文字コード」を外
部DLLが理解できないためです。	(dllfuncw/dllfuncstrw	を使え
ば、Unicode文字列を外部DLLに渡す事は可能ですが、DLL側の
対応が必要です)

HMJRE.DLLは、例外的に「	特殊な文字コード」	を理解できる
為、	dllfunc/dllfuncstr	呼び出し時、文字列内に「 Shift_JISに含
まれないUnicode文字」があっても、	秀丸エディタ内部の「特
殊な文字コード」がそのままHMJRE.DLLに渡されます。

HMJRE.DLLの関数自体は、マッチ位置やマッチした長さを、バ
イト数で返します。	「特殊な文字コード」は「 1文字4バイ
ト」なので、「常に漢字は2バイト」で扱うマクロ関数と一致
しません。

以下のマクロは、文字変数	$a	の最後にある"a"の位置を返すマ
クロです。	マクロ関数とHMJRE.DLL内の関数の比較になりま
す。

//	マクロ1
//	このマクロはUnicode(UTF-16LE)で保存する事



//				0									1

//				01234567890

$a	=	"hidemarua";

#n1	=	strrstr($a,	"a");

//	見つけた場所から1文字切り出す
$b1	=	midstr($a,	#n1,	1);

loaddll	"HMJRE.DLL";

if(!result){

				message	"DLLのロードに失敗しました。";
				endmacro;

}

#n2	=	dllfunc("FindRegular",	"a$",	$a,	0);

if(0	>	#n2){

				message	"検索に失敗しました。";
				endmacro;

}

#l2	=	dllfunc("GetLastMatchLength");

//	マッチした箇所を切り出す
$b2		=	midstr($a,	#n2,	#l2);

message	"場所(#n1)					："	+	str(#n1)	+	"\n"	+	
								"場所(#n2)					："	+	str(#n2)	+	"\n"	+	
								"取得文字1($b1)："	+	$b1	+	"<--"	+	"\n"	+	
								"取得文字2($b2)："	+	$b2	+	"<--";
freedll;

endmacro;

「マクロでは、常に漢字は2バイトとして扱われる」	ので、最
後の"a"は、10を期待します。

//														★
//				0									1

//				01234567890

$a	=	"hidemarua";

しかし、マクロを実行した結果は、

場所(#n1)					：10
場所(#n2)					：16
取得文字1($b1)：a<--
取得文字2($b2)：<--

となり、strrstr関数は期待通り「10」を返しますが、FindRegular



関数は、「16」を返します。

これは	""という文字が、UTF-16で表現するとサロゲートペアと
なるため、Unicode文字2文字で表現されているからです。	「特
殊な文字コード」は1文字4バイトなので、2文字分で8バイトに
なっています。

先ほどのマクロを変更して、マッチした長さを返す
GetLastMatchLength関数を使用し、	""を検索した時の、マッチ
した長さ(バイト数)を確認してみます。

//	マクロ2
//	このマクロはUnicode(UTF-16LE)で保存する事
//				0									1

//				01234567890

$a	=	"123456789";

#l1		=	strlen($a);

loaddll	"HMJRE.DLL";

if(!result){

				message	"DLLのロードに失敗しました。";
				endmacro;

}

#n2	=	dllfunc("FindRegular",	"",	$a,	0);

if(0	>	#n2){

				message	"検索に失敗しました。";
				endmacro;

}

#l2	=	dllfunc("GetLastMatchLength");

//	マッチした箇所を切り出す
$b2		=	midstr($a,	#n2,	#l2);

message	"文字列長(#l1)："	+	str(#l1)	+	"\n"	+
								"場所(#n2)				："	+	str(#n2)	+	"\n"	+
								"長さ(#l2)				："	+	str(#l2)	+	"\n"	+
								"取得文字($b2)："	+	$b2	+	"<--";
freedll;

endmacro;

マクロ2の実行結果です。

文字列長(#l1)：11
場所(#n2)				：0



長さ(#l2)				：8
取得文字($b2)：123456<--

"長さ(#l2)"が、""	を検索しマッチしたバイト数になり、8である
事が確認できます。

以上のことから、マクロ1実行時に、DLLに渡される	$a	の中身
は、以下の様なデータになっている為、	"FindRegular"の場合、
最後の"a"の位置は	「16」	となります。
(""は、"XXXX"と"YYYY"	の様な、8バイトで表現される)

//				0									1									2

//				012345678901234567890

$a	=	"hidemaruXXXXYYYYa";

「マクロでは、常に漢字は2バイトとして扱われる」というこ
とになっていますが、	HMJRE.DLLの関数使用時に「特殊な文
字コード」が含まれると、	漢字1文字でも最大で8バイトにな
る事もあるため、マクロ関数と一致しません。	マクロ1、マク
ロ2で、"取得文字($b2)"がおかしいのは、この不一致が原因で
す。

HMJRE.DLL内の関数で戻り値を、マクロの関数で使用する場合
は、ズレの有無をチェックし、	ズレていたら補正しないと、正
確な位置、長さを取得出来ません。

対処方法

HMJRE.DLL	Ver.3.13(秀丸エディタ	Ver.8に添付)か
ら、"SetUnicodeIndexAutoConvert関数"が追加されています。

//#flg	=	0	自動変換無効、#flg	=	1	自動変換有効
#n	=	dllfunc("SetUnicodeIndexAutoConvert",	#flg);

この関数を使用すると、HMJRE.DLLの各関数の戻り値が、マク



ロでそのまま使用できるような値に自動変換されます。

"SetUnicodeIndexAutoConvert関数"	を使い自動変換を有効にした
マクロです。

//マクロ3
//	このマクロはUnicode(UTF-16LE)で保存する事
//				0									1

//				01234567890

$a		=	"hidemarua";

//	$a	に入っている長さ(バイト数)
#l		=	strlen($a);

//	$a	の最後から、"a"	を探す
#n1	=	strrstr($a,	"a");

//	見つけた場所から1文字切り出す
$b1	=	midstr($a,	#n1,	1);

loaddll	"HMJRE.DLL";

if(!result){

				message	"DLLのロードに失敗しました。";
				endmacro;

}

//	引数に	1	を設定し、自動変換を有効にする(0	で無効化)
#x	=	dllfunc("SetUnicodeIndexAutoConvert",	1);

//	$a	から最後にある	"a"	の位置を取得
#n2	=	dllfunc("FindRegular",	"a$",	$a,	0);

if(0	>	#n2){

				message	"検索に失敗しました。";
				endmacro;

}

//	マッチした内容の長さを取得
#l2	=	dllfunc("GetLastMatchLength");

//	マッチした箇所を切り出す
$b2		=	midstr($a,	#n2,	#l2);

//結果表示
message	"文字列長(#l)	："	+	str(#l)	+	"\n"	+	
								"場所				(#n1)："	+	str(#n1)	+	"\n"	+	
								"場所				(#n2)："	+	str(#n2)	+	"\n"	+	
								"長さ				(#l2)："	+	str(#l2)	+	"\n"	+	
								"取得文字($b1)："	+	$b1	+	"<--"	+	"\n"	+	
								"取得文字($b2)："	+	$b2	+	"<--";
freedll;

endmacro;



上記マクロの実行結果です。

文字列長(#l)	：11
場所				(#n1)：10
場所				(#n2)：10
長さ				(#l2)：1
取得文字($b1)：a<--
取得文字($b2)：a<--

"FindRegular"の戻り値を、そのまま使用しても、正常に取得で
きています。	("SetUnicodeIndexAutoConvert"	の自動変換が有効
になっている。)

ということで、マクロからHMJRE.DLLを使う場合、

1.	 SetUnicodeIndexAutoConvert関数を、引数に「1」を指定し
て呼び出し、自動変換を有効にする。

2.	 各関数を呼び出す。

という手順になります。

確実に「 Shift_JISに含まれないUnicode文字」がないと判って
いるなら不要ですが、	HMJRE.DLLをマクロから使用する場合
には、SetUnicodeIndexAutoConvert関数	を実行することを推奨し
ます。

外国語を対象とする場合

マクロでは、基本的に日本語(Shift_JIS)を対象にしているため、日本
語以外の言語使用する場合、	検索に失敗する場合があります。

Shift_JISの文字コードに関係する話になります。

Shift_JISの文字コードの割り当ては以下のようになっています。

0x00〜0x1f、0x7f



この範囲は制御コードが割り当てられている。
0x20〜0x7e

ASCII文字が割り当てられている。ASCII文字とは英数字と
記号になります。

0xa1〜0xdf
半角カタカナです

0x81〜0x9f、0xe0〜0xef
Shift_JISの上位バイト

0x40〜0x7e、0x80〜0xfc
Shift_JISの下位バイト

欧文文字コード(CP1252)の場合、Shift_JISの上位バイトに当たる範
囲に、文字が割り当てられています。	(0xe0〜0xef	の	範囲には、ア
クセント記号付きの文字が割り当てられている)
その為、欧文文字を検索したくても、Shift_JISの上位バイトと認識
され、正しく検索出来ない場合があります。	日本語以外の言語を使
用する場合には、あらかじめ言語の情報をDLLに教えておく必要が
あります。

HMJRE.DLLのVer.5.01から、"NotifyEncode"関数が追加されていま
す。	(秀丸エディタのVer.8.74以降から添付)
この関数を使用することで、対象のエンコードを指定できます。

//ファイルと同じ文字コードを使う場合には、引数に	"encode"キーワードを指
定する。
//ファイルと違う文字コードを使う場合には、"encode"キーワードの値を調べて
指定する
#n	=	dllfunc("NotifyEncode",	encode);

マクロから外国語を対象にして、HMJRE.DLLを使う場合には、

1.	 NotifyEncode関数に、対象のエンコード値を指定して呼び出
す。

2.	 各関数を呼び出す。



という手順になります。

目次に戻る
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●外部プログラムの実行について

【０】はじめに
【１】run系命令文の共通事項
【２】個別の命令文について

はじめに

秀丸エディタのマクロから、他のプログラム(実行ファイル)を起動
する方法は複数あり、	使用する命令文によって、出来ること/出来
ないことがあります。

現状(2019/03/07現在)では、単純にプログラムを実行するだけなら
run文	でもいいですが、	複雑な事をする場合は、引数の指定が難し
いですが、runex文をお勧めします。

命令文による違い
命令文 同期実行 リダイレクト

run × △(Shift_JIS前提)

runsync/runsync2 ○ ×

runex ○ ○

○：問題なし　△：制限あり　×：不可

同期実行
プログラムが終了するまで待機する。(プログラムの戻り値を取
得可能)

リダイレクト
ファイルの内容を標準入力へ送ったり、標準出力をファイルへ
取り込む。



run系命令文の共通事項

コマンドラインに指定する文字列内に

%f

%d

%b

%n

%l

%c

の文字がある場合、対象の内容に置換されてプログラムに引き
渡されます。	(大文字小文字の区別はありません)
特に、パーセントエンコード/URLエンコード	を含む文字列を
指定する場合は、注意が必要です。	(runex文の場合、置換を抑
制するオプションあり)

"C:\Program	Files\Hidemaru\HIDEMARU.TXT"	を秀丸エディタで開
いている状態では、以下の内容に置換されます。

%f

開いているファイルのフルパス

C:\Program	Files\Hidemaru\HIDEMARU.TXT

%d

開いているファイルのフォルダ名

C:\Program	Files\Hidemaru

%b

開いているファイルのファイル名



HIDEMARU.TXT

%n

開いているファイルのファイル名から拡張子を除いたもの

HIDEMARU

%l
カーソル位置の行番号(先頭が1)

%c
カーソル位置の桁(先頭が1)、マクロの	column	と同じくタ
ブ文字も1文字とカウントします。

例えば、以下のVbscript	に	"%8C	%B4	%88	%F6	%8B	%86	%96
%BE"	という文字列を引数として指定し、run文で実行してみま
す。

Option	Explicit

Dim	WshArgs

Dim	Argv

Dim	i

Argv	=	""

'引数の取得
Set	WshArgs	=	WScript.Arguments

For	i	=	0	to	WshArgs.Count	-	1

				Argv	=	Argv	&	cstr(i)	&	"	-->"	&	WshArgs(I)	&	"<--"	&	

vbcrlf

Next

set	WshArgs	=	Nothing

Wscript.echo	Argv

Wscript.quit

実行するマクロ

run	@"wscript.exe	"""	+	macrodir	+	@"\argv.vbs""	%8C	%B4	

%88	%F6	%8B	%86	%96	%BE";



出力結果

---------------------------

Windows	Script	Host

---------------------------

0	-->%8C<--

1	-->HIDEMARU.TXT4<--

2	-->%88<--

3	-->C:\Program<--

4	-->Files\Hidemaru\HIDEMARU.TXT6<--

5	-->%8B<--

6	-->%86<--

7	-->%96<--

8	-->HIDEMARU.TXTE<--

---------------------------

OK

---------------------------

"%8C	%B4	%88	%F6	%8B	%86	%96	%BE"	に含まれ
る、"%B"、"%F"が、ファイル名、フルパスに変換されて、プ
ログラムに引き渡されています。	さらに、フルパスの場合、ス
ペースが含まれている為、引数の数も違ってしまっています。

run系文実行時の	result	は、プログラムの実行に成功した場合は	
false以外に	、失敗した場合は	false	になります。	true	かどう
かではなく、falseではない事を確認した方が良いでしょう。

run	@"wscript.exe	"""	+	macrodir	+	@"\argv.vbs""	%8C	%B4	

%88	%F6	%8B	%86	%96	%BE";

if(!result){

				//失敗した場合の処理

}

プログラム実行に成功し、同期実行の場合は、実行したプログ
ラムが返す「終了ステータス」を取得可能です。	取得に
は、getresultex関数で、引数に「9」を指定します。



runsync	"xxxx.exe";

#ret	=	getresultex(9);

run文の場合は、同期実行に対応していないた
め、getresultex(9)	は	常に「259」(同期しなかった)を返しま
す。

個別の命令文について

run

非同期でプログラムの実行を行います。	非同期なので、プログ
ラムの「終了ステータス」を受け取ることは出来ません。

引数に、"<con"	、">con"	、"<ファイル名"、">ファイル名"	など
を付けることにより、標準入出力のリダイレクトが可能です。

"<con"は、範囲選択していた場合はその範囲を、それ以外
の場合はファイルの内容を標準入力へ送ります。	標準入力
は、ファイルの内容を、Shift_JISに変換して入力します。

">con"は、範囲選択していた場合はその範囲へ、それ以外
の場合は新規の秀丸エディタへ、標準出力の内容を出力し
ます。	標準出力はShift_JISである事を前提としています。

"<ファイル名"は、指定されたファイルの内容を標準入力へ
送ります。

">ファイル名"は、指定されたファイルへ、標準出力の内容
を保存します。

runsync,runsync2

同期でプログラムの実行を行います。	同期なのでプログラムの
「終了ステータス」を受け取ることが可能です。リダイレクト
は使用できません。



runsyncは、秀丸エディタ本体を最小化状態にして待機します。

runsync2は、秀丸エディタ本体はそのままで待機します。

runex

run文/runsync文の拡張版で、引数がとても多い(14個)ですが、細
かく実行状態を指定できます。	詳細は以下のリンク先を参照の
事。

マクロヘルプの runex文

秀丸エディタヘルプの「プログラム実行の詳細（オプショ
ン指定時）」

書式は以下になります。

runex	ファイル名,	同期フラグ,	標準入力フラグ,	標準入力ファイ
ル名,	標準出力フラグ,	標準出力ファイル名,	標準エラー出力フラ
グ,	標準エラー出力ファイル名,	フォルダフラグ,	フォルダ名,	表
示フラグ,	非描画フラグ,	エンコード,	拡張フラグ;

同期フラグで、非同期実行/同期実行を指定できます。

リダイレクトを行う場合は、標準入力、標準出力、標準エ
ラー出力の各フラグと、各ファイル名を設定すること。

表示フラグで、3以降の意味は、	 ShellExecuteA	function
(shellapi.h) 	の「nShowCmd」を参照の事。

エンコードで、文字コードを指定できます。現状は、
ANSI(Shift_JIS)、UTF16-LE、UTF-8	を指定できます。

拡張フラグで、"%f"	等の変換を抑制できます

目次に戻る
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●秀丸エディタVer.3.00	マクロ関連の変更履歴

秀丸	ver.3.00になって、機能強化に伴いマクロ文が追加されたり、仕様変
更が行われました。また、いくつかのバグ修正も行われています。
そのため、裏を返せば	ver.2.xとの間でマクロに一部非互換が発生してい
ます。
この章では、マクロの非互換情報を中心に、マクロ関連の変更履歴の情
報を集めました。

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.	3.00
【２】gokakko,	goleftkakko,	gorightkakko	の仕様変更
【３】ステルス秀丸の処理
【４】escape;のresult
【５】hidemaruhandle(0)	の取り違え

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.	3.00

loadhilight	文、hilighttitle	関数、colorcode	関数、copy2文、
openbyhidemaru	文、openbyshell	文、nextmark	文、	prevmark	文が
追加された。

ファイル系文の	result	に関して、trueで初期値を与え、エラー処
理も統一された。
(	saveas,	insertfile,	changename,	appendsave,	etc.	)

ダイアログボックスを出力するファイル系文で、失敗したり、
キャンセルされた場合は、result	は	false	を返すように統一され
た。
(	CHANGENAME,	INSERTFILE,	etc.	)

gokakko,	goleftkakko,	gorightkakko	に関して、「コメント/文字定
数」内の考慮が加えられた。

剰余	%	に関して、符号を考慮した計算方法に変更された。



マクロが終了したとき、	/h	でオープンされた窓が開かれる仕様
になった。

config	を実行すると、disabledraw	が無効になるバグを修正。

totab;	が	\"	でエスケープ処理を間違えるバグを修正。

その他、マクロのバグが修正された。

【２】gokakko,	goleftkakko,	gorightkakko	の仕様変更

gokakko						対応する括弧に移動

goleftkakko		'{'に移動

gorightkakko	'}'に移動

これらの	3	個のマクロ、コマンドは	Ver.	3.00	から仕様が変更されま
した。
「ファイルタイプ別の設定」で「コメント/文字定数のカラー表示」
を指定しない場合には従来の移動と同じです。	また、これを指定し
た場合には、

1.	 gokakko	は、「コメント/文字定数」の中にある括弧では移動し
ません。

2.	 goleftkakko,	gorightkakko	は、「コメント/文字定数」の中にある
括弧	{	}	を無視して移動します。

【３】ステルス秀丸の処理

マクロが終了したとき、	/h	でオープンされた窓が開かれる仕様にな
りました。

ちなみにこの仕様については、マクロのバグでマクロが異常終了し
たときは、有効ではありません。

「入力補完」とか「辞書引き」のマクロ等では、意図して	/h	で残す



場合がありましたが、Ver.	3.0x	ではそれができません。

【４】escape;のresult

escape;

message	str(result);

現在	(Ver.	3.0x)	でも、escape;	は	result	=	0	となります。
偶然、この仕様であるが、将来は不明です、
マクロのテストにはべんりですが、恒久的なコードをすることはお
勧めではないです。

【５】hidemaruhandle(0)	の取り違え

下記のような例で発生する	hidemaruhandle(0)	の取り違えは治ってい
ませんが、大きな問題ではありません。	仕様にも見えるでしょう。

「常駐秀丸の終了	(C)	」の後に、マクロ	c1.	mac	を「マクロ実行」す
る、
その後で、c2.mac	で確認すると、hidemaruhandle(0)	の矛盾がわかり
ます。

//	c1.mac

saveas	"a1.txt";

$wk1	=	filename;

#ii	=	hidemaruhandle(0);

message	str(#ii);

$wk2	=	"a2.txt";

openfile	"/h	"	+	$wk2;

#jj	=	hidemaruhandle(0);	//	おいおい	!!!
message	str(#jj);

#kk	=	hidemaruhandle(findhidemaru($wk1));	//	ナイナイ	!!!
message	str(#kk);

endmacro;



//	c2.mac

#i	=	hidemaruhandle(0);

message	str(#i);

endmacro;

※この内容は秀丸エディタ	ver.3.01の内容を元に書かれています。
今後のバージョンアップによっては、上記の内容が必ずしも当ては
まらない場合もあるかもしれません。

目次に戻る





第III部〜秀丸マクロのいろはにほへ
と
　秀丸エディタVer.4.00	マクロ関連
の変更履歴



●秀丸エディタVer.4.00	マクロ関連の変更履歴

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.	4.00
【２】仕様変更

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.	4.00

マクロヘルプ入門用のヘルプファイルを追加

replaceallのinselect記録対応

loadhilightで反映されないバグの修正

マクロ	getconfig,	config	の縦線系対応

enabledraw;などができないバグ修正

マクロgrep文のパラメタにfullpathを追加

execmacroでメモリリークのバグ修正

currentmacrobasenameが小文字にならないときがある

disabledrawしてるときwindowwidthがおかしくなる

getcofigとconfig	"x.."で指定できるものにCurLineColorと
CurLineColorExを追加

findwindow失敗の対策

run文で文字列が長すぎると落ちる

movetilinenoでエラーメッセージが出ることがある場合の対処



マクロヘルプに検索系文にnoregular,	nocasesenseを追加

replaceallのlinknextで固まってしまうバグ修正

title文の内部構造作り直し

loadhilight,	savehilightでフルパス指定対応

foundtopx,foundtopy,foundendx,foundendy	を追加

searchoptionとsetsearchにビット８〜１０を追加

grepfilebuffer,	setgrepfile追加

grepとlocalgrepでもnoregularに対応

getsearchhist,	getreplacehist,	setsearchhist,	setreplacehistを追加

gettagsfileを追加

searchdialog,	replacedialog,追加

find2追加

searchoptionのビット１１

マクロgetcofigとconfig	"x"で指定できるものに以下のものを追加

AutoAdjustOrikaeshi

BquoteItemized

BquoteInclude

AspDefaultScript

Asp

JspComment



Php

Xml

ColorIfdef

getconfigのFontSizeの返り値がマイナスだったのを修正
getconfigのFontCharSetはできるようにする（config	"x"での設定
はできないまま）

menu文の位置補正の修正

envchangedでフォントが変わってしまうバグ修正

inputcharで砂時計を解除する修正

setfilehist	getfilehist	setpathhist	getpathhist	を追加

手前にあるウィンドウでも	setactivehidemaru等、秀丸管理がで
きるようにする

config	"xFontCharset:数字"はやっぱりできるようにする

config文でフォントの文字セットが変わるとエンコードの種類
が切り替わるようにする

V4.10β1からできなくなっていたsetfontchangemodeもできるよう
にする

マクロヘルプにclosenewを記載

alwaystopswitch追加

envchangedでタブの状態がうまく反映されない問題修正

　forceinselect,	inselecting	を追加



暫定的にsearchoptionのビット１１が「選択した範囲のみ」だっ
たのをやめにする

setencode追加

タブモードのときに	showwindow	0;されている状態で
setactivehidemaruしても	showwindow	0;	が解除されないようにす
る

showwindow	0;と後showwindow	1;してもタブに現れない問題修
正

copyurlを追加

savekeyassign	追加

windowstateで配列表記で他の秀丸にも対応

windowstate2追加

config	"xHilightList…"をサポート

openfileでワイルドカードを含む場合、ファイルを開いたのに新
規ファイルとなってしまう問題修正

openfileでワイルドカードを含む場合、開いているファイルの拡
張子を自動的に追加しないようにする

searchdownで、inselectを指定してないのに以前にinselect付きで
検索した場合、引き継がれてしまう問題修正

openfileで存在しないファイルを指定したとき、新規作成となら
ずに無題になる問題修正

【２】仕様変更



config	"w数字"をすると「自動でウィンドウ幅に合わせる」をoff
にするように修正

config文でオプションfやxで()を使って文字列を指定するとき、
\でエスケープ可能にする
‘)’を文字列中に入れたいときは	config	"x名前:(ＡＢ\)ＣＤ)"
’\’を文字列中に入れたいときは	config	"x名前:(ＡＢ\\ＣＤ)"

configcolorの「マークしていてさらに編集した行」は廃止
ヘルプのcolorcodeとconfigcolorを追加修正

menu系の文の項目の上限を400個へ

目次に戻る





第III部〜秀丸マクロのいろはにほへ
と
　秀丸エディタVer.5.00	マクロ関連
の変更履歴



●秀丸エディタVer.5.00	マクロ関連の変更履歴

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.	5.00
【２】仕様変更

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.5.00

nexttab追加

prevtab追加

filter追加

searchoption,	setsearchのビット11,12

hilightfound	追加

columnとlinenoで指定する関連のいろいろ追加

gettext2,	columntox,	linenotoy,	xtocolumn,	ytolineno

seltopcolumn,	seltoplineno,	selendcolumn,	selendlineno

config	"x…"で指定できるものに	xImeColorCurLine	を追加

config	"x…"で指定できるものに	xTategaki	とxDangumiを追加

config	"x…"で指定できるものに	xLastColor,	xStripe,	xClistFont,
xClistFontSize	を追加

searchdown等のオプションに	hilight	nohilight	を追加

config	"x…"で指定できるものに	xCharSpace	を追加

foundhilightingキーワード追加

nexttab/prevtabでマクロの実行が移らなかったのを修正

1	*	-1	がエラーになる問題修正

disableerrormsgが有効のとき、「文字コード変換できない文字が
含まれています。かまわずに保存しますか？」	のメッセージは
出さないようにして、常にかまわず保存してしまうようにする



Unicodeの文字列対応
文字列型変数の中で"

Unicode対応の修正
insert,	insertfix,	overwrite,leftstr,	rightstr,	midstr,strlen,	strstr,
message,gettext,	gettext2,	setclipboard,	addclipboard,	getclipboard

Unicode非対応の修正
ascii	半角のUnicode独自文字は半角の?(0x3f)として，全角の
Unicode独自文字は全角の？(0x8148)として扱う

replaceall	で	linknext	を指定すると、３つ以上開いている場合
result	の値が一致しない問題修正

question文もUnicodeの文字列に対応（message,questionともNT系
のみ）

タブ操作関係の追加
tabmode,tabgroup,taborder,tabtotal,settabmode,settabgroup,settaborder

messageなどがUnicode対応によって、日本語以外のエンコード
の種類になっているとき文字化けしてしまっていた問題修正

コマンド追加
tabgrouptotal,tabgrouporder,gettabhandle(),getcurrenttab(),foundbuffer
,foundoption

settabgropで64以上を指定するとまずい問題修正

setwindowsizeでセカンダリモニタが左にある場合などの修正

ヘルプ内のグループ番号という呼び名をグループIDに変更

setmonitorでワークエリアによるウィンドウの調整がされるとき
サイズがなるべく変化しないようにする

closehidemruでタブモードで異なるウィンドウのタブを閉じる
と、アクティブウィンドウが移動してしまう問題修正

浮動小数点数バージョンでopenfileで長いファイル名を指定する
と死ぬことがあった問題修正

getclipboardで8KBを超えるデータが扱えなくなってしまった問



題修正

ステルス秀丸エディタ上でexit;すると次のウィンドウにアクテ
ィブが移らない場合がある問題修正。

golineend3	追加。「行末に移動（その２）」相当。

unicharの追加、unicodeの引数版の追加。

setencode	26;でバイナリモードにも変更可能にする。

menu文,input関数も""によるUnicodeの文字の表示を可能にす
る。

configset文追加。

currentconfigsetキーワード追加。

openfile,	loadfileなどのオプションにnoaddhistを追加。

openfile	"";で新規作成されない場合がある問題修正。

fontmodeキーワード追加

menuarrayなどの縦書きモード対応

【２】仕様変更

gettextに第５パラメタを指定して、範囲選択を維持することが
できるようにする

nexttab,	prevtabではウィンドウ分割の移動はできないようにする

localgrepでfullpathができるようにする

findwindowの第二パラメタでクラス名を同時に指定できるよう
にする

directtagjumpで候補のダイアログでキャンセルした場合はresult
を	-1	にする

config文で数値の記述でマイナスも書けるようにする

marklistでキャンセルした場合resultに-1を設定する

marklistで他の秀丸エディタに移動してもマクロ実行の切り替え



を行う

setsearchのフラグのビット１３をセットしないと、ビット１
１，１２は有効でないようにする

searchoptionのビット１３は常にセットする

gettextとgettext2で、ファイルの最後を超える行を指定した場合
は、ファイルの終端に修正して指定するようにする

getclipboardでフォントが日本語のときUnicodeから日本語への変
換をするようにする

loadhilightをした後に、強調表示一覧の枠を更新するようにする

検索文字列に強調関係の仕様変更。既存のマクロでは、検索文
字列の強調に影響を与えないようにする

getconfig("Tategaki")では、一時的な状態の縦書きを取得するよ
うにする

colorcodeの仕様変更
検索文字列の強調は	27	ではなく、0x00010000	のビットにし
て、他の強調と重なり合っていても、colorcodeの値は維持する
ようにする。

filter文は動作環境で変換モジュールを追加していなくてもでき
るようにする。

setactivehidemaruにパラメタ追加。二番目のパラメタでウィンド
ウを指定して、そのウィンドウの下にＺオーダーを移動。

columntox(-1,1)は0を返すようにする。

文字列内にUnicode独自の文字が含まれていない場合は、
message文やmenu文など、なるべく従来通りの動作となるよう
にする。（日本語以外のWindowsの場合に影響）

insertfile	でオプション指定可能にする。

grep文でエンコードの種類を指定できるようにする。

grepの実行・grep文でUnicode独自の文字なども使用できるよう



にする。

loadfile,	readonlyloadfile,	readonlyopenfile	でもオプションでエン
コードの種類を指定できるようにする。

grepdialog文のresultは、キャンセル時は-1、ヒット時はヒット数
を正しく返すようにする。

saveas文で	bom,	nobom	オプションを付けてBOMを付けるかどう
かを指定できるようにする。

menu文でメニューを出している間は右上の閉じるボタンを押せ
ないようにする。

forceinselect	1;finddown;で行単位となる警告のメッセージは出な
いようにする。

目次に戻る





第III部〜秀丸マクロのいろはにほへ
と
　秀丸エディタVer.6.00	マクロ関連
の変更履歴



●秀丸エディタVer.6.00	マクロ関連の変更履歴

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.	6.00
【２】仕様変更

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.6.00

grepdialog2文を追加。

grepdialog2文のresultはgrep文と同じになるようにする。

新しい文

setcompatiblemode

fold,	unfold,	nextfoldable,	prevfoldable,	selectfoldable

foldall,	unfoldall

rangeeditin,	rangeeditout

nextoutlineitem,	prevoutlineitem

showoutline,	showoutlinebar,	showfoldingbar

新しい数値キーワード
foldable,	folded,	rangeedittop,	rangeeditend,	rangeeditmode,
screentopy

変更

config	"x"の追加	xOutlineBar,	xRangeEdit,	xFolding,
xFoldingTwigBar

configcolor,	getconfigcolor	で新しい色

loadhilight,	savehilight	で対象を指定



input関数のUnicode対応

setcompatiblemode	で排他制御(同じファイルを開く場合)と「検
索での表示」の指定。

title	でパラメタを拡張してステータスバー、見出しバー、タブ
モードのタブ名の指定可能にした。

getfocus追加。(値=1:編集エリア，2:アウトライン解析の枠，3:
検索ボックス，またはウィンドウハンドル)

setfocus追加。

nextfoldable,	prevfoldable	で失敗時にresultを返すようにする。

iskeydownを拡張してキーのトグル状態を取得できるようにす
る。

nextpage,prevpage	でパラメタを指定して１ページを修正して加
算する行数を指定できるようにする。

loadhilightのresultで読み込まれた内容のフラグを返すようにす
る。

getpathhist,setpathhist	でヒストリに常駐の状態を取得/設定できる
ようにする。

iconthistabを追加。

マクロで複数行コメント/〜/に対応

anyclipboardが正しい値を返さない問題修正。

【２】仕様変更



目次に戻る





第III部〜秀丸マクロのいろはにほへ
と
　秀丸エディタVer.7.00	マクロ関連
の変更履歴



●秀丸エディタVer.7.00	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタ本体の更新内容に関しては、	秀丸エディタの紹介
（Ver7.00対応版） 	を参照してください。

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.7.00
【２】仕様変更

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.7.00

searchoptionの追加ビット

searchdown等の追加パラメタ
masknormal,maskcomment,maskifdef,maskscript
maskstring,masktag,maskonly,loop,noclose

(grep用)	backup,preview,outputsingle	またはsearchoption相当の数
値直接

grepreplace,	grepreplacdialog2文追加

refpaste(引用付き貼り付け)

tolower、toupper関数追加

filter関数追加

eventキーワード、geteventparam関数、seteventnotify文追加

autocomplete文追加

gowordtop2	と	gowordend2	を追加

openbyshellで引数を指定できるようにした

https://hide.maruo.co.jp/software/hidemaru7/index.html


config	"x:〜";とgetconfig()で指定できるものに、以下のものを追
加。

AutocompFlag1（autocomplete文の第２パラメタと同じ）

AutocompFlag2（autocomplete文の第３パラメタと同じ）

AutocompDic（autocomplete文の第４パラメタと同じ）

AutocompAuto

setfloatmode追加(浮動小数点数版(統合版))

configstateキーワード追加

encodeキーワード追加（charsetと同じ）

syncoutline追加

マクロunicode関数,unichar関数でUCS-4を扱えるように。

まとめてアンドゥ	begingroupundo,	endgroupundo

一時的なカラーマーカー	colormarker

existfileに拡張パラメタで属性の取得。

undo文にパラメタを指定してやり直しのグループ化していた場
合の指定。

getcolormarker,	nextcolormarker,	prevcolormarker

gettitle文追加。

title	-1;などでタブの*マークが残留する場合がある問題修正。

toupper(),tolower()の第二パラメタで対象を指定できるようにす
る。



config	"xGuideLine:n	xGuideLineInterval:n"でガイドライン横も含
めるようにする。

wordleft2を追加して、wordleftはV6.xx以前と同じ動作にする。

【２】仕様変更

「次の秀丸エディタも続けて…」と「置換の前に確認」は併用
できないように仕様変更。

searchdialogとreplacedialogでキャンセルした場合、result	に	-2	を
入れる。

restoredesktopでもアクティブになった秀丸エディタへのマクロ
切り替え対応。

autocomplete文のresultは、補完した位置を返すように変更。

loadkeyassign,	savekeyassignでフルパス指定可能に。

searchdialogで、動作環境の状態に関わらず追加の条件が有効か
どうかのフラグを反映させるように。

BOX選択でのseltopcolumn,selendcolumnはタブは１文字で数える
ように。

目次に戻る





第III部〜秀丸マクロのいろはにほへ
と
　秀丸エディタVer.8	マクロ関連の
変更履歴

秀丸エディタVer.8.00	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタVer.8.10	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタVer.8.11	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタVer.8.12	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタVer.8.20	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタVer.8.30	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタVer.8.40	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタVer.8.50	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタVer.8.52	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタVer.8.54	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタVer.8.56	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタVer.8.58	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタVer.8.60	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタVer.8.60	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタVer.8.62	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタVer.8.66	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタVer.8.67	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタVer.8.69	マクロ関連の変更履歴



秀丸エディタVer.8.71	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタVer.8.73	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタVer.8.75	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタVer.8.77	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタVer.8.79	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタVer.8.81	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタVer.8.83	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタVer.8.85	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタVer.8.86	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタVer.8.87	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタVer.8.88	マクロ関連の変更履歴



秀丸エディタVer.8.00	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタ本体の更新内容に関しては、	秀丸エディタの紹介
（Ver8.00対応版） 	を参照してください。

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.00

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.00

追加キーワード

platform

settingdir

backupdir

compfilehandle

outlinehandle

lineselecting

selectionlock

mouseselecting

scrolllinkhandle

xpixel

ypixe

formwidth

formline(整形ラインの表示の有無)

追加関数

マクロ引数

getarg

静的変数関連

https://hide.maruo.co.jp/software/hidemaru8/index.html


setstaticvariable

getstaticvariable

整形関連

form

unform

showformline

レジストリ操作

getregbinary

writeregbinary

カラーマーカー関連

colormarkerdialog

deletecolormarker

deletecolormarkerall

文字列操作関連

wcslen

wcsleftstr

wcsrightstr

wcsmidstr

wcsstrstr

strrstr

wcsstrrstr

byteindex_to_charindex

charindex_to_byteindex

wideindex_to_charindex

charindex_to_wideindex



DLL関連

dllfuncw

dllfuncstrw

loaddll(関数版)

検索関連

searchoption2

findspecial

内容比較関連

prevcompfile

nextresult

prevresult

クリップボード関連

getclipboardinfo

copyformed

poppaste2

cutline

cutword

カーソル移動関連

backtab

forwardtab

moveto2

gotagpair

ウィンドウ関連

fullscreen



refreshoutline

refreshtabstop

ブックマーク関連

loadbookmark

savebookmark

その他

getresultex

seterrormode

deletefile

quitall

autocompstate

deleteline2

beginlinesel

charcount

showcharcount

runex

help4

help5

help6

enablebreak

disablehistory

自動起動マクロの追加

アクティブ切り替え後

COM関係追加

createobject

getobject



callmethod

callmethod_returnstr

callmethod_returnnum

callmethod_returnobj

getpropstr

getpropnum

getpropobj

member

setpropstr

setpropnum

setpropobj

releaseobject

getcollection

sleep

keepobject

ファイルマネージャー枠（HmExplorerPane.dll）関数

SetMode

GetMode

LoadProject

SaveProject

GetProject

GetWindowHandle

アウトライン枠（HmExplorerPane.dll）関数

Output

Push

Pop

GetWindowHandle

変更、パラメータ追加等



getcolormarker	で行末

colorcode	で行末

menu	でセパレータ

openbyshellでresult

openfile	で不足分のエンコード指定,	wb	ws	指定

windowstate2	全画面表示かどうか

print	ダイアログを出す

appendsave	パラメータ対応

split	新タイプ,左右

savedesktop	restoredesktop	ファイル名指定

updated	他の秀丸エディタからも取得

loadkeyassign	savekeyassign	設定ファイル用のフォルダ

clearcliphist	指定項目削除

setcompatiblemode	貼り付け後のカーソル位置

scrolllinkでウィンドウ指定

insert文で\x0d	\x0aを正確解釈するパラメータ

replaceall等の数値指定と合わせて、inselectも指定できるように

execmacroでパラメータ渡し

nextcompfileの追加パラメータ

compfileの追加パラメータ

grep文の追加パラメータ

setsearchの追加パラメータ

geteventparam(2)の戻り値

fontmodeは、固定ピッチフォントでもTSV/CSVモードであればプロポーショ

ナル扱いに

文字列型変数のサイズを大きくする

loaddll関数,dllfunc等で複数扱えるように



秀丸エディタVer.8.10	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタ本体の更新内容に関しては、以下になります。

DirectWrite対応

ダイアログのフォントとしてMeiryo	UIが指定可能

開くダイアログのバリエーションを追加

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.10

【２】仕様変更	-	「秀丸エディタ」Ver.8.10

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.10

追加キーワード

formline(整形ラインの表示の有無)

その他

マクロ実行時、常駐秀丸のメニューから中断できるようにする。

【２】仕様変更	-	「秀丸エディタ」Ver.8.10

変更、パラメータ追加等

saveconfig文で一時的な状態のアウトライン解析の枠も保存
するようにする。

setfilehistで空の文字列で最後のヒストリを消した場合、レ
ジストリにゴミを書かないようにする。

https://hide.maruo.co.jp/software/hidemarunew/v810_1.html
https://hide.maruo.co.jp/software/hidemarunew/v810_2.html
https://hide.maruo.co.jp/software/hidemarunew/v810_3.html


秀丸エディタVer.8.11	マクロ関連の変更履歴

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.11

【２】仕様変更	-	「秀丸エディタ」Ver.8.11

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.11

その他

dllfuncのパラメータで、16KBの制限を無くす。

openbyhidemaruで開かれた秀丸エディタにマクロの切り替
えが移らなかったのを修正。

【２】仕様変更	-	「秀丸エディタ」Ver.8.11

変更、パラメータ追加等

searchdownしたときもprevposの直前の位置の対象にする。



秀丸エディタVer.8.12	マクロ関連の変更履歴

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.12

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.12

その他

マクロの実行時のエラーが出たとき、逆コンパイルした内
容を表示する。

run文などでプログラム実行中にプログラム実行を中断した
場合はマクロも終わらせる。



秀丸エディタVer.8.20	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタ本体の更新内容に関しては、以下になります。

外国語Windows対応

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.20

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.20

追加

allowobjparam	文

selopenx,	selopeny	キーワード

変更、パラメータ追加等

カーソル移動後タイマーのイベントマクロで、
geteventparam(4)にて、どういうコマンドによってカーソル
移動したかが分かるようにした。

「setcompatiblemode	0x20000;」にて、マクロ内で検索系コ
マンドを実行しても、マクロが終了したら自動的に検索条
件を元に戻せるようにした。

その他

マクロのfilter文およびfilter関数で、変換モジュールの名前
の「.hmf」または「.hmf64」を省略して指定しても大丈夫
なようにした。

正規表現での置換の時に、(0,ToUpper)のような形で変換モ
ジュールの関数呼び出し出来るようにした。

「動作環境」で、マクロ変数の上限サイズを指定出来るよ
うにした。

https://hide.maruo.co.jp/software/hidemarunew/v820_1.html


秀丸エディタVer.8.30	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタ本体の更新内容に関しては、以下になります。

IVSとUnicodeフォント

インデント用のガイドライン

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.30

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.30

追加

HmExplorerPane.dll	に	GetUpdated関数追加。

cutafter	文

getautocompitem	関数

selectcolumn	文

lineupdated	キーワード

変更、パラメータ追加等

undo命令のパラメータで数値の3を指定したら、「動作環
境・編集・全置換のやり直し」で指定した方法でundoする
ようにした。

nextoutlineitem,prevoutlineitemで、パラメータを指定して
「自動的な選択/部分編集の対象」がOFFの見出しにもジャ
ンプできるようにする。

platform	キーワードで持ち出しキットで動作中かどうかの
ビット追加。

copyword	にパラメタを指定して連続した単語を指定可能に

https://hide.maruo.co.jp/software/hidemarunew/v830_1.html
https://hide.maruo.co.jp/software/hidemarunew/v830_2.html


する。

filetype	キーワードでプログラム実行中のウィンドウ
は"executing"を返すようにする。

setcompatiblemode	0x80000;でマクロ実行後にもカーソル移
動後と編集後の自動起動マクロを動かせるようにする。

getsearchhist,setsearchhist	で常駐の状態を取得/設定できるよ
うにする。

getsearchhist,getreplacehist	で-1を指定することで最大数を取
得できるようにする。

setsearchhist,setreplacehist	で第３パラメータに2を指定する
ことで使用数を設定できるようにする。

grep,	grepdialog2	文で、エンコード指定と	searchoption2	相当
の値を数値でパラメーター指定できるようにする。

ファイルを開いた直後、アクティブ切り替え直後の
geteventparam	で、タグジャンプによって開かれたかを判断
できるようにする。

autocomplete	文の第一パラメータで10以上も指定できるよ
うにする。

runex	で標準出力のパラメータに8を指定してアウトプット
枠に追加できるようにする。

getautocompitem	は範囲選択を解除しないようにする。

getautocompitem	でカーソル位置が移動しないようにする。

selectcolumn	はパラメータ省略時はカーソル位置のカラム
を選択する。

getcolormarkerで幅ゼロまたは終端の情報を取得できるよう
にするパラメータ追加。

setencode	の第３パラメータでBOMを指定できるようにす
る。



localgrep	で	searchoption2	相当のフラグを数値指定できるよ
うにする。

その他

BOX選択でも一時的なカラーマーカーとcolormarker文を適
用可能にする。

colormarker文などでレイヤーを持たせることができるよう
にする。

マクロの変数が多いときの速度改善。



秀丸エディタVer.8.40	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタ本体の更新内容に関しては、以下になります。

複数選択対応

検索での色付け

高DPI対応

ASCII以外のフォント

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.40

【２】仕様変更	-	「秀丸エディタ」Ver.8.40

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.40

追加

colormarkerallfound	文	検索でマッチする箇所を色付けす
る。

selectcolormarker	文	カラーマーカーをつけた箇所を選択す
る。(複数あれば、複数選択となる。)

invertselection	文	範囲選択箇所を反転する。(範囲選択した
箇所と、それ以外の箇所を入れ替える。)

複数選択関連

multiselecting	キーワード	複数選択しているかどうか

reservemultisel	文	選択範囲を複数選択の候補に設定す
る

selectreservedmultisel	文	「reservemultisel	文」で「複数
選択の候補」に設定した箇所を、複数選択状態にす
る。

https://hide.maruo.co.jp/software/hidemarunew/v840_1.html
https://hide.maruo.co.jp/software/hidemarunew/v840_2.html
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clearreservedmultisel	文	選択範囲を「複数選択の候補」
から解除する。

clearreservedmultiselall	文	すべての「複数選択の候補」
を解除する。

selectallfound	文	現在の検索条件にマッチする箇所を、
すべて複数選択状態にする。

tomultiselect	文	現在の範囲選択を複数選択に切り替え
る。(複数行選択していた場合は、改行を区切りにして
複数選択になる)

変更、パラメータ追加等

beginlinesel	範囲選択が含まれる行すべてを行単位の選択に
してから、行選択モードに移る。

copyline	パラメータに1を指定すると、範囲選択が含まれる
行を、すべて行選択にしてコピーする。

cutline	パラメータに1を指定すると、範囲選択が含まれる行
を、すべて行選択にしてカットする。

colormarker	パラメータに開始位置と終了位置を指定可能に
した。(範囲選択していなくても、指定した箇所にカラーマ
ーカーをつける。)

existfile	第二パラメータに2を指定すると、ファイルサイズ
を取得可能にした。

ファイルサイズは、マクロの数値範囲である2G(2147483647)が最大と

なる。

存在しないファイルを指定した場合は、0(zero)が取得できる。

setcompatiblemode	0x00100000;	で、複数選択対応。



colormarker文で、スタイルに-1を指定もできるように修
正。

runex	プログラム実行のパラメータにUTF-8を追加。

run文のコマンドラインに%cや%lを書けるように修正。

%l:カーソル位置の行番号（先頭が1）

%c:カーソル位置の桁位置（行頭が1）

その他

colormarkerallfound	の	デフォルトで(未指定時に)使用される
レイヤー名は、"01#allfound"というレイヤー名になる。	カ
ラーマーカー関連の命令では、このレイヤー名を指定する
か、"findmarker"というオプション指定することにより、操
作可能。

【２】仕様変更	-	「秀丸エディタ」Ver.8.40

複数個所の同時選択＆同時編集対応。

マクロファイル用のフォルダ、設定ファイル用のフォルダ設定
で、環境変数を使用可能にした。



秀丸エディタVer.8.50	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタ本体の更新内容に関しては、以下になります。

スペルチェック対応

フォントの太さ指定

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.50

【２】仕様変更	-	「秀丸エディタ」Ver.8.50

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.50

追加

autospellcheckswitch	文	自動スペルチェックの切り替え。

spellcheckdialog	文	スペルミスの修正	ダイアログの表示

stophistoryswitch	文	ヒストリの記録を中断

selectword2	文	単語選択(全部)	(V6.50以降の動作)

wordright2	文	単語右(V6.50以降の動作)

wordrightsalnen2	文	単語右(サルネン風)	(V6.50以降の動作)

COMPFILE文をマクロヘルプに追記。

変更、パラメータ追加等

casechange文	パラメータで対象文字指定の対応。

toupper,	tolower関数で対象文字指定の対応。

tolower,	toupper文にパラメータ指定を追加。

forwardtab,backtabでカーソル移動したかどうかでresultが設
定されるように修正。

saveall文にパラメータを指定できるようにして、無題ファ
イルを除外できるように修正。

https://hide.maruo.co.jp/software/hidemarunew/v850_1.html
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deletecolormarker文で、ユーザーデータを指定して範囲選択
せずに直接消すパラメータの対応。

nextresult,	prevresultにパラメータ追加して、対象を指定でき
るように修正。

その他

マクロファイルのUTF-8(BOM付き)対応。

【２】仕様変更	-	「秀丸エディタ」Ver.8.50

「UPPER	CASE」「lower	case」「大文字<->小文字の変換」コ
マンドはアクセント記号などが付いたものも対象にするように
修正。



秀丸エディタVer.8.52	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタ本体の更新内容に関しては、以下になります。

grepの高速化

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.52

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.52

追加

マクロの文字列で8桁の16進数で4バイトのUnicodeを記述で
きるように対応。

https://hide.maruo.co.jp/software/hidemarunew/v852_1.html


秀丸エディタVer.8.54	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタ本体の更新内容に関しては、以下になります。

カラー絵文字対応

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.54

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.54

追加

setfiletype	文	ファイルタイプ別の設定を識別するための拡
張子を設定。

setconfigstate	文	ファイルタイプ別の設定の状態を指定。

quote	関数	正規表現のメタ文字をエスケープした文字列を
返す。

splitpos	キーワード	ウィンドウの分割されている場合、分
割位置を表す。

変更、パラメータ追加等

split文で明示指定するパラメータ追加。

nextpage、	prevpage	でパラメータ指定して、「スクロール
してもカーソル位置を固定」モードに明示的にできるよう
にするように修正。

config	"x"で指定できるものにBlockquoteFix(指定桁数をイン
デントする)を追加。

macrohelp文でパラメータでキーワードを指定して開くこと
ができるように修正。

insert文の第２パラメータに2を指定可能にして、自動アン
インデントの対応。

https://hide.maruo.co.jp/software/hidemarunew/v854_1.html


saveconfig文で「折りたたみ用の余白」の一時的な状態を解
除されるように修正。



秀丸エディタVer.8.56	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタ本体の更新内容に関しては、以下になります。

なめらかスクロール

複数の範囲の検索

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.56

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.56

追加

sprintf	関数	文字列書式に従った文字列を返す。

settargetcolormarker	文	追加の条件の「指定の範囲/カラーマ
ーカー内」が有効な場合、対象となる範囲(レイヤー)を指
定。

targetcolormarker	キーワード	settargetcolormarkerで指定され
ている文字列を取得。

writeinistrw,	writeininumw,	getinistrw,	getininumw	を追加。(ini
ファイル関連のUnicode対応版)

DDE関連マクロのUnicode版を追加。

colormarkersnapshot	文を追加。	現在のカラーマーカーの状
態をやり直し可能にする。

getresultex(15)で置換の確認ダイアログがどのようにして閉
じられたかを得られるようにした。

変更、パラメータ追加等

searchdown等に	incolormarker	パラメータを追加

searchoption2	で追加の条件で「指定の範囲/カラーマーカー

https://hide.maruo.co.jp/software/hidemarunew/v856_1.html
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内」が有効かどうかの判定を追加

replaceallなどでaskオプション指定時、置換を実行した回数
をresultに入れるように修正。

searchdownなどの文で、数値として検索オプションを書く
書き方で、2つ連続して書くと	searchoption2相当も記述でき
るように修正。

例：searchdown	"a",	#searchoption1,	#searchoption2;



秀丸エディタVer.8.58	マクロ関連の変更履歴

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.58

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.58

追加

変更、パラメータ追加等

setcompatiblemode	で「前のカーソル位置」を変更させない
フラグを追加。

saveas文とappendsave文にselectionオプションを追加

appendsave文でファイルが無いときは自動的に作成される
ように変更。

appendsave文でselectionオプションを付けているとき通常の
範囲選択でないときはエラーになるように修正。

localgrep文でもoutputsingleとoutputsametabが働くように修
正。

setcompatiblemodeの「貼り付け後のカーソル位置」のフラ
グを、insertfileでも適用するように修正。



秀丸エディタVer.8.60	マクロ関連の変更履歴

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.60

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.60

追加

beginrectmulti文	BOX範囲選択開始(複数選択化)

変更、パラメータ追加等

その他

configset文で文字列をうまく解釈できないことがあるバグ
修正。



秀丸エディタVer.8.62	マクロ関連の変更履歴

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.62

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.62

その他

openbyshell文でダブルクォーテーションでくくった場合に
動作しないバグ修正。



秀丸エディタVer.8.66	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタ本体の更新内容に関しては、以下になります。

もしかして表示・類似検索

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.66

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.66

追加

setdlldetachfunc文	DLLが解放されるタイミングで呼び出さ
れる関数を設定します。

codepageキーワード	現在のエンコードの種類に対応するコ
ードページ

外部DLLから秀丸エディタのテキスト取得などをできるエ
クスポートされた関数を追加。

Hidemaru_GetTotalTextUnicode関数	テキスト全体のメモ
リ確保して返す。

Hidemaru_GetLineTextUnicode関数	指定した行番号に対
応するテキスト内容をメモリ確保して返す。

Hidemaru_GetCursorPosUnicode関数	カーソル行とカー
ソル桁の位置を取得。

Hidemaru_CheckQueueStatus関数	キー入力があるなどの
理由で処理を中断するべきかを返す。

Hidemaru_GetSelectedTextUnicode関数	範囲選択のテキ
スト内容をメモリ確保して返す。

Hidemaru_EvalMacro関数	指定したテキストのマクロを
実行。

https://hide.maruo.co.jp/software/hidemarunew/v866_1.html


Hidemaru_GetDllFuncCalledType関数	dllfunc等が呼ばれ
ているとき、どのような呼ばれ方をしているかを取
得。

マクロの文字列でR"(文字列)"またはR"xxx(文字列)xxx"とい
ったエスケープなしの書き方に対応。

eval文追加。

multiselectcountキーワード追加。	複数選択時、選択されて
いる個数を表します。

setcompatiblemode関数追加。setcompatiblemode文と同じ、
戻り値として直前の値を返す。

compatiblemodeキーワード追加。setcompatiblemode	の状態
を示す。

変更、パラメータ追加等

setcompatiblemode	に0x00800000を追加してdisabledraw時の
検索後のカーソル状態が正しくなるように修正。

seltopxなどで添え字を付けて複数選択の各選択の場所を得
られるように修正。

execmacroでパラメータを配列と数で指定できる方式を追
加。

config文のxColorCommentで指定できるものに自動判定に相
当するものを追加。

getclipboardとgetfocusはパラメータなしの関数の書き方とし
て呼び出してもいいように修正。

input関数で第１パラメータの文字数や行が多い場合ある程
度ダイアログを大きくするように修正。

変換モジュールまたはDLL向けの秀丸エディタへのメッセ
ージでファイル名を取得できる
HIDEMARUINFO_GETFILEFULLPATHを追加。

その他



マクロで#a=#b	#c;のような記述間違いで警告を出すように
修正。

filename3などがUnicodeを含むファイル名のときに短縮ファ
イル名にならない問題修正。

マクロの文字列で意味の無いエスケープ文字で警告を出す
ように修正。

マクロで式がおかしいときのエラーで英数字だけでなく表
示できる文字はエラーのメッセージ内に表示する修正。

sprintf関数で64bit版の場合は%lldや%I64dなどの書き方は制
限しないように修正。

64bit版でマクロのビット演算子の修正。



秀丸エディタVer.8.67	マクロ関連の変更履歴

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.67

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.67

その他

32bitの浮動小数点数版でHidemaru_GetDllFuncCalledTypeが
正しくないバグ修正。

64bitの浮動小数点数版でDLLの呼び出しがうまくできてい
ないバグ修正。



秀丸エディタVer.8.69	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタ本体の更新内容に関しては、以下になります。

Per-Monitor	DPI対応

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.69

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.69

その他

seltopx[n]など複数選択のとき、タブ文字の計算がずれるバ
グ修正。

UTF-8のマクロファイルで$a=hex(‘あ’);などを実行するとエ
ラーになるバグ修正。

getautocompitemのバグ修正。

getconfig("AutocompFlag2")の誤り修正。

https://hide.maruo.co.jp/software/hidemarunew/v869_1.html


秀丸エディタVer.8.71	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタ本体の更新内容に関しては、以下になります。

ストアアプリ版

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.71

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.71

追加

message関数追加。

savebacktagjump文追加。

変更、パラメータ追加等

message文でタイトルやフラグのパラメータを指定できるよ
うに修正。

geteventparamで破棄して終了による終了かどうかを知るこ
とができるように修正。

event==0のときseteventnotifyで枠にフォーカスがあるときに
キー操作を続行するかどうかを追加。

getcolormarkerで、先頭から数えて何番目にあるカラーマー
カーか取得できるように修正。

multiselectcountで複数選択の数を取得するとき一時的な選
択状態は変化させないように修正。

wordleft2,	wordright2,	wordrightsalnen2でresultは変化するよ
うに修正。

ascii関数で第２パラメータを指定して変換できない文字で0
を返す動作を追加。

spellcheckdialog文で、操作結果をgetresultexで取得できるよ

https://hide.maruo.co.jp/software/hidemarunew/v871_1.html


うに修正。

その他

multiselectcountでBOX選択1つのときに落ちるバグ修正と、
BOX選択の維持の修正。

標準の変換モジュールをマクロのfilterで使うとき、マクロ
ファイルがUnicodeの場合に文字列をうまく解釈できない場
合があるバグ修正。



秀丸エディタVer.8.73	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタ本体の更新内容に関しては、以下になります。

Creators	Update対応

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.73

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.73

追加

エクスポートされた関数に
Hidemaru_GetCursorPosUnicodeFromMousePosを追加。

エクスポートされた関数に
Hidemaru_GetCurrentWindowHandleを追加。

変更、パラメータ追加等

マクロでseterrormodeのパラメータを追加して、一般的な
OKだけがあるメッセージを抑制するオプション追加。

setcompatiblemodeにdllfunc等でもPer-Monitor	DPI対応で動作
させるフラグ追加。

runex文にパラメータを追加して、ファイル名の%fなどの解
釈をしない指定の対応。

その他

appendsaveのselectionオプションで折り返しがあると異常終
了するバグ修正。

起動オプション/x?を追加。（マクロ実行中は何もしない）

https://hide.maruo.co.jp/software/hidemarunew/v873_1.html


秀丸エディタVer.8.75	マクロ関連の変更履歴

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.75

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.75

追加

dllfuncexist関数追加

マクロ実行するメッセージ関連を追加。
(WM_ISMACROEXECUTING,WM_REMOTE_EXECMACRO
_FILE,WM_REMOTE_EXECMACRO_MEMORY)

setoutlinesize文とoutlinesizeキーワードを追加。

prevposx,prevposyキーワード追加。

変更、パラメータ追加等

savedesktop文とrestoredesktop文にパラメータを追加して仮
想デスクトップごとを許可するかどうの対応。

message文でタイムアウトするパラメータ追加。

autocompstateキーワードに、英字の文字入力の直後でカー
ソル移動していない状態かどうかを判断するフラグを追
加。

その他

run文で引数の文字数が多くて切れるようなケースではエラ
ーとなるように修正。

colormarkerallfound文で見出しバーが無いとき画面全体がち
らつく問題修正。



秀丸エディタVer.8.77	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタ本体の更新内容に関しては、以下になります。

Fall	Creators	Update対策

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.77

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.77

追加

アウトプット枠のHmOutputPane.dllの関数にSetBaseDirを追
加。

変更、パラメータ追加等

run文で引数も含めて約8KB分のコマンドラインを使えるよ
うに修正。

debuginfo	2;とするとdebuginfoでの文字列の出力はアウトプ
ット枠にも出力するように修正。

setdlldetachfuncで指定して呼ばれる関数に、どのような理
由で呼ばれたかを表すパラメータを追加。

その他

showvarsで配列の角括弧の後半が無い問題修正。

マクロの文の記述に半角括弧を使った場合のエラーメッセ
ージがおかしい点を修正。

https://hide.maruo.co.jp/software/hidemarunew/v877_1.html


秀丸エディタVer.8.79	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタ本体の更新内容に関しては、以下になります。

検索候補表示

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.79

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.79

追加

deletefilehist文、filehistcountキーワード追加。

変更、パラメータ追加等

setfilehistで、失敗したときはresultで判断可能なように修
正。

openbyshellで「microsoft-edge:」から始まる文字列でEdgeが
起動できない問題修正。

openbyshellで「"shell:〜"」から始まる文字列で、続いてパ
ラメータが付加されているときの対応。

その他

マクロ登録ダイアログをリストビュー形式に変更。

マクロ登録ダイアログのマクロファイル用のフォルダに開
くボタンを追加。

grepの実行/grepして置換のキー操作の記録は
grepdialog2/grepreplacedialog2として記録されるように修
正。
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秀丸エディタVer.8.81	マクロ関連の変更履歴

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.81

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.81

追加

movetoview文

xviewキーワード

carettabmodeキーワード

Shiftキーを押しながら矢印キーを押すことに相当する文を
追加。shiftup,	shiftdown,	shiftleft,	shiftright

変更、パラメータ追加等

起動オプション「/m3x」で既存の秀丸エディタに切り替わ
るとき、/xの組み合わせで/aの情報も引き継ぐように修正。

その他



秀丸エディタVer.8.83	マクロ関連の変更履歴

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.83

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.83

追加

filtermenu文

変更、パラメータ追加等

setstaticvariable文で現在の秀丸エディタ用は32KBまででき
るように修正。

colormarker文で任意の名前のレイヤーは32個までできるよ
うに修正。

selectcolormarker文にユーザーデータの指定のパラメータを
追加。

config文の"x"で指定できるものにActiveTagPairを追加。

closenewしたときは動作環境の最初のフォルダの設定は働
かないように修正。（newfileは従来から働かない）

setstaticvariableで個数の上限を超えたとき正しく失敗するよ
うに修正。

openregにパラメータを追加し、
HKEY_LOCAL_MACHINE32bit/64bitを指定できるように修
正。

その他



秀丸エディタVer.8.85	マクロ関連の変更履歴

秀丸エディタ本体の更新内容に関しては、以下になります。

クイック全置換

カラー絵文字の結合文字

カーソル位置の単語

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.85

【２】仕様変更	-	「秀丸エディタ」Ver.8.85

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.85

追加

ファイルマネージャ枠のマクロのdllfuncstr用の関数で、
HmExplorerPane.dllにGetCurrentDirを追加。

replaceallquick文

foundlist文

foundlistoutline文

変更、パラメータ追加等

getcolormarker	関数で、第１パラメータに0x0100のフラグを
追加し、表示に使われている名前付きレイヤーの情報を取
得できるように修正。

insert文の第３パラメータでインデントの詳細設定を指定で
きるように修正。

selectcolormarkerで対象が無い場合にresultが変化するように
修正。

menu文などのサブメニューの記述対応。

https://hide.maruo.co.jp/software/hidemarunew/v885_1.html
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input関数に位置を指定するパラメータ追加。

その他

seterrormodeの指定でcallでラベルが見つからないときにエ
ラーを無視できるように修正。

【２】仕様変更	-	「秀丸エディタ」Ver.8.85

マクロファイル用のフォルダと設定ファイル用のフォルダは、
インストール直後の初期状態は%APPDATA%という環境変数を
使って表現するように変更。

マクロ実行中はautocomplete	-1;による操作はリアルタイム入力
は無効となるように変更。



秀丸エディタVer.8.86	マクロ関連の変更履歴

Ver.8.86は、マクロ関連の変更はありません。



秀丸エディタVer.8.87	マクロ関連の変更履歴

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.87

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.87

その他

Ver.8.85、Ver.8.86で、runsync文の待機中にしばらくすると
待機が終わる問題を修正。



秀丸エディタVer.8.88	マクロ関連の変更履歴

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.88

【２】仕様変更	-	「秀丸エディタ」Ver.8.88

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.88

追加

keypressedex	関数

tabcolumn	キーワード

変更、パラメータ追加等

inputchar関数で、第２パラメータでタイムアウトを指定で
きるように修正。

inputchar関数で、第３パラメータを指定して、タイトルを
変更しないこともできるように修正。

selectcolumn文で行の範囲のパラメータ追加。

overwrite文のパラメータ追加。

getregstrでレジストリのMacroPathを取得する場合や、
backupdirでフルパスとなる組み合わせの場合など、	環境変
数が展開可能な条件では自動的に展開されたものが取得さ
れるように修正。

その他

マクロに書く固定の文字列の長さの最大は64KBから128KB
までに変更。

runexで表示フラグで非表示を指定の場合は、実行後に秀丸
エディタ本体を再アクティブにしないように変更。

config	“xAutoAdjustOrikaeshi:0”;で折り返しを固定にすると



き、ウィンドウ幅や最大による現在の折り返しではなく、
記憶されていた固定の折り返し文字数となるように変更。

【２】仕様変更	-	「秀丸エディタ」Ver.8.88

filter文/filter関数で変換モジュールが見つからない場合や、指定
された関数がみつからない場合に、	filter文では、デフォルトで
エラー表示し、エラーが出ない場合やfilter関数では、getresultex
で取得可能にした。

filter文で、変換モジュール名が拡張子なしの場合、[動作環
境]→[編集]→[変換]で登録されていたフルパスを読み込むよう
に修正。	(登録済みのモジュール内に、マッチするものがあれ
ばそれを使うようにした)

setfiletypeでファイルタイプを変更している場合、新規作成状態
の名前を付けて保存のデフォルトの拡張子は、	setfiletypeで指定
したものとなるように変更。

起動オプション/rr	/bbを追加。（それぞれ/r	/b	相当でファイルを
閉じるまでは維持するモード）



秀丸エディタVer.8.89	マクロ関連の変更履歴

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.89

【２】仕様変更	-	「秀丸エディタ」Ver.8.89

【１】マクロ関連の変更履歴	-	「秀丸エディタ」Ver.8.89

追加

split	関数

変更、パラメータ追加等

その他

grep文でoutputsingleのとき一部の検索オプションが反映さ
れない場合があるバグ修正

openbyshellでUnicode独自の文字が含まれる場合の対応

マクロ実行中のエラーは、マクロエラーだけでなく一般の
エラーでも逆コンパイル内容を表示するように修正。	（た
だしexecmacroについては実行した次の行が対象）

writeinistrwでパスの区切りをスラッシュで書いた場合の対
応。（念のための対応で、他の処理はパスをスラッシュで
区切ることは対応していません）

マクロの変数格納の速度の改善

【２】仕様変更	-	「秀丸エディタ」Ver.8.89

目次に戻る





秀丸エディタＱ＆Ａ集
　第IV部〜テキスト編集を極め
る！！

　第IV部では、Windows,	PCをテキスト文書の編集に活用する上で有用
な基礎知識をいくつかまとめてあります。



●目次

●起動オプションを使ってみよう
●正規表現について
●タグ付き正規表現とは?
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第IV部〜テキスト編集を極める！！
　起動オプションを使ってみよう



●起動オプションを使ってみよう

　秀丸エディタに限らず、Windowsのアプリケーションの多くで、「起
動オプション」を使うことができます。	これによって、そのアプリケー
ションをどんな状態で起動させるかや、起動してすぐに実行したい処理
などを指示することができます。	起動オプションをうまく使うと、単に
アプリケーションを起動するだけとはひとあじ違う使い方ができるわけ
で、	こんなイイものを使わない手はないでしょう。(^_^)

　秀丸エディタの場合は、例えば

秀丸エディタ	起動オプションの例
/b 秀丸エディタを閲覧モードで起動します。

/j行番号,桁番号 ファイルを開いてから，指定された行にカーソルを移動
します。

/xマクロ名 秀丸エディタ起動と同時にマクロを実行します。
/fe	/fj	など オープンするファイルの文字コードを指定します。

のような起動オプションを利用することができます。	（詳しくは秀丸エ
ディタヘルプの	秀丸エディタ起動時のオプション 	に解説されていま
すので、そちらをご覧ください。）

　この起動オプションは、「コマンドライン」で利用することができま
す。	コマンドラインというのは、起動したいアプリケーション名とその
起動オプション・開きたいファイル名を『文字で』記述することで、	そ
のアプリケーションを起動することができるモノを指します（←ちょっ
といい加減な説明(^^;)）。
　例えば、スタートメニューの「ファイル名を指定して実行(R)…」がそ
れに当たります。

https://help.maruo.co.jp/hidemaru/html/230_Option.html


また、Windowsでは「コマンドプロンプト」でも同様に	Windowsアプリ
ケーションを起動させることができたりします。

　実は、Windowsの「ショートカット」や「アプリケーションとの関連
付け」でもコマンドラインの仕組みを使っています。
　例えば、ショートカットの場合、ショートカットのプロパティの「リ
ンク先」がコマンドラインになっています。
　ショートカットは、デスクトップ上に置いて使う以外にも、右クリッ
クメニューの中の「送る」の機能を追加するために使うことができま
す。	「送る」の送り先は、ユーザーフォルダ内のフォルダ(C:\Users\ユー
ザー名\AppData\Roaming\Microsoft\Windows\SendTo)フォルダの中に置か
れたショートカットなので、	そこにショートカットを追加すれば、「送
る」に追加されることになります。

　ということは、ショートカットの「リンク先」のところに起動オプシ
ョンを書き加えておいて、	そこにファイルをドラッグ＆ドロップすれば
（または「送る」）、いつもと一味違う秀丸エディタが立ち上がって便
利便利、	ということになるはずです。

１．ショートカットへの「ドラッグ＆ドロップ」の場合
２．「アプリケーションとの関連付け」の場合
３．注意点など
４．コマンドプロンプトでの応用



１．ショートカットへの「ドラッグ＆ドロップ」の場合

　ここでは例題として、デスクトップ上に「秀丸エディタを閲覧モ
ードで開く」ショートカットを作成して、	そこにファイルをドラッ
グ＆ドロップすると、そのファイルが閲覧モードで開くようにして
みましょう。

　試しに、秀丸エディタのショートカットを作成して、そのプロパ
ティの「リンク先」の最後に

...\Hidemaru.exe	/b

というふうに	半角スペースと"/b"	を追加してみてください。



※ショートカットの簡単な作り方：
エクスプローラで秀丸エディタをインストールしたフォルダ
を開いて、Hidemaru.exe	を右ドラッグ	（Hidemaru.exe	の上で
マウスの右ボタンを押して、ボタンを離さずにマウスを移動
させる）して、	デスクトップ上でボタンから手を離します。
メニューから「ショートカットの作成(S)」を選べば作れま
す。

　できたショートカットをダブルクリックすると、新規作成の秀丸



エディタが閲覧モードで起動します。	何にもない画面を閲覧モード
で開いてもちっとも嬉しくありませんが(^^;)、とりあえずちゃんと
起動オプションは効いているようです。

今回は"/b"を指定し、閲覧モードで開くようにしましたが、grepを起
動するようにしたり、「デスクトップ復元」を行うようにすること
も可能です。

２．「アプリケーションとの関連付け」の場合

　残念ながら、Windows	Vista以降、"開く"アプリケーションの変更
はできますが、	右クリックメニューに、ユーザー独自の「閲覧モー
ドで開く」等の追加が、簡単にはできなくなっています。	(レジス
トリエディタで直接レジストリを編集すれば可能です。)

起動オプションを指定したい場合には、ショートカットで指定する
か、ファイルの種類によって切り換えることはできませんが、	「送
る」を使うのが簡単です。

３．注意点など

ファイル名に空白を含む場合

コマンドラインは、他のアプリケーションを起動したり、他の
アプリケーションから起動されたり等、	色々使われているの
で、簡単に注意点を示します。

コマンドラインで、各パラメータ(/b	等)の区切りには、半角ス
ペースが使用されます。	また、Windowsではファイルやフォル
ダの名前に半角スペースが使用可能です。	その為、半角スペー
スを含む名前を指定する場合には、注意が必要です。



例)秀丸エディタの標準的なインストール先

　	C:\Program	Files\Hidemaru\Hidemaru.exe

このC:\Program	Files\Hidemaru\Hidemaru.exe	を単純に半角スペ
ースで分割すると、

「C:\Program」と「Files\Hidemaru\Hidemaru.exe」

になり、hidemaru.exe	を起動する事が出来ません。(C:\Program
が見つかりませんと言われる。)

その為、半角スペースを含む場合には、全体を「"」(ダブルク
オート)で囲みます。

"C:\Program	Files\Hidemaru\Hidemaru.exe"

秀丸エディタのショートカットで、リンク先のパスが「"」(ダ
ブルクオート)で囲まれているのは、このためです。

秀丸エディタでファイルを指定して開く場合も同じで、対象の
ファイルパスに半角スペースを含む場合は、全体を「"」(ダブ
ルクオート)で囲みます。

例)秀丸エディタで同じフォルダにあるファイルを開く場合

"C:\Program	Files\Hidemaru\Hidemaru.exe"	"C:\Program	

Files\Hidemaru\hidemaru.txt"

秀丸エディタは柔軟にファイル判定するらしく、ファイル名を



「"」で囲まなくても、ファイルを開いてくれますが、	なるべ
く囲むようにしてください。

//この状態でも問題なくファイルを開いてくれる。

"C:\Program	Files\Hidemaru\Hidemaru.exe"	C:\Program	

Files\Hidemaru\hidemaru.txt

上記のように、柔軟に判定してくれるのありがたいのですが、
以下のようにファイルを2個開きたい場合は、	"空白を含むパ
ス"と優先して認識するようで、ファイルが開けません。

//カレントフォルダにファイルが2個あって開きたい場合

"C:\Program	Files\Hidemaru\Hidemaru.exe"	file1.txt	

file2.txt

実行すると、"file1.txt	file2.txt"	という新規ファイルを開く。

ファイルを複数開くには、以下の方法があります。

方法1	ファイル名を「"」(ダブルクォートで囲む)

"C:\Program	Files\Hidemaru\Hidemaru.exe"	"file1.txt"	

"file2.txt"

方法2	ファイル名をフルパスで指定する。(ダブルクォート
が無くてもファイルの区切りが認識可能)

"C:\Program	Files\Hidemaru\Hidemaru.exe"	

C:\TEMP\file1.txt	C:\TEMP\file2.txt

オプションを指定する場所



オプションを指定する場合、記述する場所も重要になります。

//	"C:\Program	Files\Hidemaru\hidemaru.txt"	を	開き、	そのフ

ァイルに	test.mac	を実行したい

"C:\Program	Files\Hidemaru\Hidemaru.exe"	"C:\Program	

Files\Hidemaru\hidemaru.txt"	/x	test.mac

この記述だと、"C:\Program	Files\Hidemaru\hidemaru.txt"	は開き
ますが、test.mac	は	"無題"の秀丸エディタが開き、	そこで実行
されます。
("/x	test.mac"	の後に無題の秀丸エディタを指定している状態)

"C:\Program	Files\Hidemaru\hidemaru.txt"	は開き、そのファイル
上で、test.mac	を実行するには以下の記述になります。
(ファイルを指定する場合、起動オプションは、ファイルより前
に指定しなければならない。)

//	"C:\Program	Files\Hidemaru\hidemaru.txt"	を	開き、	そのフ

ァイルに	test.mac	を実行したい

"C:\Program	Files\Hidemaru\Hidemaru.exe"	/x	test.mac	

"C:\Program	Files\Hidemaru\hidemaru.txt"

マクロを実行する場合、複数のファイルを指定しても、最初の
ファイルしか開かないようです。

//	マクロの実行と、ファイルを2個指定した場合

"C:\Program	Files\Hidemaru\Hidemaru.exe"	/x	test.mac		

"file1.txt"	"file2.txt"



file1.txt	を開き、	test.mac	を実行するが、file2.txt	は開かな

い。

４．コマンドプロンプトでの応用

コマンドプロンプトを使うと、複数のファイルにマクロを実行する
事も可能です。	(実行するマクロはチョットした注意点がありま
す。)

以下は、ワイルドカードで指定したファイルに対し、マクロを実行
するバッチファイルです。
秀丸エディタのパスや、実行するマクロ名	"実行するマクロ.mac"
は、適宜書き換えてください。

@echo	off

if	not	"%1"	==	""	goto	MAIN

echo	検索するファイルのワイルドカードを指定してください。
goto	:EOF

:MAIN

for	%%a	in	(%1)	do	start	""	/wait	"C:\Program	

Files\Hidemaru\Hidemaru.exe"	/x	実行するマクロ.mac	"%%a"

上記、内容をバッチファイルとして保存し、ワイルドカードを引数
に指定して実行すると、	ワイルドカードにマッチしたファイルに対
し、マクロ(実行するマクロ.mac)を実行します。

ただし、開いた秀丸エディタを閉じないと、次のファイルに進みま
せん。	自動処理で使用する場合には、マクロ内でファイルを閉じる
操作が必要になります。	(exit文	または	quit文	を使う)

バッチファイルだと「start	""	/wait」は不要ですが、確実に終了

待ちを行うため追加しています。	コマンドプロンプトで、for文を直
接実行する場合には、「start	""	/wait」は必ず必要になります。
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第IV部〜テキスト編集を極める！！
　正規表現について



●正規表現について

　秀丸エディタだけでなく、高度で自由度の高い検索をするには必須の
「正規表現」。	ここでは実用上重要な例をとりあげながら、わかりやす
く解説します。	今日からあなたの「検索」が変わります。
　正規表現に関する話題は、	次の「【０】いんとろだくしょん」に続く
以下の５章から構成されています。

【１】	基本編　〜表記のルールと意味〜
【２】	実践編　〜正規表現による置換の実際〜
【３】	まとめ
【４】	参考文献
【５】	(補足)	秀丸エディタ上での複数行にまたがる検索について

以下の内容は、秀丸エディタヘルプの	「検索系コマンド→検索→正
規表現」 	の内容についての補足です。	よってヘルプを参照しな
がら読まれる事を想定して書かれています。

秀丸エディタは、Ver.3.19までは、正規表現エンジンに
「JRE32.DLL」が使用されていましたが、	Ver.4.00以降は、
「HMJRE.DLL」に変更されています。
以下の内容は、正規表現エンジンに「HMJRE.DLL」を使用する前提
で書かれています。

32bit版の場合、Ver.8.75までは「JRE32.DLL」も標準添付されていま
したが、	Ver.8.77以降は、標準添付されなくなりました。

(「JRE32.DLL」の64bit版が存在しないので、64bit版秀丸エディタに
は、最初から「JRE32.DLL」は標準添付されていません。)

【０】	いんとろだくしょん

https://help.maruo.co.jp/hidemaru/html/190_CmdSearch_Regular.html


いきなりですがここでクイズです。

Q.	 :	文書から「明日は…でした。」という日本語として	変な文を
全て抜き出すにはどうしたらよいでしょうか？
但し、簡単のために現在のファイルは「１行につき１文」と
いうルールで	作成されているとします。

　文書に検索を行って、ヒットしたものを全て抜き出す作業に	grep
機能	を使うのは前提として、	ここで問題なのはどういう検索を行え
ばよいか	という事です。	単に	"明日は"	や	"でした。"	を検索する
と、正しい文までヒットしてしまうのは言うまでもないでしょう。
とりあえずそれらで検索した後、	該当部分だけ抜き出せばいいとい
うのも、

せっかく「こんぴゅーた」を使っているのに

何とも口惜しい…。	まぁ

「こんぴゅーた」なんてのは与えた命令しか実行しない無粋
なモンだ

と言ってしまえばそれまでですが、逆に言えば、こんぴゅーたに
「何を探したいか」を適切に教えてやれば、	ちゃんと仕事をしてく
れるはずです。

この例の場合、探したいものは

「明日は」で始まり、途中に何か文があって、「でした。」で終わ
る

という	文字の並び方のルール 	として表現できますが、このように
ルールとして与えてやれば、



ルール通りに物事を運ぶことにかけては右に出るものはない

こんぴゅーたのことですから、きっとうまいこと(笑)やってくれる
はず。

…前置きが長くなりましたが、こういう

文字の並びのルールを	コンピュータが理解できるように表現
したものが	『正規表現』

です。

ちょっと先走ってしまいますが、	言葉で表現した文字の並びのルー
ルを正規表現を使って表現すると、

^明日は.+でした。$

となります。	上の正規表現には、"明日は"	や	"でした。"	などのよ
うな探したい文字そのもの	の他、	"^"	や	".+"	や	"$"	という記号	が含
まれています。	すぐ後の【１】基本編	で説明しますが、これらの記
号は文字の並び方のルールを表現するための特別な意味を持ってい
て、	上の例でいうと「〜で始まり」「何か文があって」「〜で終わ
る」といったルールに対応しています。	このように、正規表現は文
字の並びのルールを言葉ではなく

(普通の)文字 	＋	 (文字の並びのルールを表現するための)記
号

で表します。

なお、上の例のように正規表現を使って表した文字の並びのルール
自体を正規表現、	または	パターンと呼ぶことがあります。	用語の
混乱を避けるために、以下の説明では「パターン」と呼ぶことにし
ます。



途中で脱線してしまいましたが、探したいものをコンピュータにも
わかるようにパターンとして表わすことができたら、	あとは検索文
字列に上のパターンを書き込んで、

それいけー！！

というかけ声と共に検索を実行すれば、	望み通り変な文だけを検索
することができます。

では、以下の章でこれらの記号の意味と使い方について説明してい
きます。

【１】	基本編　〜表記のルールと意味〜

[1-1]	メタキャラクタとエスケープシーケンス

まず前章の例の真ん中辺りにあった「.+」ですが、これは言葉

で表現した文字の並びのルールの	「何か文があって」という部
分に対応しています。	この記号は「.(ピリオド)」と	「+	(プラ
ス)」との組み合わせで、	それぞれ

.	(ピリオド)	…	任意の１文字

+	(プラス)	…	直前の文字の１回以上の繰り返し

という意味を持っています。

　ピリオドは、	MS-DOS	のワイルドカード(懐かしい(笑))では
「?」と表現していたもので、	どんな１文字にもマッチ(*1)しま
す。	例えば	"あ.た"というパターンは、	"あんた"	にも	"あいた"
にも	"あした"にも、	果ては



"あ＃た"	という	謎のダイイングメッセージ

にもマッチします(笑)。

(*1)
正規表現で書かれた検索文字列で対象の文を探していっ
て、それに一致する文字列を見出したとき、	「(パターン
に)マッチした」と表現します。

　プラス記号の方はちょっと注意が必要で、これ単独では意味
を成しません。	必ず直前に文字 	があって、その１回以上の繰
り返しにマッチします。	例えば	"痛て+"というパターンは	"痛
て"	という軽い痛みから

"痛てててててて"

という悶絶するような痛み全てにマッチします。	正規表現を使
わないと"痛て"	と	"痛てて"	と	"痛ててて"	と…と全ての可能性
をいちいち検索する必要がある所を、	このように

一発！

で指定できるわけです。

　今説明したピリオドやプラス記号のような、	正規表現の中で
特殊な意味を持つ記号のことをメタキャラクタと呼びます。
メタキャラクタはこれらの他にも下記の表にあるようにいっぱ
い(笑)あります。

量指定子
量指定メタキ
ャラクタ

　意　味

* 直前の文字(※)の０個以上の繰り返しにマッチ
+ 直前の文字(※)の１個以上の繰り返しにマッチ



?
直前の文字(※)の０個(＝１個もない)または１
個にマッチ

{n} 直前の文字(※)の	n	個の繰り返しにマッチ
{n,} 直前の文字(※)の	n	個以上の繰り返しにマッチ

{n,m}
直前の文字(※)の	n	からm	個の繰り返しにマッ
チ

*?
直前の文字(※)の０個以上の繰り返し(最短一
致)にマッチ

+?
直前の文字(※)の１個以上の繰り返し(最短一
致)にマッチ

??
直前の文字(※)の０個(＝１個もない)または１
個(最短一致)にマッチ

{n}?
直前の文字(※)の	n	個の繰り返し(最短一致)に
マッチ

{n,}?
直前の文字(※)の	n	個以上の繰り返し(最短一
致)にマッチ

{n,m}?
直前の文字(※)の	n	からm	個の繰り返し(最短
一致)にマッチ

アンカー
位置指定メタキャラク
タ

　意　味

^
(パターンの先頭にある時のみ)行頭にマ
ッチ

$
(パターンの末尾にある時のみ)行末にマ
ッチ

(?=pattern) 後方一致指定(肯定先読み)
(?!pattern) 後方不一致指定(否定先読み)
(?<=pattern) 前方一致指定(肯定戻り読み)
(?<!pattern) 前方不一致指定(否定戻り読み)

その他



その他
その他メタキ
ャラクタ

　意　味

. (改行文字を除く)任意の１文字にマッチ
[	] キャラクタクラス指定(後述)
(	) グルーピング指定(後述)
| パターンの論理和(後述)
\ エスケープキャラクタ
(?\tag-

number)
ヒットした扱いにするタグ指定

(?

#expression)

正規表現パターンに埋め込むコメント。検索で
は無視される。

\Q〜\E \Qから\Eの間(\Eがない場合は最後まで)のメタ文
字を、通常の文字として扱う。

※
またはグルーピングされたパターンでもよい(後述)。

これら以外にも、特定の場所に現れた場合に限って特殊な意味
を持つ記号(キャラクタクラス指定の中の	"-"	等)もあります。
ちなみに、これら以外の普通に記号と呼ばれている	"@"	等は、
正規表現では「普通の文字」として扱われます。

・量指定メタキャラクタと「最長一致」/「最短一致」

　先程説明した	"+"	とよく似た使い方をするメタキャラク
タはいくつかあります。

　まずアスタリスク	"*"	は「０個以上の繰り返し」となっ
ていますが、	これは	"痛て*"というパターンを例に取る
と、	"痛て+"	と同じ物を全て含む他に、

"痛" 	という余りの痛さにその後の声が続かない
究極の痛み



も含んでいます(笑)。	ここで、"*"	に関して

必ずと言っていいほど注意される事

をここでも述べますが、	MS-DOS	のワイルドカードの場合
と違って、	正規表現の	"*"	は	必ず直前の文字とペアで意
味を持ちます。	逆に、MS-DOS	の	"*"(空を含む任意の文字
列にマッチ)は	正規表現では".*"	となります。

　クエスチョンマーク	"?"	は「０個(＝１個もない)、または
１個ある場合」を表しているので、	"エディター?"	というパ
ターンは	"エディタ"	にも"エディター"	にもマッチします。

　ここで、「痛てててててて！」という文(？)に対して	"痛
て+"というパターンで検索すると、	１回の検索でどこまで
がマッチの対象になるか？ということが問題になります。
"痛て"	もマッチするし	"痛てて"もマッチするし…というわ
けで、	「検索を繰り返す毎に一つ一つ順番にマッチしてい
くの？」と考えた人は……

残念、ハズレです。

実際には	１回目の検索でいきなり 	"痛てててててて"(！の
直前)までがマッチの対象、	つまり検索結果になります。

この様に、正規表現による検索は(基本的には)

与えられたパターンにマッチする	最
も長い文字列	が検索結果になる

という規則になっています	(最長一致のルール )。

ただ、この最長一致のルールだと、都合の悪い場合もある



ので、変更する事も可能です。	繰り返しを表わすメタキャ
ラクタに"?"を追加すると、マッチする範囲が最短一致に
なり、

与えられたパターンにマッチする	最
も短い文字列	が検索結果になる

という動作になります。

「痛てててててて！」に対して	今度は"痛て+?"という最短
一致のパターンで検索した場合は、	１回目の検索では 	"痛
て"までがマッチの対象、	つまり検索結果になります。

置換動作を行う場合、最長一致か最短一致かで、結果がか
なり異なる場合があるので、注意が必要です。

　繰り返しの回数を指定するメタキャラクタもあります。

"{n}"

n個の繰り返し
a{5}	–>	aaaaa	にマッチする



5個以上の箇所にもマッチしていますが、以下の

10個	=	5個	×	2

15個	=	5個	×	3

20個	=	5個	×	4

のように複数箇所にマッチしている状態です。

"{n,}"

n個以上の繰り返し
a{7,}	–>	aaaaaaa	や	aaaaaaaaaaaaaaa	にマッチする



7個以上すべての箇所にマッチしています。

"{n,m}"

n	〜	m	個の繰り返し
a{8,12}	–>	aaaaaaaa	から	aaaaaaaaaaaa	にマッチする



8〜12個の箇所にマッチしています。	20個の部分は、
12個	と	8個の箇所にマッチしています。

"{n,}"、"{n,m}"	は、最長一致のルールが適用されるの
で、最長部分がマッチします。	最短一致にする場合
は、"*"、"+"と同じく"?"を追加します。

先ほどの例を最短一致にした場合は、以下のようになりま
す。

"{n,}?"

n個以上の繰り返し(最短一致)
a{7,}?	–>	aaaaaaa	にマッチする



14個以上は、7個	×	2個の箇所にマッチしています。

"{n,m}?"

n	〜	m	個の繰り返し(最短一致)
a{8,12}?	–>	aaaaaaaa	にマッチする



16個以上は、8個	×	2個の箇所にマッチしています。

・行の区切りを表わすメタキャラクタ

　"^"	と	"$"	は	【０】の例にも出てきていますが、	それぞ
れ「行頭」及び「行末」にマッチする、となっています。
では、以下のような場合について、	"^.+$"という(任意の空
でない１行にマッチする)パターンで検索してみたら、	ど
ういう結果になるでしょうか？

↓

この文はこの行の右端で折り返されています。	ここのことです→

この行の末尾で	[Enter]	キーで改行されています。＃↓

[EOF]



この場合、見た目の行、	つまり２行目だけ("この文は"	か
ら	"→"まで)がマッチしそうな所ですが、	実際にやってみ
ると２行目の先頭から３行目の行末("＃")までがマッチし
ます。	この例からもわかるように、正規表現で言う所の
「行」とは秀丸エディタの画面上での「見た目の行」のこ
と	ではなく、

ファイルの先頭 	または	改行文字 	(↓)	から、	次の
改行文字	または	ファイルの末尾 	([EOF])	で区切ら
れた部分

を指しています(いわゆる「論理行」のこと)。	上の例では
見た目が４行のファイルですが、論理行で数えると

見た目の１行目(空です
が(^^;) ＝ファイルの先頭	〜	１行目の改

行文字(の手前)まで
見た目の２行目から３
行目の末まで

＝１行目の改行文字(の次)	〜	３行
目の改行文字(の手前)まで

見た目の４行目(１行目
と同じく空ですが) ＝３行目の改行文字(の次)	〜	ファ

イルの末尾([EOF])まで

の３行からなるファイル、と言う事が出来ます。	「テキス
トファイル」は(文字コード体系の違いを除けば)普通の文
字(*2)と改行文字の並びで構成されているので、	どんな環
境でも論理行は同じものになります。	元々正規表現は	sed
等のテキスト整形ツールで使われていたものですが、	それ
らはエディタの様にテキストファイルを「表示」すること
なくツール内部だけで処理をするため、	見た目にはよらな
い形でテキストを扱うような形式になっていなければなら
ないわけです。

(*2)
タブ、改ページ文字等のいわゆるコントロール文字も



含みます。

　なお、"^"	("$")	は、	上記のようにパターンの先頭(末尾)
にある時にのみ上のような特殊な意味を持ちます。	つまり
"ab^cd$efg"というパターンの中の	"^"	や	"$"	は、	単にその
文字(ハットやドル)そのもの	を表現しています。

　ここでちょっと脱線ですが、"$"	と	似て非なる物	とし
て"\n"	(改行文字)	があります	(後述の「エスケープシーケ
ンス」を参照)。	直前の話からすると、正規表現では「行
末	＝	改行文字」なわけで、	何でこんな余計なものがある
のか疑問に思う人がいると思いますが、その理由は２つあ
ります。

　１つめは、"$"	は	ファイルの末尾	"[EOF]"	も含むという
ことです	("\n"	はあくまでも「改行文字そのもの」を表
す)。	というわけで、最後の行が("↓"	ではなく)	"[EOF]"	で
終わっている場合も"$"	を使えば正しく処理できます。

　２つめの理由は、置換を行う時に	改行文字も含めて置換
したい場合	があるからです。	次の２つのパターン

//.*$ 　と　 //.*\n

はどちらも

C++	言語では	//	から行末までをコメントとみまします。↓

という行の	"//"	からそれ以降の文字にマッチしますが、
"$"で行末を指定した場合はマッチの範囲に	改行文字("↓")
を含みません。	一方	"\n"	の方は改行文字もマッチの範囲
に含まれます。	このマッチの仕方の違いをうまく利用した
置換の例については、	このQ&A集の	-	「●空白行を削除し



たい」	-	「●空白行を改行だけの行にしたい」	の２つの例
を見てください。	逆に、これら２つを組み合わせて使う場
合、意図した結果が得られないことがありますが、	その例
と解説については第５章をご覧ください。

・後方一致指定/後方不一致指定/前方一致指定/前方不一
致指定

これは"^"、"$"と同じく位置マッチする正規表現です。幅
を持ちません。

後方一致指定(肯定先読み)

指定されたパターンの先頭にマッチします。

正規表現：abc(?=xyz)

検索対象：abcxyz

という場合は、"x"の前にマッチします。("x"の前とい
うか、"c"と"x"の間)

後方不一致指定(否定先読み)

指定されたパターンにマッチしない先頭にマッチしま
す。

正規表現：abc(?!xyz)

検索対象：abcdef

という場合は、"d"の前にマッチします。("d"の前とい
うか、"c"と"d"の間)

前方一致指定(肯定後読み)



指定されたパターンの末尾にマッチします。

正規表現：(?<=abc)xyz

検索対象：abcxyz

という場合は、"c"の後にマッチします。("c"の後とい
うか、"c"と"x"の間)

後方不一致指定(否定先読み)

指定されたパターンにマッチしない先頭にマッチしま
す。

正規表現：(?<!abc)xyz

検索対象：defxyz

という場合は、"f"の後にマッチします。("f"の後とい
うか、"f"と"x"の間)

後方一致指定(肯定先読み)と後方不一致指定(否定先読み)は
使いかたによっては、	条件の絞り込みにも使えます。

hidemaru000

hidemaru001

hidemaru002

hidemaru003

hidemaru004

hidemaru005

hidemaru0A0

hidemaru0A1

hidemaru0A2

hidemaru0A3

hidemaru0A4

hidemaru0A5



というデータから、

後方一致指定　:hidemaru(?=\d{3}).+[25]$

で、検索すると、"hidemaru"の次が3桁の数字で、末尾が2
or	5にマッチする、

hidemaru002

hidemaru005

に、マッチします。

後方不一致指定:hidemaru(?!\d{3}).+[25]$

で、検索すると、"hidemaru"の次が3桁の数字でない、末尾
が2	or	5にマッチする、

hidemaru0A2

hidemaru0A5

に、マッチします。

・エスケープキャラクタとエスケープシーケンス

　メタキャラクタの表の最後にある	"\"	(エスケープキャラ
クタ )は	今までのメタキャラクタよりもっと特殊で、	それ
自体では意味を持たず、その直後の文字とペアになって一
つの特殊文字	を表現します。	例えば前述の	"\n"(改行文字)
はその一つです。	このように	"\"で作られる特殊文字の事
を	エスケープシーケンスと呼びますが、	それらを下の表
にまとめてみました。

エスケープシーケンス
エスケープ 意味



シーケンス

\<oct> <oct>	を8進数とみなして、それを文字コード
に持つ文字

\x<hex> <hex>	を16進数とみなして、それを文字コー
ドに持つ文字

\a ベル	(\x07)
\b バックスペース	(\x08)
\t タブ	(\x09)
\n 改行	(\x0A)
\v 垂直タブ	(\x0B)
\f フォームフィード(改ページ)	(\x0C)(※)
\r キャリッジリターン	(\x0D)
\z EOF(End	Of	File)	記号	(\x1A)
\< 英単語の始まりにマッチ(文字ではない)
\> 英単語の終わりにマッチ(文字ではない)
\w 英単語にマッチ(アンダースコア	"_"	を含む)

\<char> 上記以外の文字の場合は	<char>	そのもの(メ
タキャラクタのエスケープに使用)

※
Ver.3.0	以降の秀丸エディタでは、"\f"	が一般的な意味
の「改ページ(\x0C)」ではなく、	「タグ付き正規表
現」における区切り子として解釈されるようになった
ので、意味が異なります。	タグ付き正規表現のタグ指
定は、グルーピンングで使用する括弧()での指定が可
能なので、そちらを使ってください。	Ver.3.0	以降の秀
丸エディタで改ページコードを指定したい場合は、
\x0C	と記述する必要があります。

　例えば行の先頭がタブ文字で始まる行を検索するには
"^\t"というパターンを指定します。	なお、"\<"	と	"\>"は
その他の物とは異なり、	それぞれ英単語の先頭、末尾に一
致します(行における	"^"、"$"	と同じ意味)。	例えば	"\<a"



は	"a"で始まる英単語	を検索するので、

This	is	a	pen.	That	is	the	present	of	my	father.

の１文目の	"a"	にはマッチしますが、	２文目の	"That"	や
"father"	の中の"a"	にはマッチしません。

　最後の	"\<char>"は、最初から特殊な意味を持っているメ
タキャラクタの特殊な意味を消すために使います。	例えば
"*"(アスタリスク)を検索したい時には	"\*"	と指定します。
あとよく出てくる話ですが、	"\"	自身もメタキャラクタな
ので、"\"	そのものを検索したい時は	"\\"	と指定します。

また、\Qと\Eを使う方法もあります。\Qと\Eの間の文字

は、メタキャラクタとしてではなく、通常の文字として扱
います。	(メタキャラクタの場合、その意味を打ち消す)
"*"という文字を検索したい場合は、\Q*\Eと記述しま

す。"*"は繰り返しのメタキャラクタではなく、"*"という
文字になります。
"\t\n"という文字を検索したい場合は、\Q\t\n\Eと記述しま

す。"\t"はタブではなく、"\t"という文字、"\n"は改行ではな
く、"\n"という文字になります。

[1-2]	キャラクタクラスとグルーピングその他

・キャラクタクラス

　前節で説明したメタキャラクタのうち、"."	(任意の１文
字にマッチ)は非常に使える表現で、	これがなければ正規
表現は

全く使い物にならないと言っても過言ではない



でしょう。	ですが、逆に

強力すぎて使えない

場面にもしばしば出会います。	例として以下のクイズを考
えてみましょう。

Q.	 :	日本語の文書に混じった英単語(半角のアルファベ
ットのみ)だけを	探すには、どのような正規表現をか
けばいいでしょうか？

　ここで、「英単語」とは	「半角の	a	〜	z,	A	〜	Zのみから
なる文字の並び」なわけですから、	もし「任意の半角アル
ファベット１文字にマッチするメタキャラクタ」があれ
ば、	前節で説明したメタキャラクタ	"+"	と

合わせて一発！！

です。が、幸か不幸か正規表現にはそんなメタキャラクタ
は用意されていません。	※	:	"\w"	はアンダースコア	"_"	を
含むため、今の目的には使えません。

　が、落胆するのはまだ早いです。	何と正規表現には任意
のアルファベット	どころか、	「自分で勝手に定義した任
意の文字の集まりにマッチするメタキャラクタ」を作るル
ールが用意されているのです(わーいわーい)！	それがいわ
ゆるキャラクタクラス指定 	です。

　例えば	"a",	"b",	"c",	"d",	"×"	の５文字のうちのどれか
１文字にマッチするメタキャラクタが欲しい時は、

[abcd×]



　という風に、	含めたい文字を	"["	と	"]"	で囲むだけでよ
いのです。	メタキャラクタ	"."	が(改行文字を除く)任意の
１文字にマッチするのに対し、	キャラクタクラス指定はそ
れより狭い範囲の文字の集まりの中の１文字にマッチする
わけです。

　では、先のクイズに戻って	「任意の半角アルファベッ
ト」にマッチするキャラクタクラスを作りましょう。	もち
ろん

[ABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYZabcdefghijklmnopqrstuvwxyz

]

　で正解なのですが、	これは以下のようにもっと短縮した
形で書く事ができます。

[A-Za-z]

　ここで、"-"	は	(文字コードで見て)その前後の間にある文
字を全て含める、という意味になっています	(というわけ
で	"[Z-Az-a]"	は	間違い )。

※
この	"-"	を使った表現は	厳密には機種(というか採用し
ている文字コード)に依存しますが、	今回はこれ以上
深い説明は割愛しますm(_	_)m。

さて、キャラクタクラス指定によって「任意のアルファベ
ットを表す」表現が出来たので、	あとはそれを１個以上繰
り返す、という指定をすればよいわけです。	というわけで
結局クイズの答は

[A-Za-z]+



ということになります。

ここで、いくつかの典型的なキャラクタクラス指定を紹介
します。

キャラクタクラス
キャラクタク
ラス

意味

[0-9] 半角の数字にマッチ
[ぁ-ん] 全角ひらがなにマッチ
[ァ-ヶ] 全角カタカナにマッチ

[	-~]
任意の１バイト文字(半角空白"	"から"~"ま
で)にマッチ

[亜-黑] 漢字にマッチ	(詳細は●漢字だけを探したい
を参照)

キャラクタクラス指定は	「任意の」という範囲が広すぎる
"."	に比べて、	より狭い範囲の文字の集まりに限定してマ
ッチさせるものでしたが、	この逆、つまり「指定したいく
つかの文字以外の１文字にマッチする」ような指定はでき
ないのでしょうか？	…と白々しく(笑)ネタを振るぐらいな
のでちゃんとそういうことができるようになっていて、	"
["	と	"]"の代わりに	"[^"	と	"]"	で囲むと、	「その間にある
文字以外の１文字(改行文字も含む))」という意味の指定に
なります	(「[^0-9](半角数字でない１文字)」etc.)。

　ここでよく勘違いされるので注意が必要ですが、	例えば
"[^abc]"という指定は	「"abc"	でない文字列」という意味
ではなく、	「"a"でも	"b"	でも	"c"	でもない１文字」とい
う意味になります。

※
「"ABCDE"	でない、"A"	で始まって	"E"	で終わる５文
字の文字列」を	指定したつもりで	"A[^BCD]E"	と指定す



る	etc.

　…ここまでくると、	「じゃあ	"^"	や	"-"をキャラクタクラ
スに入れたい時はどうするの？」という声が聞こえてきそ
うですが、	これもしっかり逃げ道 	があって、"^"	は	"["
の直後以外、	"-"	は	"["	(または"[^")	の直後か	"]"	の直前
に書けば、	キャラクタクラス指定に入れることができま
す。

あ、そうそう。メタキャラクタは	キャラクタクラス指定
の中では(エスケープキャラクタを前に置かなくても自動的
に)	その特殊な意味を失って、単にその文字自身を表わす
ようになります。	ただし	"]"	は例外で、ちゃんと	"\"	を前
に付けないと駄目です…って当たり前ですが(^^;。

また、よく使用されると思われるキャラクタクラスの省略
記法があります。

\s 空白（[	\t\r\n]と同じ）
\S \s以外
\d 数字（[0-9]と同じ）
\D \d以外　数字の否定クラス[^0-9]
\c 英数字と「_」（[a-zA-Z0-9_]と同じ）
\C \c以外
\i 英字と「_」（[a-zA-Z_]と同じ）
\I \i以外

\y 数字を含む単語の区切り（\<|\>と似ているけど数字も判
断）

\Y \y以外の区切り

・グルーピング



　これまで説明したルールでかなり柔軟な検索指定ができ
るわけですが、	例えば「うひうひうひうひ…」という

オヤジのイヤラシイ笑い

にすべてマッチするようなパターンはまだ書けません。	例
えば"うひ+"	だと、	"うひ"	にマッチするのはまだいいとし
て、	"うひひ"	とか	"うひひひ"	にマッチしてしまいます…
ってこれも

意味的にはＯＫ

ですが(笑)。	…まぁ冗談はさて置き、この場合	「"うひ"が
何回か繰り返されるパターン」	が欲しいわけですが、	これ
を実現するために	グルーピングを使います。	「グルーピン
グ」というと何だか難しそうですが、	単に	"*"	や	"+"のよ
うな繰り返し指定の対象を	「１文字」から「いくつかの文
字の並び」に広げるために、それらの文字を「グループに
まとめ」て、	あたかも１つの文字であるかのように扱う、
それだけのことです。

グルーピングを使うと、今の例は以下のようなパターンを
指定すれば望みの検索ができます。

(うひ)+

　つまり、"("	と	")"	で括られた物をひとまとめにして(＝
グループにまとめて)それを繰り返す、	という指定をする
わけです。

上の説明では「いくつかの文字の並び」と表現しました
が、	一般に括弧の中には文字の並びだけでなく任意のパタ
ーンを書くことができます。	そして、括弧で括ったパター



ンに対して繰り返しの指定を行うと、そのパターンの繰り
返しにマッチすることになります。
例えば

(うひ+)+

というパターンを指定すると、

うひうひひうひうひひひひひ

という

もはや正気の沙汰ではない笑い

にもマッチするようになります(笑)…って笑ってる場合じ
ゃないですね。	ちゃんと説明すると、"うひ+"	というパター
ンに対して、前から順に「うひ」「うひひ」「うひ」「う
ひひひひひ」がマッチしています。	で、括弧の中のパター
ンにマッチするものが(１個以上)並んでいるわけですか
ら、	この文全体が	"(うひ+)+"	というパターンにマッチする
わけです。

・パターンの論理和

　さて、今度は「"今日"	または	"明日"」のように

パターンもヘッタクレもない、単なるワガママのよ
うな検索条件

に使えるルールですが、	この場合は

今日|明日



　と指定すればＯＫです。	ここで、"|"	(縦棒)	は「〜また
は〜」という意味を持ち、	(ソフトウェアの制限の許す限
り)何個でもつなげて指定できます。	つまり、

一昨日|昨日|今日|明日|明後日

のような指定ができるわけです。	なお、この場合は先程説
明したグルーピングを用いて、

(一昨|昨|今|明)日

という指定や、さらに

(一昨|[昨今明])日

という指定もできます。

・パターンの論理積

　さて、今度は以下のような内容から、複数のキーワード
が含まれる行を抽出します。

オレンジ、アップル、パイナップル

アップル、オレンジ、パイナップル

アップル、パイナップル、ストロベリー

パイナップル、アップル、オレンジ

例として、

オレンジ、アップル、パイナップルの要素が含まれ
る行を抽出する検索条件

を指定します。



この場合は

^(?=.*パイナップル)(?=.*アップル)(?=.*オレンジ)

　と指定すれば、条件に一致する行頭にマッチします。行
をマッチ範囲にする場合は、最後に	".*$"	を追加します。

^(?=.*パイナップル)(?=.*アップル)(?=.*オレンジ).*$

ここで、"(?=.*パイナップル)"	は後方一致指定(肯定先読み)
で、	(ソフトウェアの制限の許す限り)何個でもつなげて指
定できます。	つまり、AND条件を増やしたい場合は、"パ
イナップル"部分を変更して、つなげていくだけです。	(後
方一致指定(肯定先読み)	を使用しているため、JRE32.DLL
は未対応です。)

1.	 "^"	は常に先頭にマッチします。

2.	次に、後方一致指定(肯定先読み)の条件である	".*パイ
ナップル"	にマッチするかチェックします。

マッチしない場合は、"NG判定"となり、検索は終
了します。

マッチした場合は、以降の条件がさらにマッチす
るかチェックが行われます。	後方一致指定(肯定
先読み)は、マッチ箇所を動かさないので、常
に"^"	がマッチしている箇所からの検索になりま
す。	その為、指定する順番は関係なくマッチさせ
る事が可能です。

【２】	実践編　〜正規表現による置換の実際〜

　前章では「検索」のための正規表現の書き方を紹介しましたが、



この章では「置換」の場合の正規表現の書き方と、	その時に陥りや
すい「落とし穴」について紹介します。

[2-1]	「置換・削除」と「最長一致のルール」…うわぁ！みん
な消えちまった！！

　ここでは実用性の高そうな例として

いんたーねっとのほーむぺえじ

の	HTML	ファイルの、「タグ」と呼ばれる"<"と">"で囲まれた
記号を削除することを考えてみましょう。	以下は、HTML	ファ
イルの中身を一部だけ抜き出した物です。

<PRE>これ以後は見た目通りの改行位置で改行されます。↓

<FONT	SIZE=5>フォントサイズ指定子</FONT>の例です。↓

<HR><!--	横線を引きます(これは注釈です)	-->↓

<CENTER>中央揃え指定子</CENTER>↓

</PRE>これ以後は改行が無視されます。↓

ここで、"<PRE>"	や	"</FONT>"	が	「タグ」の例です。	通常の
置換では、何種類もあるこれらのタグをいちいち指定して何回
も置換を繰り返すことになりますが、	正規表現を使えばこれら
のタグを「１回の置換」で削除することができます。

・失敗例

　要するに「タグ」とは	"<"	と	">"で囲まれたものなわけ
で、	正規表現で表すと



<.*>

でよさそうです。	というわけで、取りあえず

検索文字列：	<.*>
置換文字列：	(何も書かない)

で「全置換」を実行してみましょう。	以下がその結果で
す。

これ以後は見た目通りの改行位置で改行されます。↓

の例です。↓

↓

↓

これ以後は改行が無視されます。↓

ありゃりゃ(笑)。 	１、３、５行目の結果は問題ないです
が、２行目と４行目の結果は？？？です。

・考察

　ここで何が起こったのかを理解するために、正規表現の
「最長一致のルール」を	思い出しましょう。	これは「正
規表現による検索では与えられたパターンに一致する最長
の文字列がマッチする」というルールでした。
　上の例では、	２行目は	"<FONT	SIZE=5>"	の始めの	"
<"から、	"</FONT>"	の終わりの	">"までがマッチしている
ことに	気がつきます(４行目についても同様)。	前章で説明
したように	"."	は	「(改行を除く)任意の文字」にマッチし



ますから、	確かに処理としては正しいことをしています
(間違うのはいつも人間	:-P)。

　では、正しく「タグ」だけを指定するにはどうしたらよ
いのでしょうか？	この場合は「タグ」の性質をよく考えれ
ば比較的簡単に答がわかります。	「タグ」とは要するに
「"<"	で始まり、最初に現れた ">"	で終わる」ものなの
で、	「任意」という部分を「">"	を除いた任意の」とい
う表現に置き換えてやればよいわけです。	これを正規表現
で表現したものが以下です。

検索文字列(改良版)：	<[^>]*>

ではこれで置換を実行してみましょう。以下がその結果で
す。

これ以後は見た目通りの改行位置で改行されます。↓

フォントサイズ指定子の例です。↓

↓

中央揃え指定子↓

これ以後は改行が無視されます。↓

…どうやらうまくいったようです。

上の例で見たように、"."	という表現は便利で正規表現に
は無くてはならないものなんですが、	「置換」の場合は

使い方をよく考えないと思わぬ結果を引き起こす

というわけです。



別の回答としては、最短一致を使う方法もあります。

検索文字列(改良版)：	<.*？>

最短一致を使っても同じ結果になります。

これ以後は見た目通りの改行位置で改行されます。↓

フォントサイズ指定子の例です。↓

↓

中央揃え指定子↓

これ以後は改行が無視されます。↓

・補足(タグの消去の方法…実践編)

　上の例では複数行にまたがるタグや、コメントタグの中
に書かれたタグのことを考慮していませんでした。	それら
も考慮した、タグをほぼ完全に消去するパターンを以下に
示しておきます。

<!--(.|\n)*-->|<[^>]*>

※
ただし、この正規表現では	約３行以上に渡るタグを正
しく置換できません 	(後述の【５】秀丸エディタ上で
の複数行にまたがる検索について	を参照して下さ
い)。

[2-2]	「文字列の否定」について…あきらめずに頑張ろう！！



　今度はＣ言語のコメントを削除する例を考えてみましょう。

　Ｃ言語のコメントは	"/*"	と	"*/"	で囲まれた部分です。	この
場合も前節の	HTML	タグの削除でやったように	"/*"	と	"*/"	の
間に"*/"	を「否定」する	表現を入れてやればよい事は

明白です

…と言いたい所ですが、	正規表現には否定のキャラクタクラス
指定という「文字」の否定をする表現はありますが、	直接「文
字列」を否定する表現はありません。
…もうおわかりでしょうが、	"[^*/]"	は	「"*"	でも	"/"でもない
１文字」という意味であり、	「"*/"	でない文字列」という意
味にはなりません。

　となると、

じゃあ正規表現ではＣ言語のコメントもちゃんと消せな

いのぉー。	だっせー+！

という声が聞こえてきそうですが、	どうぞご安心を(笑)。

知恵さえしぼれば

ちゃんと消すことができます。	では、以下の２つの例で「知恵
のしぼり方」をご覧ください。

・Ｃ言語のコメントを消す

"/*"	と	"*/"	の間にある文字列のパターンは、以下のように
表わすことができそうです。



「"/"	以外の文字」と「直前が	"*"	以外の	"/"」を組み合
わせた文字列

ここで、"/"	の直前に	"*"	がないことを指定して実質的に
「文字列の否定」をしていることに注意して下さい。

　ちなみに、同じような表現と思われる

「"*"	以外の文字」と「直後が	"/"	以外の	"*"」を組み合
わせた文字列

ではうまく行きません。	理由は、"**/"	の場合に	"**"	(直後
が	"/"以外の	"*")	と	"/"	("*"	以外の文字)という風にマッチ
してしまうため、	例えば

/***/	/***/

の	"/***/	/***/"	全てにマッチしてしまうからです。

　以上のことを考慮して、ちゃんとコメントにマッチする
(と思われる)パターンを書いたものが以下です。

検索文字列：	/\*([^/]|[^*]/)*\*/

("*"	は	メタキャラクタなので、	キャラクタクラス指定の
中にある"*"	以外は	"\"	でエスケープしてあります。)

　これで一見うまくいくように思えます。	が、実はこの
パターンは以下のようなコメント(？)にマッチしません。

/*/	*/

一般に、"/*"	の直後に	"/"	がある場合はアウトです。	なぜ
かというと、	上のパターン(の	"[^*]/"	という部分)では



"/"の直前に必ず１文字存在することを要求しているからで
す。	("/*"は既に	"/\*"	がマッチしているので対象外です。)

　というわけで、この特殊な場合も考慮したパターンを作
る必要があります。	で、それは以下のようになります。

検索文字列(改良版)：	/\*/?([^/]|[^*]/)*\*/

("/?"	という指定で、(もしあれば)	"/*"	の直後の	"/"にマッ
チさせています。)

※

ただし、この表現のままでは複数行に渡るコメントは
正しく置換できません。	これはこのパターンが不完全
なのではなく、秀丸エディタの正規表現検索の仕様に
よるものです	(後述の【５】秀丸エディタ上での複数
行にまたがる検索についてを参照して下さい)。	任意
の行数にまたがるコメントを削除することはその仕様
のためにできないのですが、	例えば２行以下のもので
あれば以下のパターンを使えば可能です。

検索文字列(２行までのコメントにマッチ)：	/\*/?
(\n|[^/]|[^*]/)*\*/

"[^/]"	は「"/"以外の１文字」を表しているので、その
中には	"\n"	も含まれています。	したがって、真ん中
の括弧の中に入れた"\n"は正規表現としては不必要な
ものです。	しかし、この	"\n"を加えることで秀丸エデ
ィタの動作が変わり、複数行にまたがるコメントも検
索できるようになります。

・間違ったヘッダを持つ行を探す



　行の先頭から	"P:XXXX"("XXXX"	には半角の数字が入
る)となっているはずが、	"P"	が	"p"になっていたり忘れて
いるような場合や、	":"	が	";"になっていたり忘れているよ
うな行を、	探すことを考えます。
　この場合、「行の先頭が	"P:"	ではない」という「文字列
の否定」ができれば話は簡単なのですが、

そうは問屋が卸さない

のは前の例で述べた通りです。というわけで、ここでも知
恵をしぼって考えることにしましょう。

　問題の条件から、具体的にどのような間違いが有り得る
かをまず考えると、	行の先頭から２文字についてそれぞれ
３通り(正しい文字、間違っている文字、文字がない)の可
能性あり、	３×３-１の計８通りの間違いがあるはずです。
もちろんそれらを全部書き並べてもいいのですが、ここで
はもう少し効率のよい方法を紹介します。

　ます、８つの間違いが以下の４つのグループにわけられ
ることを使います。

0123 (何もない)
P0123,	:0123,
etc. (文字が１つだけしかない)

p:0123,	p;0123 (文字が２つあっても先頭が	"P"	でない)

P;0123 (２つあって先頭が	"P"	でも次が	":"	でな
い)

で、これを素直に 	正規表現で表わすと

検索文字列：	^(|.|[^P].|P[^:])[0-9]+$

となります。	２番目と３番目、	特に２番目は	"."を使うこ



とで４つの間違いにマッチしています。

・一般の「文字列の否定」はどうするか？

　上の２例については運良く(笑) 	解答が見つかりました
が、	では一般的に「文字列の否定」をするにはどうしたら
よいのでしょうか？	もう少し正確な言い方をすれば、「部
分的に〜という文字列を含まない文字列にマッチするパタ
ーン」を作る一般的な方法はあるのでしょうか？	…と、こ
こで「一般論」を説明できれば

何て素晴らしい解説なんだ

とは思いますが(笑)、	筆者の知る限りでは

全ての場合に通用する「一般論」は存在しない

と思います(もしご存知の方がいらっしゃいましたら、筆者
までご一報くださいm(__)m)。	が、しかし、上で見たよう
に

知恵をしぼって考えれば

何とかなってしまいます(断言)。	別の言い方をすれば

ケース・バイ・ケース

であれこれ試していけば、	そのうちにきっと答が見つかり
ます。

※
この節の最初の例も	第２版	Rev.D	までは「答は無い」
と考えていましたが、	色々試したら結局解答(に近い



もの？)が見つかっちゃいました(^^;。

【３】	まとめ

　というわけで多少駆け足で説明してきましたが、正規表現を使う
事に対する大体の感覚は掴めてもらえたと思います。	あとは、実際
に自分で色々な場合についてパターンを書いてみることをお勧めし
ます。

　その時に以下のことを念頭においてパターンを考えてみて下さ
い。

探したい物を理路整然とした	「言葉」で表現できるか？

その「言葉」の各パートに対応したパターンは何か？

(置換の場合は特に)そのパターンは	必要十分(最小限)なもの
か？	＃試しに「検索」のみでやってみるのもいいかも。

最後に、貴方の

正規表現ライフ(謎)

が実りある物になることを祈りつつ…。

【４】	参考文献

　正規表現は	sed	や	awk	といった	UNIX	関連のツールに対する書籍
を買えば大抵説明されていますが、	今回参考にした本だけを参考文
献として紹介します。
＃他にも「これがいい！」という本がありましたら教えて下さい
m(_	_)m。

AWKを256倍使うための本
(アスキー書籍編集部編　志村　拓・鷲北　賢・西村克信	共著)



正規表現に関してはホンの一部だけ説明されていますが、	例
(？)が豊富でしかも笑えます。	今回の執筆＆改訂に多大なる影
響を与えてくれました。

『sed&awkプログラミング』
(アスキー出版局編　Dale	Dougherty	著　福崎俊博	訳)
いわゆる「教科書的」な構成で、読むのに結構根気がいるんで
すが、	一冊ぐらいはこういう本を読まないと…ね(←意味不
明)。

『諸説	正規表現	第3版』
(オライリージャパン　Jeffrey	E.F.	Friedl　著、株式会社ロング
テール／長尾	高弘　訳)
正規表現への理解を深める解説書。内容は難しいですが、とり
あえず読んでおいて損はないです。

【５】　(補足)	秀丸エディタ上での複数行にまたがる検
索について

秀丸エディタの正規表現検索は以下の手順で行われています。

1.	 秀丸エディタの正規表現検索は外部ツールである	HMJRE.DLL
に、検索用正規表現文字列と、編集中のテキストの一部を渡す
事で実行している。

2.	 秀丸エディタは、HMJRE.DLLに渡すテキストの範囲を	現在のカ
ーソル位置の次の文字から検索文字に含まれる	"\n"	の個数＋１
行分、と決め打ちしている。

3.	 HMJRE.DLL	は、	渡されたテキストが、正規表現にマッチするか
を返します。

秀丸エディタのヘルプを見ると、	「検索系コマンド」の中にある
「\n	を使った複数行検索の際の制限について」に	こんなことが書い
てあります。



秀丸エディタでは	検索元文字列の中に「\n」がいくつ含まれて
いるかを計算し、	その数+1の行まで検索でヒット可能にしま
す。	そういう特殊な仕組みのため、\n	自体を任意の回数繰り返
すような正規表現は、	期待通りに動作しないことがあります。

例)("↓"は改行文字を示します。)

a↓

↓

↓

d↓

という内容に対して、「^a\n+d」という正規表現で検索した場合を
考えます。

ヘルプの説明に従うと、HMJRE.DLLに渡す対象文字列は、1("\n"の個
数)	+	1	=	2	行です。	先頭から検索する場合は、

a↓

↓

という2行が検索対象となります。その為、「^a\n+d」という正規表
現にはマッチしません。	これ以降、検索開始位置をずらしながら、
ファイルの最後まで2行づつ検索対象にしていきますが、	2行づつの
ため、「^a\n+d」にマッチする事はありません。

これが「\n	を使った複数行検索の際の制限」になります。

この制限を回避するには、

(?#maxlines:数値)

という指定を正規表現に追加します。

「^a\n+d」→	「^a\n+d(?#maxlines:10)」



この例では、検索文字列内の"\n"の個数を無視して、カーソル位置
から10行を検査対象にします。	(?#maxlines:10)という記述は、正規
表現としてはコメントの扱いになるので、検索には影響しません。

というわけで、複数行にまたがる検索の結果は期待通りには行かな
い場合があるので、	きっちりとした処理がどうしても必要であれ
ば、	正規表現検索（置換）だけに頼らずに	マクロ、WSH、perl等の
スクリプトで処理しましょう。

目次に戻る





第IV部〜テキスト編集を極める！！
　タグ付き正規表現とは?



●タグ付き正規表現とは?

　秀丸エディタでは	Ver.3.0以降で「タグ付き正規表現」がサポートされ
ています。	(Ver.3.19までは、正規表現エンジンに「JRE32.DLL」が使用
されていましたが、Ver.4.00以降は、「HMJRE.DLL」に変更されていま
す。)

秀丸エディタVer.3.0〜Ver.4.19では秀丸エディタ独自の指定方法(\fを区切
り文字で使用する方法)が使用されていましたが、	秀丸エディタVer5.00
以降では、正規表現エンジンであるHMJRE.DLLが変更され、	Prel等で使
用されているグルーピング指定である、「()」括弧でのタグ指定が可能

になっています。	(旧バージョンとの互換性から、現状でも"\f"を使う方
法も指定可能ですが、「HMJRE.DLL」を使用している場合は使わないほ
うがいいです。)

以降の説明は、正規表現エンジンに「HMJRE.DLL」を使用する前提で行
います。

タグ付き正規表現により検索でヒットした文字列の一部又は全体を、置
換文字列の一部又は全体として利用できるようになりました。	ただし
「正規表現」自体が解らないと、さっぱり意味が通じなくなるので、
「タグ付き正規表現」を自在に操りたい人はまず「正規表現」を使いこ
なせるようにしましょう(^^)。

　秀丸エディタがサポートしているタグ付き正規表現の仕様は、秀丸エ
ディタのヘルプの「検索系コマンド」-	「タグ付き正規表現による置換
について」 に	書かれています。	　以下では、この仕様をもとにして
実際の使い方を説明していきます。

【１】	実際にはどの様な事が出来るのか?
【２】	タグ指定の方法
【３】	検索元文字列の取り出し

https://help.maruo.co.jp/hidemaru/html/190_CmdSearch_Regular_PerlTag.html


【４】	タグ付き正規表現の使用例
【５】	タグ指定時の注意点
【補足】	\fとグルーピングの違い

【１】実際にはどの様な事が出来るのか?

　では実際には、秀丸エディタのタグ付き正規表現を使うと、どん
なことができるようになるのでしょうか？
例えば下記のような、今までではマクロを使わないと実現できなか
ったことが、タグ付き正規表現を使った置換だけで処理できるよう
になります。

1.	 「A	さんと	B	さんは友達です」を「B	さんと	A	さんは友達で
す」に変換

2.	 「1999年5月12日」という日付を「5/12/1999」に変換

3.	 abc,	123等の英数字から成る文字列と、仮名・漢字による文字列
との間に半角のスペースをいれる

4.	 「abc」を『abc』というように括弧の種類を変える。

5.	 ある種のデータが何行かおきに一纏まりになっている物を、1
行	1レコードの形に直し、表計算やデータベースで使いやすい
ように整形する。

6.	 行頭のコメント文字を１組だけ削除する

　次に、1.の例を使って、実際にタグ付き正規表現を使う時のルー
ルを説明します。

【２】タグ指定の方法

　秀丸エディタでタグ付き正規表現を使う場合には、どの部分を置
換後の文字列として取り出すかを指定しなければ成りません。
文字列の指定には、「()」括弧、正規表現のグルーピングを用いま



す。

　たとえば	(1)の場合、置換後の文字列で利用したいのは、「A」
「B」の部分ですので、検索文字列を

(.+)さんと(.+)さんは友達です

とすれば良いです。

【３】検索元文字列の取り出し

　次にとり出した文字列の利用方法です。	取り出した文字列は、検
索文字列中の「()」括弧で囲まれた部分を前から、「\1」「\2」
「\3」…..で利用できます。	先ほどの	1.	の例では、

タグ番号の割り当て
(.+)さんと (.+)さんは友達です
↑ 　 ↑
\1 \2

となります。つまり	1.	の置換作業は、実際には

検索文字列:		(.+)さんと(.+)さんは友達です

置換文字列:		\2さんと\1さんは友達です

とすれば良いです。

　ただし正規表現では「最長一致」の原則があるので、	「Aさんと
Bさんは友達です。C	さんと	Dさんは友達です」と続けて同じ表現
がある場合、「」の中身全体にヒットしてしまいます。
この様な場合、人の氏名に「。、」が使われないことを利用して、
検索文字列を

([^。、]+)さんと([^。、]+)さんは友達です



等とすると良いでしょう。

【４】タグ付き正規表現の使用例

　では、タグ付き正規表現を使って、上記の	2.	〜	5.の例も処理して
みましょう。

2.「1999年5月12日」という日付を「5/12/1999」に変換したい場合

検索文字列:([0-2]\d\d\d)年(1[0-2]|[0-9])月(3[0-1]|[1-2]?\d)日

置換文字列:\2/\3/\1

3.	abc,	123等の英数字から成る文字列と、仮名・漢字による文字列と
の間に半角のスペースをいれたい場合

検索文字列:([。-゜ぁ-んァ-ヶ亜-黑])([0-9a-z]+)

置換文字列:\1	\2

と

検索文字列:([0-9a-z\]+)([。-゜ぁ-んァ-ヶ亜-黑])

置換文字列:\1	\2

の	2	回に別けてやると良いです。	1回でやる方法もあります
が、指定方法が面倒になります(実際には[]で挟む文字列の中に
「^」を使って、	仮名・漢字以外の全ても文字列を指定し、メ
タキャラクタ「?」も合わせて利用します。)。

　一瞬

検索文字列:([。-゜ぁ-んァ-ヶ亜-黑])([0-9a-z]+)([。-゜ぁ-んァ-ヶ亜-

黑])

置換文字列:\1	\2	\3

で上手くいくような気がしますが、「1999年」の様な場合に上



手くいきません。	これは「1999」の前に仮名・漢字文字列が無
いためです。

4.「abc」を『abc』というように括弧の種類を変えたい場合

検索文字列:「([^」]+)」

置換文字列:『\1』

5.	ある種のデータが何行かおきに一纏まりになっている物を、1	行	1
レコードの形に直し、表計算やデータベースで使いやすいように整
形したい場合

この例では、例えば下記のように	aaa	111	あああ	bbb	222	いいい

という内容を

aaa,111,あああ

bbb,222,いいい

の様に、1	行	1レコードの形に直し、表計算やデータベースで使
いやすいように整形します。

上記の例のように、変換元データが３行にわたっているとき
に、カンマを区切り文字として１行に変換するには、	下記のよ
うに検索文字列を設定します。

検索文字列:^(.+)\n(.+)\n(.+)$

置換文字列:\1,\2,\3

　一纏まりとなるデータの行数が多い場合、更に多くなる分
「(.+)\n」の記述が必要です。
　またデータの中に「,」が含まれている場合を顧慮していませ
んので注意してください。

6.	行頭のコメント文字を１組だけ削除する



////

という行があったとして、行頭の//	を１組だけ省きたいと考え
て、正規表現をONにして、検索文字欄に	^//	を指定し、置換文
字欄を空欄にしたまま置換を行うと、////が全て消えてしまい期
待通りの動作をしてくれません。本当は、

//

というふうになってほしいところですが。

これは、「置換の前に確認」をＯＮにして実行するとわかりま
すが、	始めに////	の先頭２文字にヒットして削除され、//となる
ので、次にこの２文字にヒットしてこれも削除されてしまいま
す。

この場合、下記のようにタグ付き正規表現を使うとうまく処理
できます。

検索文字列:^//(.?)

置換文字列:\1

その他に、hmjre.dll独自の記法ですが、"ヒットした扱いにするタグ
指定	(?\tag-number)"という物もあります。	これは、正規表現中の一
部分のみマッチさせたい場合に使用します。

				検索文字列:秀丸(エディタ)(?\1)

これで、"秀丸"が前にある"エディタ"が検索可能です。本来は、"秀
丸エディタ"にヒットしますが、	(?\1)で、"\1"に当たる"エディ
タ"のみ、ヒットさせるように指示しています。
現状では、"先読み"や"戻り読み"がありますが、これらがサポート
されていないバージョンでは、	正規表現の一部のみマッチさせるの



に、使っていました。

【５】タグ指定時の注意点

　タグの指定で注意すべきことや参考情報を挙げておきます。

1.	 入れ子になった括弧は、一番外側のみ認識します。

例えば

(aaa(bbb)ccc)(ddd)

という指定をした場合、

(aaa(bbb)ccc)(ddd)

	------------	---

	\1											\2

と、解釈され、(bbb)は、タグの対象になりません。

これは、"\f"と、括弧を使ったタグ指定の整合性をとるための制
限になります。	("\f"では入れ子は表現できない。)

2.	 タグの最大数は15までです。(Ver8.58で9から15へ変更)	10以上
は、\g{10}と記述します。10未満でも、同様に\g{1}と記述可能
です。

\10

と記述しても、"\1"と"0"と認識されるので注意する事。

【補足】\fとグルーピングの違い

\f	と	括弧によるグルーピングの違いですが、通常使う分には、
速度的な違いはわかりません。



違いがわかるようなデータで置換を行うと、1〜2割程度、"\f"が
遅い結果になります。	(1000行の置換で確認)

"\f"を使った場合、検索文字列内でタグの参照ができません。

例：(..)\1

上記正規表現は、「いろいろ」、「やれやれ」等にマッチしま
すが、"\f"を使った場合は、	タグの参照ができないので、

例：..\f\0

と記述しても、2文字の後に"0"がある箇所にマッチします。

正規表現が有効で、検索文字列に"\f"が含まれる場合、タグの処
理は秀丸エディタ本体が行います。

検索に"\f"が含まれない場合、括弧によるタグの処理は、正規表
現DLLで行われます。	 "\f"と括弧が混在するタグ指定は出来ま
せん。

混在した場合は、秀丸エディタ本体で"\f"を処理する都合
上、"\f"が優先され、括弧でのタグ指定は無視されます。	(グル
ーピングとしては機能する)

目次に戻る





第V部〜マクロから呼び出すＤＬＬ
の作り方



●目次

【０】	イントロダクション
【１】	用意するもの
【２】	マクロから呼び出せるDLL関数を作るには？
【３】	とりあえず	"hello	world"
【４】	ちょっと手を加えてみる
【５】	もう少し複雑なものを作ってみる
【６】	「ファイルを開く」ダイアログを出してみる
【７】	ウィンドウを表示してみる
【８】	作成したDLLのデバッグ
【９】	まとめ
【10】	リンク等
【11】	補足〜浮動小数点数版秀丸エディタ用のDLLについて
【12】	補足〜ワイド文字対応関数について

【０】	イントロダクション

このＱ＆Ａ集でも至る所で紹介されている秀丸エディタの強力なマ
クロ機能ですが、	その中でもある意味

もっともブッ飛んだ

ものが、今から解説する	「DLLの関数を利用する機能」でしょう。
DLLは「Dynamic	Link	Library」の略語、日本語では「動的結合ライ
ブラリ」となりますが、	これは関数やサブルーチンを必要がある時
にメモリにロードして、	実行中のアプリケーションから呼び出せる
ようにするための仕組みです。	で、このDLLのロード＆関数の呼出
しをマクロ中からできるわけですが、	自分でDLLを作ってこの機能
を利用すれば、	マクロの命令のここが気に入らないとかこんなのが
欲しいとか、	あれこれ要望して実現されるのをひたすら待っていた



(または諦めていた)

そんな後ろ向きな自分にサヨナラ(笑)

できるわけです。	もっとも、	秀丸エディタのウィンドウや編集中の
テキストの内容を直接いじれるわけではないですが、	それでも初期
状態のマクロには用意されていない高度なファイル操作や文字列操
作、	自分で好きなようにデザインしたダイアログを表示したり…	と
いったことが自由にできるようになるわけですから、

これはもうDLL作るしかない

と思わなきゃウソです(笑)。	まぁとはいえ、	思ったからすぐDLLが
作れるほど世の中そう甘くはないわけですが、	やりもしないで諦め
てしまうのはもったいない、	と言える程度に割とあっさりと作れて
しまうのもまた事実です。	この解説では秀丸マクロ用のDLLを作る
際に必要な環境と、	作成時に注意すべき点をいくつか挙げています
が、	それさえクリアすれば

貴方でも明日とはいわず今日からでも始められます！

ってなもんです(怪しげな英会話の教材のキャッチコピーみたいでア
レですが(笑))。

【１】	用意するもの

まず、この解説はDLLの作成の話が中心なので、使用する言語(ここ
では	Cまたは	C++	言語)についての知識は、	簡単なツールやサンプ
ルアプリケーションを作れる程度に持っているとして話を進めてい
きます。

したがって、

ポインタって何ですか？



とか

演算子のオーバーロードってどうやるんですか？

といったことで悩んでいる方は、この解説より先にまず言語自体の
参考書を見て勉強してください。

次に、DLLを作るためにはもちろんDLLが作成可能な開発環境(コン
パイラetc.)が必要ですが、	フリーソフトウェアのコンパイラがいく
つかあります。	その中でWeb	等から現在入手可能で比較的有名なも
のは以下の通りです。

Cygwin	環境に含まれる	GNU	gcc	コンパイラ	(及び	binutils	に含
まれるdlltool	/	dllwrap)

MinGW	(Minimalist	GNU	For	Windows)	環境に含まれる	GNU	gcc
コンパイラ	(及び	同上)

Micrsoft	Visual	Studio	Community	or	Visual	Studio	Express(Express
for	Desktop)

これらの入手先についてはこちらをご覧ください。	また、Visual
Studio以外は、基本的にはコマンドライン上で使うツールなわけで
すが、	それらをウィンドウ環境で利用するための	GUIソフトウェア
(いわゆる統合開発環境)もいくつか公開されているようです。	それ
らの環境の上でDLLを作成する方法についてはそれぞれのマニュア
ルを参照してください。	ここでは、コマンドラインから直接DLLを
作る時のコマンドラインオプションのみを説明します。

Cygwin	gcc	の場合：
この場合、作成するDLLが	Cygwin	環境	(正確には	cygwin1.dll)
を必要とするかしないかを	-mno-cygwin	オプションの有無で選
択できます。	(-mno-cygwin	をつけると	cygwin1.dll	の代わりに
msvcrt.dll	を使うようになります。)



まず、アプリケーション等から呼び出せるようにする(＝エクス
ポートする)	関数に、	(後に説明する)	__declspec(dllexport)	宣言
子をつけておけば、	以下のように直接	gcc	を使うのがもっとも
簡単です。

gcc	-shared	-mwindows	-o	foo.dll	foo.cpp	(Cygwin	環境下で動

作)

gcc	-shared	-mwindows	-mno-cygwin	-o	foo.dll	foo.cpp	

(Cygwin	環境は不要)	

__declspec(dllexport)	宣言子を使わない場合は	以下のような	DEF
ファイルが別途必要になります。

;	gcc	の場合の	DEF	ファイルの例：

;	foo(),	bar(),	baz()	関数をエクスポートする場合

EXPORTS

				foo

				bar

				baz

このファイルを	foo.def	という名前で	ソースファイルと同じデ
ィレクトリに置き、	以下のようなコマンドを実行します。

dllwrap	-mwindows	--def	foo.def	-o	foo.dll	foo.c	(cygwin	環

境下で動作)

dllwrap	--driver-flag='-shared'	-mno-cygwin	-mwindows	--def	

foo.def	-o	foo.dll	foo.c	(cygwin	環境は不要)				

MinGW	gcc	の場合：
この場合は	Cygwin	gcc	とは異なり、	常に	msvcrt.dll	を利用する
DLLができますが、	__declspec(dllexport)	宣言子をつけても	無視
されているようなので、	常に	DEF	ファイルが必要になります



(内容は上の物と同じ)。

dllwrap	-mwindows	--def	foo.def	-o	foo.dll	foo.c		

【２】	マクロから呼び出せるDLL関数を作るには？

前章でDLLを作成するための一般的な方法について説明しました
が、秀丸マクロでは一般的なDLL全てを扱えるわけではありませ
ん。	マクロから呼び出せるDLL内の関数(以下「DLL関数」)は、以
下の性質を持つものだけです。

引数の型は	void	(引数を持たない)	か、	int	※	(数値)	と	const	
char*	(文字列)または、	const	WCHAR*	(ワイド文字列)の組み合わ
せのみ
引数に、const	char*	と	const	WCHAR*	を混在させる事はできま
せん。

戻り値の型は	int	※	(数値)	または	const	char*	(文字列)	、const	

WCHAR*	(ワイド文字列)のみ

呼出し規約は	__cdecl	(通常のＣ関数)	のみ

※(数値)

浮動小数点数版秀丸エディタの場合は	int	ではなく	double	にな
ります。	浮動小数点数版秀丸エディタについては【11】	補足〜
浮動小数点数版秀丸エディタ用のDLLについてをご覧くださ
い。

64bit版秀丸エディタの場合は、intではなく、__int64になりま

す。(INT_PTRを使う方法もあります。)

１番目と２番目の性質は、秀丸マクロで扱えるデータ型が	数値



(int)と文字列	(char*、WCHAR*)	しかないことから当然の事といえま
す。	なお、文字列型の	const	修飾子はなくてもDLL関数の宣言とし
ては支障ありませんが、	かといって、わざと	constをつけずに	引数
として渡された文字列の内容を書き換えてはいけません(というか書
き換えても無意味)。

最後の性質はちょっとわかり難いかもしれませんが、	Win32API	で
いうとWINAPI	宣言子	(実際は	__stdcall	の	#define)がついていないも
の、	もしくは	WINAPIV	宣言子	(同じく	__cdecl	の#define)がつくもの
です。	とはいえ、__cdecl	や	__stdcall	宣言子をつけなかった場合
のデフォルトは	__cdecl	なので、	特に何もつけなければＯＫ！とい
うことになります。

以上の事を踏まえて、秀丸マクロから使用可能なDLL関数のプロト
タイプ宣言を書き下すと以下のようになります。

C言語の場合

__declspec(dllexport)	return_type	__cdecl	

func_name(param_list);	

C++	言語の場合

extern	"C"	__declspec(dllexport)	return_type	__cdecl	

func_name(param_list);

※「extern	"C"」は	関数名	func_name	がマングルされるのを抑制するために必
要。	

「名前マングル」の意味については適当な	C++	の教科書を参照してください。	

ここで、param_list	や	return_type	は先に説明した引数リストまたは
戻り値を表します。	また、func_nameは関数の名前ですが、	C++言
語の場合は※の注にあるように「extern	"C"」を	つけておかない



と、	後からDLL関数を呼び出す時に	func_name	というソースコード
中での名前で参照できなくなるので注意してください。

__declspec(dllexport)	はDLL関数として呼び出せる関数につける宣
言子ですが、	いちいちこんな長ったらしい宣言子を書くのも面倒な
ので、	以下の各章のサンプルのためにあらかじめ次のようなマクロ
(HIDEMARU_MACRO_DLL)を定義しておきます。

#ifdef	__cplusplus

/*	C++	言語の場合	*/
#define	HIDEMARU_MACRO_DLL	extern	"C"	__declspec(dllexport)

#else	/*	__cplusplus	*/

/*	C	言語の場合	*/
#define	HIDEMARU_MACRO_DLL	__declspec(dllexport)

#endif	/*	__cplusplus	*/	

…って、何か	C	言語の場合は宣言子の方が短いような気がします
が、

目の錯覚

なので気にしない様に(笑)。

さて、DLLには上で説明したDLL関数や、それらから呼ばれるだけ
のヘルパー関数の他に、	DLLエントリポイント関数というものを入
れることができます(必須ではないことに注意！！)。	DLLエントリ
ポイント関数は、あるプロセスがDLLをロードした時に必要となる
DLLの内部変数の初期化、	またはアンロードされた時の後始末を行
う目的で使用されます。	デフォルトでは	DllMain	という名前の関数
がエントリポイント関数になるので、	以下の説明でも一貫して	
DllMainという名前を使うことにします。	その	DllMain関数のプロト
タイプ宣言と、	DllMain()が呼び出された時の状況に応じた処理を



行う、	定型処理だけを書いたコードは以下の通りです。

#include	<windows.h>

/*	これを忘れると	gcc	でコンパイルした時に	DllMain	が実行されない	*/
#ifdef	__cplusplus

extern	"C"	{

#endif

/*

	*	DLLエントリポイント関数の型と典型的なスケルトンコード
	*/

BOOL	APIENTRY	/*	int	__stdcall	*/

DllMain(HINSTANCE	hInstance,	DWORD	ul_reason_for_call,	LPVOID	

pParam)

{

				switch	(ul_reason_for_call)	{

				case	DLL_PROCESS_ATTACH:

								/*	ここにグローバル変数等の初期化コードを書く	*/
								/*	※loaddll	でDLLをロードした時はここが実行される	*/
								break;

				

				case	DLL_PROCESS_DETACH:

								/*	ここにグローバル変数等の後始末コードを書く	*/
								/*	※freedll	でDLLをアンロードした時はここが実行される	*/
								break;

				

				case	DLL_THREAD_ATTACH:

								/*	ここにスレッド毎に必要な変数等の初期化コードを書く	*/
								break;

				

				case	DLL_THREAD_DETACH:

								/*	ここにスレッド毎に必要な変数等の後始末コードを書く	*/
								break;

				}

				return	TRUE;

}

#ifdef	__cplusplus

}

#endif

上のサンプルにもコメントしてありますが、	C++を使う場合はくれ
ぐれも忘れずに	extern	"C"	で名前マングルされない様にして下さい



(特に	gcc	を使う場合)。	エントリポイント関数は必須ではないた
め、これを忘れてもコンパイラは「DllMain()	が見つからない」	と
注意してくれませんので…。	え？なんでこんなにしつこく注意する
かって？それはですねぇ…

僕もこの解説のサンプルを作ってる時にやってしまったから
です(笑)。

…とまぁ余談はともかく、以下の章でも必要に応じて適宜	DllMain
関数を使っていますので、	具体的なサンプルコードについてはそち
らをご覧ください。

【３】	とりあえず	"hello	world!"

この手の解説をする時にはもはや定番、というか

これをやらないと解説をした気になれない

というネタですが、関数としては最も簡単な	"hello	world!"という文
字列を返すだけの関数を作ってみます。	第２章で説明した宣言子マ
クロや	DllMain関数は同じ物を使って、	その後に以下のようなコー
ドを付け足します。

/*	hello_world.c	*/

HIDEMARU_MACRO_DLL	/*	__declspec(dllexport)	*/

LPCSTR	hello(void)	/*	LPCSTR	は	const	char*	の	typedef	*/
{

				return	"hello	world!";

}

この関数を含んだDLLを	hello_world.dll	という名前で作成し、	秀
丸エディタ(hidemaru.exe)と同じか	パスの通ったフォルダに置きま
す。	そして、以下のようなマクロファイルを作ってDLLをテストし
てみましょう。



//	テスト用マクロ

loaddll	"hello_world.dll";	//	作成したDLLのロード

message	dllfuncstr("hello");	//	hello()	の呼出し

freedll;	//	DLLのアンロード

DLLの作成方法その他に間違いがなければ、	以下のような"hello	
world!"	というテキストが入った	メッセージボックスが表示される
はずです。

この例は確かに単純ですが、一つ重要なことがあります。	この関数
のように文字列、したがって	LPCSTR	(=	const	char*)を返す場合、
その文字列はDLL内部で静的に(またはヒープ領域に)確保したもの
でなければならない、ということです。	この注意はもちろんDLL関
数に限ったことではありませんが、	C	またはC++	でプログラムを書
いていれば

一生に一度は必ず通る道(但し間違い(笑))

なので、ここでも取り上げておきます。

まずは戻り値である文字列へのポインタがスタック上に確保した文
字配列を指している、という例です。	スタック領域は関数内で一時
的に使用する変数(ローカル変数)を置くための場所で、	スタック上
に確保した変数はその関数から抜けたあとは無効になります。	で、
その無効な変数(文字配列)を指すポインタを関数の戻り値として返



すのはもちろん間違いです。

そんなことは百も承知

と言ってる側から(笑)、例えば以下のようなコードを書いてしまう
わけです。

/*	hello2.c	*/

HIDEMARU_MACRO_DLL

LPCSTR	hello(void)

{

				char	buf[13];	/*	スタックに配列を確保	*/
				

				lstrcpy(buf,"hello	world!");	/*	スタック上の配列に文字列をコピ
ー	*/
				

				return	buf;	/*	おっとっと…	*/
}

行数が少ないので何だかわざとらしい例になってしまいましたが、
エディタの１画面に収まらないような関数を書いていて	途中で色々	
buf[]の内容をあれこれいじっている内に、	関数の終わりの方では	
buf[]をスタック上に確保していた事を	すっかり忘れてしまい…	と
いうパターンで思わずやってしまうので注意が必要です。	まぁさす
がにここまであからさまな間違いはしないかもしれませんが、	スタ
ック上の配列を指すポインタ変数を別に用意してそのポインタで配
列を操作していたりすると、	最後にそのポインタの値をそのまま返
してしまうというミスは結構ありがちなことだと思います。

さて、この例のような間違いを犯したあと、

同じ過ちは２度とすまいと心に誓い

気持ちも新たにコーディングを始めた

３０秒後



に書いてしまいがちなのが以下のようなコードです。

/*	hello3.c	*/

#include	<stdlib.h>

HIDEMARU_MACRO_DLL

LPCSTR	hello(void)

{

				char*	buf	=	malloc(13);	/*	ヒープ領域にメモリを確保	*/
				

				lstrcpy(buf,"hello	world!");	/*	確保したメモリに文字列をコピー	
*/

				

				return	buf;	/*	おいおい、誰が	free(buf)	を呼ぶんだ？	*/
}

今度は	buf	が指す先のメモリはヒープ上にありますから、関数を抜
けてもメモリの内容が破壊される心配はありません。	がしかし、こ
のコードには	malloc()	の戻り値をチェックしていないという問題も
ありますが、	それ以前に	malloc()で確保されたメモリが開放されな
いという、いわゆるメモリリークの問題があります。

このような間違いを犯してしまう時に考えている事はおそらく

静的な配列では扱える文字列の長さに制限が生じてしまうの
で、	できれば動的にメモリを確保して	扱える文字列の長さ
の制限を無くしたい

という事だと思います(*1)。	この件については、上記の例のような
コードでは確かにまずいのですが、DllMain()	関数を使えば、	メモ
リリークの心配をしなくてもよい方法で動的にヒープ領域に確保し
たメモリへのポインタを返すことができます。	これについては次章
で見ることにしましょう。

(*1)
あと考えられる事としては、	静的に確保した配列だと他のプロ



セスが同じDLLを呼び出した時にまずくないか？	という事だと
思いますが、DLL中で確保した静的変数はプロセス毎に	コピー
が作られるのでその心配は無用です。	ただし、秀丸マクロから
だけでなく	一般にマルチスレッドなプロセスでも使用される
DLLを作る場合は、	スレッドセーフなDLLにするために静的変
数の使用には注意が必要です	(スレッドローカル変数領域(TLS)
を利用する等)。

【４】	ちょっと手を加えてみる

前章で作成したDLL関数に少し手を加えて、	"hello	"の後に引数で渡
された文字列をつなげたものを返すようにしてみましょう。	単純に
書けば

/*	hello_what.c	*/

HIDEMARU_MACRO_DLL

LPCSTR	hello_what(LPCSTR	what)

{

				static	char	buf[80];	/*	静的にバッファを確保	*/

				lstrcpy(buf,	"hello	");	/*	"hello	"	部分をコピー	*/
				lstrcpyn(buf	+	6,	what,	74);	/*	渡された文字列をコピー	*/

				return	buf;

}

となりますが、	この場合渡した文字列の	74バイト目以降は切れてし
まいます。	静的に確保したバッファのサイズを増やせばもう少し制
限を緩めることができますが、	根本的に制限があることには変わり
ありません。	そこで、前章の最後で考えたように、メモリをヒープ
領域に動的に確保する方法で書いてみます。

/*	hello_what2.c	*/

#include	<stdlib.h>

LPSTR	pszBuffer;	/*	ヒープ領域に確保するメモリへのポインタ	*/



int	nBufSize;				/*	確保したメモリのサイズ	*/

#define	BUF_SIZE	16	/*	バッファの初期サイズ	*/

/*	DLLエントリポイント関数	*/
BOOL	APIENTRY

DllMain(HINSTANCE	hInstance,	DWORD	ul_reason_for_call,	LPVOID	

pParam)

{

				switch	(ul_reason_for_call)	{

				case	DLL_PROCESS_ATTACH:

								/*	loaddll	された時に実行される	*/
								nBufSize	=	BUF_SIZE;

								pszBuffer	=	malloc(BUF_SIZE);	/*	初期サイズでバッファを確
保	*/
								break;

				case	DLL_PROCESS_DETACH:

								/*	freedll	された時に実行される	*/
								free(pszBuffer);	/*	ヒープ領域に確保したメモリを開放	*/
								break;

				}

				return	TRUE;

}

#define	HEADER_SIZE	6		/*	"hello	"	の文字数	*/

/*	"hello	"	+	what	を返す(エラーの時は	""	を返す)	*/
HIDEMARU_MACRO_DLL

LPCSTR	hello_what(LPCSTR	what)

{

				int	len;

				

				if	(IsBadStringPtr(what,1))	return	"";	/*	引数が無効	*/
				

				len	=	lstrlen(what)	+	HEADER_SIZE	+	1;	/*	戻り値に必要なメモ
リサイズ	*/
				if	(len	>	nBufSize)	{

								/*	現在のバッファではサイズが足らないのでメモリを(再)確保	*/
								

								free(pszBuffer);	/*	古いメモリを開放	*/
								pszBuffer	=	malloc(len);	/*	新たにヒープ領域にメモリを確保	
*/

								if	(pszBuffer	==	NULL)	return	"";	/*	no	memory	*/

								nBufSize	=	len;	/*	確保したバッファのサイズを記憶	*/
								lstrcpy(pszBuffer,	"hello	");	/*	ヘッダをコピー	*/
				}

				



				/*	"hello	"	の後ろに	what	の内容をコピー	*/
				lstrcpy(pszBuffer	+	HEADER_SIZE,	what);

				

				return	pszBuffer;

}

ここで、初期メモリの確保(DLL_PROCESS_ATTACH)と開放の後始末
(DLL_PROCESS_DETACH)を	DllMain()関数の中で行っています。	その
他、hello_what()	関数の中でもメモリの開放と再確保を行っている
部分がありますが、	これは現在確保されているメモリの量が足りな
い場合にのみ実行されます。	実際にこのDLLを以下のようなマクロ
でテストしてみると、

//	テスト用マクロ

loaddll	"hello_what.dll";	//	ヒープ領域にメモリが確保される

//	初回の呼出し…文字数が少ないので最初に確保したメモリがそのまま使われる
message	dllfuncstr("hello_what","world!!");

//	現在のバッファのサイズより文字数が多いので新たにメモリを確保
message	dllfuncstr("hello_what","の訳は「ハロー」です");

freedll;	//	最後に確保したメモリはここで開放される

のようにメモリの(再)確保と開放が行われますが、	最終的には	
DllMain()関数の後始末処理でメモリが開放されるので、	前章の最
後で述べたメモリリークの問題は発生しません。

【５】	もう少し複雑なものを作ってみる

秀丸マクロから呼び出せる関数は	__cdecl	宣言子を持つもの、すな
わち通常のＣ関数の呼出し規約に従うものに限る、	という話は第２
章でしましたが、	これは裏を返せば、可変個の引数を取るDLL関数
を作ることができる、	ということでもあります。	なぜそうなのかの
説明は他書に譲って、ここでは可変個の引数を扱うための	C	の標準
マクロの使い方を説明します。	というわけで、今度の例はＣ言語の



ライブラリ関数	sprintf関数に似た引数を取り、	結果の文字列を返
すDLL関数です。

まずは	Win32API	の	wvsprintf()	をそのまま使うバージョンです
が、これは以下のように簡単にできます。

/*	sprintf.c	*/

#include	<stdarg.h>	/*	マクロ	va_???()	の定義	*/

#define	MAX_BUF	1024	/*	バッファサイズ(もう少し大きい方がいい？)	*/
char	buf[MAX_BUF];	/*	バッファは静的に確保	*/

HIDEMARU_MACRO_DLL

LPCSTR	sprintf(LPCSTR	fmt,	...)

{

				buf[0]	=	'\0';	/*	不正な引数の場合は	""	を返す	*/
				

				if	(!IsBadStringPtr(fmt,1))	{

								va_list	args;	/*	可変個の引数を扱うためのデータ型	*/
								

								va_start(args,fmt);	/*	args	を初期化する	*/
								wvsprintf(buf,fmt,args);	/*	API	に丸投げ(^^;	*/
								va_end(args);	/*	パラメータのスキャンを終了	*/
				}

				

				return	buf;

}

これはこれで例としては十分ですが、	va_arg()マクロの使い方の説
明も少しはしておかないと

看板に偽りあり

てなことを言われそうなので、	複雑な書式指定はあっさり捨て
て、"%d"(10進整数)、	"%x"(16進整数)	と	"%s"(文字列)、	それ以外は
そのまま出力する、というルールのみをサポートしたバージョンを
作ってみましょう。

/*	sprintf2.c	*/



#include	<stdarg.h>

#define	MAX_BUF	1024

char	buf[MAX_BUF];

/*

				本来なら文字列長がバッファサイズを越えない様に
				チェックをする必要があるが、今回は簡潔さのためにばっさり省略してある
	*/

HIDEMARU_MACRO_DLL

LPCSTR	sprintf2(LPCSTR	fmt,	...)

{

				va_list	args;	/*	可変個の引数を扱うためのデータ型	*/
				LPSTR	ptr	=	buf;	/*	バッファを埋めるためのポインタ	*/
				LPCSTR	str;

				int	len;

				

				if	(IsBadStringPtr(fmt,1))	return	"";	/*	不正な引数の場合	*/
				

				va_start(args,fmt);	/*	args	を	fmt	の次を指すように初期化する	
*/

				while	(*fmt	!=	'\0')	{

								if	(IsDBCSLeadByte(*fmt))	{

												/*	２バイト文字の場合	*/
												*ptr++	=	*fmt++;

												*ptr++	=	*fmt++;

								}	else	if	(*fmt	==	'%')	{

												/*	書式指定文字の場合	*/
												/*	va_arg()	マクロの第１引数に	args	(va_list)、
															第２引数に変数型を指定すると、
															指定した型の値を返し、
															args	が次のパラメータを指すように変更される。
															なお、文字列への変換は	wsprintf()	に丸投げ(^^;	*/
												switch	(*++fmt)	{

												case	'd':

																/*	10進整数	*/
																len	=	wsprintf(ptr,	"%d",	va_arg(args,	int));

																if	(len	<	2)	return	"";

																ptr	+=	len;

																break;

												case	'x':

																/*	16進整数	*/
																len	=	wsprintf(ptr,	"%x",	va_arg(args,	int));

																if	(len	<	2)	return	"";

																ptr	+=	len;

																break;



												case	's':

																/*	文字列	*/
																str	=	va_arg(args,	LPCSTR);

																/*	ポインタの正当性チェック	*/
																if	(IsBadStringPtr(str,1))	return	"";

																len	=	wsprintf(ptr,	"%s",	str);

																if	(len	<	2)	return	"";

																ptr	+=	len;

																break;

												default:

																/*	その他の場合はそのままコピー	*/
																*ptr++	=	*fmt;

												}

												fmt++;

								}	else	{

												/*	普通の文字の場合	*/
												*ptr++	=	*fmt++;

								}

				}

				*ptr	=	'\0';	/*	NULL	文字で終端させる	*/
				va_end(args);	/*	args	を	NULL	にしてパラメータのスキャンを終了	
*/

				

				return	buf;

}

ちなみに、この章で作ったDLL関数は以下のように呼び出します。

//	テストマクロ

loaddll	"sprintf.dll";

//	現在の	tickcount	値を保存
#n	=	tickcount;

//	wvsprintf()	丸投げ版
message	dllfuncstr("sprintf","現在の	tick	=	0x%08x",#n);

//	自作版
message	dllfuncstr("sprintf2","%s	の場合は	%d	です","１０進
数",#n);

freedll;

ところで、今回の例のような	sprintf()	系の関数は、	最初のフォー



マット指定文字列によって間接的にその後に続く引数の個数を関数
に伝えていますが、	引数の個数を伝えるにはもちろん他の方法も
色々と考えられます。	一番簡単なのは、最初の数値引数でその後に
続く引数の数を指定する、例えば

/*	n1	〜	nN	の数値の最大値を返す	*/
int	max(int	N,	int	n1,	...);	

のような方法でしょう。	または対象となる文字列の形式とは明らか
に異なる文字列を最後に指定する、	例えば

/*	destfile	に	srcfile	以下を追加する。引数の最後は	""	で終わるこ
と！！	*/
int	cat(LPCSTR	destfile,	LPCSTR	srcfile,	...);	

のような方法などがあり得ると思います。	いずれにしても
va_is_end(args)	のようなパラメータ指定の終了を判定するマクロは
用意されていない(*2)ので、	何らかの形で引数が何個あるかの情報
をDLL関数に伝える必要があります。

(*2)
別にライブラリの作者が手抜きをしているわけではなくて、	一
般的なスタックの構造では	そもそもパラメータ指定の終了位置
を判定できないからです。

引数の話題が出たついでに、というか

実はこの章の本題

ですが、ここで重要な注意です。	DLL関数が可変個の引数を取るか
どうかに関わらず、	マクロ側(一般に動的にロードされたDLLの関
数の呼出し側)では任意個のパラメータを任意の順番で渡すことがで
きてしまいます。	普通の関数(または静的にロードされたDLLの関
数)ならコンパイル時に引数の個数及び型チェックが行われますか
ら、	間違ったパラメータを渡してしまったことをコンパイル時にコ



ンパイラが注意してくれます。	が、動的にロードされたDLLの関数
の場合は、間違ったパラメータを渡しても誰からも何も注意されな
い、まさに

今時のガキンチョ

のようですが(笑)、	間違ったパラメータを渡された関数は下手をす
れば暴走状態に陥ってしまいます。	というわけで、	自作したDLLを
公開する時はその呼出し規約をちゃんとドキュメントに書くのはも
ちろんのこと、	渡された引数が正当なものかどうか(*3)のチェック
はきちんとするようにしましょう。	ちなみに、

某田○DLLもつい最近まで	文字列引数の正当性チェックを殆
どしてなかったことはナイショです(笑)。

(*3)

文字列型の場合は	IsBadStringPtr()	API、ワイド文字列型の場
合は	IsBadStringPtrW()	API	で	ポインタの値が正当なものかど
うかだけはチェックできます。	ポインタが指す先の文字列の内
容、	または整数型の場合に値が不正かどうかの判断は	貴方
(DLL関数)自身でやるしかないです。

IsBadxxxxxPtr	APIに関しては、Windows	Vista以降非推奨との
こと。	詳細は、以下を参照してください。

IsBadStringPtr	function

【６】	「ファイルを開く」ダイアログを出してみる

さて、ここで話題をがらっと変えて、DLL関数の中でダイアログや
ウィンドウを出す方法について解説していくことにします。

まず比較的簡単にできるダイアログの表示から行きますが、	例とし

https://docs.microsoft.com/ja-jp/windows/desktop/api/winbase/nf-winbase-isbadstringptra


て「ファイルを開く」ダイアログを出すDLL関数を作ってみましょ
う。	このダイアログを出す関数は既に	Win32API	に	
GetOpenFileName()という名前で用意されているので、	ここでも素直
にそれを使うことにしましょう。	この	APIで出てくるダイアログは
いわゆるモーダルダイアログという奴で、	APIの呼出しでダイアロ
グが表示され、	ダイアログが表示されている間のユーザーからの入
力等の処理は	全て	API内で行われ、	最後にダイアログが閉じられた
後に	API	から復帰します。	というわけで、DLL関数内でやるべきこ
とは、結局の所

この	API	を単に呼び出すだけ(＝ただの関数呼出し)

ということになります	(もちろん	API	に渡すパラメータの準備や
APIから復帰した後の処理は必要ですが)。

以下がそのサンプルソースですが、	この章から	C++言語を使ってい
るので注意してください。

//	getfilename.cpp

HIDEMARU_MACRO_DLL	//	extern	"C"	__declspec(dllexport)

LPCSTR	getfilename(int	hWnd,	LPCSTR	inidir,	LPCSTR	inifile)

{

				static	char	buf[MAX_PATH];	//	今回は静的にバッファを確保
				

				buf[0]	=	'\0';

				//	パラメータの正当性チェックをお忘れなく
				if	(::IsBadStringPtr(inidir,	1)	||	

::IsBadStringPtr(inifile,	1))	{

								return	buf;

				}

				if	(!::IsWindow(reinterpret_cast<HWND>(hWnd)))	hWnd	=	0;

				

				//	初期ファイル名
				lstrcpy(buf,inifile);

				

				//	GetOpenFileName()	に渡す	OPENFILENAME	構造体の設定
				OPENFILENAME	ofn;

				::ZeroMemory(&ofn,	sizeof(ofn));

				ofn.lStructSize	=	sizeof(ofn);



				ofn.hwndOwner	=	reinterpret_cast<HWND>(hWnd);

				ofn.lpstrFilter	=	"全てのファイル	(*.*)\0*.*\0";
				ofn.nFilterIndex	=	1;

				ofn.lpstrFile	=	buf;

				ofn.nMaxFile	=	MAX_PATH;

				ofn.Flags	=	OFN_HIDEREADONLY|OFN_EXPLORER|OFN_NOCHANGEDIR;

				ofn.lpstrInitialDir	=	*inidir	?	inidir	:	0;

				

				//	ダイアログの表示(キャンセルの場合は	""	を返す)
				if	(!::GetOpenFileName(&ofn))	buf[0]	=	'\0';

				

				return	buf;

}

API	に渡すパラメータの設定が少しややこしいですが、	この辺は適
宜Win32API	のヘルプを参照してください。	で、このDLL関数を呼
び出すサンプルマクロは以下のようになります。

loaddll	"getfilename.dll";

//	第１パラメータにはオーナーウィンドウのウィンドウハンドルを指定する
message	

dllfuncstr("getfilename",hidemaruhandle(0),hidemarudir,"foo.tx

t");

freedll;

このマクロを実行すると、(ダイアログの細かい形はＯＳのバージョ
ンで違いますが)	以下のようないつもの「ファイルを開く」ダイア
ログが表示されるはずです。



「色の選択」等の他のコモンダイアログを表示する	API	も	概ね上
のGetOpenFileName()	と同じように	モーダルダイアログを表示する
だけなので、	特に何も考えずに	APIを呼び出すだけでダイアログを
出すことができます。

【７】	ウィンドウを表示してみる

前章ではＯＳがあらかじめ用意しているコモンダイアログを表示す
る例を紹介しましたが、	自分で作成したダイアログやウィンドウを
表示するにはどうすればよいのでしょうか？	ダイアログの場合は
(::DialogBox()	等の	API	を使って)モーダルダイアログとして表示す
れば、	前章の例とあまり変わらない手順で表示することができま
す。	ですが、同じダイアログでもモードレスダイアログとして表示
したい時や、	普通のウィンドウを表示したい時は、	もう少し手順を



踏む必要があります。

まず、以下のようなコードを試してみましょう。

//	show_window.cpp

WNDPROC	wc;	//	ウィンドウクラスの登録とインスタンスハンドルの保持に使用

//	ウィンドウのコールバック関数
//	殆ど何もしてない(終了処理だけ)
HRESULT	CALLBACK

MyWindowProc(HWND	hWnd,	UINT	uMsg,	WPARAM	wParam,	LPARAM	

lParam)

{

				switch	(uMsg)	{

				case	WM_CLOSE:

								::DestroyWindow(hWnd);

								break;

				case	WM_DESTROY:

								::PostQuitMessage(0);	//	この	API	呼出しでメッセージループ
が終了
								break;

				default:

								return	::DefWindowProc(hWnd,	uMsg,	wParam,	lParam);

				}

				return	0;

}

//	extern	"C"	を忘れると	gcc	の場合に	DllMain	が呼び出されなくなる
extern	"C"	BOOL	APIENTRY

DllMain(HINSTANCE	hInstance,	DWORD	ul_reason_for_call,	LPVOID)

{

				//	DLL	のインスタンスハンドルをここで取得する
				switch	(ul_reason_for_call)	{

				case	DLL_PROCESS_ATTACH:

								//	ウィンドウクラスの登録
								::ZeroMemory(&wc,	sizeof(wc));

								wc.style	=	CS_HREDRAW	|	CS_VREDRAW;

								wc.lpfnWndProc	=	(WNDPROC)MyWindowProc;

								wc.hInstance	=	hInstance;	//	DLL	のインスタンスハンドルを
指定する
								wc.hbrBackground	=	(HBRUSH)(COLOR_WINDOW	+	1);

								wc.lpszClassName	=	"HidemaruMacroDLL_Sample";

								return	::RegisterClass(&wc)	!=	0;

								

				case	DLL_PROCESS_DETACH:



								//	ウィンドウクラスの登録を削除
								::UnregisterClass(wc.lpszClassName,	wc.hInstance);

								return	TRUE;

								

				default:

								break;

				}

				return	TRUE;

}

//	ウィンドウを表示するDLL関数
HIDEMARU_MACRO_DLL

int	show_window(LPCSTR	title)

{

				//	この関数の中で行っていることは普通のウィンドウアプリケーションが
				//	WinMain()	で行っている処理とほぼ同じ
				//	(ウィンドウクラスの登録は	DllMain()	内で行っているため不要)
				

				//	ウィンドウの表示
				HWND	hWnd	=	::CreateWindow(wc.lpszClassName,

																															title,

																															WS_OVERLAPPEDWINDOW	|	WS_POPUP,

																															CW_USEDEFAULT,	CW_USEDEFAULT,

																															400,	300,

																															NULL,

																															NULL,

																															wc.hInstance,	//	DLL	のインスタン
スハンドル
																															NULL);

				if	(hWnd	==	NULL)	return	-1;

				::ShowWindow(hWnd,	SW_SHOW);

				

				//	メッセージループを回す…って勝手にそんなことしてもいいの？？
				MSG	msg;

				while	(::GetMessage(&msg,	NULL,	0,	0))	{

								::TranslateMessage(&msg);

								::DispatchMessage(&msg);

				}

				

				return	msg.wParam;

}

このサンプルで行っていることは、	ユーザー定義のウィンドウクラ
スの登録をする場所が	DllMain()関数である事を除けば	ほぼ普通の



アプリケーションが	WinMain()	関数等で行っているウィンドウ表示
のコードそのままです。	なお、今回のウィンドウにはメニューもア
イコンもつけなかったので必要なかったのですが、	それら(一般に
はリソース)が必要な場合は別途作成し(*4)、DLL作成時にリンクす
る必要があるので、	各処理系のマニュアルを参照して必要な処理を
行ってください。

(*4)
gcc	の場合は	binutils	の	windres	を使います。

さて、このコードは実際に動作するわけですが、このコードには一
つまずい点があります。	それはDLL関数内で勝手にメッセージルー
プを回していることです。	…と詳しい事を書き始めるとダラダラと
長くなるだけなので、	ここでは単に

人様のプロセス内で勝手にメッセージループを回すのは仁義
に反する

とだけ述べておきます(*5)。

(*5)
上のサンプルコードのように単純なメッセージループしか持た
ないプロセスなら	問題はないですが、	メッセージループの中で
特殊な処理を行っているようなプロセスの場合だと、	その特殊
な処理が行われなくなるため問題が発生する場合があります。

ところで上のサンプルで表示したウィンドウですが、	よく考える
とshow_window()	関数から戻る時にはウィンドウは既に閉じられてい
るわけですから、	マクロ内で開いているウィンドウに対して何か手
を加えたり、	ウィンドウに入力された文字などをウィンドウの表示
中に取ってきたり、	といった処理を行うことはできません。	要する
に前章のコモンダイアログと同じようなモーダルなウィンドウを作
ったのと同じことです。	というわけで、次のサンプルではモードレ



スなウィンドウを作ること、	そしてDLL関数の呼出し元プロセス
(正確にはスレッド)でメッセージループを回さないこと、	の両方を
同時に解決する方法を紹介します。

直前に述べた２つの問題を解決するには、DLL関数を抜けた後もウ
ィンドウを開いておき、	さらにそのウィンドウのメッセージを処理
するためのメッセージループを回し続けることが必要なわけです
が、	これは以下のようにDLL関数内で新しくスレッドを生成して、
その中でメッセージループを回すようにすれば両方とも実現できま
す。

//	show_window2.cpp

WNDCLASS	wc;	//	表示するウィンドウのウィンドウクラス構造体
HANDLE	hThread;	//	スレッドハンドル
HWND	hWndUser;		//	ウィンドウハンドル

//	ウィンドウのコールバック関数
HRESULT	CALLBACK

MyWindowProc(HWND	hWnd,	UINT	uMsg,	WPARAM	wParam,	LPARAM	

lParam)

{

				switch	(uMsg)	{

				case	WM_CLOSE:

								::DestroyWindow(hWnd);

								break;

				case	WM_DESTROY:

								::PostQuitMessage(0);	//	この	API	呼出しでスレッドのメッセ
ージループが終了
								break;

				default:

								return	::DefWindowProc(hWnd,	uMsg,	wParam,	lParam);

				}

				return	0;

}

//	DLL	エントリポイント関数
extern	"C"	BOOL	APIENTRY

DllMain(HINSTANCE	hInstance,	DWORD	ul_reason_for_call,	LPVOID	

pParam)

{

				switch	(ul_reason_for_call)	{



				case	DLL_PROCESS_ATTACH:

								//	wc	の初期化と登録作業
								::ZeroMemory(&wc,	sizeof(wc));

								wc.style	=	CS_HREDRAW	|	CS_VREDRAW;

								wc.lpfnWndProc	=	(WNDPROC)MyWindowProc;

								wc.hInstance	=	hInstance;	//	DLL	のインスタンスハンドルを
指定する
								wc.hbrBackground	=	(HBRUSH)(COLOR_WINDOW	+	1);

								wc.lpszClassName	=	"HidemaruMacroDLL_Sample";

								return	::RegisterClass(&wc)	!=	0;

								

				case	DLL_PROCESS_DETACH:

								//	後始末
								if	(hWndUser	!=	NULL)	{

												::SendMessage(hWndUser,WM_CLOSE,0,0);

												hWndUser	=	NULL;

								}

								if	(hThread	!=	NULL)	{

												::TerminateThread(hThread,-1);

												::CloseHandle(hThread);

												hThread	=	NULL;

								}

								return	::UnregisterClass(wc.lpszClassName,	

wc.hInstance);

								

				default:

								break;

				}

				return	TRUE;

}

//	ウィンドウを表示するスレッド関数(::CreateThread()	に渡す)
DWORD	WINAPI	ShowWindowProc(LPVOID	pParam)

{

				//	ウィンドウの作成
				hWndUser	=	::CreateWindow(wc.lpszClassName,

																														(LPCSTR)pParam,	//	ウィンドウタイト
ルへのポインタ
																														WS_OVERLAPPEDWINDOW	|	WS_POPUP,

																														CW_USEDEFAULT,	CW_USEDEFAULT,

																														400,	300,

																														NULL,

																														NULL,

																														wc.hInstance,	//	DLL	のインスタン
スハンドル
																														NULL);

				if	(hWndUser	==	NULL)	::ExitThread(-1);



				::ShowWindow(hWndUser,	SW_SHOW);

				

				//	別スレッド内でメッセージループを回すのがミソ
				MSG	msg;

				while	(::GetMessage(&msg,	NULL,	0,	0))	{

								::TranslateMessage(&msg);

								::DispatchMessage(&msg);

				}

				::ExitThread(msg.wParam);

				return	-1;	//	有り得ないはず
}

//	ウィンドウを表示するDLL関数
//	ウィンドウが閉じられたことは	wait_close()	を呼び出すことで判断する
HIDEMARU_MACRO_DLL

int	show_window(LPCSTR	title)

{

				//	既にウィンドウを表示中の場合は関数は失敗する
				if	(hThread	!=	NULL	||	::IsBadStringPtr(title,	1))	return	

-1;

				

				//	ウィンドウの表示を行うスレッドを開始させる
				DWORD	dwThreadID	=	0;

				hThread	=	::CreateThread(NULL,	0,

																												

(LPTHREAD_START_ROUTINE)ShowWindowProc,

																												(LPVOID)title,	//	ShowWindowProc	

の引数
																												0,

																												&dwThreadID);

				

				return	hThread	!=	NULL;

}

//	スレッドの終了コードを文字列で返すDLL関数
//	time	ミリ秒待ってもスレッドが終了しない場合は	""	を返す
//	何らかのエラーの場合は	"-1"	を返す
HIDEMARU_MACRO_DLL

LPCSTR	wait_close(int	time)

{

				static	char	buf[32];

				

				//	スレッドはまだ走っていない
				if	(hThread	==	NULL)	return	"-1";

				

				buf[0]	=	'\0';



				if	(::WaitForSingleObject(hThread,	time)	==	WAIT_OBJECT_0)	

{

								//	スレッドが終了した
								DWORD	dwRetCode	=	-1;

								::GetExitCodeThread(hThread,	&dwRetCode);

								::CloseHandle(hThread);

								hThread	=	NULL;

								hWndUser	=	NULL;

								wsprintf(buf,	"%ld",	(long)dwRetCode);

				}

				

				return	buf;

}

//	ウィンドウタイトルを動的に変更するDLL関数
HIDEMARU_MACRO_DLL

int	settitle(LPCSTR	str)

{

				if	(::IsBadStringPtr(str,	1)	||	hWndUser	==	NULL)	return	

0;

				return	::SetWindowText(hWndUser,	str);

}

//	ウィンドウを表示し、閉じられた時のリターンコードを返すDLL関数
//	要するに前のサンプルと同じモーダルウィンドウだが、
//	呼出し側のプロセスを止めてしまうので背後の秀丸エディタウィンドウの描画
がされなくなる
HIDEMARU_MACRO_DLL

int	do_modal(LPCSTR	title)

{

				if	(!show_window(title))	return	-1;

				return	atoi(wait_close(INFINITE));

}

ちょっと長くなってしまいましたが、	前のサンプルの	
show_window()関数内で行っていた処理	(ウィンドウの作成とメッセ
ージループ)を別スレッドの中で行うようにしたのと、	スレッドの
終了(＝ウィンドウを閉じた)後の後始末処理をするためのDLL関数
を追加しただけです。	なお、ウィンドウのタイトル文字列を変更す
る	settitle()関数も追加していますが、	これはマクロ中でのウィン
ドウとの対話処理の例として使用します。	また、ウィンドウとの対
話処理が必要なければ、	最後の	do_modal()関数を呼び出せば	モー



ダルなウィンドウの表示と同じことになります。

以下のサンプルマクロがこのDLL関数の呼び出しの例ですが、	ウィ
ンドウとの対話処理をどうやって行うかの例も含まれているので、
上のソースと見比べながら処理の流れがどうなっているのかを追っ
てみてください。

loaddll	"win_test.dll";

//	ウィンドウの表示テストその１
if	(!dllfunc("show_window","ウィンドウのテスト１"))	{
				message	"ウィンドウの表示に失敗";
}	else	{

//		disablebreak;	//	再描画も禁止されるのでコメントアウト
				$ret	=	"";	//	wait_close()	からの戻り値
				##sec	=	0;	//	経過秒数を保存する変数
				##start	=	tickcount;	//	開始時刻
				

				//	ウィンドウの終了を	wait_close()	の戻り値で判断しながら、
				//	１秒毎にウィンドウタイトルを書き換える処理
				while	($ret	==	"")	{	//	ウィンドウが閉じたら	""	以外が返る
								##now	=	(tickcount	-	##start)	/	1000;	//	経過秒数
								if	(##now	>	##sec)	{

												//	ウィンドウのタイトルの書き換え
												##sec	=	##now;

												#n	=	dllfunc("settitle",

																									"ウィンドウのテスト１("	+	str(##sec)	+	"	
秒経過)");
								}

								//	1	ミリ秒だけウィンドウの終了を待つ
								$ret	=	dllfuncstr("wait_close",	1);

				}

				

				message	"リターンコード	=	"	+	$ret;
}

//	ウィンドウの表示テストその２
message	"リターンコード	=	"	+	str(dllfunc("do_modal","ウィンドウの
テスト２"));

freedll;

…とまぁ軽々しくスレッドなんちゅ〜もんを持ち出してきてしまい



ましたが、	スレッドを作成する際の一般的な注意として

スレッドの中で標準Ｃライブラリ関数を使う時は、	
CreateThread()	/	ExitThread()	の代わりに	_beginthread()	/	
_endthread()を使い、	ライブラリを静的にリンクしている場合
は	LIBC.LIBではなく	LIBCMT.LIB	(マルチスレッド対応Ｃライブ
ラリ)を	代わりにリンクすること(MSVC++)

同じリソースを複数のスレッドから使う場合は	セマフォやミュ
ーテックス等の同期オブジェクトを使用して	アクセス同期を取
ること

等がありますから、現実的なDLLを作成する際はくれぐれも注意し
てください。

【８】	作成したDLLのデバッグ

前章までで一応DLLの作成の例は終わりですが、	今までに紹介した
ソースコードはきちんとDLLが作れていればちゃんと動作するはず
です。	ですが、いざ自分で作り始めると分かると思いますが、	書い
たソースが一度でちゃんと動作することはまずあり得ません。	その
原因の大部分は単なる凡ミスですから、	ソースをじっくり眺めれば
修正箇所はすぐに明らかになりますが、	それでもどうしても原因が
分からない異常な動作をする場合があります。	普通のアプリケーシ
ョンならデバッガ上でそのアプリケーションを動作させてデバッグ
を行えばよいわけですが、	DLLは単独では実行可能でないのでデバ
ッガを使ったデバッグが少し面倒になります。

まず、作成したDLLを呼び出す簡単なテストプログラムを別に作っ
て、	それをデバッグすることでDLL自体のデバッグを行う、という
方法があります。	例えば第３章で作成したDLLをテストする場合は
以下のようなテストプログラムを作成します。

/*	test_hello.c	*/



#include	<windows.h>

#include	<stdio.h>

/*	hello()	関数の型の	typedef	*/
typedef	LPCSTR	(__cdecl	*PFNFUNC)(void);

int	main(int	argc,	char**	argv)

{

				HINSTANCE	hDll;

				FARPROC	pfnHello;

				LPCSTR	ret;

				

				/*	DLLのロード	*/
				if	((hDll	=	LoadLibrary("hello_world.dll"))	==	NULL)	{

								fputs("DLL	が見つかりません\n",stderr);
								return	-1;

				}

				

				/*	DLL関数へのポインタを取得	*/
				if	((pfnHello	=	GetProcAddress(hDll,	"hello"))	==	NULL)	{

								fputs("指定された関数が見つかりません\n",stderr);
								FreeLibrary(hDll);

								return	-1;

				}

				

				/*	取得したポインタを使ってDLL関数を呼び出す	*/
				ret	=	(*(PFNFUNC)pfnHello)();

				

				/*	結果を表示	*/
				fputs(ret,	stdout);

				

				/*	DLLのアンロード	*/
				FreeLibrary(hDll);

				

				return	0;

}

このテストプログラムが行っていることは、	hello_world.dllを動的
にロードして、	"hello"	という名前の関数へのポインタを取得し、
そのポインタを介してDLL関数を呼び出し、	その結果をコンソール
に表示する、という処理です。	このDLL関数を呼び出す部分にブレ
ークポイントを置けば、	あとはデバッガでDLL関数の内容を追って
いけると思います。



次に、テストプログラムを書くのが面倒なほどの複雑な処理をマク
ロでしている場合は、	実際にマクロを動かしてDLLを使っている秀
丸エディタ自体をデバッグする必要があります。	この場合はマクロ
を動かす秀丸エディタ(プロセス)にアタッチして、デバッガ側で
DLL関数の内部にブレークポイントを置いたあとに	アタッチした秀
丸エディタでマクロを実行します(*6)。

(*6)
Cygwin/MinGW	gdb	では上で書いたように単純にプロセスにア
タッチしても	うまく行きません(涙)。	動的にロードされたDLL
がリロケートされた場合に	gdb	が追いついてないみたいです
が、	gcc	もしくは	gdb	の設定を変更すれば何とかなるかもしれ
ません	(が僕には分からないですm(_	_)m)。

【９】	まとめ

以上、非常に大雑把にDLLの作成について説明してきましたが、要
は開発環境を揃えて第２章で説明したことさえ守れば、	あとは基本
的なこと(スタック変数へのポインタを返すetc.)に気をつけて書いて
いけばいいだけです。

最後に、作ったDLLはたとえ小さいものであっても、	例えば「秀ま
るおのホームページ」のマクロライブラリなどで公開することをお
勧めします。	どんなものでもそれを求める人はいるだろうし、そう
なれば複数の人が使う事で得られるメリット、	例えば(あまり出て
欲しくはないですが)バグが早く見つかるとか本人が思いもつかなか
った機能のアイデアが出てきたりとか、	そういったことがほんの少
しの手間で手に入るわけですから、

これはもう公開しない手はない

ですよね(笑)。



【10】	リンク等

第１章	で紹介したフリーソフトウェアとして入手可能なコンパイラ
に関する情報は	以下の	Web	サイトから得ることができます。

Cygwin	gcc

Cygwin

MinGW	gcc

MinGW	|	Minimalist	GNU	for	Windows

Visual	Studio	Community/Visual	Studio	Express

Visual	Studio	Community

Visual	Studio	Express

GUI	開発環境

…検索してみたら結構たくさんあるんですね(^^;。	で、いちい
ち書くのも面倒なので	 Vector の	Web	サイトの	ダウンロード
/	Windows10/8/7/Vista/XP/2000/NT	/プログラミング	/	C言語 	等
から探してみてくださいm(_	_)m。

【11】	補足〜浮動小数点数版秀丸エディタ用のDLLにつ
いて

この解説では普通の秀丸エディタ用のDLLの作り方を紹介しました
が、	マクロの数値変数が浮動小数点数のバージョン、いわゆる浮動
小数点数版秀丸エディタ用のDLLを作る場合についてここで補足し
たいと思います。

浮動小数点数版秀丸エディタのマクロから呼び出すDLLは、整数版

https://cygwin.com/index.html
http://www.mingw.org/
https://visualstudio.microsoft.com/ja/free-developer-offers/
https://visualstudio.microsoft.com/ja/vs/express/
https://www.vector.co.jp/
https://www.vector.co.jp/vpack/filearea/winnt/prog/c


秀丸エディタ(＝普通の秀丸エディタ)のそれに対して以下の点が異
なります。

引数または戻り値の数値は	int	ではなく	double	にする

浮動小数点数版秀丸エディタ用のDLLであることを示すため、

void	FLOATMACRO(void)	{	}

(C++	の場合は	`extern	"C"`	を宣言の前につける)

という関数をエクスポートする必要がある

なお、浮動小数点数版秀丸エディタ用のDLLは整数版秀丸エディタ
では使えませんが、	整数版秀丸エディタ用のDLLは浮動小数点数版
秀丸エディタでも利用することができます。

【12】	補足〜ワイド文字対応関数について

引数や、戻り値にワイド文字を使用する関数について補足します。

通常の	char*	(文字列)	しか扱えない関数に、Shift_JIS範囲外の文字を
含む文字列を渡した場合、	秀丸エディタ側で、Shift_JIS範囲外の文
字が削除された文字列がDLLに渡されます。	つまり、dllfunc、
dllfuncstr	を使用する限り、DLL側にはShift_JIS範囲外の文字は渡さ
れません。

DLL側で、Shift_JIS範囲外の文字を扱う場合には、ワイド文字
(WCHAR)に対応した関数を作成する必要があります。	(引数および
戻り値に、const	WCHAR*	を指定し、関数自体もWCHAR	に対応させ
る。)	また、マクロから呼び出す場合も、dllfuncw、dllfuncstrw	を使
用し呼び出します。

目次に戻る





秀丸エディタＱ＆Ａ集
　第VI部〜秀丸エディタ拡張モジュ
ール

　第VI部は、秀丸エディタの機能を拡張する各種拡張モジュールの説明
です。



●目次

秀丸パブリッシャー
秀丸スペルチェックアドイン
秀丸エディタ持ち出しキット

目次に戻る





第VI部〜秀丸エディタ拡張モジュー
ル
　秀丸パブリッシャー



●秀丸パブリッシャーとは?

　秀丸エディタにもデフォルトで印刷機能がついていますが、あまり機
能は多くありません。

秀丸パブリッシャーを使う事で、

印刷プレビュー

カラー印刷

秀丸エディタ本体での文字修飾をそのまま印刷

が可能になります。

秀丸パブリッシャーは、

「Visual	Basic版」

.NET	Frameworkで作成した「64bit版」

の2種類が存在します。

「64bit版」とありますが	32bit版秀丸エディタ/32bit	OS	でも使用可能
で、	Windows	Vista	以降は、32bit/64bit	秀丸エディタを問わずに、.NET
Framework	で作成した「64bit版」を使用する事を推奨しています。

以降の説明は、「 64bit版」を前提にしています。

【1】ダウンロード、インストールと秀丸エディタ本体の設定

【2】印刷するには

【3】印刷フォーマットを指定して印刷したい

【4】テンプレートの注意点

【1】ダウンロード、インストールと秀丸エディタ本体の



設定

秀丸パブリッシャーは、以下の場所から入手可能です。

秀まるおのホームページ 	-	ソフトウェア 	-	秀丸パブリッ
シャー

2019/03/07	現在、以下のバージョンが公開されています。

64bit版( 32bit版秀丸エディタ/32bit	OS	でも使用可 )は、
Ver.4.24

32bit版(VisualBasic	版)は、Ver.4.16b

秀丸パブリッシャー自体は、フリーソフトウェアです。秀丸エディ
タ	Ver.8.00	以上で使用する事が推奨されています。

ダウンロードしたファイルを実行するとインストール先を聞かれま
す。

インストールが完了すると、秀丸エディタ本体の設定を変えるよう
メッセージが表示されるので、	「動作環境」から設定の変更を行
いましょう。

https://hide.maruo.co.jp/
https://hide.maruo.co.jp/software/index.html
https://hide.maruo.co.jp/software/hmpv.html


【2】印刷するには

設定が多いですが、普通に印刷するだけなら、以下の2箇所を設定・
確認後、	印刷範囲、印刷部数を確認し、「印刷」ボタンを押すだけ
です。
(デフォルトでテンプレートは「_標準印刷」が選択されています。)

「設定の一覧」にある「プリンタ/用紙」を選択し、使用するプ
リンターと用紙サイズを確認・設定。



「設定の一覧」にある「本文BOX」を選択し、余白やフォン
ト、フォントサイズ、カラー印刷など設定。
行番号や、ファイル名の印刷なども「本文BOX」の設定で可能
です。

「カラー印刷」にチェックを入れると、「フォント修飾再



現」は操作できなくなります。	(強制的にONになり、OFF
にできない)

「背景色は白にする」は、カラー印刷じゃない場合も設定
できますが、「カラー印刷」が有効でないと意味がないで
す。

「フォント修飾再現」は、「ファイルタイプ別設定-デザイ
ン」で設定したスタイルを印刷時にも適用するかどうかで
す。

「編集記号の印刷」は、通常印刷されない、タブ文字、改
行文字、全角空白、半角空白を印刷します。
実際に印刷されるのは、「ファイルタイプ別の設定」で表
示するように設定してある「編集記号」だけです。	つま
り、印刷するファイルの設定に影響されます。画面に表示
されない編集記号は、チェックを入れても印刷されませ
ん。

注意

「余白」等で数値を入力可能な箇所がありますが、キーボード
から直接数値を入力して「Enter」を押すと、	印刷が始まってし
まいます。(IMEがOFFの場合。)

これは、デフォルトのボタンが「印刷」に設定されているから
です。	項目を移動するつもりで「Enter」を押してしまうと、印
刷が始まってしまうので注意してください。

【3】印刷フォーマットを指定して印刷したい

ファイル名の表示や、ページ番号の印刷も「本文BOX」の設定で可
能ですが、

本文とは別のフォントにしたい、



ページ番号の印字方法を変えたい

ページ番号を印刷する場所を変えたい

等の場合は、テンプレートを編集する事で可能になります。

テンプレートの簡単な説明

秀丸パブリッシャーで印刷を行うには、「テンプレート」
を作成し指定する必要があります。	Wordなど、ワープロソ
フトと違い、印刷対象のファイル内に印刷設定を保存する
事ができないため、	印刷するテキストと、印刷設定を記録
する「テンプレート」は別のファイルになります。

つまり指定されたテンプレートに合わせ、本文を印刷する
事になります。	テンプレートは「_標準印刷」の他、サン
プルがいくつか添付されています。

「テンプレート」には、用紙内に「BOX」という印刷エリ
アを配置し、設定する必要があります。

「BOX」は通常の「BOX」と「本文BOX」の2種類あり、
配置は「レイアウト編集」で行います。

「テンプレート」には、「本文BOX」がデフォルトで配置
され、削除はできません。	「本文BOX」は印刷を実行する
ファイルの内容が挿入される場所なので、必ず1個必要にな
ります。	(新規でテンプレートを作成すると、「本文
BOX」がデフォルトで配置されます。)

通常の「BOX」には、記述した内容が、そのまま表示/印刷
されます。	ワープロでいうところの、ヘッダー/フッター
のような使い方になります。	ページ番号や、ファイル名、
フルパスなどが設定できます。



テンプレートの編集

では、テンプレートを実際に作成・編集してみましょう。

テンプレート名が表示されている箇所の横にある、"…"	ボタン
を押して、テンプレートの一覧画面を表示させます。

この画面で、テンプレート新規作成、コピー、削除等が可能で
す。	今回は"_標準印刷"をコピーして、 "テスト用"という名前
でテスト用のテンプレートを作り、編集していきます。

テンプレートは、用紙の上から順番に

ファイル名(フルパス)

ファイルの作成日時

印刷日時

本文

ページ番号

という構成で作成します。



まずは、用紙と、余白を設定してください。	(「設定の一覧」
にある「本文BOX」の余白の設定とそこに表示されている、高
さと幅を記録しておいてください。)

「レイアウト編集」ボタンを押すと、編集画面が開きます。	初
期状態では、マージンいっぱいまで、本文BOX	が配置されてい
るだけです。

1.	 他のBOXを配置するために、本文ボックスの高さを適当に
変えて、BOXを配置する場所を作ります。	BOXは、重ねる
事が可能なので、ずらさないと印刷時に重なってしまいま
す。

2.	 ファイル名表示用のBOXを追加します。	編集画面のツール
バー、または余白部分の右クリックメニューから「BOXの
新規追加」を選択し、	「BOXを新規に追加する」を選択し
「OK」を押すと、レイアウト編集画面にBOXが追加され
ます。



BOXを選択しダブルクリックすると、BOXのプロパティが
開き、フォントや表示する内容などを設定する事ができま
す。	プロパティ画面の設定に関しての詳細は「ヘルプ」を
参照の事。

今回はファイル名を表示するので、「テキスト」の「属
性」を「ファイル名(フルパス)」にし、	フォントやサイ
ズ、スタイルは、好みにあわせて設定を行います。



設定後、「適用」ボタンを押すと、設定内容に合わせBOX
の表示が変わるので、設定内容の確認ができます。

BOXの位置ですが、「サイズ」で値の指定が可能ですが、
マウスを使用し、BOX自体を動かす事で配置を決める事が
できます。	しっかりと指定したい場合は、事前にメモして



おいた、余白、高さ、幅から計算して入力してください。

3.	 同様に、ファイルの作成日時、印刷日時、ページ番号用の
BOXを追加していきます。

「テキスト」の「属性」をそれぞれ「タイムスタンプ」、
「時間」、「ページ番号」に設定してください。

4.	 ここでレイアウト編集画面を閉じ、プレビューで確認を行
います。

"ファイルの作成日時"と"印刷日時"を追加しましたが、ぱ
っと見でどちらが何の日時なのかわかりません。

そこで、各日時の前に"ファイル作成日："と"印刷日
時："という文字を追加します。



追加する方法は、いくつかあります。

"ファイルの作成日時"と"印刷日時"を表示している
BOXの前に、新たにBOXを追加して、各文字を入力す
る。

BOXのプロパティにある、テキストの「属性」はその
ままで、「書式」を変更する。

変更前の属性　YYYY年MM月DD日（W曜日）hh:mm:ss

変更後の属性　ファイル作成日：YYYY年MM月DD日（W曜日）

hh:mm:ss

BOXのプロパティにある、テキストの「属性」を「通
常テキスト」にし、「テキスト」を変更する。

変更前のテキスト　

変更後のテキスト　ファイル作成日：%timestamp%

こちらの方法でも、デフォルトの書式が使われるよう
です。



BOXテキストの内容ですが、属性を設定しても、実際
は以下のテキストが設定されます。
(レイアウト編集画面ではわかりませんが、メイン画
面-設定の一覧にあるBOXの設定画面で確認できま
す。)

属性名とテキスト
属性名 設定されるテキスト

ファイル名（フルパス） filename

ファイル名 basename

ディレクトリ名 directory

ページ番号 pagenum

時間 date

タイムスタンプ timestamp

その為、テキストの内容が、上記属性と一致してしま
うと、その内容が表示されてしまいます。	(大文字小
文字は無視、前後の空白も無視されるので、FileName
等でも一致してしまいます。)

逆に、テキスト中に属性の内容を取り込みたい場合
は、%で囲ってください。(例:%filename%)

5.	 後は実際に印刷して結果を確認し、	修正箇所があれば、再
度テンプレートを修正してください。

以上、簡単ですがテンプレート作成例です。	今回、本文BOXは



1個でしたが、2個にして、冊子印刷も可能です。	詳細は秀丸パ
ブリッシャーのヘルプを参照してください。

【4】テンプレートの注意点

テンプレートファイルですが、一時的な設定のつもりで設定を
変えてしまうと、	その設定が保存されてしまいます。
(例えば、フォントの設定等)

印刷	→	印刷ダイアログ開く	→	一時的なつもりでフォントを変更		→	印刷実

行

という作業を行うと、変更内容はテンプレートに保存されま
す。

設定変更を行っても、テンプレートに保存しないようにするに
は、	「テンプレート上書き禁止」をチェックしてください。

現状、BOXではUnicode特有の文字を指定できません。Shift_JIS
に含まれる文字のみ表示可能です。

ただし、「属性」をファイル名にした場合(フルパスも含む)
は、	ファイル名にUnicode特有の文字があっても正常に表示さ
れます。

テンプレートの保存場所は、「秀丸パブリッシャー」のダイア
ログから確認できます。

「印刷」を実行し、秀丸パブリッシャーのダイアログを表示さ
せます。	ダイアログ左上のアイコン部分をクリックすると、メ
ニューが表示されるので「設定」を選択します。



「印刷テンプレートの設定」ダイアログが表示され、テンプレ
ートを保存してあるフォルダが表示されます。

テンプレートをバックアップする場合は、このフォルダを保存
するようにしてください。

目次に戻る





第VI部〜秀丸エディタ拡張モジュー
ル
　秀丸スペルチェックアドイン



●秀丸スペルチェックアドインとは?

このアドインは、秀丸エディタにスペルチェック機能を追加します。	こ
のアドイン自体はフリーソフトウェアになります。

動作条件は、以下の通りで、古い秀丸エディタ、OSでは動作しません。

秀丸エディタ：	 Ver.8.50以降

OS：Windows	XP以降

このアドイン自体はスペルチェック機能は持っていません。	別途、GNU
Aspell	という「スペルチェッカ」が必要です。	このアドインが秀丸エデ
ィタと	GNU	Aspell	を連携させることで、秀丸エディタ上でスペルチェ
ックが可能になります。

秀丸エディタにスペルチェック機能を追加するには、以下の作業が必要
です。

1.	 GNU	Aspell(スペルチェッカ本体)のインストール

2.	スペルチェックする言語のGNU	Aspell用辞書のインストール

3.	秀丸スペルチェックアドインのインストール

GNU	Aspell	は、GNU	LGPL	でライセンスされていて、フリーソフト
ウェアです。

GNU	Aspell	自体は、コンソールプログラムで、32bit版ですが、64bit
OS	/秀丸エディタ	64bit版でも使用できます。

GNU	Aspell	が	既にインストールされている場合には、「秀丸スペ
ルチェックアドイン」のインストールだけになります。

ストアアプリ版を使用している場合は、秀丸エディタ本体と一緒
に、秀丸スペルチェックアドインがインストール済みなので、	GNU
Aspell	本体と辞書のインストールが必要です。



手順の詳細は以下の項目を参照してください。

【1】ダウンロード、インストール

【2】スペルチェックを行うには

【3】スペルミスの修正

【4】補足

【1】ダウンロード、インストール

まず、GNU	Aspell	のプログラム本体/辞書ファイルのインストール
を行います。	Windows用のGNU	Aspellは以下の場所からダウンロー
ド可能です。

GNU	Aspell	(Win32	version)

「Binaries」にある、「Full	installer」をクリックすれば「GNU
Aspell」がダウンロード出来ます。
(Aspell-(バージョン番号)-Setup.exeというファイル名になりま
す。2019/03/07現在、「Aspell-0-50-3-3-Setup.exe」です)

GNU	Aspell	は、プログラム本体だけでは使用できません。チ
ェックする言語に対応した辞書ファイルが必要です。

ここでは例として「英語用辞書」をダウンロードします。	プロ
グラム本体と同じ場所で、辞書ファイルもダウンロード出来ま

http://aspell.net/win32/


す。	「英語用辞書」なので、「Precompiled	dictionaries:」にある
「English」のファイルをダウンロードしてください。
(Aspell-en-(バージョン番号).exeというファイル名でダウンロー
ド出来ます。2019/03/07現在、「Aspell-en-0.50-2-3.exe」です)

インストールは、GNU	Aspell	のプログラム本体から行い、次に英語
辞書ファイルをインストールしてください。

続いて、「秀丸スペルチェックアドイン」をダウンロード/インスト
ールを行います。(ストアアプリ版は不要です。)
インストールする前に、秀丸エディタが起動していれば、常駐秀丸
を含め、終了させておいた方が良いでしょう。	(常駐秀丸の終了方
法は、「[HME0053A]●「常駐秀丸の終了」がわかりません」を参照
してください。)



秀まるおのホームページ 	-	ソフトウェア 	-	秀丸スペルチ
ェックアドイン

2017/12/08	現在、以下のバージョンが公開されています。

Ver1.04

32bit/64bit共通のインストーラーになっていて、実行後に32bit/64bit
の選択が可能です。

32/64bit	両方の秀丸エディタがインストールされていなければ、両
方有効になる事はありませんが、	使用している秀丸エディタと同じ
bit数	を選択し、インストールを行ってください。

以上で、秀丸エディタ上で、スペルチェックを行うためのソフトの
インストールは終了です。

【2】スペルチェックを行うには

以降は、英語の辞書ファイルを使用している場合の説明になりま
す。

スペルチェックを実行するには、「表示」メニューにある「自動ス
ペルチェック」で設定します。	(「表示」メニューにない場合は、

https://hide.maruo.co.jp/
https://hide.maruo.co.jp/software/index.html
https://hide.maruo.co.jp/software/hmspell.html


「ファイルタイプ別の設定」から行ってください。)

また、「ファイルタイプ別の設定」からも「自動スペルチェック」
をON/OFF可能です。

例えば、以下のように「Hidemaru	Editor」と入力し、「自動スペル
チェック」を有効にします。	すると、辞書に登録されている
「Editor」は問題ありませんが、辞書にない「Hidemaru」の部分に、
赤い波線状の下線が引かれます。



この状態になれば、スペルチェックが正常に動作していることにな
ります。	ならない場合は、「ファイルタイプ別の設定」から「秀
丸スペルチェックアドインの設定」を開き、	「aspell.exeの場所指
定」を「個別指定」で直接指定してみてください。

スペルチェックの詳細設定は、「ファイルタイプ別の設定」から行
います。

自動スペルチェック」のON/OFF

スペルチェックを行う言語の指定

「秀丸スペルチェックアドインの設定」



個人辞書ファイルの保存フォルダ
ダウンロードした辞書ファイルにない単語を、個人辞書に
登録可能です。	その保存場所を設定します。

「個人辞書ファイルを開く」ボタンで、個人辞書ファイル
を秀丸エディタで開く事が可能です。	言語が表示されるの
で、編集する言語を選択してください。

aspell.exeの場所指定
通常は、レジストリ情報などから自動的にインストール先
を検索しますが、手動でインストールした場合などは、	見
つける事が出来ずに、スペルチェックが動作しません。	ス
ペルチェックが動作しない場合は、aspell.exe	の場所を指定
してください。



「スペルミス修正ダイアログのフォントサイズ」や、ダイ
アログ位置を固定するかどうかの設定も出来ます。

「スペルミスの色」
スペルミス部分を示す方法を設定できます。デフォルトは赤の
波線のアンダーラインになります。

	

「スペルチェックの対象」
チェックした箇所を、スペルチェック対象にする/しない	を設
定します。
(画像は加工してつなげた状態。実際は小さいダイアログで表示
されます。)

個別設定は無理で、まとめてしか設定できません。(チェックし
た箇所を、対象にするか、除外するか、のどちらかに設定す
る。)



【3】スペルミスの修正

スペルチェックのミスがある箇所に対して、修正を行う事が出来ま
す。

「その他」メニューから、「スペルミスの修正」を選ぶと、カーソ
ル位置から後ろにあるスペルミス部分を検索、	移動し、「スペルミ
スの修正」ダイアログが表示されます。	(カーソル以降にスペルミ
スがない場合は、ファイルの先頭から検索します。)

頻繁に「スペルミスの修正」を使う場合は、「スペルミスの修正」



を「ショートカットキー」や「ツールバー」に登録しておくのが良
いでしょう。	(登録方法は、「秀丸マクロのいろはにほへと　マク
ロを実行してみよう」を参照。	「ツールバー」に登録する場合は、
「すべてのコマンドを表示」にチェックを入れ「その他」から選択
する事。)

例えば、以下のようなスペルミスがある状態で、「スペルミスの修
正」を実行してみます。

「スペルミスの修正」を実行すると、「Hidemaru」が検索され、
「スペルミスの修正」ダイアログに「修正の候補」を表示します。
スペルミス対象になっている単語に対し、各種処理を行う事が出来
ます。



無視
スペルミス対象になっている現在の単語を無視して(修正しない
で)、次のスペルミス箇所に移動します。

すべて無視
スペルミス対象になっている現在の単語と同じ単語があって
も、以降は全て無視する(修正しない)対象にします。

置換
スペルミス対象になっている現在の単語を、選択した「候補」
と置換します。	リストから選択した内容だけではなく、「候
補」に自分で入力した内容にも置換可能です。

すべて置換
現在の位置以降にある、スペルミス対象になっている現在の単
語を、全て選択した「候補」と置換します。

個人辞書に追加
スペルミス対象になっている現在の単語を、個人辞書に追加し



ます。	個人辞書に追加すると、今後は辞書に追加されるので、
スペルミスではなくなります。

小文字で追加(小文字で個人辞書に追加)
スペルミス対象になっている現在の単語を、小文字に変換して
個人辞書に追加します。	小文字で登録しておくと、先頭が大文
字の場合や、全部大文字の場合も、同じ単語と認識します。

中断
スペルミスの修正を終了します。

個人辞書の編集
個人辞書ファイルを秀丸エディタで開きます。

【4】補足

スペルチェックアドインのアンインストール

インストーラからインストールを行いましたが、アンインスト
ールは手動で行う必要があります。	「プログラムと機能」や
「アプリと機能」からはアンインストールできません。	手動で
アンインストールするには準備が必要なので、「スペルチェッ
クアドイン」のヘルプをよく読む必要があります。

始めに、秀丸エディタを全て終了させた状態にします。

「スペルチェック用の個人辞書ファイル」を必要に応じて削除
してください。	「スペルチェック用の個人辞書ファイル」のあ
る場所は、デフォルトの場合「マイドキュメントにあるaspell
フォルダ」になります。	(GNU	Aspellを、スペルチェックアド
インのみで使用してる場合は削除しても大丈夫ですが、	他でも
使っている場合は削除しない方がいいでしょう)

他で使っていない場合は、GNU	Aspellと辞書を削除します。
「プログラムと機能」や「アプリと機能」からアンインストー
ルしてください。



メニューにある「自動スペルチェック」等を表示しないように
するには、レジストリを編集する必要があります。	編集箇所
は、「スペルチェックアドイン」のヘルプに記載されていま
す。	レジストリの編集に自信のない方や、そもそもレジストリ
の編集方法がわからない場合は、そのままにしておいてくださ
い。

最後に、秀丸エディタ本体と同じ場所にある、
「HmSpell.dll」、「HmSpell.chm」を削除します。

これでメニューに「自動スペルチェック」等が表示されていて
も、スペルチェックは動作しません。

スペルチェックアドインの設定について

スペルチェックアドイン単独で設定をインポート/エクスポート
する方法はありません。	秀丸エディタの「設定内容の保存/復
元」を行えば、秀丸エディタ本体の設定と一緒に、保存/復元出
来ます。

設定内容も多くないので、「秀丸スペルチェックアドインの設
定」ダイアログを表示させ、	設定画面をキャプチャーして保存
し、同じように設定すればいいでしょう。

設定画面をキャプチャーするには、ダイアログがアクティブな
状態で、 [Alt] + [Print	Screen] キーを押します。	クリッ
プボードにキャプチャされているので、ペイント等に貼り付け
て保存してください。
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第VI部〜秀丸エディタ拡張モジュー
ル	
　秀丸エディタ持ち出しキット



●秀丸エディタ持ち出しキットとは?

「秀丸エディタ持ち出しキット」とは、パソコンに秀丸エディタをイン
ストールしなくても、	USBメモリ/USBハードディスク等リムーバブルメ
ディア/ドライブ上で、秀丸エディタを使用可能にするためのキットで
す。

この持ち出しキット自体はフリーソフトウェアになります。

動作条件は、以下の通りで、古い秀丸エディタ、64bit版秀丸エディタ/英
語版秀丸エディタでは動作しません。

秀丸エディタ：	 Ver.7.11以降、32bit	日本語版

64bit版秀丸エディタで動作しないのは、USBメモリ等に入れて、どこで
も動作させるのが目的の「持ち出しキット」だからです。	64bit版秀丸エ
ディタは、64bit	OS	上でしか動作しないため、「どこでも動作させる」
と言う目的からいうと向いていません。	(64bit	OSが一般的になれば状況
は変わるかもしれません)

手順の詳細は以下の項目を参照してください。

【1】使用前の準備

【2】ダウンロードとインストール

【3】補足

【1】使用前の準備

「秀丸エディタ持ち出しキット」は、現在パソコンにインストール
されている秀丸エディタを、	リムーバブルメディア/ドライブ上に
コピーし、動作するように設定します。



その為、

パソコン上に32bit版秀丸エディタがインストールされている
事。

コピー先の、USBメモリ/USBハードディスク等リムーバブルメ
ディア、またはドライブ

が、必要になります。

【2】ダウンロードとインストール

「秀丸エディタ持ち出しキット」は以下の場所からダウンロードで
きます。

秀丸エディタ持ち出しキット

2018/04/25	現在、Ver.2.08です。

ダウンロードしたファイルを実行してください。インストーラが起
動します。

以下の画面が表示された場合には、「持ち出し用の秀丸エディタを
作成する」を選択してください。

https://hide.maruo.co.jp/software/hmtakeout.html


後は、「持ち出し用秀丸エディタの作成場所」を選択します。	(リ
ムーバブルメディアを指定する場合は、事前にOSに認識させておい
てください)

パソコンにインストール済みの秀丸エディタの場所は自動的に検索



され、	そこから関連するファイルをコピーし、レジストリから設定
を読み出し、	「秀丸エディタ持ち出しキット」用の設定ファイル
「HmRegIni.ini」が作成されます。

最後に注意書きが表示されるのでよく読みましょう。



コピーされるのは、秀丸エディタ本体および関連ファイルだけなの
で、	マクロ、単語補完の辞書ファイル等は、別途コピーしておく必
要があります。

【3】補足

動作原理

「秀丸エディタ持ち出しキット」は、レジストへのアクセスを
INIファイルへ切り替えるDLLがインストールされます。	その
為、動作せているパソコンの「レジストリ」は書き換えませ
ん。

ただし切り替わるのは秀丸エディタ本体を経由する場合のみ
で、外部DLL、COM等でレジストリを使うような場合には、	対
応していません。

USBメモリで使う場合の注意
USBメモリは書き換え回数が多いと、寿命が短くなります。
「持ち出しキット」は、レジストリに読み書きするのを、INIフ
ァイルへ切り替えますが、	アクセスそのものを減らしている訳
ではありませんので、注意が必要です。

「秀丸エディタ持ち出しキット」のアップデート

よくわからない場合は、念のため「HmRegIni.ini」のバックア
ップをとっておき、	そのまま再度セットアップする事を推奨し
ます。

セットアップ時に、「HmRegIni.dllとヘルプファイルの抽出だ
けする」を選ぶと、	HmRegIni.dllとヘルプファイルを取り出せ
るので、「持ち出し用の秀丸エディタ」に上書きしてくださ
い。



「秀丸エディタ」のアップデート

よくわからない場合は、念のため「HmRegIni.ini」のバックア
ップをとっておき、	パソコン本体側の秀丸エディタをアップデ
ートし、そのまま再度「秀丸エディタ持ち出しキット」をセッ
トアップする事を推奨します。

秀丸エディタ本体のインストーラーを解凍できる場合には、	解
凍して出来たファイルを、「持ち出し用の秀丸エディタ」に上
書きしてください。
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秀丸エディタＱ＆Ａ集
　あとがき



●目次

著作権・配布規定

謝辞

ではでは
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秀丸エディタＱ＆Ａ集〜あとがき
　著作権・配布規定等



●著作権について

当・秀丸エディタＱ＆Ａ集の著作権は「秀丸エディタＱ＆Ａ集制作
しよう会」が保持しています。



●公開形態と公式入手場所について

公開形態は

1.	 chm(Microsoft	HTML	Help)形式

2.	 HTML	ハイパーテキスト形式

の２種類あります(内容的には同じです)。

chm形式は、以下の場所のどちらからでもで入手する事ができま
す。	HTML	ハイパーテキスト形式は、 h-tom’s	Warehouse 	から入
手可能です。

1.	 秀まるおのホームページ(サイトー企画) の	秀丸エディタのマ
クロライブラリ

2.	 h-tom’s	Warehouse

http://htom.in.coocan.jp/
https://hide.maruo.co.jp/
https://hide.maruo.co.jp/lib/macro/index.html
http://htom.in.coocan.jp/


●転載条件について

配布アーカイブそのものの転載の場合

アーカイブに変更を加えない限り「原則的に自由」です。	ただ
し、現行のフリーウェアの転載・収録に関する常識的な範囲で
の良識や一般的な取り決めは守るようお願いします。

内容の一部または全てを転載の場合

原稿内容を変更しない限り「原則的に自由」です。ただし、引
用時の常として「出典を明記」するようお願いします。

その他お願い

掲載や収録にあたっての事前の承諾や確認を得る必要はありま
せんが、	配布状況の管理という観点から掲載にあたってはでき
るだけ事前に「最新版を担当する取りまとめ役」に	ご連絡頂く
ようお願い申し上げます。
なお収録依頼のメールについては、「秀丸エディタＱ＆Ａ集制
作しよう会」のメンバーに公開する場合があることを	あらかじ
めご了承下さい。

目次に戻る





秀丸エディタＱ＆Ａ集〜あとがき
　謝辞

初版に引き続き、第２版の制作段階においても多くの方から寄稿、
助言、提案をいただきました。	どうもありがとうございました
m(__)m。

会議室上で直接発言はされなかったけれども、この作業を終始、暖
かく見守ってくださった非常に多くの方々がいらっしゃる事実を改
めて知り、	深い感謝と大きな感動に包まれました。	こうした展開が
あった場としてのニフティサーブのウィンドウズ実用フォーラムの
素晴らしさを感じた次第です。	この場を借りて皆様に厚く御礼申し
上げますm(__)m。

このＱ＆Ａ集の制作段階において、上記フォーラムの不適切な場所
で議論を繰り返し、会議室の運営上ご迷惑をおかけした事を陳謝す
ると共に、	適切な指示をして頂いた事を上記フォーラムの運営責任
者一同に感謝いたしますm(__)m。

このＱ＆Ａ集の元ネタ(^^;である秀丸エディタを開発＆提供して頂
き、	さらにＱ＆Ａ集の制作のための場所を作るために快くパティオ
を開催して頂いた秀まるお氏、	ならびに秀丸エディタの作者＆サポ
ート担当の秀丸エディタ担当氏に感謝いたしますm(__)m。

最後になりましたが、私達のやる気の原動力を与えて下さってい
る、このＱ＆Ａ集の読者の皆様に厚く御礼申し上げますm(__)m。

(秀丸エディタＱ＆Ａ集	制作しよう会	一同)
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秀丸エディタＱ＆Ａ集〜あとがき
　ではでは



[初版あとがきより]

　秀丸FAQ集(仮称)の第一版。少しはお役に立ちましたでしょうか？　
歩き出したばかりの秀丸FAQ集(仮称)は、まだまだ足らないことばか
り……。	でも、「秀丸は初めて使った」と言うあなた、「秀丸のすべて
を知っている」と言うあなた…、	いろいろな人たちからの暖かい支援さ
えあれば、もっとももっと充実したものに成長できることでしょう。	こ
れからも、よろしくお願いしますネッ！

(初版取りまとめ役　水銀水さんより)



[第２版あとがきより]

　色々(^^;紆余曲折を経ましたが、とうとう第２版ができました。	初版
完成直後からさらに大勢の方のご協力を頂いて、量・質共により充実し
た内容になったと思います。
　ただ、まだまだこのＱ＆Ａ集は発展途上段階です…というより、ソフ
ト・ハードウェアが飛躍的に進歩する今の時代において、	使える・役に
立つ物であり続けるためには、常に「走り続け」なければ…ね(^^;。	と
いうわけで、Ｑ＆Ａ集は今後もどんどん充実していく事でしょう。
　最後に、このＱ＆Ａ集が皆さんのお役に立てる事を祈りつつ…。

(第２版取りまとめ役　杉浦　まさきさんより)



[第３版あとがき]

　皆様には大変永らくの間お待たせいたしましたが、第３版がどうにか
形になってきました。
　私自身をふくめて、制作しよう会の皆さんも最近忙しい時期が続いて
いたようで、Ｑ＆Ａ集の更新も遅々として進みませんでしたが、	それで
もマクロ登録の拡張やWindows98対応の情報等、新規の原稿をいくつか
盛り込むことができました。
　このＱ＆Ａ集も、おかげ様でだんだんと大規模なものになってきまし
た。	逆にそのせいでメンテナンスもままならないところが有りますが
(^^;)、その点も含めて、ご批評やご意見、	新規原稿をびしばしお寄せく
ださい。お待ちしております。

(第３版取りまとめ役　ＪＲくんより)



[第６版あとがき]

早いもので第５版のリリースから約１年が経ちました。	秀丸にも印刷機
能を強化するアドインソフト「秀丸パブリッシャー」がリリースされた
り、いろいろと動きがありました。
第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと秀丸マクロで文字列を編集するな
どの新規原稿には、	それなりに力を入れて作ったつもりです。	ただ、秀
丸パブリッシャーについては、まだ機能が安定していないところがあ
り、今回の版には記述を入れることができませんでしたし、	他にもいろ
いろと追加したいと思っていたところもあります（例えば、while(1)の説
明など）。
亀のようにゆっくりとしたあゆみではありますが、今後ともご批評やご
意見、新規原稿を歓迎しますので、	御支援よろしくお願いいたします。

(第６版取りまとめ役　ＪＲくんより)



[第８版あとがき]

2016/12/23

　第８版のリリースです。
自分のwebサイト上で、秀丸エディタ本体のバージョンアップに伴
う変更分をまとめてきましたが、	一念発起して、Ｑ＆Ａ集自体を更
新する事にしました。

現状では、第７版の内容をVer.8系に対応させ、ちょっと内容追加し
た程度で、まだまだ秀丸エディタ本体に追いついていませんけど
ね。	目標としては、Ｑ＆Ａ集を年二回(半年間隔)更新するペース
で、チョットづつ秀丸エディタ本体に追いつければいければいいか
なと、	思ってます。

あと、各種意見(批判、批評含む)、原稿等があれば、直接メールな
り、フォーラムに投稿してください。	(GitHub経由でもいいです。)

(第８版取りまとめ役　h-tom	より)
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●改版履歴

目次に戻る





秀丸エディタＱ＆Ａ集〜
APPENDIX(補足)
　Ｑ＆Ａ集その他の原稿の寄稿要領

原稿は常時、募集していますから、興味のある方はどしどし寄稿してい
ただけると、	次版は(もっと)^2楽しい内容になるでしょうV(^^)V。

●正式名称 … 秀丸エディタＱ＆Ａ集

●内容 … 秀丸エディタを使い始めた人がよく陥る問題や設定など
を一挙に公開!!

●制作場所 … 第8版では、GitHub上で管理をはじめました。
https://github.com/h-tom/hidemaruEditor_faq
コミュニテックス を使用する場合は、	秀丸エディタ
β版＆秀丸メール常連さんフォーラム の	「公開マクロ
サポート会議室（秀丸エディタ関連）」に投稿してくだ
さい。	(「秀丸エディタＱ＆Ａ集関連」とわかるタイト
ルをつけてください。)

●執筆者 … 自由参加による完全自由寄稿。「誰でも何でもＯＫ！」
です。

●執筆要領 … 自分で書いたモノ。また、「何もわからない、知らない
相手」が前提であることに留意する。

●執筆分量 … 良識の範囲で、分量・本数とも無制限。
●寄稿先 … 「制作場所」と同じ。
●原稿収集
期間

… 原則、常時(^^)

●執筆報酬
等

… 無報酬。ちなみに、現地までの交通費(って何(^^;？)・
通信費は自腹(;_;)。

目次に戻る
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APPENDIX(補足)
　「秀丸エディタＱ＆Ａ集	制作しよ
う会」とは？



●「秀丸エディタＱ＆Ａ集	制作しよう会」とは？

　このＱ＆Ａ集の初版の時点では、制作母体は「有志一同」だったんで
すが、	それではＱ＆Ａ集の管理上何かと不便だという事で「秀丸エディ
タＱ＆Ａ集制作しよう会」という団体を発足して、	そこでＱ＆Ａ集の一
元管理をすることにしました。
　基本は「有志一同」なので、入会は完全にフリーです。	なりたいと思
えばコミュニテックス(旧称：秀ネット) で名乗りを挙げれば、貴方も
その日からメンバーの一員です。	また、メンバーになったからといって
何か義務があるわけではなく、どういう関わり方をするかは個人の裁量
に任されています。
　なお、Ｑ＆Ａ集の制作・編集の実務については、版毎に「取りまとめ
役」を設定して、その方に一任するという手法を採っています。



●歴代(^^;の取りまとめ役

・初　版： 水銀水
・第２版： 杉浦　まさき
・第３版〜第７版：ＪＲくん
・第８版： h-tom

※敬称略。



●制作しよう会メンバーの自己紹介

ハンドル名： TAKA

e-mail
address： takata@infomadonna.ne.jp

HomePage
URL：

http://www.infomadonna.ne.jp/~takata/	(2019/03/07現在
webサイトアクセス不可)

自己紹介： コーヒー好きのサルです。普段は人間のヌイグルミを
着ています。

一言メッセー
ジ：

秀丸の基本設定は、「その他→ファイルタイプ別の設
定」及び「その他→動作環境」ダイアログボックスで
出来ます。	一通り見ておくとよいでしょう。

ハンドル名： Ryu1

e-mail
address： ryu1@mitene.or.jp、	HHC01152@nifty.ne.jp

HomePage
URL： http://www.ryu1.jp/

自己紹介： 草地章江ちゃんに狂ってます。ＳＥもやってます
(笑)。	秀丸は常時30個くらいオープンしています。

一言メッセー
ジ：

Ｑ＆Ａはほとんど書かずに、文句ばっかり言っていた
悪いやつです。	が、文句を言わないと良くならない事
も事実です。秀丸をどんどん良くしていきましょう。

ハンドル名： 杉浦　まさき

e-mail

mailto:takata@infomadonna.ne.jp
mailto:ryu1@mitene.or.jp
mailto:HHC01152@nifty.ne.jp
http://www.ryu1.jp/


address： sugiura@ceres.dti.ne.jp

HomePage
URL： http://www.ceres.dti.ne.jp/~sugiura/

自己紹介：
第２版の取りまとめ役をやっていた頃は学生でした
が、	色々あって今は某社でソフト＆ハードの開発をや
ってます。

一言メッセー
ジ：

今回はＤＬＬの作り方と過去の２作(ウィンドウ管理と
正規表現)の改訂作業を行いましたが、	新作はともか
く過去の２作は今見直すと若気の至り(というかお調子
ノリノリ(^^;)過ぎて、	とても読めたもんじゃなかった
ですね…というわけで、今の年齢に併せて(笑)少し控
えめな文章にしてみました。	感想お待ちしてます
m(__)m。

ハンドル名： ＪＲくん

e-mail
address： GFB03426@nifty.ne.jp

HomePage
URL： http://jrkun.my.coocan.jp/

自己紹介：

一応第３版〜第５版のとりまとめ役をやらせてもらっ
ています。m(_	_)m	ヒマ学生から単なるサラリーマン
になりました。	最近はあまり秀丸マクロをいじってな
いので経験値がダウンしてます(^^;)

一言メッセー
ジ：

原稿とあわせて、取りまとめ役も随時(^^;)募集してま
すのでよろしくお願いします。

ハンドル名： きいろいまふらあ

e-mail

mailto:sugiura@ceres.dti.ne.jp
http://www.ceres.dti.ne.jp/~sugiura/
mailto:GFB03426@nifty.ne.jp
http://jrkun.my.coocan.jp/


address： gogh@pluto.dti.ne.jp

HomePage
URL： http://www.pluto.dti.ne.jp/~gogh/

自己紹介：
某住宅メーカーで開発関係の仕事をしています。	趣味
で作曲活動もしています。いくつかの合唱団に所属し
ています。

一言メッセー
ジ：

このＱ＆Ａ集は内容をアップデートして随時公開され
ています。	より新しいバージョンを見つけたらぜひぜ
ひ入手して下さい。	また秀丸に不慣れなお知り合いの
方にぜひぜひ紹介してあげてください。

ハンドル名： 水銀水

e-mail
address： HGD01603@nifty.ne.jp

HomePage
URL：

http://www.biwa.ne.jp/~akioda/(2019/03/07現在	webサイト
アクセス不可)

自己紹介： 「マクロ書きが本業か？」と冷やかされますが、一
応、フリーのライターだったりします(^^;ゞ

一言メッセー
ジ：

あれも足りないなぁ〜、これも加えたかったよぉ〜。
そんな気持ちでいっぱいです。	と言いながらも既に
「秀丸ぱーふぇくつマニュアル」「秀丸マクロぜんし
ゅ〜」のプロジェクトへ向け、	ココロがワクワクし始
めている自分がこわひぃ〜。やりましょ〜よ＞ＡＬＬ

ハンドル名： h-tom

e-mail
address： QYT00713@nifty.com

mailto:gogh@pluto.dti.ne.jp
http://www.pluto.dti.ne.jp/~gogh/
mailto:HGD01603@nifty.ne.jp
mailto:QYT00713@nifty.com


HomePage
URL：

http://htom.in.coocan.jp/

自己紹介： マクロやDLLなど作ってます。

一言メッセー
ジ：

いろいろＱ＆Ａ集にはお世話になったので、なんとか
最新版に追いつくようにしたい。

目次に戻る
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APPENDIX(補足)
　編集場所について



●編集場所について

秀丸エディタＱ＆Ａ集の第２版までは、@nifty内のパティオで行われて
いました。

第３版〜第４版は、コミュニテックス (旧称：秀ネット)の	「フォーラ
ム→秀シリーズサポートフォーラム→秀丸エディタマクロ作者会議室」
上で活動していました。

第５版以降では、「コミュニテックス」の「フォーラム→秀シリーズサ
ポートフォーラム」上に	「秀丸Ｑ＆Ａ集会議室（編集者専用）」を作成
していただき、そこで編集作業を行っています。
この会議室は一時的なので、その後どうなるかわかりませんが(^^;)、仮
に会議室が無くなっても、	秀シリーズサポートフォーラムの中で誰かが
声をあげれば、またどこかで続いていくことでしょう・・・。

＃手抜きな説明で申し訳ないです。(^^;ゞ

第8版では、GitHub上で管理をはじめました。

https://github.com/h-tom/hidemaruEditor_faq

フォーラムを使用する場合は、秀丸エディタβ版＆秀丸メール常連さん
フォーラム の	「公開マクロ	サポート会議室（秀丸エディタ関連）」
に秀丸エディタＱ＆Ａ集関連」とわかるタイトルをつけて、	投稿してく
ださい。

「秀丸Ｑ＆Ａ集会議室」はサポートフォーラムから、β版フォーラムに
移動しましたが、閉鎖される予定です。	(ほぼ使用されていないので、
第8版取りまとめ役からサイトー企画へ閉鎖/廃止するよう要請し、閉鎖
が決まりました。)

https://www.maruo.co.jp/
https://github.com/h-tom/hidemaruEditor_faq
https://www.maruo.co.jp/turukame/
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APPENDIX(補足)
　改版履歴

第８版

第８．５版	2019/06/xx

変更

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　秀丸のカス
タマイズ

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　あいまい検
索

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　ファイルマ
ネージャ枠

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　カラーマー
カー

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　検索

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　置換

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　grep/タグジ
ャンプ

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　grepして置換

第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと　秀丸マクロで
文字列を編集する

第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと　自動起動マク
ロ



第VI部〜秀丸エディタ拡張モジュール　秀丸パブリッ
シャー

[HME0003A]	●「送金登録作業」の手順

[HME0007A]	●問い合わせ時の必要事項

[HME0040A]	●バックアップファイルを作りたくない

[HME0049A]	●「ワード」や「一太郎」等のファイルに
grep

[HME0051A]	●漢字コードの使い分け

[HME0055A]	●複数パソコンに同じ「キー割り当て」を
したい

[HME0091A]	●ファイルタイプ別の設定の方法

[HME0092A]	●コメント行やキーワードを色付けして表
示するには

[HME0096A]	●[EOF]の色を変えるには

[HME0098A]	●ファイルの改行コードを変更したい

[HMM0026A]	●setsearchのフラグ

新規

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　強調表示

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　自動保存

第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと　外部プログラ
ムの実行について

[HMM0082A]	●カーソルのある行の内容を文字列型変
数に取り込む方法

第８．４版	2018/12/23

変更

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　置換



第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　秀丸のカス
タマイズ

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　grep/タグジ
ャンプ

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　複数選択

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　単語補完

第VI部〜秀丸エディタ拡張モジュール　秀丸スペルチ
ェックアドイン

[HME0072A]	●「その他」→「ファイルタイプ別の設
定」で設定した内容が反映されない

[HME0073A]	●拡張子別や、grepの結果で秀丸の設定を
変更する

新規

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　CSV/TSVモ
ード

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　grepして置換

第８．３版	2018/06/23

変更

サイトー企画のwebサイトのURLを変更(http	→	https)

へプルファイルサイト、過去ログサイトのURLを変更

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　検索

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　置換

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　秀丸のカス
タマイズ

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　アウトライ
ン解析の枠

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　変換モジュ



ール

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　カラーマー
カー

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　ファイルマ
ネージャ枠

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　grep/タグジ
ャンプ

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　複数選択

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　単語補完

第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと　マクロを実行
してみよう

第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと　秀丸マクロで
文字列を編集する

第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと　マクロ登録数
の制限突破大作戦

第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと　サブルーチン
について

第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと　ビット演算を
極める

第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと　COMオブジェ
クト操作関連

第IV部〜テキスト編集を極める！！　起動オプション
を使ってみよう

第IV部〜テキスト編集を極める！！　正規表現につい
て

第V部〜マクロから呼び出すＤＬＬの作り方

第VI部〜秀丸エディタ拡張モジュール　秀丸パブリッ
シャー



第VI部〜秀丸エディタ拡張モジュール　秀丸スペルチ
ェックアドイン

第VI部〜秀丸エディタ拡張モジュール　秀丸エディタ
持ち出しキット

[HME0003A]	●「送金登録作業」の手順

[HME0004A]	●パスワードを忘れた／紛失した

[HME0005A]	●パスワードを書いても良いの？

[HME0006A]	●質問したい時にはどうするの？

[HME0007A]	●問い合わせ時の必要事項

[HME0010A]	●会議室では誰が回答してくれるの？

[HME0011A]	●アンインストール方法[秀丸エディタ]

[HME0020A]	●正規表現の上検索がヘン!?

[HME0027A]	●起動時に秀丸が現れて邪魔だ

[HME0037A]	●TOVER31.COMの実行方法は？

[HME0041A]	●速いはずの秀丸が遅い!?

[HME0044A]	●出力（Excelの表にすぐ利用できる形の
出力）

[HME0051A]	●漢字コードの使い分け

[HME0053A]	●「常駐秀丸の終了」がわかりません

[HME0055A]	●複数パソコンに同じ「キー割り当て」を
したい

[HME0059A]	●行と行の間隔を変えたい

[HME0083A]	●検索／置換の「選択した範囲内のみ」の
動作

[HME0085A]	●grepで文字コードの自動認識

[HME0090A]	●IEのHTML編集用エディタに秀丸を使い
たい



[HME0094A]	●TeXとの連携

[HME0095A]	●検索した単語を全て強調表示したい

[HME0097A]	●ファイルを秀丸エディタで編集したの
に、反映されていない

[HME0098A]	●ファイルの改行コードを変更したい

[HMM0003A]	●マクロファイルの置き場所

[HMM0008A]	●マクロ登録方法

[HMM0051A]	●version	キーワードの使い道は？

[HMM0076A]	●重複行の削除

新規

第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと　HMJRE.DLLを
使う場合の注意点

第８．２版	2017/12/23

変更

第I部〜秀丸エディタＱ＆Ａ集　Ｑ＆Ａ集の表記につい
て

第I部〜秀丸エディタＱ＆Ａ集　よくある質問

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　検索

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　置換

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　grep/タグジ
ャンプ

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　あいまい検
索

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　秀丸のカス
タマイズ

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　変換モジュ
ール



第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　アウトライ
ン解析の枠

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　複数選択

第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと　秀丸マクロで
文字列を編集する

第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと　マクロ内での
「\」や特殊文字の使い方

第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと　マクロを実行
してみよう

第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと　秀丸エディタ
Ver.3.00	マクロ関連の変更履歴

第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと　マクロ登録数
の制限突破大作戦

第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと　サブルーチン
について

第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと　秀丸エディタ
ウィンドウの管理

第IV部〜テキスト編集を極める！！　正規表現につい
て

第IV部〜テキスト編集を極める！！　タグ付き正規表
現とは?

第V部〜マクロから呼び出すＤＬＬの作り方

第VI部〜秀丸エディタ拡張モジュール　秀丸パブリッ
シャー

[HME0003A]	●「送金登録作業」の手順

[HME0004A]	●パスワードを忘れた／紛失した

[HME0006A]	●質問したい時にはどうするの？

[HME0016C]	●表示できない記号がある



[HME0031A]	●文字コードの設定がヘン？

[HME0051A]	●漢字コードの使い分け

[HME0052A]	●テキストファイルは常に秀丸で開きたい

[HME0065A]	●改行だけの行を削除したい

[HME0074A]	●特定のファイルを開くと文字化けする

[HME0081A]	●秀丸でハイパーリンク

[HME0083A]	●検索／置換の「選択した範囲内のみ」の
動作

[HME0087A]	●異なるフォルダの秀丸が実行されている
ので起動できません

[HMM0003A]	●マクロファイルの置き場所

[HMM0016A]	●openfile	のオプションでの注意項目

[HMM0018A]	●openfile	の	/(x,y,cx,xy)	オプションでのマ
クロの動作時の注意

[HMM0024A]	●サブルーチンからの戻り値
($$return,##return)をそのまま使う

[HMM0029A]	●マクロファイルの存在確認

[HMM0032A]	●「検索での表示」の設定による動作の
違い(タイトル変更)

[HMM0041A]	●文字列型変数の扱う文字列の限界

[HMM0043A]	●(無題)秀丸からのマクロ実行

[HMM0044A]	●文字列型変数中の半角小文字を大文字
に

[HMM0045A]	●文字列型変数中の半角大文字を小文字
に

[HMM0046A]	●keypressed文による分岐のスケルトン

[HMM0047A]	●特定のファイルを開く



[HMM0056A]	●複数のウィンドウ間を移動したい

[HMM0058A]	●setactivehidemaru	文の引数

[HMM0075A]	●浮動小数点数版秀丸との互換性

[HMM0076A]	●重複行の削除

[HMM0077A]	●マクロでの文字列の比較

新規

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　単語補完

第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと　COMオブジェ
クト操作関連

第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと　マクロのデバ
ッグについて

第VI部〜秀丸エディタ拡張モジュール　秀丸スペルチ
ェックアドイン

第VI部〜秀丸エディタ拡張モジュール　秀丸エディタ
持ち出しキット

第８．１版	2017/06/24

変更

第I部〜秀丸エディタＱ＆Ａ集　Ｑ＆Ａ集の表記につい
て

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　あいまい検
索

第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと　マクロを実行
してみよう

第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと　マクロ内での
「\」や特殊文字の使い方

[HME0018B]	●瞬間起動機能がメモリやシステムリソー
スを圧迫する



[HME0026A]	●スタートアップフォルダが見つからない

[HME0027A]	●起動時に秀丸が現れて邪魔だ

[HME0031A]	●文字コードの設定がヘン？

[HME0035A]	●縦書きや段組みなど、きめ細かな設定で
印刷したい

[HME0040A]	●外部ヘルプファイルの起動方法

[HME0042A]	●拡張子が「KEY」のファイルは何？

[HME0047A]	●外部ヘルプファイルの起動方法

[HME0048A]	●「ワード」や「一太郎」等のファイルを
開きたい

[HME0051A]	●漢字コードの使い分け

[HME0058A]	●１行の長さをそろえたい

[HME0060A]	●カーソル行を下線で強調表示したい？

[HME0065A]	●改行だけの行を削除したい

[HME0074A]	●特定のファイルを開くと文字化けする

[HME0078A]	●各種設定を移行するためファイルに保存
したい

[HME0078B]	●設定を他のパソコンに移行したい

[HME0079A]	●.hilight	に	\t	や	\n	は使えるか？

[HME0091A]	●ファイルタイプ別の設定の方法

[HME0097A]	●ファイルを秀丸エディタで編集したの
に、反映されていない

[HMM0003A]	●マクロファイルの置き場所

[HMM0004A]	●マクロファイルの管理

[HMM0005A]	●マクロファイル用のフォルダは必須
か？

[HMM0081A]	●「DLLがロードされてないのにdllfunc



関数が使われました」と表示される

[HMM0014A]	●「￥」の使い方

[HMM0060A]	●「キーワード」とは？

[HMM0069A]	●マクロ処理中にダイアログボックスを
出す方法

新規

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　ファイルマ
ネージャ枠

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　アウトライ
ン解析の枠

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　アウトプッ
ト枠

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　文字数の計
算

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　複数選択

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　カラーマー
カー

第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと　自動起動マク
ロ

第VI部〜秀丸エディタ拡張モジュール　秀丸パブリッ
シャー

第８版	2016/12/23

変更

全体を秀丸エディタVer.8を対象にした内容に変更

@niftyのフォーラムはサービス終了のため、記述を削
除

リンク等で接続できない箇所は、リンクを解除



新規

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　あいまい検
索

第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　変換モジュ
ール

第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと　秀丸エディタ
ウィンドウの管理(タブモード編)

[HME0097A]	●ファイルを秀丸エディタで編集したの
に、反映されていない

[HMM0081A]	●「DLLがロードされてないのにdllfunc
関数が使われました」と表示される

第７版

第７版	2003/05/11

新規：
[HME0089A]	●IEのソース表示に秀丸を使いたい
[HME0090A]	●IEのHTML編集用エディタに秀丸を使いたい
[HME0091A]	●ファイルタイプ別の設定の方法
[HME0092A]	●コメント行やキーワードを色付けして表示するには
[HME0093A]	●強調表示で、色やスタイルを設定する方法
[HME0094A]	●TeXとの連携
[HME0095A]	●検索した単語を全て強調表示したい
[HME0096A]	●[EOF]の色を変えるには	変更：
[HME0035A]	●印刷で細かい指定がしたい
第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと　秀丸エディタウィンドウの
管理

秀ネット	→	コミュニテックスへ表記揃え、秀まるおのホームペー
ジ、マクロライブラリのURLを最新に修正



第６版

第６版	2002/10/06

新規：
[HME0018B]	●瞬間起動機能がメモリやシステムリソースを圧迫する
[HME0085A]	●grepで文字コードの自動認識
[HME0086A]	●mailto	URLをクリックした時の動作がおかしい
[HME0087A]	●異なるフォルダの秀丸が実行されているので起動でき
ません

[HME0088A]	●スクロールバーをドラッグしてもスクロールしない
[HMM0077A]	●マクロでの文字列の比較
[HMM0078A]	●ある特定のマクロの動作だけが遅い
[HMM0079A]	●16bit版秀丸との数値型変数の互換性
[HMM0080A]	●16進数表記文字列を取得する方法
第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと	秀丸マクロで文字列を編集す
る

変更：
[HME0001A]	●パスワードが来ない
[HME0002A]	●送金したのにまだ「送金について」が出る
[HME0003A]	●「送金登録作業」の手順
[HME0004A]	●パスワードを忘れた／紛失した
[HME0005A]	●パスワードを書いても良いの？
[HME0006A]	●質問したい時にはどうするの？
[HME0007A]	●問い合わせ時の必要事項	（タイトルも変更）
[HME0008A]	●発言タイトルの付け方は？
[HME0009A]	●発言にレスがつかない
[HME0013A]	●文字を入力すると、入力してあった文字が消える	(タ
イトルだけの変更)
[HME0015A]	●スクロールで画面が乱れる
[HME0016A]	●秀丸の画面だけが乱れる



[HME0016B]	●秀丸の画面だけが乱れる（その２）
[HME0017A]	●知らない秀丸がメモリー上に残っている
[HME0018A]	●秀丸終了後もメモリー上に残骸がある
[HME0035A]	●縦書きや段組みなど、きめ細かな設定で印刷したい
（タイトルも変更）
[HME0036A]	●ATOK9で「、」が「，」になる
[HME0039A]	●TOVER31.COMが動かない
[HME0047A]	●外部ヘルプファイルの起動方法
[HME0058A]	●1行の長さをそろえたい
[HMM0002A]	●マクロはどこで入手できるの？
[HMM0004A]	●マクロファイルの管理
[HMM0015A]	●拡張子の認識
[HMM0074A]	●文字列の後方から文字列を検索

第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと	マクロを実行してみよう
【１】導入前の準備
第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと　マクロ内での「\」や特殊文
字の使い方

about_us.html	杉浦氏あとがき
NIFTY	SERVE	→	@nifty	へ表記揃え

第５版

第５版	2001/07/15

新規：
[HME0016C]	●表示できない記号がある
[HME0016D]	●改行、EOF	が表示されない
[HME0016E]	●カラー設定が上手くいかない
[HME0078B]	●設定を他のパソコンに移行したい
[HME0081A]	●秀丸でハイパーリンク
[HME0082A]	●設定変更後に「やり直し」が効かない



[HME0083A]	●検索／置換の「選択した範囲内のみ」の動作
[HME0084A]	●行をソートすることは出来ませんか？
[HMM0040B]	●マクロ実行後に「やり直し」が効かない
[HMM0072A]	●２バイト文字の判断方法
[HMM0073A]	●文字列をバイト単位ではなく文字単位で扱う
[HMM0074A]	●文字列の後方から文字列を検索
[HMM0075A]	●浮動小数点数版秀丸との互換性
[HMM0076A]	●重複行の削除
第V部〜マクロから呼び出すＤＬＬの作り方

変更：
[HME0010A]	●会議室では誰が回答してくれるの？
[HME0016B]	●秀丸の画面だけが乱れる（その２）	（旧名称：
Windows2000で秀丸の画面だけが乱れる）
[HME0024A]	●行頭に空白が勝手に入って困る
[HME0035A]	●縦書きや段組の印刷がしたい
[HME0040A]	●バックアップファイルを作りたくない
[HME0054A]	●他のエディタと同じキー操作を再現したい
[HME0055A]	●複数パソコンに同じ「キー割り当て」をしたい
[HME0056A]	●画面の色を変更したい
[HME0057A]	●純色以外の色を使いたい
[HME0059A]	●行と行の間隔を変えたい
[HME0060A]	●カーソル行を下線で強調表示したい
[HME0072A]	●「その他」→「ファイルタイプ別の設定」で設定した
内容が反映されない

（旧名称：「その他→設定」で設定した内容が反映されない）
[HME0073A]	●拡張子別や、grepの結果で秀丸の設定を変更する
[HME0078A]	●各種設定を移行するためファイルに保存したい
[HMM0015A]	●拡張子の認識
第I部〜秀丸エディタＱ＆Ａ集	Ｑ＆Ａ集の表記について
第II部〜知っていると便利な秀丸の機能	検索



第II部〜知っていると便利な秀丸の機能	置換
第II部〜知っていると便利な秀丸の機能	grep/タグジャンプ
第II部〜知っていると便利な秀丸の機能	編集位置のマーク及び検索
第II部〜知っていると便利な秀丸の機能	秀丸のカスタマイズ
第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと	マクロを実行してみよう
第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと	サブルーチンについて
第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと　秀丸エディタウィンドウの
管理

第IV部〜テキスト編集を極める！！　正規表現について
第IV部〜テキスト編集を極める！！	タグ付き正規表現とは?

第４版

第４版	Rev.B	2000/06/04
第４版	Rev.A(マイナー修正)	1999/06/02
第４版（若葉バージョン）	1999/05/29

第３版

Ver.3	Rev.A(秋雨バージョン)	1998/10/04
Ver.3(こどもの日バージョン)	1998/05/05

第２版

Ver.2	Rev.F	1997/09/07
Ver.2	Rev.E	1997/08/24
Ver.2	Rev.D	1997/07/16
Ver.2	Rev.C	1997/07/09
Ver.2	Rev.B	1997/07/01
Ver.2	Rev.A	1997/06/28

初　版



Ver.1.2	1997/04/20
Ver.1.2β2	1997/04/14
Ver.1.2β	1997/04/07
Ver.1.1	1997/02/03

目次に戻る



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0003A]

●「送金登録作業」の手順

送金して入手したパスワード(ライセンスキー)を入力しようと
思うのですが、入力方法が分かりません。

秀丸エディタの開発元であるサイトー企画のwebサイトに、画
像付きの説明があります。
秀丸エディタの暗証の登録方法（詳細な説明） を参照

「その他→秀丸エディタについて」のダイアログでパスワード
(ライセンスキー)を入力します。その手順を次に示します。

[手順]

1.	 「その他→秀丸エディタについて」で「秀丸エディタ
について」のダイアログを表示して下さい。

2.	 「送金登録」のボタンを押して下さい。「送金につい
て」のダイアログが表示されます。

3.	 送金方法のラジオボタン「私は秀丸エディタに送金し
ました。」を選択して、「ＯＫ」のボタンを押して下
さい。

4.	 「ユーザー名の入力」ダイアログが表示されるので、
名前を入力してください。

5.	 「送金の確認」ダイアログが表示されるのでパスワー
ド(ライセンスキー)を入力後、「ＯＫ」のボタンを押

https://hide.maruo.co.jp/swreg/hidemaru2.html


して下さい。	パスワードは大文字/小文字/全角/半角を
すべて区別するので注意してください。	メールなどで
パスワード(ライセンスキー)が届いている場合は、コ
ピー＆ペーストを利用すると良いでしょう。

6.	以上で送金登録作業は完了、これであなたも正規秀丸
エディタユーザですV(^^)V。

パスワードを紛失した場合は、	[HME0004A]●パスワードを忘れ
た/紛失した	を参照して下さい。

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0012A]

●アンインストール失敗？

秀丸エディタが自分の思っているソフトとは違っていたので、
アンインストールしようと思い、	秀丸エディタ関連のファイル
をエクスプローラで削除したのですが、それ以降いろいろと不
具合が出ています。	ファイルを削除しただけでは、だめなので
しょうか？

ファイルを削除しただけでは完全なアンインストールは出来ま
せん。正規の方法でアンインストールする必要があります。

[手順]

1.	ファイルを削除する前の状態に戻して下さい。	（圧縮ファ
イル内の全てのファイルを、秀丸エディタをインストール
したフォルダに解凍することで可能です）

2.	後は、正規の方法でアンインストールして下さい。アンイ
ンストール方法は、	「●アンインストール方法」を参照し
て下さい。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0013A]

●文字を入力すると、入力してあった文字が消え
る

文字を入力するとすでに入力してある文字が消えてしまいま
す。

上書きモードになっています。 [INS] （Insertキー）を押すと
挿入モードに切り替わります。

上書きモードと挿入モードではカーソルの形状が異なります。

上書きモード

挿入モード



←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0013B]

●スペースキーで文字が消える

スペースキーを押すと文字が消えてしまいます。

上書きモードになっています。 [INS] （Insertキー）を押すと
挿入モードに切り替わります。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0013C]

●カーソルのカタチがヘンだ

カーソルが半角の■になって、動作もなにか変になってしまい
ました。

上書きモードになっています。 [INS] （Insertキー）を押すと
挿入モードに切り替わります。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0013D]

●リターンキーの動作がヘンだ

[ENTER]キーを押しても、カーソルが次の行の左端に動くだけ
で行が２つに分割されません。

上書きモードになっています。 [INS] （Insertキー）を押すと
挿入モードに切り替わります。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0036A]
古い情報なので削除



●ATOK9で「、」が「，」になる

ATOK9で「、、、」と入力すると「，、、」となります。つま
り、先頭の読点「、」だけがカンマ「，」になり困っているん
です。

ATOK10	以降や	MS-IME95	以降ではこの問題は生じませんの
で、これらの	IMEを使用するようにしてください。

[補足]

Ver.2.15までの秀丸エディタでは、この問題に対処するパッ
チプログラムの	TOVER31.COMが同梱されていました。
TOVER31.COM	の詳細については、

[HME0037A]	●TOVER31.COMの実行方法は？
[HME0038A]	●TOVER31.COMの実行で常駐秀丸の終了
が面倒
[HME0039A]	●TOVER31.COMが動かない

を参照してください。
TOVER31.COMを実行するときにバージョンの確認を自動
で行うので、	最新版の秀丸エディタにTOVER31.COM	を利
用することはできません。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0049A]

●「ワード」や「一太郎」等のファイルにgrep

「ワード」や「一太郎」等のワープロソフトで作成したファイ
ルに対して、	秀丸エディタのgrep	機能を使用したのですが、う
まく検索されません。

grepの機能も秀丸エディタ本体の機能と同様にテキストファイ
ルが対象なので、	そのままではワープロソフトで作成されたフ
ァイルに対してgrep	を行うことはできません。
ワープロソフトで作成されたファイルに対してどうしても	grep
を実行したい場合は、	そのワープロソフトで「テキストファイ
ル形式」にして保存し、	そのファイルに対して	grep	を実行し
ます。

直接、ワープロソフトを使用しないで、テキスト形式に変換す
る方法もあります。

EB	series	support	page にある、	「xdoc2txt」を使用すれば、
PDF、WORD、EXCEL、一太郎などの各種バイナリ文書から、
テキストを抽出可能です。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ

http://ebstudio.info/


←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0077A]

●BOX範囲選択の方法

秀丸エディタでBOX範囲選択をするには、どうしたらいいので
しょうか？

マウスで範囲選択する方法と、キーボードで範囲選択する方法
があります。

1.	マウスで範囲選択する方法	 [ALT] キー、または [CTRL]

キーを押しながらマウスでドラッグします。

2.	キーボードで範囲選択する方法
「BOX選択開始」コマンドを実行してから、カーソルキー
を押します。
デフォルトでは、BOX選択開始は	 [SHIFT] + [f6] キー
に割り当てられています。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0082A]
古い情報なので削除
(Ver.8以降では、「ファイルタイプ別の設定」、「動作環境」を変更して
も、「やり直し」「やり直しのやり直し」は問題なく動作します。)



●設定変更後に「やり直し」が効かない

「その他→ファイルタイプ別の設定」、「その他→動作環境」
で設定を変更すると、「編集→やり直し」、	「編集→やり直し
のやり直し」が効かなくなる場合があります。

「折り返し文字数」、「禁則処理」のようなワープロ行（見た
目での行数）が変わる可能性（実際に変わらなくても）がある
設定を変更した場合は、	秀丸エディタ内部で情報の再配置が必
要なため、「編集→やり直し」、「編集→やり直しのやり直
し」が効かなくなります。

マクロ命令も同様です。[HMM0040A]	●config	"w"、
[HMM0040B]●マクロ実行後に「やり直し」が効かないを参照し
て下さい。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0083A]

●検索／置換の「選択した範囲内のみ」の動作

検索／置換の「選択した範囲内のみ」の動作がちょっと変な感
じがしますが？	時々、ダイアログの「選択した範囲内のみ」チ
ェックボックスがグレーになって変更不可になったり、	選択し
た範囲より少し外側まで検索／置換されたりするようです。

「選択した範囲内のみ」チェックボックスが有効になるのは、
範囲選択している場合だけです。

現時点（秀丸エディタ	Ver.8.88）では、検索／置換の「選択し
た範囲内のみ」の機能は秀丸エディタ内部の構造上、	論理行
（改行までを１行と数える）単位になっています。

例えば、選択範囲の始まりが行頭でない場合、検索／置換の開
始場所は選択範囲の始まりの場所の行の行頭になります。	また
同様に、検索／置換の終わりは選択範囲の終わりの行の行末に
なります。
その為、範囲選択した箇所と一致しない場合があります。

選択範囲の始まりが行頭でない/選択範囲の終わりが行末でない
状態で「選択した範囲内のみ」をONにし、	検索を実行した場
合は、範囲は行単位になると、メッセージが表示されます。



[補足]

マクロの検索系文で使用する「inselect」オプション
は、複数行の選択でなくても有効です。	行内の一部分
のみを選択していても、範囲を拡張して1行を選択した
状態で実行されます。

検索の範囲を任意に指定したい場合は、「カラーマー
カー」を使います。
「第II部〜知っていると便利な秀丸の機能」の「検
索」-「「追加の条件」について」を参照してくださ
い。

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0078B]

●設定を他のパソコンに移行したい

秀丸エディタの各種設定を、他のパソコンに移行したいのです
が、移行先パソコンでの作業手順を教えてください。

まず、[HME0078A]●各種設定を移行するためファイルに保存し
たいを参考に設定ファイルを作成します。
そして新たに設定し直すパソコンに、秀丸エディタをインスト
ールします。

保存した設定ファイル類は、「その他」→「動作環境」→「環
境」→「パス」にある「設定ファイル用のフォルダ」を開き、
そこにコピーしておくと、ファイルを読み込む場合に、多少手
間が省けます。	(キー割り当てや強調表示でファイルを読み込
む場合、「設定ファイル用のフォルダ」が最初に開かれる。)

キーの割り当て+マクロの登録内容
「その他」→「キー割り当て」の	[読み込み…]ボタンを押
し、設定ファイルの読み込みをします。

強調表示
「その他」→「ファイルタイプ別の設定」の「デザイン」
から、[保存/読込]ボタンを押すと表示される[読み込み]を
選択し、	設定ファイルの読み込みをします。

上記を含めたほぼ全ての設定	



「その他」→「設定内容の保存/復元」から行います。
「設定情報をファイルから復元する」→[次へ]で保存した
設定ファイルを選択します。

なおこの機能は、本来パソコンの構成が同じである事を想
定しているので、構成が異なる場合、加えて次のことを行
ってください。

「その他」→「動作環境」→「環境」にある「パス」
等の設定も場合によっては設定し直す。

必要なら[HME0052A]●テキストファイルは常に秀丸で
開きたいを参考に、関連付けをやり直す。

送金したかどうかは、元々保存されませんので、	送金
登録は[HME0003A]●「送金登録作業」の手順を参考に
別途行うこと。

秀丸パブリッシャー等の拡張モジュールを使っていた
場合は、その再インストールおよび設定。

[補足]

各種設定ファイルの読み込みで設定は移行できますが、マ
クロ、標準添付以外の変換モジュール、	マクロで使ってい
る外部DLL等のファイルは、別途移行させる必要がありま
す。

参考資料(外部リンク)

秀丸エディタ	ヘルプファイルサイト

移行の手引き

設定内容の保存/復元

秀丸エディタ開発元の秀まるおのホームページ(サイ
トー企画) にある引っ越し手順

https://help.maruo.co.jp/hidemaru/html/050_Move.html
https://help.maruo.co.jp/hidemaru/html/050_Move_Ragbackup.html
https://hide.maruo.co.jp/index.html


新しいパソコンへの設定内容の引っ越し手順

←前へ 	次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ

https://hide.maruo.co.jp/software/moving/index.html#hidemaru


←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0016B]

●秀丸の画面だけが乱れる（その２）

画面をスクロールさせたときにカーソルのある行の表示が乱れ
たり、ルーラーの表示が乱れたりします。
他のアプリケーションはまったく正常なので、秀丸エディタの
バグだと思うんですが？

下記の設定を試してみてください。現象が改善するようであれ
ば、ディスプレイドライバ側のバグが考えられます。

秀丸エディタの動作設定
「その他」	→	「動作環境」	→	「トラブル対策」の対策レベル
を調整してみてください。



また、「詳細」ボタンで表示される内容に関してもチェックボ
ックスのON/OFFを切り替えてみてください。

もし表示がおかしくなるのが、日本語など半角英数字以外の場
合、ファイルの文字コードと表示文字コードが食い違っている



場合があります。

この場合は、[HME0051A]●漢字コードの使い分けを参考に	文字
コードの食い違いが起きないようにしてください。

←前へ 	次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0058A]

●１行の長さをそろえたい

カーソル位置が特定の位置（７０文字目等）にきた時、自動で
改行を入れることは可能でしょうか？メール等の作成で利用し
たい機能なんです。

自動で行う事は出来ませんが、Ver.8以降では、「編集」メニュ
ーに「整形」が追加されました。	これを使えば指定した桁で改
行を入れる事が可能です。

「整形」は整形ラインの位置を基準として、改行の挿入や、削



除が行えます。	また、「ファイルタイプ別設定」の「デザイ
ン」に「整形ライン」が追加されています。

整形
行が整形ラインを超えている場合、整形ラインの桁数に改
行を入れます。(赤色の縦線が整形ライン)

範囲選択していればその範囲を、範囲選択していない場合
にはカーソルのある行を対象に動作します。

実行結果です。行番号が増えているので、改行が追加され
ている事がわかります。



連結
整形ラインの位置以降に改行がある場合、改行を削除して
次の行と連結します。	範囲選択していればその範囲を、範
囲選択していない場合にはカーソルのある行を対象に動作
します。

実行結果です。行番号が減っているので、行が連結されて
いる事がわかります。

折り返しに改行を入れてコピー
折り返し部分に、改行を入れてコピーします。

ウィンドウサイズで折り返しされているファイルで実行し
てみます。	「コピー」なので、範囲選択を行います。



コピー先はウィンドウサイズを広げておき、そこに貼り付
けます。	折り返し部分に改行が入っているので、行が増え
ている事がわかります。

←前へ 	次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0040A]

●バックアップファイルを作りたくない

バックアップファイル「*.BAK」が勝手に出来てしまって迷惑
しています。どうしたらいいでしょうか？

バックアップファイルの設定は、「その他」→「ファイルタイ
プ別の設定」→「その他」→「保存・読み込み」にある、
「バックアップファイルの作成」チェックボックスで設定しま
す。

バックアップファイルを作成しないようにするには、このチェ
ックボックスをＯＦＦにします。

ファイルタイプ毎に設定できます。（設定する必要がありま
す）



バックアップの詳細は、「その他」→「動作環境」→「ファイ
ル」→「保存」で設定します。

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0027A]

●起動時に秀丸が現れて邪魔だ

Windowsが起動した直後に（無題）の秀丸エディタが勝手に開
き、困っています。

スタートアップにあるショートカットの設定がおかしいのが原
因です。	本来は最小化状態で起動され、通知領域に格納されま
す。

「その他」→「動作環境」→「常駐機能」	→	「秀丸エディタ
の常駐」の設定を操作する事で、	正しいショートカットを作成
する事が出来ます。

動作環境ダイアログを「OK」で閉じる際に、この設定に従い、
スタートアップへショートカットの削除/作成が行われます。

その為、以下の動作を行えば、ショートカットが一度削除さ
れ、	新しいショートカットが再作成されます。

1.	「秀丸エディタの常駐」をOFFにして、動作環境ダイアロ
グを「OK」で閉じる。

2.	「秀丸エディタの常駐」をONにして、動作環境ダイアログ
を「OK」で閉じる。



←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0053A]

●「常駐秀丸の終了」がわかりません

秀丸エディタのインストールファイルや、「HMSETUP.EXE」
を実行すると	「常駐秀丸を含めてすべての秀丸エディタを終了
させろ」と言われてしまいました。	「常駐秀丸の終了」って、
どうやれば良いのですか？

タスクバーの右端に秀丸エディタのアイコンが表示されていま
すね。そのアイコンをマウスで右クリックし、	一番下にある
「常駐秀丸の終了」を選択します。

Windows	Vista	の場合

Windows10	の場合は	まとめられているので矢印?( ∧ )をク
リックしないと出てこない場合もあります。

右クリックで表示されるメニューです。



現時点(Ver.8.77)では、インストール時に秀丸エディタの起動状
態をチェックし、	起動中の場合は、常駐秀丸エディタを含め終
了させることも出来ます。

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0016C]

●表示できない記号がある

[HME0016D]

●改行、EOF	が表示されない

[HME0016E]

●カラー設定が上手くいかない

（HME0016C〜HME0016E共通）秀丸エディタの画面上で、特
定の記号や文字が表示されなかったり、	改行、[EOF]のマーク
が表示されなかったりします。	他のアプリケーションでは正常
に表示されています。秀丸エディタのカラー設定が上手くいっ
ていないかもしれません。

まず以下の点を確認してください。

1.	自分の表示したい項目について、「その他」→「ファイル
タイプ別の設定」−「デザイン」の各項目の設定を確認し
てください。

場所の一覧



各項目の文字色、背景色、スタイルを設定します。	先
頭にチェックボックスのある項目は、表示のON/OFF
を切り替えます。
(全部の設定を見るには、スクロールバーを操作してく
ださい。)

表示
「デザイン」の「場所の一覧」から、エディタ画面上
に関係する内容のON/OFFだけ、切り出した画面で
す。



複数行コメント
自動判定で行うか、明示的に言語を指定しください。

強調表示
強調表示方法(自動判定、ユーザー定義、なし)や、ユ
ーザー定義の場合は、設定文字、検索方法、表示方
法。

2.	「場所の一覧」で設定した各項目の文字色、背景色に問題
はありませんか？	「場所の一覧」で表示されている順番自
体が、優先順位になっていて、一番上が優先度が低く、一
番下が高くなります。	優先度によっては、色が上書きされ
るので、文字色と背景色が色が重なると文字が見えなくな
ります。

もしこれらの設定に間違いがなければ、ディスプレイドライバ
の問題が考えられますので、	[HME0016B]●秀丸の画面だけが乱



れる（その２）	を試してみてください。

←前へ 	次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0033A]
古い情報なので削除



●印刷ができません

「ファイル」→「印刷」で印刷をしようとすると、「プリンタ
のオープンに失敗しました」というエラーメッセージが出て印
刷が出来ません。

本来のプリンタ以外が割り当てられているためのようです。原
因については、調査中とのことです。

[解説]

ウィンドウズがインストールされているフォルダ内の
「REGEDIT.EXE」(レジストリエディタ)を実行して、
「HKEY_CURRENT_USER\Software\Hidemaruo\hidemaru\En
v」の「PPrinterName」が、	別のプリンタになっていないか
確認して下さい。	別のプリンタになっていたら、「スター
ト→設定→プリンタ」で本来のプリンタに相当する名前を
見つけて、	「PPrinterName」に設定して下さい。

反則技ですが、印刷できるようになります。
レジストリをいじる場合は、十分注意して行ってくださ
い。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0035A]

●縦書きや段組みなど、きめ細かな設定で印刷し
たい

縦書きや段組みなど細かな設定をした印刷は出来ませんか？

秀丸エディタでワープロのように凝った印刷は出来ませんが、
「秀丸パブリッシャー」を導入すると、ある程度可能になりま
す。具体的には、

1.	画面表示に併せたカラー、書体指定

2.	プレヴュー

3.	偶奇ページで左右のマージンを逆転

4.	印刷/更新日時の印刷

5.	ページ番号やファイル名等を「ボックス」という独自の概
念で体裁・位置を細かく指定

6.	 4段までの段組み

7.	上記設定のファイル保存に後から再利用

が可能になります。

「秀丸パブリッシャー」は、秀まるおのホームページ −	ソフ
トウェア −	秀丸パブリッシャー 	から入手可能です。

「秀丸パブリッシャー」は、32bit版と64bit版がありますが、

https://hide.maruo.co.jp/
https://hide.maruo.co.jp/software/
https://hide.maruo.co.jp/software/hmpv.html


「秀丸パブリッシャー」の64bit版は、32bit秀丸エディタでも使
用可能です。	詳細は、「第VI部〜秀丸エディタ拡張モジュー
ル　秀丸パブリッシャー」を参照してください。

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0017A]

●知らない秀丸がメモリー上に残っている

Windowsでタスクマネージャを表示すると、リストボックスに
「Hidemaru.exe」が一杯出てくるのですが、異常でしょうか。

異常ではありません。「秀丸エディタの常駐」および「秀丸エ
ディタの瞬間起動」を利用するように設定されていると、	秀丸
エディタを閉じても、実際にはウィンドウを廃棄せずに（メモ
リ上に残したまま）瞬間起動用に待機させることになります。
リストボックスに一杯出てくる「Hidemaru.exe」は、待機中の
秀丸エディタです。

「秀丸エディタの瞬間起動」を利用するには、「秀丸エディタ
の常駐」を設定する必要があります。	（「その他」→「動作環
境」→「常駐機能」→「秀丸エディタの常駐」のチェックボッ
クスで設定）



「秀丸エディタの瞬間起動」は「その他」→「動作環境」
→「パフォーマンス」→「詳細」	ボタンで表示されるダイアロ
グで、設定を行います。

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0075B]
古い情報なので削除



●Windows98にしてから右クリックメニューが遅
い

Windows98にアップグレードしてから、秀丸エディタの右クリ
ックメニューを出そうとすると極端にマシンが遅くなるんです
が…。

これは、Microsoft	PLUS!98	付属の	McAfee	VirusScanでVShieldを
常駐させていると、	秀丸エディタの右クリックメニューやダイ
アログボックスを表示させたときに、マウスカーソルの動きが
極端に遅くなる現象です。

　この問題は、秀丸エディタver.2.25以降で修正されています。
なるべく最新バージョンの秀丸エディタを使うようにしてくだ
さい。

　ちなみに旧バージョンの秀丸エディタを使う場合は、
VShieldのプロパティで「設定」-「除外」に秀丸エディタをイ
ンストールしたフォルダを指定すると回避できます。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0076A]
古い情報なので削除



●Windows98でウィンドウがアクティブにならな
い

Windows98で「次の秀丸エディタも続けて検索」のときや、バ
ックタグジャンプのときに、	秀丸エディタウィンドウをうまく
アクティブに変更されないため、正しく動作しません。
　また、マクロのsetactivehidemaru等も誤動作する場合がある
ようです。

この問題は、秀丸エディタ	ver.2.25以降で修正されています。
なるべく最新バージョンの秀丸エディタを使うようにしてくだ
さい。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0014A]

●「￥」の使い方

マクロでファイル名に「"C:\TEST.TXT"」と指定してもうまく
動きません。	たとえば、次のマクロ文で「C:\TEST.TXT」を開
きたいのですが、エラーになってしまいます。	もちろん、この
ファイルは確かに存在しています。

openfile	"C:\TEST.TXT";

「\」はＣ言語同様特殊文字なので、

openfile	"C:\\TEST.TXT";

というように「\」を２つ重ねて下さい。

詳しくは、『第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと』の『マク
ロ内での「\」や	特殊文字の使い方』をご覧ください。

秀丸エディタ	Ver.8.66以降の場合の場合は、「\」を２つ重ねな
くてもいい記述方法も使えます。

openfile	R"(C:\TEST.TXT)";

または、

openfile	@"C:\TEST.TXT";



詳しくは、『マクロ内での「\」や特殊文字の使い方』にある
『Ver.8.66以降の場合』をご覧ください。

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0055A]

●文章作成日時を挿入するには？

編集中のファイルに現在の日時を挿入したいのですが、何か簡
単な方法はないでしょうか？（手で書くのでは不便です）

秀丸エディタ	Ver5.00β1から、挿入系のコマンドに「日付と時
刻」が追加されています。	date	+	"	"	+	time;	という形式です。

例)	07/04/22(日)	22:50:18

任意の形式で挿入するには、マクロを作成する必要がありま
す。	以下のようなマクロを使えば簡単に実現できます。

//-------	サンプルマクロ	-------//
insert	date	+	"	"	+	time	+	"\n";

endmacro;

//	----------------------------	//

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0026A]

●setsearchのフラグ

setsearchのフラグって何ですか？

検索ダイアログボックスの設定状態をマクロ文で再現するため
のものです。下記の数値(の和)を指定します。
例えば「単語でしかも大文字小文字の区別あり」の場合は(1	+	2
=)	3	を指定します。

ビット演算に関しては、「秀丸マクロのいろはにほへと　ビッ
ト演算を極める」を参考にしてください。

Ver.8以降からは、フラグ2(searchoption2	相当)が追加されてい
ます。フラグ２は省略できます。

setsearch	"文字列",	フラグ1	[,	フラグ2]	

フラグ1

フラグ1の内容
検索オプション フラグ その他

単語の検索 0x00000001	(ビット0)
大文字/小文字の区別 0x00000002	(ビット1)

置換かどうか 0x00000004	(ビット2)	(置
換の場合に1)

置換の場合、問い合わ



せの有無 0x00000008	(ビット3)

正規表現 0x00000010	(ビット4)
あいまい検索 0x00000020	(ビット5)
ファイル名一覧だけ作
成

0x00000040	(ビット6)
(grep用)

次の秀丸エディタも続
けて検索

0x00000080	(ビット7)

サブフォルダも検索 0x00000100	(ビット8)
(grep用)

最小化状態で実行 0x00000200	(ビット9)
(grep用)

ファイル名をフルパス
で出力

0x00000400	(ビット10)
(grep用)

検索文字列の強調 0x00000800	(ビット11)(検
索，grep用)

Ver.5.00
以降

検索文字列の強調 0x00001000	(ビット12)(置
換用）

Ver.5.00
以降

検索文字列の強調を変
更

0x00002000	(ビット13) Ver.5.00
以降

追加の条件（普通の文
字）

0x00010000	(ビット16) Ver.6.50
以降

追加の条件（コメン
ト）

0x00020000	(ビット17) Ver.6.50
以降

追加の条件（#ifdef等の
無効部分）

0x00040000	(ビット18) Ver.6.50
以降

追加の条件（スクリプ
ト部分）

0x00080000	(ビット19) Ver.6.50
以降

追加の条件（文字列） 0x00100000	(ビット20) Ver.6.50
以降

追加の条件
（HTML/XMLタグ） 0x00200000	(ビット21) Ver.6.50

以降
追加の条件（「の
み」）

0x00400000	(ビット22) Ver.6.50
以降

追加の条件が有効であ
るかどうか

0x00800000	(ビット23) Ver.6.50
以降



一周する 0x01000000	(ビット24)
Ver.6.50
以降

検索したら閉じる 0x02000000	(ビット25) Ver.6.50
以降

バックアップ 0x04000000	(ビット26)
(grepして置換用)

Ver.6.50
以降

保存の前に確認 0x08000000	(ビット27)
(grepして置換用)

Ver.6.50
以降

出力先 0x30000000	(ビット28,29)
(grep用)

Ver.6.50
以降

searchoption2が有効か
どうか

0x80000000	(ビット31) Ver.8.00
以降

フラグ2
フラグ2は、Ver.8.00以降から拡張されたフラグで、
searchoption2に相当するフラグを設定します。
フラグ2を有効にするためには、フラグ1の「追加の条件が
有効であるかどうか(0x80000000)」のビットを立てる必要
があります。

フラグ2の内容
検索オプション フラグ その他

ヒットしない行 0x00000001	(ビッ
ト0)(grep用)

Ver.8.00
以降

追加の条件で「指定の範囲/カラ
ーマーカー内」が有効かどうか

0x00000002	(ビッ
ト1)(検索,置換
用)

Ver.8.56
以降(注
1)

注1
対象となる範囲は、settargetcolormarker	で指定しま
す。

←前へ 	次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0063A]

●メニュー項目を揃えたい

menu	文等で各項目をきちんと揃えて表示したいのですが？

ワープロソフトでやるような自由な「タブ指定」はできません
が、以下の様なやり方で何とか(^^;揃える事はできます。

//-------	サンプルマクロ	-------//

menu	"1.			Test	1",

					"10.		Test	2",

					"100.	Test	3";

menu	"1.\tTest	1",

					"10.\tTest	2",

					"100.\tTest	3";	//タブ(\t)は一つだけ使用可
endmacro;

//	----------------------------	//

※	上記の２つの表示の違いを比べてみて下さい。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0065A]

●menuarray	文の引数を自由に設定したい

menuarray	文等で、第１引数の配列の指定を途中(ex.$a[2])から
したり、	途中で止めたりする事はできませんか？

まず、

menuarray	$a[2],	2;

の様に配列の途中から指定する事はできません。	途中で止める
には、第２引数の配列の数を調整すればできます。

//-------	サンプルマクロ	-------//
$a[0]	=	"1.\tTest	1";

$a[1]	=	"2.\tTest	2";

$a[2]	=	"3.\tTest	3";

menuarray	$a,	2;	//「2.	Test	2」までしか表示されない
endmacro;

//	----------------------------	//

　

[参考]

あまり使う事はないでしょうが(^^;、２次元配列を使えば
以下の様な事もできます。

//-------	サンプルマクロ	-------//
$a[0][0]	=	"メニュー１の項目１";



$a[0][1]	=	"メニュー１の項目２";
$a[1][0]	=	"メニュー２の項目１";
$a[1][1]	=	"メニュー２の項目２";
menuarray	$a[0],	2;	//「メニュー１」の表示
menuarray	$a[1],	2;	//「メニュー２」の表示
endmacro;

//	----------------------------	//

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0001A]

●パスワードが来ない

送金したにも関わらず、いつまで経ってもパスワードの連絡が
来ません。何故でしょう？

秀丸エディタの開発元であるサイトー企画のwebサイト「秀ま
るおのホームページ 」にある、	以下のページの内容を確認し
てください。

ご購入方法

メールが届かない場合

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ

https://hide.maruo.co.jp/
https://hide.maruo.co.jp/swreg/index.html
https://hide.maruo.co.jp/mailmissing.html


←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0002A]

●送金したのにまだ「送金について」が出る

送金したにも関わらず、「送金について」のダイアログが出て
しまいます。	送金しただけではだめなのでしょうか？

送金後、自分で秀丸エディタを起動して、	[HME0003A]●「送金
登録作業」の手順	を行う必要があります。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0004A]

●パスワードを忘れた／紛失した

新しいマシンに秀丸エディタをインストールしましたが、パス
ワード(ライセンスキー)を忘れてしまいました。	どうしたらよ
いでしょう。

秀丸エディタの開発元であるサイトー企画のwebサイトでパス
ワードの再発行が出来ます。	具体的には、
秀まるおのホームページ(サイトー企画) −	サポート −	暗証
再発行サービス
にアクセスして、
秀丸エディタの暗証再発行
を選択してください。

その後は自分の登録内容を入力して、[検索開始]を選択すれ
ば、暫くすると登録したアドレスにパスワードを書いたメール
が届きます。

この方法でパスワードが来ない場合、秀丸エディタの作者宛て
に電子メールを出すか、	メールアカウントを持っていない場合
は、FAXや手紙で直接連絡を取ることになります。

この「Ｑ＆Ａ集」のみを見ている方が不用意にメールを出すこ
とを避けるために、	作者の電子メールアドレスや住所等は記載
しません。

https://hide.maruo.co.jp/index.html
https://hide.maruo.co.jp/support/index.html
https://hide.maruo.co.jp/support/swquery.html
https://hide.maruo.co.jp/support/hidemaru.html


方法の詳細は、「その他	→	秀丸エディタ-ヘルプ」の	「送金方
法，ライセンスについて」 	を参照してください。

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ

https://help.maruo.co.jp/hidemaru/html/060_Soukin.html


←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0005A]

●パスワードを書いても良いの？

送金したら送られてくるパスワードのことで質問があるのです
が、パスワードを会議室に書込んでも構いませんか？

絶対にだめです！（言語道断です！）

[解説]

秀丸エディタに限らない事ですが、絶対に「パスワード」
を第三者の目に触れる場所（コミュニテックス、webサイ
ト、ブログ、SNS等）に書き込まないで下さい。	故意でな
くても、法的に訴えられる事も有ります。（訴えられると
思って下さい）

入手したパスワードの管理には十分注意してください。マ
シンの前面に貼り付けるといった、第三者の目に触れるよ
うな場所には、	決して置かないで下さい。また、紛失した
りすることのないように十分気をつけるよう心がけましょ
う。

[参考]

「パスワード」の扱いは、あなたが持っているキャッシュ
カードと考えれば、簡単です。	誰かがあなたの学校や会社
の掲示板に「このキャッシュカードが落ちていましたよ、



名前と住所、電話番号に、そうそう暗証番号は○○○…」と
誰かが掲示したとしたら、どうでしょう？	掲示した人があ
なたに向かって	「いやぁ〜、暗証番号や住所まで書いちゃ
ってゴメンね。悪意があったわけじゃなく、知らなかった
だけだから。許してネ」	と言ったとしたら、笑って許せま
すか？

　悪意がなくても(過失でも)厳罰に処されることは、一般
の社会では珍しいことではありません。	通信あるいはシェ
アウエアという社会でも、そのルールを守り、お互いに気
持ちよくすごしたいものです。

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0011A]

●アンインストール方法

秀丸エディタをインストールしたのですが、自分の思っていた
ソフトとは違っていたので、	アンインストールしようと思いま
す。どうしたらよいのでしょう。

通常のソフトと同様な方法で、アンインストールすることが出
来ます。

[手順]

1.	 常駐秀丸を含めて全ての秀丸エディタを終了して下さ
い。	常駐秀丸の終了方法は、「●「常駐秀丸の終了」
がわかりません	」を参照して下さい。

2.	 「コントロール	パネル	→	プログラム	→	プログラムと
機能」のリストボックスの中から「秀丸エディタ」を
選択して、	「アンインストールと変更」ボタンを押し
てください。（「秀丸エディタのセットアップ」ダイ
アログが表示されます）

Windows10	の場合は、「スタートメニュー」から「設
定」を選び、「アプリ」の「アプリと機能」から、	ア
ンインストール作業を行います。

3.	 「アンインストールしますか？」と聞いてくるので、



「はい」ボタンを押して下さい。

4.	「アンインストール再確認」ダイアログが表示されま
すので、「はい」ボタンを押して下さい。（これで、
アンインストールが出来ます）

5.	ファイルを完全に削除するために、Windows	を再起動
して下さい。

6.	秀丸エディタをインストールしたフォルダ内に秀丸エ
ディタ以外のファイルがない場合は、	フォルダごと削
除して下さい。（これで、完全にアンインストール出
来ます）

マクロフォルダや、設定用フォルダも不要なら削除し
てください。

[解説]
秀丸エディタがインストールされるデフォルトフォルダ
は、Windowsフォルダと同じドライブにある	「Program
Files\Hidemaru」フォルダです。

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0006A]

●質問したい時にはどうするの？

秀丸エディタについて聞きたいことがあるんですが、どうすれ
ばいいですか？

次のようにしましょう。

[手順]

1.	 他のアプリケーションでの確認	不具合だと考えられる
場合は、まず秀丸エディタ以外のアプリケーション
で、同様のことが起きないか確認しましょう。	他のア
プリケーションでも同様の問題が起きる場合、その問
題に応じてプリンタなど共通する部分の設定が上手く
いっていないか、	OS自体に不具合があると考えられ
ます。

2.	 このＱ＆Ａ集に解説が載ってないか探しましょう。
秀丸エディタを使う上で、みんなが疑問に思ったこと
が、いっぱい書いてあります。

3.	 ヘルプを見てみましょう
「その他	→	秀丸エディタ-ヘルプ」にも、いろんな解
説が載っています。ヘルプの中の検索ボタンも案外便
利です。



4.	秀丸エディタを使っている友人がいる場合
その人に聞いてみましょう。親切に教えてくれること
でしょう。	また何度も親切に教えてくれる人には、た
まにはランチでもおごって上げましょう(^^)。

5.	サポート場所で尋ねる
この場合は、次のように問い合わせ内容によってサポ
ート場所が変わります。

A	公開されているマクロを利用していて起きる問
題
そのマクロのドキュメントや、マクロ中の但し書
きに従って、対処してください。	通常は製作者に
直接連絡する場合が多いと思いますが、サポート
場所が明示されている場合はなるべくそれに従い
ましょう。

B	秀丸エディタの使い方全般の質問
これは、下記表中の「一般」に質問します。

C	マクロの改変・作り方に関する質問
これは、下記表中の「マクロ」の方に質問しま
す。ただしマクロの‘使い方’一般に関する質問
は、Bですので、注意してください。

D	何らかの理由で、上記の方法がどれも使えない
場合
パスワードに関する問い合わせは、[HME0004A]●
パスワードを忘れた/紛失したを参考にしてくださ
い。	それ以外にもネットワークに接続できないな
どの理由で、B,Cの方法が取れない時は、	秀丸エ
ディタのヘルプの「サポート、連絡先など」 の
項を参考にしてください。

秀丸エディタについて書き込みの出来るコミュニテックス

https://help.maruo.co.jp/hidemaru/html/280_Support.html
https://www.maruo.co.jp/


	の会議室には、

アクセス先 一般 マクロ

秀シリーズサポ
ートフォーラム

２．秀丸エディ
タ＆関連ソフト
サポート会議
室

４．秀丸エディタ
マクロ作者会議室

(4番)

秀丸エディタβ版
＆秀丸メール常連
さんフォーラム

３．秀丸エディ
タβ版

４．公開マクロ	サ
ポート会議室（秀
丸エディタ関
連）

があります。但し、これらは不特定多数の人が閲覧可能の
場所ですので、パスワード、自分の住所などは、絶対に書
いてはいけません!

コミュニテックスに投稿する時は、	予めコミュニテックス
入会申請 で入会(無料)

1
する必要があります。	その際、

接続しているアプリケーションの種類設定等によっては、
コミュニテックスログイン でのlogin	作業が必要になる
場合もあります。	なおコミュニテックスでは、フォーラム
設定メニュー で設定しておくことにより、	メーリングリ
ストのようにメーラー	(MUA)での参加が可能になります。

なお実際に問い合わせをする場合は、どの様な場合も
[HME0007A]●問い合わせ時の必要事項を参考に、	必要なこ
とが書いてあるか確認してください。

←前へ 	次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ

1.	 入会(参加)自体は無料ですが、	投稿された記事の何処まで自分が読
んだ(メールの場合、何処まで自分宛に送信されたか)	記録しておく

https://www.maruo.co.jp/hidesoft/
https://www.maruo.co.jp/hidesoft/2/
https://www.maruo.co.jp/hidesoft/4/
https://www.maruo.co.jp/turukame/
https://www.maruo.co.jp/turukame/3/
https://www.maruo.co.jp/turukame/4/
https://www.maruo.co.jp/ssl_signup.asp
https://www.maruo.co.jp/ssl_login2.asp
https://www.maruo.co.jp/hidesoft/setup.asp


ために、メールによる転送を使用する場合のメールアドレスとパス
ワードの設定が必要になります。↩



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0007A]

●問い合わせ時の必要事項

問い合わせをするとき、どの様なことを書いておけばよいので
しょう？

まず	[HME0006A]	●質問したい時にはどうするの？を一読し
て、	他の方法で解決できないかどうか確かめてください。	実際
に問い合わせるときは、状況に応じて次のようなことを解る範
囲で構いませんので、出来るだけ詳しく、	具体的に書いておく
と良いでしょう。

1.	不具合と考えられる場合

a.	 何をしたのか？

b.	 どうなると思っていたのか？

c.	 実際にはどうなったのか？

d.	 どの様な設定でも起きるのか？

e.	 発生する確率はどの程度か？

2.	自分の希望する機能が、その存在の有無も含めて解らない
場合

a.	 自分のやりたい事は何なのか？

b.	 どの様な操作をして、その結果どうなるのがよいの



か？

3.	機能を追加して欲しい場合

a.	 どの様な機能がほしいのか？

b.	既にある機能ならどの様に拡張してほしいのか？

c.	 何処にどの様に表示するのか？

d.	ユーザーインターフェース	(使い方)	はどの様な物が良
いか？

4.	質問の内容と関わりなく、書いた方が早く解決できる可能
性のある事柄

a.	 使用している秀丸エディタのバージョン
タブモードで使用しているかどうかや、モニタのDPI
もわかると良いかも

b.	 Windows	のバージョン	(XP、Vista、7、8、10	など)
Windows	10	の場合は、詳細なバージョンがわかる方が
いいでしょう(1709や、1803，1809など)

c.	 自分の使用している機種名

d.	ファイルシステム	(FAT、FAT32、NTFS)

e.	 問題が起きる接続先がネットワークで共有している場
合、サーバーのOS、アプリケーション	(Samba	など)	と
ファイルシステムおよびそのヴァージョン

f.	 例外的に、特定の環境でのみ起きることが解っていれ
ば、問題の起きる環境、起きない環境の違いを書く

(1)	の場合は、他のソフトウェアで同じことが起きないか？、こ
の	Q＆Aに同様の記載は無いか?	を合わせて確認した後、	すぐ
に質問しないで、コミュニテックス のサポートフォーラムを
一度確認してみて、	既に報告されているようならば、修正を気

https://www.maruo.co.jp/


長に待ましょう。
(サポートフォーラムに関しては、[HME0006A]●質問したい時
にはどうするの？を参照)

(2)、(3)	については、他のアプリケーションで出来る機能な
ら、そのアプリケーションと機能名を記載すると解りやすいで
しょう。

またどの様な場合も、[HME0008A]●発言タイトルの付け方は？
を参考に、適切な題名を付けるようにしましょう。

但し、コミュニテックスなど多くの人の目に触れる場所に投稿
する場合は、パスワード、自分の住所などは、絶対に書いては
いけません！

←前へ 	次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0008A]

●発言タイトルの付け方は？

秀丸エディタのサポート会議室で発言しようと思うんですが、
タイトルはどのようにつければ良いのでしょうか？

質問の発言のタイトルには

秀丸エディタの画面をスクロールすると乱れる

のように、具体的な障害を書くことをお勧めします。

一般に、秀丸エディタのサポート会議室に限らずネット上の会
議室では、	「助けてください」「ヘルプ」「不具合です」など
漠然とした題名だと、	回答が付けられにくい傾向があります。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0009A]

●発言にレスがつかない

昨夜、サポート会議室で発言したんですが、今朝になってもレ
スがついていません。

質問に答えてくれる有志の方や、秀丸エディタのサポート担当
の方も常時待機しているというわけではありませんので、	すぐ
に回答が書き込まれるとは限りません。	あせらずにしばらく
（２〜３日程度でしょうか？この辺なんとも言えませんが）待
ってみましょう。	それでも、誰からもコメントが無ければ、
[HME0007A]	●問い合わせ時の必要事項	などを参考に質問の書
き方を変え、もう一度発言してみましょう。

発言の内容によっては回答が誰からも出ない場合もあります
が、次のような理由が考えられます。

質問内容が伝わらないケース	「質問の意図がわからない」
「障害の再現性が特定できない」

会議室での発言としてルールを逸脱しているケース
「公共の場としての会議室で守るべきルールに反する質問
内容」
「秀丸エディタの会議室で適切ではない内容」
「会議室の番号が違うなど、そもそも秀丸エディタの会議
室でない」



困った時はパニックになり、どうしても独りよがりな思いこみ
で書いてしまいがちです。	もう一度、深呼吸をして発言内容を
確認し、再度、発言してみてください。きっと誰かが適切なア
ドバイスしてくれるはずです。	秀丸エディタのサポート会議室
っってそんな会議室です(^^)

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0010A]

●会議室では誰が回答してくれるの？

秀丸エディタへの質問は誰が答えてくれるんですか？

秀丸エディタの作者（秀丸担当さん）が直接答えてくれる場合
もありますし、	詳しい他のユーザがコメントを付けてくれる場
合もあります。

原則的に秀丸エディタの作者は全ての質問に対して何らかの回
答を下さっているようです。	ただし、すでに他の人からのコメ
ントで解決している問題等については回答がないこともあるよ
うです。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0014A]

●上書きモードを解除したい

上書きモードになってしまいました。挿入モードに戻したいの
ですがどうすればいいのでしょう？

[INS] （Insertキー）を押すと、上書きモードと挿入モードが
交互に切り替わります。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0019A]

●マウスポインタが消えてしまう

文字を入力するとマウスポインタが消えてしまいます。

これは仕様です。マウスを動かせば再び表示されます。

[解説]
文字入力中に邪魔になるであろうという配慮から、秀丸エ
ディタのウィンドウ内にマウスポインタがある場合、	キー
ボード操作によって文字を入力したりカーソルを移動した
りするとポインタの表示を抑制するようになっています。
マウスを動かすと再表示されます。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0032A]
古い情報なので削除



●VJE-Deltaでの再変換がおかしい

VJE-Deltaで「ひでまる」を再変換すると、「ひでまる秀丸」又
は「秀丸ひでまる」となる。

Ver.2.15	以降では直っているので、バージョンアップしてくだ
さい。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0020A]

●正規表現の上検索がヘン!?

正規表現の上検索が意図した通りに動きません。例えば、「Ａ
ＢＣ」という文字列を「[ＡＢＣ]+」で下検索した場合は、意図
した通り「ＡＢＣ」に	マッチするのですが、上検索だと「Ｃ」
にマッチしてしまいます。本来は下検索同様「ＡＢＣ」にマッ
チするのではないでしょうか？

正規表現は「正規表現を装備するソフトウェアの数だけ、正規
表現が存在する」と言われるくらい、微妙に異なる多くの仕様
がある機能です。	秀丸エディタにおける正規表現の動き方も仕
様とお考えください。

[解説]
上検索は、最初に見つかった「Ｃ」を基準に、下方向に最
も長い文字列「Ｃ」を検索、次に「Ｂ」を基準に「Ｂ
Ｃ」、	次に「Ａ］を基準に「ＡＢＣ」になります。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0021A]
古い情報なので削除



●正規表現の複数「*」で障害

正規表現で「[A-Z]*[0-9]*」というように「*」が複数ある検索
を行うと異常終了してしまいます。

JRE32.DLL	V1.17.1b以降で修正されました。

[解説]
Ver.2.13	以前の秀丸エディタに同梱されている	JRE32.DLL
でおきる現象です。
Ver.2.15	以降の秀丸エディタには修正された	JRE32.DLL	が
同梱されています。
山田和夫氏のホームページ（ http://www.yamada-
labs.com/software/spec/jre/ ）に	修正済の「JRE32.DLL」
が登録されています。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ

http://www.yamada-labs.com/software/spec/jre/


←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0024A]

●行頭に空白が勝手に入って困る

改行すると次の行の頭に空白やタブが勝手に入ってしまいま
す。

自動インデント機能が働いているためです。	自動インデントの
ON/OFFおよび設定は「その他」→「ファイルタイプ別の設
定」を開き、	「設定の対象」の「体裁」→「インデント」にあ
る「自動インデント」で行います。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0061A]

●空白行を削除したい

空白(全角、半角)とタブだけの行を削除したいんですが？

「検索→置換」で、以下の内容(文字列の入力は「」に囲まれた
部分)を入力して、置換を実行して下さい。

検索文字列：	「^[	　\t]+\n」

置換文字列：	「」(何も記入しない)

「正規表現」のチェックボックスにチェックをする

※	検索文字列の"["と"]"で囲まれた部分の空白には、半角空白と
全角空白が一つづつ入っています。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0062A]

●空白行を改行だけの行にしたい

空白(全角、半角)とタブだけの行を改行だけにしたいんです
が？

「検索→置換」で、以下の内容(文字列の入力は「」に囲まれた
部分)を入力して、置換を実行して下さい。

検索文字列：	「^[	　\t]+$」

置換文字列：	「」(何も記入しない)

「正規表現」のチェックボックスにチェックをする

※	検索文字列の"["と"]"で囲まれた部分の空白には、半角空白と
全角空白が入っています。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0063A]

●行頭の空白を削除したい

行頭にある空白(全角、半角)とタブを削除したいんですが？

「検索→置換」で、以下の内容(文字列の入力は「」に囲まれた
部分)を入力して、置換を実行して下さい。

検索文字列：	「^[	　\t]+」

置換文字列：	「」(何も記入しない)

「正規表現」のチェックボックスにチェックをする

※	検索文字列の"["と"]"で囲まれた部分の空白には、半角空白と
全角空白が入っています。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0064A]

●行末の空白を削除したい

行末にある空白(全角、半角)とタブを削除したいんですが？

「検索→置換」で、以下の内容(文字列の入力は「」に囲まれた
部分)を入力して、置換を実行して下さい。

検索文字列：	「[	　\t]+$」

置換文字列：	「」(何も記入しない)

「正規表現」のチェックボックスにチェックをする

※	検索文字列の"["と"]"で囲まれた部分の空白には、半角空白と
全角空白が入っています。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0065A]

●改行だけの行を削除したい

改行だけの空行を取り除きたいのですが、可能でしょうか？

置換ダイアログを使用する場合は、「検索→置換」の「検索」
エディットボックスに「^\n」、	「置換」エディットボックスに
「」(空白にする)、	「正規表現」チェックボックスをＯＮにし
て全置換を実行します。

マクロを使用する場合は、

replaceall	"^\\n",	"",	regular;

で出来ます。

秀丸エディタ	Ver.8.66以降の場合は、

replaceall	R"(^\n)",	"",	regular;

や、

replaceall	@"^\n",	"",	regular;

という表記も可能です。

詳しくは、『第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと』の	『マク
ロ内での「\」や特殊文字の使い方』をご覧ください。



←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0067A]

●ある文字列を含むファイルと存在する位置を知
りたい

複数のファイルの中にある特定の文字列のある位置をぜ〜んぶ
知りたいんですけど…。

秀丸エディタに備わっている「grep」という機能で実現できま
す。詳しくは「●grep/タグジャンプ」を参照してください。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0067B]

●ある文字列を含むファイルを見つけたい

複数のファイルの内から、ある特定の文字列を含むファイルだ
け選別したいんですが…。

秀丸エディタに備わっている「grep」という機能で実現できま
す。詳しくは「●grep/タグジャンプ」を参照してください。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0067C]

●編集中の文書中から特定の文字列をすべて見つ
けたい

現在編集中のファイルの中にある特定の文字列のある場所を全
部知りたいんですが、可能でしょうか？

秀丸エディタに備わっている「grep」という機能で実現できま
す。詳しくは「●grep/タグジャンプ」を参照してください。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0068A]

●「grepの実行」って何ですか？

「検索」メニューの一番下に何気に入っている「grepの実行」
って、一体全体何をする物なんでしょうか？	ダイアログを眺め
ていてもさっぱり分からないんですが…？？？

ある文字列を含むファイルをハードディスクやフォルダの中か
らすべて見つけだすための機能です。	たとえば、ハードディス
クのどこかにあるすべてのテキストファイルから「grepの実
行」という文字列を含むファイルを漏れなくリストアップする
ことが、	たいへん簡単に実現できます。詳しくは「●grep/タグ
ジャンプ」を参照してください。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0069A]

●規則性のある文字列を検出したい

"富士山"とか"東京"とかのような固定的な文字列ではな
く、"交響曲第○番"とかNIFTYのＩＤ（AAAnnnnn：３桁英字
＋５桁数字）のよう	に、規則で表される文字列に対しても検索
や置換はできるのでしょうか。

可能です。正規表現という文字列を表す一般的な規則がありま
すが、その正規表現で目標とする文字列の規則を指定し、	それ
を使って検索や置換を行うことができます。
たとえば、NIFTYのＩＤ（３桁英字＋５桁数字：半角文字のと
き）は、正規表現では

[A-Z][A-Z][A-Z][0-9][0-9][0-9][0-9][0-9]

というようになります。	詳しくは、「●正規表現について」を
参照してください。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0066A]

●漢字だけを探したい

半角の英数文字と漢字が混ざっている文書で、漢字だけを検索
したいのですが、どうしたらいいのでしょうか？

Shift_JISの場合
正規表現で「[亜-黑]」を検索して下さい。この指定で、
「亜」から「黑」の間の文字コードをもつ文字が検索でき
ます。	つまり、すべての漢字が検索できるわけです。

[解説]

なお、最後の漢字は区点コードで次のようになってい
るようです。

体系 最後の漢字（区点コー
ド、

漢
字）

新ＪＩＳのための変
更

8406 煕

９８拡張漢字 9278 黑

unicodeの場合
Unicodeを使用している場合は、「[亜-黑]」では、全ての漢
字を検索することはできません。	Unicodeで漢字のみを示
す正規表現は、かなり長くなります。



[\u2E80-\u2E99\u2E9B-\u2EF3\u2F00-

\u2FD5\u3005\u3007\u3021-\u3029\u3038-\u303B\u3400-

\u4DB5\u4E00-\u9FC3\uF900-\uFA2D\uFA30-\uFA6A\uFA70-

\uFAD9]

サロゲートペア領域は、

[\u{20000}-\u{2A6D6}\u{2F800}-\u{2FA1D}]

になります。

これでは長いので、適当に省略してみました。

[\u3400-\u9FC3\uF900-\uFAD9\u{20000}-

\u{2A6D6}\u{2F800}-\u{2FA1D}]

カタカナ、ひらがなも含める場合は、IMEの文字パレット
等を参考にコードを追加してください。

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0070A]

●正規表現の設定はどうやるの

正規表現の検索とはどうやればできるんですか？

検索や置換のダイアログには「正規表現」というチェックボッ
クスがあります。	正規表現を使用したい場合は、ここにチェッ
クをいれてください。	すると指定された文字列は正規表現とし
て解釈され、それに対応した検索や置換が実行されます。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0071A]

●正規表現による置換をしたい

正規表現の検索が可能なら、正規表現による置換というのもあ
ると思うんですが？

検索側でマッチした文字列を置換側で引用するためのタグ付き
正規表現の機能がver.3.00から実装されています。

なお、置換のダイアログにおいて「検索」で指定した正規表現
にマッチした文字列を「置換」で指定した固定文字列に置換す
ることは可能です。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0084A]

●行をソートすることは出来ませんか？

行をソートすることは出来ませんか？

秀丸エディタ	Ver	5.00から変換モジュールが導入され、	Ver	8.00
からは、ソートが標準添付の変換モジュールに組み込まれてい
ます。

メニューの「編集」→「変換」に「ソート」がない場合は、
「動作環境」から設定を行う必要があります。



変換モジュールの設定は、メニューの「その他」→「動作環
境」で動作環境を開き、	「編集」→「変換」から"(標準の変
換)"を選択し、「使用する変換」のソートにチェックを入れま
す。



変換モジュールに関しては、「第II部〜知っていると便利な秀
丸の機能　変換モジュール」を参照してください。

←前へ 	次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0095A]

●検索した単語を全て強調表示したい

検索した単語を、そのテキスト（秀丸エディタウィンドウ）全
体で強調表示する方法はありますか？

秀丸エディタVer.5.00より、検索文字列を強調表示することが可
能になりました。

「検索」メニューから「検索文字列の強調」を選択

検索ダイアログで「検索文字列を強調」をチェック



ツールバーに「検索文字列を強調」追加すれば、ツールバ
ーでon/off可能

ちなみに、「検索文字列の強調」も強調表示の一種であるた
め、改行を含む場合は強調表示されません。	以下を参照してく
ださい。

hidesoft.2:20700

秀丸エディタヘルプの強調表示文字列のプロパティ

「検索文字列の強調」が有効になっている場合、 [ESC] キー
を押すと、強調表示が解除されます。

「検索」の「すべて検索	-	色付け	」を使う方法もあります。	詳
細は、「第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　検索」を参
照。

https://log.maruo.co.jp/hidesoft/hidesoft_2/x20691.html#20700
https://help.maruo.co.jp/hidemaru/html/080_Config_HilightWord_Prop.html


←前へ 	次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0098A]

●ファイルの改行コードを変更したい

編集中のファイルで、改行コードを変更したいのですが？

秀丸エディタで改行コードを変更するにはいくつか方法があり
ます。

ファイル保存時にダイアログで指定する。(設定によりダイ
アログの種類が多少変わります。画像は	Windows	Vistaタイ
プ)



「ファイル」メニュー「エンコードの種類」から改行コー
ドを指定する。



ステータスバーに「エンコードの種類」か「改行コードの
種類」を表示している場合は、	その場所をクリックすると
メニューが表示され、そこからも「改行コードの種類」を
変更可能です。



メニューから改行コードを変更した場合は、保存するまで
ファイル自体の改行コードは変更されません。	必ず保存し
てください。(改行コードを変更すると更新扱いになりま
す)

←前へ 	次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0015A]
HME0016Bへ集約



●スクロールで画面が乱れる

画面をスクロールさせると、本物の改行の後にいくつかのスペ
ースが入り、実際には存在しない改行マークが表示されたり、
前後の行の文字が表示されたりします。	また、画面がバラバラ
に表示されたりします。ファイル自体には変更が加わるわけで
はないので、表示だけの問題であるようです。	他のソフトウェ
アでは発生しません。秀丸エディタが使えないので、たいへん
困っています。

主にディスプレイドライバのバグによることが多いようです。
対策としては、「その他→動作環境→スクロール」の設定を
色々いじると、直る場合がありますの	で、お試しください。
まず、「スクロール」にあるすべてのチェックボックスをOFF
の状態にしておき、少しづつチェック項目を変えて、画面が乱
れないかを調べて調整していって	ください。
※なお、秀丸エディタ(Ver.2.15)からはスクロール方式を変更し
たため、この障害は発生しないようです。最新版を入手すると
良いでしょう。

[補足]
ver.3.00以降で画面表示に問題が出た場合、「その他」−
「動作環境」−「スクロール」の「安全なカーソル行の色
付け方式(※)」を	ONにすると改善される場合があります。
(※)ver.3.13以下では「PERMEDIA2でもバグらないカーソル
行の色付け方式」という名称です。



←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0016A]
HME0016Bへ集約



●秀丸の画面だけが乱れる

秀丸エディタの画面だけが、スクロールさせると乱れます。特
に文書の最後にカーソルをおいて[PageUp]キーを押したり、	連
続して[PageUp]キーや[PageDown]キーを押すと、画面がバラバ
ラになったような激しい乱れ方を示します。	他のアプリケーシ
ョンはまったく正常なので、秀丸エディタのバグだと思うんで
すが？

秀丸エディタは、「独自のBitBltテクノロジーによる高速スクロ
ール処理」を行っており、この技術により高速な描画を実現し
ています。	ただし、「独自」と言っても、完全にWindows95プ
ログラム仕様の範囲内で行われており、正統な技術です。	しか
し、ごく少数のビデオボード（ビデオドライバ）では、その
（正統な）処理に未対応なものがあります。	この場合、秀丸エ
ディタの画面は乱れ、事実上使用できません。

最新のディスプレイドライバを入手してインストールする、デ
スクトップ型パソコンであればビデオボードを取り替える、	な
どの対応が考えられますが、秀丸エディタを使いたいという強
い希望がある場合は、	製品を購入前に秀丸エディタが問題なく
動作するかどうかをぜひ確かめるようにしてください。

※なお、秀丸エディタ(Ver.2.15)からはスクロール方式を変更し
たため、この障害は発生しないようです。最新版を入手すると
良いでしょう。

[補足]



ver.3.00以降で画面表示に問題が出た場合、「その他」−
「動作環境」−「スクロール」の「安全なカーソル行の色
付け方式(※)」	をONにすると改善される場合があります。
(※)ver.3.13以下では「PERMEDIA2でもバグらないカーソル
行の色付け方式」という名称です。

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0029A]
古い情報なので削除



●微妙に異なるウィンドウ幅

秀丸エディタを立ち上げたときに、どうも設定した値よりも微
妙にウィンドウ幅が狭い気がします。

これは古い秀丸エディタのバグで、Ver.2.11	以降で直っていま
す。
なお、Ver.2.13	でも行番号表示を	on	にしている状態のときに、
画面の右側のほうで起動された秀丸エディタはウィンドウサイ
ズが狭くなる現象が確認されています。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0030A]
古い情報なので削除



●勝手に横スクロール

秀丸エディタで、折り返し文字数とウィンドウサイズを同じに
設定しているにもかかわらず、横スクロールしてしまいます。

これは古い秀丸エディタのバグで、Ver.2.11	以降で直っていま
す。
なお、Ver.2.13	でも行番号表示を	on	にしている状態のときに、
画面の右側のほうで起動された秀丸エディタはウィンドウサイ
ズが狭くなる現象が確認されています。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0056A]

●画面の色を変更したい

画面の色を自分好みの色に変更したいのですが。

「その他」→「ファイルタイプ別の設定」→「デザイン」で該
当箇所の「文字の色」、「背景の色」等を変更することで可能
です。

[解説]

色を変えたい場合は、「場所の一覧」から変更したい箇所
を選択し、左側のプロパティで、文字色、背景色、スタイ
ル等が設定可能です。



←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0057A]

●純色以外の色を使いたい

「その他」→「ファイルタイプ別の設定」→「デザイン」で、
純色以外の色を設定しても純色にしかなりません。

純色以外の色を使用する時は、ディスプレイの表示色を３万２
千色以上にして下さい。

[解説]
２５６色しか表示できない環境で純色しか表示しないとい
うのは仕様です。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0060A]

●カーソル行を下線で強調表示したい

カーソルのある行を強調するために、下線を引きたいのです
が。

「その他」→「ファイルタイプ別の設定」→「デザイン」
→「場所の一覧」→「カーソル行」で変更することで可能で
す。

[手順]

カーソル行を選択すると、プロパティ枠内に、設定が表示
されるので、	"下線モード"を選択して下さい。



←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0088A]
古い情報なので削除



●スクロールバーをドラッグしてもスクロールし
ない

秀丸エディタの画面をスクロールさせようとして、マウスでス
クロールバーのつまみを左クリックして上下させようとして
も、	つまみが動かず、スクロールしません。そのとき、マウス
の場所がずれると、スクロールバーの部分が二重に描画されて
しまいます。	キーボードや、マウスのホイールでのスクロール
はできます。

おそらくチューチューマウスのみんなホイール機能を使ってい
るためだと思います。
もし使っている場合、みんなホイール機能を無効にするか、
hidemaru.exeだけを無効にしてください。
または、それに似た常駐系ソフトのためかもしれません。

[解説]

秀丸エディタ自体はホイール対応ソフトですが、チューチ
ューマウスからは下記のように設定しないとホイール非対
応ソフトのように見えるため、	手動でホイール対応ソフト
であることを設定する必要があります。

みんなホイールでソフト毎に機能を無効にするために登録
する手順については、

チューチューマウスと仲間たち または
http://www.ikehouse.co.jp/mirror/

http://ikehouse.world.coocan.jp/
http://www.ikehouse.co.jp/mirror/


→	ソフトウェア
→	チューチューマウス	for	Win32
→	FAQ
の
「みんなホイールで２つの秀丸エディタが同時にスクロー
ルする(98/03/06)	」

の項に説明があります。

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0018A]

●秀丸終了後もメモリー上に残骸がある

秀丸エディタを閉じても、メモリー上に秀丸エディタが残って
いるようなのですが。

「秀丸エディタの常駐」および「秀丸エディタの瞬間起動」を
利用するように設定されていると、	秀丸エディタを閉じても実
際にはウィンドウを廃棄せずに（メモリー上に残したまま）瞬
間起動用として利用されます。

設定方法は、[HME0017A]●知らない秀丸がメモリー上に残って
いるを参考にしてください。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0018B]

●瞬間起動機能がメモリやシステムリソースを圧
迫する

秀丸エディタの瞬間起動機能は、低スペックのマシン向けと言
われていますが、実際この機能を使うと、	メモリやシステムリ
ソースを圧迫してしまうようです。本当に、この機能をONにし
ておいた方がよいのでしょうか？

秀丸エディタの瞬間起動機能は、歴史的には、Ver.2.00(32bit版)
が出来たとき、	以前のVer.1.48までの16bit版に比べて秀丸エデ
ィタの起動に時間がかかってしまうのを改善するために設けら
れた設定です。

一旦起動した秀丸エディタをリサイクルすることにより、新規
にプロセスを起動するよりも速く秀丸エディタのウィンドウを
開くことを可能にしています。

但し、表示されませんが裏で秀丸エディタウィンドウを残した
ままの状態にしているため、その枚数分のメモリやシステムリ
ソースを消費することになります。

OSのシステムリソースに関しては、NT系OS(NT4.0、2000、
XP、Vista、7、8、10)では、大幅に改善されています。	特に理
由がなければ、常駐機能および瞬間起動機能はONにしておきま
しょう。



「秀丸エディタの瞬間起動」を利用するには、「秀丸エディタ
の常駐」も設定する必要があります。	設定方法は、
[HME0017A]●知らない秀丸がメモリー上に残っているを参考に
してください。

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0023A]
古い情報なので削除



●「全角文字を意識する」がない

Win3.1版の秀丸エディタでは「全角文字を意識する」という設
定があったはずですが、Win95版の秀丸エディタでは見当たり
ません。

「全角文字を意識する」という設定はなくなりました。	日本語
が表示出来るフォントにしておくと「全角文字を意識する」が
ＯＮに、	日本語が表示出来ないフォントにしておくと「全角文
字を意識する」がＯＦＦの状態に自動でなります。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0025A]

●起動するとともに常駐させたい

Windowsが起動する際に秀丸エディタを自動的に常駐させたい
のですが。

「その他」→「動作環境」→「常駐機能」→「秀丸エディタの
常駐」のチェックボックスで、	常駐のON/OFFを切り替えるこ
とが可能です。	動作環境ダイアログを閉じる際に、この設定に
従い、スタートアップ内へのショートカットの削除/作成も行い
ます。

なお、秀丸エディタのインストールでは、デフォルトで常駐す
るように設定されています。	初めて秀丸エディタを使う方は、
インストール時の質問にすべて＜はい＞ボタンを押し続けると
良いでしょう。

[補足]



スタートアップに設定されるショートカットは、Ver.8.50か
ら秀丸エディタ本体(hidemaru.exe)ではなく、	別プログラム
(HmResident.exe)になっています。

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ
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[HME0026A]

●スタートアップフォルダが見つからない

スタートアップフォルダってなんですか？　いろいろ探したん
ですが、スタートアップフォルダがどこにあるかさえ、わかり
ません。

「スタートアップフォルダ」はWindowsが起動した時に、自動
的に動くプログラムへのショートカットを入れておくフォルダ
のことです。	秀丸エディタでは、常駐秀丸を使用するときに、
秀丸エディタのショートカットを「スタートアップフォルダ」
に作成します。

スタートアップフォルダは、次の手順でひらきます。

Windows	Vistaの場合

1.	 スタートメニューを開き「すべてのプログラム」を選
ぶ。

2.	 「スタートアップ」を探し、右クリックメニューで
「開く」を選択。



3.	スタートアップフォルダが開きます。

Windows	7/8/10	の場合

1.	 [Windows] 	+	 [R] 	を押し、「ファイル名を指定し
て実行」を表示させます。

ファイル名を指定して実行ダイアログ

2.	「shell::startup」と入力し、「OK」を押せば、スタ
ートアップフォルダが開きます。



←前へ 	次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ
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[HME0031A]

●文字コードの設定がヘン？

秀丸エディタで、テキストファイルの読み込みと終了を繰り返
していると、	いつのまにか２バイト系日本語文字が記号やアル
ファベットに化けてしまって、	読めなくなってしまいました。
また、秀丸エディタで、Shift_JIS以外の文字コードを扱う場合
に、注意すべき点はありますか？

一般に文字コードの判別に関しては、100%の対応はどんなソフ
トウェアでも難しいので、最終的には目で見て確認するのがベ
ストです。

標準の	Shift_JISコードだけを使っている場合には問題は起きま
せん。	しかし他の文字コードも使っている場合には、上書き保
存した時に予期せぬ文字コードに変換されてしまうことがあり
ます。	一見しても見分けられないだけに厄介です(^^;)。

[補足]

秀丸エディタで自動認識を有効にするには。「その他」
→「動作環境」→「ファイル」→「エンコード１」にあ
る、	「ファイルの内容を解析してエンコードの種類を自動
認識する」をＯＮにして下さい。
(「エンコード1」が表示されていない場合は、「動作環
境」画面左下にある「上級者向け設定」をONにしてくだ



さい)

「上へ」、「下へ」のボタンで、エンコードの優先順を変
更可能です。	また、新規ファイル作成時のエンコードを指
定する事も可能です。

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ
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[HME0041A]

●速いはずの秀丸が遅い!?

高速だとのウワサを信用して秀丸エディタを試用しています
が、	カーソルの移動速度がとても遅く、「メモ帳」程度のスピ
ードなんです。秀丸エディタの速さって、こんなものなんです
か？

Windowsと秀丸エディタで、次の２つの設定を確認してくださ
い。

1.	 Windows側の設定

「コントロールパネル」の「キーボード」で設定を行いま
すが、	Windowsの種類によって、コントロールパネルを開
く手順が異なります。

Windows	7
スタートメニューを開くと「コントロールパネル」が
あるので、選択します。

Windows	8.1
「チャーム」を表示させ「設定」から「コントロール
パネル」を選択します。

Windows	10
スタートメニューから、「Windows	システムツール」
にある「コントロールパネル」を選択します。



「コントロールパネル」を開いても、「キーボード」がな
い場合は、「表示方法」を「カテゴリ」から	「大きいアイ
コン」に変更してください。

「キーボード」をダブルクリックし「キーボードのプロパ
ティ」ダイアログボックスを表示します。	ここで、「表示
までの待ち時間」を「短く」し、「表示の間隔」を「速
く」するように設定してください。

2.	秀丸エディタ側の設定
「その他」→「動作環境」→「表示操作」→「カーソル操
作」にある「カーソル移動の加速」をチェックします。	導
入直後のデフォルト状態では未チェックになっているの
で、一度調べてみてください。	ここがチェックされていな
いと、カーソルの移動速度はたいへん遅くなります。

続けて「リピート間隔」と「開始時間」をひとまず最短
（左端）に設定してカーソルの動きを調べ、	各自の環境に
マッチする設定を見つけてください。
なお、同じ場所にある「カーソルでスクロールする行数」
は、とりあえず、「2行ずつ」にしておき、調整するように
します。

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ
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[HME0042A]

●拡張子が「KEY」のファイルは何？

秀丸エディタをインストールしたフォルダ(または設定フォル
ダ)内に拡張子が「KEY」のファイルがあるのですが、何をする
ためのファイルなのでしょうか？

キー割り当ての定義を記憶したファイルです。以下に使用方法
の手順を示します。

[手順]
「その他」→「キー割り当て」の＜読込み＞ボタンで「キ
ー割り当て読み込み」ダイアログボックスを表示。	「ファ
イル名」ボックスに、読み込みたいファイル名を指定し
て、＜ＯＫ＞ボタンを押す。

[解説]
自分好みに、キー割り当てをカスタマイズすることも可能
です。	カスタマイズ方法は、「●他のエディタと同じキー
操作を再現したい」を参照して下さい。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ
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[HME0045A]
古い情報なので削除(Windows	2000以降のOSでは、問題ない。ショート
カットに指定した起動オプションは有効。)



●ショートカットの起動オプションが効かない

Windows95のショートカットに指定した秀丸エディタの起動時
オプションが無視されてしまいます。

これは秀丸エディタ側の問題ではなく、Windows95の『仕様』
です。	ショートカットのコマンドラインに（ファイル名以外
の）起動時オプションを指定した時、	そのショートカットにド
ラッグ＆ドロップすると、	指定していた起動時オプションがア
プリケーション側に渡されない『仕様』になっています。
（「送る」についても同様です）
＃Microsoftさんには、ぜひとも『仕様の拡張』をお願いしたい
ものです。(^^;)

起動時オプションも有効なショートカットを作成したい場合、
以下のようにしてバッチファイルをつくる方法があります。

秀丸エディタ等のエディタを使ってバッチファイル（拡張子が
BATのファイル）を作ります。	テキストの本文には、ショート
カットのコマンドラインに本来書きたいコマンドを記述しま
す。	例えば、閲覧モードでファイルを開きたい場合は

"*秀丸エディタがインストールされているパス*\\hidemaru.exe"	/B	%1

と書きます(２重引用符	"	も必要です)。

作ったバッチファイルに対するショートカットを作成します。
ショートカットのプロパティを開き、「プログラム」タグの
「プログラム終了時にウィンドウを閉じる」	にチェックを入れ



ておきます。	また、「その他」タグの「バックグラウンド時の
設定」-「つねに実行を中断」をオフ（チェックしない）	にし
ます。

できたショートカットを動作チェックして、秀丸エディタがち
ゃんと起動することを確認したら、	ショートカットのプロパテ
ィの「プログラム」タグの「起動時の大きさ」を「最小化の状
態」にします。

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ
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[HME0047A]

●外部ヘルプファイルの起動方法

このＱ＆Ａ集はHTMLヘルプファイル形式のものも提供されて
いますが、	秀丸エディタの使用中にも参照したいと思います。
秀丸エディタから起動する方法はあるのでしょうか。

秀丸エディタのキー割り当てに外部ヘルプというコマンドがあ
ります。	このコマンドによって、秀丸エディタからこのＱ＆Ａ
集を含め、以下のヘルプファイルを開くことができます。

*.hlp　Windowsヘルプファイル(OSによっては別途プログラ
ムの追加が必要)
*.chm　HTMLヘルプファイル

[手順]

1.	 「その他」→「動作環境」→「その他のコマンド」
→「外部ヘルプ」で外部ヘルプファイル１〜６（最大
６つまで）を指定します。

2.	 「その他→キー割り当て」で呼び出した『キー割り当
て』のメニューで、『コマンド』の選択を『その他』
にすれば、	外部ヘルプ１〜６があらわれます。ここで
適当なキーを割り当てます。

以上で、外部ヘルプファイルの起動が可能になり、割り当



てたキーの押下で外部ヘルプが開きます。

また、この外部ヘルプには、カーソル位置のキーワードを
ヘルプから検索した状態でヘルプを開く機能があります。
キーワードが存在しない場合は、検索ダイアログボックス
が表示された状態でヘルプを開きます。

Windows	Vista/7/8.1	で　Windowsヘルプファイル(*.hlp)を開
くには、別途プログラムをダウンロードする必要がありま
す。
https://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?
id=5143

Windows10用はないとの事。

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ

https://www.microsoft.com/ja-jp/download/details.aspx?id=5143
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[HME0051A]

●漢字コードの使い分け

秀丸エディタで複数の漢字コードを使い分けたいのですがどう
すればいいでしょうか?

秀丸エディタは、デフォルトでエンコードの自動判別が有効に
なっています。	しかし、自動判定で、全てのエンコードを間違
いなく判定する保証はないです。

特定のエンコードを使う場合は種々の方法が存在します。

1.	自動判定を有効にする。

「その他」→「動作環境」→「ファイル」→「エンコード
1」→「自動判定で開くとき」で、	「ファイルの内容を解
析してエンコードの種類を自動認識する」をＯＮにして下
さい。
(「エンコード1」が表示されていない場合は、「動作環
境」画面左下にある「上級者向け設定」をONにしてくだ
さい)

使用状況に合わせ、エンコードの優先度を変更したり、新
規作成時のエンコードの指定も出来ます。



2.	ファイルを開くときに明示的に文字コードを指定する。

メニューの「ファイル」→「開く」等のダイアログで、
「文字コード」で正しい文字コードを指定します。

3.	ファイルのエンコードを指定したショートカットを利用す
る。

ショートカットの作成方法は、テキスト編集を極め
る！！　起動オプションを使ってみよう	を参照してくださ
い。

4.	 (EUCコードの場合のみ)保存するフォルダを決めておく。

秀丸エディタの「その他」→「動作環境」→「ファイル」
→「エンコード2」にある、	「EUCコードの指定ドライ
ブ」の欄にドライブを指定し、EUCコードのファイルはそ



こに保存する。

5.	ファイルの先頭に、文字コードを記述しておく

ファイルの先頭に、文字コードを記述しておく方法もあり
ます。	ただし、「ファイルタイプ別の設定」で、判定を
有効にしておく必要があります。

「その他」−「保存・読込み」にある「エンコードの種類
の指定」で「自動判定で開くときconfig等のコメントの認
識」 	のチェックをONにします。



チェックを入れた状態で、ファイルの先頭に、決められた
書式を記述しておくと。文字コードを指定できます。	指定
方法は2通りあります。

1.	 書式その１

行の先頭に"#"、次に"encoding:"、次に文字コードを

示す文字列(utf-8|shift_jis|jis|ecu-jp等)を指定します。

#	encoding:	utf-8

各項目間にスペースを入れても問題ありません。
(#の前にスペースを入れるのはダメ)

encoding	の後は、":"だけではなく、"="	でもいい
です。	(encodingとその後の文字(":"または"=")と
の間に、スペースを入れてはいけません。)

2.	 書式その２

行の先頭に"#"、次に"-*-"、次に"coding:"、次に文字

コードを示す文字列、最後に"-*-"を指定します。

#	-*-	coding:	utf-8	-*-

最初の	"-*-"	の後、最後の	"-*-"	の前には、スペ
ースを入れてください。(タブは使用しないこと)



以下の書式では認識しない

#	-*-coding:	utf-8-*-

coding	の後は、":"だけではなく、"="	でもいいで
す。	(codingとその後の文字(":"または"=")との間
に、スペースを入れてはいけません。)

文字コードを記述する箇所は、ファイルの先頭から2行目
までです。

C言語等の場合は、そのまま記述するとコンパイル時にエ
ラーになるため、	コメント文字を利用します。(使用する
言語のブロックコメントで囲んでください)

/*

#	coding:	utf-8

*/

←前へ 	 次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ
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[HME0052A]

●テキストファイルは常に秀丸で開きたい

エクスプローラなどでテキストファイルをダブルクリックして
もメモ帳が起動してしまいます。	秀丸エディタで開くようにし
たいのですが？

「その他」	→	「動作環境」でダイアログを開き、「設定の対
象」から「関連付け」を選択すると、	「拡張子の関連付け」ボ
タンがあります。ボタンを押し、hmsetup.exe	を起動して下さ
い。	(秀丸エディタ本体にあるhmsetup.exeを、直接単体で実行
すると、インストーラーが起動してしまいます。)



「追加」を選択し、拡張子「TXT」を入力します。「完了」を
押せばテキストファイルと秀丸エディタが関連付けられます。



[補足説明]

Windows10の場合は注意が必要です。基本的にはユーザー
が既定のプログラムを設定する必要があります。	(「動作
環境」→「関連づけ」等を実行すると、「プログラムの候
補一覧」に表示されるだけです。)

「Windowsの設定」→「アプリ」→「既定のアプリ」で設
定/変更が可能です。	「ファイルの種類ごとに規定のアプ
リを選ぶ」から、拡張子毎に設定可能です。

また、対象のファイルを選択し、右クリックメニューの
「プログラムから開く」から表示される一覧から選択する
ことも出来ます。	「別のプログラムを選択」を選ぶと、
「常にこのアプリを使って〜を開く」を指定することも可
能です。
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[HME0054A]

●他のエディタと同じキー操作を再現したい

他のエディタと同じようなキー操作に出来ないでしょうか？

「その他」→「キー割り当て」ダイアログボックスで可能で
す。

[手順]

1.	 「その他」→「キー割り当て」ダイアログボックスを
表示。

2.	 「キー」リストボックスと「Ctrl」チェックボックス



等をＯＮにするなどしてキー割り当てしたいキーを設
定。

3.	「コマンド」コンボボックスとリストボックスで割り
当てたい命令を選択。

4.	「1」〜「3」を必要なだけ繰り返して下さい。

5.	「ＯＫ」ボタンを押して下さい。（これで完了です）

[解説]
自分で設定しなくても、秀丸エディタを他のエディタと同
じようにするためのキー割り当てファイル（拡張子が
「KEY」のファイル）や	マクロファイル（拡張子が
「MAC」のファイル）が、公開されている場合もあるの
で、検索してみましょう。
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[HME0055A]

●複数パソコンに同じ「キー割り当て」をしたい

複数パソコンで、同一のキー割り当てを使用したいのですが、
１台ごとに設定すると大変です。便利な方法はないですか？

まず１台のパソコンのキー割り当てを行います。その内容を他
のパソコンに読み込ませる事が出来ます。

手順は以下になります。

1.	最初にキー割り当てを設定したパソコンで、「その他」
→「キー割り当て」の「保存」ボタンを使用してKEYファ
イルを作ります。	（拡張子が「key」のファイルです。名
前はmybind.keyとかmey970101.keyなど自由に指定できま
す）
デフォルトでは「設定フォルダ」に保存されます。



2.	キー割り当てを同じにしたいパソコンにインストールされ
ている秀丸エディタで、「設定フォルダ」位置を確認す
る。

3.	 (1)で保存したKEYファイルを、(2)で確認した「設定フォル
ダ」へコピー後、	「その他」→「キー割り当て」の「読込
み」ボタンで、読み込めば、	キー割り当てを同じにするこ
とが出来ます。

キー割り当て以外の各種設定を含めて移行したい場合は、
[HME0078A]●各種設定を移行するためファイルに保存したいを
参照してください。
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[HME0059A]

●行と行の間隔を変えたい

画面表示での行間の調整はできないのでしょうか？　	表示容量
の制約からだと思いますが、多くのソフトではとかく行間を詰
めて表示する傾向があるようです。	行間が狭い場合には、表示
された文章を読みとること自体に努力を要し、	編集作業や書か
れた内容の理解に集中できなくなります。秀丸エディタで行間
を自由に調整できると助かります。

可能です。メニューの「その他」→「ファイルタイプ別の設
定」→「体裁」→「詳細」を選択し、	「行間」のリストボッ
クスから、行間を選んでください。



Ver.8.81以降は、設定に「詳細指定」が追加され、1/100行単位
で設定可能です。
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[HME0072A]

●「その他」→「ファイルタイプ別の設定」で設
定した内容が反映されない

「その他」→「ファイルタイプ別の設定」ダイアログで設定し
た内容が、別のファイルを開いた時に無効になる場合があるの
ですが、なぜでしょう。	無効にならない場合もあります。

「その他」→「ファイルタイプ別の設定」ダイアログの内容
は、拡張子ごとに設定できるようになっているためです。	無効
になるのは、設定した拡張子と違うファイルを開いた場合で
す。	通常は、すべての拡張子で「共通」の設定になっているの
ですが、何かのタイミングで拡張子別の設定をしてしまったの
ではないでしょうか。

[解説]
拡張子ごとに設定したくない場合は、「？？？の設定」コ
ンボボックスを「共通」にしておくとよいでしょう。	（デ
フォルトでは「共通」になっていますので、自分で変更し
た拡張子のファイルだけでかまいません）

「第II部〜知っていると便利な秀丸の機能秀丸のカスタマイ
ズ」	の【５】拡張子別の設定も参照のこと。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0073A]

●拡張子別や、grepの結果で秀丸の設定を変更す
る

拡張子別や、grepの結果で秀丸エディタの設定を自由に変更で
きると聞いたのですが、本当でしょうか。

変更したいファイルを開いた状態で、「その他」→「ファイル
タイプ別の設定」ダイアログで可能です。

[手順]

1.	 設定を変更したい拡張子のファイルを開いて下さい。
（grepの結果を変更したい場合は、適当なものをグレ
ップして下さい。）

2.	 「その他」→「ファイルタイプ別の設定」で「設定」
ダイアログを開いて下さい。
（拡張子が「TXT」の場合は、左上に「.TXTの設
定」、grepの場合は、「grepの設定」と表示されま
す。	これで拡張子別の設定を行う準備が整いました）

3.	 「設定のリスト」を押して下さい。	　
（新たな設定を作ったり、すでにあるものをコピーし
たり出来ます）

4.	 「新規」を押して、新規設定をしたい名前を入力後、



「ＯＫ」を押して下さい。
（リストの中に該当するものがある場合は必要ありま
せん。	既にあるものの設定を一部だけ変更して使用す
る場合は「コピー」を使うといいでしょう）

5.	「閉じる」を押して終了して下さい。

6.	「設定のリスト」の左隣にあるコンボボックスから該
当する設定（「4」で作成したもの）を選んで下さい。

7.	「フォント」「詳細」「その他」タブで必要な項目を
設定後、「ＯＫ」を押して下さい。（これで完了で
す）

「第II部〜知っていると便利な秀丸の機能秀丸のカスタマ
イズ」	の【５】拡張子別の設定も参照のこと。

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0074A]

●特定のファイルを開くと文字化けする

秀丸エディタやメモ帳で作成したテキストファイルのうち、あ
る特定のファイルを開いたときに、文字化けしてしまいます。

「その他」-「動作環境」の「ファイル」	-	「エンコード１」	-
「自動判定で開くとき」に	「ファイルの内容を解析してエンコ
ードの種類を自動認識する」というオプションがあります。
(「エンコード1」が表示されていない場合は、「動作環境」画
面左下にある「上級者向け設定」をONにしてください)

これをONにすると、ファイルの内容を調べエンコードを自動認
識しますが、完全ではありません。	(全てのエンコードを、間
違いなく判定するのは無理です。)



複数のエンコードに適合する場合の動作として、

最初に確定したものにする

優先順位に従う

候補の一覧を表示

があります。

「候補の一覧を表示」以外は、設定に従いエンコードを決めて
しまうので、エンコードが一致しないと、	文字化けする場合が
あります。	「候補の一覧を表示」を選択して自分で判断する
か、エンコードの優先順位を変更する事で、回避できるかもし
れません。

XML/HTML等で、ファイル内のエンコード指定と、実際のエン
コードが一致していない場合も、文字化けする事もあります。



エンコードの指定を修正するか、ファイル自体のエンコードを
修正してください。

自動認識できなかった場合は、「標準のエンコードの種類」で
設定された内容が選択されます。

←前へ 	次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0074B]

●ファイルがなぜか違う文字コードとして開かれ
る

Shift_JISコードのファイルを開いているはずなのに、なぜか
EUCコードとして開かれてしまいます。

エンコードの自動認識を有効している場合には、エンコードを
誤判定する場合もあります。	(全てのエンコードを、間違いな
く判定するのは無理です。)

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0078A]

●各種設定を移行するためファイルに保存したい

秀丸エディタの各種設定を、他のパソコンでも同じように設定
したいのですが、	ファイルに保存されるので移行や複製が可能
な項目と、	レジストリに保存されるので同じ設定にしたくても
１から設定しないといけない項目を教えてください。

ファイルとして保存できる項目は、

キー割り当てとマクロの登録内容

強調表示

上記を含む、全ての設定内容

が、あります。

キー割り当てとマクロ登録の保存

「その他」→「キー割り当て」の	[保存…]	ボタンで行いま
す。	ファイルは「設定ファイル用フォルダ」に保存されま
す。	(未設定の場合は、秀丸エディタをインストールした
フォルダ)



なお保存時の「マクロ登録の内容も補完しますか?」のメッ
セージ対し[はい]	を選択すれば、	マクロの登録内容も保存
することが出来ます。
注意 	保存されるのは、登録内容だけです。マクロファイ
ルは、別途バックアップする必要があります。

強調表示

「その他」→「ファイルタイプ別の設定」の「デザイン」
から、[保存/読込]	ボタンで行います。	ファイルは「設定フ
ァイル用フォルダ」に保存されます。	(未設定の場合は、
秀丸エディタをインストールしたフォルダ)



秀丸エディタ本体の機能拡張にあわせ、強調表示ファイル
には、	現在は以下の定義(設定)を保存/読込することが出来
ます。

カラー設定

強調表示一覧

複数行の定義

ツリー定義

#ifdef等の詳細

上記を含めたほぼ全ての設定

秀丸エディタ本体メニューより、設定の保存/復元をおこな
います。「その他」−「設定内容の保存/復元」



注意
レジストリの復元は、レジストリファイルのダブルク
リックでも可能ですが、	秀丸エディタを終了させた状
態で、実行して下さい。	(なるべく、「設定内容の保
存/復元」から行いましょう)

なお送金したかどうかは保存されませんので、暗証番号
は、別途紙に書き留めるなどして保存しておいてくださ
い。	また各々の拡張子「key」「hilight」「hmereg」は、付
いていなければ自動的に付加されます。

参考資料(外部リンク)

秀丸エディタ	ヘルプファイルサイト

移行の手引き

設定内容の保存/復元

秀丸エディタ開発元の秀まるおのホームページ(サイ
トー企画) にある引っ越し手順

新しいパソコンへの設定内容の引っ越し手順

https://help.maruo.co.jp/hidemaru/html/050_Move.html
https://help.maruo.co.jp/hidemaru/html/050_Move_Ragbackup.html
https://hide.maruo.co.jp/index.html
https://hide.maruo.co.jp/software/moving/index.html#hidemaru


[補足]

秀丸エディタ本体で、保存できるのは設定だけです。	マク
ロを実際に動かすには、マクロファイル自体が必要です。
その為、「キー割り当てとマクロ登録」の設定と共にマク
ロファイルも保存し、移行させる必要があります。

使用状態にもよりますが、マクロファイルだけではなく、
以下のファイルも保存/移行させる必要があります

標準添付以外に追加した変換モジュール

標準添付以外に追加した強調表示ファイル(レジストリ
ファイルに含まれる場合もあります。)

単語補完用ファイル

マクロで使用する外部DLL等

また、秀丸パブリッシャーを使用していて、テンプレート
を編集/作成していた場合は、テンプレートファイルも移行
対象になります。	テンプレートの保存場所に関しては、秀
丸パブリッシャーについて-テンプレートの注意点を参照し
てください。

←前へ 	 次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0079A]

●.hilight	に	\t	や	\n	は使えるか？

強調文字列に、タブ文字や改行文字は使えますか？

強調表示には、\n(改行文字)	は使用できません。\t(タブ文字)は
使用可能です。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0080A]
古い情報なので削除



●grepが動作しない？

あるマシンでgrepの検索するファイル名を（現在の内容）にす
ると、何も実行しないで終わってしまうか、	デフォルトの*.*と
同じ状態で動いてしまいます。	別のマシンだと同じファイルに
対しても、（現在の内容）で、ちゃんと動くのですが？

「その他」→「動作環境」→「ユーザーインターフェース」
→「ダイアログの種類」の「grepのダイアログ」を、	「普通タ
イプ」以外の２つのどちらかに変更してみてください。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0081A]

●秀丸でハイパーリンク

秀丸エディタには	Internet	Explorer	といったウェブブラウザの
ようなハイパーリンク機能が有りますか？	有れば、使えるよう
にするための設定方法を教えてください。

1.	マウス操作で行う場合	各々ハイパーリンクを行いたい機能
について、	「その他」→「ファイルタイプ別の設定」
→「デザイン」→「表示」の	「メールアドレス」「ホーム
ページURL」「ファイル名と思わしき場所」をON	にして
ください。



この設定をすませれば、「その他」→「動作環境」→「表
示/操作」→「リンク」の、	「ホームページURL、Emailの
マウス操作」の設定に従って、マウスによるハイパーリン
クが行えます。
(「リンク」が表示されていない場合は、「動作環境」画面
左下にある「上級者向け設定」をONにしてください)



ただし	URL	file:///…形式はウェブブラウザで開くとは限ら
ず、	ファイル名の場合と同様関連付けられたアプリケーシ
ョンで開きます。

2.	キーボードから行う場合
キーボードから行う場合は、上記設定に加えて、「…を開
く」を	[HME0054A]●他のエディタと同じキー操作を再現し
たい	を参考に適当なキーに割り当ててください。
この設定をすませれば、URLの上にカーソルを移動して、
割り当てたキーを押すとハイパーリンクが行えます。

また関連付けられたアプリケーションやファイルが見つか
らないなどの理由で失敗した場合のメッセージが異なりま
すが、	「ダイレクトタグジャンプ」も同様のことが行えま
す。
なお「…を開く」は「その他」→「コマンド一覧」と「フ



ァイル系」でたどれ、	「ダイレクトタグジャンプ」は「そ
の他」→「コマンド一覧」と「その他」でたどれます。	ま
た、「ダイレクトタグジャンプ」は標準で、 [Ctrl] +
[F10] に割り当てられています。

3.	カラー表示されない場合の操作
何らかの理由でカラー表示をしたくない場合や、URLにス
ペースや日本語などが含まれるといった理由でカラー表示
されない場合は、	上記の方法が使えません。
この様な場合、ハイパーリンクを実現したい部分を範囲選
択し、「…を開く」「ダイレクトタグジャンプ」を利用し
てください。

マウス操作の場合、この方法はデフォルトの設定では使え
ませんので、	「第II部〜知っていると便利な秀丸の機能秀
丸のカスタマイズ」	の【６】キー操作を参考に、	「選択中
右ボタン」に機能を追加すると便利だと思います。

[補足]

「メールアドレス」「ホームページURL」「ファイル名と
思わしき場所」認識する文字列は、	正規表現によるカスタ
マイズが可能です。	各設定を選択すると「カスタマイズ」
ボタンがあり、そのボタンを押すとカスタマイズ用のダイ
アログが表示されます。	「自動判断」ではなく、「正規表
現で指定」を選択し、マッチさせる正規表現を指定しま
す。



ちなみに、正規表現で「自動判断」と同じ判定を行う事は
出来ないとの事。

←前へ 	 次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0085A]

●grepで文字コードの自動認識

grepで	Shift_JIS以外の文字コードのファイルを検索対象にした
場合、うまく検索されません。

秀丸エディタ	Ver.8.50では、エンコードの種類を自動判定が可
能です。	「その他」→「動作環境」→「ファイル」→「エン
コード１」−「ファイルの内容を解析してエンコードの種類を
自動認識する」を、	ON	にする必要があります。
(全てのエンコードを、間違いなく判定するのは無理です。)

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0086A]

●mailto	URLをクリックした時の動作がおかしい

mailto:xxxx@yyyy.zzzz.co.jp?body=help	をクリックすると、To:
がxxxx@yyyy.zzzz.co.jpの、	本文が空のメールが作成されます。
本文には、「help」と入るはずなのですが?

秀丸エディタ上でどのように認識しているかにより、動作が異
なります。

メールアドレスとして認識している場合は、本文なしの空
メールが作成されます。

URLとして認識している場合は、本文に「help」と入った
メールが作成されます。

[補足]

「その他」→「ファイルタイプ別の設定」→「デザイン」
→[表示]で、	「メールアドレスのカラー表示」、「ホーム
ページURLのカラー表示」のON/OFFが可能です。



←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0087A]

●異なるフォルダの秀丸が実行されているので起
動できません

秀丸エディタに関連付けていたファイルを開こうとしても、
「異なるフォルダの秀丸エディタが実行されているので起動で
きません。」というエラーダイアログが出て開くことができま
せん。

秀丸エディタは自分自身と違う秀丸エディタが既に実行されて
いるときに、上述のエラーが出て実行されないようになってい
る仕様です。

実際には、問題が発生する直接の原因は、以下のように複数あ
ります。

使っていない秀丸エディタを削除する
覚えていないフォルダに古いバージョンの秀丸エディタが
残っていないか念のため検索して、見つかれば削除しまし
ょう。	OSが64bitの場合、32bitと64bit版をインストールす
る事が可能なので、32bitと64bitの2つのバージョンを入れ
てしまうと、	同じ状況になります。

ショートカットのリンク先を確認する
特にスタートアップやデスクトップに自分で作成したショ
ートカットが、リンク先が古いフォルダを指している場合



があります。	その場合は新しいフォルダに作成しなおして
ください。

自分が手動で関連付けをしていた場合
HMSETUP.EXEでなくWindows自身の機能で関連付けした
拡張子は、その後秀丸エディタを違うフォルダにバージョ
ンアップインストールすると、	自動的には更新されませ
ん。
(HMSETUP.EXEはHMSETUP.EXEで関連付けを行った拡張
子だけ管理しているためです)	この場合、秀丸エディタか
ら関連付けをやり直してください。

関連付けを行う方法に注意
秀丸エディタをバージョンアップインストールするとき、
それまでとは違うフォルダにしてインストールすると、
「ファイルを開くアプリケーションの選択」（関連付けさ
れていないファイルをダブルクリックしたときに開く）画
面の	「このファイルを開くアプリケーション」に出てくる
Hidemaruに登録されている秀丸エディタのパス名が変更さ
れず、	そのため、この画面から関連付けを行うと、旧フォ
ルダのパス名で関連付けされてしまうことがあります。

この問題を回避するためにも、秀丸エディタから関連付け
を行うように習慣づけることをおすすめします。

明示的に違うフォルダにインストールしていなくても、フ
ァイルのリネームに注意
HIDEMARU.EXEのファイル名を変更する（バックアップ
目的や、浮動小数点数版秀丸エディタとの切り替えなどの
ため）と、	レジストリの関連付けの値を、変更したファイ
ル名に合わせてWindowsが自動的に書き換えてしまうこと
があるようです。



この場合も、秀丸エディタで関連付けをやり直してくださ
い。

「秀丸エディタ持ち出しキット」を使用している場合
「秀丸エディタ持ち出しキット」を使用している状態で、
パソコン本体に別途インストールされている秀丸エディタ
を、関連づけで起動させてしまうとこの状態になります。

「秀丸エディタ持ち出しキット」を使用している場合は、
状況に応じて、秀丸エディタにファイルをドロップして開
くなど、	使い方に工夫が必要な場合があります。

←前へ 	次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0091A]

●ファイルタイプ別の設定の方法

「その他」-「ファイルタイプ別の設定」ダイアログの設定を変
更したいのですがうまくいきません。	設定直後は正しく設定で
きているように見えるのですが、別のファイルを開くと設定が
反映されていません。

秀丸エディタの「ファイルタイプ別の設定」は、その名の通
り、ファイルの拡張子ごとに(*)設定ができる機能です。	そのた
め、設定したい拡張子に対して正しく設定を行う必要がありま
す。

1.	まず、対象の拡張子を持つファイルを秀丸エディタで開い
て、	そのウィンドウから「その他」-「ファイルタイプ別
の設定」を実行して設定ダイアログを表示させる必要があ
ります。

2.	次に、ダイアログ最上部のドロップダウンリストで、設定
のリストを表示し、使用したい設定を選択します。	デフォ
ルトで「共通」「テキストファイル」「Ｃ言語ソースファ
イル」など数種類登録されており、その中から選択する
か、	または、更に別の設定リストを作成したい場合は、
「設定のリスト…」ボタンを押して、新しく作成すること
ができます。	（ちなみに「共通」は、他の設定リストを使
うと設定していない拡張子を開いたときに使われる設定で



す。）

3.	その後、ダイアログ下部の各項目で、修正したいものがあ
れば修正します。

4.	設定の選択と修正が完了したら、「OK」ボタンを押しま
す。	これで、その拡張子のファイルは、以後その設定で表
示されるようになります。

「第II部〜知っていると便利な秀丸の機能秀丸のカスタマイ
ズ」	の【５】拡張子別の設定も参照のこと。

なお、設定のリストは、複数の拡張子で共有できます。例え
ば、「HTMLファイル」という設定リストを作った場合、	*.htm
と*.htmlとそれぞれに上記手順で設定することで、両者が同じ
設定を利用することができます。

*grepの結果や、「その他」-「プログラム実行」の実行結果ウ
ィンドウについても、	そのウィンドウを表示させた状態から設
定できます。

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0092A]

●コメント行やキーワードを色付けして表示する
には

秀丸エディタで各種言語のソースファイルを扱っているのです
が、コメント行やキーワードを色付けして表示したいのです
が、	どうやって設定すればよいですか？

まず「その他」-「ファイルタイプ別の設定」ダイアログの
「デザイン」-「表示」にある各種チェックボックスを見て、
該当する機能があるか確認しましょう。これらのチェックボッ
クスをONにすることで、その機能を利用できます。



実際に表示される色やスタイルは、「その他」-「ファイルタ
イプ別の設定」ダイアログの「デザイン」で設定します。	「場
所の一覧」から、利用する箇所を選択し、ダイアログ右側で色
やスタイルを選択して「OK」ボタンを押します。



「表示」タブの中にない文字列や行をカラー表示したい場合
は、「その他」-「ファイルタイプ別の設定」ダイアログの
「デザイン」−「強調表示」から、強調表示の機能を使って設
定します。	複数行コメントは、言語を指定するか、自分で定義
を行います。



第II部〜知っていると便利な秀丸の機能　強調表示も参照して
ください。

←前へ 	次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0093A]

●強調表示で、色やスタイルを設定する方法

秀丸エディタの強調表示機能の使い方がよく分かりません。
「その他」-「ファイルタイプ別の設定」ダイアログの「デザ
イン」−「強調表示」で、	具体的な色やスタイルが設定できな
いようですが？

秀丸エディタではデフォルトで、強調表示する単語や正規表現
パターンの例として、	Ｃ言語やVisualBasic、秀丸マクロファイ
ルの設定を用意しており、	これらは、「強調表示」タブ中の
「読み込み…」から、設定ファイル（拡張子が.hilight）を読み
込んで使うことができます。

また、これ以外に強調表示したい単語や正規表現パターンを追
加することができます。	「追加…」ボタンをクリックして、
(検索)文字列、検索方法、表示方法を設定します。

検索方法で「正規表現」を選択すると、検索文字列に正規表現
パターンを記述することができます。

その「表示方法」で実際に表示される色やスタイルは、	「その
他」-「ファイルタイプ別の設定」ダイアログの「デザイン」
で設定されている内容が使用されます。

「デザイン」で色やスタイルを設定し、	「強調表示」で検索



にマッチした箇所の(デザインで設定した)表示方法を設定しま
す。

表示方法自体の優先順位は、「デザイン」−「場所の一覧」で
表示される順位であらかじめ決まっており変更できませんの
で、	設定したい優先順位に合った表示方法を選択します。

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0096A]

●[EOF]の色を変えるには

[EOF]	表示の色を変更するのはどうするのでしょうか。
ファイルタイプ別の設定、動作環境をひととおり見ましたが、
見つけられませんでした。

「その他」→「ファイルタイプ別の設定」→「デザイン」
→「場所の一覧」にある	「EOF（ファイルの末尾）」で設定で
きます。
ただし、改行文字の設定と共通化されているので、改行文字の
色も一緒に変更する事になります。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0034A]

●印刷で行末が揃わない

印刷すると各行の長さがまちまちになってしまい、行末位置が
揃いません。

印刷するときのフォントを等幅フォント（MSゴシックなど）に
指定して下さい。

[解説]

一般に「プロポーショナルフォント」と呼ばれるフォント
（下の例を参照）は文字によって幅が違う（例えば"m"よ
り"i"の方が幅が狭い）ので、	各行の文字数が同じでもその
長さは変わってきてしまいます。

次に典型的なフォント名を示します。

フォント　幅の違い
[種類] [フォント名]
等幅 ＭＳ	明朝／ＭＳ	ゴシック
プロポーショナルＭＳ	Ｐ明朝／ＭＳ	Ｐゴシック

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0022A]
古い情報なので削除



●フロッピーに保存できない？

空き領域のあるフロッピーにファイルをセーブしようとしたに
も関わらず、「ディスク領域が足りません。いくつかのファイ
ルを削除してこの空きディスク	領域を増やすか、別のディスク
を使って下さい。」というメッセージが出ます。

他のアプリケーションでファイルのセーブを行ってみて下さ
い。同じ現象が出るならフロッピーが壊れています。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0043A]

●他人に分からない様に暗号化して保存したい

秀丸エディタで編集したテキスト文書の内容を他の人に見られ
ない様に、暗号化して保存することはできないでしょうか？

できません。他の暗号化ツールを使用するか、USBメモリ等外
部メディアだけに保存して肌身離さず(^^;持って歩くかしまし
ょう。	本当にセキュリティが必要な文書を扱うのであれば、ア
クセス権の設定ができるＯＳ上で、	適切な設定を行い作業した
方がより確実でしょう。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0048A]

●「ワード」や「一太郎」等のファイルを開きた
い

「ワード」や「一太郎」等のワープロソフトで作成したファイ
ルを秀丸エディタで読み込みたいのですが、	変な記号の羅列に
なっていて文字が読めません。

「Microsoft	Word」や「一太郎」等のワープロソフトで作成され
たファイルは、	一般にテキストの文字と書式なども一緒に保存
されている「バイナリファイル」です。	そのため、「テキスト
ファイル」を扱う秀丸エディタで強制的に読み込むと、変な記
号の羅列のように表示されます。

ワープロソフトで作成されたファイルを秀丸エディタで扱いた
い場合は、	そのワープロソフトで「テキストファイル形式」に
して保存して、そのファイルを秀丸エディタで開きます。	また
は、ワープロソフト上で文章をクリップボードにコピーして、
秀丸エディタを開いてそこに貼り付けるという方法もありま
す。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0028A]

●メニューバーに「ヘルプ」がない

秀丸エディタを試用していますが、メニューバーの右端にある
べき「ヘルプ」がありません。どこにあるのでしょうか？

「その他」メニューの下から２番目にあります。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0037A]
古い情報なので削除



●TOVER31.COMの実行方法は？

TOVER31.COMの実行はどうやるんですか？

常駐の秀丸エディタも含めて全ての秀丸エディタを終了後、	エ
クスプローラなどでTOVER31.COMを（ダブルクリックして）
実行させて下さい。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0038A]
古い情報なので削除



●TOVER31.COMの実行で常駐秀丸の終了が面倒

Windows95ソフトであれば複数のソフトが同時に動くのに、
TOVER31.COMだけ、	わざわざ常駐秀丸まで終了させないとい
けない理由がわかりません？

TOVER31.COMは一般的に差分ファイルと呼ばれている物で
す。	この種のソフトウェアは、プログラム本体の一部を書き直
します。	TOVER31.COMは秀丸エディタ本体を書き換えるの
で、秀丸エディタが動いている間は実行できなくしているわけ
です。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0039A]
古い情報なので削除



●TOVER31.COMが動かない

秀丸エディタを終了してもTOVER31.COMが実行できません。

TOVER31.COMを実行するときにバージョンの確認を自動で行
うので、	秀丸エディタとTOVER31.COMのバージョンが違うと
実行できません。
従って、残念ながら最新版の秀丸エディタには	TOVER31.COM
を利用することはできません。	ver.2.15以下の秀丸エディタで
TOVER31.COMが同梱されているバージョンの場合、パソコン
を再起動後、	[HME0037A]●TOVER31.COMの実行方法は？で説
明されている操作を試してください。
もっとも、ATOK9の使用をやめてWindows95対応の
IME（ATOK10以降、MS-IME95以降等）を使う方が、	現実的な
対応と言えなくもありません。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0044A]

●出力（Excelの表にすぐ利用できる形の出力）

テキストファイルで作ったデータをそのままエクセルの表にし
たいのですが。

これにはさまざまな方法があります。

1.	データを半角カンマ(,)で区切って出力する(ＣＳＶ形式)

2.	データをタブ([Tab])で区切って出力する

などがマクロで対応できる手法です。これはスプレッドシート
へのデータ流用と言うだけでなく、	ワープロソフトの表へも一
気にデータを転送できます。

Ver.3.0からは、タグ付き正規表現を使ってマクロを使わずに比
較的簡単に書式変換を行うことができるようになりました。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0046A]

●単語辞書登録の起動方法

秀丸エディタで編集作業中に、文中から単語辞書登録をしたい
のですが、どのようにすればいいのでしょうか。

秀丸エディタからの単語登録呼び出し機能「かな漢への単語登
録」を使用して、単語登録を行うことができます。	メニューで
は、「その他→コマンド一覧→その他→かな漢への単語登録」
にあります。	メニューがやや深いところにあるので、操作頻度
が高い場合には、キー割り当てをした方がいいでしょう。	キー
割り当てをすれば、登録単語の範囲選択、割り当てたキーの押
下で単語登録が可能になります。
「かな漢への単語登録」はキー割り当てのコマンド分類の「そ
の他」のところにあります。	「キー割り当て」の方法は、「●
他のエディタと同じキー操作を再現したい」を参照して下さ
い。

[補足]
使用中のIMEによっては動作しない場合もあります。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0050A]
古い情報なので削除



●MS-Wordの「切り取り」で異常

マイクロソフトのワード97(MS-Word97)で「切り取り」の操作
を選択した瞬間「このプログラムは不正な処理をしたので強制
終了されます」と	いうメッセージとともにWord97が強制的に
終了してしまいます。	それまで作っていた文書を保存する間も
なく終了するので、たいへん困ってます。

クリップボード履歴をOFFにしてください。具体的には「その
他→動作環境→編集」タブの「クリップボードの履歴を取る」
のチェックを外します。

[補足]
これはWord97のバグのようです。秀丸エディタのクリップ
ボード履歴に限らず、	同様の機能を持つ複数のソフトウェ
アで再現性が確認されています。	Word97でメニュー表示さ
れる「切り取り」を選択すると再現します。	いまのところ
クリップボード履歴を使わないようにするとか、	Word97を
立ち上げる前にクリップボード履歴をOFFにするなどの消
極的な対策しかないようです。	なお、Word97以外のMS-
Office97の製品では再現しないようです。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0075A]
古い情報なので削除



●VirusScan併用時の問題

McAfee	VirusScanでVShieldを常駐させていると、秀丸エディタ
の右クリックメニューやダイアログボックスを表示させたとき
に、	マウスカーソルの動きが極端に遅くなるんですが…。

この問題は、秀丸エディタver.2.25以降で修正されています。な
るべく最新バージョンの秀丸エディタを使うようにしてくださ
い。

　ちなみに旧バージョンの秀丸エディタを使う場合は、
VShieldのプロパティで「設定」-「除外」に秀丸エディタをイ
ンストールしたフォルダを指定すると回避できます。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0089A]

●IEのソース表示に秀丸を使いたい

Internet	Explorerの「表示」-「ソース」でソースを表示で、秀
丸エディタを使用したいのですが？

Internet	Explorerの「ツール」-「インターネットオプション」の
「プログラム」の「HTMLエディタ」ドロップダウンリストボ
ックスに、	秀丸エディタがある場合は、選択してください。

ない場合は、「その他」−「動作環境」−「関連付け」で設定
を行います。（ブラウザの関連づけ）

[補足]
Windowsおよび、Internet	Explorer	のバージョンによって
は、インターネットオプションの「開発者ツール」から、
変更する必要があります。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0090A]

●IEのHTML編集用エディタに秀丸を使いたい

Internet	Explorerで開いているページのHTMLを編集に、秀丸
エディタを使うように変更したいのですが？

Internet	Explorerの「ツール」-「インターネットオプション」の
「プログラム」の「HTMLエディタ」ドロップダウンリストボ
ックスに、	秀丸エディタがある場合は、選択してください。

ない場合は、「その他」−「動作環境」−「関連付け」で設定
を行います。（ブラウザの関連づけ）

その後、Internet	Explorerの「ツール」-「インターネットオプシ
ョン」の「プログラム」で、	「HTMLエディタ」ドロップダウ
ンリストボックスで秀丸エディタを選択します。

[補足]
Windowsおよび、Internet	Explorer	のバージョンによって
は、インターネットオプションの「開発者ツール」から、
変更する必要があります。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HME0094A]

●TeXとの連携

秀丸エディタで	TeX	を利用したいのですが、どうすればよいの
でしょう？

まず、TeX	本体やプレヴューワのインストールと動作確認を確
実に行いましょう。

簡単に説明すると、TeX	とは組版ソフトウェアであり、	テキス
ト中に書式設定文字列などを埋め込んだものをベースに美しい
表示・印刷出力を得るものです。	そのコンパイルやプレビュー
などを行うために、専用のソフトウェア群（TeX	ディストリビ
ューション）が必要になります。

まずは	TeX	をインストールしておきます。お使いの書籍や、入
手元のサイトのドキュメントを良くお読みの上、	まずインスト
ール作業を終了してください。
例えば	TeX	Wiki	内の説明 https://texwiki.texjp.org/?Microsoft
Windows を参考にされると良いでしょう。
秀丸エディタとの連携を考える前に、必ずコマンド・ラインな
ど、通常の使用が可能か確認してください。

さてやっと本題の秀丸エディタと	TeX	の連携ですが、マクロを
使用することになり、例えば次のマクロが公開されています。

TeX	Module	Control	with	HIDEMARU	Macro	(杉浦	まさき

https://texwiki.texjp.org/?Microsoft%20Windows


氏作)
秀丸エディタから	TeXのソースをコンパイル、プレヴュー
時に使用するサポート・ソフトウェアが多い
http://www.ceres.dti.ne.jp/~sugiura/hidemaru/macros/tex_mc
/index.html

祝鳥	(あべ	のりゆき氏作)
統合環境を目指していて、コンパイル、プレヴュー、コマ
ンド補完と一通りそろっている
https://www.ms.u-tokyo.ac.jp/~abenori/soft/fortex.html

[TIPS]
TeX	では開く括弧「{」に対して、閉じる括弧「}」を対応させ
る必要がありますが、	いざコンパイルしたときに間違いが解っ
ても、何処で間違っているのかなかなか解りません。
そのような時は、lacheckという	TeXの文法チェッカを使用した
次のマクロを使うと良いでしょう。	lacheck	は上記	TeX	Wiki	内
の説明に従った場合は既にインストールされています。

//TeX	の原稿を、lacheck	で	check	する
setcompatiblemode	0x20000;	

$name	=	basename2;

openfile	"/h";

run	"lacheck	\""	+	$name	+	"\"	>	con";

if(!result){

				message	"lacheck	の実行に失敗";
				endmacro;

}	

gofiletop;

replacedown	"^\"([^\"]+)\",	line	([0-

9]+)","\\1(\\2)",regular;

while(result)finddown;

gofiletop;

replacedown	"^\\*\\*	([^:]+):$","\\1(1)",regular;

while(result)finddown;

gofiletop;

clearupdated;

title	"lacheck	出力結果	|	"	+	$name;
title	-1;

http://www.ceres.dti.ne.jp/~sugiura/hidemaru/macros/tex_mc/index.html
https://www.ms.u-tokyo.ac.jp/~abenori/soft/fortex.html
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[HME0097A]

●ファイルを秀丸エディタで編集したのに、反映
されていない

ファイルを秀丸エディタで編集したのに、	メモ帳など他のアプ
リケーションで確認しても編集した内容が反映されていないの
ですが？

以降の内容は、Windows	Vista以降のOSで、ユーザーアカウント
制御（UAC）が有効になっている場合の内容になります。

Windowsの「VirtualStore」という機能です。

Windows	Vist以降、"C:\Program	Files"や、Windowsのシステムフ
ォルダ等、「保護されたフォルダ」に書き込むには、	「管理
者権限」が必要です。
Windows	Vistaより前のWindowsでは、そのような制限がなかっ
たため、	対応していないソフトで、「保護されたフォルダ」
のファイルを書き換えようとしても、	エラーになったり、最悪
の場合アプリケーションがクラッシュする事もあります。

その為、過去との互換性を重視し、	"Windows	Vista以降に対応
していないソフト "で「保護されたフォルダ」のファイルを書
き換えた場合、	実際のファイルを書き換えるのではなく、別の
場所にファイルを作成し、そのファイルを書き換えるような動



作になってます。

つまり、"Windows	Vista以降に対応していないソフト "側から
見ると、	「保護されたフォルダ」のファイルを書き換えたよ
うに見えるが、	実際は、Windowsが違う場所にすり替えている
という状態です。

読み込み時も同様で、すり替えた場所にファイルが存在すれ
ば、そちらのファイルを開く事になります。
「保護されたフォルダ」のファイルを見た場合、

"Windows	Vista以降に対応していないソフト "は、
Windowsが違う場所にすり替えた場所のファイル

"Windows	Vista以降に対応したソフト "は、実際のファイ
ル

という別のファイルを開く事になるので、表示される内容が違
ってしまいます。

Windowsがすり替えた場所	は、
「%USERPROFILE%\AppData\local\VirtualStore」	になります。
(デフォルトでは、「C:\Users\ログオン名

\AppData\Local\VirtualStore」	)

秀丸エディタ	32bit版は、初期状態では、"Windows	Vista以降に
対応していないソフト "に分類されていますが、	設定によ
り"Windows	Vistaに対応したソフト "に切り替える事が可能で
す。(32bitのみ、64bit版秀丸エディタにはない。)



切り替えた場合は、「保護されたフォルダ」内のファイル編
集・保存するに、管理者に昇格する必要があります。	「管理者
に昇格」できない場合は、編集は可能ですが、上書き保存する
事はできません。

秀丸エディタ	Ver.8.79以降の場合、「保護されたフォルダ」内
のファイル開いている場合、	エディタ画面上部に警告が表示さ
れます。	(VirtualStoreが有効だと表示されますが、無効にすれば
表示されなくなります。)
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[HMM0001A]

●マクロファイルとは？

マクロファイルは、何をするものですか？

拡張子が「MAC」のファイルで、秀丸エディタのいろいろな機
能を連続で実行させたり、	実行結果を元に処理の流れを制御す
るためのプログラムファイルです。	ファイルそのものはテキス
トファイルです。

[解説]
マクロを使うことで、秀丸エディタの標準にない機能を自
分で作って、	あたかも秀丸エディタの標準機能のように使
うことが可能になります。
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[HMM0002A]

●マクロはどこで入手できるの？

マクロファイルを自分で作れないのですが、便利なマクロなど
がどこかに公開されていませんか。

秀丸マクロは

秀まるおのホームページ(サイトー企画)−秀丸エディタのマ
クロライブラリ

Vector

などを中心に数多く登録されています。

[解説]
最初は、プログラミングの経験でもなければ、いきなりは
作れないと思います。	しかし他の人の作ったマクロを読ん
でいるうちに、そのうちに自分でも作れるようになると思
います。	便利なマクロが作れるようになったら、ライブラ
リに登録するなどして、みんなで共有しましょう。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ

https://hide.maruo.co.jp/lib/macro/index.html
https://www.vector.co.jp/vpack/filearea/win/writing/edit/hm/index.html
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[HMM0003A]

●マクロファイルの置き場所

マクロファイルは、どこへコピーするのですか？

設定により、2箇所（秀丸エディタフォルダ又はマクロファイル
用のフォルダ）のうちのどちらかになります。

使用しているOSがWindows	Vista以降の場合、必ず秀丸エディ
タフォルダ以外の場所を指定するようにしてください。
(Windows本体の設定によっては問題ない環境もありますが、秀
丸エディタフォルダ以外の場所を指定しておくのが無難です。)

[解説]

「その他」→「動作環境」→「環境」→「パス」の
「マクロファイル用のフォルダ」にパスを設定してあ
る場合にはそのフォルダが、	設定してない場合には秀
丸エディタ本体(HIDEMARU.EXE)のあるフォルダがマ
クロファイルの置き場所になります。
(秀丸エディタフォルダとは、秀丸エディタ本体
「HIDEMARU.EXE」が入っているフォルダのことで
す。)

Windows	Vista以降のOSでは、マクロフォルダはデフォ
ルトでユーザーフォルダ	(C:\Users\ユーザー名
\AppData\Roaming\Hidemaruo\Hidemaru\Macro)に設定さ



れます。

秀丸エディタのデフォルトのインストール先であ
る"C:\Program	Files\Hidemaru"以下に、マクロフォルダ
を設定するのは、	推奨されません。(64bit	OS	で	32bit
版秀丸エディタを使用する場合には、"C:\Program
Files(x86)\Hidemaru")

参考情報：[HME0097A]	●ファイルを秀丸エディタで編
集したのに、反映されていない

マクロフォルダはユーザーフォルダ以外でも問題あり
ませんが、必ず書き込み可能なフォルダを指定してく
ださい。

「持ち出しキット」を使い、USBメモリ等リムーバブ
ルメディアで秀丸エディタを使用してる場合は、	秀丸
エディタ本体と同じ場所でも大丈夫ですが、秀丸エデ
ィタ本体側のファイルと混在するので、	フォルダは分
けた方がいいでしょう。

[注意]

ユーザーフォルダ(C:\Users\ユーザー名\AppData)は、Hidden
属性が設定されている(隠しフォルダになっている)為、	OS
の初期状態では非表示になっています。	表示するために
は、OSの設定変更が必要です。

詳細は「第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと　マクロを
実行してみよう」にある「【１】導入前の準備」を	参照し
てください。
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[HMM0004A]

●マクロファイルの管理

マクロファイルを、秀丸エディタ本体とは別フォルダで管理し
たいのですがどうしたらいいでしょうか？

「その他」→「動作環境」→「環境」→「パス」の「マクロフ
ァイル用のフォルダ」で指定します。	タイプミスをすることも
あるので、[参照…]ボタンを押して、指定すると良いでしょ
う。

[解説]

手入力する場合は、ドライブ名を含むフルパスで指定して
下さい。但し、最後に「\」をつけてはいけません。

詳細は「第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと　マクロを
実行してみよう」にある「【１】導入前の準備」を	参照し
てください。
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[HMM0005A]

●マクロファイル用のフォルダは必須か？

マクロファイルは、マクロファイル専用フォルダで管理しない
といけないのでしょうか？

Windows	Vista以降のOSでは、秀丸エディタのデフォルトのイン
ストール先である"C:\Program	Files\Hidemaru"以下に、	マクロフ
ォルダを設定するのは、推奨されません。	(64bit	OS	で	32bit	ア
プリケーションを使用する場合には、"C:\Program
Files(x86)\Hidemaru")

マクロフォルダは、秀丸エディタ本体とは別の場所に設定して
ください。(デフォルトでは別になっています。)

マクロフォルダはユーザーフォルダ以外でも問題ありません
が、必ず書き込み可能なフォルダを指定してください。

詳細は「第III部〜秀丸マクロのいろはにほへと　マクロを実行
してみよう」にある「【１】導入前の準備」を	参照してくださ
い。
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[HMM0006A]

●マクロを動かす方法

マクロファイル（拡張子が「MAC」のテキストファイル）を入
手したのですが、動かし方が分かりません。どうやったら動く
のですか？

以下の手順で実行でき、そのマクロを動かすことができます。

[手順]

1.	マクロをマクロファイル用フォルダにコピーして下さい。

2.	「マクロ→マクロ実行」で、入手したマクロ（拡張子が
「MAC」のファイル）を選択した後、「ＯＫ」のボタンを
押す。

これでマクロが動きます。
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[HMM0007A]

●「マクロ実行」はめんどう

マクロを実行させるたびに「マクロ実行」でマクロファイルを
選択するのが面倒です。

マクロを「マクロ登録」してみましょう。さらに、お好みのキ
ーに「割り当て」てください。	割り当てたキーを押すだけで、
マクロが実行されるので大変便利です。

マクロの登録や、キー割り当てに関しては、	秀丸マクロのいろ
はにほへと　マクロを実行してみようを参照してください。
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[HMM0008A]

●マクロ登録方法

マクロの登録方法がわかりません。

「マクロ→マクロ登録」で行います。ここでは「TEST.MAC」
を「マクロ１」に登録する例を示します。

[手順]

1.	 「マクロ1」の「タイトル」のエディットボックスに適
当なタイトル（例えば「てすと」）を入力。

2.	 「マクロ1」の「ファイル名」のコンボボックスに登録
したいマクロ「TEST.MAC」を指定。

3.	 「ＯＫ」のボタンを押す。

なお、ここでは「マクロ1」を例としましたが、登録場所は
どこでもかまいません。

[補足]

Ver.8.79以降は、登録ダイアログが変更になっている為、手
順が異なります。	(Ver.8.79未満のダイアログに戻すことも
可能)

また、エクスプローラからのドロップにも対応していま
す。	登録したい所にマクロファイルをドロップする事で、



登録可能です。

マクロの登録や、キー割り当てに関しては、	秀丸マクロのいろ
はにほへと　マクロを実行してみようを参照してください。
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[HMM0012A]

●登録したマクロがメニューにない

マクロ登録したのにメニューに出ない。

プルダウンメニューに直接表示されるのは「マクロ10」までで
す。

「マクロ11」以降は「グループ名」が設定されていればそれが
表示されます。	また、「タイトル」がきちんと入力されている
かも確認して下さい。
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[HMM0013A]

●マクロを登録する位置はどこが最適？

マクロを登録にあたって、どこにマクロ登録したらベストなの
か、よくわかりません。それとも、どこでも同じなんですか？

以下の点を参考にしてみてください。

マクロ登録できるのは「マクロ80」まで。

キー割り当て・ユーザーメニュー登録できるのは「マクロ
80」まで。

ツールバーのアイコンがあるのは「マクロ10」まで。11以
降はボタンではなく、登録した"タイトル"が表示される。

「マクロ」からのプルダウンメニューに直接表示されるの
も「マクロ10」まで。

無条件でショートカットキー（Ctrl+1〜9）に登録されるの
は「マクロ9」まで。

「マクロ11」以降は１０個づつ「グループ名」が付けられ
る。
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[HMM0009A]

●マクロを「キー割り当て」して使いたい

入手したマクロのドキュメントファイルに「キー割り当て」し
て下さいと書いてあったのですが、どういうことでしょう？

「その他→キー割り当て」を使ってマクロを実行するキーを決
めて下さいということです。	頻繁に使うマクロは、「キー割り
当て」をするのが一般的です。

[手順]

1.	 まずは、マクロを登録して下さい。

2.	 「その他→キー割り当て」でキー割り当てダイアログ
を表示。

3.	 「キー」のリストボックスと「Ctrl」のチェックボッ
クス等をＯＮにするなどして自分が使用したいキーを
設定。

4.	 「コマンド」のコンボボックスに「メニュー/マクロ」
を指定。

5.	 「コマンド」のリストボックスに先ほど登録したマク
ロを指定後、「ＯＫ」のボタンを押して下さい。

マクロの登録や、キー割り当てに関しては、	秀丸マクロの
いろはにほへと　マクロを実行してみようを参照してくだ
さい。
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[HMM0010A]

●マクロ実行でエラー

マクロを実行すると「エラー」のダイアログボックスが出ま
す。

マクロの構文に誤りがあります。データライブラリなどから入
手したマクロの場合、	修正版がアップされているかもしれませ
ん。

ただし「修正」等は必ずしも作者の義務ではありません。	添付
されているドキュメントファイルなどがある場合は、免責事項
等をよく読んで下さい。
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[HMM0011A]

●バッファが溢れるとは？

マクロを実行したら「バッファが溢れた」と言われました。

「マクロ実行」でマクロを実行した場合は、「マクロ登録」を
おこなって再度、マクロを実行してみて下さい。

それでも改善されない場合は、マクロ自身が大きすぎる、マク
ロが扱っているデータが大きすぎるなどの原因が考えられま
す。	これはケースバイケースですので、特定の解決方法はあり
ません。	一度に処理するデータの量を減らす、マクロ内の余分
なコードを削る、などで対処することになります。
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[HMM0066A]
古い情報なので削除



●Windows3.1で動いたマクロがWindows95で動か
ない？

Windows3.1では正しく動いていたマクロを秀丸エディタで実行
したら「バッファが溢れた」と言われ、動かすことが出来ませ
ん。	秀丸マクロは上位互換のはずですが…。

32bit版秀丸エディタのごく初期のバージョンでは、マクロ言語
の内部処理が32bit化されたのにバッファ量がそのままだったの
で、	実質的にバッファが狭くなっていたようです。	Ver.2.13以
降ではバッファのサイズが倍増されおり、まったく問題はあり
ません。
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[HMM0075A]

●浮動小数点数版秀丸との互換性

浮動小数点数版(統合版)の秀丸エディタでマクロを実行する
と、これまで通常の秀丸エディタで動作していたマクロの一部
が誤動作するのですが、	互換性が無いのでしょうか？

浮動小数点数版(統合版)の秀丸エディタは、秀丸マクロの数値
型変数に、浮動小数点数を格納できるようにしたものです。

マクロの文法は、数値	(リテラル)	の書き方以外は100%互換があ
りますが、

1.	浮動小数点数版のほうが扱える数値の範囲が広い（小数も
使える、大きい/小さい値を使える）ので、	通常版の数値
の仕様におさまらない場合があります。

2.	通常版の秀丸エディタの仕様である、	数値型変数に整数し
か入らないことを前提としたコーディングをしているマク
ロは、誤動作する可能性があります。

前者は比較的単純な話で、例えば、

#i	=	1.5	;

というのは浮動小数点数版では正常なコーディングですが、通
常版ではエラーになります。



また、通常版秀丸エディタでは、4	バイトの符号付き整数
(-2147483648〜+2147483647)なので、	極端に大きい/小さい値を
扱っている場合、浮動小数点版では問題ないが通常版では値が
おかしくなります。

後者の例としては、/（除算）の演算結果を変数に格納すると、
通常版秀丸エディタでは整数の商が入り、余りが切り捨てられ
ます。	しかし、浮動小数点数版秀丸エディタでは、小数まで含
んだ解が入ります。

その除算の結果をもとに条件判定すると、通常版と浮動小数点
数版とで動作が異なる場合が出てきます。

以下の例は、#space個の半角スペースを$spaceに格納する例で
す。	単にループして半角スペースを１個ずつ足していくより
も、以下のようにしたほうが秀丸マクロでは実行速度が出ま
す。

以下のコーディングでは、通常版では正しく動作しますが、浮
動小数点数版で動作させると、	whileループが意図したよりも１
回多く回ることになります。

例えば	#space	==	10	の場合、#space	/	80	==	0	であり、whileルー
プの中のコードは実行されないというのが意図している動作で
す。	浮動小数点数版では、#space	/	80	==	0.125	であるため、
whileループの中のコードが１回実行されてしまいます。

$space	=	"";

#sp1	=	#space	/	80;

#sp2	=	#space	%	80;

while	(#sp1	>	0)	{

				$space	=	$space	+	$space80;

				#sp1	=	#sp1	-	1;

}

$space	=	$space	+	leftstr($space80,	#sp2);



通常版も浮動小数点数版も同様に動作させるための方法は、意
図している動作とロジックの関係で、	必ずしも一概にはいえま
せんが、この例の場合、while文を

while	(#sp1	>=	1)	{

と変更することで、通常版も浮動小数点数版でも同様に動作す
るようになります。

あるいは、常に整数の商を得るため、

#sp1	=	(#space	-	(#space	%	80))	/	80;

としてもよいでしょう。

←前へ 	次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0078A]

●ある特定のマクロの動作だけが遅い

秀丸エディタのある特定のマクロの動作だけが極端に遅いよう
なのですが、なぜでしょうか？

何らかのアンチウイルスソフトがインストールされており、	特
定のファイルへのアクセスを頻繁に行うマクロを実行すると、
そのマクロの動作が他のマクロと比べて明らかに体感できるほ
ど遅いことがあります。

例えば、拡張子が.INIのファイルへの一時データの読み書きを
writeinistr等で頻繁に行っていたり、	頻繁にマクロファイルを
execmacroで呼び出している場合などが該当します。

.INIファイルを書き換えるウィルスも出回っている以上、基本
的にはこの状況は我慢するしかありませんが、	アンチウィルス
ソフトの種類によってはフォルダやファイルごとにこの機能を
無効することが出来ます。	そのような設定が可能な場合は、そ
の動作が遅くなっているマクロがアクセスするファイルを、	リ
アルタイムのスキャン対象から除外すると、速度改善できるこ
とがあります。
インターネット等で公開されているマクロを使用している場合
は、	INIファイルやマクロファイルの格納先フォルダ名やファ
イル名を付属のドキュメントなどで確認してください。
多くの場合は秀丸エディタをインストールしたフォルダか、マ



クロフォルダにあります。

＃上記設定変更は、基本的にウィルスに対するガードを下げる
ことになるので、あくまで自己責任でお願いします。	仮にこれ
によってウイルスによる被害が広がっても、一切責任もてませ
ん。	また実際の設定方法などは、お使いのアンチウイルスソフ
トの説明書をご覧ください。

リアルタイムのスキャン対象から除外する設定を行った場合
は、	安全のため除外したファイルを別途スキャンするスケジュ
ールを設定することをお薦めします。

そのマクロがインターネット等で公開されている物の場合、	マ
クロの作者に連絡して.INIファイルやマクロファイルへのアク
セス回数が減らせないか対策を依頼してみるのも一法です。:-)

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0019A]
古い情報なので削除



●windowwidth	と	width	の注意点

windowwidth	と	width	の違いがわかりません。

「windowwidth	はウィンドウの横幅（文字数）」、「witdhは折
り返し文字数」をそれぞれ参照するための変数です。	実際の運
用で注意する点があります。通常、windowwidthが	widthより小
さい場合は正確な数値が得られます。	ただし、秀丸エディタ
V1.32において、widthより大きなウィンドウサイズの状態で
は、	文字数による横幅は得られないで、widthの値が入ってし
まいます。	ウィンドウのサイズによっては、この点に留意して
ください。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0041A]

●文字列型変数の扱う文字列の限界

ヘルプには「文字列型変数の扱える文字列は，長さが8000バイ
ト程度までのものなら自由な内容を記憶することができます。
ただし，NULL文字を含むことはできません。」とあります。
もっと多量の文字列を扱いたい場合はどうするんですか？

秀丸エディタVer.8.00より、文字変数の上限サイズが変更になっ
ています。	文字変数全体で、最大1Mバイト(変数管理領域を含
む)が、上限になります。	文字変数が１個なら、ほぼ1Mバイト
使えます。	使用する文字変数が多くなれば、個別に使用できる
サイズの上限は、各変数の使用状況によります。

秀丸エディタVer.8.20β25	より、文字変数の上限サイズを、ユー
ザー側で設定可能になりました。	設定可能範囲は1M〜64Mバ
イトになります。(デフォルトは1Mバイト)

文字列を直接代入する場合等には、まだ上限が存在します。
(Ver.8.66未満は4KB、Ver.8.66以降は64KB)	詳細は秀丸エディタ
マクロヘルプの	変数の使い方 	を参照して下さい

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ

https://help.maruo.co.jp/hidemac/html/030_HowToValiable.html


←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0044A]

●文字列型変数中の半角小文字を大文字に

編集中のファイルにある文字ではなく、文字列型変数の中にあ
るアルファベットを大文字にすることはできますか？

秀丸エディタ	Ver.7.00から、	マクロに"toupper関数"が追加され
ました。	この関数を使えば、文字変数内の半角小文字を大文字
に変換できます。

また、同時にfilter関数が追加され、変換モジュールの"UPPER
CASE(ToUpper)"も利用できます。	変換モジュールの場合は、半
角だけではなく、全角も対象になります。

秀丸エディタ	Ver.7.04から、"toupper関数"に引数が追加され、変
換対象を指定可能になりました。	(半角だけでなく、全角も変
換対象に指定可能になった)

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0045A]

●文字列型変数中の半角大文字を小文字に

文字列の中にある半角英文字を小文字にできますか？

秀丸エディタ	Ver.7.00から、	マクロに"tolower関数"が追加され
ました。	この関数を使えば、文字変数内の半角大文字を小文字
に変換できます。

また、同時にfilter関数が追加され、変換モジュールの"lower
case(ToLower)"も利用できます。	変換モジュールの場合は、半
角だけではなく、全角も対象になります。

秀丸エディタ	Ver.7.04から、"tolower関数"に引数が追加され、変
換対象を指定可能になりました。	(半角だけでなく、全角も変
換対象に指定可能になった)

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0046A]

●keypressed文による分岐のスケルトン

keypressed文によって分岐させたいのですが、キーコードを探
すのが面倒です。

次にベースになるマクロを掲載しました。	それぞれのキープレ
スに対応した動作を記述するだけで、すぐに使えるマクロにな
ります。	デフォルトではエスケープキーで終了し、リターンキ
ーではビープ音が鳴りますが、自由に変更できます。	必要なキ
ーだけを残すように編集してください。

//-------	サンプルマクロ	-------//
//	編集者注：長さを短く押さえるため一部省略してあります。
disablebreak;

title	"	[Esc]	終了";
while(1){

				##k=keypressed;

				if(##k==0x1B){	break;//Esc

				}else	if(##k==0x0D){//	ENTER

								beep;

				}else	if(##k==0x25){//	←left

				}else	if(##k==0x26){//	↑UP

				}else	if(##k==0x27){//	→right

				}else	if(##k==0x28){//	↓DOWN

				}else	if(##k==0x24){//	Home

				}else	if(##k==0x23){//	End

				}else	if(##k==0x21){//	PgUp

				}else	if(##k==0x22){//	PgDn

				}else	if(##k==0x09){//	Tab

				}else	if(##k==0x11){//	Ctrl



				}else	if(##k==0x10){//	Shift

				}else	if(##k==0x08){//	BackSpace

				}else	if(##k==0x20){//	space

				}else	if(##k==0x2D){//	Ins

				}else	if(##k==0x2E){//	Del

				}else	if(##k==0x14){//	CapsLock

				}else	if(##k==0x41){//	a,A

				//	:	:

				}else	if(##k==0x5A){//	z,Z

				}else	if(##k==0xBD){//	-_

				}else	if(##k==0xBB){//	=+

				}else	if(##k==0xDC){//	\	|

				}else	if(##k==0xDB){//	[{

				}else	if(##k==0xDD){//	]}

				}else	if(##k==0xBA){//	;:

				}else	if(##k==0xDE){//	'"

				}else	if(##k==0xBC){//	,<

				}else	if(##k==0xBE){//	.>

				}else	if(##k==0xBF){//	/?

				}else	if(##k==0xC0){//	`~

				}else	if(##k==0x70){//	F-1

				//	:	:

				}else	if(##k==0x78){//	F-9

				}else	if(##k==0x79){//	F-10//Ver.2.14以下は取得不能
				}else	if(##k==0x7A){//	F-11

				}else	if(##k==0x7B){//	F-12

				}else	if(##k==0x91){//	Scroll	Lock

				}else	if(##k==0x13){//	Pause

				}else	if(##k==0x31){//	keyBoard-1

				//	:	:

				}else	if(##k==0x30){//	keyBoard-0

				}else	if(##k==0x60){//	tenkey-0

				//	:	:

				}else	if(##k==0x69){//	tenkey-9

				}else	if(##k==0x6E){//	tenkey-.

				}else	if(##k==0x6B){//	tenkey-+

				}else	if(##k==0x6D){//	tenkey--

				}else	if(##k==0x6A){//	tenkey-*

				}else	if(##k==0x6F){//	tenkey-/

				}else	if(##k==0x14){//	tenkey-Num	Lock

				}else	if(##k!=0)beep;

}

endmacro;

//	----------------------------	//



←前へ 	次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0051A]

●version	キーワードの使い道は？

秀丸マクロの新しいバージョンの機能を実装しているかどうか
調べるためにversion	キーワードを使ってみましたが、	文法エ
ラーが回避できません。

version	キーワードを使って、あるバージョンから実装されたマ
クロ命令を使うかどうか振り分けることは、	できそうに思えま
すができません。

秀丸エディタマクロの現在の仕様では、マクロはコンパイル後
に実行されるため、	version	キーワード	を使っても、バージョ
ン判別ルーチンが実行されること無く、	コンパイル時に文法エ
ラーがあるというダイアログを出して止まってしまいます。

では	version	の使い道が無いかというとそうでもなく、	あるバ
ージョンの秀丸エディタで当該のマクロ実行に致命的なバグが
あることが既に分かっている場合に、	そのバージョンの秀丸エ
ディタでの実行を禁止させるために使うことができます。

また、マクロの構成ファイルが増えてしまいますが、以下のよ
うにファイルを分ける方法もあります。	(バージョン判定マク
ロを単純な内容にして、どのバージョンでも動くようにする必
要があります)

バージョン判定してマクロ本体を実行するマクロ



実際に処理を行うマクロ

バージョン判定してマクロ本体を実行するマクロの例

//バージョン判定してマクロ本体を実行するマクロ
if(version	>	800){

				//マクロを呼び出し
				exexmacro	"実際に処理を行うマクロファイル名";
}else{

				//処理しない
				message	"現在の秀丸エディタのバージョンでは実行できません。";
}

endmacro;

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0060A]

●「キーワード」とは？

現在マクロを実行しているウィンドウに関する情報を取得した
いのですが。

秀丸マクロにはそのような情報を格納している「キーワード」
と呼ばれる特殊な変数が用意されています。	マクロヘルプの
「式について」→「内部的な値を表現するキーワード 」を参
照して下さい。

※	なお、キーワードの値は「ウィンドウ」毎に定義されていま
す。

(例：	filename	というキーワードには、そのウィンドウで開かれ
ているファイルのファイル名が入っている。)

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ

https://help.maruo.co.jp/hidemac/html/060_Keyword.html


←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0061A]

●「キーワード」の使い方

「キーワード」の使い方がよくわかりません。

「キーワード」の使い方は普通の変数("$"または"$$"で始まる文
字列変数、	"#"または"##"で始まる整数型変数)の使い方と同じ
です。

つまり、文字列操作関数の引数に使用したり、算術式の中に入
れたり、別の変数への代入等ができます。	但し「キーワードへ
の代入」はできません(以下の例を参照して下さい)。

(例)ファイル名を変えるのに	filename	というキーワードの値を
変えようとした。

filename	=	"c:\\temp\\test.txt";	//(エラー！！)

※	この場合は	changename	文を使用して下さい。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0068A]

●マクロ中の演算子の意味は？

秀丸マクロに使える演算子がヘルプに書いてありますが、私は
Ｃ言語を知らないので、演算子の意味がわかりません。(^^;)

以下の表とマクロ例を参考にしてみてください。

演算子
算術演算子
+ 加算
- 減算
* 乗算
/ 除算（商）
% 剰余(MOD)
論理演算子
<= (右辺)は(左辺)以上
>= (右辺)は(左辺)以下
< (右辺)は(左辺)より大きい
> (右辺)は(左辺)より小さい
!= (右辺)は(左辺)と違う
== (右辺)は(左辺)と同じ
&& AND：(左辺)かつ(右辺)
|| OR：(左辺)または(右辺)
! NOT：(右辺)ではない
ビット演算子
| OR



& AND
^ XOR

算術演算子の例

秀丸エディタの数値変数は整数型なので、/（除算）は余り
を切り捨てた商の値になります。

//	除算のマクロ例（ここから）
#a	=	17;

#b	=	5;

#c	=	#a	/	#b;

#d	=	#a	%	#b;

message	str(#c);	//	3が表示される
message	str(#d);	//	2が表示される
endmacro;

//	（ここまで）

+（加算）は文字変数にも使えます。	秀丸マクロ言語は文
字変数についてはＣ言語よりもBASIC	等に近いと言えま
す。

//	文字列加算のマクロ例（ここから）
$a	=	"秀丸エディタがインストールされているフォルダは、";
$b	=	hidemarudir;

$c	=	$a	+	$b;

message	$c;

endmacro;

//	（ここまで）

論理演算子の例

//	論理演算子のマクロ例（ここから）
//	現在のカーソル位置の文字種を判定します。
#c	=	code;

if	(#c	＞	0xff)	{
				message	"２バイト文字です";
}	else	if	(#c	==	32)	{

				message	"半角スペースです";
}	else	if	((#c	>=	0x41)	&&	(#c	<=	0x5a))	{

				//	#cが41（16進）以上、かつ#cが5a（16進）以下



				message	"半角アルファベットの大文字です";
}	else	{

				message	"その他の１バイト文字です";
}

endmacro;

//	（ここまで）

比較演算子は文字変数に対しても使うことができます。

//	論理演算子のマクロ例２（ここから）
//	現在のカーソル位置の文字種を判定します。
$c	=	char(code);

if	($c	==	"	")	{

				message	"半角スペースです";
}	else	if	(($c	>=	"A")	&&	($c	<=	"Z"))	{

				message	"半角アルファベットの大文字です";
}	else	{

				message	"その他の文字です";
}

endmacro;

//	（ここまで）

ビット演算子の例

//	ビット演算子の例（ここから）
//	現在の文字コードを判定します。
#c	=	charset	&	63;

if	((#c	==	0)	||	(#c	==	1))	{

				message	"Shift_JISです";
}	else	{

				message	"Shift_JIS以外の文字コードです";
}

endmacro;

//	（ここまで）

←前へ 	次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0070A]

●入力チェック、変数チェックを簡単に行う方法

7	 	:
入力チェック、変数のチェックを行うとき	ifの文が複雑になりま
す。それをできるマクロの関数はありますか	?

チェック専用の関数はありませんが、入力チェックをするとき
に、色々な値がある場合には、	ifで	strstr	関数を使用すると文が
簡単になります。

//	a1.mac	---------------------	

$wk1	=	input("血液型を入力してください!","");	
if(	$wk1	==	"O"	||	$wk1	==	"A"	||	$wk1	==	"B"	||	$wk1	==	

"AB"	){	

				message	"血液型	:	"	+	$wk1;

}	else	{

				message	"間違った血液型です	!";

}

endmacro;

//	（ここまで）---------------------------------------------
--	

//	a2.mac	---------------------	

$wk1	=	input("血液型を入力してください!","");	
if(	strstr("|O|A|B|AB|","|"+$wk1+"|")	!=	-1	){



				message	"血液型	:	"	+	$wk1;

}	else	{	

				message	"間違った血液型です	!";

}	

endmacro;	

//	（ここまで）---------------------------------------------
--	

この	a1.mac	と	a2.mac	は同じ結果となります。"|"	は、一般的に
は区切文字(区切記号)と呼ばれ、	入力文字としてありえない文
字を使用すると文が見やすくなります。	全角文字(Shift_JIS	の
場合)	を処理するときには、!	-	/	などの	0x40	(16	進数)より小さ
な文字を区切文字にします。

全角半角の文字が混在するときは完璧なチェック方法にはなり
ませんが、実用レベルには耐えるでしょう。

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0071A]

●入力が数値、整数であるかのチェック方法

簡単なニューメリックチェック法（入力が数値、整数であるか
のチェック）はありませんか?

入力がニューメリック(数値、整数)であるかのチェックは厳密
に行うと複雑なロジックになりがちです。	ここでは簡単なチェ
ック方法を示します。

//	(例)	---------------------	
$wk1	=	input("数値を入力してください!","");	
if(	$wk1	==	str(val($wk1))	){	

				message	"数値	:	"	+	$wk1;

}	else	{	

				message	"数値ですか	!	\n"	+	$wk1;

}	

endmacro;	

//	（ここまで）---------------------------------------------
--	

入力文字列を、val	関数で数値にして、次に	str関数で文字列に
して、最初の入力文字列と比較しています。	完璧なチェック方
法ではありませんが、実用レベルには耐えるでしょう。	この例
では、+符号、全角文字	(数字)	の考慮はありません。



←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0072A]

●２バイト文字の判断方法

カーソル位置にある文字が、１バイト文字か２バイト文字かを
判断するにはどうしたらいいでしょうか？

秀丸エディタの内部キーワード「code」を使い、ビット演算を
使って２バイト文字かどうかを判断することで、可能です。

//	サンプルマクロ（ここから）	
#Code	=	code;	

if(	#Code	==	0	)	

{	//	フリーカーソルで改行以降	
				message	"改行以降";
}	

else	if(	#Code	==	0x09	)	

{	//	タブ	
				message	"タブ";
}	

else	if(	#Code	==	0x0d	)	

{	//	改行	
				message	"改行";
}	

else	if(	#Code	==	eof	)	

{	//	EOF	

				message	"EOF";

}	

else	if(	(	code	&	0xff00	)	!=	0	)	

{	//	２バイト文字	
				message	"２バイト文字";
}	

else	

{	

				message	"１バイト文字";



}	

endmacro;	

//	サンプルマクロ（ここまで）

文字列変数の中の文字列をバイト単位ではなく文字単位で扱い
たい場合は、	[HMM0073A]●文字列をバイト単位ではなく文字
単位で扱うを参照して下さい。

[補足]
code	は基本的に、Shift_JISを返します。unicodeにあり、
Shift_JISにない文字の場合は、codeは"0"を返します。

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0079A]
古い情報なので削除



●16bit版秀丸との数値型変数の互換性

自作のマクロを16bit版秀丸エディタでも動作するようにしたい
のですが、数値型変数の互換性はありますか？
例えば、２バイト文字かどうか判定するために、code	の値を
0xff	と大小比較しても大丈夫でしょうか？

秀丸エディタ	ver.1.48	のマクロヘルプには

数値型変数は４バイトの符号付きの値を記憶することができま
す。

とありますので、動作は変わりません。

例えば以下のマクロを32bit版(ver.3.13)と16bit版(ver.1.48)で確認
したところ、動作は全く同じです。

if	((code	&	0xff00)	!=	0)	{	

				message	"(code	&	0xff00)	!=	0";

}	

if	(code	>	0xff)	{	

				message	"(code	>	0xff)";

}	

message	str(0x8000);	//32768が返る	

message	str(0xffff);	//65535が返る	

if	(0x8000	<	0xffff)	message	"16bit版でも同じ？";

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0080A]

●16進数表記文字列を取得する方法

秀丸マクロで16進数表記文字列を取得する関数はありますか？

秀丸エディタ	ver.3.14からはhex関数がありますのでそれを利用
します。	また、Ver.8.56以降では、sprintf関数も使用できます。
(使用可能な書式指定構文に関しては、マクロヘルプを参照して
ください)

#n	=	15;

message	hex(#n);

message	sprintf("0x%04x",	#n);

message	sprintf("0x%04X",	#n);

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0015A]

●拡張子の認識

編集中のファイルの拡張子を調べたいのですが。

大きく分けて、次の	2	つの方法があります。

1.	キーワード	filetype	を使う。

filetype	キーワードを利用することにより、「.」+拡張子を
取得できます。

なお、「新規」、「grepの結果」、プログラムの標準出力
による「実行結果」の場合、	各々「new」「grep」
「exeresult」という決まった文字列を返します。

[補足]

秀丸エディタの起動オプションで、"/c"オプションを
指定した場合や、setfiletype文を使った場合は、	実ファ
イルの拡張子と、filetypeで取得できる拡張子が一致し
ません。	これは、設定を強制的に変更している為の仕
様になります。	( turukame.3:01568 を参照)

つまり、filetypeキーワードでは、編集しているファイ
ルの拡張子を正確に取得できない場合があるというこ
とになります。

https://log.maruo.co.jp/turukame/turukame_3/x0701567.html#1568


設定の種類を取得したい場合は	filetypeキーワードを、
実ファイルの確実な拡張子が必要な場合は、	basename
等、ファイル名を取得するキーワードから取得してく
ださい。

2.	文字列から拡張子を取得したい場合	編集中のファイルでな
く、DLL	や	DDE	サーバなどの外部ソフトウェアや、gettext
等を利用して、	既に取得済みの文字列から拡張子を取得し
たい場合は、	[HMM0074A]●文字列の後方から文字列を検
索	を参照して下さい。	(後方から"."を検索し、そこから拡
張子を切り出す。)

その他には以下の方法もあります。

hmjre.dll	を使用し、正規表現検索を使う。(dllfuncを使
う。)

例)	「.+(.[^.]+)」を検索し、タグの位置(括弧内の範囲)
を切り出す。

COM呼び出し機能を使用
し、"Scripting.FileSystemObject"の"GetExtensionName"
メソッドを使う。

"GetExtensionName"メソッドは、filetypeキーワードと
違い、"."(ドット)を含まない文字列を返します。	ま
た、小文字に正規化はされていないので、注意が必要
です。

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0016A]

●openfile	のオプションでの注意項目

openfileに正しくオプションを指定しているつもりですが、うま
く動きません。

オプションを指定する場合には、『半角空白』が必要な場合も
あるので、不正動作時にはチェックしてみてください。	次に２
つの例を示します。

不可例１：openfile	"/(100,100,500,500)"	+	$fileName;

修正例１：openfile	"/(100,100,500,500)	"	+	$fileName;

不可例２：openfile	"/h"	+	$fileName;

修正例２：openfile	"/h	"	+	$fileName;

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0017A]
古い情報なので削除



●openfile	の	/(x,y,cx,xy)	オプション

openfile	のオプションで「	/(x,y,cx,xy)」がありますが、なんだか
うまく動きません。

実ファイルが既に開いている場合は、予想した通りにファイル
を開けますが、	(無題)の秀丸エディタ上でopenfileをやるとその
パラメタが、キャプションに入力されてしまい、	後の位置移動
などのコントロールたとえば、setwindowpos	などが効かなくな
る症状が古いバージョンの秀丸エディタでは発生するようで
す。	そこで、正しく動かす為には、まず(無題）かどうかをチ
ェックすると良いでしょう。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0018A]

●openfile	の	/(x,y,cx,xy)	オプションでのマクロの
動作時の注意

openfileで自由な位置にウィンドウを開きたいのですが、思った
ように動きません。

openfile文の引数「x,y,cx,xy」には、文字列で数値を指定しま
す。	従って「openfile"/(100,200,300,400)";」は正しい書き方

ですが、	「openfile	"/(#XX,#YY,#CX,#CY)";」は誤りです。	数
値型変数を使って秀丸エディタの開く位置をコントロールする
には、数値型変数を文字型変数に変換してください。	次にその
例を示します。

openfile	

"/("+str(#XX)+","+str(#YY)+","+str(#CX)+","+str(#CY)+")";

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0028A]

●マクロファイル用フォルダの存在

マクロを配布する場合、マクロファイル用フォルダを作ってい
る人と作ってない人があります。どうやって判別すればよいの
ですか？

キーワード	macrodir	と	hidemarudir	を比較します。	一致すれ
ば、フォルダを作っていない事になります。	[HMM0028B]も参
照してください。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0028B]

●マクロで秀丸マクロフォルダを取得するには

秀丸マクロの中で、秀丸マクロフォルダを文字列として取得し
たいのですが、どうすればいいですか？

キーワード	macrodir	を使います。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0029A]

●マクロファイルの存在確認

マクロファイルがあるかどうかを判定できますか？

さまざまな方法があります。	次の例は、引数に確認したいマク
ロのファイル名を指定すれば、あとはマクロファイル用フォル
ダを自力で探し、	存在する場合には１、存在しない場合は０を
返すサブルーチン「isExistMac」です。

//-------	サンプルマクロ	-------//
call	isExistMac	"test.mac";

if(	##return	!=	0	)	message	"マクロがありました。";
else	message	"マクロはありません。";
endmacro;

isExistMac:

				$$checkFile	=	$$1;

				$$cF								=	macrodir	+	"\\"	+	$$checkFile;

				##existYN			=	existfile($$cF);

return	##existYN;

//	----------------------------	//

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0030A]

●ファイルの存在確認

ファイルがあるか確認したいのですが。

いくつか方法がありますが、次の例は、existfile関数を使ったも
のです。

//-------	サンプルマクロ	-------//
$target	=	"c:\\data\\test.txt";

if(existfile($target))message	$target+"は存在します";
else	message	$target+"は見つかりませんでした";
endmacro;

//	----------------------------	//

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0043A]

●(無題)秀丸からのマクロ実行

新規の秀丸エディタ、つまり、(無題)秀丸エディタはファイル
を開いたり、grepをしたりする時、	(無題)秀丸エディタを無題
のままにしておきたい場合（読み込み回避）はどうするのです
か？

(無題)および(無題)(更新)がタイトルバーに表示されている秀丸
エディタから、	一時処理ファイルを開くような作業をする場合
（openfile系コマンド等）、	通常、(無題)秀丸エディタにファイ
ルが優先的に読み込まれてしまいます。	通常の編集作業では問
題ないのですが、マクロで自動処理をする場合、	トラブルの原
因になるケースもあります。

そこで、(無題)状態をキープしたい時は、changenameにより
「ファイル名」を与えておいて、	終了時に再度(無題)に戻すこ
とで回避できます。	ただし、なぜかちょっとした追加処理が必
要だったりします。次にその例を示します。

//(1)前処理
#hwndOrg	=	hidemaruhandle(	0	);

if(filename==""){

				changename	"xxxxxx.tmp";

				#changeFileName=1;

}

//ここからマクロ本体
openfile	"00temp$$.$$$";	//	一時処理ファイルを開く



#hwndTmp	=	hidemaruhandle(	0	);

//(2)終了処理
setactivehidemaru	#hwndOrg;

closehidemaruforced	#hwndTmp;

if(#changeFileName){

				changename	"";

				insertfix	"a";

				undo;

}

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0047A]

●特定のファイルを開く

指定したファイルが開いてなければ開く、既に開かれていれば
アクティブにする、というような操作をしたいのですが。

これもさまざまな方法があります。	次の例は、既に開かれてい
るファイル名を調査するタイプのマクロで、常に「MEMO.txt」
という文書を編集できる状態にします。

//-------	サンプルマクロ	-------//

$openFileName	=	"c:\\hmmac\\MEMO.txt";

if(tolower($openFileName)	!=	filename){

				#findWind	=	findhidemaru($openFileName);

				if(#findWind	>	0)setactivehidemaru	#findWind;

				else	openfile	$openFileName;

}

endmacro;

//	----------------------------	//

秀丸エディタ	Ver.8.66以降の場合、「setcompatiblemode」を使う
方法もあります。

//-------	サンプルマクロ	-------//
setcompatiblemode	((compatiblemode	&	0xFFFFFF0F)	|	

0x00000030);

$openFileName	=	"c:\\hmmac\\MEMO.txt";

if(tolower($openFileName)	!=	filename)	openfile	

$openFileName;

endmacro;

//	----------------------------	//



←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0062A]

●フォルダの存在を確認したい

existfile()	関数を使えばファイルの存在を確認できるようです
が、フォルダの存在を確認する事はできないですか？

秀丸エディタ	Ver.7.00β3より、existfile関数が拡張され、ファイ
ルの属性が取得できるようになりました。

第2引数が追加され、1	を指定すると、第1引数で指定されたフ
ァイル/フォルダの属性が取得てきます。	existfile関数の戻り値
を調べれば、フォルダ(ディレクトリ)	かどうかを確認できま
す。

#ATTRIBUTE_READONLY		=	0x00000001;

#ATTRIBUTE_HIDDEN				=	0x00000002;

#ATTRIBUTE_SYSTEM				=	0x00000004;

#ATTRIBUTE_DIRECTORY	=	0x00000010;	//フォルダの場合セットされ
るビット
#ATTRIBUTE_ARCHIVE			=	0x00000020;

if((existfile(macrodir,1)	&	#ATTRIBUTE_DIRECTORY)	==	

#ATTRIBUTE_DIRECTORY){

		message	macrodir	+	"はフォルダです。";
}

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0034A]

●rollup等の動き

roll系のマクロ文の動きがわかりません。

画面のスクロールなどを担当するroll系マクロ文には
「rollup/rollup2/rolldown/rolldown2」があります。

rollup/rolldown文は「カーソル位置は、画面とともに上へ移動」
します。	また、「rollup	5;」などのようにパラメータを指定し
て移動量を指定できます。

一方、「rollup2/rolldown2」は「カーソル位置は、画面の同じ位
置をキープ」したままで画面をスクロールさせます。	なお、
rollup2/rolldown2文はパラメータの指定はできないので注意が必
要です。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0054A]
古い情報なので削除



●16bit版秀丸のmovetolinenoのバグ

16bit版秀丸エディタで、movetolineno文でテキストの最終行に
飛ばすように指定しても、その１つ前の行に飛んでしまいま
す。

これは16bit版秀丸エディタの一部のバージョンにあったバグで
す。	秀丸エディタでは起きないのですが、秀丸エディタでも
16bit版秀丸エディタでも動作する汎用のマクロを作ろうとする
と避けて通れません。(^^;)

　このバグの回避方法の例を以下に示します。

1.	次行行頭への移動（例：movetolineno	0,	lineno	+	1;）の場合
以下の３行を組み合わせて代用できます。

golineend2;

down;

golinetop2;

前行行頭への移動等も同様にできます。

2.	最終行にだけ飛べないんですから、いっそのこと最終行に
改行を１つ挿入してマクロの最後で削除する、という手が
あります。

3.	「絶対に最終行には飛ばさない」という自信がある場合は
そのまま使えます(^^;)



←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0033A]

●insertreturnの上書き／挿入MODEでの動き

改行を入れるためにinsertreturn文を使っていますが、なんか変
です。

insertreturn文は、キーボードからの「Enter」キー（リターンキ
ー）の動きを再現します。	従って、設定されている上書き/挿
入モードによって動作が異なります。	上書きモードの場合で、
しかも「その他」→「動作環境」の「編集」→「高度な編集」
にある「上書きモード時のリターン」の設定が「カーソル移動
する」になっていると、	カーソルが次の行頭へ移動するだけ
で、改行されません。	ただし、カーソル上に[eof]マークがある
場合だけ、改行が挿入されるので注意してください。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0036A]

●IMEのマクロ動作中切断方法

マクロの実行前後で、IMEの状態を同じにしておきたいのです
が。

マクロの実行直後と終了直前にIMEの状態を調査して、希望の
状態になるように設定します。	次の例はマクロ実行中はIMEを
OFFにし、マクロ実行後に、IMEのON/OFF状態を元の状態に戻
します。

//-------	サンプルマクロ	-------//
#imeYN	=	imestate;

if(	#imeYN	)	imeswitch;	//	IME	を	OFF
//以下、マクロ本体
//	……ここからマクロ本体を書く

//終了直前
if(	#imeYN	!=	imestate	)	imeswitch;

endmacro;

//	----------------------------	//

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0037A]

●IMEのマクロ中、強制OFF

keypressed文による値でループさせるマクロを作ったのです
が、ついIMEのON/OFFキーをさわってしまい、動作が変にな
ります。

誤ってキーを押すことはよくあることです。	keypressedループ
中で常にON/OFFを調査して、変更があればその都度修正しま
す。	次の例は、IMEがONされても、常にOFFが維持されます。

disablebreak;

while(1){

				while(1){

								#k=keypressed;

								if(#k=27)break;

								else	if(#k=...

								//	elseによる分岐が続く

				}

				if(imestate)imeswitch;

}

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0050A]

●自動インデントとinsertreturn

insertreturn文で改行挿入すると、次の行の行頭に空白が挿入さ
れてしまいます。

自動インデント（キーワード	indentstate）が無し以外の場合
に、	insertreturn文で改行挿入する時、その行の先頭に空白があ
ると自動インデントされて次の行の行頭に空白が挿入されま
す。	テキスト整形等をするときにインデントがじゃまになる場
合は、マクロの先頭でインデントをオフにして最後で戻しまし
ょう。	indentstate	と	config	の	i	の値とが違うのでちょっと複雑
ですが(^^;)

//（例）
//　マクロの先頭
#indentstate	=	indentstate;

if	(#indentstate	!=	0)	config	"i0";

//　マクロの最後
if	(#indentstate	==	1)	config	"i1";

else	if	(#indentstate	==	3)	config	"i2";

else	if	(#indentstate	==	5)	config	"i3";

else	if	(#indentstate	==	7)	config	"i4";

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0067A]

●マクロで引用符を取得するには

秀丸マクロの中で、秀丸エディタで設定されている引用符を文
字列として取得したいのですが、どうすればいいですか？

現在の秀丸エディタ(Windows95以降対応バージョン)では、設定
は全てレジストリに保存されています。	iniファイル関連の関数
で、"HIDEMARU.INI"にアクセスすると、自動的にレジストリ
をアクセスするように	なっていますが、	これは16bit版秀丸エ
ディタとの(マクロの)互換性のための動作です。	現状では、レ
ジストリアクセス関数で、レジストリから値を取得する方がい
いでしょう。

//	（例）	引用符を取得するマクロサンプル	---------------------
openreg	"CURRENTUSER",	

"Software\\Hidemaruo\\Hidemaru\\Env";

if(result){

				$inyoufuini	=	getregstr("RefMark");

				closereg;

				#inyoufuiniLen	=	strlen($inyoufuini);

				if(#inyoufuiniLen	<=	2){

								$inyoufu	=	"";

				}else{

								$inyoufu	=	midstr($inyoufuini,	1,	#inyoufuiniLen	-	

2);

				}

				message	$inyoufu;

}else{

				message	"引用マークの取得に失敗しました。\nマクロを終了しま
す。";



}

endmacro;

//	（ここまで）---------------------------------------------
--

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0027A]

●検索フラグの適用

searchupなどはフラグでコントロールできないようですが。

検索フラグを使って影響を及ぼすことができるのは、
findup,finddown文だけであり、	searchup/down,grep文などは、そ
の命令行のパラメタを直接指定する他には方法がありません。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0032A]

●「検索での表示」の設定による動作の違い

ある文字列を検索させて消去したいのですがうまくいきませ
ん。

たとえば、

秀丸エディタ

という内容で、"秀丸"を検索し削除する為に、

gofiletop;

searchdown2	"秀丸";
if(result){

				message	"削除します";
				delete;

}

endmacro;

というマクロを作った場合、削除されるのが"秀丸"ではなく、
"秀"という一文字しか削除できないという状況の対処方法で
す。

「その他」→「動作環境」→「検索」→「検索の動作-検索で
の表示」が［点滅］になっていると、	検索にマッチした箇所を
削除できません。［範囲選択］にする必要があります。

「検索での表示」が、［点滅］になっている場合、選択されて



いるように見えるますが、実際は選択されていません。	その
為、「delete;」等の命令を実行しても、カーソル位置にある文
字を消すだけの動作になります。	(範囲選択していれば、選択
範囲が削除されますが、範囲選択されていないので、対象がカ
ーソル位置のみになっている。)

「setcompatiblemode文」を使えば、マクロ実行時に「検索での
表示」の設定を、一時的に変更できます。

setcompatiblemode	0x00000200；

setcompatiblemode文の設定抜粋

0x00000000マクロの標準動作（動作環境に従う）
0x00000100 点滅表示
0x00000200 範囲選択

以下のようにマクロを変更すれば、「検索での表示」の設定を
変更しなくても、"秀丸"という検索にマッチした文字を削除で
きます。

setcompatiblemode	0x00000200；
gofiletop;

searchdown2	"秀丸";
if(result){

				message	"削除します";
				delete;

}

endmacro;

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0038A]

●検索ダイアログボックスを出す

検索ダイアログボックスを出すためのマクロ文が見当たりませ
ん。

秀丸エディタ	Ver4.10から、マクロに"searchdialog文"が追加され
ました。	これを使えば検索ダイアログを表示できます。	find文
と違い、searchdown/searchup文と同じ引数を指定します。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0039A]

●単語の検索

検索ダイアログボックスを出すには「find」というコマンドが
あるそうなんですが、「単語の検索」に相当するマクロ文が見
当たりません。

検索ダイアログボックスを「単語の検索」だけがオンになって
いる状態で出したいわけですね。	「単語の検索」のダイアログ
ボックスを出すためのマクロ文findwordがあります。	引数はあ
りません。

秀丸エディタ	Ver4.10から、マクロに"searchdialog文"が追加され
ました。	searchdown/searchup文と同じ引数を指定し、検索ダイ
アログを開く事が出来ます。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0042A]

●grepのダイアログボックスを出す

grepのダイアログボックスだけを出すことは出来ますか？
grepdialog文では新規に白紙の秀丸エディタが出てきてしまっ
てイライラします。

秀丸エディタVer.6.00より、ダイアログボックスを表示する
「grepdialog2」が	追加になりました。	grepdialog文と違い、grep
文と同じ引数を指定します。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0049A]

●検索系コマンドを使う場合は

検索系コマンドを使うと、検索ダイアログのオプション指定が
変化してしまいます。

searchup/searchdown文を使うことによって、検索バッファの内
容が書き換えられてしまうために起こる現象です。
「setcompatiblemode文」を使えば、マクロ内で検索系コマンド
を実行しても、	マクロ終了後に検索条件をマクロ実行前と同じ
に戻すことが出来ます。

マクロの先頭で、

setcompatiblemode	0x00020000;

を実行しておけば、検索条件が保存され、マクロ終了時に復元
されます。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0073A]

●文字列をバイト単位ではなく文字単位で扱う

「strlen」等の文字列操作関数はバイト単位となっていますが、
文字単位で扱うことはできないでしょうか？	１バイト文字と２
バイト文字が混在している時に、とても困ります。

秀丸エディタ	Ver.8以降は、文字列をunicode(正確にはUTF-
16LE)として扱う関数群が追加されています。

wcslen

wcsleftstr

wcsrightstr

wcsmidstr

wcsstrstr

wcsstrrstr

この関数群を使用すれば、半角、全角問わずに文字単位で、文
字列を操作可能です。	ただし、UTF-16LEなので、コードポイ
ントが、U+10000	から	U+10FFFFの範囲は、	サロゲートペアを
使って表現するため、1文字でも2文字扱いになります。

Unicode(UTF-16LE)ベースで文字単位で扱うには、

サロゲートペア



結合文字列(基底文字	+	結合文字)

異字体セレクタ(文字	+	異字体セレクタ(U+E0100	to
U+E01EF))

等があるので、全て考慮しようとするとかなり難しい事になり
ます。

←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0074A]

●文字列の後方から文字列を検索

文字列の後方から文字列を検索する方法はありますか？ロング
ファイル名での拡張子取得で、「.」を後方から検索したいので
すが。

秀丸エディタ	Ver.8から、後方から文字列を検索す
る、strrstr、wcsstrrstrが追加されています。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0076A]

●重複行の削除

	:	重複行の削除はできませんか？

下記のマクロで可能です。
ただし、同一内容の行が連続している場合のみ。内容全体処理
する場合は、事前にソートが必要です。

秀まるおのホームページ(サイトー企画)−秀丸エディタの変換モ
ジュールライブラリ に、	uniqの機能を持つ変換モジュールが
登録されているので、それを使う方法もあります。

//------------------	uniq.mac	----------------------------

---------

disabledraw;

gofiletop;

while(1){

				selectline;

				$$line	=	gettext(seltopx,seltopy,selendx,selendy);

				if($$line	==	$$bline){

								selectline;

								delete;

				}

				else	movetolineno	1,lineno	+	1;

				if(lineno	==	linecount2)	break;

				$$bline	=	$$line;

}

enabledraw;

endmacro;

https://hide.maruo.co.jp/lib/hmconv/index.html


←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0077A]

●マクロでの文字列の比較

マクロのif文で文字列の比較はできますか?	単純に、if	($a	<	$b)
などと比較すると、時々比較結果が変に感じるのですが…。

できます。

ただし、比較のルールは文字コード順ではなく、辞書引き順と
なります。

大小比較をする場合は注意が必要です。	辞書引き順のルールは
以下のようになっているようです。

(以下は、本Ｑ＆Ａ執筆者が独自に調査した結果を基に記述して
います。このルールに基づかない結果になることがあるかもし
れません)

例に示す式はすべて真です。

(1-a)

文字種全体の関係は、記号	<	英字	<	かな	<	漢字	となる。
英字同士の比較は大文字/小文字、全角/半角の区別なく、英字
順に大きいと判断される。

かな同士の比較は、ひらがな/カタカナ、全角/半角の区別な



く、五十音順に大きいと判断される。濁点、半濁点はないもの
と見なす。

例)	"ａ"	<	"ア"（半角カタカナ）
例)	"a"	<	"B"
例)	"アイ"（半角カタカナ）	>	"アア"
例)	"カク"	<	"カ゛ケ"（半角カタカナ）
例)	"０"	<	"1"

(1-b)

文字数の違う文字列同士の比較で、短い方の文字列の長さまで
が(1-aのルールで)	一致している場合、長いほうが大きいと判断
される。
※	長さはバイト数ではなく文字数でカウントする。
例)	"ＡＢＣ"	<	"abc1"

ここまでで決着がつかなかった場合に、次のルールを適用しま
す。

(2)

	英字の同一文字の大文字と小文字の比較では、大文字のほうが
大きい。
	かなの同一文字の比較では、次のような関係となる。

	濁点ナシ	<	濁点付き	<	半濁点付き

	半角カナ	<	全角カタカナ	<	全角ひらがな

	※	濁点の有無のほうが優先順位が高い。

	例)	"ABC"	>	"abc"



	例)	"アイ"（半角カタカナ）	<	"アイ"
	例)	"カク"	<	"カ゛ク"（半角カタカナ）

ここまでで2つの文字列に違いが見られない場合、2つの文字列
は同じであるという結果になります。

例)	"バ"=="ハ゛"	漢字や記号など言及していない部分もありま
す（一部、例２も参照ください）が、ここで挙げていくときり
がないので、	ご自身で確かめてみましょう。

（例１）
次のマクロは、編集中のテキストのカーソル位置から、	英大文
字で始まる単語を取得して1単語ずつダイアログボックスに表示
させようとしたものです。

ファイルの最後に達するまで繰り返します。

gowordtop;	

#x1	=	x;	

#y1	=	y;	

while(	1	)	{	

				wordright;	

				if(	result	==	false	)	{	

								break;

				}	

				$str	=	gettext(#x1,	#y1,	x,	y);	

				$s1	=	leftstr($str,	1);	

				if(	$s1	>=	"A"	&&	$s1	<=	"Z"	)	{	//	*1	

								message	$str;

				}	

				#x1	=	x;	

				#y1	=	y;	

}	

英単語かどうかの判断に文字列の比較を使用しています	(*1	の
行)。
("A"〜"Z"で始まる単語を英単語であると判断)	このマクロは英



大文字で始まる単語のみを表示する目的で作成したものです
が、	前述したルールにより英小文字で始まる単語も表示してし
まいます。

正しく英大文字で始まる単語のみを表示するには、*1	の行を次
のように変更します。

if(	ascii($s1)	>=	'A'	&&	ascii($s1)	<=	'Z'	)	{	//	*1

比較対象を文字(列)のままではなく文字コードに変換して比較
します。
※	AとZの囲みがシングルクォートに変わっていることに注意。

（例２）
例１の例を含めて、秀丸エディタの文字列比較（<,	==,	>の演算
子で行うもの）はWin32API	の	lstrcmp()を使っているので、	そ
の通りのルールになっています。
そのため、比較結果が以下のようなちょっと凝った？ものにな
ります。

"パ"=="ハ゛゛"
"�"<"∞"	//（Shift_JIS,	UNICODEコード順と逆）
"℃"=="C゜"
"一"=="一〇〇〇〇"
"◎゛"=="●"
"�ヽ"=="��"
"山ゞ"=="山山゛"

厳密に（単純に）同じ文字列か比較を行いたい場合は、以下の
ような方法があります。

$a	=	input	("１個め",	"");	
$b	=	input	("２個め",	"");	
//	秀丸エディタの比較演算子による文字列比較	(WIN32	API	の



lstrcmp()と同じ)	
if	($a	==	$b)	{	

				message	"$a	==	$b";

}	else	if	($a	>	$b)	{	

				message	"$a	>	$b";

}	else	{	

				message	"$a	<	$b";

}	

//	厳密な比較例	
if	(($a	==	"")	&&	($b	==	""))	{	

				//	例外的に	strstr("",	"")	==	-1	になります。	
				message	"$a	と	$b	は共にヌルストリングです。";
}	else	if	((strlen($a)	==	strlen($b))	&&	(strstr($a,	$b)	

==	0))	{	

				message	"本当に	$a	と	$b	は同じ文字列です。";
}	else	{	

				message	"$a	と	$b	は違う文字列です。";
}	

endmacro;	

厳密な（単純な）大小関係を知りたい場合は、ascii関数を使っ
て１文字ずつ比較する方法があります。

[解説]
Win32API	の	lstrcmp()	についての詳細は以下を参照してく
ださい。
lstrcmp	関数

辞書引き順の詳細は、ＪＩＳの日本語文字列照合順番	X4061-
1996で定義されています。

←前へ 	 次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ

https://msdn.microsoft.com/ja-jp/windows/ms647488(v=vs.80)


←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0020A]

●長い文字列を	message	表示

長い文字列を表示したのですが、message	文では問題があるよ
うです。

確かに秀丸エディタV2.14あたりまでは、約500バイト、秀丸エ
ディタV2.15でも約4000バイト程度で問題が発生するようです。
表示させる内容があらかじめわかっている場合であれば、文字
列を短くするとか、	message文を複数用意するといった対応方
法があります。

しかし、マクロの途中などで、多量かつ何文字になるかわから
ない場合は、message文は不適当です。	そこで	menuarrayを使う
方法があります。これだとどれだけながくなっても少なくとも
表示はできます。	欠点としては、幅が長くなると右で切れま
す。従ってどうしても長い情報を表示させたい場合には、	情報
（文字列）を適当に切ってmenuarrayの配列子にいれると見栄え
が良くなります。	ただし、こうした長い文字列をmessage	文や
menuarray	文で処理するのは原則的に避けるべきです。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0064A]

●メニューに色を付けたい

menu	文等で、項目の文字列の色を変える事はできますか？

できません(裏ワザを知ってる方はご一報下さい(^^;)。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0069A]

●マクロ処理中にダイアログボックスを出す方法

マクロ処理中にダイアログボックスを出して、「処理中です」
と表示させたいのですが？

全ての場合についてできるわけではないですが、whileループか
なんかで処理をするような場合については	「秀まるおのマクロ
サーバ」や「田楽DLL」を使って以下の様な感じで何とかなる
んじゃないでしょうか？

以下の例では、"0"〜"9"の文字を繰り返し1000個まで表示させ
ます。	「中止」ボタンをクリックすると処理を中断します。

「秀まるおのマクロサーバ」を使った場合

//	マクロサーバで常にダイアログを表示させるサンプル	
run	"macserv.exe";	

ddeinitiate	"HideMacroServer",	"AllService";	

ddepoke	"newdialog",	"20,秀丸マクロ";	
ddepoke	"newcontrol",	"text,,処理中です";	
ddepoke	"newcontrol",	"defbutton,,中止";	
ddepoke	"notify",	"10";	

$item	=	"";	

ddestartadvice	"dlgresult",	$item;	

ddeexecute	"dialog	lastactiveparent";	

while(	1	){	

				ddewaitadvice	$item,	10;	

				//	「中止」ボタンが押されたら終了する	



				if(	$item	!=	""	)	break;	

				//	元々のコード例：ここから	
				//	終わったら	break	でループを抜ける	
				#n	=	#n	+	1;	

				#m	=	#m	+	1;	

				if	(#n	>	9)	#n	=	0;	

				insert	str(#n);	

				if	(#m	>	1000)	break;	

				//	元々のコード例：ここまで	

}	

ddeexecute	"enddialog";	

ddestopadvice	"dlgresult";	

ddeexecute	"exit";	

endmacro;	

//	（ここまで）---------------------------------------------
--

「田楽DLL」を使った場合

//	田楽DLLで常にダイアログを表示させるサンプル	
loaddll	"dengakudll.dll";

if(!result){

				message	"DLLのロードに失敗しました。";
				endmacro;

}

if(dllfunc("NEWDIALOG",	"秀丸マクロ",	20)	==	0	||
				dllfunc("NEWCONTROL","text",	"",	"処理中です")	==	0	||
				dllfunc("NEWCONTROL","defbutton",	"btn1",	"中止")	==	0	
||

				dllfunc("SETCTRLNOTIFY","btn1",	"10")	==	0){

				message	"ダイアログ作成エラー！";freedll;endmacro;
}

if	(!dllfunc("SHOWDIALOG",hidemaruhandle(0),1)){

				freedll;

				message	"ダイアログの表示に失敗しました。";
				endmacro;

}

$item	=	"";

//	「中止」ボタンが押されたら終了する	
while	(strlen($item)	==	0){

				$item	=	dllfuncstr("WAITCTRLNOTIFY",10);

				if(	$item	!=	""	)	break;	

				//	元々のコード例：ここから	



				//	終わったら	break	でループを抜ける	
				#n	=	#n	+	1;	

				#m	=	#m	+	1;	

				if	(#n	>	9)	#n	=	0;	

				insert	str(#n);	

				if	(#m	>	1000)	break;	

				//	元々のコード例：ここまで	
}

#ret	=	dllfunc("ENDDIALOG");

freedll;

endmacro;	

//	（ここまで）---------------------------------------------
--

←前へ 	次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0040A]
古い情報なので削除	(Ver.8以降では、「ファイルタイプ別の設定」を変
更しても、「やり直し」「やり直しのやり直し」は問題なく動作しま
す。)



●config	"w"

config	"w"で折り返し文字数を変えると、「やり直し」「やり
直しのやり直し」のヒストリーをキャンセルされてしまいま
す。

このコマンドは、折り返し文字数の再設定を行いますが、ご質
問のように「やり直し」「やり直しのやり直し」のヒストリー
をキャンセルしまいます。	つまり、このコマンドにより、それ
以前の状態にやり直しで戻ることができなくなります。注意し
ましょう。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0040B]
古い情報なので削除	(Ver.8以降では、「ファイルタイプ別の設定」、
「動作環境」を変更しても、「やり直し」「やり直しのやり直し」は問
題なく動作します。)



●マクロ実行後に「やり直し」が効かない

「その他→動作環境→パフォーマンス」にある「詳細」で設定
可能な、「やり直しバッファサイズ」を超えないような編集で
あるにも関わらず、	マクロ実行後に「編集→やり直し」、「編
集→やり直しのやり直し」が効かなくなる場合があります。

「config	"w80";」、「config	"k+";」などで、「折り返し文字
数」、	「禁則処理」のようなワープロ行（見た目での行数）が
変わる可能性（実際に変わらなくても）がある設定を変更した
場合は、	秀丸エディタ内部で情報の再配置が必要なため、「編
集→やり直し」、「編集→やり直しのやり直し」が効かなくな
ります。
「その他→ファイルタイプ別の設定」、「その他→動作環境」
で設定を変更した場合も同様です。	[HME0082A]●設定変更後に
「やり直し」が効かないを参照して下さい。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0048A]

●上書き禁止・閲覧モード時のマクロの動作

上書き禁止や閲覧モード時にテキストの編集をするマクロを実
行すると、編集結果がぐちゃぐちゃになってしまいます。

マクロ命令の中に、上書き禁止や閲覧モードになっていても動
作に影響せず書き込んでしまうものと、	書き込み動作を行わな
くなるものの２種類が存在するためです。

上書き禁止や閲覧モードになっていたら、警告ダイアログを出
してマクロを終了させるか、もしくはモードを変更するかしま
しょう。

//（例）
if(readonly){

				message	"「上書き禁止」なので実行を中止します。";
				endmacro;

}

if(browsemode){

				message	"「閲覧モード」なので実行を中止します。";
				endmacro;

}

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0052A]
古い情報なので削除



●秀丸エディタのレジストリ操作と16bit版秀丸の
共通化

16bit版秀丸エディタではhidemaru.iniに設定が保存されていま
したが、32bit版秀丸エディタではレジストリに保存されるよう
になりました。	どちらの秀丸エディタでも動作できる方法はあ
りますか？

getinistr/getininum	等で、ファイル名を	"hidemaru.ini"にすると、
32bit版秀丸エディタではレジストリに対して読み書きをしま
す。	32bit版秀丸エディタと16bit版秀丸エディタ両用のマクロを
作る場合や、	レジストリについてよく分からない人(^^;)は、こ
れらのマクロ命令を使うようにします。	秀丸マクロヘルプの
getinistr/getininum	のところに記述があります。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0053A]

●ワードラップと折り返し

秀丸エディタによって折り返し文字数のところで折り返された
行頭のところで空白を挿入しようとしても、	挿入されないこと
があるようなのですが……。

ワードラップ機能によって折り返されている場合は、挿入した
空白が前行の行末に付きますので、それが正常な動作です。	ワ
ードラップの設定がされているかどうかはキーワードでは分か
らないので、以下のようにレジストリから参照します。

//（例）
openreg	"CURRENTUSER",	

"Software\\Hidemaruo\\Hidemaru\\Env";

if(result){

				#Wordwrap	=	getregnum("Wordwrap");

}

closereg;

if(#Wordwrap==1){

				//	ワードラップ時の処理
}

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0021A]

●サブルーチンへの引数

サブルーチンへ引数がうまく引き渡せません。

引数の「数」と「型」と「順番」を合わせる必要があります。
次の例は、３つの文字列型変数と２つの数値型変数を「test」と
いうサブルーチンへ渡しています。	引数の順番に注意しましょ
う。	特にサブルーチン側での引数の参照順に留意してくださ
い。

//-------	サンプルマクロ	-------//\
call	test	#n1,$s1,$s2,#n2,$s3;

endmacro;

test:

				##ukenum1	=	##1;

				$$ukestr1	=	$$2;

				$$ukestr2	=	$$3;

				##ukenum2	=	##4;

				$$ukestr3	=	$$5;

				//...処理
return;

//	----------------------------	//

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0022A]

●サブルーチンからの戻り値(文字列)

サブルーチンから戻り値を得ることができますか？

戻り値として変数値をひとつ得られます。	次の例は、文字列型
変数２つを「calcStrToNum」サブルーチンへ渡し、	これを合計
し、答えを文字列型変数で呼び出し元へ戻しています。	戻り値
は文字列型であれば「$$return」、数値型であれば「##return」
という変数に格納されます。

//-------	サンプルマクロ	-------//
$a="123";

$b="456";

call	calcStrToNum	$a,$b;

$ans=$$return;

message	$ans	+	"円";
endmacro;

calcStrToNum:

				$$s1=$$1;

				$$s2=$$2;

				##wa=val($$s1)+val($$s2);

				$$anser=str(##wa);

return	$$anser;

//	----------------------------	//

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0023A]

●サブルーチンからの戻り値(数値)

戻り値を数値で得たいのですが。

サブルーチンからの戻り値は文字列型変数だけでなく、数値型
でも得られます。	次の例は上の例とほぼ同じですが、戻り値を
数値型で返してします。

//-------	サンプルマクロ	-------//
$a="123";

$b="456";

call	calcStrToNum	$a,$b;

#ansNum=##return;

endmacro;

calcStrToNum:

				$$s1=$$1;

				$$s2=$$2;

				##wa=val($$s1)+val($$s2);

				return	##wa;

//	----------------------------	//

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0024A]

●サブルーチンからの戻り値($$return,##return)を
そのまま使う

サブルーチンからの戻り値（##return,$$return）を新しい変数
で受けるのは面倒です。

戻り値を他に利用しないのであれば、戻り値そのものをマクロ
文で利用できます。	次の例は、上の例とほぼ同じですが、戻り
値を新しい変数に格納しないですぐに利用してます。

//-------	サンプルマクロ	-------//
$a	=	"123";

$b	=	"456";

call	calcStrToNum	$a,$b;

$kotae	=	str(##return)	+	"円";
message	$kotae;

endmacro;

calcStrToNum:

				$$s1	=	$$1;

				$$s2	=	$$2;

				##wa	=	val($$s1)	+	val($$s2);

return	##wa;

//	----------------------------	//

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0025A]

●サブルーチンからの戻り値(複数の戻り値)

戻り値がひとつしか使えないのでは不便です。

グローバル変数をサブルーチン側で用いることで対応できま
す。

//-------	サンプルマクロ	-------//
$a="123";

$b="456";

call	calcStrToNum	$a,$b;

message	"和＝"+str(#wa)+"差＝"+str(#sa);
endmacro;

calcStrToNum:

				$$s1=$$1;

				$$s2=$$2;

				#wa=val($$s1)+val($$s2);

				#sa=val($$s1)-val($$s2);

return;

//	----------------------------	//

一見、return文で何も返していないようですが、#wa,#saでグロ
ーバル変数を使用しているので、	これらの変数は元のルーチン
でも参照できます。	こうした「グローバル変数を用いた戻り
値」では、実質的に複数の戻り値を返せます。	これらは一般的
なプログラミングにおける変数の有効範囲における留意点とほ
ぼ同様です。



←前へ 	次へ→ 	機能別Ｑ＆Ａ 	質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0035A]

●時間待ちサブルーチン

秀丸マクロには、処理の待ち時間を設定するコマンドがないの
で不便です。

秀丸エディタ	Ver	8.00から「sleep文」が追加されました。

//例(1秒まち　sleep文の引数の単位は、ミリ秒になる。1000ミリ秒	=	1
秒)
sleep	1000;

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0031A]

●findwindow()の秀丸ファイル名指定時の注意事
項

findwindow()	がうまく使えません。

表示されている文字列を正確に指定する必要があります。	(英
語の大文字小文字は無視してくれますが、基本的には完全一致
だと思ってください。)

その為、ウィンドウキャプションを調べるツール等で、事前に
正確な文字列を調査する必要があります。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0056A]

●複数のウィンドウ間を移動したい

openfile文でファイルを開くと、その後の処理は今開いたファイ
ルに対して行われますが、	元のファイルに戻るにはどうしたら
よいのでしょうか？

既に開かれている秀丸エディタのウィンドウをアクティブにす
る(画面の一番手前に持ってくる)には、setactivehidemaru文を使
います。

//-------	サンプルマクロ	-------//
//	元のファイルに戻る
#hwnd	=	hidemaruhandle(	0	);	//元ウィンドウのハンドルを取得する
openfile	"c:\\hidemaru\\install.txt";	//別ファイルを開く

				//ここに	c:\\hidemaru\\install.txt	上での処理が入る。

setactivehidemaru	#hwnd;	//元のウィンドウに戻る
endmacro;

//	----------------------------	//

※	hidemaruhandle()関数についてはマクロヘルプの	秀丸エディ
タ管理 	の説明と「●setactivehidemaru文の引数」を参照して下
さい。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ

https://help.maruo.co.jp/hidemac/html/160_Management.html


←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0057A]

●秀丸ウィンドウを閉じたい

マクロから開いたウィンドウを閉じて元のウィンドウに戻りた
いのですが。

手順としては、元のウィンドウに戻ってからウィンドウを閉じ
る、となります。下記のサンプルを参考にして下さい。

//-------	サンプルマクロ	-------//
#hwnd	=	hidemaruhandle(	0	);	//元ウィンドウのハンドルを取得する
openfile	"c:\\hidemaru\\install.txt";	//別ファイルを開く
#hwnd_new	=	hidemaruhandle(	0	);	//ウィンドウハンドルの取得

				//ここに	c:\\hidemaru\\install.txt	上での処理が入る。

setactivehidemaru	#hwnd;	//元ウィンドウに戻る
closehidemaru	#hwnd_new;	//別ウィンドウを閉じる
endmacro;

//	----------------------------	//

※	closehidemaru	文の代わりに	closehidemaruforced文を使えば、
編集中のウィンドウも(編集内容を破棄して)強制的に閉じる事
ができます。

←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



←前へ 	 次へ→ 	 機能別Ｑ＆Ａ 	 質問番号順Ｑ＆Ａ



[HMM0058A]

●setactivehidemaru	文の引数

setactivehidemaru文を使って編集ウィンドウを切り替えたいの
ですが、使い方がよく分かりません。

setactivehidemaru文には秀丸エディタウィンドウの「番号」か
「ウィンドウハンドル」を指定します。

[解説]

1.	 ウィンドウ番号

秀丸エディタウィンドウの「番号」とは、秀丸エディ
タのウィンドウを画面手前から順に数えた番号になっ
ています(一番手前が0	です)。	ファイル名からウィン
ドウ番号を取得するには	findhidemaru()関数を使いま
す。

//-------	サンプルマクロ1	-------//
//	"c:\\hidemaru\\install.txt"	のウィンドウ番号を取得
する
$file				=	"c:\\hidemaru\\install.txt";

#h_order	=	findhidemaru($file);

message	$file	+	"	のウィンドウ番号は	"	+	
str(#h_order)	+	"	です。";
if(	#h_order	!=	-1	)	setactivehidemaru	#h_order;	

//切り替え
endmacro;

//	----------------------------	//



※	ファイルが開かれていない場合は、ウィンドウ番号
は	-1	になります。

2.	ウィンドウハンドル

1.で説明したウィンドウ番号は、setactivehidemaruを繰
り返し使用してウィンドウの切り替えを行うと変化し
てしまいます。	いちいちfindhidemaru()関数を使ってウ
ィンドウ番号を取得してもいいのですが、	「ウィンド
ウハンドル」を取得しておけば(ウィンドウを閉じない
限り)そのウィンドウを一発で指定できます。

//-------	サンプルマクロ2	-------//
//	"c:\\hidemaru\\install.txt"	のウィンドウハンドルを
取得する
$file		=	"c:\\hidemaru\\install.txt";

#h_wnd	=	hidemaruhandle(findhidemaru($file));

message	$file	+	"	のウィンドウハンドルは	"	+	
str(#h_wnd)	+	"	です。";
if(	#h_wnd	!=	0	)	setactivehidemaru	#h_wnd;	//切り
替え
endmacro;

//	----------------------------	//

※	hidemaruhandle()関数の引数にはハンドルを取得した
いウィンドウのウィンドウ番号を指定します。	ウィン
ドウが存在しない場合(ウィンドウ番号が-1	の場合)、
hidemaruhandle()	関数は	0	を返します。

3.	 findhidemaru()	関数を使う場合の注意点

findhidemaru()	関数の引数にアクティブウィンドウ(ウ
ィンドウ番号0)のファイル名を指定した場合も	(ウィン
ドウが存在しない時と同様に)	-1を返すため、	上記の
サンプルマクロを	c:\hidemaru\install.txt上で実行すると
「c:\hidemaru\install.txt	のウィンドウ番号は	-1	(ウィン
ドウハンドルは	0)です。」と嘘(^^;を言われてしまい



ます。	(findhidemaru()	関数は自分自身を見つける事は
できない。)

例えばアクティブウィンドウのウィンドウハンドルを
取得したい場合は、

#hwnd_act	=	

hidemaruhandle(findhidemaru(filename));

※	filename	には現在のウィンドウのファイル名が入る
(「●「キーワード」とは？」を参照して下さい)。

ではなく

#hwnd_act	=	hidemaruhandle(	0	);

と指定しなければ正しく動作しません。

4.	 setactivehidemaru文の第2引数の使い方

２番目のパラメータを指定すると、自分自身のウィン
ドウの重なり位置を調節できます。	ウィンドウ番号か
ハンドルをを指定すると、指定したウィンドウの下に
移動します。

-1を指定すると、一番下に移動します。	２番目の
パラメータは省略可能です。

初期状態。アルファベット(a〜d)がウィンドウハンド
ル(ウィンドウ識別番号)、数字がウィンドウ順番で
す。

┏━━━━━━━┓
┃d													┃
┣━━━━━━━┫



┃3	┏━━━━━┻━┓
┃		┃c													┃
┃		┣━━━━━━━┫
┃		┃2	┏━━━━━┻━┓
┃		┃		┃b													┃
┗━┫		┣━━━━━━━┫
				┃		┃1	┏━━━━━┻━┓
				┃		┃		┃a													┃
				┗━┫		┣━━━━━━━┫
								┃		┃0													┃
								┗━┫														┃
												┃														┃
												┗━━━━━━━┛

「次の秀丸エディタ」に切り替えるため、２番目のウ
ィンドウをアクティブにする。(setactivehidemaru	1;)	単
純に２番目のウィンドウ(b)が先頭に移動するだけなの
で、(a)と(b)が入れ替わるだけ。	再度２番目のウィン
ドウをアクティブにしても、(a)と(b)が入れ替わるだけ
で、(c)には移動しない。

setactivehidemaru	1;実行時の動作

┏━━━━━━━┓
┃d													┃
┣━━━━━━━┫
┃3	┏━━━━━┻━┓
┃		┃c													┃
┃		┣━━━━━━━┫
┃		┃2	┏━━━━━┻━┓
┃		┃		┃b													┃
┗━┫		┣━━━━━━━┫
				┃		┃0													┣
━┓
				┃		┃														┃
	a┃
				┗━┫														┣━┫

←→

┏━━━━━━━┓
┃d													┃
┣━━━━━━━┫
┃3	┏━━━━━┻━┓
┃		┃c													┃
┃		┣━━━━━━━┫
┃		┃2	┏━━━━━┻━┓
┃		┃		┃b													┃
┗━┫		┣━━━━━━━┫
				┃		┃1	┏━━━━━┻━┓
				┃		┃		┃a										
			┃
				┗━┫		┣━━━━━━━┫
								┃		┃0									



								┃														┃
	1┃
								┗━┳━━━━━┛		┃
												┃										
				┃
												┗━━━━━━━┛

				┃
								┗━┫											
			┃
												┃									
					┃
												┗━━━━━━━┛

「次の秀丸エディタ」で順次ウィンドウを切り替える
には、先頭のウィンドウを最後に移動する必要があり
ます。	第二引数を指定し、先頭のウィンドウを最後に
移動させる。

setactivehidemaru	1,-1;実行時の動作

┏━━━━━━━┓
┃d													┃
┣━━━━━━━┫
┃2	┏━━━━━┻━┓
┃		┃c													┃
┃		┣━━━━━━━┫
┃		┃1													┃
┃		┃		┏━━━━━┻━┓
┗━┫		┃b													┃
				┃		┣━━━━━━━┫
				┃		┃0												
	┣━┓
				┗━┫														┃
	a┃
								┃												
		┣━┫
								┃												
		┃	3┃
								┃												
		┃		┃
								┗━┳━━━━━┛		┃
												┃								
						┃
												┃								
						┃
												┗━━━━━━━┛

→

┏━━━━━━━┓
┃d													┃
┣━━━━━━━┫
┃1	┏━━━━━┻━┓
┃		┃c													┃
┃		┣━━━━━━━┫
┃		┃0													┃
┃		┃														┣━┓
┗━┫														┃	b┃
				┃														┣━┫

				┃														┣━
┻━┓
				┗━┳━┳━━━┛					a┃
								┃3	┣━━━━━━━┫
								┃		┃									
				2┃
								┃		┃									
					┃
								┗━┫										
				┃
												┃								
						┃
												┃								
						┃
												┗━━━━━━━┛

→

┏━━━━━━━┓
┃d													┃
┣━━━━━━━┫
┃0													┣
┃														┃
┃														┣
┃														┃
┃														┣
┗━┳━┳━━━┛
				

				

				

		a┃
								

								

				1┃
								

					┃
								

				┃
												

						┃
												

						┃
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[HMM0059A]

●ウィンドウを見えなくしたい

マクロから別のウィンドウを開いているのですが、そのウィン
ドウを見えなくする事は可能でしょうか？

起動オプションの「ステルス起動(/h)」を使えばできます。

//-------	サンプルマクロ	-------//	
//	"c:\\temp\\00work00.$$$"	をステルスモードで起動する	
#hwnd	=	hidemaruhandle(	0	);	//元ウィンドウのハンドルを取得	
$temp_file	=	"c:\\temp\\00work00.$$$";	

openfile	"/h	"	+	$temp_file;	//ステルスモードで開く	
#hwnd_stealth	=	hidemaruhandle(	0	);	//ステルスウィンドウのハ
ンドル	

				//ここに	c:\temp\00work00.$$$	上での処理が入る。	
				//	(ここで実行される処理は画面では見えない)	

setactivehidemaru	#hwnd;	//元ウィンドウへ移動	
closehidemaruforced	#hwnd_stealth;	//ステルスウィンドウを閉じ
る	
endmacro;	

//	----------------------------	//	

※	ステルスモードで開いたウィンドウは「必ず」マクロの中で
終了させて下さい！！

なお、ステルスウィンドウに対する	findwindow()	関数は失敗す
る場合が多いので、	なるべく開いた「直後」に	hidemaruhandle(



0	)	でウィンドウハンドルを取得しておきましょう。
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[HMM0081A]

●「DLLがロードされてないのにdllfunc関数が使
われました」と表示される

マクロを実行すると、「DLLがロードされてないのにdllfunc関
数が使われました」	と表示されるのですが？

原因としては	以下の内容が考えられます。

loaddll文/関数で、dllの読み込みに失敗しているのに、
dllfunc/dllfuncstrを呼び出している

DLLの読み込みに失敗する原因としては、DLLが適切
な位置に配置されていない等が考えられます。	実行す
るマクロと同じ場所か、マクロフォルダか、秀丸エデ
ィタ本体と同じ場所に配置するかは、	マクロの説明書
等に記載されているはずなので、確認してください。

マクロとDLLが、同じ場所にあるにも関わらず、動作
しない場合は、DLLのロード部分を確認見直してみて
ください。	単純にファイル名が間違っている場合もあ
ります。

64bit版秀丸エディタを使用しているのに、32bit版の
DLLをロードしようとしている。
基本的に、64bit版秀丸エディタで使用できるのは、



64bit版DLLだけです。	オプションの設定で、32bit版
DLLを使用する事も出来ますが、正常に動作する保証
はありません。

DLLを実行するためのファイルが足りない。	VCのラ
ンタイムライブラリ等、DLLの実行に必要なファイル
がない場合にもDLLのロードに失敗します。	DLL本体
の他に、必要なファイルがあるかどうか確認してくだ
さい。

loaddll文/loaddll関数の有効範囲の問題

秀丸エディタではVer.3.02以降、外部DLLを使用できるよう
になりましたが、	以下の制限が存在します。

dllfunc等の関数呼び出しは、loaddll文/loaddll関数	を実
行した秀丸エディタのみ可能。	dllをロードした秀丸エ



ディタ以外では、dllfunc等の関数呼び出しは失敗す
る。

マクロヘルプの DLL呼び出し機能 	を参照の事。

その為、ウィンドウの切り替えに失敗していたり、意図し
ないウィンドウの切り替えが発生してしまい、	DLLをロー
ドしたウィンドウ以外でdllfunc等を呼び出すと、	「DLLが
ロードされてないのにdllfunc関数が使われました」	と表示
されてしまいます。

動作確認用マクロ(意図的にウィンドウを切り替えて、エラ
ーを発生させている。)

//新しいファイルを2個開く
newfile;

#window1	=	hidemaruhandle(0);

newfile;

#window2	=	hidemaruhandle(0);

//1番目の秀丸エディタ上で、hmjre.dllをロードする
setactivehidemaru	#window1;

loaddll	"hmjre.dll";

if(!result){

				message	"hmjre.dllのロードに失敗しました。";
				endmacro;

}

//関数の実行(問題なし)
$version1	=	hex(dllfunc("JreGetVersion")	&	0xFFFF);

message	$version1;

//2番目の秀丸エディタに移動
setactivehidemaru	#window2;

//関数の実行(ここでエラーになるはず。)
//	-->	DLLがロードされてないのにdllfunc関数が使われました
$version2	=	hex(dllfunc("JreGetVersion")	&	0xFFFF);

message	$version2;

freedll;

endmacro;

https://help.maruo.co.jp/hidemac/html/200_Dll.html
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HME0016Cへ集約



[HME0016C]

●表示できない記号がある

[HME0016D]

●改行、EOF	が表示されない

[HME0016E]

●カラー設定が上手くいかない

（HME0016C〜HME0016E共通）秀丸エディタの画面上で、特
定の記号や文字が表示されなかったり、改行、[EOF]のマーク
が表示されなかったりします。	他のアプリケーションでは正常
に表示されています。秀丸エディタのカラー設定が上手くいっ
ていないかもしれません。

まず以下の点を確認してください。

1.	自分の表示したい項目について、「その他」→「ファイル
タイプの別設定」の

「表示」

Email,	URLのカラー表示



HTMLタグのカラー表示

コメント/文字定数のカラー表示

ファイル名のカラー表示

EOF非表示

改行非表示

タブ文字表示

全角空白を記号で表示

半角空白を記号で表示

「全般」

ルーラー表示

行番号表示

強調表示

強調表示

強調表示一覧の「文字列」の設定が終了している
か?	の項目に問題はありませんか?

2.	同じく「その他」→「ファイルタイプ別の設定」の「カラ
ー」で設定は合っていますか?	「背景色」や「選択範囲」
と重なると文字が見えなくなります。

3.	「その他」→「ファイルタイプ別の設定」→「カラー」の
「場所の一覧」にあるように、	カラー表示には優先順位が
あります。この点は問題がありませんか?

もしこれらの設定に間違いがなければ、ディスプレイドライバ
の問題が考えられますので、	[HME0016A]●秀丸の画面だけが乱
れる,	[HME0016B]1●秀丸の画面だけが乱れる（その２）	を試し
てみてください。
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HME0016Cへ集約



[HME0016C]

●表示できない記号がある

[HME0016D]

●改行、EOF	が表示されない

[HME0016E]

●カラー設定が上手くいかない

（HME0016C〜HME0016E共通）秀丸エディタの画面上で、特
定の記号や文字が表示されなかったり、	改行、[EOF]のマーク
が表示されなかったりします。他のアプリケーションでは正常
に表示されています。	秀丸エディタのカラー設定が上手くいっ
ていないかもしれません。

まず以下の点を確認してください。

1.	自分の表示したい項目について、「その他」→「ファイル
タイプ別の設定」の

「表示」

Email,	URLのカラー表示



HTMLタグのカラー表示

コメント/文字定数のカラー表示

ファイル名のカラー表示

EOF非表示

改行非表示

タブ文字表示

全角空白を記号で表示

半角空白を記号で表示

「全般」

ルーラー表示

行番号表示

強調表示

強調表示

強調表示一覧の「文字列」の設定が終了しているか?

の項目に問題はありませんか?

2.	同じく「その他」→「ファイルタイプ別の設定」の「カラ
ー」で設定は合っていますか?	「背景色」や「選択範囲」
と重なると文字が見えなくなります。

3.	「その他」→「ファイルタイプ別の設定」→「カラー」の
「場所の一覧」にあるように、	カラー表示には優先順位が
あります。この点は問題がありませんか?

もしこれらの設定に間違いがなければ、ディスプレイドライバ
の問題が考えられますので、	[HME0016A]●秀丸の画面だけが乱
れる、	[HME0016B]●秀丸の画面だけが乱れる（その２）	を試
してみてください。
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[HMM0082A]

●カーソルのある行の内容を文字列型変数に取り
込む方法

カーソルのある行の内容を、文字列型変数に取り込む方法はあ
りませんか？

方法は複数あります。

1.	行選択を行い、選択範囲を取り込む

selectline;

$line	=	gettext(seltopx,	seltopy,	selendx,	selendy);

message	$line;

2.	 gettext2関数と、キーワードを組み合わせて取り込む

$line	=	gettext2(0,lineno,linelen2,	lineno);

message	$line;

[解説]

(1)のマクロは、行選択を行い、選択範囲の文字列を取り込
んでいます。	行選択の副作用でカーソルがマクロ実行前後
で、違う位置に移動してしまう場合があります。

(2)のマクロは

lineno	キーワード



linelen2	キーワード

を使用し、範囲選択なしで取り込んでいます。

行の先頭は、"0"と決まっているので直接記述し、	行の長
さは	linelen2	キーワード、行数は、lineno	キーワード	を使
い範囲を求め取得しています。。

結果は同じですが、カーソルが移動する/しないの違いがあ
ります。

[補足]
(2)は、gettext関数でも問題ないように見えますが、	折り返
しがある場合や、タブコードがある場合、	gettext関数では
正常に内容を(簡単には)取得できません。
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